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凡
例

・
引
用
は
原
則
初
出
に
拠
っ
た
が
、
『
風
立
ち
ぬ
』
は
野
田
書
房
版
単
行
本
（
昭

）
に
拠
っ
た
。
旧
字

13

体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
作
家
名
・
作
品
名
は
慣
用
の
表
記
に
従
っ
た
。

・
フ
ラ
ン
ス
語
原
文
の
引
用
直
後
に
付
し
た
丸
括
弧
内
の
訳
文
は
拙
訳
し
た
。

・
堀
辰
雄
の
作
品
名
・
章
題
は
「

」
、
連
作
の
総
題
は
『

』
で
示
し
た
。
例
え
ば
「
風
立
ち
ぬ
」
は
、

連
作
『
風
立
ち
ぬ
』
の
第
三
章
「
風
立
ち
ぬ
」
を
指
す
。

・
雑
誌
・
新
聞
は
「

」
、
単
行
本
は
『

』
で
示
し
た
。

・
参
照
文
献
の
刊
行
年
次
は
元
号
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
同
一
論
文
の
引
用
は
註
を
一
箇
所
に
ま
と
め
、

筆
者
名
前
掲
論
と
し
た
。

・
傍
点
は
適
宜
「
傍
点
引
用
者
」「
傍
点
原
文
」
と
註
記
し
、
引
用
文
中
の
註
は
「
（
註

―
）
」
と
し
た
。

・
『
堀
辰
雄
全
集
』
は
筑
摩
書
房
版
最
新
刷
に
拠
っ
た
（
初
版
第
一
刷
は
昭
和
五
十
二
～
五
十
五
年
刊
行
）
。

年
次
は
第
一
巻
～
第
六
巻
が
平
成
八
年
、
第
七
巻
上
～
別
巻
二
が
平
成
九
年
で
あ
る
。
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序
論

―
翻
訳
か
ら
創
作
へ
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序
論

―
翻
訳
か
ら
創
作
へ

は
じ
め
に

―
翻
訳
行
為
と
創
作
行
為
の
連
関

本
研
究
の
目
的
は
、
堀
辰
雄
の
翻
訳
行
為
と
創
作
行
為
の
連
関
に
視
座
を
置
き
、
昭
和
前
期
の
文
学
に

お
い
て
堀
が
達
成
し
た
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

堀
辰
雄
が
活
動
し
た
昭
和
初
年
代
か
ら
十
年
代
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
文
学
の
世
界
的
同
時
性
が

成
立
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
明
治
大
正
期
の
日
本
に
お
い
て
、
外
国
文
学
が
本
国
の
潮
流
か
ら
常
に
遅
れ

て
受
容
さ
れ
た
の
に
対
し
、
こ
の
時
代
の
文
学
者
は
海
外
の
雑
誌
や
書
籍
で
新
し
い
文
学
作
品
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
受
容
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
新
し
い
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
と
同
時
並
行
で
翻
訳
し
紹
介
し

た
。
一
部
の
具
眼
の
先
行
者
が
選
択
し
翻
訳
し
た
も
の
を
間
接
的
に
受
容
す
る
時
代
か
ら
、
若
手
作
家
が

自
ら
翻
訳
を
行
い
創
作
に
生
か
す
時
代
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
自
身
で
翻
訳
者
と
創
作
者
の
役
割
を
二
重
に
担
っ
た
若
手
作
家
の
中
で
も
堀
辰
雄
は
際

立
っ
て
い
る
。
吉
田
精
一
は
、
堀
が
外
国
文
学
を
通
じ
て
「
彼
の
中
の
新
し
い
泉
を
く
み
あ
げ
、
新
鮮
な

生
の
息
吹
き
を
か
ぐ
」*1

姿
勢
を
評
し
て
堀
を
「
「
出
会
い
」
の
名
人
」
と
呼
ん
だ
。
重
要
な
の
は
そ
の

堀
の
「
出
会
い
」
が
堀
自
身
の
翻
訳
行
為
を
通
し
て
果
た
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
堀
辰
雄
は
白
水
社

・
三
才
社
・
仏
蘭
西
書
院
な
ど
で
海
外
の
本
や
雑
誌
を
少
し
ず
つ
買
い
集
め
た
。
気
に
入
っ
た
作
家
が
あ

る
と
そ
の
作
家
の
作
品
を
集
中
的
に
読
み
進
め
、
読
み
な
が
ら
一
部
を
紙
片
や
ノ
ー
ト
に
試
訳
し
て
理
解

し
、
時
に
そ
う
し
た
翻
訳
を
同
人
雑
誌
や
一
般
紙
誌
に
発
表
し
た
。
さ
ら
に
翻
訳
を
通
し
て
学
ん
だ
も
の

を
自
身
の
創
作
に
取
り
込
み
、
作
風
を
徐
々
に
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

堀
と
外
国
文
学
と
の
出
会
い
は
大
正
十
年
に
遡
る
。
堀
は
一
高
の
寮
で
出
会
っ
た
神
西
清
に
よ
り
フ
ラ

ン
ス
象
徴
詩
や
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
の
写
実
主
義
文
学
に
導
か
れ
た
。
大
正
十
四
年
に
東
京
帝
大
に
入
学
し

た
堀
は
、
そ
の
秋
ま
で
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
や
ジ
ッ
ド
ら
フ
ラ
ン
ス
心
理
小
説
に
翻
訳
を
通
し
て
触
れ
る
。

そ
し
て
堀
口
大
學
の
翻
訳
に
よ
り
出
会
っ
た
新
詩
精
神
運
動
の
詩
人
達
の
作
品
を
自
ら
の
手
で
翻
訳
し
始

エ

ス

プ

リ
・
ヌ
ー

ヴ

ォ

ー

め
た
。
大
正
十
五
年
四
月
創
刊
の
「
驢
馬
」
を
主
な
発
表
の
舞
台
と
し
て
、
堀
は
ラ
ン
ボ
ー
、
ア
ポ
リ
ネ

ー
ル
、
サ
ル
モ
ン
、
ジ
ャ
コ
ブ
、
ラ
デ
ィ
ゲ
、
コ
ク
ト
ー
、
ス
ー
ポ
ー
ら
の
作
品
を
少
し
ず
つ
翻
訳
・
発

表
す
る
と
い
う
形
で
自
ら
の
文
学
活
動
を
開
始
し
た
。

堀
が
そ
の
最
初
期
の
文
学
活
動
に
お
い
て
集
中
的
に
訳
し
た
の
が
コ
ク
ト
ー
の
作
品
で
あ
り
、
諸
雑
誌

に
発
表
さ
れ
た
そ
の
訳
業
は
、
昭
和
四
年
に
訳
選
集
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
（
厚
生
閣
書
店
）
と
し
て
ま
と
め
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ら
れ
た
。
以
後
も
堀
は
、
自
ら
の
感
性
に
触
れ
る
作
家
を
探
し
求
め
、
翻
訳
の
対
象
を
徐
々
に
拡
大
し
て

い
っ
た
。
初
期
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
量
の
翻
訳
を
行
う
こ
と
は
な
く
な
る
が
、
エ
ッ
セ
イ
や
小
説
の
中

に
ラ
デ
ィ
ゲ
、
プ
ル
ー
ス
ト
、
リ
ル
ケ
ら
の
作
品
を
翻
訳
・
引
用
す
る
形
で
発
表
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
十

年
前
後
か
ら
日
本
の
古
典
作
品
に
傾
倒
し
、
王
朝
女
流
日
記
の
文
を
翻
訳
す
る
よ
う
な
形
で
取
り
込
ん
だ

作
品
を
発
表
し
た
。
堀
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
翻
訳
と
創
作
を
同
時
並
行
で
進
め
、
そ
の
中
で
創
作
の
方
向

性
を
徐
々
に
変
え
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
翻
訳
と
創
作
を
並
行
し
て
進
め
た
堀
の
文
学
を
研
究
す
る
上
で
、
堀
の
創
作
に
翻
訳
が
果

た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
だ
が
堀
の
翻
訳
行
為
と
創
作
行
為
と
の
関
わ
り
を
論
じ

る
機
会
は
こ
れ
ま
で
多
く
な
か
っ
た
。
ま
ず
は
堀
辰
雄
の
先
行
研
究
の
流
れ
を
振
り
返
り
つ
つ
、
本
研
究

の
位
置
づ
け
を
示
し
た
い
。

一
、
堀
辰
雄
の
先
行
研
究
史

堀
辰
雄
の
研
究
史
は
、
小
久
保
実
「
堀
辰
雄
研
究
史
」*2

を
嚆
矢
に
、
渡
部
麻
実
「
研
究
動
向
」*3

に

至
る
ま
で
既
に
多
く
の
ま
と
め
が
あ
る*4

。
そ
れ
ら
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
個
別
の
研
究
成
果
を

詳
述
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
研
究
史
の
大
ま
か
な
流
れ
を
概
観
し
つ
つ
、
本
研
究
の
位
置
を
示
す
。

堀
辰
雄
研
究
は
、
ま
ず
堀
周
辺
の
友
人
・
知
人
ら
に
よ
り
そ
の
端
緒
が
開
か
れ
た
。
特
に
中
村
真
一
郎

・
福
永
武
彦
は
、
昭
和
三
十
年
前
後
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
堀
の
全
集
の
編
纂
に
関
わ
り
つ
つ*5

、
作

品
集
・
文
庫
・
全
集
解
説
・
資
料
解
説
・
そ
の
他
の
形
で
堀
を
論
じ
、
作
品
論
・
作
家
論
の
糸
口
を
開
い

た*6

。
こ
れ
ら
の
論
及
に
よ
っ
て
、
中
村
・
福
永
の
文
学
観
と
呼
応
す
る
、
「
ロ
マ
ン
」
を
書
く
作
家
と

し
て
の
堀
辰
雄
像
が
確
立
さ
れ
た*7

。
日
本
の
自
然
主
義
・
私
小
説
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
超
克
し
、
西
洋
十

九
世
紀
に
全
盛
を
迎
え
た
本
格
的
長
篇
小
説
を
書
く
こ
と
が
堀
の
宿
願
だ
っ
た
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
師

・
芥
川
龍
之
介
か
ら
の
影
響
関
係
、
下
町
育
ち
と
い
う
出
自
や
軽
井
沢
へ
の
憧
憬
、
片
山
廣
子
母
娘
や
矢

野
綾
子
ら
モ
デ
ル
人
物
と
小
説
と
の
関
係
も
、
こ
の
「
ロ
マ
ン
」
の
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
研
究
者
の
論
考
も
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
特
に
谷
田
昌
平
・
小
久
保
実
ら
に
よ
っ
て
堀
の

伝
記
的
事
実
の
掘
り
起
こ
し
、
創
作
史
の
展
開
に
即
し
た
作
品
解
釈
が
行
わ
れ
、
堀
辰
雄
研
究
の
礎
が
築

か
れ
た*8

。

こ
れ
ら
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
展
開
さ
せ
た
の
が
、
作
品
論
の
時
代
の
研
究
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
代
か

ら
五
十
年
代
に
か
け
て
、
個
別
の
作
品
解
釈
に
お
い
て
新
た
な
視
点
が
提
示
さ
れ
、
あ
る
い
は
従
来
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
研
究
の
対
象
領
域
が
拡
大
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
を
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代
表
す
る
の
が
竹
内
清
己
・
池
内
輝
雄
の
仕
事
で
あ
る
。
池
内
輝
雄
は
一
連
の
論
文*9

、
『
鑑
賞
日
本
現

代
文
学
』
第
十
八
巻
（
角
川
書
店
、
昭

）
に
お
い
て
、
習
作
「
甘
栗
」
や
「
本
所
」
、
初
稿
・
プ
レ
テ

56

ク
ス
ト
を
含
む
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」
や
「
不
器
用
な
天
使
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
初
期
作
品
を
論
じ

る
道
を
開
い
た
。
こ
れ
ら
初
期
作
品
は
堀
自
身
が
否
定
的
に
言
及
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
論
じ
ら
れ

る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
竹
内
清
己
『
堀
辰
雄
の
文
学
』（
桜
楓
社
、
昭

）
は
、
さ
ら
に
初
期
習
作
「
清

59

く
寂
し
く
」
や
、
王
朝
小
説
を
起
点
と
す
る
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
、
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
、
「
曠
野
」
、
「
ふ

る
さ
と
び
と
」
と
い
っ
た
後
期
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
両
者
の
作
品
論
は
、
い
ず
れ
も
定
説
化
し
つ
つ
あ

っ
た
従
来
の
解
釈
に
対
し
、
新
し
い
解
釈
の
方
向
性
を
提
示
す
る
も
の
だ
っ
た
。

堀
の
王
朝
小
説
の
研
究
は
、
吉
田
精
一
や
中
村
真
一
郎
に
よ
り
先
鞭
が
つ
け
ら
れ*10

、
後
に
古
典
文
学

研
究
者
な
ど
も
加
わ
っ
て
原
典
と
の
比
較
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
た
。
吉
田
や
中
村
は
原
典
と
の
比

較
を
行
い
、
堀
が
リ
ル
ケ
な
ど
西
洋
文
学
の
世
界
と
日
本
古
典
の
世
界
を
接
合
し
た
と
指
摘
し
、
同
時
代

の
日
本
主
義
と
堀
の
古
典
へ
の
傾
倒
を
区
別
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
浪
曼
派
の
影
響
を
重
視
し
て
堀

の
古
典
へ
の
姿
勢
を
批
判
的
に
捉
え
た
の
が
杉
野
要
吉
で
あ
る*11
。
こ
の
よ
う
な
対
立
的
な
見
方
は
、
近

年
の
王
朝
小
説
や
『
大
和
路
・
信
濃
路
』
を
め
ぐ
る
諸
論
考
に
も
尾
を
引
く*12

。
だ
が
い
ず
れ
の
立
場
の

論
者
も
、
「
私
は
何
か
い
ひ
し
れ
ぬ
空
虚
な
気
も
ち
に
襲
は
れ
、
そ
れ
か
ら
脱
れ
る
た
め
に
、
ひ
た
す
ら

心
を
日
本
の
古
い
美
し
さ
に
向
け
だ
し
た
」
（
堀
辰
雄
「
あ
と
が
き
」
、
『
堀
辰
雄
作
品
集

風
立
ち
ぬ
』

角
川
書
店
、
昭

）
と
い
う
堀
の
述
懐
に
体
現
さ
れ
る
、
西
洋
文
学
か
ら
日
本
古
典
へ
の
堀
の
姿
勢
の
転

21

換
を
見
て
と
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

池
内
輝
雄
・
竹
内
清
己
ら
が
堀
の
初
期
作
品
を
研
究
の
俎
上
に
載
せ
た
こ
と
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
と

い
う
観
点
か
ら
堀
の
作
品
を
捉
え
直
す
方
向
性
が
開
か
れ
た
。
こ
の
方
向
性
を
確
実
な
も
の
に
し
た
の
が

「
解
釈
と
鑑
賞
」
の
特
集
「
堀
辰
雄
の
世
界
」
（
平

・

）
及
び
「
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
」
の
特
集
「
堀

8

9

辰
雄
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
（
池
内
輝
雄
編
、
平

・

）
で
あ
っ
た
。
堀
辰
雄
研
究
を
専
門
と
す
る
論
者
以

16

2

外
の
研
究
者
が
広
く
執
筆
し
た
こ
の
二
つ
の
雑
誌
特
集
に
お
い
て
、
同
時
代
の
雑
誌
や
視
覚
メ
デ
ィ
ア
と

の
関
連
、
作
品
の
修
辞
や
手
法
、
モ
ダ
ン
都
市
空
間
と
の
関
わ
り
、
文
化
翻
訳
と
い
っ
た
多
様
な
視
点
か

ら
堀
の
初
期
作
品
が
論
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
論
考
に
よ
り
、
堀
の
初
期
作
品
に
お
け
る
主
体
の
感
覚
や

都
市
空
間
の
描
き
方
が
、
時
代
的
な
動
向
の
中
で
捉
え
直
さ
れ
た
。

近
年
の
堀
辰
雄
研
究
は
、
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
中
で
堀
の
作
品
を
解
釈
す
る
方
向
性
の
延

長
線
上
に
あ
る
。
本
研
究
も
こ
う
し
た
流
れ
に
棹
さ
す
も
の
だ
が
、
私
見
で
は
堀
を
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の

枠
組
み
で
論
じ
る
中
で
最
も
進
ん
で
い
な
い
の
が
文
体
論
で
あ
る
。
堀
個
人
の
文
体
論
と
し
て
は
つ
と
に

小
林
英
夫
や
原
子
朗
ら
の
論
考
が
あ
る
が*13

、
堀
の
作
品
の
文
体
の
生
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
史
的
な
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位
置
づ
け
の
中
で
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
え
た
も
の
は
い
ま
だ
な
い
。
吉
本
隆
明
が
『
言
語
に
と
っ
て

美
と
は
な
に
か
Ⅰ
』
（
勁
草
書
房
、
昭

）
の
第
Ⅳ
章
「
表
現
転
移
論
」
に
お
い
て
、
堀
の
作
品
の
文
体

40

を
新
感
覚
派
の
実
験
を
継
承
す
る
昭
和
初
期
の
「
文
学
体
」
の
尖
端
と
し
て
位
置
づ
け
、
吉
本
の
論
考
を

承
け
た
高
橋
順
一
や
、
同
じ
く
吉
本
の
「
表
出
」
概
念
を
承
け
た
宮
内
豊
が
『
風
立
ち
ぬ
』
の
文
体
を
考

察
し
た
の
が
数
少
な
い
例
外
で
あ
る*14

。

堀
の
作
品
の
文
体
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
昭
和
前
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
が
大
正
期
の
文
学
か
ら
何
を

引
き
継
ぎ
、
戦
後
文
学
に
何
を
橋
渡
し
し
た
か
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
場
合
、

堀
が
翻
訳
を
通
じ
て
創
作
に
何
を
汲
み
と
っ
た
か
と
い
う
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。
前
世
代
の
文
体
改
革

の
実
践
者
で
あ
る
新
感
覚
派
の
作
家
と
堀
辰
雄
と
を
劃
す
の
は
、
外
国
文
学
の
翻
訳
文
体
か
ら
学
ん
だ
か
、

原
語
に
当
た
っ
た
か
と
い
う
点
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
翻
訳
と
創
作
の
連
関
に
視
点
を
置
き
、
堀

の
作
品
の
文
体
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
こ
と
で
、
昭
和
前
期
の
文
学
の
中
で
堀

が
何
を
達
成
し
た
の
か
が
解
明
さ
れ
る
と
考
え
る
。
で
は
、
堀
の
翻
訳
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
研
究
さ

れ
て
き
た
の
か
。
堀
研
究
の
中
で
翻
訳
の
研
究
は
そ
の
主
た
る
領
域
で
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
に
至
る
ま

で
に
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
。
次
節
で
は
堀
の
翻
訳
に
関
す
る
研
究
に
絞
っ
て
研
究
史
を
引
き
続
き
ま
と
め
、

本
研
究
が
ど
の
よ
う
な
点
を
先
行
研
究
に
負
う
の
か
を
示
し
た
い
。

二
、
堀
辰
雄
の
翻
訳
・
先
行
研
究
史

堀
の
翻
訳
に
関
す
る
研
究
は
、
堀
の
全
集
の
刊
行
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
新
潮
社
版
全
集

全
七
巻
（
昭

～

）
で
は
、
第
四
巻
・
五
巻
・
六
巻
に
詩
・
エ
ッ
セ
イ
・
習
作
と
並
べ
る
形
で
そ
れ
ぞ

29

32

れ
翻
訳
が
収
め
ら
れ
、
新
潮
社
全
集
全
六
巻
（
昭

）
で
は
、
第
五
巻
に
翻
訳
が
ま
と
め
て
収
め
ら
れ
た
。

33

角
川
書
店
版
全
集
全
十
巻
（
昭

～

）
で
は
創
作
と
翻
訳
が
年
代
順
で
併
録
さ
れ
、
筑
摩
書
房
版
全
集

38

41

全
十
一
巻
（
昭

～

）
で
は
、
第
四
巻
に
リ
ル
ケ
関
係
、
第
五
巻
に
そ
の
他
の
訳
稿
が
収
め
ら
れ
、
校

52

55

異
や
初
出
・
初
収
等
の
書
誌
情
報
も
整
理
さ
れ
た
。

ま
た
全
集
月
報
や
堀
歿
後
の
雑
誌
特
集
号
等
に
掲
載
さ
れ
た
同
時
代
文
学
者
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
っ
て
、

堀
の
翻
訳
の
背
景
が
証
言
さ
れ
た
。
堀
と
と
も
に
「
虹
」
や
「
山
繭
」
同
人
だ
っ
た
ド
イ
ツ
文
学
者
の
大

野
俊
一
は
、
堀
が
一
高
で
「
外
国
語
の
熱
病
」
に
取
り
つ
か
れ
た
時
期
や
、
大
野
が
借
り
た
お
茶
の
水
の

「
文
化
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
の
一
室
で
堀
や
神
西
と
雑
誌
を
編
み
、
彼
ら
か
ら
「
翻
訳
術
」
を
教
わ
っ
た

頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
回
想
し
た*15

。
春
山
行
夫
は
自
身
が
依
頼
し
て
堀
の
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
を
刊
行
し
た

頃
の
こ
と
に
関
す
る
回
想
を
寄
せ*16

、
ド
イ
ツ
文
学
者
の
富
士
川
英
郎
は
堀
の
リ
ル
ケ
翻
訳
の
頃
の
回
想
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を
寄
せ
た*17
。
新
潮
社
版
全
集
全
七
巻
刊
行
後
に
組
ま
れ
た
「
解
釈
と
鑑
賞
」
の
特
集
「
堀
辰
雄

―
作

家
論
と
作
品
論
」
（
昭

・

）
で
、
富
士
川
英
郎
は
さ
ら
に
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
翻
訳
の
背
景
事
情
を

36

3

詳
細
に
述
べ
た*18

。
他
に
も
こ
の
特
集
で
、
仏
文
学
者
の
佐
藤
朔
が
プ
ル
ー
ス
ト
と
の
関
係
に
触
れ
つ
つ
、

堀
の
翻
訳
の
姿
勢
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

彼
が
翻
訳
し
た
作
品
を
見
て
も
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
と
か
、
名
訳
を
し
て
見
せ
よ
う
と
い
う
つ
も
り

は
さ
ら
に
な
く
、
そ
の
頃
の
自
分
の
文
学
の
方
向
や
位
置
を
し
め
そ
う
と
し
た
の
で
あ
つ
た
。
翻
訳

は
原
作
を
精
読
す
る
一
つ
の
手
段
だ
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
未
知
の
文
学
を
知
り
、
わ
が
も
の
と
し
、

自
ら
の
中
に
あ
る
未
知
の
世
界
を
探
り
、
そ
れ
を
培
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
堀
辰
雄
の
翻
訳
に
は

勝
手
気
儘
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
正
確
で
な
い
ば
か
り
か
間
違
つ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

そ
れ
で
彼
自
身
の
た
め
に
は
一
向
に
差
し
つ
か
え
が
な
か
つ
た
。*19

堀
の
翻
訳
対
象
が
恣
意
的
だ
っ
た
こ
と
、
訳
文
が
時
に
不
正
確
で
名
訳
志
向
で
は
な
く
時
に
誤
訳
さ
え

あ
っ
た
こ
と
、
翻
訳
が
読
者
の
た
め
と
い
う
よ
り
自
身
の
対
象
精
読
の
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
、
翻
訳
が
堀

自
身
の
創
作
に
生
か
さ
れ
た
こ
と
、
翻
訳
を
す
る
こ
と
が
堀
自
身
に
文
学
の
方
向
性
を
示
唆
し
た
こ
と
。

堀
と
同
時
代
を
生
き
、
当
人
と
親
交
も
あ
っ
た
佐
藤
の
こ
の
指
摘
に
は
、
堀
の
翻
訳
の
姿
勢
に
関
し
て
現

在
も
引
き
継
が
れ
る
見
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。

佐
藤
が
示
唆
し
た
堀
の
翻
訳
と
創
作
と
の
関
係
を
、
堀
の
創
作
史
の
展
開
に
即
し
て
具
体
的
に
明
ら
か

に
し
た
の
が
角
川
書
店
版
全
集
巻
末
に
付
さ
れ
た
河
上
徹
太
郎
の
「
解
説
」
で
あ
っ
た
。
河
上
は
ま
ず
出

発
期
の
堀
が
大
正
十
五
年
か
ら
「
一
二
年
、
コ
ク
ト
オ
や
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
を
貪
る
や
う
に
翻
訳
し
た
」
と

述
べ
、
そ
れ
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
の
た
め
」
に
限
ら
ず
「
そ
れ
ほ
ど
魅
せ
ら
れ
た
」
の
で
あ
り
、「
粉

本
を
な
ぞ
つ
て
手
習
ひ
を
す
る
や
う
に
、
文
体
の
模
写
を
し
た
」
も
の
だ
っ
た
と
し
て
、
翻
訳
と
堀
の
作

品
の
文
体
生
成
の
関
わ
り
を
指
摘
し
た
（
第
一
巻
、
昭

）
。
河
上
は
角
川
版
全
集
の
編
集
方
針
と
関
連

39

し
て
、
「
本
全
集
が
翻
訳
も
年
代
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
堀
の
や
う
に
影
響
に
対
し
て
貪
婪
で
且

つ
消
化
力
の
旺
盛
な
作
家
の
場
合
、
自
作
と
同
じ
や
う
に
自
己
表
現
の
現
れ
と
読
む
こ
と
が
出
来
て
面
白

い
」
と
述
べ
（
第
四
巻
、
昭

）
、
佐
藤
よ
り
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
み
翻
訳
を
堀
の
一
種
の
自
己
表
現
と

39

し
て
捉
え
た
。

河
上
は
、
ユ
ー
ジ
ェ
ニ
ー
・
ド
・
ゲ
ラ
ン
の
『
日
記
』
や
（
第
六
巻
、
昭

）
、
ル
イ
ズ
・
ラ
ベ
の
ソ

39

ネ
ッ
ト
の
翻
訳
な
ど
（
第
八
巻
、
昭

）
、
堀
後
期
の
訳
業
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
特
に
前
者
に
つ
い

39

て
「
戦
時
中
の
軽
井
沢
で
、
ユ
ゥ
ジ
ェ
ニ
イ
の
日
記
を
夫
人
が
心
の
ま
ゝ
に
訳
し
て
ゆ
く
の
に
手
を
入
れ

て
共
訳
し
て
い
つ
た
こ
と
は
、
憧
れ
の
堀
に
と
つ
て
大
き
な
慰
め
で
あ
つ
た
と
共
に
、
そ
れ
自
体
彼
の
制

作
仕
事
で
あ
つ
た
」
と
翻
訳
を
戦
時
中
の
堀
の
「
制
作
」
と
位
置
づ
け
、
か
つ
多
恵
子
夫
人
と
の
共
訳
と
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い
う
作
業
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
河
上
の
「
解
説
」
は
堀
の
翻
訳
と
創
作
の
関
係
を
堀

の
創
作
史
に
沿
っ
て
追
い
、
ど
の
作
品
の
翻
訳
が
ど
の
時
期
の
堀
の
創
作
に
ど
う
影
響
し
た
か
を
概
観
し

た
も
の
と
な
っ
た
。

河
上
の
後
に
、
堀
の
翻
訳
を
他
の
作
家
の
翻
訳
と
比
べ
つ
つ
位
置
づ
け
た
の
が
福
永
武
彦
で
あ
る
。
筑

摩
書
房
版
全
集
の
「
翻
訳
」
の
巻
の
月
報
で*20

、
福
永
は
日
本
の
小
説
家
の
外
国
文
学
へ
の
姿
勢
を
五
つ

に
分
類
し
、
堀
の
翻
訳
に
対
す
る
姿
勢
を
そ
の
中
で
位
置
づ
け
た
。
す
な
わ
ち
「
一
、
外
国
語
が
読
め
ず

従
つ
て
外
国
文
学
に
も
関
心
の
な
か
つ
た
人
」
、
「
二
、
専
ら
翻
訳
に
よ
つ
て
関
心
を
持
つ
た
人
」
、
「
三
、

外
国
語
が
読
め
て
も
翻
訳
ま
で
は
し
な
か
つ
た
人
」
、「
四
、
外
国
語
に
堪
能
で
多
少
の
翻
訳
を
し
た
人
」
、

「
五
、
翻
訳
の
方
で
も
一
流
だ
つ
た
人
」
で
あ
る
。
福
永
が
堀
を
「
五
」
に
分
類
し
た
の
は
や
や
身
贔
屓

の
感
が
あ
る
が
、
福
永
が
「
五
」
に
分
類
し
た
森
鷗
外
や
堀
口
大
學
ら
の
翻
訳
と
後
発
世
代
の
翻
訳
の
性

質
を
区
別
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
福
永
は
堀
と
同
時
期
の
作
家
の
翻
訳
と
し
て
石
川
淳
・
伊
藤
整
・
阿

部
知
二
の
翻
訳
を
「
四
」
に
分
類
し
て
挙
げ
た
。
そ
し
て
福
永
は
「
あ
く
の
強
い
翻
訳
は
次
第
に
下
火
に

な
」
り
、
「
如
何
に
し
て
原
作
を
生
か
す
か
が
現
代
の
風
潮
」
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。
こ
の
福
永
の
指
摘

は
堀
の
翻
訳
の
時
代
的
な
特
徴
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

こ
の
頃
か
ら
、
堀
の
翻
訳
の
訳
文
の
分
析
が
具
体
的
に
行
わ
れ
始
め
る
。
筑
摩
書
房
版
全
集
の
刊
行
と

ほ
ぼ
同
時
期
に
組
ま
れ
た
「
国
文
学
」
（
昭

・

）
、
「
ユ
リ
イ
カ
」
（
昭

・

）
の
堀
辰
雄
特
集
に
、

52

7

53

9

ド
イ
ツ
文
学
者
の
神
品
芳
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
論
考
を
発
表
し
た
。
神
品
は
前
者
に
「
堀
辰
雄
と
リ
ル
ケ
」
、

後
者
に
「
堀
辰
雄
と
リ
ル
ケ
翻
訳
」
を
発
表
、
堀
辰
雄
の
ド
イ
ツ
語
翻
訳
を
論
じ
た
。
前
者
に
お
い
て
神

品
は
、
堀
に
よ
る
リ
ル
ケ
『
鎮
魂
歌
』
の
訳
文
の
質
に
言
及
し
た
。
神
品
は
堀
の
訳
文
の
「
結
び
の
個
所

の
翻
訳
の
語
調
に
は
、
リ
ル
ケ
が
パ
ウ
ラ
に
対
し
て
配
っ
て
い
た
親
密
な
思
い
や
り
が
い
き
い
き
と
再
現

さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
堀
が
同
じ
部
分
を
何
度
か
訳
し
直
し
て
い
く
過
程
で
、
「
訳
に
手
が
加
え
ら

れ
て
、
一
段
と
よ
く
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
神
品
は
、
そ
の
翻
訳
と
『
風
立
ち
ぬ
』
と
の
関

連
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
後
者
の
論
考
に
お
い
て
、
神
品
は
堀
の
『
旗
手
ク
リ
ス
ト
フ
・
リ
ル
ケ
の
愛

と
死
の
歌
』
、
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
訳
文
の
質
に
言
及
し
た
。
神
品
は
、
堀
に
よ
る
『
マ
ル
テ
の
手
記
』

の
翻
訳
は
「
言
葉
が
人
間
存
在
の
む
き
だ
し
の
神
経
に
じ
か
に
触
れ
て
ゆ
く
よ
う
な
」
原
文
の
呼
吸
を
つ

か
み
き
っ
て
お
ら
ず
、
「
騒
音
に
対
す
る
異
物
感
が
き
わ
め
て
希
薄
」
で
、
堀
の
「
町
の
騒
音
と
波
長
を

合
わ
せ
な
が
ら
暮
ら
し
て
ゆ
く
東
京
下
町
の
生
活
感
覚
が
頭
を
出
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
そ
の
一
方

で
「
創
作
家
と
し
て
の
彼
は
こ
の
作
品
か
ら
多
く
の
養
分
を
吸
い
取
」
り
、
「
自
ら
の
作
品
の
な
か
で
、

土
着
性
の
希
薄
な
日
本
語
表
現
を
刻
み
上
げ
て
」
い
る
と
指
摘
し
た
。

堀
の
翻
訳
の
訳
文
の
分
析
は
、
比
較
文
学
者
に
よ
っ
て
さ
ら
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
西
川
正
也
は
「
翻
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訳
者
・
堀
口
大
学
の
功
罪

―
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
詩
訳
・
試
論
」*21

に
お
い
て
、
堀
口
大
學
の
コ
ク
ト

ー
翻
訳
の
分
析
の
比
較
対
照
項
と
し
て
堀
の
コ
ク
ト
ー
翻
訳
に
言
及
し
た
。
西
川
の
論
考
は
堀
口
大
學
の

翻
訳
の
分
析
に
主
眼
を
置
い
て
い
た
が
、
西
村
靖
敬
は
「
堀
辰
雄
の
翻
訳
と
創
作

―
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト

ー
と
の
関
係
を
中
心
に
」*22

に
お
い
て
、
同
じ
コ
ク
ト
ー
作
品
の
訳
選
集
で
あ
る
堀
口
大
學
訳
『
ジ
ャ
ン

・
コ
ク
ト
オ
詩
抄
』
（
第
一
書
房
、
昭

）
と
堀
訳
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
（
前
掲
）
の
訳
文
を
比
較
、
堀
の

4

翻
訳
の
特
徴
を
主
と
し
て
論
じ
た
。
ま
た
井
上
健
は
『
作
家
の
訳
し
た
世
界
の
文
学
』
（
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
平

）
及
び
同
書
の
増
補
改
訂
『
文
豪
の
翻
訳
力

―
近
現
代
日
本
の
作
家
翻
訳

谷
崎
潤
一
郎

4

か
ら
村
上
春
樹
ま
で
』
（
武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
平

）
で
、
堀
の
コ
ク
ト
ー
翻
訳
と
プ
ル

23

ー
ス
ト
翻
訳
の
特
徴
に
言
及
し
た
。
井
上
は
、
『
文
豪
の
翻
訳
力
』
で
堀
の
翻
訳
の
姿
勢
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

堀
辰
雄
が
摂
取
、
消
化
し
た
上
で
、
紹
介
、
翻
訳
を
し
、
や
が
て
美
し
く
「
開
花
」
さ
せ
て
い
っ
た

「
影
響
」
は
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
詳
細
な
比
較
文
学
的
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の

だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
考
察
、
研
究
が
可
能
で
あ
る
の
も
、
一
つ
に
は
堀
が
、
そ
の
「
影
響
」
の
痕
跡

を
、
少
し
も
隠
そ
う
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
堀
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
を
原

文
で
読
み
、
そ
こ
か
ら
「
影
響
を
奪
」
い
、
我
が
も
の
と
す
る
た
め
に
翻
訳
し
て
見
せ
て
、
そ
の
成

果
の
一
部
を
、
自
作
に
取
り
込
み
さ
え
し
た
。
翻
訳
と
創
作
が
同
時
進
行
し
た
作
家
、
訳
す
こ
と
と

「
書
く
」
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
切
れ
目
な
く
つ
な
が
っ
て
い
た
作
家
、
そ
れ
が
堀
辰
雄
で
あ
る
。
こ
う

し
た
愚
直
な
ま
で
に
包
み
隠
し
の
な
い
姿
勢
こ
そ
が
、
堀
辰
雄
の
外
国
文
学
と
の
向
き
合
い
方
の
顕

著
な
、
そ
し
て
稀
有
な
特
質
で
あ
る
。
（
第
二
章

４

訳
し
な
が
ら
「
書
く
」
と
い
う
こ
と
（
堀
辰

雄
）
）

井
上
は
、
堀
が
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
を
原
文
で
読
み
」
、
「
我
が
も
の
と
す
る
た
め

に
翻
訳
し
て
見
せ
て
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
、
自
作
に
取
り
込
」
ん
だ
と
堀
の
翻
訳
と
創
作
の
関
連
を
ま

と
め
る
。
こ
う
し
た
堀
に
お
け
る
翻
訳
と
創
作
の
関
係
性
を
踏
ま
え
、
井
上
は
堀
を
「
翻
訳
と
創
作
が
同

時
進
行
し
た
作
家
、
訳
す
こ
と
と
「
書
く
」
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
切
れ
目
な
く
つ
な
が
っ
て
い
た
作
家
」
と

評
し
た
。
昭
和
期
の
「
作
家
翻
訳
」
に
視
点
を
置
い
た
井
上
の
こ
の
書
物
に
よ
っ
て
、
堀
の
翻
訳
と
創
作

は
昭
和
作
家
の
文
学
営
為
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ま
ず
堀
の
翻
訳
テ
ク
ス
ト
が
整
備
さ
れ
、
翻
訳
を
行
っ
た
時
の
背
景
事
情
が
明
ら
か

に
な
り
、
コ
ク
ト
ー
、
プ
ル
ー
ス
ト
、
リ
ル
ケ
を
中
心
に
堀
の
翻
訳
の
姿
勢
や
訳
文
の
特
徴
が
少
し
ず
つ

解
明
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
こ
れ
ま
で
の
堀
の
翻
訳
研
究
は
概
括
的
な
論
か
個
別
の
訳
文
の
特
徴
の
指
摘
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
訳
文
の
特
徴
を
分
析
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
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意
味
で
関
連
し
、
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
文
体
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
こ
と
で
作
品
に
お
い
て
何
が
実
現

さ
れ
た
の
か
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
堀
の
翻
訳
行
為
が
堀
の
創
作
行
為
と
ど
の
よ
う
な
意
味
で
関
連
し
た
の
か
、
具

体
的
な
文
体
生
成
の
あ
り
よ
う
に
視
点
を
定
め
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
堀
の
翻
訳
と
創
作
の
分
析
を

堀
の
創
作
史
に
沿
っ
て
行
い
、
堀
辰
雄
と
い
う
一
人
の
作
家
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
を
通
時
的
に
明

ら
か
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
堀
の
翻
訳
と
創
作
と
が
関
連
し
、
か
つ
そ
の
作
品
の
文
体
の
生
成
に
関
わ
っ

た
の
は
、
昭
和
前
期
と
い
う
時
代
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
翻
訳
の
特
性
と
堀
の

翻
訳
の
特
性
を
比
較
考
察
し
、
堀
の
翻
訳
の
特
性
と
時
代
背
景
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
次
節
で
は
、
昭

和
前
期
に
お
け
る
作
家
の
翻
訳
行
為
の
特
性
を
堀
に
視
点
を
置
い
て
考
察
す
る
。

三
、
昭
和
作
家
・
堀
辰
雄
の
翻
訳
行
為

日
本
の
近
代
文
学
研
究
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
生
成
と
深
く
関
わ
る
明
治
期
の
翻
訳
と
異
な
り
、
昭
和

作
家
の
翻
訳
は
二
義
的
な
営
為
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
堀
を
は
じ
め
と
す
る
昭
和
の
文
学
者
に
と

っ
て
翻
訳
と
い
う
行
為
は
時
に
創
作
と
同
じ
重
み
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
二
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
岩
波
文
庫
版
『
立
原
道
造
・
堀
辰
雄
翻
訳
集

―
林
檎
み
の
る
頃
・
窓
』

の
解
説
に
お
い
て
、
高
橋
英
夫
は
堀
辰
雄
・
立
原
道
造
・
中
原
中
也
・
小
林
秀
雄
の
翻
訳
を
例
に
、
昭
和

の
若
き
文
学
者
が
旧
制
高
校
で
学
ん
だ
独
語
・
仏
語
を
用
い
て
同
人
誌
上
で
行
っ
た
翻
訳
を
「
青
春
の
翻

訳
」
と
呼
ん
だ*23

。
高
橋
に
よ
れ
ば
、
英
語
の
よ
う
に
実
用
を
旨
と
し
な
い
独
語
・
仏
語
で
書
か
れ
た
作

品
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
抒
情
や
恋
愛
と
い
う
青
春
の
感
性
を
托
す
器
と
な
り
え
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
言

語
で
書
か
れ
た
作
品
に
若
き
文
学
者
が
傾
倒
し
、
自
ら
の
情
熱
を
創
作
に
注
ぐ
以
上
に
傾
け
て
な
さ
れ
た

翻
訳
は
語
学
的
な
難
点
を
含
む
と
し
て
も
そ
れ
自
体
独
自
の
価
値
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。こ

の
見
方
は
こ
の
時
代
の
文
学
者
の
翻
訳
の
特
性
を
捉
え
る
上
で
有
用
で
あ
る
。
同
人
雑
誌
に
お
け
る

翻
訳
や
翻
訳
を
通
し
た
作
家
修
業
が
文
壇
全
体
に
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
広
が
っ
た
の
は
空
前
絶
後
で
あ

り
、
昭
和
前
期
は
そ
れ
ゆ
え
に
高
橋
の
い
う
「
青
春
の
翻
訳
」
の
時
代
た
り
え
た
の
で
あ
る
。
堀
辰
雄
の

エ
ッ
セ
イ
「
コ
ク
ト
オ
と
僕
」
（
「
都
新
聞
」
昭

・

・

）
は
、
堀
の
コ
ク
ト
ー
翻
訳
が
ま
さ
に
高

7

5

28

橋
の
言
う
「
青
春
の
翻
訳
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
創
作
と
密
接
に
関
わ
っ
た
事
情
を
よ
く
物
語
る
。

苦
心
し
て
買
ひ
求
め
た
彼
の
（
註

―
コ
ク
ト
ー
の
）
詩
集
や
小
説
を
、
そ
れ
ま
で
語
学
嫌
ひ
で
通
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つ
て
ゐ
た
僕
は
、
す
こ
ぶ
る
怪
し
げ
な
語
学
の
力
で
字
引
と
首
つ
ぴ
き
に
し
か
し
そ
の
学
力
の
不
足

を
補
ふ
に
は
十
分
に
足
り
た
情
熱
を
も
つ
て
片
つ
ぱ
し
か
ら
読
ん
で
行
つ
た
。
僕
が
今
で
は
ど
う
や

ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
本
を
他
の
外
国
語
の
本
よ
り
も
い
く
ら
か
楽
に
読
め
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
正
に

そ
の
無
謀
に
近
い
読
書
の
お
か
げ
だ
と
信
ず
る
。
そ
し
て
僕
は
屢
々
難
解
な
と
こ
ろ
に
ぶ
つ
か
る
と

そ
れ
を
一
々
翻
訳
し
て
見
て
は
そ
れ
で
や
つ
と
其
処
を
解
す
る
や
う
な
こ
と
も
あ
つ
た
。
僕
の
コ
ク

ト
オ
の
翻
訳
は
大
抵
さ
う
い
ふ
僕
自
身
の
必
要
の
た
め
に
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
ん
な
も
の
を
同

人
雑
誌
な
ど
へ
図
々
し
く
発
表
し
た
の
は
本
当
に
お
羞
し
い
。

回
想
に
よ
れ
ば
、
堀
は
「
怪
し
げ
な
語
学
の
力
」
を
も
っ
て
、
し
か
し
「
そ
の
学
力
の
不
足
を
補
ふ
に

は
十
分
に
足
り
た
情
熱
を
も
つ
て
」
コ
ク
ト
ー
の
本
を
「
字
引
と
首
つ
ぴ
き
で
」
読
ん
だ
と
い
う
。
そ
し

て
原
書
の
「
難
解
な
と
こ
ろ
に
ぶ
つ
か
る
と
そ
れ
を
一
々
翻
訳
し
て
見
て
は
そ
れ
で
や
つ
と
其
処
を
解
」

し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
語
学
力
の
不
足
と
そ
れ
を
上
回
る
青
春
期
の
情
熱
、
そ
し
て
読
む
こ
と

と
翻
訳
と
が
一
体
化
し
た
体
験
が
看
取
さ
れ
る
。
「
僕
自
身
の
必
要
の
た
め
」
と
い
う
謙
遜
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
文
章
全
体
か
ら
は
日
本
で
い
ち
早
く
コ
ク
ト
ー
を
翻
訳
・
紹
介
し
た
自
身
の
青
春
期
の
翻
訳

行
為
へ
の
自
負
が
窺
わ
れ
る
。
だ
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
続
く
箇
所
で
堀
が
自
ら
の
翻
訳
行
為
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
そ
ん
な
翻
訳
に
も
せ
よ
そ
の
お
蔭
で
た
つ
た
一
つ
良
い
こ
と
を
し
た
と
思
つ
て
ゐ
る
の
は
、
と

か
く
素
読
だ
け
で
は
見
逃
し
が
ち
の
原
文
独
特
の
光
輝
が
、
そ
れ
が
最
も
翻
訳
し
が
た
い
も
の
で
あ

れ
ば
あ
る
だ
け
、
僕
に
は
つ
き
り
と
解
つ
た
こ
と
だ
。
小
林
秀
雄
も
い
つ
ぞ
や
ラ
ン
ボ
オ
を
訳
し
て

ゐ
た
時
そ
れ
と
同
じ
や
う
な
感
慨
を
僕
に
洩
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。

堀
は
、
た
だ
原
書
を
読
む
「
素
読
」
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
「
翻
訳
」
す
る
こ
と
を
通
し
て
理

解
し
た
の
だ
と
言
う
。
そ
れ
は
「
原
文
独
特
の
光
輝
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
最
も
翻
訳
し
が
た
い
も
の
で

あ
れ
ば
あ
る
だ
け
」
、
よ
り
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
堀
は
、
こ
う
し
た
感
慨
を
ラ
ン
ボ

ー
翻
訳
を
し
た
小
林
秀
雄
と
共
有
し
た
と
回
想
し
、
こ
う
し
た
捉
え
方
の
時
代
的
な
共
通
性
を
も
示
唆
し

て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
原
文
独
特
の
光
輝
」
の
内
実
は
詳
述
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
日
本
語
と
異
質
な
フ

ラ
ン
ス
語
自
体
の
性
質
に
関
わ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
あ
る
言
語
の
語
義
や
語
法
、
語
順
や
構
文
を
訳
文

に
移
せ
な
い
時
、
そ
れ
ら
は
初
め
て
異
質
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
異
質
さ
の
認
識
は
、

同
時
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
鏡
と
す
る
日
本
語
の
性
質
の
発
見
と
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
堀
の
発
言
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
著
名
な
「
真
な
る
言
語
（
純
粋
言
語
）
」die

w
ahre

Sprache
*24

の
考
え
方
と
重
な
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
あ
る
言
語
が
複
数
の
異
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る
こ
と

を
通
し
て
、
そ
の
言
語
の
最
も
本
質
的
な
部
分
が
発
見
さ
れ
る
と
捉
え
、
翻
訳
行
為
に
よ
っ
て
事
後
的
に
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見
出
さ
れ
る
こ
の
言
語
の
輝
か
し
い
部
分
を
「
真
な
る
言
語
（
純
粋
言
語
）
」
と
呼
ん
だ
。
堀
は
翻
訳
を

通
し
て
た
だ
フ
ラ
ン
ス
語
を
よ
り
よ
く
読
ん
だ
の
で
は
な
く
、
翻
訳
し
え
な
い
不
透
明
な
何
か
を
、
そ
れ

も
そ
の
魅
力
や
可
能
性
を
「
光
輝
」
と
し
て
見
出
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
堀
の
翻
訳
と
創
作
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
堀
が
見
出
し
た
こ
の
「
原
文
独
特
の
光
輝
」
が
何
で
あ
っ
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
堀
の
「
原
文
独
特
の
光
輝
」
の
発
見
は
、
堀
の
翻
訳
の
あ
る
姿
勢
と
表
裏
一
体
の
関
係
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
西
村
靖
敬
は
堀
口
大
學
と
堀
辰
雄
の
コ
ク
ト
ー
翻
訳
を
比
較
し
、
大
學
の
そ
れ
が

わ
か
り
や
す
い
一
方
で
独
自
の
解
釈
を
加
え
る
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、
堀
の
翻
訳
は
原
文
に
忠
実
で
改

変
を
加
え
な
い
点
が
特
徴
だ
と
論
じ
た*25

。
重
要
な
の
は
、
堀
の
翻
訳
が
日
本
語
に
は
同
化
し
が
た
い
フ

ラ
ン
ス
語
独
特
の
構
文
や
語
法
を
消
去
せ
ず
、
む
し
ろ
訳
文
に
お
い
て
そ
れ
を
取
り
入
れ
再
現
し
よ
う
と

す
る
志
向
性
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
堀
の
志
向
性
は
、
翻
訳
学
（translation

studies

）
で
当
該
言
語
の
異
質
性
を
前
景
化
す
る
、
「
同
化
」
（dom

estication

）
で
は
な
く
「
異
質
化
」

（foreignaization

）
と
評
さ
れ
る
志
向
性
に
該
当
す
る
だ
ろ
う*26
。

堀
は
翻
訳
を
経
て
学
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
語
の
持
つ
異
質
さ
を
、
自
ら
の
創
作
に
積
極
的
に
導
入
し
た
。
堀

は
一
高
時
代
に
神
西
清
に
宛
て
た
書
簡
で
、
「
匂
は
し
い
韻
律
、
美
し
い
陰
影
、
夕
暮
の
や
う
な
色
合
」

を
持
つ
「
美
し
い
日
本
語
」
を
賞
讃
し
、
「
私
は
な
に
よ
り
も
日
本
語
を
愛
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
、
「
日

本
語
の

―
完
成
」
を
「
私
た
ち
の
一
生
の
仕
事
で
あ
る
」
（
神
西
清
宛
書
簡
、
大

・

・

『
堀
辰

12

3

17

雄
全
集
』
第
八
巻
、
筑
摩
書
房
）
と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
堀
の
小
説
の
文
体
が
明
ら
か
に
変
化
す
る
の
は
、

翻
訳
以
後
で
あ
る
。
前
世
代
の
新
感
覚
派
の
文
体
が
、
直
喩
や
擬
人
法
の
奇
抜
さ
の
割
に
実
は
読
み
や
す

い
構
文
を
持
つ
の
に
対
し
、
翻
訳
以
後
の
堀
の
文
体
は
読
み
に
く
い
語
順
や
構
文
を
持
つ
。
堀
の
訳
文
と

そ
れ
を
生
か
し
た
作
品
の
文
体
は
、
日
本
語
に
同
化
し
が
た
い
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
彙
・
語
法
・
構
文
を
あ

え
て
取
り
入
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

堀
の
翻
訳
を
取
り
巻
く
時
代
的
条
件
と
し
て
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
翻
訳
が
作
家
と
し

て
の
主
体
形
成
の
途
上
に
行
わ
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、
翻
訳
対
象
が
実
験
的
な
前
衛
文
学
だ
っ
た
こ
と
。

第
三
に
、
翻
訳
の
発
表
媒
体
が
同
人
雑
誌
で
あ
っ
た
こ
と
。
同
人
雑
誌
上
の
翻
訳
で
あ
る
が
ゆ
え
に
必
ず

し
も
読
者
に
と
っ
て
一
般
に
読
み
や
す
い
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
原
文
の
文
体
的
な
実
験
性
が

反
映
さ
れ
た
訳
文
が
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
訳
業
と
作
家
と
し
て
の
主
体
形
成
の
過
程
が
並
行
し

た
時
、
原
文
の
持
つ
異
質
さ
が
作
品
の
文
体
に
積
極
的
に
反
映
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
条
件
に
よ
っ
て
堀

の
よ
う
な
異
質
化
の
志
向
性
が
高
い
訳
文
が
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

堀
辰
雄
は
、
翻
訳
を
通
し
て
他
な
る
言
語
の
異
質
さ
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
翻
訳
不
可
能
性
と
直
面
す
る
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中
で
自
身
の
文
体
を
作
り
出
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
堀
は
、
昭
和
前
期
の
作
家
の
中
で

も
こ
う
し
た
異
言
語
と
の
葛
藤
と
自
身
の
作
品
の
文
体
の
変
容
を
積
極
的
・
意
識
的
に
求
め
た
作
家
で
あ

っ
た
。

で
は
、
堀
辰
雄
の
翻
訳
行
為
を
論
じ
る
時
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
れ
ば
よ
い
の
か
。
次
節

で
は
、
本
研
究
で
採
用
し
た
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

四
、
本
研
究
の
方
法

堀
辰
雄
の
翻
訳
行
為
を
論
じ
る
と
い
う
時
、
本
研
究
で
は
や
や
広
い
意
味
で
翻
訳
行
為
を
捉
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
自
立
し
た
翻
訳
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
た
狭
義
の
翻
訳
以
外
に
も
、
堀
の
エ
ッ
セ
イ
や
小
説

の
中
に
引
用
さ
れ
た
部
分
訳
も
堀
の
翻
訳
の
中
に
含
め
る
。
さ
ら
に
、
堀
は
自
身
の
エ
ッ
セ
イ
や
小
説
の

中
に
、
引
用
と
は
断
ら
な
い
が
原
典
を
ほ
ぼ
逐
語
的
に
日
本
語
に
置
換
し
て
作
り
出
し
た
文
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
と
り
わ
け
小
説
の
中
で
行
わ
れ
た
こ
の
明
示
さ
れ
な
い
引
用
・
翻
訳
を
、
本
研
究
で
は

堀
の
作
品
内
翻
訳
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
る
ほ
ど
、
作
品
内
翻
訳
は
原
典
の
忠
実
な
再
現
を
目
指
す
わ

け
で
は
な
い
点
で
一
般
の
翻
訳
と
は
異
な
る
が
、
原
典
の
語
順
・
語
法
・
構
文
を
な
ぞ
る
よ
う
に
再
現
し
、

つ
つ
、
原
文
の
語
句
に
意
味
上
対
応
す
る
日
本
語
の
語
句
を
選
び
出
す
点
で
、
広
義
の
翻
訳
行
為
と
言
え

る
。い

ま
作
品
内
翻
訳
と
述
べ
た
が
、
堀
が
先
行
テ
ク
ス
ト
か
ら
何
ら
か
の
要
素
を
自
作
に
取
り
入
れ
る
こ

と
は
、
従
来
は
影
響
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
外
国
文
学
か
ら
の
影
響
を
論
じ
る
影
響
論
は
、

福
永
武
彦
・
小
久
保
実
が
先
鞭
を
つ
け*27

、
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
ド
イ
ツ
文
学
の
外
国
文
学
研
究
者
や
作
家

・
翻
訳
家
に
よ
り
引
き
継
が
れ
、
渡
部
麻
実
の
テ
ク
ス
ト
生
成
研
究
を
は
じ
め
近
年
の
論
考
に
引
き
継
が

れ
て
い
る*28

。
だ
が
先
行
テ
ク
ス
ト
の
あ
る
要
素
が
堀
の
テ
ク
ス
ト
に
影
響
し
た
と
考
え
る
時
に
、
言
語

の
変
換
の
途
中
過
程
が
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
う
。

堀
辰
雄
が
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
の
、
あ
る
い
は
日
本
語
の
文
語
テ
ク
ス
ト
を
参
照
し*29

、
そ
れ
を

明
示
的
か
否
か
の
差
こ
そ
あ
れ
自
身
の
日
本
語
に
置
換
し
て
い
く
時
、
堀
は
翻
訳
の
主
体
と
し
て
そ
の
過

程
に
介
在
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
要
素
が
原
文
か
ら
堀
の
日
本
語
へ
等
価
な
形
で
移
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
堀
は
そ
の
変
換
の
過
程
に
能
動
的
に
関
与
し
、
原
文
と
は
異
質
な
も
の
を
生
み
出
す
。
後
述
す
る
よ

う
に
「
死
が
あ
た
か
も
一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
や
う
だ
つ
た
」
と
い
う
「
聖
家
族
」
冒
頭
の
一
文
が

ラ
デ
ィ
ゲ
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
な
ぞ
る
よ
う
に
作
り
出
さ
れ
る
時
、
堀
は
一
文
の
文
頭
に
「
死
」
と
い
う
一

語
を
置
く
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
。
ど
の
語
を
選
び
、
ど
の
よ
う
な
順
番
で
配
置
す
る
か
は
、
作
り
出
さ
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れ
た
文
が
作
品
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
時
に
、
何
を
実
現
す
る
の
か
と
い
う
点
と
切
り
離
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

作
家
の
翻
訳
行
為
を
論
じ
る
こ
と
は
、
日
本
の
近
代
文
学
研
究
の
中
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
が
、

比
較
文
学
研
究
の
中
で
は
常
に
重
き
を
置
か
れ
て
き
た*30

。
だ
が
、
原
文
と
訳
文
と
を
具
体
的
に
対
照
し

て
分
析
し
、
そ
れ
を
作
品
の
解
釈
に
有
効
に
つ
な
げ
た
論
考
は
実
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
近
年
刊
行
さ

れ
た
井
上
健
『
文
豪
の
翻
訳
力

近
現
代
日
本
の
作
家
翻
訳

―
谷
崎
潤
一
郎
か
ら
村
上
春
樹
ま
で
』
は
、

翻
訳
学
・
比
較
文
学
研
究
の
理
論
的
蓄
積
を
背
景
に
、
昭
和
作
家
の
翻
訳
を
原
文
と
比
較
し
つ
つ
論
じ
、

そ
れ
を
作
家
の
創
作
行
為
と
接
続
し
て
考
察
し
た
先
行
論
と
し
て
示
唆
に
富
む
。
同
書
で
井
上
は
、
昭
和

期
の
作
家
の
翻
訳
を
考
え
る
上
で
次
の
点
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
整
理
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
翻
訳

を
作
家
自
身
が
し
た
か
、
下
訳
を
用
い
た
か
ど
う
か
②
翻
訳
が
作
家
の
創
作
人
生
の
中
で
、
ど
の
時
期
に

行
わ
れ
た
か
③
原
典
の
テ
ク
ス
ト
は
ど
れ
か
と
い
う
三
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
確
定
し
た
上
で
、
井

上
は
訳
文
の
分
析
、
作
品
の
主
題
と
の
関
連
、
翻
訳
の
同
時
代
へ
の
波
及
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
作
家
の
創

造
性
に
ど
う
関
与
し
た
か
を
考
察
す
る
と
い
う
分
析
の
手
順
を
提
唱
す
る
。
同
時
に
井
上
は
個
別
の
作
家

に
よ
っ
て
そ
う
し
た
方
法
は
適
宜
修
正
さ
れ
る
べ
き
だ
と
も
述
べ
る
。
堀
の
場
合
、
先
に
述
べ
た
翻
訳
行

為
そ
の
も
の
の
多
様
性
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
井
上
の
方
法
を
参
照
し
つ
つ
、
本
稿
は
以
下
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
堀
の
翻
訳
行
為
を
論
じ

る
。
ま
ず
、
自
立
し
た
翻
訳
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
引
用
等
の
形
で
翻
訳
が
堀
の
テ
ク
ス

ト
に
嵌
め
込
ま
れ
た
も
の
、
引
用
と
は
明
示
せ
ず
テ
ク
ス
ト
中
に
原
典
が
置
換
さ
れ
取
り
入
れ
ら
れ
た
の

を
堀
の
翻
訳
と
捉
え
る
。
そ
の
上
で
以
下
の
よ
う
に
分
析
を
進
め
る
。

①
あ
る
テ
ク
ス
ト
が
堀
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
場
合
、
な
ぜ
そ
の
テ
ク
ス
ト
が
選
ば
れ
た
の
か
を
同
時

代
の
文
脈
の
中
で
明
ら
か
に
す
る
。

②
堀
が
ど
の
テ
ク
ス
ト
の
ど
の
部
分
を
用
い
た
の
か
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
。

③
堀
が
原
文
の
あ
る
一
節
を
、
ど
の
よ
う
に
変
換
し
た
の
か
を
示
す
。

④
そ
う
し
た
変
換
の
あ
り
方
や
、
訳
文
の
特
徴
を
具
体
的
に
分
析
す
る
。

⑤
そ
う
し
た
翻
訳
が
堀
の
創
作
と
ど
の
よ
う
な
意
味
で
関
わ
る
の
か
を
分
析
す
る
。

創
作
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
と
は
、
こ
こ
で
は
提
出
さ
れ
た
作
品
が
何
を
実
現
し
て
い
る
の
か
を
特
に

文
体
に
視
点
を
置
い
て
解
き
明
か
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

な
お
、
①
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
残
さ
れ
た
堀
辰
雄
旧
蔵
洋
書
の
書
き

込
み
を
調
査
し
た
。
堀
の
洋
書
書
き
込
み
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
使
用
原
典
が
推
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
旧
蔵
洋
書
の
入
手
時
期
や
書
き
込
み
時
期
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
か
つ
そ
う
し
た
調
査
が
こ
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れ
ま
で
包
括
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
資
料
調
査
は
補
論
と
し
て
本
論
の
後

半
部
に
付
し
た
。

ま
た
、
章
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
翻
訳
行
為
の
分
析
は
行
わ
な
い
が
、
や
は
り
堀
の
引
用
や
広
義
の
翻
訳

行
為
と
の
関
わ
り
で
作
品
を
論
じ
て
い
る
。

五
、
本
研
究
の
構
成

以
下
、
本
稿
に
お
け
る
議
論
の
道
筋
を
示
す
。

第
一
部
「
翻
訳
か
ら
小
説
へ
」
で
は
、
堀
の
翻
訳
行
為
と
創
作
行
為
と
の
最
初
の
結
節
点
を
捉
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。
分
析
の
対
象
は
翻
訳
を
含
む
初
期
の
小
品
群
と
文
壇
処
女
作
「
不
器
用
な
天
使
」
で

あ
る
。
こ
の
翻
訳
と
創
作
の
結
節
点
に
当
た
る
時
期
の
堀
に
は
、
主
体
の
内
的
な
感
覚
を
ど
う
表
現
す
る

か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
前
世
代
の
新
感
覚
派
の
問
題
意
識
が
尾
を
引
い
て
い
る
。

第
一
章
「
詩
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム

―
翻
訳
・
詩
・
コ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ
」
で
は
、
翻
訳
・
詩
・
コ
ン
ト
・

エ
ッ
セ
イ
を
扱
う
。
堀
は
こ
の
時
期
、
こ
れ
ら
の
小
品
を
横
断
す
る
形
で
、
翻
訳
行
為
と
創
作
行
為
を
一

体
化
す
る
よ
う
に
押
し
進
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
様
々
な
作
家
の
詩
・
小
品
を
翻
訳
し
、
エ
ッ
セ
イ
の

中
で
翻
訳
を
行
い
、
翻
訳
行
為
を
通
し
て
学
ん
だ
も
の
を
詩
や
コ
ン
ト
に
反
映
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
ジ
ャ

ン
ル
横
断
的
な
営
為
の
中
で
、
堀
の
詩
の
文
体
が
生
成
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
章
「
「
不
器
用
な
天
使
」
論

―
翻
訳
か
ら
小
説
へ
」
で
は
、
文
壇
処
女
作
「
不
器
用
な
天
使
」

を
論
じ
る
。
堀
が
こ
の
作
品
で
主
に
コ
ク
ト
ー
作
品
を
対
象
に
と
っ
た
方
法
が
、
創
作
の
中
に
コ
ク
ト
ー

作
品
の
一
節
を
翻
訳
・
引
用
し
鏤
め
る
、
作
品
内
翻
訳
と
も
い
う
べ
き
行
為
で
あ
っ
た
。
堀
は
こ
こ
で
、

コ
ク
ト
ー
の
心
理
小
説
を
対
象
に
、
人
物
の
心
理
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

堀
は
心
理
を
描
く
方
法
を
獲
得
す
る
時
、
自
ら
の
文
体
を
変
容
さ
せ
た
。
コ
ク
ト
ー
の
心
理
小
説
『
グ
ラ

ン
・
テ
カ
ー
ル
』
の
一
節
が
ど
の
よ
う
に
作
品
内
で
翻
訳
さ
れ
な
が
ら
、
小
説
の
文
体
が
生
成
さ
れ
る
の

か
を
解
明
す
る
。

第
二
部
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
翻
訳
」
で
は
、
「
不
器
用
な
天
使
」
で
獲
得
さ
れ
た
方
法
が
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
を
追
究
す
る
。

第
三
章
「
「
聖
家
族
」
論

―
ラ
デ
ィ
ゲ
の
翻
訳
」
で
は
、
堀
が
心
理
分
析
の
方
法
を
ラ
デ
ィ
ゲ
の
フ

ラ
ン
ス
語
を
取
り
入
れ
な
が
ら
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
堀
は
エ
ッ
セ
イ
の
文
章
を
『
ド
ル
ジ
ェ
ル

伯
の
舞
踏
会
』
を
翻
訳
す
る
よ
う
に
取
り
入
れ
て
作
り
上
げ
た
上
で
、
「
聖
家
族
」
に
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯

の
舞
踏
会
』
を
翻
訳
す
る
よ
う
に
取
り
入
れ
、
新
た
な
文
体
を
作
り
出
し
た
。
「
聖
家
族
」
は
堀
が
生
涯
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に
わ
た
り
こ
だ
わ
り
続
け
た
モ
チ
ー
フ
、
母
娘
と
青
年
と
一
人
の
作
家
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
恋
愛
関
係
を
初

め
て
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
る
。
堀
が
ラ
デ
ィ
ゲ
の
翻
訳
を
通
じ
て
獲
得
し
た
文
体
に
よ
っ
て
、
複
雑
に

交
錯
す
る
恋
愛
心
理
の
分
析
を
主
眼
と
し
た
小
説
を
ど
う
作
り
上
げ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

第
四
章
「
プ
ル
ー
ス
ト
の
翻
訳

―
『
美
し
い
村
』
へ
」
で
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
時
代
の
堀
の
新
た
な
転

回
と
し
て
、
プ
ル
ー
ス
ト
作
品
の
翻
訳
と
創
作
と
の
関
連
を
論
じ
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
作
品
と
い
う
と
一
般

に
無
意
志
的
記
憶
と
い
う
方
法
が
重
視
さ
れ
る
。
だ
が
堀
の
翻
訳
行
為
と
創
作
の
文
体
の
関
連
に
注
目
す

る
と
、
こ
れ
と
は
異
な
る
も
の
が
見
え
て
く
る
。
堀
が
一
連
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ

れ
た
時
を
求
め
て
』
の
一
節
を
部
分
訳
・
引
用
し
て
そ
の
文
の
特
徴
を
つ
か
み
と
り
、
そ
れ
を
自
身
の
小

説
に
導
入
し
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
部
「
古
典
の
翻
訳
」
で
は
堀
の
「
古
典
回
帰
」
時
代
と
し
て
一
般
に
と
ら
え
ら
れ
る
昭
和
十
年
前

後
以
後
の
文
学
を
翻
訳
と
い
う
視
点
か
ら
、
初
期
作
品
と
連
続
す
る
相
の
も
と
で
捉
え
る
。

第
五
章
「
「
物
語
の
女
」
論

―
昼
顔
は
ど
こ
に
咲
い
て
い
る
か
」
で
は
、
従
来
「
菜
穂
子
」
の
プ
レ

テ
ク
ス
ト
と
し
て
自
立
し
た
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
物
語
の
女
」
を
、
王
朝
女
流
日
記
へ

の
注
目
と
い
う
時
代
的
文
脈
の
中
に
置
き
、
独
立
し
た
作
品
と
し
て
読
み
直
し
た
。
堀
が
王
朝
女
流
日
記

の
物
語
の
女
と
い
う
形
象
を
受
け
と
り
、
女
性
一
人
称
に
よ
る
回
想
の
形
式
を
作
り
出
す
試
み
と
し
て
同

作
を
捉
え
た
。
さ
ら
に
、
母
娘
・
青
年
・
作
家
の
恋
と
い
う
「
聖
家
族
」
以
来
の
モ
チ
ー
フ
が
引
き
継
が

れ
た
本
作
で
、
堀
が
モ
デ
ル
人
物
の
芥
川
龍
之
介
・
片
山
廣
子
の
歌
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、

そ
う
し
た
手
法
に
注
目
し
た
時
に
見
え
て
く
る
物
語
を
読
み
解
く
。

第
六
章
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
論

―
古
典
の
翻
訳
」
で
は
、
古
典
の
翻
訳
と
い
う
方
法
に
視
点
を
置

い
て
、
堀
の
王
朝
小
説
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
を
読
み
解
く
。
従
来
、
堀
の
エ
ッ
セ
イ
の
発
言
を
根
拠
に
、

「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
堀
の
日
本
古
典
へ
の
転
向
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
捉
え
方
は

堀
が
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
で
作
り
出
し
た
も
の
が
何
か
を
見
失
わ
せ
る
。
本
研
究
で
は
、
王
朝
女
流
日

記
の
翻
訳
と
い
う
視
点
か
ら
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
を
読
み
解
く
。

第
四
部
「
『
風
立
ち
ぬ
』
論
」
で
は
、
こ
う
し
た
堀
の
翻
訳
か
ら
小
説
へ
の
展
開
を
踏
ま
え
、
代
表
作

『
風
立
ち
ぬ
』
を
論
じ
る
。

第
七
章
「
『
風
立
ち
ぬ
』
論

―
小
説
の
時
間
」
で
は
、
『
風
立
ち
ぬ
』
を
「
序
曲
」
と
「
冬
」
と
い

う
二
章
の
関
係
性
に
視
点
を
置
い
て
読
み
解
く
。
従
来
、
『
風
立
ち
ぬ
』
は
連
続
す
る
五
章
仕
立
て
の
小

説
だ
と
自
明
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
に
読
む
と
同
作
の
特
異
な
時
間
構
造
を
見
落
と
す
。
作
中
作

構
造
の
持
つ
意
味
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
同
作
の
特
異
な
時
間
性
を
論
じ
る
。

第
八
章
「
『
風
立
ち
ぬ
』
論

―
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
リ
ル
ケ
翻
訳
」
で
は
、
『
風
立
ち
ぬ
』
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最
終
章
の
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
視
点
を
置
い
て
同
作
を
読
み
解
く
。
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
引
用
さ
れ

る
リ
ル
ケ
「
鎮
魂
歌
」
を
堀
が
何
度
か
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
訳
文
の
分
析
を
行
う
。
そ
の
訳

文
の
持
つ
特
徴
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
鎮
魂
歌
」
が
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
担

っ
て
い
る
の
か
を
読
み
解
く
。

「
補
論

堀
辰
雄
旧
蔵
洋
書
の
調
査
」
の
第
九
章
「
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
関
連
書
物
」
、
第
十
章
「
ラ
デ
ィ

ゲ
関
連
書
物
」
、
第
十
一
章
「
コ
ク
ト
ー
関
連
書
物
」
で
は
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
堀
辰
雄
旧
蔵
洋
書

の
書
き
込
み
調
査
を
報
告
す
る
。
堀
が
原
書
に
ど
の
よ
う
に
書
き
込
み
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
書
き

込
み
の
時
期
や
入
手
時
期
を
可
能
な
限
り
推
定
す
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
読
み
取
れ
る
堀
の
書
き
込
み

の
意
図
や
書
き
込
み
の
特
徴
な
ど
を
考
察
す
る
。
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第
一
部

翻
訳
か
ら
小
説
へ
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第
一
章

詩
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム

―
翻
訳
・
詩
・
コ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ

は
じ
め
に

―
前
衛
詩
運
動
の
中
の
「
驢
馬
」

大
正
十
五
年
四
月
、
堀
辰
雄
・
中
野
重
治
・
窪
川
鶴
次
郎
・
西
沢
隆
二
・
宮
木
喜
久
雄
ら
、
室
生
犀
星

の
周
辺
に
集
っ
た
青
年
達
の
同
人
詩
誌
「
驢
馬
」
が
創
刊
さ
れ
た
。

「
驢
馬
」
創
刊
号
に
は
、
同
誌
を
支
援
し
た
大
正
詩
人
達

―
高
村
光
太
郎
、
室
生
犀
星
、
萩
原
朔
太

郎
、
百
田
宗
治
ら

―
の
作
風
を
引
き
継
ぐ
、
平
明
な
抒
情
詩
が
多
く
掲
載
さ
れ
た
。
同
誌
に
優
れ
た
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
詩
を
発
表
し
て
い
く
中
野
重
治
も
、
創
刊
号
に
は
詩
「
煙
草
や
」
を
発
表
し
て
い
る*31

。
市

井
の
「
煙
草
や
」
の
「
美
し
い
神
さ
ん
」
や
「
上
品
な
姉
と
弟
」
に
寄
せ
る
「
僕
」
の
「
さ
ぶ
し
い
好
意
」

を
詠
う
抒
情
の
質
は
、
階
下
の
「
婆
さ
ん
と
娘
」
の
「
暮
し
向
き
の
こ
ま
ご
ま
し
た
話
し
」
に
喚
起
さ
れ

る
「
悲
し
」
み
を
詠
っ
た
宮
木
喜
久
雄
の
詩
「
耳
」
や
、
「
冬
の
日
か
げ
が
椽
側
に
流
れ
」
る
の
を
眺
め

つ
つ
、
「
母
親
の
手
紙
を
／
弟
は
明
後
日
あ
た
り
受
取
る
だ
ら
う
」
と
詠
う
西
沢
隆
二
の
詩
「
母
親
」
の

そ
れ
と
通
底
す
る
。
そ
の
起
源
に
は
、
「
あ
あ

総
て
の
人
間
に
涙
あ
れ
」
（
室
生
犀
星
）*32

と
い
っ
た

詩
句
に
極
ま
る
、
感
情
詩
派
・
民
衆
詩
派
流
の
、
詩
的
主
体
の
感
情
流
露
が
想
定
で
き
よ
う
。

そ
う
し
た
中
、
堀
辰
雄
が
同
誌
に
発
表
し
た
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
コ
ク
ト
ー
、
サ
ル
モ
ン
、
ジ
ャ
コ
ブ
、

カ
ル
コ
の
詩
・
小
品
の
翻
訳
「
杖
の
さ
き
」
八
篇
は
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。
「
恋
人
ど
も
は
い
つ
し
よ
に

寝
る
／
そ
れ
な
の
に
お
前
た
ち
は
離
れ
ば
な
れ
だ
ね
／
僕
の
手
足
よ
」
と
、
「
僕
」
の
「
手
」
と
「
足
」

の
距
離
を
「
恋
人
」
達
の
肢
体
の
絡
ま
り
合
い
と
対
照
す
る
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
詩
「
風
景
」
（Paysage

）

は
、
日
常
の
風
景
を
新
た
な
角
度
で
切
り
取
る
知
性
の
働
き
に
ポ
エ
ジ
ー
の
基
礎
を
置
く
点
で
、
同
号
掲

載
の
詩
作
品
と
一
線
を
劃
し
て
い
た
。
以
後
、
堀
が
同
誌
に
訳
載
す
る
詩
作
品
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、「
驢

馬
」
も
ま
た
一
九
二
○
年
代
の
前
衛
詩
運
動
の
系
譜
に
連
な
る
詩
誌
と
し
て
見
え
て
く
る
。

大
正
十
一
（1922

）
年
を
境
に
、「
シ
ム
ー
ン
」（
大

・

）
、「
青
騎
士
」（
大

・

）
、「
赤
と
黒
」

11

4

11

9

（
大

・

）
、
「
Ｇ
Ｅ
・
Ｇ
Ｊ
Ｍ
Ｇ
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｍ
・
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
・
Ｇ
Ｊ
Ｍ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
」
（
大

・

）
、
「
亞
」

12

1

13

6

（
大

・

）
、
「
羅
針
」
（
大

・

）
、
「
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｏ
」
（
大

・

）
、
「
薔
薇
・
魔
術
・
学
説
」
（
昭

13

11

13

12

13

7

2

・

）
と
い
っ
た
前
衛
的
な
詩
誌
が
続
々
と
刊
行
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
ら
同
人
詩
誌
上
で
は
、
未
来
派
、

11
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
、
構
成
主
義
、
表
現
主
義
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
等
の
前
衛
詩
運
動
が
紹

介
・
実
践
さ
れ
た
。
「
驢
馬
」
で
堀
が
紹
介
し
た
の
も
、
象
徴
主
義
か
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
の
架
橋

を
担
っ
た
前
衛
詩
人
達
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
九
二
○
年
代
の
詩
誌
が
導
入
し
た
前
衛
詩
運
動
は
、
昭
和
三
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年
九
月
創
刊
の
「
詩
と
詩
論
」
誌
上
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
名
の
も
と
に
一
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

詩
誌
「
驢
馬
」
で
の
活
動
を
中
心
に
、
こ
の
時
期
の
堀
は
「
山
繭
」
、
「
辻
馬
車
」
、
「
箒
」
（
「
虹
」
）
と

い
っ
た
同
人
雑
誌
上
に
、
翻
訳
・
詩
・
コ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ
を
旺
盛
に
発
表
し
て
い
く
。
従
来
、
こ
れ
ら

の
作
品
群
は
習
作
と
し
て
扱
わ
れ
、
本
格
的
な
論
議
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た*33

。
だ
が
大
正
末
の

前
衛
詩
運
動
の
文
脈
の
中
で
堀
を
見
る
時
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
に
詩
的
な
も
の
へ
の
堀
の
関
心
が
浮
か

び
上
が
る
。
本
稿
は
「
驢
馬
」
を
は
じ
め
と
す
る
同
人
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
大
正
末
期
の
堀
の
作
品
群

―
翻
訳
・
詩
・
コ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ

―
を
分
析
し
、
堀
辰
雄
の
詩
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
諸
相
を
解
き
明

か
す
試
み
で
あ
る
。
ま
ず
は
堀
が
詩
の
翻
訳
と
並
行
し
て
執
筆
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
現
代
詩
人
を
め
ぐ
る
エ

ッ
セ
イ
か
ら
検
討
を
始
め
た
い
。

一
、
翻
訳
か
ら
エ
ッ
セ
イ
へ

大
正
十
五
年
、
堀
辰
雄
は
フ
ラ
ン
ス
現
代
詩
人
論
を
立
て
続
け
に
発
表
し
た
。
そ
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
、
「
新
精
神
」
の
提
唱
・
実
践
者
た
る
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
及
び
そ
の
前
後
の
詩
人
達
で
あ
る
。

「
ア
ル
テ
ュ
ル

ラ
ン
ボ
オ
」
（
「
箒
」
大

・

）
は
、
二
十
世
紀
の
詩
人
達
の
先
行
者
と
し
て
詩

15

9

人
ラ
ン
ボ
ー
を
論
じ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
堀
に
よ
れ
ば
、「
新
し
い
仏
蘭
西
の
詩
人
達
に
ラ
ン
ボ
オ
は
、

ち
や
う
ど
セ
ザ
ン
ヌ
が
新
し
い
画
家
達
に
し
た
や
う
な
影
響
を
与
へ
て
ゐ
る
」
。
そ
の
「
影
響
」
の
源
泉

を
、
堀
は
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
に
現
出
す
る
「
新
鮮
な
夢
」
に
見
出
し
て
い
る
。

ラ
ン
ボ
オ
の
夢
の
中
で
は
、
夜
に
な
る
と
ラ
ム
プ
や
絨
毯
が
船
体
に
ぶ
つ
か
る
浪
の
や
う
な
音
を
立

て
て
ゐ
た
り
、
花
に
豹
の
眼
が
ひ
か
つ
て
ゐ
た
り
、
老
人
が
自
分
の
骨
を
椅
子
の
黒
い
骨
の
上
へ
接

木
を
し
て
ゐ
た
り
、
イ
ン
ク
の
花
が
句
点
ご
と
に
花
粉
を
吐
い
て
ゐ
た
り
す
る
の
で
あ
つ
た
。

右
の
引
用
部
は
、
ラ
ン
ボ
ー
の
複
数
の
詩
の
一
節
を
翻
訳
し
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
も
の
で
あ
る*34

。
こ

こ
に
は
、
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
に
「
人
生
斫
断
」
（
小
林
秀
雄
）
、
「
生
の
原
型
」
（
中
原
中
也
）
を
見
出
す
よ

う
な
視
点
は
存
在
し
な
い*35

。
「
花
」
と
「
豹
の
眼
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
跳
躍
的
な
接
合
に
注
目
す
る

堀
の
眼
に
映
っ
て
い
る
の
は
象
徴
主
義
詩
人
ラ
ン
ボ
ー
で
は
な
く
、
新
精
神
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
濾
過
し
た
、

知
性
の
詩
人
と
し
て
の
ラ
ン
ボ
ー
の
姿
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
堀
の
ラ
ン
ボ
ー
論
に
は
、
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
の
幻
想
性
に
注
目
し
た
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
の
ラ

ン
ボ
ー
論
が
影
を
落
と
し
て
い
る
。
堀
は
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
「
ア
サ
・
シ
モ
ン
ズ
」
の
名
に
言
及
し
て
い

る
が
、
同
エ
ッ
セ
イ
の
中
の
「
行
為
そ
の
も
の
が
す
べ
て
」
と
の
指
摘
は
、
シ
モ
ン
ズ
の
『
象
徴
主
義
の

文
学
運
動
』*36

の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
の
「
新
鮮
な
夢
」
が
、
二
十
世
紀
の
「esprit
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達
」
、
す
な
わ
ち
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
ら
に
継
承
さ
れ
た
と
い
う
視
点
は
同
書
に
は
な
い
。

ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
と
そ
の
周
囲
の
詩
人
達
は
、
フ
ラ
ン
ス
詩
史
上
で
幻
想
派
（fantaisistes

）
と
も
呼
ば

れ
る
。
ポ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
主
幹
の
季
刊
誌
「
詩
と
散
文
」
（Vers

etProse

）
一
九
一
三
年
十
～
十
二
月

号
は
「
幻
想
派
」
（les

Poètes
fantaisistes

）
の
詞
華
集
号
で
、
そ
の
序
文
で
フ
ラ
ン
シ
ス
・
カ
ル
コ
は

こ
の
流
派
に
サ
ル
モ
ン
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
ジ
ャ
コ
ブ
の
名
を
数
え
る*37

。
堀
が
こ
う
し
た
詩
史
的
状
況

を
踏
ま
え
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
彼
ら
へ
の
堀
の
視
線
は
、
一
貫
し
て
そ
のfantaisistes

と
し
て
の
側

面
に
注
が
れ
て
い
た*38

。

た
と
え
ば
コ
ク
ト
ー
論
「
石
鹸
玉
の
詩
人

ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ
に
就
て
」
（
「
驢
馬
」
大

・

）

15

7

で
は
、
堀
は
「
か
の
女
は
仏
蘭
西
国
旗
の
色
の
顔
を
し
て
ゐ
た
／
青
い
目

白
い
歯

さ
う
し
て
赤
い
脣
」

*39

と
い
う
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
詩
を
自
ら
翻
訳
・
引
用
し
た
上
で
、
そ
こ
に
「
フ
ア
ン
タ
ス
チ
ツ
ク
の
匂
を

感
じ
」
と
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
サ
ル
モ
ン
、
コ
ク
ト
ー
、
サ
テ
ィ
へ
と
連
な
る
「
二
十
世
紀
は
じ
め
」
の

「
全
く
新
し
い
一
つ
の
詩
脈
」
を
た
ど
っ
た
エ
ッ
セ
イ
「
貝
殻
と
薔
薇
」
（
「
山
繭
」
大

・

）
で
は
、

15

12

ア
ン
ド
レ
・
サ
ル
モ
ン
に
お
け
る
「
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
」*40

に
注
目
を
促
す
。

彼
は
パ
イ
プ
を
掌
の
皺
の
中
に
小
鳥
が
巣
食
つ
て
ゐ
る
や
う
に
温
か
く
感
ず
る
。

な
ん
と
い
ふ
彼
の
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
の
鋭
さ
。
し
か
し
彼
は
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
を
ホ
フ
マ
ン

（H
offm

an

）
の
や
う
に
物
語
の
香
の
物
に
は
し
な
い
。
ホ
フ
マ
ン
の
や
う
に
一
つ
の
盗
人
の
物
語

を
巧
み
に
通
過
さ
せ
る
た
め
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
を
そ
こ
に
填
め
こ
む
の
で
は
な
い
。
彼
に
と
つ
て
は
フ

ア
ン
テ
ジ
イ
が
対
象
そ
の
も
の
な
の
だ
。

堀
は
、
掌
中
の
パ
イ
プ
の
温
か
さ
に
「
小
鳥
」
の
温
か
さ
を
重
ね
見
る
サ
ル
モ
ン
の
詩
に
、
「
フ
ア
ン

テ
ジ
イ
の
鋭
さ
」
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
領
袖
ホ
フ
マ
ン
の
幻
想
小
説
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
「
幻
想
」
を
「
物
語
の
香
の
物
」
、
す
な
わ
ち
物
語
性
の
手
段
と
す
る
の
で
は
な
く
、
「
フ

ロ
マ
ネ
ス
ク

ア
ン
テ
ジ
イ
」
を
「
対
象
そ
の
も
の
」
と
す
る
態
度
な
の
だ
と
い
う
。

重
要
な
の
は
、
こ
こ
で
堀
の
言
う
「
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
」
が
は
っ
き
り
と
詩
の
領
域
に
配
分
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
堀
の
い
う
「
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
」
は
、
ホ
フ
マ
ン
の
小
説
の
よ
う
に
物
語
の
内
部
に
幻
想
的

な
世
界
を
立
ち
上
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
サ
ル
モ
ン
の
詩
の
よ
う
に
修
辞
の
中
で
立
ち
上
げ
ら
れ
る
詩
語

の
働
き
と
し
て
の
そ
れ
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
堀
の
詩
に
は
、
堀
が
サ
ル
モ
ン
の
詩
に

指
摘
し
た
意
味
で
の
「
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
」
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
様
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

二
、
詩
的
幻

想

フ
ァ
ン
テ
ジ
ー
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堀
辰
雄
の
最
初
期
の
詩
と
し
て
は
、
「
仏
蘭
西
人
形
」
、
「
病
夢
」
、
「
映
画
館
」
、
「
銀
座
喫
茶
店
」
、
「
離

愁
」
、
「
帆
前
船
」
、
「
古
足
袋
」
、
「
書
物
生
活
」
、
「
ゴ
ミ
溜
」
、
「
ハ
ン
モ
ツ
ク
よ
」
、
「
冬
の
日
」
（
「
古
足

袋
」
改
作
）
、「
田
舎
道
」
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
戦
後
、
神
西
清
が
堀
と
連
絡
し
つ
つ*41

、「
校

友
会
雑
誌
」
な
ど
か
ら
収
集
し
た
も
の
で
、
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
（
昭

・

）
に
掲
載
し
た
こ
と
で
一

25

12

般
の
眼
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
最
初
期
の
詩
は
、
「
ハ
ン
モ
ツ
ク
よ
／
お
前
、
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
の
を
知
つ
て
ゐ
る
か

／
昨
日
こ
の
別
荘
を
／
お
嬢
さ
ん
は
去
つ
て
し
ま
つ
た
の
だ
／
た
ぶ
ん
お
前
も
僕
も
倦
き
ら
れ
た
ん
だ
ら

う
よ
」
（
「
ハ
ン
モ
ツ
ク
よ
」
、
「
驢
馬
」
大

・

）
と
い
っ
た
甘
い
ハ
イ
カ
ラ
な
も
の
や
、
「
と
あ
る
古

15

4

く
さ
い
夜
更
け
の
夢
に
／
私
は
ふ
し
ぎ
な
病
鬱
を
影
ら
し
て
あ
る

一
つ
の
油
絵
の
前
に
佇
つ
て
た
（
略
）

そ
の
情
景
の
重
心
の
あ
た
り
に
／
細
つ
こ
い
一
本
の
女
の
指
が
な
な
め
に
突
つ
刺
つ
て
る
／
ま
だ
処
女
ら

し
く
ほ
の
青
い
情
欲
に
疼
い
て
る
そ
の
繊
指

―
」
（
「
病
夢
」
、
「
校
友
会
雑
誌
」
大

）
な
ど
、
堀
が

12

耽
読
し
た
萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』
（
大

）
、
『
青
猫
』
（
大

）
の
影
響
の
濃
い
も
の
が
見
ら
れ

6

12

る*42

。
こ
う
し
た
作
風
は
、
「
驢
馬
」
第
二
号
（
大

・

）
に
発
表
さ
れ
た
「
フ
ア
ン
タ
ス
チ
ツ
ク
」

15

5

に
お
い
て
一
転
す
る*43

。

わ
た
し
は
小
さ
な
詩
集
を
持
つ
て
ゐ
る
／
そ
の
な
か
に
詩
で
つ
く
つ
た
花
畑
が
あ
り
／
そ
こ
を
開
く

と
い
つ
も
／
さ
ま
ざ
ま
な
花
の
匂
が
す
る
／
そ
の
花
畑
に

あ
る
晩
／
一
人
の
お
嬢
さ
ん
が
散
歩
し

に
き
た
／
咲
い
た
花
を
寝
か
す
た
め
／
す
つ
か
り
ラ
ム
プ
を
消
し
た
と
き
／
誰
だ
か
そ
そ
つ
か
し
く

／
月
の
ラ
ム
プ
ま
で
消
し
て
し
ま
つ
た
の
で
／
お
嬢
さ
ん
は
た
だ
く
ら
い
風
の
束
の
や
う
で
あ
る
／

草
む
ら
の
暗
が
り
を
こ
は
が
り
／
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
た
蛾
は
／
そ
の
く
ら
い
風
の
や
う
な
も
の
に
流
さ

れ
て
く
る
／
か
す
か
な
光
を
見
つ
け
る
と
う
れ
し
さ
う
に
／
翼
を
ば
た
ば
た
さ
せ
て
飛
ん
で
行
つ
た

／
夜
明
の
光
を
凝
ら
し
た
や
う
な
石
が
／
指
輪
に
か
が
や
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
／
お
嬢
さ
ん
は
声
に

陰
を
あ
つ
め
て
／
「
ま
あ
い
や
な
ひ
と
」
と
蛾
に
さ
さ
や
い
た
／
わ
た
し
は
い
つ
蛾
に
な
つ
た
の
か

し
ら
／
お
嬢
さ
ん
の
指
の
さ
き
は
火
の
匂
が
し
た

第
一
行
の
「
わ
た
し
」
の
「
詩
集
」
は
、
言
葉
で
で
き
た
「
わ
た
し
」
の
内
な
る
世
界
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
以
下
の
詩
行
で
は
、
「
詩
で
つ
く
つ
た
花
畑
」
の
よ
う
に
、
全
て
の
事
象
が
「
わ
た
し
」
の
言
語

、
、
、
、
、
、

を
素
材
と
し
て
こ
れ
を
形
象
化
し
た
「
わ
た
し
」
の
内
的
世
界
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
「
わ
た
し
」
の
内

的
世
界
に
一
人
の
「
お
嬢
さ
ん
」
が
登
場
す
る
。
「
お
嬢
さ
ん
」
は
「
風
の
束
」
と
な
り
、
そ
の
「
風
の

や
う
な
も
の
」
に
包
ま
れ
て
一
匹
の
「
蛾
」
が
流
さ
れ
て
い
く
。
「
お
嬢
さ
ん
」
が
そ
の
「
蛾
」
に
囁
く

と
、
実
は
そ
の
「
蛾
」
が
「
わ
た
し
」
で
あ
り
、
「
わ
た
し
」
は
「
わ
た
し
は
い
つ
蛾
に
な
つ
た
の
か
し
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ら
」
と
不
思
議
に
思
う
。

赤
塚
正
幸
は
夢
や
眠
り
と
い
っ
た
こ
の
時
期
の
作
品
に
共
通
す
る
要
素
に
注
目
し
、
同
作
を
「
「
夜
」

が
生
み
出
す
物
語
」*44

と
評
し
た
。
こ
こ
で
は
堀
辰
雄
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
の
微
妙
な
距
離
の
取
り

方
に
鑑
み*45

、
表
題
で
も
あ
る
「
フ
ア
ン
タ
ス
チ
ツ
ク
」
と
い
う
要
素
に
注
目
す
る
。

こ
の
詩
に
お
け
る
「
フ
ア
ン
タ
ス
チ
ツ
ク
」
な
要
素
は
、
外
か
ら
内
へ
と
い
う
軌
跡
を
描
く
。
そ
れ
は

「
わ
た
し
」
の
「
詩
集
」
の
中
に
「
お
嬢
さ
ん
」
が
現
れ
、
「
お
嬢
さ
ん
」
が
「
風
の
束
」
と
な
り
、
風

の
よ
う
な
「
お
嬢
さ
ん
」
の
内
側
に
「
蛾
」
が
包
ま
れ
、
そ
の
「
蛾
」
に
「
わ
た
し
」
が
入
れ
替
わ
る
と

い
う
過
程
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
わ
た
し
」
が
自
身
の
内
的
現
実
で
あ
る
言
葉
の
世
界
に
反
転
し
て
陥
入
し

て
い
く
過
程
が
「
フ
ア
ン
タ
ス
チ
ツ
ク
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
詩
的fantaisie

が
、
「
わ
た
し
は
」

―
「
詩
集
を
持
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う

構
文
か
ら
、
後
の
行
の
「
お
嬢
さ
ん
は
」

―
「
蛾
に
さ
さ
や
い
た
」
と
い
う
構
文
へ
の
転
換
に
お
い
て

定
着
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
詩
行
の
展
開
に
伴
う
、
動
作
主
体
と
動
作
対
象
の
位
置
の
転
換
と
呼

応
し
、
主
体
の
内
外
の
入
れ
替
え
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
内
界
と
外
界
の
反
転
は
、
こ
う
し
た
言
葉
の

運
動
を
通
し
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
堀
の
詩
的fantaisie
は
、
徹
頭
徹
尾
言
葉
そ
れ
自
体
の

運
動
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
幻
想
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
詩
的
幻
想
の
創
出
過
程
は
、
「
驢
馬
」
第

十
号
（
昭

・

）
掲
載
の
「
詩
」
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
。

2

3

風
の
な
か
を
／
僕
は
歩
い
て
ゐ
た
／
風
は
手
袋
の
毛
を
む
し
り
／
風
は
皮
膚
に
し
み
こ
む
／
／
そ

の
皮
膚
の
下
に
は
／
骨
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
あ
る
と
い
ふ
の
に
／
風
が
不
意
に
そ
れ
を
／
鳴
ら
し

は
せ
ぬ
か

こ
こ
で
は
「
皮
膚
の
下
」
の
「
骨
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
が
「
わ
た
し
」
の
身
体
の
内
側
の
世
界
と
し
て

形
象
化
さ
れ
る
。
「
風
の
な
か
を
」
／
「
僕
」
は
「
歩
」
く
が
、
「
風
」
は
「
皮
膚
に
し
み
こ
む
」
と
引

き
受
け
ら
れ
、
最
後
に
「
風
」
が
「
皮
膚
の
下
」
の
「
骨
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
を
鳴
ら
さ
な
い
か
と
い
う

懐
疑
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
こ
こ
で
も
「
風
の
な
か
を
」

―
「
僕
は
」

―
「
歩
い
て
ゐ
た
」
が
「
風

は
」

―
「
皮
膚
に
」

―
「
し
み
こ
む
」
へ
と
転
倒
さ
れ
る
。
ま
た
「
骨
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
」

―

「
あ
る
」
が
、
「
風
が
」

―
「
そ
れ
（
＝
骨
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
を
」

―
「
鳴
ら
し
は
せ
ぬ
か
」
と

転
倒
さ
れ
る
。
詩
行
の
展
開
の
中
で
、
動
作
主
体
と
動
作
対
象
の
構
文
上
の
位
置
関
係
が
転
換
す
る
の
で

あ
る
。

次
は
、
「
病
」
（
「
山
繭
」
昭

・

）
で
あ
る
。

3

3

僕
の
骨
に
と
ま
つ
て
ゐ
る
／
小
鳥
よ

肺
結
核
よ
／
／
お
ま
へ
が
嘴
で
突
つ
く
か
ら
／
僕
の
痰
に
は

血
が
ま
じ
る
／
／
お
ま
へ
が
羽
ば
た
く
と
／
僕
は
咳
を
す
る
／
／
お
ま
へ
を
眠
ら
せ
る
た
め
に
／
僕
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は
吸
入
器
を
か
け
よ
う
／
／
苦
痛
を
ご
ま
か
す
た
め
に
／
僕
は
死
に
か
ら
か
ふ
／
犬
に
で
も
か
ら
か

ふ
や
う
に
／
／
死
は
僕
に
噛
み
つ
い
て
／
彼
の
頭
文
字
を
入
墨
し
よ
う
と
／
歯
を
僕
の
前
に
む
き
出

す
こ
の
詩
に
は
、
コ
ク
ト
ー
の
詩nocturne

の
影
響
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
堀
は
こ
れ
を
「
コ
ク

ト
オ
の
詩
か
ら

断
片
」
（
「
創
作
月
刊
」
昭

・

）
と
し
て
、
「
私
の
骨
の
森
の
中
に
／
私
の
静
脈
の

3

6

青
い
木
立
の
中
に
／
花
や
魚
や
小
鳥
が
い
り
ま
じ
つ
て
ゐ
る
」
と
訳
し
て
い
る
。
「
病
」
に
は
、
こ
の
堀

の
訳
に
お
け
る
比
喩
の
用
法
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
で
は
、
「
肺
結
核
」
、
つ
ま
り
「
死
」
が
「
僕
の
骨
」
に
と
ま
る
「
小
鳥
」
と
し
て
形
象
化
さ

れ
て
い
る
。「
僕
」
が
胸
の
中
の
「
死
」
に
か
ら
か
い
か
け
る
と
い
う
動
作
主
体
と
動
作
対
象
の
関
係
が
、

「
死
」
が
「
僕
」
に
噛
み
つ
く
と
い
う
関
係
に
転
倒
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
「
小
鳥
」
が
「
僕
」
の
胸
を

つ
つ
き
、
観
念
と
し
て
の
「
死
」
が
形
象
化
さ
れ
、
「
歯
を
僕
の
前
に
む
き
出
す
」
と
い
う
非
現
実
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
提
示
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
堀
の
こ
の
時
期
の
詩
に
は
、
主
体
の
内
的
世
界
を
形
象
化
し
、
主
体
の
内
側
の
も
の
と

外
の
世
界
と
を
反
転
さ
せ
る
と
い
う
共
通
し
た
特
徴
を
見
出
せ
る
。
堀
は
そ
れ
を
、
複
数
の
詩
行
に
お
け

る
構
文
上
で
の
動
作
主
体
と
動
作
対
象
の
転
換
を
通
し
て
定
着
す
る
。
詩
的
世
界
が
言
語
に
よ
っ
て
形
作

ら
れ
る
こ
と
へ
の
自
己
意
識
が
、
堀
の
詩
的
幻
想
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
堀
が
新
精
神
の
詩
人

達
に
看
取
し
た
詩
的fantaisie

は
、
こ
の
よ
う
な
詩
語
の
運
動
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
コ
ン
ト
へ

大
正
末
期
に
流
行
し
た
コ
ン
ト
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
昭
和
初
年
代
に
至
っ
て
新
興
芸
術
派
の
作
家
が

大
震
災
後
の
東
京
の
新
風
俗
を
描
く
際
の
格
好
の
形
式
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
柳
沢
孝
子
に
よ
れ
ば

コ
ン
ト
は
「
落
語
流
の
「
落
ち
」
」
を
持
ち
、
「
極
端
に
短
」
く
、
「
日
常
茶
飯
の
常
識
を
越
え
た
極
端
な

素
材
」
を
扱
え
る
、
従
来
の
リ
ア
リ
ズ
ム
的
な
短
篇
小
説
か
ら
差
異
化
さ
れ
た
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た*46

。

「
驢
馬
」
第
六
号
（
大

・

）
は
コ
ン
ト
の
小
特
集
で
、
「
コ
ン
ト
」
と
銘
打
た
れ
た
平
木
二
六
、

15

10

窪
川
鶴
次
郎
、
宮
木
喜
久
雄
の
作
品
が
並
ぶ
。
続
く
堀
の
「
錯
覚
」
八
篇
は
「
小
説
」
と
銘
打
た
れ
て
い

る
も
の
の
、
コ
ン
ト
の
形
式
に
近
い
。
実
際
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
セ
ル
ロ
イ
ド
な
の
か
し
ら
」
は
、『
不

器
用
な
天
使
』
（
改
造
社
、
昭

）
収
録
時
、
題
名
自
体
を
「
コ
ン
ト
」
と
改
題
さ
れ
て
い
る
。

5

八
篇
は
い
ず
れ
も
総
題
の
と
お
り
、
主
に
視
覚
的
な
「
錯
覚
」
を
扱
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
二
篇
「
一

人
の
紳
士
が
二
人
に
見
え
た
」
で
は
「
僕
」
を
追
い
抜
い
た
「
紳
士
」
が
「
帽
子
か
ら
靴
ま
で
お
な
じ
」
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二
人
の
人
間
に
見
え
る
。
第
七
篇
「
セ
ル
ロ
イ
ド
な
の
か
し
ら
」
で
は
、
「
あ
る
朝
」
、
「
僕
」
が
「
名
刺

の
大
き
さ
ぐ
ら
い
に
ち
ぢ
ま
つ
て
ゐ
」
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
第
八
篇
「
詩
集
」
で
は
、
「
僕
の
空
想
の

中
」
で
出
来
上
が
っ
て
い
た
「
詩
集
」
が
、
「
活
動
写
真
」
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
に
「
大
写
し
」
に
な
っ

て
現
れ
る
。
堀
が
初
期
の
詩
に
お
い
て
創
出
し
た
詩
的
幻
想
は
、
錯
覚
と
い
う
形
で
コ
ン
ト
形
式
の
中
に

受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る*47
。

そ
の
こ
と
を
最
も
よ
く
示
す
の
が
、
「
即
興
」
と
い
う
同
じ
題
名
を
冠
さ
れ
た
、
「
山
繭
」
昭
和
二
年

六
月
号
、
「
驢
馬
」
昭
和
三
年
二
月
号
掲
載
の
二
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
の
「
錯
覚
」
八
篇
の
コ

ン
ト
形
式
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
両
作
と
も
錯
覚
と
い
う
主
題
を
前
面
に
打
ち
出
し

て
い
る*48

。
こ
こ
で
は
特
に
、
「
驢
馬
」
掲
載
の
「
即
興
」
に
注
目
す
る
。

「
即
興
」
は
、
朝
の
「
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ム
」
で
、
「
一
人
の
若
い
夫
人
」
の
顔
が
急
に
接
近
し
た
た
め

に
起
こ
っ
た
「
イ
リ
ユ
ジ
ヨ
ン
」
を
描
い
た
前
半
部
と
、
銀
座
の
喫
茶
店
の
中
で
一
匹
の
蝶
の
存
在
を
生

き
生
き
と
体
の
中
に
感
じ
る
「
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
」
を
描
い
た
後
半
部
と
に
分
か
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
一
匹
の
「
蝶
」
が
体
の
内
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
過
程
で
あ
る
。

が
、
そ
の
レ
モ
ン
・
テ
イ
を
飲
ん
で
ゆ
く
う
ち
に
、
私
の
想
像
力
は
ち
や
う
ど
頭
の
中
に
そ
の
辺
に

ぢ
つ
と
羽
を
や
す
め
て
ゐ
る
一
匹
の
レ
モ
ン
色
の
蝶
を
描
く
の
で
あ
つ
た
。
私
は
ふ
と
眼
を
つ
ぶ
つ

た
。
す
る
と
そ
の
蝶
の
や
う
な
も
の
が
急
に
羽
ば
た
き
し
だ
す
や
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
の

ま
ま
に
し
て
ゐ
る
と
私
の
頭
は
ず
ん
ず
ん
と
痛
ん
で
来
さ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
私
」
が
喫
茶
店
で
飲
ん
で
い
た
一
杯
の
「
レ
モ
ン
・
テ
イ
」
が
、
「
想
像
力
」
の
働
き

に
よ
っ
て
「
頭
の
中
」
に
羽
を
や
す
め
る
「
一
匹
の
レ
モ
ン
色
の
蝶
」
へ
と
変
貌
す
る
過
程
が
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
レ
モ
ン
・
テ
ィ
ー
と
い
う
事
物
の
名
称
が
「
私
」
と
い
う
人
物
の
主
体
内

部
の
幻
想
へ
と
転
換
さ
れ
、
レ
モ
ン
色
の
蝶
へ
と
実
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
言
語

の
修
辞
的
機
能
が
一
つ
の
運
動
と
し
て
幻
想
を
生
み
出
す
と
い
う
、
堀
の
詩
的
幻
想
に
見
ら
れ
た

fantaisie

の
創
出
過
程
が
見
出
さ
れ
る
。

さ
つ
き
の
レ
モ
ン
色
を
し
た
蝶
は
ど
こ
へ
行
つ
て
し
ま
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
ま
だ
私
の
身
体

の
中
を
飛
び
ま
は
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
私
は
も
う
そ
の
蝶
を
私
の
頭
の
中
に
感
じ
な
い
。
そ
こ

で
私
の
好
奇
心
は
私
の
身
体
中
、
そ
れ
を
捜
し
ま
は
す
。
す
る
と
居
る
。
居
る
。
そ
れ
は
ち
や
う
ど

胸
の
下
で
あ
る
。
時
計
の
入
れ
て
あ
る
衣
囊
の
ま
下
で
あ
る
。
何
を
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
か
。
私

に
は
レ
モ
ン
色
を
し
た
羽
が
し
き
り
な
し
に
顫
へ
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
と
、
い
つ
の
ま

に
か
そ
の
羽
が
顫
へ
な
く
な
る
。
私
は
思
は
ず
は
つ
と
す
る
。
そ
の
蝶
は
私
の
機
械
仕
掛
け
の
薔
薇

の
中
へ
頭
を
つ
つ
こ
ん
で
ゐ
る
ら
し
い
。
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右
引
用
部
で
は
、
服
の
衣
囊
の
中
に
あ
る
時
計
の
「
歯
車
」*49

が
、「
私
」
の
「
機
械
仕
掛
け
の
薔
薇
」
、

つ
ま
り
心
臓
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
「
レ
モ
ン
・
テ
イ
」
か
ら
の
連
想
で
作

り
出
さ
れ
た
「
レ
モ
ン
色
の
蝶
」
が
頭
を
突
っ
込
む
と
い
う
「
フ
ア
ン
テ
ジ
イ
」
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
幻
想
の
創
出
過
程
は
、
堀
の
初
期
詩
の
詩
的
幻
想
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
こ
の
「
即
興
」
は
、
堀
が
雑
誌
切
り
抜
き
に
加
筆
す
る
形
で
著
し
た
「
蝶
」*50

へ
と
改
作
さ

れ
る
。
こ
の
時
「
レ
モ
ン
・
テ
イ
」
が
「
コ
コ
ア
」
、
「
レ
モ
ン
色
の
蝶
」
が
「
コ
コ
ア
色
を
し
た
蝶
」

に
改
稿
さ
れ
、
「
そ
の
コ
コ
ア
を
飲
ん
で
ゆ
く
う
ち
に
、
僕
の
想
像
力
は
、
そ
の
ど
ろ
り
と
し
た
液
体
を

蝶
の
や
う
な
も
の
に
変
形
さ
せ
、
そ
し
て
ち
や
う
ど
僕
の
頭
の
痛
ん
で
ゐ
る
箇
処
に
そ
れ
を
こ
び
り
つ
か

せ
て
し
ま
つ
た
」
と
い
う
一
節
が
付
加
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
初
出
の
「
レ
モ
ン
・
テ
イ
」
と
「
レ
モ

ン
色
の
蝶
」
が
呼
応
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
、
「
即
興
」
が
詩
的
幻
想
の
筆
法
で
書
か
れ
た
作
で
あ

っ
た
た
め
に
、
後
に
説
明
的
な
一
節
を
付
加
す
る
必
要
が
生
じ
た
事
情
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

お
わ
り
に

―
詩
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム

北
川
冬
彦
は
「
詩
と
詩
論
」
昭
和
四
年
三
月
号
で
、
「
今
日
の
詩
人
は
、
（
略
）
尖
鋭
な
頭
脳
に
よ
つ

て
、
散
在
せ
る
無
数
の
言
葉
を
周
密
に
、
選
択
し
、
整
理
し
て
一
個
の
優
れ
た
構
成
物
を
築
く
と
こ
ろ
の

技
師
で
あ
る
」
（
「
新
散
文
詩
へ
の
道
」
）
と
提
言
し
た
。
こ
こ
に
は
詩
を
言
語
に
よ
る
自
律
的
な
構
成
物

と
見
る
、
ラ
ン
ボ
ー
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
詩
が
た
ど
っ
た
詩
的
言
語
観
が
あ
る
。
堀
辰
雄
の
大
正
末
期
か
ら

昭
和
初
期
の
作
品
群

―
翻
訳
・
詩
・
コ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ

―
に
見
ら
れ
る
試
み
は
、
「
詩
と
詩
論
」

に
代
表
さ
れ
る
昭
和
初
期
の
詩
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
中
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

堀
辰
雄
が
詩
誌
「
驢
馬
」
誌
上
で
提
示
し
た
詩
的
言
語
と
幻
想
の
問
題
は
、
実
は
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
と

な
っ
た
小
説
「
不
器
用
な
天
使
」
に
引
き
継
が
れ
る
。
初
期
の
詩
に
お
い
て
、
詩
行
の
展
開
に
即
し
た
動

作
主
体
と
動
作
対
象
の
構
文
上
の
転
倒
が
主
体
内
外
の
現
実
の
反
転
関
係
と
呼
応
し
て
い
た
よ
う
に
、「
不

器
用
な
天
使
」
に
お
い
て
は
、
コ
ク
ト
ー
の
小
説
の
一
節
を
翻
訳
・
引
用
す
る
こ
と
を
通
し
、
単
語
の
逐

次
的
な
受
け
渡
し
と
い
う
言
葉
の
運
動
に
よ
り
、
人
物
の
心
理
が
人
物
を
行
動
さ
せ
る
に
至
る
ま
で
の
過

程
が
一
つ
一
つ
た
ど
ら
れ
て
い
く*51

。
堀
に
お
け
る
詩
的
言
語
と
幻
想
の
問
題
は
、
翻
訳
行
為
を
媒
介
と

す
る
、
小
説
に
お
け
る
一
つ
の
文
体
の
創
出
の
試
み
へ
と
深
化
さ
れ
る
。



- 29 -

第
二
章

「
不
器
用
な
天
使
」
論

―
翻
訳
か
ら
小
説
へ

は
じ
め
に

―
翻
訳
者
堀
辰
雄

大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
四
年
は
、
堀
辰
雄
の
翻
訳
時
代
で
あ
る
。
コ
ン
ト
や
小
品
の
制
作
の
一
方
で
、

堀
は
ギ
ョ
ー
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
や
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
ら
、
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
前
衛
詩
人
の
作
品

を
精
力
的
に
翻
訳
し
た
。
発
表
の
舞
台
は
「
驢
馬
」
等
の
仲
間
内
の
同
人
雑
誌
か
ら
始
ま
り
、
「
創
作
月

刊
」
等
の
商
業
誌
や
「
詩
と
詩
論
」
等
の
新
興
季
刊
誌
へ
と
広
が
っ
た
。
昭
和
初
年
代
は
、「
詩
と
詩
論
」

に
代
表
さ
れ
る
同
人
季
刊
誌
の
流
行
期
で
あ
り
、
新
世
代
の
若
者
は
そ
こ
で
同
時
代
の
海
外
文
学
を
盛
ん

に
訳
出
し
、
書
き
手
と
し
て
の
主
体
形
成
を
果
た
し
た
。
先
覚
者
の
訳
文
を
通
し
て
外
国
文
学
を
間
接
的

に
受
容
す
る
の
で
は
な
く
、
新
人
達
が
自
ら
の
手
で
作
品
を
選
び
出
し
翻
訳
す
る
動
き
が
、
従
来
に
な
い

規
模
で
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
堀
が
特
に
力
を
注
い
だ
の
は
、
コ
ク
ト
ー
の
詩
や
エ
ッ
セ
イ
の
翻
訳
で
あ
る
。
様
々
な
雑

誌
に
載
せ
ら
れ
た
そ
れ
ら
の
翻
訳
は
、
新
訳
を
加
え
て
選
集
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
（
厚
生
閣
書
店
、
昭

）
4

に
ま
と
め
ら
れ
る
。
堀
に
と
っ
て
の
初
の
単
行
本
と
な
る
同
書
は
、
「
詩
と
詩
論
」
を
母
胎
と
す
る
「
現

代
の
芸
術
と
批
評
叢
書
」
の
第
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
大
正
期
以
来
の
コ
ク
ト
ー
翻
訳
が
、
堀
口
大

學
の
手
に
な
る
抒
情
的
な
詩
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
き
た
の
に
対
し
、
堀
の
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
は
詩
論
や

小
説
を
含
む
詩
文
集
で
あ
り
、
受
容
第
二
世
代
の
訳
者
に
よ
る
新
た
な
詩
人
像
の
提
示
と
な
っ
た*52

。
こ

の
頃
の
堀
の
印
象
に
つ
い
て
、
丸
岡
明
が
「
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」
や
「
不
器
用
な
天
使
」
の
作
者
で

あ
る
以
前
に
、
ま
づ
コ
ク
ト
オ
詩
抄
の
訳
者
と
し
て
、
私
達
の
前
に
姿
を
現
し
」*53

た
と
回
想
し
た
こ
と

マ

マ

は
示
唆
的
で
あ
る
。
我
々
は
小
説
家
堀
辰
雄
の
前
史
と
し
て
初
期
の
翻
訳
活
動
を
振
り
返
る
の
で
は
な
く
、

翻
訳
者
堀
辰
雄
が
小
説
家
に
転
じ
た
と
い
う
順
序
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る

の
が
、
「
文
芸
春
秋
」
昭
和
四
年
二
月
号
に
発
表
さ
れ
た
文
壇
処
女
作
「
不
器
用
な
天
使
」*54

で
あ
る
。

従
来
の
小
品
群
と
質
量
と
も
に
一
線
を
劃
し
た
本
作
に
お
い
て
、
堀
は
習
作
期
の
平
明
な
文
体
と
決
別

し
、
生
硬
な
翻
訳
調
の
文
体
を
選
び
取
っ
た
。
そ
こ
に
は
早
く
か
ら
コ
ク
ト
ー
の
影
響
が
看
取
さ
れ
て
お

り
、
「
文
芸
春
秋
」
の
編
輯
後
記
で
堀
は
「
日
本
の
ジ
ヤ
ン
コ
ク
ト
オ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
後
年
、
小

久
保
実
が
そ
の
影
響
を
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
（Le

G
rand

Écart

）
に
よ
る
も
の
と
指
摘
し*55

、
澁
澤

龍
彦
は
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
細
部
の
表
現
が
本
作
の
隅
々
に
流
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
例
証

し
た*56

。
こ
れ
を
受
け
、
以
後
の
研
究
は
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
の
影
響
を
前
提
と
し
て
本
作
を
読
み
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解
い
て
き
た
。
だ
が
影
響
と
い
う
観
点
は
、
コ
ク
ト
ー
の
フ
ラ
ン
ス
語
が
堀
の
日
本
語
へ
ど
の
よ
う
に
置

き
換
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
言
語
の
変
換
の
過
程
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
。
澁
澤
の
論
考
の
中
で
注
目

す
べ
き
は
、
影
響
の
証
明
で
は
な
く
翻
訳
と
い
う
視
座
を
提
出
し
た
点
で
あ
る
。
自
身
も
『
グ
ラ
ン
・
テ

カ
ー
ル
』
の
翻
訳
『
大
胯
び
ら
き
』
（
白
水
社
、
昭

）
を
発
表
し
た
澁
澤
は
、
堀
が
同
作
の
「
ほ
と
ん

29

ど
全
文
を
翻
訳
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
、
堀
が
原
文
を
ど
う
書
き
換
え
て
「
不
器
用
な
天

使
」
に
取
り
入
れ
た
の
か
を
分
析
し
て
い
た
。
つ
ま
り
澁
澤
は
、
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
け
る
翻
訳
を

、
、
、
、

問
題
に
し
た
の
で
あ
る
。

『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
か
ら
の
引
用
は
、
単
語
や
構
文
を
な
ぞ
る
よ
う
に
日
本
語
に
置
き
換
え
た
も

の
が
多
い
。
こ
う
し
た
引
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
松
田
嘉
子
は
「
コ
ク
ト
ー
の
言
葉
や
構
文
を
ほ
と
ん

ど
翻
訳
に
近
い
形
で
持
ち
込
ん
だ
も
の
」*57

と
評
し
た
。
本
稿
は
松
田
の
言
を
さ
ら
に
敷
衍
し
、
こ
れ
を

小
説
の
中
に
お
け
る
作
品
内
翻
訳
と
定
義
し
た
い
。
異
な
る
言
語
で
書
か
れ
た
作
品
の
あ
る
部
分
に
注
目

し
、
逐
語
的
に
日
本
語
に
置
き
換
え
自
作
の
中
に
再
配
置
す
る
堀
の
方
法
は
、
影
響
で
は
な
く
翻
訳
と
し

て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
コ
ク
ト
ー
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
読
み
取
り
日
本
語
に
置
き
換
え
る
、
翻、

訳
者
堀
辰
雄
の
介
在
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
「
不
器
用
な
天
使
」
を
作
品
内
翻
訳
と
い

、
、

う
視
座
か
ら
論
じ
、
小
説
家
堀
辰
雄
を
翻
訳
者
堀
辰
雄
と
の
連
続
性
に
お
い
て
捉
え
直
す
試
み
で
あ
る
。

一
、
堀
辰
雄
訳
「
グ
ラ
ン

テ
カ
ア
ル
」

「
不
器
用
な
天
使
」
発
表
の
直
後
、
堀
は
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
に
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
九
章
の
翻

訳
「
グ
ラ
ン

テ
カ
ア
ル
」
を
収
め
た*58

。
本
節
で
は
ま
ず
こ
の
訳
文
を
分
析
し
、
堀
の
コ
ク
ト
ー
翻
訳

の
性
質
を
考
察
す
る
。
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
古
典
的
な
心
理
小
説
を
パ
ロ
デ
ィ
ー

化
し
た
、
コ
ク
ト
ー
一
流
の
モ
ダ
ン
な
心
理
小
説
で
あ
る
。
主
人
公
の
青
年
ジ
ャ
ッ
ク
と
踊
り
子
ジ
ェ
ル

メ
ー
ヌ
の
恋
愛
心
理
の
展
開
は
、
奇
抜
な
比
喩
や
皮
肉
な
警
句
を
交
え
て
語
ら
れ
る
。
堀
が
訳
し
た
の
は
、

全
十
章
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
か
ら
な
る
作
品
の
第
九
章
で
、
恋
敵
に
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
を
奪
わ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
が

薬
物
自
殺
を
図
っ
て
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
場
面
で
あ
る
。
冒
頭
部
の
訳
文
を
見
て
み
よ
う
。

等
級
の
如
何
を
問
は
ず
、
生
は
、
我
々
を
一
し
よ
く
た
に
、
一
つ
の
列
車
で
、
全
速
力
で
も
つ
て
、

ク

ラ

ス

死
の
方
へ
運
ん
で
ゆ
く
。
／
終
点
ま
で
眠
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
賢
明
だ
。
し
か
し
、
あ
あ
、
途
中
が
我

々
を
魅
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々
は
我
々
の
気
ば
ら
し
で
の
み
あ
る
べ
き
も
の
に
過
度
の
興
味

を
抱
く
た
め
、
最
後
の
日
に
な
つ
て
も
、
ト
ラ
ン
ク
を
片
づ
け
が
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。

（M
algré

la
différence

des
classes,la

vie
nous

em
porte

tous
ensem

ble,à
grande

vitesse,dans
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un
seul

train,
vers

la
m

ort.
/

La
sagesse

serait
de

dorm
ir

jusqu'à
cette

gare
term

inus.
M

ais,

hélas,le
trajetnous

enchante,etnous
prenons

un
intérêtsidém

esuré
à

ce
quine

devraitnous

servir
que

de
passe-tem

ps
qu'ilestdur,le

dernier
jour,de

boucler
nos

valises.

）*59

人
間
の
一
生
を
死
と
い
う
目
的
地
に
向
か
う
列
車
旅
行
に
た
と
え
、
主
人
公
の
運
命
を
暗
示
し
た
箇
所

で
あ
る
。
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
訳
文
の
極
端
な
簡
潔
さ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
傍
線
部cette

gare
term

inus

（
こ
の
終
着
駅
）*60

を
、
堀
はcette

を
省
い
て
た
だ
「
終
点
」
と
訳
す
。
後
年
の
澁
澤
龍
彦
と
山
川
篤

は*61

、
同
じ
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
の
列
車
の
辿
り
つ
く
終
点
」
、
「
死
と
い
う
こ
の
終
着
駅
」
と
文
脈
を

補
っ
て
訳
し
、
原
文
の
圧
縮
さ
れ
た
比
喩
の
対
応
関
係
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
る
。
堀
は
原
文
に
は
な
い
言

葉
を
み
だ
り
に
補
わ
ず
、
単
語
に
一
対
一
対
応
で
訳
語
を
あ
て
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
等
級
」
、
「
全
速

ク

ラ

ス

力
」
、
「
賢
明
」
の
よ
う
に
硬
い
熟
語
を
多
用
し
、
活
用
語
の
現
在
形
に
は
終
止
形
を
、
半
過
去
形
と
単

純
過
去
形
に
は
「
た
」
を
機
械
的
に
あ
て
、
同
じ
形
の
文
末
を
畳
み
か
け
る
。
さ
ら
に
引
用
部
直
後
の
「
目

的
地
の
透
視
」la

perspective
du

but

の
よ
う
に
、
前
置
詞de
を
助
詞
「
の
」
で
置
き
換
え
て
単
語
同
士

を
素
っ
気
な
く
結
び
つ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堀
の
訳
文
は
一
つ
一
つ
の
単
語
へ
の
意
味
の
負
荷
を
大
き

く
し
、
同
じ
文
末
の
短
文
を
単
調
に
並
べ
て
コ
ク
ト
ー
の
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
文
体
を
な
ぞ
る
よ
う
に
訳

す
の
で
あ
る
。

波
線
部
の
一
文
の
「
生
は
」
、
「
我
々
を
」
、
「
運
ん
で
ゆ
く
」
は
、
主
語la

vie
、
目
的
補
語nous

、
述

語em
porte

に
対
応
し
、「
一
つ
の
列
車
で
」
、「
全
速
力
で
も
っ
て
」
は
、
状
況
補
語dans

un
seultrain

、à

grande
vitesse

に
対
応
し
て
い
る
。
文
の
要
素
・
句
・
節
・
主
述
関
係
と
い
っ
た
文
構
造
や
意
味
の
切
れ

目
が
、
原
文
の
語
順
に
近
い
形
で
再
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
特
有
の
表
現
や
構
文
も
か

み
砕
か
ず
に
訳
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
人
称
代
名
詞
や
所
有
代
名
詞
、
通
常
は
訳
さ
れ
な
い
不
定
の
人
称
代

名
詞on

（
人
々
）
も
逐
一
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
非
人
称
構
文
の

C
'est...

を
「
そ
れ
は
～
」
と
訳

出
し
、
文
末
の
現
在
分
詞
を
「
～
な
が
ら
」
と
倒
置
し
て
訳
す
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堀
の
訳

文
は
原
文
の
文
構
造
を
自
然
な
日
本
語
へ
と
解
消
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
日
本
語
で
た
ど
り
直
す
よ

う
に
再
現
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
訳
文
の
特
徴
が
意
図
的
に
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
堀
の
他
作
品
の
訳
文
と
比
べ
て

み
る
と
よ
く
わ
か
る
。

春
の
は
じ
め
頃
だ
つ
た
の
で
、
早
く
か
ら
も
う
日
が
暮
れ
た
。
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ウ
エ
ル
ス
テ
イ
グ
は

瓦
斯
の
光
が
わ
づ
か
し
か
照
ら
し
て
ゐ
な
い
、
霧
の
す
こ
し
下
り
た
町
を
い
い
歩
調
で
歩
い
て
い
つ

た
。
水
夫
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
近
く
帰
れ
る
こ
と
や
、
も
う
三
年
以
上
も
会
は
な
い
母
の
こ
と
や
、

彼
を
待
ち
わ
び
て
ゐ
る
モ
ニ
ケ
ム
ダ
ム
の
許
嫁
の
こ
と
な
ぞ
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。（
堀
訳
「
ア
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ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
水
兵
」
、
「
辻
馬
車
」
昭

・

）*62

2

1

右
の
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
コ
ン
ト
の
翻
訳
で
は
、
原
文
の
平
易
な
文
体
に
見
合
っ
た
穏
当
な
訳
語
が
選
ば

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
傍
線
部
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
近
く
帰
れ
る
こ
と
」
（son

prochain
retour

à

A
m

sterdam

）
は
、
「
グ
ラ
ン

テ
カ
ア
ル
」
の
時
の
堀
で
あ
れ
ば
、
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
早
急
な
帰

還
」
と
で
も
訳
す
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ま
た
、
全
体
に
仮
名
書
き
の
柔
ら
か
な
訳
語
が
選
ば
れ
、
波
線
部
の

よ
う
に
文
末
が
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
変
化
が
与
え
ら
れ
て
い
る*63

。
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
コ
ン
ト
の
翻
訳

で
は
、
訳
文
の
与
え
る
抵
抗
感
を
減
ら
し
て
話
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
「
グ
ラ
ン

テ
カ
ア
ル
」
で
は
、
意
味
内
容
の
流
麗
な
伝
達
よ
り

も
、
原
文
の
文
体
や
文
構
造
を
伝
え
る
こ
と
に
翻
訳
の
焦
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
堀
が
訳
し
た
コ
ク

ト
ー
の
小
説
が
い
ず
れ
も
部
分
訳
で
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
コ
ン
ト
が
完
訳
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
翻

訳
の
焦
点
の
違
い
を
証
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

だ
が
重
要
な
の
は
、
「
グ
ラ
ン

テ
カ
ア
ル
」
に
お
い
て
、
原
文
の
文
体
や
構
造
を
な
ぞ
る
こ
と
で
、

か
え
っ
て
原
文
を
超
え
る
過
剰
な
文
が
創
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
無
生
物
主
語
の
他

動
詞
構
文

―
無
生
物
名
詞
を
主
語
に
と
り
生
物
名
詞
に
働
き
か
け
る
形
の
構
文

―
に
そ
の
こ
と
が
よ

く
表
れ
て
い
る
。
先
の
引
用
の
二
重
傍
線
部le

trajet
nous

enchante
（
旅
行
の
過
程
が
私
達
に
は
魅
力

的
で
あ
る
）
を
、
堀
は
「
途
中
が
我
々
を
魅
す
る
の
で
あ
る
」
と
語
順
や
主
述
を
入
れ
換
え
ず
に
訳
し
下

ろ
し
て
い
る
。
山
川
篤
で
あ
れ
ば
、
「
途
中
の
景
色
に
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
い
気
を
と
ら
れ
て
」
と
生
物
主

語
の
構
文
に
変
換
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
は
、
堀
は
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』

の
ほ
ぼ
全
て
の
無
生
物
主
語
構
文
を
訳
し
下
ろ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
「
死
は
我
々
の
一
生
を

我
々
に
見
せ
る
の
だ
」
（La

m
ort

nous
m

ontre
toute

notre
existence

）
、
「
我
々
の
死
は
宇
宙
を
破
壊
す

る
」
（N

otre
m

ort
détruit

des
univers

）
と
い
っ
た
箇
所
は
、
抽
象
名
詞
の
訳
し
方
が
特
異
な
点
で
注
目

さ
れ
る
。
原
文
のm

ort

（
死
）
は
、「
我
々
が
死
ぬ
時
に
」
と
い
う
時
間
提
示
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、

堀
の
訳
文
で
は
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
超
え
て
「
死
」
が
「
我
々
」
に
働
き
か
け
る
動
作
主
体
の
よ
う
に

立
ち
現
れ
る
。
「
死
」
と
い
う
抽
象
名
詞
に
行
為
の
主
導
権
を
置
き
、
そ
の
「
死
」
に
よ
っ
て
否
応
な
く

支
配
さ
れ
る
も
の
と
し
て
「
我
々
」
や
「
宇
宙
」
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
抽
象
名
詞
を
動
作
主
体
化
す
る
訳
し
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』

第
九
章
独
特
の
擬
人
表
現
が
影
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

鳥
肌
の
波
が
彼
の
四
肢
を
走
り
ま
は
り
、
（
略
）
心
臓
の
ま
は
り
に
止
ま
つ
た
。
そ
の
波
は
、
爪
先

か
ら
毛
根
へ
の
間
を
行
つ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
、
一
つ
の
岸
に
与
へ
る
も
の
を
い
つ
で
も
他
の
岸

か
ら
奪
つ
て
ゆ
く
、
け
ち
ん
ぼ
な
海
の
真
似
を
し
て
ゐ
た
。
死
の
冷
気
が
そ
の
波
に
代
つ
た
。
そ
れ

、
、
、
、
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は
木
理
の
図
案
の
や
う
に
、
じ
や
れ
た
り
、
拡
が
つ
た
り
、
消
え
た
り
、
ま
た
現
れ
た
り
し
た
。
／

も

く

め

ジ
ア
ッ
ク
は
コ
ル
ク
の
重
味
、
大
理
石
の
重
味
、
雪
の
重
味
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
自
分
の
仕
事
の
仕

上
げ
に
か
か
つ
て
ゐ
る
死
の
天
使
だ
つ
た
。*64

（D
es

vagues
de

chair
de

poule
parcouraientses

m
em

bres
ets'arrêtaientautour

du
cœ

ur
(...).

C
es

vagues
allant,venant,

des
orteils

à
la

racine
des

cheveux,
im

itaient
la

m
er

trop
courte

et

quiôte
toujours

à
une

plage
ce

qu'elle
donne

à
l'autre.U

n
froid

m
ortelrem

plaçaitles
vagues

;

il
jouait,s'épanouissait,

disparaissait
et

reparaissait,
com

m
e

les
dessins

de
la

m
oire./

Jacques

sentaitun
poids

de
liège,un

poids
de

m
arbre,un

poids
de

neige.C
'étaitl'ange

de
la

m
ortqui

accom
plissaitson

œ
uvre.

）

引
用
部
は
、
主
人
公
の
ジ
ャ
ッ
ク
が
自
殺
を
図
っ
て
薬
物
を
飲
ん
だ
場
面
で
あ
る
。
薬
の
効
果
で
幻
覚

が
生
じ
、
生
物
と
無
生
物
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
く
過
程
が
、
擬
人
法
の
進
展
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

て
い
る
。
傍
線
部la

m
er

trop
courte

（
狭
い
海
）
が
「
け
ち
ん
ぼ
な
海
」
と
字
義
以
上
に
擬
人
化
さ
れ

、
、
、
、

て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
堀
は
こ
こ
で
の
擬
人
法
を
明
ら
か
に
意
識
し
て
訳
し
て
い
る
。
波
線
部
、

ジ
ャ
ッ
ク
の
体
表
面
の
「
鳥
肌
の
波
」
は
体
内
に
浸
透
し
て
「
死
の
冷
気
」
と
な
り
、
や
が
て
体
全
体
の

「
重
味
」
へ
と
変
化
す
る
。
こ
う
し
た
知
覚
の
変
容
の
果
て
に
「
死
の
天
使
」
と
い
う
幻
覚
が
現
れ
て
い

る
。
コ
ク
ト
ー
は
擬
人
法
と
天
使
の
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
、
「
死
」
と
い
う
概
念
を
ジ
ャ
ッ
ク
の
幻
覚
の

中
に
形
象
化
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
堀
の
訳
文
は
、
右
の
よ
う
な
明
白
な
擬
人
法
が
見
ら
れ
な
い
箇

所
で
、
「
死
」
や
「
生
」
を
動
作
主
体
と
し
て
提
示
す
る
。
つ
ま
り
、
堀
の
訳
文
に
お
け
る
抽
象
名
詞
の

動
作
主
体
化
は
、
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
九
章
独
特
の
擬
人
表
現
に
根
拠
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
拡

大
解
釈
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ク
ト
ー
の
原
文
に
寄
り
添
う
よ
う
に
見
え
る
堀
の
訳
文

は
、
結
果
的
に
原
文
の
表
現
を
超
え
た
新
た
な
文
体
を
創
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
不
器
用
な
天
使
」
に
は
、
「
そ
の
不
幸
な
前
例
は
僕
を
迷
信
的
に
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
コ
ク
ト

ー
翻
訳
の
文
体
と
類
似
し
た
様
々
な
直
訳
調
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
コ
ク
ト
ー
の
原
文
の
影
響
で

は
な
く
、
堀
が
自
ら
の
翻
訳
か
ら
汲
み
取
っ
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
直

訳
由
来
の
無
生
物
主
語
構
文
は
明
治
期
の
小
説
に
も
既
に
用
い
ら
れ
て
い
た
し*65

、
無
生
物
名
詞
の
擬
人

化
は
、
横
光
利
一
や
川
端
康
成
ら
に
代
表
さ
れ
る
新
感
覚
派
が
生
田
長
江
や
堀
口
大
學
の
訳
文
を
手
本
に

小
説
の
文
体
改
革
に
用
い
た
表
現
方
法
と
さ
れ
る*66

。
し
か
し
堀
の
場
合
は
、
自
身
で
原
文
に
接
し
翻
訳

を
行
う
中
で
こ
う
し
た
表
現
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
を
日
本
語
に
置
き

換
え
る
作
業
は
、
堀
自
身
の
日
本
語
表
現
全
体
を
相
対
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
小
説
の
言
葉
と
小
説
世
界
の

関
係
性
の
問
い
直
し
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
小
説
の
展
開
に
即
し
て
検
討
す
る
。
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二
、
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
け
る
作
品
内
翻
訳

「
不
器
用
な
天
使
」
は
、
主
人
公
の
青
年
「
僕
」
の
淡
い
恋
愛
の
萌
芽
と
友
情
の
揺
れ
動
き
を
描
き
出

し
た
心
理
小
説
で
あ
る
。
本
文
は
「
一
」
か
ら
「
六
」
に
区
切
ら
れ
、
前
半
は
恋
敵
で
あ
る
友
人
槇
と
カ

フ
ェ
の
女
性
の
恋
愛
の
進
展
を
、
後
半
は
そ
の
女
性
と
「
僕
」
と
の
関
係
の
進
展
を
た
ど
る
。
小
説
は
次

の
よ
う
に
始
ま
る
。

カ
ツ
フ
エ
・
シ
ヤ
ノ
ア
ー
ル
は
客
が
一
ぱ
い
だ
。
硝
子
戸
を
押
し
て
中
へ
入
つ
て
も
僕
は
友
人
た
ち

を
す
ぐ
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
僕
は
す
こ
し
立
止
つ
て
ゐ
る
。
ジ
ヤ
ズ
が
僕
の
感
覚
の
上
に

生
ま
の
肉
を
投
げ
つ
け
る
。
そ
の
時
僕
の
眼
に
笑
つ
て
ゐ
る
女
の
顔
が
う
つ
る
。
僕
は
そ
れ
を
見
に

く
さ
う
に
見
つ
め
る
。
す
る
と
そ
の
女
は
白
い
手
を
あ
げ
る
。
そ
の
手
の
下
に
、
僕
は
や
つ
と
僕
の

友
人
た
ち
を
発
見
す
る
。
（
略
）
そ
し
て
そ
の
女
と
す
れ
ち
が
ふ
時
、
彼
女
と
僕
の
二
つ
の
視
線
が

ぶ
つ
か
り
合
は
ず
に
交
錯
す
る
。
（
一
）

「
僕
」
が
「
カ
ツ
フ
エ
・
シ
ヤ
ノ
ア
ー
ル
」
で
ヒ
ロ
イ
ン
の
女
性
と
友
人
達
を
見
出
す
過
程
を
描
い
た

こ
の
冒
頭
部
は
、『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
八
章
の
書
き
出
し
を
日
本
語
に
置
換
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

傍
線
部
はLe

roller-skating
étaitcom

ble

（
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
は
満
員
だ
っ
た
）
の
構
文
を
借
り
つ

つ
舞
台
を
カ
フ
ェ
に
変
え
、
波
線
部
はLes

nègres
se

jetaient
des

notes
de

trom
pette

com
m

e
de

la

viande
crue

（
黒
人
達
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
を
生
肉
を
投
げ
る
よ
う
に
投
げ
つ
け
た
）
と
い
う
一
節
を

変
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
黒
人
と
い
う
生
物
主
語
に
代
え
て
「
ジ
ヤ
ズ
」
を
主
語
に
立
て
、
直
喩
を
導
く

com
m

e

（
～
の
よ
う
に
）
を
省
い
て
「
生
ま
の
肉
」
を
目
的
語
に
と
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
構
文
に
し

て
い
る*67

。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
グ
ラ
ン

テ
カ
ア
ル
」
で
も
堀
が
特
に
注
目
し
た
構

文
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
堀
が
捉
え
た
コ
ク
ト
ー
の
文
体
的
特
徴
を
誇
張
す
る
方
向
で
翻
訳
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る*68

。

ま
た
こ
の
波
線
部
の
一
文
に
は
、「
僕
の
感
覚
の
上
に
」
と
い
う
一
句
が
加
わ
っ
て
「
ジ
ヤ
ズ
」
が
「
僕
」

と
結
び
つ
け
ら
れ
、
原
文
の
よ
う
な
独
立
し
た
背
景
描
写
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
、
「
ジ

ヤ
ズ
」
の
音
の
大
き
さ
を
強
調
す
る
修
辞
的
表
現
な
の
で
は
な
く
、
「
僕
」
と
周
囲
の
事
物
の
関
係
性
を

体
現
し
て
い
る
。
本
作
で
は
、
「
音
楽
が
僕
に
そ
れ
を
聞
き
と
ら
せ
な
い
」
、
「
ジ
ヤ
ズ
が
僕
の
咽
頭
を
し

ノ

ド

め
る
」
、
「
薄
く
ら
が
り
は
僕
の
熱
狂
し
た
眼
を
冷
や
す
」
（
一
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
ジ
ヤ
ズ
」
や
「
音

楽
」
な
ど
、
具
体
物
を
一
般
化
し
た
主
語
を
立
て
、
「
僕
」
を
目
的
語
に
と
る
他
動
詞
構
文
の
形
で
背
景

を
提
示
す
る
。
無
生
物
主
語
構
文
に
よ
っ
て
、
「
僕
」
を
周
囲
の
事
物
に
圧
倒
さ
れ
支
配
さ
れ
る
よ
う
な
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存
在
と
し
て
提
示
し
、
恋
愛
で
視
野
狭
窄
に
陥
っ
た
「
僕
」
の
姿
を
立
ち
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
に
、
引
用
部
の
女
性
の
提
示
の
仕
方
に
注
目
し
よ
う
。
「
女
の
顔
」
、
「
そ
の
女
」
、
「
彼
女
」
と
い
う

言
い
換
え
の
過
程
は
、『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
八
章
の
書
き
出
し
の
、une

dam
e

（
女
）
、la

dam
e

（
そ

の
女
）
、elle

（
彼
女
）
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
不
定
冠
詞
か
ら
定
冠
詞
へ
、
そ
し
て
人
称
代
名
詞
へ
と

い
う
段
階
的
な
指
示
の
変
化
を
日
本
語
に
変
換
し
た
も
の
と
言
え
る
が
、
原
文
に
お
け
る
働
き
と
は
異
な

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
友
人
を
探
す
「
僕
」
の
視
野
に
「
笑
つ
て
ゐ
る
女
の
顔
」
が
映
し
出
さ
れ
る
。

「
僕
」
が
「
そ
れ
」
を
「
見
つ
め
る
」
と
、
注
視
さ
れ
た
「
そ
の
女
」
が
「
僕
」
に
気
づ
い
て
「
白
い
手
」

を
あ
げ
る
。
「
そ
の
手
の
下
」
に
視
線
を
下
ろ
す
と
友
人
が
「
発
見
」
さ
れ
、
最
後
に
「
彼
女
」
が
現
れ

る
。
実
は
こ
の
「
彼
女
」
と
い
う
代
名
詞
は
、
本
作
で
は
こ
の
女
性
を
指
す
時
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。

引
用
部
の
直
後
に
、
女
性
が
「
僕
」
と
槇
の
共
通
の
恋
愛
対
象
だ
と
わ
か
る
が
、
「
彼
女
」
と
い
う
代
名

詞
が
予
め
女
性
を
固
有
の
存
在
と
し
て
確
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
単
語
の
言
い
換
え
や
指
示
語
の
繰
り

返
し
に
よ
っ
て
女
性
へ
の
注
目
が
高
め
ら
れ
、
最
後
に
「
彼
女
」
と
い
う
特
権
的
な
代
名
詞
が
現
れ
る
。

こ
う
し
た
言
葉
同
士
の
関
係
性
の
構
築
に
よ
っ
て
、
女
性
に
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
の
輪
郭
が
与
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

次
は
、
こ
う
し
た
言
葉
の
働
き
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
「
僕
」
の
恋
愛
が
動
き
出
す
場
面
で
あ
る
。

そ
の
娘
は
オ
オ
ケ
ス
ト
ラ
の
間
に
高
ら
か
に
笑
つ
て
ゐ
た
。
彼
女
の
美
し
さ
は
僕
に
、
よ
く
熟
し
て

い
ま
に
も
木
の
枝
か
ら
落
ち
さ
う
な
果
実
の
そ
れ
を
思
は
せ
た
。
そ
れ
は
落
ち
な
い
う
ち
に
摘
み
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
／
そ
の
娘
の
危
機
が
僕
を
ひ
き
つ
け
た
。
／
槇
は
ひ
ど
い
空
腹
者
の

貪
慾
さ
を
も
つ
て
彼
女
を
欲
し
が
つ
て
ゐ
た
。
彼
の
は
げ
し
い
欲
望
は
僕
の
中
に
僕
の
最
初
の
欲
望

を
眼
ざ
め
さ
せ
た
。
僕
の
不
幸
は
そ
こ
に
始
ま
る
…
…
。
（
一
）

先
の
引
用
部
に
続
き
、
「
僕
」
と
「
彼
女
」
の
出
会
い
が
時
間
を
遡
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
傍
線
部
は

『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
二
章
の
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
の
登
場
場
面
、G

erm
aine

souriait
très

haut
entre

l'orchestre
etle

tam
bour.Sa

beauté
penchaitsur

la
laideur *69

（
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

ド
ラ
ム
の
間
で
、
高
い
声
を
あ
げ
て
微
笑
す
る
の
だ
っ
た
。
彼
女
の
美
し
さ
は
、
醜
さ
に
傾
き
か
け
て
い

た
）
を
日
本
語
に
置
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
のSa

beauté

（
彼
女
の
美
し
さ
）
は
、
「
彼
女
が
美
し

い
」
と
い
う
意
味
内
容
を
所
有
代
名
詞
と
名
詞
の
形
に
圧
縮
し
た
も
の
だ
が
、
引
用
部
の
「
彼
女
の
美
し

さ
」
は
そ
う
し
た
意
味
内
容
と
は
別
の
働
き
を
担
っ
て
い
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
こ
に
は
「
彼
女
」
の

魅
力
の
内
実
や
「
僕
」
が
恋
を
抱
く
に
至
っ
た
出
来
事
の
経
緯
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
後
に
「
僕
」
と
槇
と
「
彼
女
」
の
三
角
関
係
の
図
式
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
高
く
笑
う
娘
の
姿
が
描
写
を
経
ず
に
「
彼
女
の
美
し
さ
」
と
概
念
化
さ
れ
る
。
「
彼
女
の
美
し
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さ
」
は
主
語
に
収
ま
り
「
僕
」
を
使
役
し
て
「
果
実
の
そ
れ
（
＝
美
し
さ
）
」
を
「
思
は
せ
」
る
。
「
果

実
」
と
い
う
比
喩
は
女
性
が
ど
う
美
し
い
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
語
義
の
上
で
の
連
想
か
ら
「
そ
れ

（
＝
彼
女
の
美
し
さ
）
は
落
ち
な
い
う
ち
に
摘
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
」
と
い
う
「
僕
」
の
焦

り
を
導
い
て
い
る
。
こ
の
「
僕
」
の
焦
慮
の
上
に
熟
れ
た
果
実
と
「
彼
女
」
の
成
熟
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね

ら
れ
、
「
そ
の
娘
の
危
機
」
と
い
う
さ
ら
に
一
般
的
な
概
念
で
換
言
さ
れ
る
。
「
そ
の
娘
の
危
機
」
は
こ

の
一
文
の
主
語
に
収
ま
っ
て
「
僕
」
を
「
ひ
き
つ
け
」
る
。
「
果
実
」
と
い
う
比
喩
は
ま
た
、
「
空
腹
」
、

「
貪
慾
さ
」
、
「
欲
し
が
つ
て
ゐ
」
る
と
い
う
槇
の
欲
望
を
め
ぐ
る
比
喩
を
引
き
寄
せ
、
そ
れ
ら
が
「
彼

の
は
げ
し
い
欲
望
」
と
い
う
主
語
に
換
言
さ
れ
「
僕
の
中
に
僕
の
最
初
の
欲
望
を
眼
ざ
め
さ
せ
」
る
。
こ

の
よ
う
に
、
「
彼
女
の
美
し
さ
」
は
指
示
語
と
比
喩
を
交
え
て
概
念
化
の
階
梯
を
昇
り
、
繰
り
返
し
主
語

に
立
っ
て
「
僕
」
に
働
き
か
け
る
。
「
僕
」
の
行
動
や
内
面
の
描
写
を
通
じ
て
恋
愛
の
始
ま
り
が
描
か
れ

る
の
で
は
な
く
、
言
葉
同
士
が
相
互
に
作
り
出
す
関
係
性
の
強
度
に
よ
っ
て
、
「
僕
」
の
恋
愛
心
理
は
初

め
て
動
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
は
、
こ
う
し
た
言
葉
の
働
き
が
一
つ
の
極
ま
り
を
見
せ
る
場
面
で
あ
る
。

こ
の
夢
は
は
つ
き
り
と
、
僕
に
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
で
ゐ
た
奇
蹟
の
希
望
を
知
ら
せ
る
。
そ
の
奇

蹟
の
希
望
は
僕
の
中
に
悲
哀
を
喚
び
起
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
つ
て
一
さ
う
強
ま
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
夜
の
孤
独
の
堪
へ
が
た
さ
と
協
力
し
て
無
理
に
僕
を
シ
ヤ
ノ
ア
ー
ル
に
引
き
ず
つ
て
行
く
。（
二
）

「
僕
」
は
、
「
彼
女
」
の
恋
愛
対
象
が
槇
で
は
な
く
「
僕
」
だ
と
分
か
る
と
い
う
夢
を
見
る
。
「
奇
蹟
の

希
望
」
は
そ
の
夢
の
実
現
を
「
僕
」
が
願
っ
て
い
る
こ
と
を
、
「
悲
哀
」
は
そ
う
し
た
滑
稽
な
期
待
を
抱

か
ざ
る
を
得
な
い
「
僕
」
の
悲
し
さ
を
、
「
孤
独
」
は
友
人
か
ら
離
れ
て
家
に
こ
も
る
「
僕
」
の
寂
し
さ

を
意
味
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
内
面
そ
の
も
の
は
「
僕
」
を
行
動
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
い
。

引
用
部
は
「
僕
」
を
動
作
対
象
と
す
る
三
つ
の
無
生
物
主
語
構
文
で
構
成
さ
れ
、
指
示
語
に
よ
っ
て
単
語

が
繰
り
返
し
引
き
受
け
ら
れ
概
念
化
さ
れ
て
い
く
。
傍
線
部
の
「
そ
れ
」
は
、
「
悲
哀
」
と
「
奇
蹟
の
希

望
」
を
と
も
に
引
き
受
け
て
お
り
、
そ
こ
に
「
夜
の
孤
独
の
堪
へ
が
た
さ
」
が
加
わ
っ
て
、「
僕
」
を
「
シ

ヤ
ノ
ア
ー
ル
」
に
向
か
わ
せ
る
。
「
僕
」
の
内
面
が
生
硬
な
熟
語
で
言
い
換
え
ら
れ
概
念
化
の
階
梯
を
昇

り
、
指
示
語
の
上
に
凝
集
し
た
時
、
「
僕
」
は
そ
れ
ら
の
言
葉
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
「
彼
女
」
の

元
に
向
か
う
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
複
数
の
抽
象
名
詞
が
手
を
携
え
て
夜
の
街
の
中
を
「
僕
」
を
引
き
連
れ

て
い
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。

花
田
俊
典
は
、
「
三
」
に
お
け
る
「
歩
道
に
面
し
た
小
さ
な
酒
場
が
僕
を
引
つ
ぱ
り
こ
む
」
と
い
う
一

節
を
取
り
上
げ
、
「
「
僕
」
が
み
ず
か
ら
意
志
し
て
そ
う
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
す
る
し
か
選
択

肢
が
ほ
か
に
な
い
文
体
の
支
配
の
も
と
に
動
か
さ
れ
て
い
る
」*70

と
指
摘
し
た
。
花
田
が
的
確
に
指
摘
す
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る
よ
う
に
、
本
作
の
「
僕
」
は
主
体
的
に
行
動
し
感
情
を
抱
く
と
い
う
印
象
を
与
え
な
い
が
、
そ
れ
は
「
僕
」

の
性
格
の
問
題
で
は
な
く
花
田
の
言
う
「
文
体
」
の
問
題
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
「
僕
」
の
心
理
や
行

動
は
、
無
生
物
主
語
構
文
や
指
示
語
が
作
り
出
す
言
葉
の
運
動
に
積
極
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
引
用
部

の
「
一
さ
う
強
ま
る
」
、
「
協
力
し
て
」
、
「
無
理
に
（
略
）
引
き
ず
つ
て
行
く
」
と
い
っ
た
表
現
に
は
、

そ
う
し
た
言
葉
の
運
動
が
「
僕
」
を
動
か
す
こ
と
へ
の
願
望
や
当
為
の
よ
う
な
も
の
が
表
れ
て
い
る
。

「
僕
」
の
心
理
や
行
動
が
動
か
さ
れ
る
に
は
、
単
語
の
概
念
化
や
複
数
化
、
主
述
の
逆
転
、
前
後
の
文
の

緊
密
な
関
係
性
の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
説
の
言
葉
は
「
僕
」
を
動
か
す
の
に
苦、

労
し
て
い
る
。
本
作
で
は
こ
の
よ
う
な
形
で
、
「
僕
」
が
行
動
し
恋
愛
感
情
を
抱
く
過
程
は
ど
の
よ
う
に

、
、
、
、
、

書
き
う
る
の
か
と
い
う
、
登
場
人
物
と
言
葉
の
関
係
性
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
癒
着
し
つ
つ
分
裂
す
る
一
人
称

と
こ
ろ
で
、
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
が
三
人
称
叙
述
の
形
式
を
と
り
、
複
数
の
登
場
人
物
の
内
面
を

対
照
し
て
そ
の
思
惑
の
す
れ
違
い
を
暴
い
て
い
く
の
に
対
し
、
「
不
器
用
な
天
使
」
は
「
僕
」
が
「
僕
」

自
身
の
経
験
を
語
る
一
人
称
叙
述
の
形
式
を
と
る
。
当
時
の
堀
は
中
絶
し
た
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」
初

稿
（
「
山
繭
」
昭

・

）
な
ど
の
例
外
を
除
い
て
詩
や
小
品
に
も
一
人
称
叙
述
の
形
式
を
用
い
て
お
り
、

2

2

三
人
称
叙
述
の
形
式
は
ま
だ
模
索
途
上
だ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
だ
が
、
三
人
称
叙
述
の
『
グ
ラ
ン
・

テ
カ
ー
ル
』
の
表
現
を
翻
訳
を
通
じ
て
一
人
称
叙
述
に
転
換
す
る
こ
と
に
は
、
一
人
称
叙
述
に
不
慣
れ
で

あ
っ
た
と
い
う
制
限
以
上
の
意
味
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

次
は
、
淡
い
期
待
を
抱
い
て
「
シ
ヤ
ノ
ア
ー
ル
」
に
向
か
っ
た
「
僕
」
が
、
槇
と
「
彼
女
」
の
「
最
初

の
媾
曳
」
の
話
を
耳
に
し
て
打
ち
の
め
さ
れ
た
場
面
で
あ
る
。

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
気
持
が
僕
を
引
つ
た
く
る
。
僕
は
そ
れ
が
苦
痛
で
あ
る
か
ど
う
か
分

ら
な
い
。
友
人
た
ち
は
し
き
り
に
口
を
動
か
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
僕
は
そ
れ
か
ら
も
う
い
か
な
る
言

葉
も
聞
き
と
ら
な
い
。
僕
は
ふ
と
、
僕
の
顔
の
上
に
ま
だ
さ
つ
き
伝
染
し
た
微
笑
が
漂
つ
て
ゐ
る
の

を
感
じ
る
。
そ
れ
は
僕
自
身
に
も
思
ひ
が
け
な
い
こ
と
だ
。
し
か
し
僕
は
さ
う
い
ふ
自
分
自
身
の
表

面
か
ら
も
僕
が
非
常
に
遠
ざ
か
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
の
を
感
じ
る
。
そ
れ
に
よ
つ
て
潜
水
夫
の
や
う

に
、
僕
は
僕
の
沈
ん
で
ゐ
る
苦
痛
の
深
さ
を
測
定
す
る
。
（
二
）

終
止
形
文
末
を
伴
う
短
文
が
重
ね
ら
れ
、
失
意
の
中
に
あ
る
「
僕
」
の
眼
前
の
光
景
が
今
ま
さ
に
起
こ

っ
て
い
る
出
来
事
の
よ
う
に
語
ら
れ
る*71

。
傍
線
部
は
、『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
一
章
の
、Ilestlourd

com
m

e
le

scaphandrier

（
彼
は
潜
水
夫
の
よ
う
に
重
い
）
を
日
本
語
に
置
換
し
た
も
の
で
あ
る*72

。
原
文
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は
、
主
人
公
の
一
般
社
会
か
ら
の
疎
外
感
を
、
潜
水
夫
が
日
常
の
世
界
を
離
れ
て
海
底
に
潜
る
行
為
に
た

と
え
て
戯
画
化
し
た
箇
所
で
あ
る
。
引
用
部
で
は
そ
う
し
た
戯
画
化
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
失
わ
れ
、
同
じ
比

喩
が
「
僕
」
の
表
情
と
心
内
の
苦
痛
の
乖
離
の
表
現
へ
と
変
換
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
三
人
称

叙
述
を
一
人
称
叙
述
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
「
僕
」
が
「
僕
」
を
潜
水
夫
に
た
と
え
る
と
い
う
、
「
僕
」

の
「
僕
」
自
身
に
対
す
る
批
評
的
な
距
離
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
引
用
部
の
「
僕
は
さ
う
い
ふ
自

分
自
身
の
表
面
か
ら
も
僕
が
非
常
に
遠
ざ
か
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
の
を
感
じ
る
」
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
、

中
村
真
一
郎
は
「
外
面
の
顔
の
表
情
と
、
意
識
の
奥
の
隠
れ
た
気
持
と
の
乖
離
の
自
覚
」*73

と
的
確
に
評

、
、

し
た
。
つ
ま
り
、
「
僕
」
の
外
面
と
内
面
の
乖
離
を
「
僕
」
が
「
自
覚
」
し
、
あ
る
い
は
比
喩
化
す
る
点

に
お
い
て
、
「
僕
」
の
「
僕
」
自
身
に
対
す
る
距
離
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
立
原
道
造
が
堀
宛
の
書
簡
に
残
し
た
小
品
に
注
目
し
て
み
た
い
。
「
公
園

―
或
る
夜
に
就

い
て
」*74

と
題
さ
れ
た
こ
の
小
品
に
は
、
無
生
物
主
語
構
文
・
終
止
形
文
末
・
空
虚
な
比
喩
の
使
用
に
加

え
て
「
不
器
用
」
の
語
が
見
え
、
立
原
は
こ
こ
で
「
不
器
用
な
天
使
」
の
文
体
模
写
を
行
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
小
品
の
中
に
、
「
僕
は
、
不
器
用
に
、
歩
く
。
す
る
と
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
た
僕
が
笑
ひ

出
す
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
歩
く
「
僕
」
と
ベ
ン
チ
に
座
る
「
僕
」
と
が
別
々
の
人
物
と
し

て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
け
る
「
僕
」
の
「
僕
」
自
身
に
対
す
る
距
離
を
、

二
人
の
「
僕
」
の
分
裂
と
い
う
形
で
誇
張
し
て
捉
え
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
け
る
「
僕
」
と
「
僕
」
の
乖
離
は
、
「
僕
」
自
身
の
中
で
起
こ
っ

て
お
り
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
の
運
動
を
通
じ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
引
用
部
第
一
文
、
「
気

持
」
が
主
語
と
な
り
「
僕
」
を
「
引
つ
た
く
る
」
と
い
う
構
文
で
、「
僕
」
の
中
に
あ
る
「
気
持
」
と
「
僕
」

と
が
引
き
離
さ
れ
る
。
次
に
「
僕
」
の
「
微
笑
」
と
内
面
の
苦
痛
と
の
乖
離
が
、
「
僕
は
」
、
「
僕
の
顔
の

上
に
」
と
い
う
人
称
代
名
詞
の
複
数
化
の
も
と
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
「
僕
」
の
「
微
笑
」
は
、
「
そ

れ
」
、
「
さ
う
い
ふ
自
分
自
身
の
表
面
」
と
繰
り
返
し
指
示
し
直
さ
れ
、
「
僕
」
と
は
独
立
し
た
物
の
よ
う

に
扱
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
僕
は

―
感
じ
る
」
、
「
僕
は

―
感
じ
る
」
、
「
僕
は

―
測
定
す
る
」
と
い

う
主
述
関
係
に
、
「
微
笑
が

―
漂
つ
て
ゐ
る
」
、
「
僕
が

―
遠
ざ
か
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
」
、
「
僕
の

―
沈
ん
で
ゐ
る
苦
痛
の
深
さ
」
と
い
う
主
述
関
係
が
包
摂
さ
れ
、
「
僕
」
の
自
己
認
識
と
認
識
対
象
と

し
て
の
意
識
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
主
節
と
従
属
節
の
よ
う
に
一
文
の
中
で
分
裂
し
か
つ
包
摂
さ
れ
る
構
造

を
と
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
け
る
「
僕
」
は
、
一
文
中
で
の
複
数
化
と
複
文
的
な

文
構
造
を
通
し
て
、
癒
着
し
つ
つ
分
裂
す
る
一
人
称
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
僕
」
の
「
僕
」
に
お
け
る
分
離
は
、
「
僕
」
が
槇
と
「
彼
女
」
の
記
憶
か
ら
逃
れ
よ
う

、

、
、
、
、

と
夜
の
街
を
歩
き
回
る
「
三
」
に
お
い
て
よ
り
顕
著
に
見
ら
れ
る
。



- 39 -

太
陽
の
強
烈
な
光
は
、
金
魚
鉢
の
中
の
金
魚
を
よ
く
見
せ
な
い
や
う
に
、
僕
の
心
の
中
の
悲
し
み
を

僕
に
は
つ
き
り
と
見
せ
な
い
。
（
略
）
が
夜
が
く
る
と
、
僕
に
は
僕
の
悲
し
み
が
は
つ
き
り
と
見
え

出
す
。
一
つ
づ
つ
様
々
な
思
ひ
出
が
よ
み
が
へ
つ
て
く
る
。
公
園
の
番
に
な
る
。
す
る
と
そ
れ
だ
け

が
急
に
大
き
く
な
つ
て
行
つ
て
、
他
の
す
べ
て
の
思
ひ
出
は
そ
の
後
ろ
に
隠
さ
れ
て
し
ま
ふ
。（
三
）

引
用
部
に
つ
い
て
宮
坂
康
一
は
、「
本
来
目
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
人
間
の
心
理
を
、
あ
く
ま
で
「
見

え
る
」
も
の
、
す
な
わ
ち
視
覚
的
な
対
象
と
し
て
扱
お
う
と
し
て
い
る
」*75

と
指
摘
し
た
。
な
る
ほ
ど
、

こ
こ
で
は
「
僕
」
の
「
悲
し
み
」
と
い
う
心
理
が
「
見
え
」
る
も
の
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
僕
に
は
僕
の
悲
し
み
が
は
つ
き
り
と
見
え
出
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
僕
」

、
、
、
、
、

の
「
悲
し
み
」
が
一
文
中
で
の
一
人
称
の
複
数
化
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

引
用
部
は
、『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
八
章
のU

n
à

un,com
m

e
des

soldats
à

l'appel,ses
souvenirs

endorm
is

se
réveillentetse

rangenten
peloton.Le

souvenir
du

skating
à

son
tour.M

ais
à

peine
se

trouve-t-illà,que
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（
一
つ
ず
つ
、
兵
士

が
点
呼
を
受
け
る
時
の
よ
う
に
、
眠
っ
て
い
た
彼
の
思
い
出
が
目
覚
め
て
小
隊
に
整
列
す
る
。
ス
ケ
ー
ト

場
の
思
い
出
の
番
に
な
る
。
そ
の
思
い
出
が
現
れ
る
や
い
な
や
、
他
の
記
憶
は
小
さ
く
な
っ
て
、
そ
の
思

い
出
だ
け
が
大
き
く
な
っ
て
、
ふ
く
れ
上
が
り
、
巨
人
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
）
と
い
う
一
節
を
日
本

語
に
置
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
頭
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
非
人
称
の
話

者
が
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
提
示
し
て
い
る
が
、
引
用
部
で
は
、
一
人
称
の
「
僕
」
が
「
僕
」
自
身
の
記
憶
を

見
る
と
い
う
よ
う
に
転
換
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

引
用
部
最
初
の
一
文
は
、
「
太
陽
の
強
烈
な
光
」
が
主
語
の
位
置
を
占
め
、
「
僕
」
を
動
作
対
象
と
し

て
「
僕
の
心
の
中
の
悲
し
み
」
を
見
せ
な
い
と
い
う
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
構
文
を
と
る
。
さ
ら
に
「
僕

の
心
の
中
の
悲
し
み
」
と
「
僕
に
は
」
が
一
文
の
中
で
分
離
し
、
認
識
主
体
と
し
て
の
「
僕
」
と
認
識
対

象
と
し
て
の
「
僕
」
の
心
情
が
「
僕
」
に
お
い
て
分
裂
す
る
。
こ
う
し
た
「
僕
」
の
「
僕
」
に
お
け
る
分

、

、
、
、
、

裂
を
受
け
、「
僕
」
の
「
思
ひ
出
」
が
「
僕
」
に
見
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

恋
の
悩
み
に
煩
悶
す
る
「
僕
」
を
描
く
「
二
」
か
ら
「
四
」
の
前
半
で
は
、
主
語
・
所
有
格
・
目
的
語

と
し
て
一
人
称
の
「
僕
」
が
複
数
化
し
て
い
く
。
や
が
て
「
僕
」
が
槇
の
失
恋
を
聞
い
て
「
毎
晩
の
や
う

に
シ
ヤ
ノ
ア
ー
ル
に
行
き
出
し
て
ゐ
る
自
分
自
身
を
発
見
」
し
、
「
彼
女
」
と
の
交
際
を
進
展
さ
せ
る
に

伴
っ
て
、
こ
う
し
た
文
中
の
一
人
称
の
複
数
化
は
急
速
に
減
少
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
人
称
叙
述
の
『
グ

ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
の
表
現
を
一
人
称
叙
述
の
「
不
器
用
な
天
使
」
に
持
ち
込
ん
だ
時
に
現
れ
る
の
は
、

癒
着
し
つ
つ
分
裂
す
る
特
異
な
一
人
称
で
あ
る
。
堀
は
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
自
明

な
形
で
用
い
て
来
た
一
人
称
叙
述
を
捉
え
直
し
、
そ
れ
を
こ
の
よ
う
な
形
で
改
め
て
手
に
入
れ
よ
う
と
し
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て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
「
彼
女
」
の
顔
は
ど
こ
に
映
っ
て
い
る
か

癒
着
し
つ
つ
分
裂
す
る
こ
の
特
異
な
一
人
称
は
、
本
節
で
見
る
よ
う
な
「
僕
」
の
心
理
の
描
き
方
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
僕
」
が
「
シ
ヤ
ノ
ア
ー
ル
」
で
「
彼
女
」
と
再
会
す
る
と
、
次

の
よ
う
な
一
節
が
置
か
れ
る
。

彼
女
の
顔
が
急
に
生
き
生
き
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
感
じ
で
僕
の
前
に
現
れ
、
も
は
や
そ

こ
を
立
去
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
る
一
つ
の
顔
が
ス
ク
リ
ン
か
ら
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
消
し
て
し
ま
ふ
や
う
に
、
槇
の
存
在
、
僕
の
思
ひ
出
の
全
部
、
僕
の
未
来
の
全
部
を
僕
か
ら
消

し
て
し
ま
ふ
。
（
略
）
僕
の
前
に
あ
る
の
は
、
唯
、
彼
女
の
大
き
く
美
し
い
顔
ば
か
り
だ
。
（
四
）

引
用
部
で
は
、
「
僕
」
が
抑
圧
し
て
い
た
「
彼
女
」
へ
の
想
い
の
復
活
が
、
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
」
さ

れ
た
「
彼
女
の
顔
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
、
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
三
章
のle
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ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
の
顔
が
世

界
を
満
た
し
、
未
来
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
試
験
や
友
達
、
母
や
父
、
自
分
自
身
ま
で
も
ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
覆

い
隠
し
た
）
を
日
本
語
に
置
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
で
は
あ
る
部
分
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た

「
顔
」
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
を
、
「
不
器
用
な
天
使
」
で
は
「
僕
」
が
槇
と
「
彼
女
」
の
二
人
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
心
理
を
表
現
す
る
方
法
に
転
換
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

引
用
部
、
「
彼
女
の
顔
」
が
「
僕
の
前
」
、
「
そ
こ
」
、
「
僕
の
前
」
と
指
示
さ
れ
る
位
置
に
現
れ
て
い
る

点
に
注
意
し
た
い
。
「
彼
女
の
顔
」
は
引
用
部
以
前
で
も
「
僕
」
の
前
方
に
捉
え
ら
れ
、
槇
と
と
も
に
言

、
、

、
、
、
、
、

及
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
「
二
」
で
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
「
大
き
な
肩
」
が
「
僕
」
に
「
槇
の
肩
を
思

ひ
起
さ
せ
」
た
時
、「
夢
の
中
の
彼
女
の
顔
が
、
僕
の
顔
に
触
れ
る
く
ら
ゐ
近
づ
い
て
く
る
」
。
ま
た
「
三
」

で
槇
の
失
恋
を
聞
い
た
後
、「
四
」
で
「
彼
女
の
顔
」
が
「
再
び
僕
の
前
に
現
れ
」
る
。
引
用
部
で
は
「
彼

女
の
顔
」
は
「
槇
の
存
在
」
を
「
僕
か
ら
消
し
て
し
ま
ふ
」
。
そ
し
て
「
僕
」
が
「
彼
女
」
を
呼
び
出
す

こ
と
に
成
功
す
る
と
、
「
ふ
と
槇
の
顔
が
浮
」
ぶ
が
、
「
す
ぐ
彼
女
の
顔
が
狡
さ
う
に
笑
つ
て
、
そ
れ
を

隠
し
て
し
ま
」
う
。

こ
の
よ
う
に
「
彼
女
の
顔
」
は
、
「
僕
」
の
前
か
ら
迫
っ
て
く
る
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
は
槇

、
、
、

、

を
覆
い
隠
す
よ
う
に
現
れ
る
。
こ
れ
は
「
僕
」
に
と
っ
て
の
「
彼
女
」
の
存
在
の
重
要
性
と
い
う
よ
り
も
、

、
、
、
、
、
、
、
、

む
し
ろ
「
彼
女
」
が
槇
と
の
関
係
性
に
お
い
て
初
め
て
意
味
を
帯
び
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、



- 41 -

「
僕
」
が
ま
ず
友
人
の
槇
に
引
き
つ
け
ら
れ
、
つ
い
で
そ
の
槇
が
憧
れ
る
「
彼
女
」
に
魅
力
を
感
じ
る
と

い
う
心
理
の
関
係
性
が
、
接
近
す
る
「
顔
」
の
重
な
り
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、「
僕

の
前
」
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
槇
や
「
彼
女
」
の
顔
は
、
こ
の
小
説
の
一
体
ど
こ
に
映
っ
て
い
る
と
い
う

、
、
、
、
、
、
、
、

の
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
「
僕
の
前
」
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

活
動
写
真
を
「
僕
」
と
観
た
「
彼
女
」
が
「
僕
」
に
俳
優
の
「
ヤ
ニ
ン
ク
ス
が
殺
人
の
場
面
を
彼
の
肩

の
み
で
演
じ
た
の
を
僕
に
思
ひ
出
さ
せ
や
う
と
す
る
」
と
、
次
の
よ
う
な
映
像
が
浮
か
び
上
が
る
。

そ
の
時
僕
の
前
に
浮
ん
だ
の
は
、
し
か
し
ヤ
ニ
ン
ク
ス
の
肩
で
な
く
、
そ
れ
に
何
処
か
似
て
ゐ
る
槇

の
肩
だ
つ
た
。
僕
は
ふ
と
、
六
月
の
或
日
、
槇
と
一
し
よ
に
町
を
散
歩
し
て
ゐ
た
と
き
の
事
を
思
ひ

出
す
。
僕
は
槇
が
新
聞
を
買
つ
て
ゐ
る
の
を
待
ち
な
が
ら
、
一
人
の
女
が
僕
等
の
前
を
通
り
過
ぎ
る

の
を
見
て
ゐ
た
。
そ
の
女
は
僕
を
見
ず
に
、
槇
の
大
き
な
肩
を
ぢ
つ
と
見
上
げ
な
が
ら
、
通
り
過
ぎ

て
行
つ
た
。
…
…
僕
の
そ
の
思
ひ
出
の
中
で
い
つ
か
そ
の
見
知
ら
な
い
女
に
彼
女
が
入
れ
代
つ
て
し

ま
つ
て
ゐ
る
。
僕
は
そ
の
中
で
彼
女
が
槇
の
肩
を
ぢ
つ
と
見
つ
め
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
（
五
）

「
僕
の
前
」
に
は
「
槇
の
肩
」
が
浮
か
び
上
が
り
、
そ
こ
に
「
僕
」
の
記
憶
の
中
の
「
六
月
の
或
日
」

の
光
景
が
映
し
出
さ
れ
る
。
「
僕
の
前
」
に
浮
か
ぶ
こ
の
記
憶
の
中
で
、
「
一
人
の
女
」
が
「
槇
の
大
き

な
肩
を
ぢ
つ
と
見
上
げ
」
、
そ
の
女
性
が
「
彼
女
」
に
入
れ
替
わ
る
。
そ
し
て
「
僕
は
そ
の
中
で
彼
女
が

槇
の
肩
を
ぢ
つ
と
見
つ
め
て
ゐ
る
の
を
見
る
」
。
こ
こ
で
「
僕
」
は
「
そ
の
中
」
に
入
り
込
ん
で
「
彼
女
」

を
「
見
」
、
同
時
に
そ
れ
を
「
僕
」
自
身
が
「
見
」
て
い
る
。
つ
ま
り
「
僕
の
前
」
に
「
僕
」
が
入
り
込

み
、
「
僕
」
か
ら
「
彼
女
」
へ
、
「
彼
女
」
か
ら
槇
へ
と
い
う
視
線
の
動
き
を
「
僕
」
自
身
が
眼
差
す
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
僕
」
と
密
着
し
つ
つ
分
離
し
た
「
僕
の
前
」
と
い
う
場
所
に
お

い
て
、
「
彼
女
」
と
槇
に
対
す
る
「
僕
」
の
思
い
が
「
僕
」
自
身
に
よ
っ
て
対
象
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
引
用
に
は
さ
ら
に
以
下
の
一
節
が
続
く
。

そ
し
て
僕
は
、
彼
女
が
今
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
て
ヤ
ニ
ン
ク
ス
の
肩
と
槇
の
肩
を
ご
ち
や
ご
ち
や
に
し

て
ゐ
る
の
だ
と
信
じ
は
じ
め
る
。
し
か
し
僕
は
不
公
平
で
な
い
。
僕
は
そ
の
肩
を
実
に
豊
満
に
感
じ

る
。
そ
し
て
そ
の
ど
つ
し
り
し
た
肩
を
自
分
の
肩
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
の
を
、
彼
女
が
欲
す
る
や
う

に
、
僕
も
欲
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
く
な
る
。
／
僕
は
も
は
や
僕
が
彼
女
の
眼
を
通
し
て
し
か
世
界
を

見
よ
う
と
し
な
い
の
に
気
づ
く
。
（
五
）

中
村
真
一
郎
は
右
の
引
用
部
に
つ
い
て
、
「
最
初
、
気
に
入
ら
れ
た
く
思
っ
て
い
た
友
人
、
槇
の
眼
で

少
女
を
見
て
い
た
主
人
公
は
、
今
度
は
そ
の
少
女
の
眼
で
、
も
う
一
度
、
槇
を
見
か
え
す
こ
と
に
な
る
」*76

と
「
僕
」
の
心
理
の
変
化
を
説
明
し
た
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
心
理
の
動
き
が
わ
ざ
わ
ざ
「
僕
の

前
」
に
お
け
る
実
際
の
視
線
の
動
き
と
し
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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右
の
引
用
部
で
は
、
「
槇
の
肩
」
を
見
つ
め
る
「
彼
女
」
の
視
線
か
ら
、
「
彼
女
」
が
俳
優
の
「
ヤ
ニ

ン
ク
ス
の
肩
」
と
「
槇
の
肩
」
を
混
同
し
て
い
る
と
い
う
想
像
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
槇
の
「
ど
つ

し
り
し
た
肩
を
自
分
の
肩
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
の
を
、
彼
女
が
欲
す
る
や
う
に
、
僕
も
欲
せ
ず
に
は
ゐ
ら

れ
な
く
な
る
」
と
い
う
「
僕
」
の
欲
望
が
提
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
彼
女
の
眼
を
通
し
て
」
槇
を
見
る
、

と
い
う
心
理
の
動
き
は
、
「
僕
の
前
」
に
お
け
る
実
際
の
視
線
の
動
き
と
し
て
作
り
出
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
「
僕
」
が
事
後
的
に
動
か
さ
れ
、
「
少
女
の
や
う
な
眼
つ
き
」
で
槇
を
「
ぢ
つ
と
見
つ
め
」
（
六
）

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
小
説
の
末
尾
「
六
」
で
は
、「
槇
の
膝
の
上
」
に
「
僕
」
が
乗
っ
た
時
、「
僕
」

の
「
頭
の
中
」
に
「
ジ
ジ
・
バ
ア
の
女
の
顔
」
と
「
僕
の
愛
人
の
顔
」
が
重
な
っ
て
浮
か
び
「
煙
草
の
煙

り
の
や
う
に
拡
が
り
な
が
ら
消
え
て
行
」
く
。
二
人
の
女
性
の
顔
が
「
僕
の
前
」
で
は
な
く
「
僕
の
頭
の

中
」
で
消
え
た
時
、
本
作
も
ま
た
閉
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
作
で
は
「
僕
」
が
槇
や
「
彼
女
」
に
対
し
て
抱
く
心
理
が
、
描
写
や
超
越
的
な
心
理

分
析
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
僕
」
と
密
着
し
つ
つ
分
離
し
た
場
所
に
、
重
な
り
合
う
顔

と
視
線
の
動
き
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
「
僕
の
前
」
と
は
、
顔
の
輻
輳
と
視
線
の
交
錯
劇
と
し
て
「
僕
」

の
心
理
を
現
出
さ
せ
る
抽
象
的
な
心
理
の
場
所
で
あ
る
。
人
物
の
内
面
が
行
為
や
心
情
描
写
を
通
し
て
提

示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
僕
」
の
内
部
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
「
僕
」
の
自
由
に
な
ら
な
い
自
律
的
な

対
象
と
し
て
切
り
離
さ
れ
た
時
、
小
説
に
お
け
る
人
物
の
心
理
と
し
て
獲
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
聖
家

族
」
（
「
改
造
」
昭

・

）
に
お
け
る
「
死
が
あ
た
か
も
一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
や
う
だ
つ
た
」

5

11

と
い
う
一
節
は
、
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
け
る
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
を
経
て
初
め
て
現
れ
る
こ
と
に
な

る
。お

わ
り
に

―
翻
訳
か
ら
小
説
へ

吉
田
健
一
は
、
堀
辰
雄
を
「
外
国
文
学
の
毒
を
受
け
た
最
初
の
作
家
の
一
人
」*77

と
評
し
た
。
「
毒
を

受
け
」
る
と
は
、
「
異
質
の
も
の
が
体
の
中
に
入
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
自
分
な
り
に
ど
う
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
て
じ
た
ば
た
す
る
」
経
験
の
比
喩
で
あ
る
。
こ
の
吉
田
の
評
言
は
、
堀
の
翻
訳
行
為
が
堀
に
も

た
ら
し
た
も
の
の
本
質
を
よ
く
言
い
当
て
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
堀
が
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
い

て
突
き
当
た
っ
た
の
は
、
小
説
の
言
葉
が
小
説
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
の
困
難
さ
だ
っ
た
と
言
え
る
。
本

作
で
は
、
登
場
人
物
と
言
葉
の
関
係
性
、
一
人
称
の
「
僕
」
の
機
能
、
小
説
に
お
け
る
人
物
の
心
理
が
問

い
直
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
と
異
な
る
構
造
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
語
を
一
語
一
語
置
き
換
え
る
過
程
は
従
来

の
堀
自
身
の
日
本
語
表
現
を
一
度
問
い
直
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
堀
の
小
説
の
言
葉
の
創
出
に
寄
与
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し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
翻
訳
か
ら
小
説
へ
。
堀
辰
雄
が
コ
ク
ト
ー
翻
訳
を
経
て
「
不
器
用
な
天
使
」

に
お
い
て
我
々
に
見
せ
て
く
れ
る
の
は
こ
の
転
換
の
軌
跡
で
あ
る
。
そ
れ
は
翻
訳
者
か
ら
小
説
家
へ
と
い

う
立
場
の
転
換
で
は
な
く
、
小
説
を
書
く
た
め
の
言
葉
の
獲
得
で
あ
り
、
言
葉
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
世

界
に
対
す
る
一
つ
の
新
し
い
遠
近
法
の
獲
得
で
あ
っ
た
。
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第
二
部

モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
翻
訳
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第
三
章

「
聖
家
族
」
論

―
ラ
デ
ィ
ゲ
の
翻
訳

は
じ
め
に

―
ラ
デ
ィ
ゲ
の
翻
訳

「
不
器
用
な
天
使
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
で
文
壇
進
出
を
果
た
し
た
堀
辰
雄
は
、
昭
和
五
年

4

2

十
一
月
号
の
「
改
造
」
に
発
表
し
た
「
聖
家
族
」
に
よ
っ
て
新
進
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
文

学
史
上
「
新
心
理
主
義
」
の
作
例
と
さ
れ
る
本
作
は*78

、
四
人
の
人
物
の
複
雑
に
絡
み
合
う
関
係
性
を
心

理
分
析
を
通
し
て
描
き
出
し
た
短
篇
小
説
で
あ
る
。

物
語
は
著
名
な
小
説
家
ら
し
い
九
鬼
と
い
う
人
物
の
告
別
式
の
場
面
か
ら
始
ま
る
。
二
十
歳
の
青
年
河

野
扁
理
は
、
式
場
で
九
鬼
の
元
恋
人
の
細
木
夫
人
と
再
会
し
、
死
者
へ
の
喪
の
感
情
を
共
有
す
る
。
扁
理

は
九
鬼
の
感
情
を
模
倣
す
る
よ
う
に
細
木
夫
人
に
憧
れ
、
や
が
て
そ
の
感
情
は
娘
の
絹
子
に
向
け
ら
れ
る
。

扁
理
も
絹
子
も
互
い
へ
の
恋
愛
感
情
を
自
覚
で
き
ず
一
時
離
れ
る
が
、
扁
理
は
旅
先
で
絹
子
の
顔
を
思
い

浮
か
べ
、
絹
子
も
扁
理
へ
の
感
情
を
認
め
る
。
夫
人
が
娘
の
苦
痛
を
理
解
し
娘
と
見
つ
め
合
う
と
こ
ろ
で

小
説
は
閉
じ
ら
れ
る
。

死
者
で
あ
る
九
鬼
を
含
め
扁
理
・
細
木
夫
人
・
絹
子
と
い
う
四
者
の
「
心
理
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
」*79

を
描

き
出
す
本
作
は
、
当
初
は
芥
川
龍
之
介
の
自
死
を
背
景
と
す
る
モ
デ
ル
小
説
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ

た*80

。
そ
の
一
方
で
現
実
の
経
験
か
ら
自
立
し
た
虚
構
と
し
て
の
機
構
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
特
に
心
理

分
析
の
手
法
の
解
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。
早
く
か
ら
ラ
デ
ィ
ゲ
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
の
影
響
が

指
摘
さ
れ*81

、
同
作
の
心
理
分
析
と
の
差
異
と
共
通
性
を
析
出
す
る
方
向
で
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

た*82

。
だ
が
私
見
で
は
、
「
聖
家
族
」
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
そ
の
文
体
の
生
成
過
程
で
あ
る
。
心
理
分
析

は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
言
葉
を
離
れ
て
は
あ
り
え
ず
、
こ
の
時
期
の
堀
は
ラ
デ
ィ
ゲ
翻
訳
を
通
じ
て
ま
ず

新
た
な
文
体
を
作
り
出
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ラ
デ
ィ
ゲ
翻
訳
と
い
っ
て
も
、
堀
は
ラ
デ
ィ
ゲ
の
詩
三
篇
・
エ
ッ
セ
イ
一
篇
し
か
訳
し
て
い
な
い*83

。

だ
が
堀
の
ラ
デ
ィ
ゲ
詩
の
選
択
に
は
特
徴
が
あ
り
、
翻
訳
行
為
の
背
後
に
堀
の
意
図
が
看
取
さ
れ
る
。
先

行
訳
者
の
堀
口
大
學
が
短
詩
を
選
ん
だ
の
に
対
し
、
堀
は
全
て
散
文
詩
を
選
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
堀

が
ラ
デ
ィ
ゲ
の
小
説
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
事
実
か
ら
見
て
興
味
深
い
。
訳
出
さ
れ
た
散
文
詩
は
出
来
事

の
展
開
を
含
む
点
で
詩
と
い
う
よ
り
コ
ン
ト
に
近
い
性
質
を
持
つ*84

。
散
文
詩
の
翻
訳
は
、
堀
に
と
っ
て

小
説
を
訳
す
代
替
行
為
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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ま
た
堀
は
、
自
立
し
た
翻
訳
と
は
異
な
る
形
で
ラ
デ
ィ
ゲ
の
文
章
を
実
は
翻
訳
・
活
字
化
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
ラ
デ
ィ
ゲ
に
関
す
る
概
説
的
な
エ
ッ
セ
イ
「
レ
エ
モ
ン
・
ラ
ジ
ゲ
」
（
「
詩
と
詩
論
」
昭

・
4

）
と
「
レ
エ
モ
ン

ラ
ジ
ゲ
」
（
「
文
学
」
昭

・

）
の
中
に
は
、
詩
集
の
序
文
や
『
ド
ル
ジ
ェ
ル

6

5

2

伯
の
舞
踏
会
』
の
序
文
・
本
文
、
エ
ッ
セ
イ
の
部
分
訳
が
ブ
ロ
ッ
ク
引
用
の
形
で
埋
め
込
ま
れ
て
い
る*85

。

こ
れ
ら
の
引
用
は
論
旨
の
展
開
と
必
ず
し
も
関
わ
り
な
く
か
な
り
長
目
に
引
か
れ
、
そ
の
中
に
ラ
デ
ィ
ゲ

独
特
の
比
喩
や
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る*86

。

さ
ら
に
堀
は
、
あ
る
エ
ッ
セ
イ
で
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
を
ひ
そ
か
に
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
し

て
堀
は
、
そ
の
エ
ッ
セ
イ
の
約
一
年
後
に
書
か
れ
た
「
聖
家
族
」
の
中
に
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』

の
一
節
を
翻
訳
・
引
用
す
る
よ
う
な
形
で
鏤
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
堀
は
、
翻
訳
を
通
じ
て
徐
々
に
ラ
デ
ィ
ゲ
の
作
品
の
言
葉
に
接
近
し
、
さ
ら
に
「
聖
家
族
」

に
お
い
て
翻
訳
を
行
い
、
新
た
な
文
体
を
作
り
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
堀
が
ラ
デ
ィ
ゲ

翻
訳
を
通
じ
て
特
異
な
文
体
を
生
成
す
る
過
程
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
そ
の
文
体
の
働
き
に
着
目
し
て
「
聖

家
族
」
を
読
み
解
く
試
み
で
あ
る
。
ま
ず
は
「
聖
家
族
」
に
先
立
つ
堀
の
ラ
デ
ィ
ゲ
翻
訳
の
あ
り
よ
う
を
、

ラ
デ
ィ
ゲ
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
に
着
目
し
つ
つ
分
析
す
る
。

一
、
堀
辰
雄
の
ラ
デ
ィ
ゲ
翻
訳

堀
辰
雄
の
ラ
デ
ィ
ゲ
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
「
聖
家
族
」
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
「
オ

ル
ジ
エ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
」
（
「
婦
人
サ
ロ
ン
」
昭

・

）
で
あ
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
は
、
「
聖

4

11

家
族
」
執
筆
の
布
石
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
オ
ル
ジ
エ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
」
は
、
当
時
の
女
性
雑
誌
に
よ
く
見
ら
れ
た
啓
蒙
的
な
作
品
紹
介
の
態

を
な
し
て
い
る
。
作
者
の
簡
単
な
紹
介
に
続
き
、
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
冒
頭
の
一
節
が
引
用
さ

れ
、
以
下
作
中
の
出
来
事
が
順
を
追
っ
て
紹
介
さ
れ
る
。
だ
が
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
実
際
に
は
単
な
る
作
品

紹
介
の
文
章
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
女
主
人
公
マ
オ
ー
と
青
年
フ
ラ
ン
ソ
ワ
と
の
関
係
を
紹
介
し
た
一

、
、

節
を
、
対
応
す
る
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
原
文
と
比
較
し
て
見
て
み
よ
う
。

そ
の
散
歩
か
ら
、
彼
女
は
い
つ
も
少
し
発
熱
し
て
帰
つ
て
き
た
。
彼
女
の
夫
が
彼
女
を
抱
擁
す
る
と

き
彼
女
は
非
常
に
悲
し
く
感
じ
た
。
彼
女
は
そ
れ
に
単
純
な
原
因
し
か
見
出
さ
な
か
つ
た
。
彼
女
は

彼
女
自
身
を
、
花
が
好
き
な
の
で
そ
の
た
め
に
逆
上
す
る
人
間
に
比
較
し
た
。
花
の
そ
ば
で
眠
ら
な

け
れ
ば
い
い
の
だ
。
そ
れ
も
彼
女
に
は
自
分
の
不
快
が
我
慢
出
来
る
や
う
に
思
は
れ
た
か
ら
だ
。
し

か
し
花
の
匂
と
の
比
較
は
間
違
つ
て
ゐ
た
。
何
故
な
ら
、
彼
女
の
不
快
は
頭
痛
で
は
な
く
微
酔
で
あ
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つ
た
の
だ
。
（
「
オ
ル
ジ
エ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
」
）

Elle
en

revenait
chaque

fois
doucem

ent
enfiévrée,et

dans
un

vague
qu'elle

jugeaitdangereux.

Si
son

m
ari

lui
faisait

quelques
caresse,

elle
se

sentait
toute

triste.
Elle

ne
voulait

trouver
à

cela
que

des
m

otifs
sim

ples.Elle
se

disaitqu'elle
étaitcom

m
e

ces
gens

quiaim
entles

fleurs,et

que
leur

parfum
entête.

Il
suffit

de
ne

pas
s'endorm

ir
auprès

d'elles.
C

ar
M

ahaut
voulait

se

persuader
que

ce
vague

lui
était

pénible.
Et

sa
com

paraison
avec

le
parfum

des
fleurs

était

fausse,carson
vague

n'étaitpas
m

igraine,m
ais

griserie.
(Le

baldu
com

te
d'O

rgel)
*87

両
者
を
比
べ
る
と
、
点
線
部
の
一
節
は
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
ほ
ぼ
原
文
の

語
句
が
一
対
一
対
応
で
日
本
語
に
置
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
節
は
、
原
文
の
一

節
の
翻
訳
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
も
、
傍
線
部
「
彼
女
の
夫
が
彼
女
を
抱
擁
す
る
と
き
彼
女
は
」
は
原
文
のSison

m
ariluifaisait

quelques
caresse,elle...

を
、
あ
る
い
は
「
彼
女
は
彼
女
自
身
を
」
はElle

se
disaitqu'elle...

を
、elle

（
彼

女
）
の
語
も
逐
一
写
し
と
る
よ
う
に
日
本
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
称
代
名
詞
も
含
め
て
原
文
の
形
態

を
再
現
す
る
よ
う
な
翻
訳
な
の
で
あ
る
。

右
の
引
用
部
は
マ
オ
ー
が
フ
ラ
ン
ソ
ワ
へ
の
心
の
浮
つ
き
の
原
因
（m

otifs

）
を
自
己
分
析
す
る
箇
所

で
あ
り
、
人
物
の
心
理
を
論
理
的
に
分
析
す
る
同
作
の
文
体
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
堀
の

翻
訳
は
こ
の
文
体
的
特
徴
を
再
現
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
堀
はcar
（
と
い
う
の
も
～
）
が

導
く
理
由
提
示
を
「
～
か
ら
だ
」
、
「
何
故
な
ら
」
と
逐
一
日
本
語
化
し
、
さ
ら
に
二
重
傍
線
部
を
「
花

が
好
き
な
の
で
そ
の
た
め
に
」
と
理
由
を
示
す
語
を
重
ね
て
訳
す
。
こ
れ
は
原
文
で
は
比
較
・
類
似
の

、
、
、

、
、
、

com
m

e

（
～
の
よ
う
に
）
で
あ
り*88

、
因
果
の
構
文
を
意
識
し
過
ぎ
た
訳
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
に
「
オ
ル
ジ
エ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
」
で
訳
出
さ
れ
た
文
が
、
そ
の
形
態
的
特

徴
を
含
め
て
「
聖
家
族
」
の
記
述
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
は
「
聖
家
族
」
の
細
木
絹
子
の

恋
心
を
め
ぐ
る
分
析
で
あ
る
。

絹
子
は
そ
の
あ
と
で
、
何
だ
か
頭
痛
が
す
る
や
う
な
気
が
し
た
。
彼
女
は
そ
れ
を
扁
理
と
の
退
屈
な

時
間
の
せ
ゐ
に
し
た
。
だ
が
、
実
は
、
そ
れ
は
花
の
そ
ば
に
あ
ん
ま
り
長
く
居
す
ぎ
た
た
め
の
頭
痛

の
や
う
な
も
の
だ
つ
た
の
だ
。
（
「
聖
家
族
」
Ⅲ
）

網
掛
け
部
、
「
頭
痛
が
す
る
」
（entête

）
、
「
花
」
（les

fleurs

）
と
い
う
語
句
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
一

節
は
先
の
マ
オ
ー
の
心
理
分
析
の
記
述
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
。
原
文
及
び
エ
ッ
セ
イ
「
オ
ル
ジ
ェ

ル
伯
」
と
比
べ
る
と
、
波
線
部
、
堀
は
「
オ
ル
ジ
エ
ル
伯
」
で
、
原
文
のEt

を
「
し
か
し
」
と
対
立
・

対
比
の
意
味
で
訳
し
、
こ
の
訳
を
踏
襲
す
る
よ
う
に
「
聖
家
族
」
に
「
だ
が
」
と
い
う
逆
接
の
接
続
詞
を
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置
い
て
い
る*89

。
人
物
の
思
い
込
み
を
提
示
し
そ
れ
と
は
裏
腹
な
真
情
を
逆
接
を
交
え
て
提
示
す
る
原
文

の
文
の
流
れ
が
な
ぞ
る
よ
う
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
例
、
「
オ
ル
ジ
ェ
ル
伯
」
を
経
て
「
聖
家
族
」
に
ラ
デ
ィ
ゲ
の
文
が
持
ち
込
ま
れ
る
例
を
見
て

み
よ
う
。
次
は
、
絹
子
が
扁
理
へ
の
恋
心
を
自
覚
し
そ
う
に
な
る
箇
所
の
心
理
分
析
で
あ
る
。
「
オ
ル
ジ

エ
ル
伯
」
に
お
け
る
堀
の
訳
文
と
、
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
原
文
と
を
比
較
し
つ
つ
見
て
み
る
。

「
扁
理
を
待
つ
て
ゐ
る
の
か
し
ら
？
」
ふ
と
彼
女
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
へ
る
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
そ

ん
な
考
へ
は
す
ぐ
彼
女
の
不
浸
透
性
の
心
の
表
面
を
滑
つ
て
行
つ
た
の
だ
。
（
「
聖
家
族
」
Ⅵ
）

そ
の
間
、
彼
の
母
は
始
終
彼
に
向
つ
て
何
や
ら
非
難
し
て
ゐ
た
が
、
幸
福
が
す
つ
か
り
フ
ラ
ン
ソ
ア

を
不
浸
透
性
に
し
て
ゐ
た
。
彼
女
の
言
葉
は
彼
を
す
こ
し
も
害
は
ず
に
彼
の
上
を
滑
つ
た
。
（
「
オ

ル
ジ
エ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
」
）

M
m

e
de

Séryeuse
continuait

ses
reproches.

La
révélation

de
son

bonheur
rendait

François

im
perm

éable.
Les

paroles
de

sa
m

ère
glissaient

sur
lui

sans
l'atteindre,

sans
m

êm
e

qu'il
les

entendît.Le
baldu

com
te

d'O
rgel

傍
線
部
「
不
浸
透
性
」
（im

perm
éable

）
や
「
心
の
表
面
を
滑
つ
て
行
つ
た
」
（glissaient

sur
lui

）
と

い
う
語
句
が
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
原
文
及
び
「
オ
ル
ジ
ェ
ル
伯
」
と
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に

網
掛
け
部
、
原
文
及
び
そ
の
堀
訳
で
は
「
彼
の
母
は
～
非
難
し
て
ゐ
た
」
と
い
う
主
語

―
述
語
を
「
彼

女
の
言
葉
は
」
（Les

paroles

）
と
圧
縮
・
名
詞
化
し
、
次
の
文
の
主
語
に
据
え
て
い
る
。
「
聖
家
族
」
で

は
、
こ
の
文
の
流
れ
を
写
し
と
る
よ
う
に
、
「
彼
女
は
～
考
へ
る
」
と
い
う
絹
子
の
行
為
を
め
ぐ
る
主
述

を
「
そ
ん
な
考
へ
は
」
と
引
き
取
っ
て
圧
縮
・
名
詞
化
し
次
の
文
の
主
語
に
据
え
て
い
る
。
前
文
の
意
味

内
容
を
圧
縮
し
て
名
詞
・
主
語
化
し
て
い
く
文
の
流
れ
が
な
ぞ
る
よ
う
に
再
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
聖
家
族
」
は
後
述
す
る
よ
う
に
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
原
文
を
参
照
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
堀
は
エ
ッ
セ
イ
「
オ
ル
ジ
ェ
ル
伯
」
で
訳
出
し
た
原
文
を
再
び
参
照
し
、
意
味
上
対
応
す
る

、
、

日
本
語
を
宛
て
て
い
く
形
で
「
聖
家
族
」
の
記
述
を
作
り
出
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

エ
ッ
セ
イ
「
オ
ル
ジ
ェ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
」
は
、
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
の
複
数
の
場
面
を
翻

訳
・
引
用
し
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
堀
編
訳
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
と
い
う
べ
き
性
質
を
持
つ
。
紹
介

文
執
筆
の
た
め
便
宜
的
に
と
ら
れ
た
方
法
に
せ
よ
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
は
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏

会
』
翻
訳
に
着
手
し
た
意
味
で
「
聖
家
族
」
執
筆
の
準
備
段
階
を
な
し
た
と
言
え
る
。
次
節
で
は
「
聖
家

族
」
冒
頭
部
に
お
け
る
翻
訳
の
あ
り
よ
う
を
分
析
し
、
同
作
の
文
体
生
成
の
秘
密
を
探
る
。

二
、
「
聖
家
族
」
に
お
け
る
翻
訳
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死
が
あ
た
か
も
一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
や
う
だ
つ
た
。
（
Ⅰ
）

九
鬼
の
「
死
」
を
き
っ
か
け
に
、
細
木
夫
人
と
扁
理
の
交
際
の
「
季
節
」
が
開
か
れ
た
こ
と
を
暗
示
す

る
こ
の
冒
頭
の
一
文
に
つ
い
て*90

、
飯
島
洋
は
そ
れ
が
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
のC

'éstce
balqui

ouvrira
la

saison

（
こ
の
舞
踏
会
に
よ
っ
て
今
年
の
社
交
の
季
節
が
開
か
れ
る
だ
ろ
う
）
と
い
う
一
節
に

依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た*91

。
だ
が
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
堀
が
原
文
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
ど
の
よ

う
に
日
本
語
に
置
き
換
え
て
い
る
か
と
い
う
言
語
の
変
換
過
程
に
注
目
し
た
い
。
堀
は
原
文
の
強
調
構
文

c'est...qui...

を
借
り
受
け
て
原
文
のce

bal
（
こ
の
舞
踏
会
）
の
位
置
に
「
死
」
を
代
入
し
、
語
順
に
沿

っ
て
訳
し
下
ろ
す
よ
う
に
日
本
語
に
置
換
し
て
こ
の
文
を
作
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る*92

。

新
感
覚
派
の
擬
人
法
と
も
似
た
こ
の
文
は
、「
森
は
数
枚
の
柏
の
葉
か
ら
月
光
を
払
ひ
落
し
て
呟
い
た
」

（
横
光
利
一
「
日
輪
」
、
「
新
小
説
」
大

・

）*93

と
眼
に
見
え
る
情
景
を
描
写
す
る
も
の
で
は
な
く
、

12

5

眼
に
見
え
な
い
関
係
性
を
抽
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
死
」
と
い
う
概
念
が
動
作
主
体
化
さ
れ
、
そ
れ
が

支
配
す
る
も
の
と
し
て
「
季
節
」
、
生
者
達
の
関
係
性
の
開
示
が
提
示
さ
れ
る
。
「
死
」
と
「
季
節
」
は

原
因

―
結
果
の
関
係
で
結
ば
れ
、
か
つ
出
来
事
は
「
死
」
と
い
う
原
因
の
側
か
ら
捉
え
ら
れ
る
。
見
え

な
い
関
係
性
が
一
つ
の
論
理
と
し
て
、
い
わ
ば
世
界
の
上
部
か
ら
俯
瞰
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

抽
象
名
詞
を
構
文
の
核
に
据
え
、
人
の
心
の
動
き
を
抽
象
化
・
論
理
化
し
て
記
述
す
る
文
体
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト
や
十
九
世
紀
の
心
理
小
説
作
家
が
洗
練
し
ラ
デ
ィ
ゲ
に
継
承
さ
れ
た
も
の
と
言
え

る
。
だ
が
原
文
の
文
体
と
等
価
な
文
体
が
「
聖
家
族
」
に
移
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
堀
が
普
通
名
詞

の
「
舞
踏
会
」
を
「
死
」
と
い
う
抽
象
名
詞
に
代
え
、
か
つ
原
文
の
強
調
構
文
を
あ
え
て
無
生
物
主
語
構

文
の
形
で
日
本
語
化
す
る
こ
と
で
初
め
て
そ
れ
は
可
視
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
文
は
、
翻

訳
を
通
し
て
事
後
的
に
見
出
さ
れ
て
い
る
。

「
死
」
が
も
た
ら
す
因
果
を
俯
瞰
す
る
こ
の
一
文
は
「
聖
家
族
」
一
篇
の
文
体
的
特
徴
を
牽
引
し
て
い

る
。
堀
は
続
く
場
面
に
も
ラ
デ
ィ
ゲ
の
文
章
を
翻
訳
・
引
用
し
、
こ
の
文
体
的
特
徴
を
さ
ら
に
引
き
継
ぎ

拡
大
し
て
い
る
。
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
原
文
と
比
較
し
つ
つ
見
て
み
よ
う
。

死
人
の
家
へ
の
道
に
は
、
自
動
車
の
混
雑
が
次
第
に
増
加
し
て
行
つ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
の
道

幅
が
狭
い
た
め
に
、
各
々
の
車
は
動
い
て
ゐ
る
間
よ
り
も
、
停
止
し
て
ゐ
る
間
の
方
が
長
い
く
ら
ゐ

に
ま
で
な
つ
て
ゐ
た
。
／
そ
れ
は
三
月
だ
つ
た
。
空
気
は
ま
だ
冷
た
か
つ
た
が
、
も
う
そ
ん
な
に
呼

吸
し
に
く
く
は
な
か
つ
た
。
い
つ
の
ま
に
か
、
も
の
好
き
な
群
集
が
そ
れ
ら
の
自
動
車
を
取
り
囲
ん

で
、
そ
の
な
か
の
人
達
を
よ
く
見
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
ガ
ラ
ス
窓
に
鼻
を
く
つ
つ
け
た
。
そ
れ
が

ガ
ラ
ス
窓
を
曇
ら
せ
た
。
そ
し
て
そ
の
な
か
で
は
、
そ
の
持
主
等
は
不
安
さ
う
に
、
し
か
し
舞
踏
会
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に
で
も
行
く
と
き
の
や
う
な
微
笑
を
浮
べ
て
、
彼
等
を
見
か
へ
し
て
ゐ
た
。
（
「
聖
家
族
」
Ⅰ
）

U
n

cortège
d'autom

obiles
attendaitde

repartir
;la

foule
luifaisaitune

haie
d'honneur.[...]

Les

badauds
qui

com
posaient

cette
haie

effrontée
collaient

leur
nez

contre
les

vitres
des

véicules,

pour
m

ieux
en

voir
les

propriétaires.Les
fem

m
es

feignaientde
trouver

ce
supplice

charm
ant.

（
自
動
車
の
車
列
が
発
車
を
待
っ
て
い
た
。
群
集
が
傍
ら
に
人
垣
を
な
し
て
い
た
。
（
略
）
も
の
好

き
な
群
集
が
人
垣
を
な
し
て
、
そ
の
持
ち
主
達
を
よ
り
よ
く
見
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
自
動
車
の
ガ

ラ
ス
窓
に
鼻
を
く
っ
つ
け
た
。
中
の
婦
人
達
は
こ
の
刑
罰
が
魅
力
的
で
あ
る
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
い

た
。
）Le

baldu
com

te
d'O

rgel

引
用
の
傍
線
部
・
波
線
部
・
二
重
傍
線
部
の
語
句
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
関
係
に
あ
る
。
原
文
を
そ
の
ま
ま

日
本
語
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
原
文
の
構
文
を
な
ぞ
り
、
語
句
を
取
捨
し
、
一
語
一
語
吟
味
し

な
が
ら
日
本
語
に
置
換
す
る
形
で
文
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
引
用
波
線
部pour

m
ieux

en
voir

les
propriétaires

（
そ
の
持
ち
主
達
を
よ
り
よ
く
見
よ
う
と
す
る
た
め
に
）
と
い
うpour

（
～
た
め
）
が

導
く
句
を
、
堀
が
「
そ
の
な
か
の
人
達
を
よ
く
見
よ
う
と
す
る
た
め
に
」*94

と
い
う
目
的
・
理
由
の
句
に

置
換
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い*95

。
こ
の
表
現
は
、
引
用
第
二
文
の
「
そ
の
道
幅
が
狭
い
た
め
に
」

、
、
、

と
い
う
表
現
を
導
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
作
で
は
、
人
物
の
行
為
や
出
来
事
が
意
図
・
理
由
・
目
的
と
セ
ッ
ト
で
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
際
、「
～

た
め
」*96

、
「
～
の
せ
ゐ
で
」
、
「
～
の
お
か
げ
で
」
、
「
～
に
よ
つ
て
」
、
「
何
故
な
ら
」
、
「
～
の
で
」
が
導

く
理
由
提
示
の
副
詞
句
が
現
れ
る
。
出
来
事
や
行
為
の
背
景
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
物
が
互
い
の
意
図

を
推
し
量
り
そ
の
推
論
が
す
れ
違
う
様

―
心
理
の
ロ
マ
ネ
ス
ク

―
が
描
き
出
さ
れ
る
。
本
作
で
は
因

果
の
記
述
が
文
体
の
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
網
掛
け
部
の
連
体
詞
・
代
名
詞
の
「
そ
の
」
、
「
そ
れ
」
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス

語
の
代
名
詞
・
指
示
語
や
定
冠
詞
を
翻
訳
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
が
、
や
は
り
原
文
の
文
法
的
な
役
割
を

超
え
て
「
聖
家
族
」
独
自
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
「
そ
れ
」
、
「
そ
の
」
は
単
に
前
出
の
語
句
を
指
示
す

る
の
で
は
な
く
、
前
文
の
あ
る
要
素
を
次
の
文
に
受
け
渡
し
、
文
同
士
を
緊
密
に
連
結
す
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
第
二
文
の
「
そ
れ
」
は
前
文
の
「
自
動
車
の
混
雑
」
の
「
増
加
」
、
「
そ
の
道
幅
」
は
前
文

の
「
死
人
の
家
へ
の
道
」
と
い
う
要
素
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
継
ぎ
次
の
文
に
さ
ら
に
受
け
渡
し
て
い
る
。
第

二
文
の
車
の
停
車
時
間
の
長
さ
を
め
ぐ
る
記
述
に
、
第
一
文
の
渋
滞
の
増
加
や
死
者
の
家
へ
の
道
と
い
う

要
素
が
入
れ
子
状
に
含
み
込
ま
れ
て
い
く
（
左
図
）
。
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死
人
の
家
へ
の
道
に
は
、
自
動
車
の
混
雑
が
次
第
に
増
加
し
て
行
つ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
の
道
幅
が
狭
い
た
め
に
、
各
々
の
車
は
動
い
て
ゐ
る
間
よ
り
も
、
停
止
し
て
い
る
間
の
方
が

長
い
く
ら
ゐ
に
ま
で
な
つ
て
ゐ
た
。

も
の
好
き
な
群
集
が
そ
れ
ら
の
自
動
車
を
取
り
囲
ん
で
、
そ
の
な
か
の
人
達
を
よ
く
見
よ
う
と
す
る

た
め
に
、
硝
子
窓
に
鼻
を
く
つ
つ
け
た
。

第
一
文
の
要
素
が
第
二
文
に
引
き
継
が
れ
、
そ
れ
が
第
三
文
に
さ
ら
に
引
き
継
が
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

後
続
の
文
に
意
味
内
容
が
凝
集
さ
れ
る
。
意
味
内
容
の
凝
集
と
い
っ
て
も
、
情
景
描
写
自
体
が
充
実
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
「
そ
れ
」
や
「
そ
の
」
の
指
示
対
象

―
た
と
え
ば
自
動
車
の
車
列

―
は
限
定
さ
れ

て
い
て
、
指
示
の
強
度
の
み
が
高
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
連
鎖
的
な
指
示
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
た

文
が
、
次
の
一
節
に
収
斂
す
る
。

さ
う
い
ふ
車
の
一
つ
の
な
か
に
、
死
人
の
や
う
に
蒼
い
顔
を
し
た
一
人
の
女
が
、
目
を
閉
ぢ
た
ま
ま
、

化
石
し
た
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
／
「
あ
れ
は
誰
だ
ら
う
？
」
／
と
人
々
は
私
語
い
た
。

／
そ
れ
は
細
木
と
呼
ば
れ
る
夫
人
だ
つ
た
の
だ
。

―
そ
れ
ま
で
の
ど
れ
よ
り
も
長
い
不
動
が
そ
の

贋
の
死
人
を
奇
蹟
の
や
う
に
蘇
生
さ
せ
た
。
す
る
と
そ
の
人
は
自
分
の
運
転
手
に
何
か
言
ひ
な
が
ら
、

ひ
と
り
で
ド
ア
を
開
け
て
、
車
か
ら
降
り
て
し
ま
つ
た
。
（
略
）
そ
れ
と
殆
ど
同
時
に
人
々
は
見
た

の
だ
、
一
人
の
青
年
が
帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
に
毛
髪
を
く
し
や
く
し
や
に
さ
せ
な
が
ら
、
群
集
を
押
し

分
け
る
や
う
に
し
て
、
そ
の
ま
ん
な
か
に
漂
流
物
の
や
う
に
漂
つ
て
ゐ
る
そ
の
人
に
近
づ
い
て
行
く

の
を
。
（
Ⅰ
）

傍
線
部
「
さ
う
い
ふ
」
と
い
う
総
括
の
指
示
語
に
よ
り
、
自
動
車
の
混
雑
や
群
集
が
車
を
取
り
巻
く
状

況
は
集
約
さ
れ
、
「
車
」
と
い
う
語
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
車
の
中
で
「
蒼
い
顔
」
を
し
て
い
る
細
木
夫

人
の
姿
を
描
く
こ
の
一
文
は
、
波
線
部
の
因
果
を
示
す
無
生
物
主
語
構
文
に
収
斂
す
る
。
こ
の
一
文
に
お

い
て
、
前
述
の
自
動
車
の
停
止
時
間
の
長
さ
が
「
そ
れ
ま
で
の
ど
れ
よ
り
も
長
い
不
動
」
と
し
て
名
詞
化

さ
れ
凝
集
さ
れ
る
。
こ
の
一
語
が
動
作
主
体
と
し
て
「
そ
の
贋
の
死
人
」
に
働
き
か
け
る
形
の
構
文
が
と

ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
細
木
夫
人
が
「
蘇
生
」
し
、
か
く
し
て
車
外
に
出
た
夫
人
は
扁
理
と
再
会
を
遂
げ

る
。注

目
す
べ
き
は
、
こ
の
時
冒
頭
の
一
文
か
ら
続
く
次
の
よ
う
な
語
句
の
連
鎖
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
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と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
死
」
が
「
自
動
車
の
混
雑
」
を
も
た
ら
し
、「
そ
れ
」
は
「
そ
の
道
幅
」
の
「
狭
」

さ
と
相
俟
っ
て
自
動
車
の
長
時
間
の
「
停
止
」
に
帰
結
す
る
。
「
さ
う
い
ふ
車
の
一
つ
」
に
乗
る
細
木
夫

人
は
「
そ
れ
ま
で
の
ど
れ
よ
り
も
長
い
不
動
」
に
よ
っ
て
「
蘇
生
」
し
扁
理
と
出
会
う
の
で
あ
る
。
文
同

士
の
連
鎖
関
係
を
圧
縮
す
る
と
「
死
」
が
細
木
夫
人
と
扁
理
と
を
出
会
わ
せ
た
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
言

葉
の
上
で
の
連
鎖
関
係
と
出
来
事
の
因
果
の
連
鎖
関
係
は
相
即
し
て
い
る
。

混
雑
し
た
式
場
で
細
木
夫
人
が
気
分
を
悪
く
し
車
外
に
出
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
数
年
ぶ
り
に
夫
人
を
見
か

け
た
扁
理
が
彼
女
を
助
け
、
二
人
の
交
際
が
始
ま
る
。
全
て
は
偶
然
の
重
な
り
だ
が
、
文
体
は
二
人
の
再

会
の
偶
然
性
を
否
認
す
る
。
九
鬼
の
死
、
会
場
へ
の
自
動
車
の
混
雑
、
自
動
車
を
取
り
巻
く
野
次
馬
達
、

夫
人
の
下
車
と
扁
理
の
接
近
と
い
う
全
て
の
事
象
が
部
品
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
り
、
不
可
避
な
帰
結
と

し
て
二
人
の
再
会
が
な
さ
れ
る
。
二
人
の
出
会
い
は
、
「
死
」
が
導
い
た
必
然
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

三
、
三
組
の
男
女
の
関
係
性
の
連
鎖

で
は
、
こ
の
よ
う
な
文
体
は
、
本
作
に
お
い
て
何
を
実
現
し
て
い
る
の
か
。
本
作
の
文
体
が
作
り
出
す

語
句
の
連
鎖
関
係
に
注
目
し
、
「
死
」
か
ら
連
な
る
因
果
の
展
開
を
追
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
「
死
」
を
き
っ
か
け
に
扁
理
は
九
鬼
の
蔵
書
整
理
を
し
（
「
九
鬼
の
死
後
」
、
「
遺
族
の
も
の
か

、

、
、

ら
頼
ま
れ
て
」
と
「
死
」
と
い
う
語
に
因
果
と
し
て
連
結
さ
れ
て
い
る
）
、
細
木
夫
人
と
九
鬼
の
過
去
の

恋
を
知
る
。「
さ
う
い
ふ
エ
ピ
ソ
オ
ド
の
た
め
」
に
扁
理
は
「
こ
の
人
も
ま
た
九
鬼
を
愛
し
て
ゐ
た
の
だ
、

、
、
、
、

、
、
、

彼
が
こ
の
人
を
愛
し
て
ゐ
た
や
う
に
」
と
考
え
、
「
さ
う
い
ふ
考
へ
」
が
「
扁
理
を
彼
の
年
齢
の
達
す
る

、
、
、
、

こ
と
の
で
き
な
い
処
に
持
ち
上
げ
」
、
年
上
の
夫
人
へ
の
憧
れ
を
導
く
。
こ
こ
で
、
扁
理
か
ら
細
木
夫
人

に
対
す
る
恋
心
が
提
示
さ
れ
る*97

。
そ
の
た
め
扁
理
は
娘
の
絹
子
に
魅
力
を
覚
え
な
い
が
、
「
そ
れ
に
気

、
、

づ
い
た
」
夫
人
が
二
人
を
近
づ
け
よ
う
と
す
る
。「
死
」
か
ら
連
な
る
語
句
の
連
鎖
関
係
が
作
り
出
さ
れ
、

九
鬼
と
細
木
夫
人
の
恋
と
い
う
親
世
代
の
恋
か
ら
、
子
世
代
の
恋
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

本
作
の
プ
ロ
ッ
ト
の
核
は
、
九
鬼
と
細
木
夫
人
（
第
一
の
恋
）
、
夫
人
と
扁
理
（
第
二
の
恋
）
、
扁
理

と
絹
子
（
第
三
の
恋
）
と
い
う
三
組
の
男
女
の
関
係
の
相
互
作
用
と
変
転
に
存
す
る*98

。
次
の
一
節
は
、

絹
子
の
裡
に
扁
理
へ
の
恋
心
が
芽
生
え
る
箇
所
の
心
理
分
析
で
あ
る
。
こ
の
心
理
分
析
に
お
け
る
文
体
の

働
き
に
着
目
し
た
い
。

絹
子
は
、
自
分
で
は
す
こ
し
も
気
づ
か
な
か
つ
た
が
、
扁
理
に
初
め
て
会
つ
た
時
分
か
ら
、
少
し
づ

つ
心
が
動
揺
し
だ
し
て
ゐ
た
。
／

―
扁
理
に
初
め
て
会
つ
た
時
分
か
ら
で
は
す
こ
し
正
確
で
は
な
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い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
九
鬼
氏
の
死
ん
だ
時
分
か
ら
と
言
ふ
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
／
そ
れ
ま
で
絹
子

は
も
う
十
七
で
あ
る
の
に
、
い
ま
だ
に
死
ん
だ
父
の
影
響
の
下
に
生
き
る
こ
と
を
好
ん
で
ゐ
た
。

（
略
）
と
こ
ろ
が
、
九
鬼
の
死
に
よ
つ
て
自
分
の
母
が
あ
ん
ま
り
悲
し
さ
う
に
し
て
ゐ
る
の
を
、
最

初
は
た
だ
思
ひ
が
け
な
く
思
つ
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
い
つ
か
そ
の
母
の
感
情
が
彼
女
の
中

に
ま
だ
眠
つ
て
ゐ
た
層
を
目
ざ
め
さ
せ
た
の
だ
。
（
略
）
そ
れ
か
ら
と
い
ふ
も
の
、
彼
女
は
知
ら
ず

識
ら
ず
自
分
の
母
の
眼
を
通
し
て
物
事
を
見
る
や
う
な
傾
向
に
傾
い
て
行
き
つ
つ
あ
つ
た
。
（
略
）

／
そ
し
て
彼
女
は
い
つ
し
か
自
分
の
眼
を
通
し
て
扁
理
を
見
つ
め
だ
し
た
。
も
つ
と
も
正
確
に
言
ふ

な
ら
ば
、
彼
の
中
に
、
母
が
見
て
ゐ
る
や
う
に
、
裏
が
へ
し
に
し
た
九
鬼
を
、
だ
。
（
Ⅲ
）*99

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
ず
絹
子
の
恋
の
萌
芽
が
「
扁
理
に
初
め
て
会
つ
た
時
分
」
に
「
心
が
動
揺
し
だ
し
て
ゐ
た
」
と
い
う

文
で
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
恋
の
萌
芽
は
「
そ
れ
」
の
一
語
に
集
約
さ
れ
、「
九
鬼
氏
の
死
ん
だ
時
分
か
ら
」

と
さ
ら
に
換
言
さ
れ
「
九
鬼
」
の
「
死
」
と
い
う
語
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
直
後
の
「
死
ん
だ
父
」
の
一

語
に
よ
り
、
絹
子
と
死
と
の
連
結
が
強
調
さ
れ
る
。
「
そ
れ
」
に
よ
る
要
素
の
継
承
に
よ
っ
て
、
絹
子
の

恋
心
は
「
死
」
が
導
く
因
果
の
連
鎖
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
文
の
流
れ
は
波
線
部
の
無
生
物
主
語
構
文
に
収
斂
し
て
い
く
。
「
九
鬼
の
死
に
よ

つ
て
」
と
い
う
理
由
提
示
の
副
詞
句
に
よ
り
、
母
の
悲
し
み
が
「
死
」
の
も
た
ら
し
た
因
果
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
母
の
感
情
は
「
そ
の
母
の
感
情
が
」
と
指
示
・
継
承
さ
れ
、
こ
れ
が
動
作
主
体
と
し

て
「
彼
女
」
（
＝
絹
子
）
に
働
き
か
け
る
。
そ
う
す
る
と
、
絹
子
の
「
眠
つ
て
ゐ
た
層
」
、
つ
ま
り
女
性

と
し
て
の
感
情
が
目
覚
め
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
「
死
」
が
導
く
次
の
よ
う
な
因
果
の
連
鎖
関
係
が
言
葉
の
上
で
作
り
出
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
死
」
が
細
木
夫
人
を
悲
し
ま
せ
、
そ
の
母
の
悲
し
み
の
「
感
情
」
が
絹
子
の
「
眠
つ

て
ゐ
た
層
」
を
目
覚
め
さ
せ
、
扁
理
を
見
つ
め
さ
せ
る
。
そ
し
て
実
際
に
そ
の
よ
う
に
人
物
の
心
理
が
動

い
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
絹
子
の
恋
の
萌
芽
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
形
で
扁
理
の
心
の
動
き
に
連
鎖
し
て
い
く
。

さ
う
い
ふ
愛
の
最
初
の
徴
候
は
、
彼
女
と
同
じ
や
う
に
、
扁
理
に
も
現
は
れ
だ
し
た
。
／
自
分
の
乱

雑
な
生
き
方
の
お
か
げ
で
、
扁
理
は
そ
の
徴
候
を
単
な
る
倦
怠
の
そ
れ
と
間
違
へ
な
が
ら
、
そ
れ
を

ば
彼
女
の
硬
い
性
質
と
自
分
の
脆
い
性
質
と
の
差
異
の
せ
ゐ
に
し
た
。
そ
し
て
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は

硝
子
を
傷
け
る
」
と
い
ふ
原
理
を
思
ひ
出
し
て
、
自
分
も
ま
た
九
鬼
の
や
う
に
傷
つ
け
ら
れ
な
い
う

ち
に
、
彼
女
か
ら
早
く
遠
ざ
か
つ
て
し
ま
つ
た
方
が
い
い
と
扁
理
は
考
へ
た
。
そ
し
て
彼
は
彼
独
特

の
言
ひ
方
で
自
分
に
向
つ
て
言
つ
た
の
だ
、

―
自
分
を
彼
女
た
ち
に
近
づ
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
九

鬼
の
死
そ
の
も
の
が
、
今
度
は
自
分
を
彼
女
た
ち
か
ら
遠
ざ
け
さ
せ
る
の
だ
と
。
（
Ⅳ
）
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傍
線
部
「
さ
う
い
ふ
愛
の
最
初
の
徴
候
」
と
い
う
総
括
の
指
示
語
と
「
愛
」
の
「
徴
候
」
と
い
う
抽
象

、
、
、
、

語
に
よ
る
名
詞
化
に
よ
り
、
前
述
の
絹
子
の
恋
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
凝
集
さ
れ
引
き
継
が
れ
る
。
そ
し
て
「
彼

女
と
同
じ
や
う
に
」
と
い
う
一
句
で
も
っ
て
、
蓄
積
さ
れ
た
関
係
性
が
「
扁
理
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

す
る
と
心
理
の
内
実
は
詳
述
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
扁
理
に
恋
が
生
じ
る
。

さ
ら
に
扁
理
の
恋
の
萌
芽
は
「
そ
の
徴
候
」
、
「
そ
れ
」
と
換
言
さ
れ
て
指
示
さ
れ
、
そ
の
語
が
「
倦

怠
」
と
入
れ
替
え
ら
れ
て
指
示
さ
れ
る
。
扁
理
は
倦
怠
の
理
由
を
「
彼
女
の
硬
い
性
質
と
自
分
の
脆
い
性

質
と
の
差
異
の
せ
ゐ
」
と
考
え
る
。
注
目
す
べ
き
は
こ
の
表
現
が
九
鬼
と
夫
人
の
恋
の
破
綻
の
理
由
に
つ

い
て
か
つ
て
扁
理
が
抱
い
た
認
識
の
そ
れ
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
直
後
の
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
硝
子

を
傷
け
る
」
と
い
う
認
識
も
同
様
で
あ
る*100
。
こ
の
表
現
の
一
致
は
、
扁
理
の
恋
が
九
鬼
の
恋
の
継
承
で

あ
る
こ
と
を
体
現
し
て
い
る
。
語
句
の
連
続
的
継
承
に
よ
り
先
行
す
る
関
係
性
が
引
き
継
が
れ
、
同
じ
よ

う
な
経
緯
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
扁
理
は
九
鬼
と
夫
人
の
関
係
性
そ
の
も
の
を
継
承
・
反
復
し
、

絹
子
と
距
離
を
置
く
こ
と
を
決
意
す
る
。

こ
の
よ
う
な
心
の
動
き
に
つ
い
て
扁
理
は
「
自
分
を
彼
女
た
ち
に
近
づ
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
九
鬼
の
死

そ
の
も
の
」
が
「
自
分
」
を
「
彼
女
た
ち
」
か
ら
「
遠
ざ
け
る
」
と
自
己
分
析
す
る
。
こ
の
文
は
「
死
が

あ
た
か
も
一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
や
う
だ
つ
た
」
と
い
う
冒
頭
の
一
文
を
な
ぞ
っ
た
形
の
構
文
で
あ

り
、
「
死
」
か
ら
連
な
る
因
果
を
喚
起
し
つ
つ
そ
の
先
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
死
」
が
扁
理
と
夫

人
と
を
出
会
わ
せ
、
扁
理
に
夫
人
へ
の
恋
心
を
抱
か
せ
、
そ
の
た
め
に
絹
子
が
扁
理
に
恋
心
を
抱
き
、
そ

れ
ゆ
え
に
扁
理
が
絹
子
に
恋
心
を
抱
き
、
九
鬼
と
夫
人
と
の
関
係
が
破
綻
し
た
が
ゆ
え
に
、
扁
理
と
絹
子

の
関
係
も
破
綻
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

本
作
で
は
文
体
の
働
き
を
通
し
て
第
一
の
恋
が
第
二
の
恋
を
生
み
第
一
の
恋
・
第
二
の
恋
が
第
三
の
恋

を
生
む
と
い
う
よ
う
に
三
組
の
男
女
の
関
係
性
の
因
果
が
連
鎖
す
る
。
の
み
な
ら
ず
第
三
の
恋
に
第
一
・

第
二
の
恋
の
関
係
性
が
継
承
さ
れ
、
同
じ
よ
う
な
展
開
を
た
ど
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
三
組
の
男
女
の

関
係
性
は
互
い
に
鏡
像
の
よ
う
な
関
係
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
理
由
提
示
の
副
詞
句
・
因
果
を
示
す

無
生
物
主
語
構
文
・
指
示
語
に
よ
る
要
素
の
連
続
的
継
承
に
よ
り
因
果
の
連
鎖
が
言
葉
の
上
で
作
り
出
さ

れ
、
三
組
の
男
女
の
関
係
性
は
一
本
の
糸
に
よ
り
合
わ
さ
れ
る
よ
う
に
輻
輳
す
る
の
で
あ
る
。

四
、
「
聖
家
族
」
画

「
聖
家
族
」
で
は
こ
の
よ
う
に
文
体
の
働
き
を
通
し
て
第
一
・
第
二
・
第
三
の
恋
が
一
本
の
糸
に
よ
り

合
わ
さ
れ
る
よ
う
に
結
合
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
作
の
結
末
を
扁
理
と
絹
子
の
愛
の
成
立
に
一
元
化
し
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て
読
む
従
来
の
解
釈
は
不
充
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る*101

。
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
作

終
章
を
文
体
の
働
き
に
注
目
し
て
読
み
解
い
て
い
く
。

本
作
末
尾
第
Ⅷ
章
は
、
細
木
夫
人
と
娘
の
絹
子
の
対
立
と
和
解
と
を
描
き
出
す
。
本
作
は
そ
の
末
尾
に

お
い
て
、
扁
理
と
絹
子
の
恋
で
は
な
く
、
む
し
ろ
母
娘
関
係
を
焦
点
化
す
る
の
で
あ
る
。
絹
子
は
扁
理
が

自
分
を
離
れ
た
責
任
を
細
木
夫
人
に
帰
し
て
母
に
攻
撃
的
表
情
を
向
け
る
が
、
母
は
そ
の
娘
の
表
情
の
中

に
娘
自
身
の
意
図
と
は
別
の
も
の
を
見
出
す
。

細
木
夫
人
は
、
自
分
の
前
の
、
見
知
ら
な
い
少
女
の
狂
暴
な
表
情
に
驚
い
た
。

―
が
、
そ
の
狂
暴

な
表
情
は
突
然
、
彼
女
に
本
能
的
に
、
彼
女
が
そ
の
少
女
と
同
じ
や
う
な
年
齢
で
あ
つ
た
時
分
、
彼

女
の
愛
し
て
ゐ
た
人
（
九
鬼
）
の
前
に
見
せ
つ
け
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
自
分
自
身
に
対
す
る
意

地
わ
る
さ
の
表
情
を
、
思
ひ
出
さ
せ
た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
そ
の
見
知
ら
な
い
少
女
が
そ
の
頃
の
自

分
に
非
常
に
似
て
ゐ
る
こ
と
に
、
さ
う
し
て
そ
の
少
女
が
自
分
自
身
の
娘
で
あ
る
こ
と
に
、
は
じ
め

て
気
づ
い
た
の
だ
。
そ
し
て
同
時
に
、
そ
の
少
女
の
狂
暴
な
表
情
か
ら
、
少
女
の
思
つ
て
ゐ
る
や
う

な
彼
女
に
対
す
る
意
地
わ
る
さ
で
は
な
し
に
、
か
へ
つ
て
少
女
自
身
に
対
す
る
意
地
わ
る
さ
を
、
一

つ
の
真
実
を
見
出
し
た
。

―
娘
は
誰
か
を
愛
し
て
ゐ
る
。
自
分
が
九
鬼
を
愛
し
て
ゐ
た
や
う
に
。

そ
し
て
そ
れ
は
き
つ
と
扁
理
に
ち
が
ひ
な
い
‥
‥
（
Ⅷ
）*102

網
掛
け
部
「
少
女
」
と
「
表
情
」
と
い
う
語
が
こ
こ
で
の
言
葉
の
連
鎖
関
係
の
核
に
置
か
れ
て
い
る
。

「
死
」
が
も
た
ら
し
た
扁
理
と
絹
子
の
乖
離
は
引
用
部
で
「
見
知
ら
な
い
少
女
の
狂
暴
な
表
情
」
を
、
す

な
わ
ち
絹
子
の
苦
し
み
の
表
情
を
生
み
出
す
。
こ
の
絹
子
の
表
情
は
「
そ
の
狂
暴
な
表
情
」
と
指
示
さ
れ
、

こ
の
一
語
が
主
語
に
立
ち
「
彼
女
」
（
＝
細
木
夫
人
）
に
働
き
か
け
る
。
そ
う
す
る
と
、
夫
人
は
か
つ
て

の
自
身
の
「
自
分
自
身
に
対
す
る
意
地
わ
る
さ
の
表
情
」
を
想
起
す
る
。
夫
人
に
過
去
を
思
い
出
さ
せ
た

絹
子
は
、
「
そ
の
見
知
ら
な
い
少
女
」
、
「
そ
の
少
女
」
と
指
示
さ
れ
、
そ
の
語
が
引
き
継
が
れ
て
「
そ
の

少
女
の
狂
暴
な
表
情
」
に
圧
縮
さ
れ
、
そ
れ
が
「
彼
女
に
対
す
る
意
地
わ
る
さ
」
、
「
少
女
自
身
に
対
す

る
意
地
わ
る
さ
」
に
換
言
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
夫
人
は
「
少
女
自
身
に
対
す
る
意
地
わ
る
さ
」
と
い

う
「
真
実
」
を
発
見
す
る
。
夫
人
は
自
身
と
よ
く
似
た
表
情
を
持
つ
娘
か
ら
自
身
の
過
去
を
想
起
す
る
の

だ
が
、
そ
の
想
起
は
右
の
よ
う
な
語
句
の
換
言
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
死
」

は
扁
理
と
絹
子
を
引
き
離
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
母
は
娘
の
愛
の
「
真
実
」
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。

重
要
な
の
は
、
こ
の
「
真
実
」
が
二
重
の
意
味
を
持
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
夫

人
は
「
娘
は
誰
か
を
愛
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
「
真
実
」
を
見
出
す
が
、
こ
の
発
見
は
「
自
分
が
九
鬼
を
愛

し
て
ゐ
た
や
う
に
」
と
い
う
類
比
で
引
き
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
後
者
の
認
識
は
実
は
自
明
で
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。
夫
人
の
視
点
で
九
鬼
と
の
関
係
が
「
愛
」
と
明
言
さ
れ
た
の
は
こ
の
場
面
が
初
め
て
で
あ
り
、



- 56 -

こ
う
し
た
認
識
が
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
か
つ
て
二
人
の
関
係
性
は
破
綻
し
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
夫
人
が
「
少
女
」
の
「
表
情
」
の
う
ち
に
見
出
し
た
「
真
実
」
と
は
、
絹
子
の
そ
れ
で
あ

る
と
同
時
に
「
少
女
」
時
代
の
夫
人
自
身
の
心
の
「
真
実
」
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
細
木

夫
人
は
、
娘
が
扁
理
を
愛
し
て
い
る
事
実
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
自
身
が
か
つ
て
「
九
鬼
を
愛
し
て
ゐ

た
」
こ
と
を
こ
そ
自
覚
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の
場
面
で
絹
子
は
あ
え
て
「
少
女
」

と
繰
り
返
し
指
示
さ
れ
て
そ
の
像
が
夫
人
の
像
と
交
錯
し
、
二
人
の
「
少
女
」
の
像
が
二
重
化
さ
れ
て
立

ち
上
が
る
の
で
あ
る
。
娘
の
恋
と
母
の
恋
は
一
本
の
糸
に
よ
り
合
わ
さ
れ
、
娘
の
「
真
実
」
を
通
し
て
逆

に
母
自
身
の
「
真
実
」
が
発
見
さ
れ
る
。

こ
こ
に
至
り
、
三
組
の
男
女
関
係
は
連
鎖
し
重
な
り
合
い
つ
つ
細
木
夫
人
に
回
帰
す
る
。
「
聖
家
族
」

は
第
Ⅷ
章
に
お
い
て
、
か
つ
て
「
少
女
」
だ
っ
た
細
木
夫
人
を
も
う
一
人
の
恋
の
主
体
と
し
て
前
景
化
す

る
の
で
あ
る
。
続
く
場
面
で
細
木
夫
人
に
次
の
よ
う
な
感
情
が
芽
生
え
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

細
木
夫
人
は
そ
の
瞬
間
、
自
分
の
中
に
な
が
く
眠
つ
て
ゐ
た
女
ら
し
い
感
情
が
、
再
び
自
分
の
娘
の

苦
し
ん
で
ゐ
る
様
子
に
よ
つ
て
目
ざ
ま
さ
れ
だ
す
の
を
感
じ
た
。
以
前
彼
女
自
身
の
不
幸
が
彼
女
の

娘
の
中
に
眠
つ
て
ゐ
た
女
の
感
情
を
喚
び
起
し
た
の
と
、
全
く
同
じ
感
情
の
神
秘
的
な
伝
播
作
用
が
、

今
度
は
そ
の
反
作
用
で
で
も
あ
る
か
の
や
う
に
起
つ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
女
も
ま
た
扁
理

を
、
娘
と
同
じ
や
う
に
愛
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
、
彼
女
に
信
じ
さ
せ
た
く
ら
ゐ
の
新
鮮
さ
を
も
つ

て
。
（
Ⅷ
）

「
死
」
か
ら
連
鎖
す
る
因
果
は
絹
子
の
「
苦
し
ん
で
ゐ
る
様
子
に
よ
つ
て
」
夫
人
の
「
眠
つ
て
ゐ
た
女

、
、
、
、

ら
し
い
感
情
」
に
帰
結
す
る
。
こ
の
感
情
は
か
つ
て
絹
子
に
生
じ
た
「
ま
だ
眠
つ
て
ゐ
た
層
」
と
い
う
語

と
重
な
っ
て
お
り
、
そ
の
娘
の
感
情
の
目
覚
め
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
夫
人
か
ら
扁
理
に
対

す
る
「
愛
」
の
よ
う
な
感
情
が
生
じ
、
こ
の
一
瞬
に
第
二
の
恋
が
成
就
す
る
。
た
だ
し
こ
の
感
情
の
描
出

に
は
「
か
の
や
う
に
」
と
い
う
一
語
が
付
さ
れ
て
お
り
、
夫
人
の
情
念
の
対
象
が
実
際
に
は
扁
理
で
は
な

い
こ
と
も
同
時
に
示
さ
れ
る
。
細
木
夫
人
は
扁
理
の
背
後
に
、
扁
理
と
類
似
し
た
別
の
人
物
を
透
か
し
見

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

か
く
し
て
「
死
」
が
導
く
因
果
は
第
一
の
恋
・
第
二
の
恋
・
第
三
の
恋
と
連
鎖
し
、
再
び
第
一
の
恋
を

喚
起
す
る
。
第
一
の
恋
は
九
鬼
の
死
に
よ
っ
て
現
実
に
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
終
わ
っ
た
恋
は
生

き
て
い
る
人
物
に
託
さ
れ
延
長
さ
れ
る
。
末
尾
の
「
聖
家
族
」
画
の
場
面
は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
読

む
べ
き
で
あ
る
。

「
さ
う
か
し
ら
」
／
さ
う
少
女
は
答
へ
な
が
ら
、
は
じ
め
は
ま
だ
何
処
か
に
苦
痛
を
お
び
た
表
情
で
、
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彼
女
の
母
の
方
を
見
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
ぢ
つ
と
そ
の
母
の
古
い
、
神
々
し
い
顔
に

見
入
り
だ
し
た
そ
の
少
女
の
眼
ざ
し
は
、
だ
ん
だ
ん
と
古
画
の
な
か
で
聖
母
を
見
あ
げ
て
ゐ
る
幼
児

の
そ
れ
に
似
て
ゆ
く
や
う
に
思
は
れ
た
。

―
（
Ⅷ
）

こ
の
末
尾
の
シ
ー
ン
は
、
第
Ⅲ
章
の
「
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
聖
家
族
で
せ
う
」
、
「
そ
の
画
の
な
か
の
聖
母

の
顔
は
細
木
夫
人
の
や
う
で
も
あ
る
し
、
幼
児
の
そ
れ
は
絹
子
の
や
う
で
も
あ
る
」
と
い
う
一
節
を
引
き

受
け
た
も
の
で
あ
る
。

直
前
に
生
じ
た
緊
張
関
係
が
融
解
し
見
つ
め
合
う
母
娘
の
姿
が
、
か
つ
て
九
鬼
の
画
集
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
描
い
た
マ
リ
ア
と
イ
エ
ス
の
姿
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
細
木
母
娘
と
マ
リ
ア
・
イ

エ
ス
の
重
ね
合
わ
せ
は
、
か
つ
て
扁
理
が
夢
に
見
た
映
像
を
引
き
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
末
尾
の
一
文
「
思

は
れ
た
」
と
い
う
述
語
に
お
け
る
認
識
主
体
の
消
去
に
よ
っ
て
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
構
図
を
借
り
た
幻
想
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
聖
母
子
」
像
が
提
示
さ
れ
る*103

。
し
か
る
に
本
作
の
表
題
は
「
聖
家
族
」
で

あ
り
、
そ
の
ず
れ
が
従
来
か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
き
た*104

。
だ
が
こ
の
末
尾
の
場
面
は
小
説
の
題
名
に
則
っ

て
正
し
く
「
聖
家
族
」*105

と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

細
木
夫
人
を
「
聖
母
」
に
、
絹
子
を
「
幼
児
」
に
重
ね
る
と
し
て
、
「
聖
家
族
」
の
画
題
を
構
成
す
る

聖
ヨ
セ
フ
に
該
当
す
る
の
は
九
鬼
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ヨ
ハ
ネ
は
キ
リ
ス
ト
の
義
父
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

、
、

し
て
こ
の
場
面
に
聖
ヨ
セ
フ
が
描
か
れ
な
い
こ
と
は
、
九
鬼
が
死
し
て
こ
の
場
面
に
不
在
で
あ
る
こ
と
と

対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
画
面
に
は
死
者
が
聖
ヨ
セ
フ
の
不
在
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
不
在

の
九
鬼
を
含
め
て
こ
の
場
面
は
「
聖
家
族
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
成
し
て
い
る
。

「
死
」
か
ら
導
か
れ
た
因
果
は
か
く
し
て
、
そ
の
末
尾
に
お
い
て
幻
想
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
「
聖

家
族
」
の
構
図
を
立
ち
上
げ
る
。
九
鬼
を
父
と
し
、
細
木
夫
人
を
母
と
し
、
絹
子
を
そ
の
二
人
の
夫
婦
の

子
供
と
仮
定
す
る
家
族
の
構
図
、
九
鬼
と
細
木
夫
人
の
恋
愛
関
係
が
成
就
し
た
架
空
の
家
族
の
構
図
で
あ

る
。
扁
理
は
こ
の
場
に
い
な
い
が
、
そ
も
そ
も
細
木
母
娘
を
聖
母
子
に
重
ね
見
る
視
点
は
そ
の
よ
う
な
夢

を
見
た
扁
理
の
も
の
で
あ
り
、
い
っ
て
み
れ
ば
扁
理
は
こ
の
画
面
を
眼
差
す
消
失
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
を
眼
差
し
う
る
の
は
た
だ
一
人
扁
理
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
架

空
の
「
家
族
」
の
構
図
を
想
定
し
う
る
の
は
、
九
鬼
の
内
面
の
象
徴
で
あ
る
書
庫
の
最
深
部
で
細
木
夫
人

の
手
紙
と
い
う
恋
の
秘
密
を
発
見
し
た
扁
理
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
構
図
は
不
在
の
扁
理
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
。

無
論
こ
う
し
た
関
係
性
は
現
実
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
家
族
の
構
図
が
架
空
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
表
題
の
「
聖
」
と
い
う
一
字
で
強
調
さ
れ
て
も
い
る
。
だ
が
「
死
」
が
扁
理
と
夫
人
を

出
会
わ
せ
、
こ
の
後
に
扁
理
と
絹
子
の
愛
を
成
立
さ
せ
る
と
し
た
ら*106

、
失
わ
れ
た
恋
は
別
の
恋
を
一
つ
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の
運
命
と
し
て
も
た
ら
し
、
そ
の
恋
の
中
で
再
び
生
き
直
さ
れ
る
と
言
え
る
。
「
死
」
か
ら
導
か
れ
る
恋

を
運
命
的
な
連
鎖
と
し
て
提
示
す
る
「
聖
家
族
」
の
文
体
は
、
そ
の
末
尾
に
お
い
て
終
わ
っ
た
現
実
の
関

係
の
結
末
を
反
転
さ
せ
「
聖
」
な
る
「
家
族
」
の
幻
像
と
し
て
立
ち
上
げ
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
は
「
聖
家
族
」
の
前
景
に
描
か
れ
る
も
の
に
注
意
を
向
け
、
そ
の
背
後
に
背
負
わ
れ
蓄
積

さ
れ
た
不
可
視
の
関
係
性
を
見
落
と
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
聖
家
族
」
の
文
体
は
一
つ
の
現
実

と
し
て
前
景
に
現
れ
る
扁
理
と
絹
子
と
の
関
係
を
通
し
て
、
そ
の
背
後
に
現
実
に
は
実
現
不
可
能
だ
っ
た

関
係
性
を
立
ち
上
げ
る
。
「
死
」
が
も
た
ら
し
た
因
果
は
次
々
と
連
鎖
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
「
聖
家

族
」
の
文
体
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
の
は
、
悲
劇
に
終
わ
っ
た
九
鬼
と
細
木
夫
人
の
恋
が
、
扁
理
と
細
木
夫

人
＝
絹
子
の
恋
愛
関
係
と
し
て
、
主
体
を
替
え
て
反
復
さ
れ
る
様
で
あ
る
。
輻
輳
し
た
三
組
の
男
女
の
関

係
性
に
一
つ
の
結
末
を
与
え
て
い
る
の
が
小
説
末
尾
の
「
聖
家
族
」
画
の
構
図
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。お

わ
り
に

因
果
の
連
鎖
を
作
り
出
す
「
聖
家
族
」
の
文
体
は
、
か
く
し
て
三
組
の
男
女
の
恋
愛
関
係
を
互
い
に
不

可
分
に
関
連
し
一
本
の
糸
の
よ
う
に
よ
り
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
し
て
提
示
す
る
。
一
人
の
人
物
の
死
が
、

運
命
的
な
恋
の
連
鎖
を
導
き
出
す
と
い
う
本
作
の
プ
ロ
ッ
ト
は
こ
の
文
体
に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
。

堀
辰
雄
が
ラ
デ
ィ
ゲ
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
翻
訳
し
て
作
り
出
し
た
「
死
が

あ
た
か
も
一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
や
う
だ
つ
た
」
と
い
う
「
聖
家
族
」
冒
頭
の
一
文
は
、
同
時
代
の

文
壇
に
新
鮮
な
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
一
文
に
、
従
来
の
日
本
の
文
体
に
な
か
っ
た

も
の
が
感
受
さ
れ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
聖
家
族
」
冒
頭
の
一
文
をIl

sem
blait

que
c'était

la
M

ort
qui

avait
ouvert

la
saison...

と
フ
ラ
ン

ス
語
に
逆
翻
訳
し
て
み
せ
た
吉
田
健
一
は*107

、
「
彼
は
プ
ル
ウ
ス
ト
に
、
或
は
ラ
デ
ィ
ゲ
に
見
た
一
つ
の

作
品
の
輪
郭
を
日
本
語
で
辿
ろ
う
と
努
力
す
る
こ
と
に
そ
の
生
涯
を
費
し
た
」
と
述
べ*108

、
「
彼
の
文
体

は
確
か
に
日
本
の
文
学
に
或
る
新
し
い
性
格
を
附
与
し
た
」
と
指
摘
し
た
。
本
作
に
つ
い
て
「
こ
の
作
品

は
小
説
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
人
物
が
恋
愛
し
、
一
人
の
人
間
が
死
ん
だ
こ
と
が
間
違
い
な
く
こ
の
一
群

の
人
物
が
取
る
行
動
を
支
配
し
て
い
る
」*109

と
述
べ
て
虚
構
と
し
て
の
自
立
性
を
評
価
し
、
「
堀
の
作
品

が
今
日
持
つ
意
味
ど
こ
ろ
で
は
な
く
て
、
日
本
の
小
説
は
堀
が
し
た
仕
事
か
ら
大
し
て
進
歩
し
て
は
い
な

い
」
と
評
し
た
断
言
の
意
味
は
改
め
て
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

堀
辰
雄
は
、
「
心
理
の
流
れ
を
ま
ん
べ
ん
な
く
ア
ン
ダ
ア
ラ
イ
ン
」
す
る
「
自
然
主
義
」
の
手
法
に
対
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置
し
「
心
理
の
構
成
（
立
体
）
」
を
称
揚
し
た
（
「
芥
川
龍
之
介
論

―
芸
術
家
と
し
て
の
彼
を
論
ず
」
、

『
堀
辰
雄
全
集
』
第
四
巻
、
筑
摩
書
房
）
。
「
聖
家
族
」
の
文
体
は
「
心
理
の
流
れ
を
ま
ん
べ
ん
な
く
」

た
ど
る
こ
と
の
対
極
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
死
」
か
ら
導
か
れ
る
因
果
か
ら
外
れ
る
も
の
が
排
除
さ
れ
、

因
果
の
糸
に
貫
か
れ
る
も
の
が
選
択
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
人
の
人
物
の
心
の
動
き
は
因
果
と
い
う
関

係
性
に
お
い
て
俯
瞰
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
聖
家
族
」
で
は
言
葉
が
そ
れ
自
体
と
し
て
結
合
し
、
連
鎖
関
係
が
作
り
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
文
体

は
、
因
果
の
連
鎖
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
文
体
が
「
死
」
が
導
く
因
果
の
実
質
を
な

す
。
Ａ
が
Ｂ
を
さ
せ
、
そ
の
Ｂ
が
Ｃ
を
さ
せ
、
そ
れ
ら
が
Ｄ
に
帰
結
す
る
と
い
う
複
数
の
文
の
間
に
お
け

る
要
素
の
連
続
的
な
継
承
が
、
「
聖
家
族
」
に
お
い
て
恋
の
関
係
性
を
動
か
す
。
堀
が
初
期
の
詩
や
コ
ン

ト
、
「
不
器
用
な
天
使
」
で
試
み
た
言
葉
の
結
合
や
運
動
を
作
り
出
す
文
体
は
「
聖
家
族
」
に
お
い
て
一

つ
の
サ
イ
ク
ル
を
な
し
た
と
言
え
る
。
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第
四
章

プ
ル
ー
ス
ト
の
翻
訳

は
じ
め
に

―
プ
ル
ー
ス
ト
現
象
へ
の
距
離

マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
は
、
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
（1913-27

）
に
よ
っ
て
、
日
本
の
文
壇
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
文
脈
で
必
ず
言
及
さ
れ
る
の
が
、
「
新
心
理
主
義
」*110

と
呼
ば
れ
る
一
群

の
作
家
が
採
用
し
た
、
「
意
識
の
流
れ
」
と
い
う
小
説
手
法
の
流
行
で
あ
る
。

「
新
心
理
主
義
」
の
主
唱
者
伊
藤
整
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
（1922

）
の

中
で
用
い
た
「
意
識
の
流
れ
」

―
人
物
の
意
識
の
流
動
の
ま
ま
に
現
実
を
写
し
取
る
手
法

―
を
適
用

し
、
「
蕾
の
中
の
キ
リ
子
」
（
「
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
」
昭

・

）
以
下
の
小
説
群
を
著
し
た
。
ま
た
「
ジ
エ

5

11

イ
ム
ズ
・
ジ
ヨ
イ
ス
の
メ
ト
オ
ド
「
意
識
の
流
れ
」
に
就
い
て
」
（
「
詩
・
現
実
」
昭

・

）
以
下
の

5

6

評
論
で
そ
の
理
論
的
根
拠
を
示
し
、
一
連
の
発
言
は
『
新
心
理
主
義
文
学
』
（
厚
生
閣
書
店
、
昭

）
に

7

ま
と
め
ら
れ
た
。
内
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
り
旧
来
の
現
実
描
写
の
超
克
を
目
指
す
伊
藤
の
理
論
と
実
作
は

新
進
作
家
ら
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
文
壇
で
は
こ
の
時
期
「
新
心
理
主
義
」
と
「
意
識
の
流
れ
」
が
議
論
の

的
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
「
新
心
理
主
義
」
を
め
ぐ
る
言
説
の
中
で
、
心
理
を
描
く
新
手
法
の
確
立
者
と
し
て
ジ
ョ
イ
ス

と
並
ん
で
言
及
さ
れ
た
の
が
プ
ル
ー
ス
ト
で
あ
る
。
伊
藤
整
は
「
文
学
に
於
け
る
技
術
の
方
向
」
（
「
詩

と
詩
論
」
昭

・

）
で
両
者
に
言
及
し
、
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
と
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ジ
ヨ
イ
ス
の

5

9

文
学
方
法
に
つ
い
て
」
（
「
思
想
」
昭

・

）
で
そ
の
手
法
を
対
比
的
に
論
じ
た
。
伊
藤
は
ジ
ョ
イ
ス

6

4

と
プ
ル
ー
ス
ト
の
違
い
を
論
じ
た
が
、
「
新
心
理
主
義
」
を
め
ぐ
る
二
次
的
な
批
評
が
積
み
重
ね
ら
れ
る

過
程
で
、
両
者
の
差
異
は
次
第
に
見
失
わ
れ
て
い
く*111

。
日
本
に
お
け
る
プ
ル
ー
ス
ト
は
、
「
新
心
理
主

義
」
作
家
の
「
意
識
の
流
れ
」
手
法
の
規
範
と
し
て
、
ジ
ョ
イ
ス
と
同
一
視
す
る
形
で
論
及
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

「
新
心
理
主
義
」
の
一
人
に
括
ら
れ
る
堀
辰
雄
と
プ
ル
ー
ス
ト
の
関
係
も
、
文
学
史
的
に
は
「
意
識
の

流
れ
」
手
法
の
導
入
と
い
う
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る*112

。
個
別
の
作
品
論
で
も
、
連
作
『
美
し
い

村
』
（
「
山
か
ら
の
手
紙
」
、
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭

・

・

、
「
美
し
い
村

或
は
遁
走
曲
」
、
「
改
造
」

8

6

25

昭

・

、
「
夏
」
、
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

、
「
暗
い
道
」
、
「
週
刊
朝
日
」
昭

・

・

）
に
結
実

8

10

8

10

9

3

18

す
る
、
無
意
志
的
記
憶

―
感
覚
的
刺
激
を
契
機
と
す
る
過
去
の
経
験
の
現
前
的
な
回
帰

―
の
導
入
が

主
に
論
じ
ら
れ
て
き
た*113

。



- 61 -

だ
が
、
堀
は
昭
和
六
・
七
年
に
お
け
る
文
壇
で
の
流
行
に
先
立
っ
て
プ
ル
ー
ス
ト
に
注
目
し
、
方
法
論

議
を
主
体
と
す
る
プ
ル
ー
ス
ト
現
象
に
は
微
妙
な
距
離
を
置
い
て
い
た
。
堀
は
神
西
清
と
と
も
に
プ
ル
ー

ス
ト
の
紹
介
を
先
導
し
、
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
翻
訳
を
編
集
者
と
し
て
世
に
送
り
出
し
た
。
ま

た
、
プ
ル
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
一
連
の
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
翻

訳
し
て
提
示
し
た
。
堀
は
当
初
よ
り
一
貫
し
て
、
翻
訳
と
い
う
形
で
プ
ル
ー
ス
ト
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
次
節
で
は
ま
ず
、
堀
辰
雄
を
視
座
に
昭
和
初
年
代
の
プ
ル
ー
ス
ト
受
容
の
流
れ
を
捉
え
直
す
。

一
、
「
虹
」
か
ら
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
へ

大
正
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
及
び
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
紹
介
に
続
き*114

、
プ
ル
ー
ス
ト
に
い
ち
早

く
注
目
し
た
文
学
者
は
、
神
西
礼
吉
（
清
）
主
宰
の
文
学
雑
誌
「
虹
」
（
創
刊
号
誌
名
「
箒
」
、
大

・
15

～
昭

・

）
の
同
人
達
で
あ
っ
た
。
同
人
は
堀
辰
雄
、
大
野
俊
一
、
吉
村
鉄
太
郎
（
片
山
達
吉
）
、

9

2

11

青
木
晋
（
竹
山
道
雄
）
ら
、
府
立
四
中
な
い
し
は
一
高
の
同
窓
生
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
高
寮
内
で
共
有
さ

れ
た
と
い
う
「
外
国
語
の
熱
病
」*115

を
背
景
に
、
海
外
文
学
の
紹
介
や
翻
訳
を
盛
ん
に
行
い
、
当
時
の

日
本
で
は
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
プ
ル
ー
ス
ト
を
新
文
学
の
旗
手
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

ま
ず
神
西
清
が
、
昭
和
二
年
九
月
号
の
「
虹
」
に
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ァ
イ
の
評
論
「
マ
ル
セ
ル
・
プ

ル
ウ
ス
ト

―
悦
楽
の
発
明
者
」
を
訳
出
し
た
。
続
い
て
大
野
俊
一
が
プ
ル
ー
ス
ト
研
究
で
著
名
な
レ
オ

ン
・
ピ
エ
ー
ル=

カ
ン
の
「
仏
蘭
西
の
文
学
」
（
「
虹
」
昭

・

）
を
訳
出
、
こ
こ
に
も
プ
ル
ー
ス
ト
へ

2

11

の
言
及
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
虹
」
終
刊
後
も
、
神
西
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
処
女
創
作
集
『
楽
し
み

と
日
々
』
か
ら
三
篇
を
訳
し
（
「
「
悦
楽
と
日
々
」
断
章
」
、
「
創
作
月
刊
」
昭

・

）
、
吉
村
は
ア
メ
リ

3

4

カ
の
批
評
家
マ
ル
カ
ム
・
カ
ウ
リ
ー
の
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
」
（
「
創
作
月
刊
」
昭

・

）
を
、

3

4

堀
は
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
の
追
悼
文
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
の
声
」
（
「
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
」
昭

・
4

）
を
訳
出
、
大
野
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
書
簡
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
手
紙
」

3（
「
詩
神
」
昭

・

）
を
発
表
し
た*116

。

4

6

こ
う
し
た
動
き
を
主
導
し
た
の
は
、
海
外
の
新
文
学
の
動
向
に
敏
感
だ
っ
た
神
西
清
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

神
西
は
、
昭
和
二
年
の
夏
に
前
掲
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ァ
イ
の
評
論
に
よ
っ
て
プ
ル
ー
ス
ト
を
知
っ
た
と
い

い*117

、
同
年
の
十
一
月
に
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
読
み
始
め
た
よ
う
で
あ
る*118

。
重
要
な
の
は
、

こ
う
し
た
関
心
が
神
西
個
人
の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
堀
を
始
め
と
す
る
「
虹
」
同
人
達
と
共
有
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
同
人
の
紹
介
は
断
片
的
な
情
報
提
示
に
過
ぎ
ず
、
本
格
的
な
プ
ル
ー
ス
ト
読
解
の
跡
を
示

す
も
の
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
雑
誌
共
同
体
の
中
で
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
関
心
を
共
有
し
、
組
織
的
に
紹
介
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を
行
っ
た
点
で
、
「
虹
」
の
動
向
は
先
駆
的
で
あ
っ
た*119

。

さ
ら
に
、
神
西
が
「
虹
」
で
蒔
い
た
種
は
、
同
人
の
一
人
堀
辰
雄
の
手
を
通
し
て
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な

る
。
堀
が
編
集
同
人
、
大
野
俊
一
が
編
集
・
発
行
者
を
務
め
た
同
人
雑
誌
「
文
学
」（
第
一
書
房
）
で
は*120

、

東
京
帝
大
仏
文
科
卒
業
生
の
淀
野
隆
三
・
佐
藤
正
彰
・
神
田
龍
雄
・
三
宅
徹
三
に
よ
る
共
訳
「
ス
ワ
ン
家

の
方

―
失
ひ
し
時
を
求
め
て
」
を
創
刊
号
か
ら
四
号
（
昭

・

～

・

）
ま
で
連
載
し
た
。
翻
訳

4

10

5

1

掲
載
の
背
景
に
つ
い
て
、
堀
は
神
西
宛
の
書
簡
（
昭

・

・

）
で
、
「
今
年
大
学
を
出
た
奴
が
四
人

4

8

15

が
か
り
で
プ
ル
ウ
ス
ト
の
「
ス
ワ
ン
」
を
訳
し
て
持
つ
て
き
た

な
か
な
か
い
い
訳
だ

み
ん
な
の
同
意

を
得
て
載
せ
て
行
く
こ
と
に
し
た
」
と
記
し
て
お
り
、
堀
が
掲
載
を
後
押
し
し
た
事
情
が
窺
え
る*121

。
連

載
は
四
回
で
中
断
さ
れ
る
が
、
淀
野
ら
の
後
輩
の
久
米
文
夫
・
井
上
究
一
郎
の
手
で
「
作
品
」
、
「
プ
ル

ウ
ス
ト
研
究
」
誌
上
で
引
き
継
が
れ
、
戦
後
の
新
潮
社
版
完
訳
に
至
る
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
翻
訳

の
主
流
が
形
成
さ
れ
る*122

。

作
品
が
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
関
心
は
文
壇
で
も
急
速
に
高
ま
る
。
伊

藤
整
は
「
文
学
」
誌
上
の
淀
野
ら
の
訳
文
を
引
用
し
て
前
掲
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
と
ジ
エ
イ
ム
ズ

・
ジ
ヨ
イ
ス
の
文
学
方
法
に
つ
い
て
」
を
著
し
、
連
載
を
ま
と
め
た
『
ス
ワ
ン
家
の
方
Ⅰ
』
（
武
蔵
野
書

院
、
昭

）*123

を
「
名
訳
」
、
「
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
」
と
支
持
し
た*124
。
ま
た
中
村
光
夫
は
「
作
品
」

6

連
載
時
の
同
翻
訳
を
「
金
玉
の
文
字
に
接
す
る
よ
う
な
気
持
で
よ
」
み
、「
新
し
い
神
託
を
聞
く
よ
う
に
、

陶
酔
し
た
」*125

と
い
う
。
当
時
の
「
作
品
」
読
者
通
信
欄
に
は
、
若
き
中
村
と
同
じ
よ
う
に
連
載
を
待

ち
受
け
る
よ
う
に
読
み
進
め
る
読
者
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
六
年
か
ら
七
年
前
半
に
か
け
て
の

新
聞
・
雑
誌
上
で
は
、
「
新
心
理
主
義
」
の
文
脈
で
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
言
及
が
集
中
的
に
見
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
神
西
清
か
ら
堀
辰
雄
へ
と
い
う
線
上
か
ら
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
翻
訳
が
世
に
送
り

出
さ
れ
、
誌
上
連
載
と
単
行
本
刊
行
を
契
機
に
プ
ル
ー
ス
ト
が
流
行
現
象
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
最
も
注
目
を
集
め
た
こ
の
時
期
、
堀
と
神
西
は
表
立
っ
て
プ
ル
ー
ス
ト
に

言
及
し
て
い
な
い*126

。
昭
和
六
年
四
月
に
富
士
見
高
原
療
養
所
に
入
院
し
た
堀
は
、
そ
れ
を
機
に
神
西
ら

友
人
か
ら
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
借
り
受
け
、
本
格
的
に
読
み
始
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る*127

。
そ

し
て
流
行
が
一
段
落
し
た
昭
和
七
年
の
後
半
か
ら
、
堀
と
神
西
は
プ
ル
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
一
連
の
エ
ッ
セ

イ
を
書
き
始
め
る
。
両
者
の
エ
ッ
セ
イ
は
友
人
同
士
の
私
的
な
対
話
の
形
を
と
り
、
文
壇
の
潮
流
と
は
微

妙
に
距
離
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
。

堀
の
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
（
神
西
清
へ
の
手
紙
）
」
は
、
昭
和
七
年
八
月
号
の
「
新
潮
」
、
「
椎
の
木
」
、

「
作
品
」
の
三
誌
に
同
時
に
発
表
さ
れ
た
。
神
西
に
宛
て
た
私
信
の
形
式
で
、
各
篇
の
末
尾
に
付
さ
れ
た

「
七
月
三
日
」
、
「
七
月
八
日
」
、
「
七
月
十
二
日
」
の
日
付
の
順
に
一
連
の
内
容
を
な
す
。
こ
れ
ら
は
翌
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月
号
の
「
文
学
」
（
厚
生
閣
書
店
）
誌
上
に
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
（
神
西
清
へ
の
手
紙
）
」
（
Ⅰ
）

～
（
Ⅲ
）
と
し
て
一
本
化
し
て
再
掲
さ
れ
た*128

。
一
方
、
神
西
は
自
身
が
主
宰
す
る
同
人
雑
誌
「
リ
ベ
ル

テ
」
に
、
堀
の
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
へ
の
言
及

―
僕
は
最
近
、
堀
辰
雄
か
ら
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」

と
い
ふ
手
紙
を
、
三
通
も
貰
つ
た

―
を
含
む
エ
ッ
セ
イ
「
プ
ル
ウ
ス
ト
」
（
昭

・

～

・

）
を

7

11

8

1

連
載
し
た
。
こ
れ
ら
は
以
後
に
発
表
さ
れ
る
堀
と
神
西
の
プ
ル
ー
ス
ト
論
の
中
で
も*129

、
質
量
と
も
に
中

心
的
位
置
を
占
め
る
も
の
と
な
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
二
つ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
堀
と
神
西
が
そ
れ
ぞ
れ
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め

て
』
の
一
節
を
翻
訳
し
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
プ
ル
ー
ス
ト
論
の
中
で
、
論
者
が
自
ら

作
品
を
翻
訳
し
て
引
用
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
特
に
堀
の
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
は
、
『
失
わ
れ
た

時
を
求
め
て
』
の
一
節
を
ブ
ロ
ッ
ク
引
用
の
形
で
繰
り
返
し
掲
げ
、
訳
文
の
提
示
に
誌
面
の
多
く
が
割
か

れ
て
い
る
。
改
稿
も
多
く
は
翻
訳
に
関
わ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
『
失
わ
れ
た
時
を

求
め
て
』
の
ブ
ロ
ッ
ク
引
用
が
新
た
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
（
Ⅲ
）
末
尾
の
「
こ
れ
だ
け
書
く
の
も

僕
に
は
容
易
で
は
な
か
つ
た
」
と
い
う
箇
所
が
「
訳
す
の
も
」
と
改
稿
さ
れ
、
「
僕
」
の
翻
訳
行
為
が
前

景
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
は
堀
の
訳
文
を
包
み
込
む
形
で
書
か
れ
た
エ

ッ
セ
イ
で
あ
り
、
堀
辰
雄
訳
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
う
べ
き
側
面
を
持
っ
て

い
た
。
堀
は
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
を
神
西
へ
の
「
報
告
書
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
提
示
さ
れ
る
訳
文

こ
そ
が
、
堀
の
読
ん
だ
プ
ル
ー
ス
ト
を
神
西
に
「
報
告
」
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

堀
が
プ
ル
ー
ス
ト
を
読
み
進
め
て
い
た
時
期
の
短
篇
小
説
「
燃
ゆ
る
頬
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）

7

1

に
は
、
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
第
四
篇
「
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
」
Ⅰ
の
一
節
が
次
の
よ
う
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

私
は
そ
の
一
瞬
間
、
そ
れ
ら
の
白
い
花
花
が
一
せ
い
に
、
そ
の
蜜
蜂
を
自
分
の
と
こ
ろ
へ
誘
は
う
と

し
て
、
彼
等
の
雌
蕋
を
妙
に
コ
ケ
テ
イ
ツ
シ
ユ
に
く
ね
ら
せ
た
の
を
ひ
よ
い
と
見
た
や
う
な
気
が
し

、
、
、
、
、

た
。
（
「
燃
ゆ
る
頬
」
）*130

de
m

êm
e

la
fleur-fem

m
e

quiétaitici,sil'insecte
venait,arqueraitcoquettem

entses
«

styles
»,

etpour
être

m
ieux

pénétrée
par

luiferaitim
perceptiblem

ent,com
m

e
une

jouvencelle
hypocrite

m
ais

ardente,la
m

oitié
de

chem
in.

（
こ
こ
に
あ
る
雌
花
も
雄
花
と
同
様
に
、
も
し
昆
虫
が
や
っ
て

来
れ
ば
、
《
花
柱
》
を
蠱
惑
的
に
た
わ
め
、
昆
虫
が
彼
女
ら
の
よ
り
奥
深
く
に
は
ま
り
こ
む
よ
う
に

ス
テ
イ
ル

―
大
人
し
そ
う
で
い
な
が
ら
そ
の
実
情
熱
的
な
若
い
娘
の
よ
う
に

―
気
付
か
れ
ぬ
よ
う
に
自
分

か
ら
昆
虫
の
方
に
歩
み
寄
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
）Sodom

e
etG

om
orrhe

Ⅰ

右
の
よ
う
な
記
述
の
類
似
は
両
作
の
主
題
上
の
関
連
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が*131

、
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こ
こ
で
は
言
葉
の
置
き
換
え
の
過
程
に
注
目
し
た
い
。
引
用
部
を
対
照
す
る
と
、styles

が
「
雌
蕊
」
に
、

coquettem
ent

が
「
コ
ケ
テ
イ
ツ
シ
ユ
」
に
、arquerait

が
「
く
ね
ら
せ
た
」
と
、
原
文
の
語
句
が
日
本

、
、
、
、
、

語
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
一
節
は
『
麦
藁
帽
子
』
（
四
季
社
、
昭

）
収
録
時
、
「
め

8

い
め
い
の
雌
蕊
を
妙
な
姿
態
に
く
ね
ら
せ
る
」
と
改
稿
さ
れ
、
「
彼
等
の
」
（ses

）
と
「
コ
ケ
テ
イ
ツ
シ

ユ
」
（coquettem

ent

）
と
い
う
直
訳
的
な
表
現
が
削
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ひ
る
が
え
っ
て
、
初
出
「
燃

ゆ
る
頬
」
が
原
文
を
参
照
し
、
そ
の
言
葉
を
一
語
一
語
翻
訳
す
る
よ
う
に
書
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

*132

。堀
辰
雄
は
、
外
国
文
学
の
翻
訳
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
作
家
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
プ
ル
ー
ス
ト
に

関
し
て
は
、
強
い
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
作
品
の
翻
訳
は
行
わ
な
か
っ
た
。
堀
辰
雄
訳
『
失

わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
包
含
す
る
エ
ッ
セ
イ
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
は
、
こ
う
し
た
空
白
を
補
う
も
の

で
あ
る
。
ま
た
同
時
期
の
作
品
に
お
い
て
、
堀
は
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
細
部
を
翻
訳
す
る
よ
う

な
形
で
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
作
品
に
お
け
る
一
種
の
翻
訳
行
為
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
は
、
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
の
分
析
を
基
点
に
、
堀
と
プ
ル
ー
ス
ト
の
関
係
を
翻
訳
と
い
う
視
点
か

ら
考
察
す
る
試
み
で
あ
る
。

二
、
エ
ッ
セ
イ
内
翻
訳

「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
は
「
雑
記
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
通
り
、
統
一
し
た
主
題
や
論
理
に
基
づ
い
た

文
章
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
（
Ⅰ
）
・
（
Ⅱ
）
は
堀
自
身
の
著
し
た
も
の
だ
が
、
（
Ⅲ
）
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
リ

ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
講
演
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
」*133

の
翻
訳
に
よ
っ
て
堀
の
意
に
代
え
て
い
る
。
論

じ
ら
れ
る
内
容
も
多
様
で
、
無
意
志
的
記
憶
に
始
ま
り
、
文
体
や
時
間
の
問
題
、
人
物
描
写
の
特
徴
や
印

象
派
絵
画
の
影
響
な
ど
が
触
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
日
常
の
出
来
事

―
プ
ル
ー
ス
ト
的
な
夢
や
印
象
派

絵
画
の
購
入
な
ど

―
か
ら
語
り
起
こ
す
の
が
特
徴
で
、
プ
ル
ー
ス
ト
を
論
じ
る
と
い
う
よ
り
、
プ
ル
ー

ス
ト
を
読
み
進
め
影
響
を
受
け
て
い
く
一
人
の
作
家
の
経
験
の
総
体
が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
ス
タ
イ
ル
に
、
文
壇
で
の
方
法
論
議
に
対
す
る
差
異
化
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

だ
が
、
紹
介
さ
れ
る
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
以
上
に
堀
の
プ
ル
ー
ス
ト
体
験
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
、

論
述
の
合
間
に
差
し
挟
ま
れ
る
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
引
用
で
あ
る*134

。
そ
こ
に
は
プ
ル
ー
ス
ト

の
原
文
を
一
語
一
語
日
本
語
に
置
き
換
え
て
い
く
、
翻
訳
行
為
と
い
う
堀
の
経
験
が
刻
ま
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
長
大
な
文
章

―
主
文
か
ら
関
係
詞
節
が
派
生
し
て

複
雑
化
し
て
い
く
独
特
の
長
文

―
を
堀
が
ど
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る*135

。
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私
は
私
の
叔
母
さ
ん
に
お
早
う
を
云
ひ
に
そ
の
部
屋
へ
這
入
る
前
に
、
私
は
ち
よ
つ
と
次
の
部
屋
で

待
た
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
こ
に
は
す
で
に
二
個
の
煉
瓦
の
間
に
火
が
熾
さ
れ
て
ゐ
、
そ
の
火

の
前
に
は
ま
だ
冬
ら
し
い
日
射
し
が
温
ま
り
に
這
ひ
よ
つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
部
屋
中
に
煤

煙
の
に
ほ
ひ
が
こ
び
り
つ
い
て
ゐ
た
。
ま
る
で
、
田
舎
に
よ
く
あ
る
大
き
な
竈
口
と
か
、
古
い
館
の

煖
炉
の
枠
な
ど
の
や
う
に
。
（
さ
う
云
つ
た
も
の
の
下
で
は
、
人
々
は
冬
籠
り
の
面
白
さ
を
増
さ
す

た
め
に
、
戸
外
に
、
雪
で
も
、
雨
で
も
、
は
た
ま
た
大
洪
水
の
や
う
な
災
害
で
も
い
い
か
ら
起
る
こ

と
を
願
ふ
も
の
だ
が
‥
‥
）
（
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
（
Ⅲ
）
）

avant
que

j'entrasse
souhaiter

le
bonjour

à
m

a
tante,on

m
e

faisait
attendre

un
instant

dans
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pièce
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le
soleil,

d'hiver
encore,

était
venu

se
m

ettre
au

chaud
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deux
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qui
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la
cham

bre
d'une

odeur
de

suie,
en

faisait
com

m
e

un
de

ces
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«
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de
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»
de

cam
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ou
de

ces
m

anteaux
de

chem
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de
château,
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lesquels

on
souhaite

que
se

déclarent
dehors
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la
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m
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e
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pour
ajouter

au
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de
la

réclusion
la

poésie
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l'hivernage
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u
côté

de
chez

Swann
Ⅰ

引
用
部
は
、
主
人
公
の
幼
年
時
代
を
回
想
し
た
第
一
篇
「
ス
ワ
ン
家
の
方
へ
」
第
一
部
の
一
節
で
、
主

人
公
の
叔
母
レ
オ
ニ
ー
の
家
の
一
室
の
独
特
の
空
気
感
を
描
写
し
た
箇
所
で
あ
る
。
原
文
は
、
主
文

on

m
e

faisait
attendre

（
私
は
待
た
さ
れ
た
）
か
ら
、où,

qui,
que

が
導
く
関
係
詞
節
が
派
生
し
、
人
物
の

行
為
、
場
面
の
描
写
、
具
体
的
情
景
を
離
れ
た
一
般
論
が
、
分
節
さ
れ
な
い
ま
ま
一
文
の
う
ち
で
次
々
と

展
開
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
文
構
造
は
、
話
者
の
想
起
に
寄
り
添
う
よ
う
に
出
来
事
を
綴
る
同
作
の
叙

述
形
式
と
対
応
し
て
い
る
。

堀
の
訳
文
は
単
語
や
構
文
の
上
で
の
誤
訳
が
多
く
流
麗
で
は
な
い
が
、
人
称
代
名
詞
の
煩
瑣
な
訳
出
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
原
文
独
特
の
文
構
造
を
反
映
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
窺
え
る
。
最
初
の
一
文
は
、「
待

た
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
が
」
と
接
続
助
詞
の
「
が
」
を
用
い
、
「
火
が
熾
さ
れ
て
ゐ
」
と
連
用
中
止
法
で

文
を
接
続
し
、
文
頭
か
ら
意
味
の
塊
ご
と
に
訳
し
下
ろ
し
て
い
る
。
ま
た
「
そ
こ
」
、
「
そ
の
火
」
、
「
さ

う
云
つ
た
」
と
指
示
語
を
用
い
、
原
文
の
関
係
詞
節
を
逐
一
訳
文
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
傍
線
部
、com

m
e

（
～
の
よ
う
に
）
が
導
く
比
喩
の
節
を
、
「
ま
る
で
～
の
や
う
に
」
と
独
立
し
た
一
文
と
し
て
訳
出
す
る

の
も
、
原
文
の
意
味
作
用
の
流
れ
を
阻
害
し
な
い
た
め
の
処
理
で
あ
る
。
こ
う
し
た
訳
し
方
は
、
淀
野
隆

三
・
佐
藤
正
彰
ら
の
先
行
訳
に
も
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
佐
藤
が
プ
ル
ー
ス
ト
「
独
自
の
文

体
」*136

を
再
現
し
「
プ
ル
ー
ス
ト
の
魅
力
」
の
伝
達
を
目
指
し
た
と
振
り
返
る
そ
の
姿
勢
と
、
堀
の
翻

訳
の
志
向
は
微
妙
に
異
な
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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た
と
え
ば
二
重
傍
線
部
、
淀
野
ら
の
訳
で
は
「
雨
や
雪
や
あ
る
ひ
は
大
洪
水
の
や
う
な
災
難
さ
へ
」
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
堀
は
「
雪
で
も
、
雨
で
も
、
は
た
ま
た
大
洪
水
の
や
う
な
災
害
で
も
」
と
名
詞

の
反
復
的
並
列
を
強
調
す
る
形
で
訳
す
。
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
の
堀
の
訳
文
に
は
、
こ
の
よ
う
に
同
一

品
詞
の
反
復
的
並
列
を
強
調
し
て
訳
す
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る*137

。
ま
た
こ
の
箇
所
を
含
む
波
線
部
は
、

全
体
が
原
文
に
な
い
丸
括
弧
で
括
ら
れ
、
話
者
に
よ
る
註
釈
的
な
挿
入
句
と
し
て
他
の
部
分
と
区
別
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
丸
括
弧
の
用
法
は
佐
藤
・
淀
野
ら
の
翻
訳
に
も
見
出
せ
る
が
、
堀
は
そ
の
適
用
箇
所

を
先
行
訳
と
ず
ら
し
、
あ
る
い
は
範
囲
を
大
き
く
拡
張
し
て
い
る
。
避
暑
地
バ
ル
ベ
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
の
食

卓
上
を
描
写
し
た
次
の
一
節
を
見
て
み
よ
う
。

‥
‥
ま
だ
横
に
置
か
れ
て
あ
る
ナ
イ
フ
の
で
こ
ぼ
こ
な

面

、
日
光
が
そ
の
上
に
黄
い
ろ
い
天
鵞
絨

お
も
て

を
張
り
つ
け
て
ゐ
る
放
り
出
さ
れ
た
ナ
フ
キ
ン
の
ふ
く
ら
ん
だ
突
起
、
そ
の
形
の
気
高
い
円
味
を
か

く
も
美
し
く
見
せ
て
ゐ
る
半
分
空
虚
に
な
つ
た
コ
ツ
プ
（
そ
の
厚
い
ガ
ラ
ス
の
底
の
透
明
な
こ
と
は

か

ら

ま
る
で
日
光
を
凍
ら
し
で
も
し
た
や
う
だ
）
薄
暗
い
な
り
に
照
明
で
き
ら
き
ら
し
て
ゐ
る
葡
萄
酒
の

あ

か

り

残
り
、
固
体
の
移
動
、
照
明
の
た
め
の
液
体
の
変
化
、
半
分
減
つ
た
果
物
皿
の
中
で
緑
か
ら
青
へ
、

そ
れ
か
ら
ま
た
、
青
か
ら
金
へ
と
移
る

李

の
変
化
、
卓
の
上
に
拡
げ
ら
れ
た
布
の
ま
は
り
に
日
に

す
も
も

二
回
は
坐
り
に
や
つ
て
く
る
年
老
ひ
た
椅
子
た
ち
、
（
そ
の
卓
の
上
で
は
牡
蠣
の
貝
殻
の
な
か
に
、

小
さ
な
聖
水
盤
の
な
か
に
の
や
う
に
、
数
滴
の
水
が
残
つ
て
ゐ
る
）
（
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
Ⅱ
）

le
geste
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Ⅱ

二
重
傍
線
部
、
堀
が
丸
括
弧
で
括
っ
た
箇
所
は
、
原
文
で
は
一
連
の
事
物
の
描
写
の
一
部
で
、
話
者
に

よ
る
挿
入
句
に
は
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
が
堀
の
訳
文
で
は
丸
括
弧
が
付
さ
れ
、
事
物
の
描
写
が
話
者
の
主

観
的
な
挿
入
句
に
収
斂
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
誤
訳
に
近
い
も
の
だ
が
、
先
に
も
見

た
よ
う
に
堀
は
こ
う
し
た
処
理
を
あ
え
て
行
っ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
堀
の
翻
訳
に
は
原
文
の
文
体
を
忠
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実
に
再
現
す
る
と
い
う
よ
り
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
文
体
の
特
徴
を
探
り
出
し
、
そ
れ
を
訳
文
に
お
い
て
時
に

誇
張
・
強
調
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
引
用
部
の
そ
れ
以
外
の
箇
所
の
訳
し
方
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。
右
の
引
用
部
は
「
プ

ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
（
Ⅱ
）
に
先
立
ち
エ
ッ
セ
イ
「
日
付
の
な
い
日
記
」
（
「
帝
国
大
学
新
聞
」
昭

・

・

7

5

）
で
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
堀
が
早
く
か
ら
注
目
し
て
い
た
箇
所
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
両
エ
ッ
セ
イ
の

2中
で
、
堀
は
引
用
部
に
印
象
派
絵
画
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
光
の
中
で
事
物
の
色
彩
を

描
き
出
す
引
用
部
の
描
法
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
愛
好
し
た
印
象
派
絵
画
を
連
想
さ
せ
る
。
実
際
、
引
用
部

は
印
象
派
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
絵
画
「
食
器
棚
」（1728

）
に
基
づ
く
描
写
な
の
で
あ
る*138

。

プ
ル
ー
ス
ト
の
原
文
は
、
名
詞
と
長
い
形
容
詞
句
の
組
み
合
わ
せ
を
並
列
し
た
特
徴
的
な
構
文
で
書
か

れ
て
い
る
。
堀
は
こ
れ
を
、
名
詞
と
形
容
詞
句
の
順
序
を
入
れ
替
え
た
形
で
訳
し
て
い
る
。
堀
が
こ
の
箇

所
の
構
文
を
意
識
し
て
訳
し
て
い
る
こ
と
は
、
傍
線
部
と
波
線
部
、la

transm
utation

des
liquides

par

l'éclairage

とl'altération
des

prunes
quipassentdu

vertau
bleu

etdu
bleu

à
l'or

を
、
「
照
明
の
た
め

の
液
体
の
変
化
」
、「
緑
か
ら
青
へ
、
そ
れ
か
ら
ま
た
、
青
か
ら
金
へ
と
移
る
李
の
変
化
」
とtransm

utation

、
、

、
、

とaltération

と
い
う
異
な
る
単
語
を
同
じ
く
「
変
化
」
と
訳
し
て
反
復
感
を
際
立
た
せ
て
い
る
こ
と
に

も
表
れ
て
い
る
。
形
容
詞
句
が
後
置
さ
れ
る
原
文
と
は
異
な
り
、
堀
の
訳
文
で
は
重
い
形
容
詞
句
を
最
後

に
受
け
る
名
詞
の
反
復
感
が
強
調
さ
れ
る
。
事
物
の
与
え
る
印
象
を
等
し
い
資
格
で
羅
列
し
て
い
く
こ
の

訳
文
の
文
体
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
原
文
と
は
別
の
形
で*139

、
日
常
の
事
物
の
印
象
を
点
描
し
た
印
象
派
の

筆
触
に
接
近
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
堀
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
絵
画
的
な
描
写
を
、
こ
う
し
た
文
体
に

お
い
て
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
印
象
を
点
描
す
る
文
体

興
味
深
い
こ
と
に
、
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
の
堀
の
訳
文
に
見
ら
れ
る
文
体
は
、
同
時
期
の
堀
の
作
品

の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。
印
象
派
へ
の
言
及
を
含
む
「
日
付
の
な
い
日
記
」
の
掲
載
と
同
月
に
、
短
篇
小

説
「
馬
車
を
待
つ
間
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
が
発
表
さ
れ
た
。
一
人
の
男
の
旅
行
を
紀
行
文
風
に
描

7

5

い
た
同
作
の
前
半
部
で
、
乗
合
馬
車
に
乗
る
主
人
公
の
「
私
」
の
視
界
に
は
、
次
の
よ
う
な
光
景
が
飛
び

込
ん
で
く
る
。

あ
た
り
の
風
景
は
だ
ん
だ
ん
セ
ピ
ア
色
を
帯
び
て
来
る
。
畑
の
中
で
夕
日
の
最
後
の
光
ら
し
い
の
を

受
け
て
一
瞬
間
金
色
に
ひ
か
る
蜜
柑
を
手
に
し
て
ゐ
る
子
供
等
、
蟹
の
や
う
な
恰
好
を
し
て
片
手
に

籠
を
か
か
へ
な
が
ら
草
を
摘
ん
で
ゐ
る
娘
等
、
馬
車
の
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
ゐ
る
私
に
向
つ
て
何
か
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を
合
図
し
よ
う
と
す
る
か
の
や
う
に
は
げ
し
い
身
振
り
を
し
て
ゐ
る
大
き
な
樹
木
等
、

―
か
う
云

ふ
や
う
な
風
物
を
今
私
は
生
れ
て
初
め
て
見
る
の
に
は
ち
が
ひ
な
い
が
、
な
ん
だ
か
今
ま
で
に
も
こ

れ
と
そ
つ
く
り
同
じ
風
景
を
何
処
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
や
う
な
気
が
し
て
な
ら
ぬ
。
私
は
こ
れ
と

そ
つ
く
り
同
じ
風
景
を
誰
か
の
絵
で
で
も
見
た
の
か
知
ら
。

「
夕
日
の
最
後
の
光
」
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
農
村
の
「
風
景
」
が
「
絵
」
の
中
の
光
景
に
類
比
さ
れ

る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
自
然
の
風
物
を
移
ろ
う
光
の
中
で
捉
え
た
こ
の
「
風
景
」
は
、
「
日
付
の
な

い
日
記
」
で
も
言
及
さ
れ
る
印
象
派
の
絵
画
を
思
わ
せ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
れ
が
形
容
詞
句
と
名

詞
を
組
み
合
わ
せ
た
特
異
な
長
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

走
る
馬
車
の
窓
外
に
現
れ
て
は
消
え
て
い
く
事
物
は
、
波
線
部
、
「
子
供
等
」
、
「
娘
等
」
、
「
樹
木
等
」

と
名
詞
一
語
で
指
示
さ
れ
並
列
さ
れ
る
。
個
々
の
名
詞
に
は
傍
線
部
の
よ
う
な
長
大
な
形
容
詞
句
が
か
か

り
、
「
私
」
が
馬
車
の
中
か
ら
捉
え
る
事
物
の
印
象
が
細
か
く
綴
ら
れ
て
い
く
。
小
久
保
実
は
引
用
部
を

取
り
上
げ
、
「
淀
尾
隆
三
氏
他
訳
の
「
ス
ワ
ン
家
の
方
」
に
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」*140

と
述
べ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
「
日
付
の
な
い
日
記
」
や
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
（
Ⅱ
）
に
お
い
て
、
堀
の
訳
文
の
中
に

見
出
さ
れ
る
文
体
で
あ
る
。
堀
は
「
馬
車
を
待
つ
間
」
に
お
い
て
、
窓
外
を
過
ぎ
去
る
風
景
の
一
連
の
印

象
の
継
起
を
、
長
い
形
容
詞
句
と
名
詞
を
反
復
的
に
羅
列
す
る
形
で
書
き
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
の
文
体
は
、
作
中
に
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
言
及
を
含
む
短
篇
小
説
「
旅
の
絵
」
（
「
新
潮
」
昭

・
8

）
冒
頭
部
に
も
見
ら
れ
る
。
「
見
た
こ
と
も
な
い
や
う
な
大
き
な
鏡
ば
か
り
の
衣
裳
戸
棚
、
剥
げ
ち
よ

9ろ
の
鏡
台
、
じ
ゆ
く
じ
ゆ
く
音
を
立
て
て
ゐ
る
ス
テ
イ
ム
、
小
さ
な
ナ
イ
ト
・
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
皺
く
ち

や
に
な
つ
て
載
つ
て
ゐ
る
私
の
ふ
だ
ん
吸
つ
た
こ
と
の
な
い
カ
メ
リ
ヤ
の
袋
（
私
は
そ
れ
を
何
処
の
停
車

場
で
買
つ
た
の
だ
か
思
ひ
出
せ
な
い
）
、
そ
れ
か
ら
枕
も
と
に
投
げ
出
さ
れ
た
私
の
で
な
い
ハ
イ
ネ
の
薄

つ
ぺ
ら
な
詩
集
」
と
い
う
よ
う
に
、
旅
先
の
神
戸
の
ホ
テ
ル
で
目
覚
め
た
主
人
公
の
眼
に
映
る
事
物
が
羅

列
的
に
描
写
さ
れ
て
い
く
。
主
人
公
が
旅
先
の
見
慣
れ
ぬ
事
物
を
一
つ
一
つ
認
識
し
て
い
く
過
程
が
、
や

は
り
長
い
形
容
詞
句
を
名
詞
で
受
け
て
並
列
す
る
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

堀
辰
雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
体
験
は
、
昭
和
八
・
九
年
の
連
作
『
美
し
い
村
』
を
そ
の
頂
点
と
す
る
形
で
論

じ
ら
れ
る
が
、
同
作
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

‥
‥
だ
ん
だ
ん
そ
の
別
荘
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
私
は
ま
す
ま
す
心
臓
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
や
う
な
息

苦
し
さ
を
覚
え
出
し
た
が
、
さ
て
い
よ
い
よ
そ
の
真
白
な
柵
の
あ
る
別
荘
が
私
た
ち
の
前
に
見
え
出

し
た
時
は
、
明
り
の
一
ぱ
い
に
落
ち
た
芝
生
の
向
う
の
、
す
つ
か
り
開
け
放
し
た
窓
の
な
か
に
、
私

に
見
覚
え
の
あ
る
大
き
な
円
卓
子
の
一
部
が
見
え
、
人
々
が
食
事
か
ら
立
ち
去
つ
て
か
ら
ま
だ
間
も

な
い
と
い
つ
た
風
に
丸
め
ら
れ
た
ナ
フ
キ
ン
だ
の
、
果
物
の
皮
の
載
つ
た
皿
だ
の
、
か
ら
つ
ぽ
の
珈
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琲
茶
碗
だ
の
が
、
ま
だ
片
づ
け
ら
れ
ず
に
散
ら
か
つ
た
ま
ゝ
、
ま
ぶ
し
い
く
ら
ゐ
電
灯
を
あ
び
て
き

ら
き
ら
と
光
つ
て
ゐ
る
の
を
私
は
自
分
で
も
意
外
な
く
ら
ゐ
な
冷
静
さ
を
も
つ
て
認
め
る
こ
と
が
出

来
た
。
（
『
美
し
い
村
』
）

引
用
部
は
、
高
原
の
「
別
荘
」
に
滞
在
す
る
あ
る
一
家
の
存
在
感
を
、
食
後
の
「
大
き
な
円
卓
子
」
の

上
の
事
物
に
よ
っ
て
暗
示
し
た
箇
所
で
あ
る
。
波
線
部
「
ナ
フ
キ
ン
」
や
「
皿
」
や
「
珈
琲
茶
碗
」
と
い

っ
た
事
物
は
「
ま
ま
ぶ
し
い
く
ら
ゐ
電
灯
を
あ
び
て
き
ら
き
ら
と
光
」
り
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
卓
上
の
什
器

を
光
の
中
で
描
き
出
し
た
あ
の
一
節
を
連
想
さ
せ
る
。
主
人
公
の
「
私
」
は
か
つ
て
親
密
に
交
際
し
て
い

た
こ
の
一
家
と
の
間
に
確
執
を
抱
え
、
そ
の
こ
と
に
心
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
過
去
の
外
傷
的

な
経
験
の
回
帰
と
、
そ
の
過
去
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
自
己
の
発
見
の
過
程
が
、
事
物
の
印
象
を
点
描
的

に
並
列
す
る
文
体
に
よ
っ
て
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
美
し
い
村
』
は
、
「
馬
車
を
待
つ
間
」
や
「
旅
の
絵
」
と
は
異
な
り
、
全
篇
に
こ
う
し
た
文
体
が
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
「
私
」
が
滞
在
す
る
高
原
の
村
の
美
し
さ
は
、
「
私
」
の
認
識

に
飛
び
込
ん
で
く
る
村
の
風
物
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
る
。
異
な
る
季
節
や
天
候
の
も
と
で
、
極
め
て
多

彩
な
木
々
や
花
々
、
昆
虫
や
小
動
物
の
様
子
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
「
私
」
を
含
む
村
の
人
々
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
織
り
込
ま
れ
る
形
で
イ
メ
ー
ジ
が
凝
集
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
「
美
し
い
村
」
の
時
空
を
作
り

上
げ
る
の
が
、
事
物
の
与
え
る
印
象
を
書
き
と
め
る
、
点
描
法
的
な
堀
の
文
体
で
あ
る
。
従
来
、
無
意
志

的
記
憶
や
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
細
部
の
モ
チ
ー
フ
と
の
類
似
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
同
作
は
、

こ
う
し
た
文
体
的
な
試
み
の
集
成
と
い
う
意
味
で
こ
そ
、
堀
の
プ
ル
ー
ス
ト
体
験
の
総
決
算
と
言
え
る
作

品
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
プ
ル
ー
ス
ト
の
翻
訳

堀
辰
雄
の
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
と
同
じ
頃
、
伊
藤
整
編
集
の
季
刊
同
人
誌
「
新
文
学
研
究
」
の
特
集

号
「
プ
ル
ウ
ス
ト
研
究
」
（
昭

・

）
が
刊
行
さ
れ
た
。
海
外
の
プ
ル
ー
ス
ト
論
の
翻
訳
を
中
心
に
構

7

9

成
さ
れ
た
同
号
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
初
の
雑
誌
特
集
号
と
な
っ
た
。
次
い
で
、
昭
和
八
年
十
一
月

刊
行
の
『
岩
波
講
座

世
界
文
学

近
代
作
家
論
』
（
岩
波
書
店
）
に
、
佐
藤
正
彰
が
「
プ
ル
ウ
ス
ト
」
を

執
筆
、
昭
和
九
年
二
月
号
の
「
文
芸
」
の
小
特
集
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
」
に
、
生
島
遼
一
が
「
プ

ル
ウ
ス
ト
の
人
間
喜
劇
」
を
、
伊
吹
武
彦
が
「
プ
ル
ー
ス
ト
釈
義
」
を
執
筆
し
た
。
い
ず
れ
も
プ
ル
ー
ス

ト
に
つ
い
て
の
基
本
情
報
を
提
示
す
る
内
容
で
、
以
後
の
プ
ル
ー
ス
ト
は
学
術
的
な
研
究
対
象
へ
移
行
し

て
い
く
。
堀
辰
雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
取
り
組
み
方
は
、
文
壇
で
の
流
行
現
象
と
も
こ
う
し
た
学
術
的
な
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研
究
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
堀
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
原
文
を
翻
訳
し
、
翻
訳
を
通
じ
て
事
物
の
印
象

を
点
描
す
る
文
体
を
作
り
出
し
た
。

堀
は
「
プ
ル
ウ
ス
ト
覚
書
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
の
中
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
訳
文
に
付

8

5

し
た
自
注
の
中
で
、
「
プ
ル
ウ
ス
ト
の
な
げ
や
り
な
混
雑
し
た
文
体
は
私
の
簡
潔
な
文
体
へ
の
好
み
を
困

ら
せ
る
」
と
述
べ
つ
つ
、
「
さ
う
云
ふ
忠
実
な
混
乱
を
欲
し
い
」*141

と
記
し
て
い
た
。
こ
こ
で
堀
が
い
う

、
、
、
、
、

「
文
体
」
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
原
文
の
中
に
あ
ら
か
じ
め
存
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
翻
訳
の
過
程
を
通

し
て
初
め
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
と
同
時
期
の
小
説
群
を
検
討
す
る
と
、

プ
ル
ー
ス
ト
の
文
章
の
翻
訳
を
通
し
、
『
美
し
い
村
』
に
結
実
す
る
一
つ
の
文
体
が
作
り
出
さ
れ
る
過
程

が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
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第
三
部

古
典
の
翻
訳
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第
五
章

「
物
語
の
女
」
論

―
昼
顔
は
ど
こ
に
咲
い
て
い
る
か

は
じ
め
に

―
物
語
の
女
と
い
う
像

昭
和
九
年
十
月
、
「
文
芸
春
秋
」
に
発
表
さ
れ
た
堀
辰
雄
の
「
物
語
の
女
」
は
、
「
物
語
の
女
の
心
地

も
し
給
へ
る
か
な
」
と
い
う
、
「
紫
式
部
日
記
」
の
一
節
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
い
た
だ
い
て
い
た
。
保
田
與

重
郎
は
こ
れ
を
、
「
「
物
語
の
女
」
一
篇
は
式
部
の
日
記
の
一
句
の
中
に
す
べ
て
を
つ
ゝ
み
こ
ま
れ
て
ゐ

る
」*142

と
評
し
た
。
「
物
語
の
女
」
は
小
説
の
舞
台
を
王
朝
に
置
か
な
い
が
、
保
田
は
あ
え
て
エ
ピ
グ
ラ

フ
の
「
式
部
の
日
記
の
一
句
」
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
お
り
し
も
、
昭
和
九
年
の
文
壇
は
「
文
芸
復
興
」

に
並
行
し
て
「
国
文
学
の
復
興
」*143

を
論
議
し
、
王
朝
文
学
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
。
保
田
の
こ
う

し
た
反
応
は
、
本
作
が
時
代
の
雰
囲
気
の
中
で
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

昭
和
初
年
代
は
、
関
東
大
震
災
後
に
進
展
し
た
本
文
整
備
を
土
台
に
、
王
朝
女
流
日
記
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
が
見
出
さ
れ
、
研
究
が
活
況
を
呈
し
た
時
期
で
あ
る*144

。
「
国
文
学
の
復
興
」
論
議
を
背
景
に
、
国
文

学
者
は
学
術
誌
か
ら
一
般
紙
誌
に
舞
台
を
広
げ
、
啓
蒙
的
な
古
典
評
論
を
執
筆
し
始
め
た
。
女
流
日
記
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
池
田
亀
鑑
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
々
は
彼
等
の
残
し
た
優
秀
な
る
物
語
・
日
記
・
随
筆
・
家
集
を
繙
く
た
び
に
、
そ
の
底
に
流
れ
る

純
情
と
、
真
摯
な
態
度
に
心
う
た
れ
る
と
同
時
に
、
我
々
の
常
に
幻
に
ゑ
が
い
て
ゐ
る
永
遠
の
女
性

、
、
、
、
、

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
さ
へ
屢
々
思
ひ
浮
べ
る
こ
と
が
あ
る
。*145

池
田
亀
鑑
は
、
『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
』
（
至
文
堂
、
昭

）
以
来
、
王
朝
の
女
性
作
者
の
内
面
に
普

2

遍
的
な
美
質
を
読
み
取
り
、
そ
の
姿
を
「
永
遠
の
女
性
」
と
呼
ん
で
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
化
を
進
め
て
い
た
。

ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
に
由
来
す
る
こ
の
理
念
的
な
女
性
像
を
、
池
田
は
描
か
れ
る
対
象
か
ら
書
き

手
の
姿
に
変
換
し
、
王
朝
の
女
性
作
者
と
結
び
つ
け
た*146

。
そ
の
池
田
が
編
集
に
関
わ
っ
た
国
文
学
雑
誌

「
む
ら
さ
き
」*147

は
、
昭
和
九
年
二
月
の
創
刊
以
降
、
王
朝
の
女
性
作
者
を
「
寂
寥
」
・
「
純
粋
」
・
「
永

遠
」
と
い
っ
た
言
葉
で
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
い
く
。
こ
の
傾
向
は
国
文
学
者
の
寄
稿
か
ら
読
者
投
稿
ま
で
広

く
及
び
、
同
誌
の
昭
和
十
年
十
月
号
は
、
そ
の
名
も
ま
さ
に
「
物
語
の
女
性
」
な
る
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

王
朝
の
女
性
作
者
が
自
己
の
内
面
を
省
み
て
書
き
記
す
と
い
う
〈
物
語
の
女
〉
像
は
、
堀
独
自
の
も
の
で

は
な
く
、
同
時
代
の
女
流
日
記
受
容
の
中
で
共
有
さ
れ
た
、
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。こ

う
し
た
時
代
の
気
運
を
背
景
に
、
「
物
語
の
女
」
発
表
後
の
堀
は
、
王
朝
を
舞
台
に
し
た
小
説
群
を
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書
き
始
め
る
。
堀
は
「
蜻
蛉
日
記
」
を
元
に
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
（
「
改
造
」
昭

・

）
と
続
篇
「
ほ

12

12

と
ゝ
ぎ
す
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
を
、
「
更
級
日
記
」
を
元
に
「
姨
捨
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

14

2

15

）
を
執
筆
し
、
寂
し
さ
に
堪
え
る
不
幸
な
女
性
像
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
そ
の
「
姨
捨
」
の
創
作
談
「
姨

7捨
記
」
（
「
文
学
界
」
昭

・

）
に
よ
れ
ば
、
若
き
堀
に
「
更
級
日
記
」
を
勧
め
た
の
は
、
歌
人
の
片

16

8

山
廣
子
だ
っ
た
と
い
う
。
片
山
は
「
物
語
の
女
」
の
主
人
公
「
私
」
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
そ
の
師
は
大
正

十
三
年
に
「
更
級
日
記
」
御
物
本
を
発
見
し
、
錯
簡
を
正
し
て
研
究
を
進
展
さ
せ
た
、
歌
人
の
佐
佐
木
信

綱
で
あ
っ
た
。
信
綱
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
「
家
で
物
語
の
類
を
ひ
た
す
ら
よ
ん
で
を
つ
た
」*148

と
い
う
片

山
は
、
そ
の
指
導
下
で
歌
人
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
随
筆
や
小
説
の
書
き
手
と
し
て
、
ま
た
翻
訳
者
と
し

て
、
当
代
一
流
の
女
性
文
化
人
へ
と
成
長
し
た
。
「
物
語
の
女
」
の
「
私
」
の
モ
デ
ル
は
、
堀
を
王
朝
女

流
日
記
の
世
界
に
導
い
た
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
「
更
級
日
記
」
の
作
者
と
同
様
に
、
物
語
の
読
み
手
か

、
、
、

ら
書
き
手
へ
転
身
し
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

、
、
、

国
文
学
者
の
清
水
文
雄
が
、
「
物
語
の
女
」
と
題
し
た
王
朝
女
流
日
記
論
を
、
こ
の
時
代
の
回
想
か
ら

書
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
文
章
は
一
般
的
な
古
典
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
堀
辰
雄
・
保

田
與
重
郎
・
川
端
康
成
・
三
島
由
紀
夫
の
作
品
に
触
れ
、
女
流
日
記
の
受
容
に
視
座
を
置
い
て
い
る
。
そ

こ
で
清
水
は
「
蜻
蛉
日
記
」
を
論
じ
つ
つ
、
〈
物
語
の
女
〉
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

そ
こ
で
は
、
夫
の
愛
の
独
占
の
た
め
に
、
長
い
年
月
の
あ
い
だ
苦
悩
に
ま
み
れ
な
が
ら
生
き
て
き
た

み
ず
か
ら
が
、
「
人
」
と
し
て
客
体
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
作
品
は
日
記
と
い
う
よ

り
も
、
自
叙
的
物
語
と
で
も
い
つ
た
方
が
適
切
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
夫
の
通
い
を
待
つ
ひ
と
り

の
女
性
が
、
す
で
に
み
ず
か
ら
を
「
物
語
の
女
」
と
し
て
設
定
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。*149

清
水
は
、
書
き
手
が
「
苦
悩
」
す
る
自
己
を
「
人
」
と
し
て
「
客
体
化
」
す
る
「
蜻
蛉
日
記
」
を
、「
日

記
」
よ
り
「
物
語
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
論
じ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
書
き
手
の
姿
勢
を
、
「
み
ず
か
ら

を
「
物
語
の
女
」
と
し
て
設
定
し
て
い
る
」
と
捉
え
る
。
つ
ま
り
清
水
の
言
う
「
物
語
の
女
」
は
、
単
な

る
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
記
の
書
き
手
の
自
己
客
体
化

―
自
己
の
苦
悩
を
対
象
化
し
、
物
語
と

し
て
書
き
記
す

―
を
意
味
し
て
い
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
「
紫
式
部
日
記
」
の
一
節
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
と

す
る
堀
の
「
物
語
の
女
」
も
ま
た
、
「
日
記
」
の
書
き
手
の
「
私
」
が
苦
悩
を
抱
え
た
か
つ
て
の
自
己
を

客
体
化
し
、
そ
の
物
語
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
堀
の
「
物
語
の
女
」
は
、
王
朝
の
女
性
を
描
く

わ
け
で
は
な
い
が
、
清
水
の
言
う
よ
う
な
〈
物
語
の
女
〉
の
意
味
に
お
い
て
、
「
国
文
学
の
復
興
」
の
名

の
も
と
に
こ
の
頃
見
出
さ
れ
た
、
王
朝
女
流
日
記
文
学
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
物
語
の
女
」
か
ら
七
年
後
、
堀
は
本
作
の
「
私
」
の
娘
を
主
人
公
に
据
え
た
続
篇
「
菜
穂
子
」
（
「
中

央
公
論
」
昭

・

）
を
発
表
、
ま
た
二
篇
の
間
を
描
く
「
目
覚
め
」
（
「
文
学
界
」
昭

・

）
を
書

16

3

16

9
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き
上
げ
た
。
堀
は
こ
れ
ら
三
作
を
『
菜
穂
子
』
（
創
元
社
、
昭

）
に
収
録
し
た
際
、
「
物
語
の
女
」
と

16

「
目
覚
め
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
楡
の
家
」
の
「
第
一
部
」
・
「
第
二
部
」
と
し
て
書
き
直
し
た
。
こ
の
た

め
従
来
の
研
究
は
、「
物
語
の
女
」
を
主
に
「
楡
の
家
」
や
「
菜
穂
子
」
へ
至
る
過
渡
的
な
作
品
と
扱
い
、

単
独
の
作
と
し
て
は
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た*150

。
し
か
し
堀
が
「
楡
の
家
」
へ
の
変
更
を
単
な
る
改
稿
と

は
扱
わ
ず
、
「
旧
作
「
物
語
の
女
」
を
改
作
し
た
も
の
」
（
「
追
記
」
、
前
掲
『
菜
穂
子
』
、
傍
点
引
用
者
）

、
、

、
、

と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
何
よ
り
表
題
の
変
更
と
エ
ピ
グ
ラ
フ
の
削
除
に
よ
っ
て
、
「
物
語
の
女
」
と
い
う

言
葉
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る*151

。
本
稿
は
、
「
物
語
の
女
」
が
同
時
代
に
即
応
し
た
絶

妙
な
表
題
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
、
こ
れ
を
一
つ
の
自
律
的
な
作
品
と
し
て
読
み
直
す
試
み
で
あ

る
。一

、
女
の
自
叙
伝
と
し
て
の
日
記

「
物
語
の
女
」
は
「
私
」
が
娘
の
「
お
前
」
に
向
け
て
「
こ
の
日
記
」
を
書
く
と
い
う
宣
言
で
始
ま
る
。

私
は
こ
の
日
記
を
お
前
に
い
つ
か
読
ん
で
貰
ふ
た
め
に
書
い
て
お
か
う
と
思
ふ
。
私
が
死
ん
で
か
ら

何
年
か
経
つ
て
、
（
略
）
お
前
に
も
、
も
つ
と
私
と
打
ち
と
け
て
話
し
て
お
け
ば
よ
か
つ
た
ら
う
と

思
ふ
時
が
来
る
だ
ら
う
、
そ
ん
な
折
の
た
め
に
、
こ
の
日
記
を
書
い
て
お
い
て
や
り
た
い
の
だ
。

従
来
の
研
究
は
、
「
私
」
が
こ
の
文
章
を
「
日
記
」
と
自
称
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
れ
が
日
記
で
あ

る
こ
と
を
自
明
視
し
て
き
た
。
だ
が
、
作
中
人
物
が
日
記
を
書
く
と
述
べ
る
こ
と
と
、
小
説
が
日
記
形
式

を
と
る
こ
と
と
は
別
で
あ
る
。
実
は
、
「
私
」
の
手
記
は
日
ご
と
に
書
か
れ
た
日
記
の
形
式
を
と
ら
ず
、

「
私
が
死
ん
で
か
ら
何
年
か
経
つ
て
」
、
「
お
前
」
が
読
む
こ
と
を
想
定
し
た
、
娘
へ
の
遺
書
の
性
格
を

持
つ
。
こ
の
よ
う
な
手
記
を
、
そ
れ
で
も
「
私
」
は
繰
り
返
し
「
日
記
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

つ
と
に
小
久
保
実
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
物
語
の
女
」
は
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
『
女
の
学
校
』
を

参
考
に
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る*152

。
た
し
か
に
、
両
者
は
と
も
に
女
性
一
人
称
が
二
人
称
で
呼
ぶ

相
手
に
向
け
て
書
く
「
日
記
」
を
内
包
す
る
が
、
そ
の
形
式
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。『
女
の
学
校
』

は
、
亡
き
母
の
「
日
記
」
を
発
見
し
た
娘
と
、
そ
の
「
日
記
」
を
提
示
す
る
作
家
と
い
う
二
重
の
公
開
者

を
設
定
す
る
。
各
記
事
に
は
日
付
が
付
さ
れ
、
日
ご
と
に
記
さ
れ
た
日
録
の
形
式
を
と
る
。

一
方
、
「
物
語
の
女
」
は
「
日
記
」
の
公
開
者
を
置
か
な
い
。
手
記
は
「
そ
の
一
」
と
「
そ
の
二
」
に

二
分
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
こ
の
小
説
の
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
「
私
」
は
自
ら
の
幼
少
期
か
ら
こ
れ
を
書
き

起
こ
し
、
結
婚
と
二
児
の
誕
生
、
夫
の
死
を
た
ど
り
、
作
家
森
於
菟
彦
と
の
出
会
い
を
経
て
、
娘
の
「
お

前
」
と
の
間
に
確
執
が
生
じ
る
過
程
を
記
し
て
い
く
。
日
付
が
付
さ
れ
ず
、
「
数
年
間
私
の
苦
し
ん
で
ゐ
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た
こ
の
部
屋
」
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
手
記
は
出
来
事
か
ら
時
を
隔
て
て
書
か
れ
た
、
「
私
」
の

半
生
の
自
叙
伝
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
私
」
の
手
記
の
形
式
は
、
日
録
と
し
て
の
日
記
と
は

明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
書
き
手
の
半
生
を
綴
っ
た
自
叙
伝
と
い
う
こ
の
手
記
の
特
徴
は
、
同

時
代
の
国
文
学
者
が
王
朝
女
流
日
記
に
見
出
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
書
き
手
の
女
性
が
苦
悩

に
満
ち
た
過
去
を
振
り
返
り
、
自
己
を
客
体
化
し
て
記
し
た
自
叙
伝
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
私
」
の

手
記
は
正
し
く
「
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
私
」
が
抱
え
る
苦
悩
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
手
記
を
書
き
つ
つ
あ
る
現
在
、
「
お

前
」
と
の
間
に
「
気
づ
ま
り
な
重
苦
し
い
空
気
」
が
流
れ
て
い
る
と
述
べ
る
「
私
」
は
、
手
記
執
筆
の
動

機
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

か
う
し
た
鬱
陶
し
い
空
気
が
ま
す
ま
す
濃
く
な
つ
て
来
て
、
何
か
私
た
ち
に
は
予
測
で
き
な
い
や
う

な
悲
劇
が
も
ち
あ
が
ら
う
と
し
て
ゐ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
私
た
ち
自
身
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
ぬ
間
に
私

た
ち
の
ま
は
り
に
起
り
、
そ
し
て
何
事
も
な
か
つ
た
や
う
に
過
ぎ
去
つ
て
行
つ
た
以
前
の
悲
劇
の
影

響
が
、
年
月
の
経
つ
に
つ
れ
て
こ
ん
な
に
目
立
つ
て
来
た
の
で
あ
ら
う
か
、
私
に
は
よ
く
分
ら
な
い
。

―
が
、
恐
ら
く
は
、
私
た
ち
に
は
つ
き
り
と
気
づ
か
れ
ず
に
し
ま
つ
た
何
か
が
あ
つ
た
の
だ
。
そ

れ
が
ど
ん
な
も
の
か
分
ら
な
い
な
が
ら
、
ど
う
や
ら
そ
れ
ら
し
い
と
感
ぜ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
私

は
こ
の
手
記
で
そ
の
正
体
ら
し
い
も
の
を
突
き
止
め
た
い
と
思
ふ
の
だ
。

「
私
」
は
、
「
お
前
」
と
の
気
詰
ま
り
な
「
空
気
」
の
背
後
に
、
「
は
つ
き
り
と
気
づ
か
れ
ず
に
し
ま

つ
た
何
か
」
の
存
在
を
感
じ
、
そ
れ
を
突
き
止
め
る
た
め
に
こ
の
手
記
を
書
き
記
す
の
だ
と
い
う
。
以
後

の
「
私
」
は
、
「
以
前
の
悲
劇
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
過
去
の
出
来
事
を
た
ど
り
直
す
こ
と
で
、
そ
の
「
何

か
」
に
迫
ろ
う
と
す
る
。「
何
事
も
な
か
つ
た
や
う
に
」
過
ぎ
去
っ
た
と
い
う
こ
の
「
以
前
の
悲
劇
」
は
、

「
何
事
も
な
か
つ
た
や
う
に
お
会
ひ
し
、
さ
う
し
て
何
事
も
な
か
つ
た
や
う
に
お
別
れ
し
た
」*153
と
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

後
に
全
く
同
じ
言
葉
に
よ
っ
て
回
想
さ
れ
る
「
私
」
と
森
の
曖
昧
な
恋
愛
関
係
を
、
ま
た
、
そ
の
結
果
母

娘
に
生
じ
た
対
抗
関
係
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
奇
妙
な
こ
と
に
、
読
後
「
何
か
」
の
「
正
体
」
が

十
分
に
解
明
さ
れ
た
と
い
う
印
象
は
与
え
ら
れ
な
い
。

室
生
犀
星
は
本
作
発
表
時
、
「
作
者
は
内
材
の
女
性
に
遠
慮
で
も
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
書
き
惜
し
ん

マ

マ

で
ゐ
る
」
と
指
摘
し
、
「
こ
ゝ
ま
で
書
い
て
く
る
な
ら
ば
、
そ
の
味
の
あ
る
筆
触
で
な
ぜ
ざ
つ
く
り
と
立

ち
割
つ
て
は
い
れ
な
い
の
か
」
と
不
満
を
漏
ら
し
て
い
た*154

。
小
説
の
背
景
事
実
を
念
頭
に
置
い
た
こ
の

評
は
、
「
私
」
の
手
記
の
特
色
を
的
確
に
つ
く
点
で
注
目
に
値
す
る
。
た
と
え
ば
「
私
」
は
「
知
ら
ぬ
間

に
」
、
「
分
ら
な
い
な
が
ら
」
と
出
来
事
を
把
握
し
て
い
な
い
旨
を
強
調
し
、
「
そ
れ
ら
し
い
と
感
ぜ
ら
れ

る
も
の
」
、
「
正
体
ら
し
い
も
の
」
と
対
象
の
輪
郭
を
朧
化
す
る
。
以
後
も
手
記
は
「
私
」
と
森
の
関
係
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の
内
実
を
終
始
明
言
し
な
い
。
つ
ま
り
手
記
は
「
私
」
と
森
と
「
お
前
」
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、「
私
」

が
感
受
し
た
「
何
か
」
の
究
明
を
目
指
す
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
核
心
を
迂
回
し
続
け
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
私
」
が
手
記
に
何
を
書
い
た
か
で
は
な
く
、
手
記
の
宛
先
で
あ
る
「
お
前
」
が
そ
こ
に

、
、
、
、
、
、

何
を
読
む
か
を
考
え
る
と
、
詳
述
さ
れ
な
い
三
者
関
係
の
核
心
に
、
新
た
な
光
が
当
て
ら
れ
る
。
次
は
、

、
、
、
、
、

「
お
前
」
が
手
記
を
発
見
す
る
未
来
の
場
面
を
、
「
私
」
が
予
測
し
て
書
い
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
を
書
き
上
げ
た
ら
、
こ
の
部
屋
の
中
の
何
処
か
人
目
に
つ
か
な
い
や
う
な
と
こ
ろ
に
隠
し

て
置
い
て
や
ら
う
。
‥
‥
（
略
）
お
前
は
、
（
略
）
若
い
娘
の
頃
か
ら
私
の
使
つ
て
ゐ
る
こ
の
古
く

て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
つ
た
机
を
懐
か
し
さ
う
に
い
じ
く
つ
た
り
し
て
ゐ
る
。
そ
の
う
ち
、
お
前
は
ど
う

か
し
た
は
ず
み
に
、
そ
の
硬
く
な
つ
て
開
か
な
く
な
つ
て
ゐ
た
抽
出
し
を
こ
じ
開
け
て
し
ま
ふ
。

（
略
）
そ
の
時
、
お
前
は
そ
の
抽
出
し
の
奥
の
方
に
こ
の
手
記
を
見
つ
け
る
。
‥
‥

未
来
の
「
お
前
」
の
行
動
を
目
前
に
見
る
よ
う
に
描
く
引
用
部
は
、
過
去
を
記
す
手
記
全
体
の
中
で
異

質
な
印
象
を
与
え
る
。
実
は
こ
の
箇
所
は
、
後
に
記
さ
れ
る
「
私
」
の
行
動
と
ひ
そ
か
に
呼
応
す
る
。「
お

前
」
が
手
記
を
見
つ
け
る
の
が
、
机
の
「
抽
出
し
の
奥
の
方
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。「
そ

の
二
」
の
冒
頭
、
森
か
ら
「
雑
誌
の
切
り
抜
き
の
や
う
な
も
の
」
を
送
ら
れ
た
「
私
」
は
、
そ
こ
に
書
か

れ
た
「
恋
愛
詩
の
や
う
な
も
の
」
が
、
「
私
」
の
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
可
能
性
に
思
い
当
た
る
。
こ
の
時

「
私
」
は
、
「
紙
片
を
破
ら
ず
に
」

―
と
、
わ
ざ
わ
ざ
明
記
さ
れ
る

―
「
机
の
抽
出
し
の
ず
つ
と
奥

の
方
に
蔵
」
い
、
こ
の
間
接
的
な
恋
の
証
拠
を
封
印
す
る
。
つ
ま
り
、
二
人
の
関
係
の
秘
密
を
握
る
手
記

と
恋
愛
詩
は
、
時
を
隔
て
て
「
私
」
自
身
の
手
で
同
じ
場
所
に
収
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
い

つ
か
」
、
「
お
前
」
が
手
記
を
発
見
す
る
時
は
、
森
の
詩
が
と
も
に
見
つ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

二
人
の
交
際
を
間
近
で
見
て
き
た
「
お
前
」
に
と
っ
て
、
こ
の
事
実
は
書
か
れ
た
内
容
以
上
に
大
き
な
意

味
を
持
つ
。
「
私
」
の
手
記
と
森
の
詩
を
並
べ
て
読
む
未
来
の
「
お
前
」
は
、
二
人
の
関
係
の
核
心
を
、

恋
愛
と
そ
の
挫
折
と
し
て
読
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
時
重
要
な
の
は
、
「
女
の
学
校
」
で
は
公
開
者
が
手
記
を
読
み
終
え
て
い
る
の
に
対
し
、
「
物
語

の
女
」
に
お
け
る
「
私
」
の
手
記
は
、
い
ま
だ
誰
に
も
読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
私
」
が
右
の

宣
言
通
り
、
書
き
終
え
た
手
記
を
隠
す
場
面
は
作
中
に
存
在
せ
ず
、
手
記
が
机
の
引
き
出
し
に
収
め
ら
れ

る
こ
と
は
一
つ
の
仮
定
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
「
お
前
」
が
手
記
を
発
見
す
る
の
も
「
私
」
の
予
測
に
過
ぎ

ず
、
未
来
の
可
能
性
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
手
記
と
恋
愛
詩
が
同
じ
場
所
に
収
め
ら
れ
る
と
は
、
「
抽

出
し
の
奥
」
と
い
う
言
葉
の
符
合
に
注
意
し
、
「
私
」
の
予
測
と
行
動
を
時
系
列
順
に
整
理
し
て
初
め
て

明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
「
私
」
自
身
が
こ
う
し
た
呼
応
を
意
識
す
る
様
子
は
な
い
。
つ
ま
り
「
お
前
」

が
手
記
と
恋
愛
詩
を
並
べ
て
読
み
、
二
人
の
関
係
の
内
実
を
恋
愛
と
読
む
と
し
て
、
そ
れ
は
確
実
な
未
来
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の
出
来
事
な
の
で
は
な
く
、
何
重
も
の
仮
定
の
末
に
あ
く
ま
で
も
可
能
性
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
二
つ
の
夏

「
物
語
の
女
」
を
構
成
す
る
「
私
」
の
手
記
は
、
時
系
列
に
沿
っ
て
「
そ
の
一
」
と
「
そ
の
二
」
に
二

分
さ
れ
、
そ
の
中
心
に
は
二
つ
の
夏
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
夏
の
風
景
の
中
で
、
「
私
」
と
森

と
「
お
前
」
三
者
の
関
係
は
、
確
実
に
、
し
か
し
「
何
事
も
な
か
つ
た
や
う
に
」
推
移
す
る
。

夫
の
死
後
、
子
供
達
と
Ｏ
村
に
避
暑
に
出
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
「
私
」
は
、
あ
る
夏
、
作
家
の
森
於

菟
彦
と
出
会
う
。
森
は
「
私
」
の
別
荘
を
訪
れ
、
二
人
は
突
然
の
雷
鳴
の
中
、
「
し
ば
ら
く
う
つ
け
た
や

う
に
、
お
互
ひ
に
顔
を
見
合
は
せ
」
る
。
放
心
し
た
男
女
の
見
つ
め
合
い
は
、
心
理
小
説
の
常
套
表
現
で
、

堀
の
旧
作
「
聖
家
族
」
（
「
改
造
」
昭

・

）
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
面
に
お
け
る
「
私
」
と
森
の

5

11

見
つ
め
合
い
は
、
二
人
の
恋
愛
関
係
の
始
ま
り
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
一
年
目
の
夏
の
出
来
事
は
、
き

ま
っ
て
雨
上
が
り
の
晴
天
の
下
で
起
こ
り
、
「
私
」
と
森
の
恋
愛
関
係
は
、
発
展
の
予
感
の
中
に
描
き
出

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
予
感
の
頂
点
を
な
す
の
が
、
二
人
が
分
か
れ
道
で
虹
を
見
上
げ
る
場
面
で
あ
る
。

あ
た
か
も
私
た
ち
が
そ
れ
を
待
ち
で
も
し
て
ゐ
た
か
の
や
う
に
、
美
し
い
虹
が
か
す
か
に
見
え
だ
し

た
。
／
「
ま
あ
、
綺
麗
な
虹
‥
‥
」
と
ひ
と
り
ご
ち
な
が
ら
、
私
は
パ
ラ
ソ
ル
の
な
か
か
ら
そ
れ
を

見
上
げ
た
。
森
さ
ん
も
私
の
そ
ば
に
立
つ
た
ま
ま
、
ま
ぶ
し
さ
う
に
そ
の
虹
を
見
上
げ
て
ゐ
た
。

こ
の
「
美
し
い
虹
」
は
、
「
私
」
と
森
の
共
通
の
思
い
出
と
し
て
、
以
後
の
二
人
に
想
起
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
一
方
、
こ
う
し
た
二
人
の
邂
逅
の
場
面
に
、
「
お
前
」
は
一
貫
し
て
不
在
で
あ
る
。
「
お
前
」

は
「
私
」
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
森
の
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
の
部
屋
を
訪
ね
、
こ
こ
に
森
を
間
に
置
い
た

母
娘
の
対
抗
図
式
の
原
型
が
示
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
そ
の
二
」
に
入
る
と
、
「
私
」
と
森
の
関
係
は
一
転
し
て
決
裂
へ
向
か
う
。
「
私
」
は
、

送
ら
れ
て
き
た
雑
誌
の
切
り
抜
き
で
森
の
恋
愛
詩
を
読
み
、
「
い
つ
た
ん
意
識
し
合
つ
た
上
で
は
、
も
う

こ
れ
か
ら
は
お
会
ひ
す
る
こ
と
さ
へ
出
来
な
い
」
と
考
え
る
。
ま
た
、
「
お
前
」
が
同
じ
詩
を
雑
誌
で
読

ん
だ
可
能
性
に
気
付
き
、
「
お
前
」
を
避
け
て
一
人
苦
悩
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
そ
の
一
」
で
森
に
対

し
て
好
意
を
募
ら
せ
る
様
子
だ
っ
た
「
私
」
は
、
二
人
の
関
係
が
恋
愛
と
し
て
「
お
前
」
の
目
に
映
ろ
う

と
し
た
途
端
、
森
に
対
し
て
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
人
物
関
係
の
変
化
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
や
が
て
訪
れ
た
第
二
の
夏
は
「
鬱
陶
し
い
お
天
気
」

に
閉
ざ
さ
れ
る
。
二
つ
の
夏
の
対
照
は
、
同
じ
場
所
の
描
か
れ
方
を
比
較
す
る
と
よ
く
わ
か
る
。
一
年
目
、

「
私
」
と
森
が
二
人
き
り
で
虹
を
見
た
分
か
れ
道
に
、
翌
年
は
「
お
前
」
を
加
え
た
三
人
が
訪
れ
る
。
前
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年
「
猛
烈
に
繁
茂
」
し
て
い
た
畑
を
指
し
、
次
の
年
の
「
私
」
達
は
「
さ
び
し
さ
う
な
笑
顔
」
を
交
わ
す
。

夕
立
の
名
残
が
爽
や
か
だ
っ
た
「
Ａ
山
」
は
、
「
私
た
ち
の
気
も
ち
を
絶
望
的
に
さ
せ
る
」
。
「
私
」
と
森

に
「
お
前
」
と
明
が
合
流
し
た
場
所
で
、
一
行
は
「
お
互
の
こ
と
を
忘
れ
合
つ
た
や
う
に
」
沈
黙
し
、
森

が
去
っ
て
母
娘
が
取
り
残
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
照
的
な
夏
の
情
景
は
、
単
に
出
来
事
の
背
景
を
な
す

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
二
つ
の
夏
の
対
比
こ
そ
が
、
人
物
関
係
の
変
化

―
「
私
」
と
森
の
間
に
何
か
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
果
た
せ
ず
、
決
定
的
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

―
を
暗
示
す
る
の
で
あ
る
。

「
物
語
の
女
」
発
表
時
、
同
時
代
評
は
口
を
揃
え
て
、
そ
の
自
然
描
写
の
印
象
深
さ
に
言
及
し
て
い
た*155

。

こ
れ
は
、
本
作
の
自
然
が
出
来
事
の
背
景
以
上
の
も
の
を
託
さ
れ
て
い
る
点
を
、
敏
感
に
看
取
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
次
は
そ
う
し
た
自
然
描
写
の
特
色
が
、
最
も
よ
く
表
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

私
は
、
藤
棚
の
下
が
石
畳
に
な
つ
て
ゐ
る
、
そ
の
白
い
石
の
上
に
藤
棚
の
影
が
う
つ
す
ら
と
あ
た
つ

た
り
、
そ
れ
が
ま
た
次
第
に
弱
ま
り
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
消
え
て
ゆ
き
さ
う
に
な
る

―
さ
う
い
ふ

絶
え
間
の
な
い
変
化
を
、
何
か
に
怯
か
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
も
ち
が
し
な
が
ら
見
守
つ
て
ゐ
た
。

あ
た
か
も
こ
の
頃
の
自
分
の
不
安
な
、
落
ち
つ
か
な
い
心
を
そ
つ
く
り
そ
の
ま
ま
そ
れ
に
見
出
し
で

も
し
て
ゐ
る
や
う
に
。

原
子
朗
が
引
用
部
を
、
「
雰
囲
気
の
た
ゆ
た
い
に
よ
る
心
理
の
、
あ
る
い
は
心
理
の
雰
囲
気
の
、
ほ
と

ん
ど
完
璧
な
表
現
」*156

と
評
価
し
た
こ
と
は
卓
見
で
あ
る
。
「
私
」
は
、
見
つ
め
る
藤
棚
の
影
と
自
ら
の

心
内
が
共
鳴
し
た
か
の
よ
う
に
、「
何
か
に
怯
か
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
も
ち
」
を
抱
く
。
こ
の
箇
所
は
、

初
め
て
「
私
」
の
別
荘
を
訪
れ
た
森
が
「
藤
棚
」
の
下
に
立
つ
場
面
と
響
き
合
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
私
」

の
「
気
も
ち
」
は
森
に
対
す
る
感
情
と
推
測
さ
れ
る
。
「
何
か
」
、
「
や
う
な
」
と
朧
化
さ
れ
た
こ
の
「
気

も
ち
」
は
、
心
理
と
い
う
よ
り
漠
然
と
し
た
、
気
分
に
近
い
も
の
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、「
心

理
の
雰
囲
気
」
と
い
う
原
の
表
現
は
的
確
で
あ
る
。
ま
た
原
が
そ
れ
を
、
「
雰
囲
気
の
た
ゆ
た
い
に
よ
る

心
理
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
引
用
部
に
は
、
「
不
安
」
と
い
う
心
理
を
直
接
意
味
す
る

言
葉
も
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
「
私
」
の
心
内
を
十
分
に
言
い
表
し
て
い
な
い
。
こ
の
時
の
「
私
」
は
森

に
対
す
る
心
変
わ
り
を
抱
え
つ
つ
、
そ
う
し
た
動
揺
を
打
ち
消
そ
う
と
も
し
て
お
り
、
そ
の
心
は
ま
さ
に

藤
棚
の
影
の
「
絶
え
間
の
な
い
変
化
」
の
よ
う
に
揺
れ
動
い
て
い
る
。
「
不
安
」
と
い
う
固
定
的
な
言
葉

で
は
表
現
し
尽
く
せ
な
い
「
私
」
の
心
の
揺
ら
ぎ
は
、
た
ゆ
た
う
藤
棚
の
影
と
い
う
風
景
と
し
て
、
こ
の

場
面
に
定
着
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

書
き
手
の
「
私
」
は
、
こ
の
時
の
「
私
」
の
姿
に
、
「
あ
た
か
も
こ
の
頃
の
不
安
な
、
落
ち
つ
か
な
い

心
」
を
「
見
出
し
で
も
し
て
ゐ
る
や
う
に
」
と
い
う
説
明
を
さ
ら
に
重
ね
て
い
る
。
倒
置
し
て
付
け
加
え

ら
れ
た
こ
の
一
文
は
、
「
私
」
の
心
理
を
よ
り
詳
し
く
解
き
明
か
す
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
書
き
手
の
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「
私
」
と
過
去
の
「
私
」
の
間
に
、
「
あ
た
か
も
」
、
「
や
う
に
」
と
婉
曲
し
て
し
か
心
理
を
説
明
し
え
な

い
、
埋
め
が
た
い
距
離
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
書
き
手
の
「
私
」
は
、
過
去
の
「
私
」

の
「
気
も
ち
」
を
遠
く
眺
め
る
位
置
へ
後
退
す
る
。
つ
ま
り
手
記
を
書
く
「
私
」
は
、
風
景
と
そ
れ
を
見

つ
め
る
人
物
を
、
一
つ
の
タ
ブ
ロ
ー
と
し
て
遠
景
化
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
自
己
の
他
者
化

堀
辰
雄
は
、
「
物
語
の
女
」
の
直
前
に
発
表
し
た
エ
ッ
セ
イ
「
小
説
の
こ
と
な
ど

―
モ
オ
リ
ア
ツ
ク

の
小
説
論
を
読
ん
で
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
が
「
自
分
自
身
の
物
語
」

9

7

ば
か
り
を
書
い
て
き
た
こ
と
を
、
批
判
的
に
述
懐
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
認
識
を
踏
ま
え
る
よ
う
に
、
後

年
堀
は
「
物
語
の
女
」
を
、
「
自
分
自
身
で
は
な
い
或
物
の
裡
に
自
分
を
置
い
て
書
か
う
と
試
み
た
最
初

の
作
品
」
（
「
序
」
、
前
掲
『
聖
家
族
』
）
と
位
置
づ
け
た
。
な
る
ほ
ど
本
作
は
、
堀
の
小
説
の
中
で
初
め

て
、
女
性
一
人
称
の
手
記
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
「
自
分
自
身
で
は
な
い
或
物
の
裡
に
自
分
を
置
」
く

と
は
、
ま
ず
は
こ
の
よ
う
に
、
書
き
手
の
「
私
」
が
作
者
の
分
身
で
は
な
い
、
女
性
一
人
称
を
と
る
点
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
の
書
き
手
の
「
私
」
が
過
去
の
「
自
分
自
身
」

を
も
、
あ
た
か
も
他
人
の
よ
う
に
書
き
記
す
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
森
が
「
私
」
の
別
荘
を
訪
れ
た
場
面
で
、
「
私
た
ち
」
は
風
景
を
「
ま
ぶ
し
さ
う
」
に
眺

め
、
「
気
持
よ
さ
さ
う
」
に
風
に
吹
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
数
日
後
、
「
私
」
は
窓
の
外
の
稲
妻
に
「
さ

も
面
白
い
も
の
で
も
見
る
や
う
に
」
見
入
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
き
手
の
「
私
」
は
、
随
所
で
過
去

の
「
私
」
の
動
作
に
「
や
う
な
」
や
「
さ
う
な
」
と
い
う
助
動
詞
を
加
え
、
「
私
」
自
身
を
外
側
か
ら
眺

め
る
よ
う
に
描
く
。
一
人
称
の
人
物
の
動
作
に
「
や
う
な
」
や
「
さ
う
な
」
を
付
し
て
距
離
化
す
る
手
法

は
、
堀
が
初
期
か
ら
好
ん
で
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
作
で
は
そ
れ
が
、
「
私
」
が
書
く
手
記
の
中
で
、

過
去
の
「
私
」
を
他
者
化
す
る
と
い
う
形
で
提
出
さ
れ
る
。
「
自
分
自
身
で
は
な
い
或
物
の
裡
に
自
分
を

置
」
く
と
は
、
こ
の
よ
う
な
作
中
の
「
私
」
に
よ
る
過
去
の
自
身
の
他
者
化
と
い
う
点
こ
そ
を
意
味
す
る

言
葉
と
し
て
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
私
」
の
他
者
化
が
一
つ
の
極
ま
り
を
見
せ
る
の
が
、
「
私
」
が
窓
の
外
を
眺
め
て
物
思
い

に
耽
る
、
次
の
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

こ
の
二
三
日
で
、
ほ
ん
と
う
に
す
つ
か
り
秋
め
い
て
来
て
し
ま
つ
た
。
朝
な
ど
、
か
う
し
て
窓
ぎ
は

に
一
人
き
り
で
何
と
い
ふ
こ
と
な
し
に
物
思
ひ
に
耽
つ
て
ゐ
る
と
、
（
略
）
山
々
の
襞
ま
で
が
一
つ

一
つ
く
つ
き
り
と
見
え
て
く
る
や
う
に
、
過
ぎ
去
つ
た
日
々
の
と
り
と
め
の
な
い
思
ひ
出
が
、
そ
の
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微
細
な
も
の
ま
で
私
に
思
ひ
出
さ
れ
て
く
る
や
う
な
気
が
す
る
。
が
、
そ
れ
は
そ
ん
な
気
も
ち
の
す

る
だ
け
で
、
（
略
）
何
と
も
云
ひ
や
う
の
な
い
悔
ひ
の
や
う
な
も
の
が
湧
い
て
く
る
ば
か
り
だ
。
／

日
暮
れ
ど
き
な
ど
、
南
の
方
で
し
き
り
な
し
に
稲
光
り
が
す
る
。
音
も
な
く
。
私
は
ぼ
ん
や
り
頬
杖

を
つ
い
て
、
（
略
）
窓
硝
子
に
自
分
の
額
を
押
し
つ
け
な
が
ら
、
そ
れ
を
飽
か
ず
に
眺
め
て
ゐ
る
。

痙
攣
的
に
目
た
た
き
を
し
て
ゐ
る
、
蒼
ざ
め
た
一
つ
の
顔
を
硝
子
の
向
う
に
浮
べ
な
が
ら
‥
‥

引
用
部
を
含
む
「
そ
の
一
」
末
尾
は
現
在
時
制
を
と
り
、
「
こ
の
二
三
日
で
」
、
「
か
う
し
て
」
と
い
っ

た
近
称
指
示
と
相
俟
っ
て
、
過
去
へ
の
時
間
的
距
離
が
消
失
す
る
。
そ
の
た
め
、
描
か
れ
て
い
る
の
が
過

去
の
「
私
」
の
こ
と
な
の
か
、
手
記
を
書
き
つ
つ
あ
る
書
き
手
の
「
私
」
の
こ
と
な
の
か
が
曖
昧
に
な
っ

て
く
る
。
た
と
え
ば
、
「
過
ぎ
去
つ
た
日
々
」
が
「
思
ひ
出
さ
れ
て
く
る
や
う
な
気
が
す
る
」
の
は
、
実

際
に
は
過
去
の
「
私
」
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
と
り
と
め
の
な
い
思
ひ
出
」
を
、
「
山
々
の
襞
ま

で
が
一
つ
一
つ
く
つ
き
り
と
見
え
て
く
る
や
う
に
」
思
い
出
す
と
は
、
先
の
藤
棚
の
影
の
場
面
の
よ
う
に
、

個
々
の
出
来
事
を
風
景
の
中
で
再
現
し
て
い
く
、
書
き
手
の
「
私
」
の
想
起
の
仕
方
に
こ
そ
当
て
は
ま
る
。

ま
た
過
去
の
「
私
」
が
「
悔
ひ
の
や
う
な
も
の
」
を
感
じ
る
と
同
様
に
、
書
き
手
の
「
私
」
も
過
去
へ
の

後
悔
を
抱
い
て
手
記
を
綴
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
窓
外
を
眺
め
る
過
去
の
「
私
」
の
姿

に
は
、
書
き
手
の
「
私
」
が
過
去
を
回
想
し
て
手
記
を
綴
る
姿
が
浸
透
し
、
過
去
の
「
私
」
の
姿
に
書
き

手
の
「
私
」
の
姿
が
重
ね
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
単
に
過
去
の
「
私
」
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
過
去
の
「
私
」
の
姿
に
書
き
手
の
「
私
」
の
姿
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

窓
辺
で
物
思
い
に
耽
る
こ
の
時
の
「
私
」
の
姿
は
、
苦
悩
を
抱
え
た
か
つ
て
の
自
己
を
省
み
て
手
記
に

書
き
記
す
と
い
う
〈
物
語
の
女
〉
像
を
、
最
も
よ
く
体
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
私
」
は
「
窓
硝
子
に

自
分
の
額
を
押
し
つ
け
」
て
、
「
硝
子
の
向
う
」
に
映
る
自
身
の
顔
の
反
射
像
と
向
き
合
っ
て
い
る
。
こ

の
「
私
」
の
顔
の
鏡
像
は
、
「
蒼
ざ
め
た
一
つ
の
顔
」
と
対
象
化
さ
れ
、
あ
た
か
も
「
私
」
と
は
別
人
の

顔
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
書
き
手
の
「
私
」
の
姿
を
透
か
し
見
れ
ば
、
他
人
同
士
の
よ
う
な
「
私
」
の

、
、
、
、
、
、
、
、

顔
と
そ
の
鏡
像
に
は
、
書
き
手
の
「
私
」
が
自
身
を
他
人
の
よ
う
に
対
象
化
し
て
手
記
に
書
き
取
る
と
い

、
、
、
、
、
、

う
、
書
き
手
の
自
己
客
体
化
の
構
造
を
重
ね
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
自
己
の
鏡
像
を
見
つ
め

て
物
思
い
に
耽
る
窓
辺
の
「
私
」
の
姿
は
、
〈
物
語
の
女
〉
の
形
象
化
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

手
記
の
書
き
手
の
「
私
」
は
、
こ
う
し
て
〈
物
語
の
女
〉
と
し
て
提
出
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
森
が
「
私
」
に
「
恋
愛
詩
の
や
う
な
も
の
」
を
送
っ
た
こ
と
が
改
め
て
注

目
さ
れ
る
。
実
は
「
私
」
の
手
記
は
、
こ
の
「
恋
愛
詩
の
や
う
な
も
の
」
と
い
う
表
現
を
除
き
、
二
人
の

関
係
を
恋
愛
と
い
う
言
葉
で
指
示
し
な
い
。
王
朝
女
流
日
記
の
世
界
で
は
、
男
女
関
係
の
契
機
と
し
て
歌

の
贈
答
と
い
う
行
為
が
重
視
さ
れ
る
。
森
の
送
る
「
恋
愛
詩
の
や
う
な
も
の
」
は
、
こ
の
贈
答
歌
の
変
形
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と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
私
」
は
「
わ
れ
を
こ
そ
君
は
愛
さ
ん
、
わ
れ
君
を
苦
し
め
た
れ
ば
」

と
い
う
詩
の
一
節
を
、「
何
の
こ
と
や
ら
分
ら
ず
」
口
ず
さ
む
う
ち
、
突
如
そ
れ
が
「
私
に
宛
て
ら
れ
た
」

可
能
性
に
気
づ
く
。
こ
の
詩
が
五
七
音
を
並
べ
た
文
語
調
で
、
あ
た
か
も
歌
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
は
偶
然

で
は
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
詩
の
内
容
以
上
に
、
歌
の
よ
う
な
詩
を
送
付
す
る
行
為
そ
の
も
の
が
森
の
心
情

を
雄
弁
に
示
す
。
だ
か
ら
「
私
」
は
、
詩
の
詠
う
対
象
が
誰
か
確
証
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森
が
「
お

気
持
」
を
「
お
打
ち
明
け
に
な
つ
た
」
と
受
け
取
る
。
一
方
、
「
私
」
は
一
貫
し
て
森
に
返
事
を
返
さ
な

い
。
歌
の
贈
答
の
不
成
立
を
も
っ
て
、
「
私
」
と
森
の
恋
の
終
焉
が
暗
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
歌
の
引
用

「
物
語
の
女
」
の
「
私
」
・
「
お
前
」
・
森
・
明
の
モ
デ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
片
山
廣
子
・
娘
總
子
・
芥
川

龍
之
介
・
堀
辰
雄
と
さ
れ
て
い
る*157

。
大
正
十
三
年
と
翌
十
四
年
の
夏
、
芥
川
龍
之
介
と
片
山
廣
子
は
軽

井
沢
に
避
暑
に
出
掛
け
、
そ
こ
で
芥
川
晩
年
の
恋
と
も
称
さ
れ
る
、
片
山
と
の
交
友
の
端
緒
が
築
か
れ
た
。

堀
は
二
年
目
の
夏
に
二
人
と
行
動
を
と
も
に
し
、
そ
の
体
験
を
元
に
、
後
年
「
物
語
の
女
」
を
書
き
上
げ

た
。
と
こ
ろ
で
、
堀
が
こ
の
夏
の
思
い
出
を
書
き
留
め
た
メ
モ*158

に
、
芥
川
と
片
山
の
連
作
歌
「
越
び

と
」
と
「
日
中
」*159

の
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
実
は
、
堀
は
「
物
語
の
女
」
執
筆

に
際
し
て
こ
れ
ら
の
歌
を
参
照
し
た
と
推
測
さ
れ
、
「
物
語
の
女
」
に
は
二
つ
の
連
作
に
加
え
、
他
の
片

山
の
歌
を
下
敷
き
に
し
た
と
思
し
き
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る*160

。

谷
田
昌
平
・
山
崎
麻
由
美
・
川
村
湊
は
、
歌
と
小
説
を
詳
し
く
対
照
し
、
歌
の
単
語
が
変
形
・
断
片
化

さ
れ
、
小
説
の
細
部
に
逐
語
的
に
流
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た*161

。
こ
う
し
た
言
葉
の
流
用

の
仕
方
を
、
こ
こ
で
は
広
く
引
用
と
呼
ん
で
お
く
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
モ
デ
ル
問
題
の
一
環
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
た
。
だ
が
歌
の
引
用
は
、
背
景
と
な
っ
た
出
来
事
を
参
照
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
言
葉
の
引

用
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
初
期
以
来
の
堀
が
、
自
作
の
細
部
に
西
欧
小
説
の

一
節
を
逐
語
的
に
流
用
し
て
き
た
姿
勢
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
る*162

。

こ
れ
ら
の
歌
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
わ
か
る
形
で
は
引
用
さ
れ
ず
、
同
時
代
の
読
者
が
気
づ
い
た
と
は
考

え
に
く
い
。
だ
が
「
物
語
の
女
」
は
一
方
で
、
歌
の
引
用
の
事
実
を
ひ
そ
か
に
暗
示
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
数
日
後
、
か
あ
つ
と
日
の
照
り
つ
け
る
や
う
な
日
が
続
き
だ
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
射

し
は
す
で
に
秋
の
日
ざ
し
で
あ
つ
た
。
ま
だ
日
中
は
と
て
も
暑
か
つ
た
け
れ
ど
も
。
」
と
い
う
一
節
に
は
、

倒
置
し
て
加
え
ら
れ
た
一
文
に
、
片
山
の
連
作
「
日
中
」
の
題
名
が
不
自
然
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
。
つ
ま

り
「
物
語
の
女
」
は
引
用
の
証
拠
を
わ
ず
か
に
残
し
、
歌
と
小
説
が
並
べ
て
読
ま
れ
る
未
来
を
予
示
し
て



- 82 -

い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
で
は
、
歌
を
「
物
語
の
女
」
と
並
べ
て
読
む
時
に
、
何
が
見
え
て
く
る
の
か
。

「
そ
の
二
」
の
後
半
部
に
、
「
丁
度
日
ざ
か
り
で
、
砂
の
白
く
乾
い
た
道
の
上
に
は
私
た
ち
の
影
は
ほ

と
ん
ど
落
ち
な
い
位
だ
つ
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
馬
糞
が
光
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
そ
の
上
に
は
い
く
つ

も
小
さ
な
蝶
が
む
ら
が
つ
て
ゐ
た
。
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
片
山
「
日
中
」
の
、
「
日
の
照
り

の
い
ち
め
ん
に
お
も
し
路
の
う
へ
の
馬
糞
に
う
ご
く
青
き
蝶
の
む
れ
」
と
い
う
歌
と
、
芥
川
「
越
び
と
」

の
歌
の
一
節
、
「
日
ざ
か
り
の
馬
糞
に
ひ
か
る
蝶
の
し
づ
け
さ
」
を
下
敷
き
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
川

村
湊
が
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
二
首
の
関
係
に
つ
い
て
、
芥
川
が
片
山
の
歌
を
「
本
歌
取
り
」
し
た
と
比
喩

的
に
述
べ
た
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る*163

。
堀
が
、
呼
応
関
係
に
あ
る
こ
の
二
つ
の
歌
を
「
物
語
の
女
」
に

意
図
的
に
引
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
実
は
右
の
箇
所
で
は
、
一
見
よ
く
似
た
両
作
の
一
語
一
語
が
、

順
番
に
交
叉
す
る
よ
う
な
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
現
実
の
人
物
関
係
や
詠
歌
上
の
意
図
、
あ
る
い
は
「
私
」
の
手
記
が
書
き
記
す
物
語
と
は
区

別
し
て
、
歌
の
引
用
に
眼
を
向
け
た
時
に
初
め
て
見
え
て
く
る
、
も
う
一
つ
の
物
語
を
読
む
こ
と
が
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
私
」
の
手
記
は
森
の
恋
愛
詩
に
返
答
し
な
い
「
私
」
を
描
き
、
二
人
の

恋
の
終
焉
を
暗
示
す
る
。
だ
が
小
説
に
隈
な
く
引
用
さ
れ
て
い
る
片
山
の
歌
は
、
右
の
箇
所
で
「
越
び
と
」

か
ら
引
用
さ
れ
た
歌
と
応
答
す
る
。
つ
ま
り
片
山
の
歌
は
、
引
用
と
い
う
形
で
「
物
語
の
女
」
に
潜
在
さ

せ
ら
れ
た
女
の
返
歌
な
の
で
あ
り
、
実
は
引
用
の
次
元
で
、
男
女
の
歌
の
贈
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
わ
け

、
、
、
、

で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
時
、
右
の
引
用
部
直
後
の
、
次
の
不
思
議
な
場
面
の
意
味
も
理
解
さ
れ
る
。

再
会
し
た
「
私
」
と
森
と
「
お
前
」
は
、
前
年
と
同
じ
分
か
れ
道
に
出
掛
け
る
。
「
私
」
達
が
迎
え
の

自
動
車
の
埃
を
避
け
よ
う
と
「
道
ば
た
の
草
の
中
」
に
退
避
し
た
と
こ
ろ
で
、
以
下
の
引
用
部
が
続
く
。

さ
う
し
て
私
た
ち
は
そ
の
ま
ま
そ
の
草
の
中
に
お
互
に
さ
も
疲
れ
た
や
う
な
顔
つ
き
を
し
な
が
ら
突

つ
立
つ
て
ゐ
た
。
私
は
そ
の
瞬
間
、
去
年
矢
張
り
か
う
し
て
此
処
に
あ
の
方
と
並
ん
で
立
つ
て
ゐ
た

あ
の
時
か
ら
ず
つ
と
そ
の
ま
ま
立
ち
続
け
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
、
さ
う
し
て
そ
の
間
私
は

限
り
な
く
長
い
夢
を
見
つ
づ
け
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
し
ら
と
云
ふ
気
が
ふ
と
し
た
。
そ
ん
な
気
が

し
な
が
ら
、
私
は
ぼ
ん
や
り
と
私
た
ち
の
足
も
と
に
た
つ
た
一
輪
ぽ
つ
か
り
と
う
す
紅
い
花
が
咲
い

て
ゐ
る
の
を
見
つ
め
て
ゐ
た
。
私
は
誰
と
い
ふ
こ
と
も
な
し
に
「
昼
顔
」
と
さ
さ
や
い
た
や
う
な
気

が
し
た
。
‥
‥
ず
つ
と
向
う
ま
で
行
き
過
ぎ
て
か
ら
や
つ
と
私
た
ち
に
気
が
つ
い
て
引
つ
返
し
て
来

た
自
動
車
に
一
人
だ
け
お
乗
り
に
な
つ
た
あ
の
方
を
お
見
送
り
し
て
し
ま
つ
て
か
ら
も
、
私
た
ち
は

う
つ
け
た
や
う
に
何
時
ま
で
も
そ
ん
な
草
の
中
に
立
つ
て
ゐ
た
。
／
「
さ
つ
き
此
処
い
ら
で
昼
顔
を

見
た
ん
だ
け
れ
ど
、
も
う
な
い
わ
ね
」
（
略
）
「
昼
顔
？
」
／
「
だ
つ
て
、
さ
つ
き
昼
顔
が
咲
い
て

ゐ
る
と
云
つ
た
の
は
お
前
ぢ
や
な
か
つ
た
？
」
／
「
私
、
知
ら
な
い
わ
‥
‥
」
（
略
）
さ
つ
き
ど
う
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し
て
も
見
た
や
う
な
気
の
し
た
そ
の
花
は
、
し
か
し
、
い
く
ら
其
処
い
ら
を
眼
で
捜
し
て
見
て
も
も

う
見
つ
か
ら
な
か
つ
た
。
私
に
は
そ
れ
が
何
だ
か
ひ
ど
く
妙
奇*164

な
こ
と
の
よ
う
に
思
は
れ
た
。

右
の
箇
所
は
、
片
山
「
日
中
」
の
、
「
友
だ
ち
と
別
れ
む
と
し
て
草
の
な
か
の
ひ
る
が
ほ
の
花
を
み
つ

け
た
る
か
な
」
と
い
う
歌
を
引
用
し
、
場
面
全
体
が
歌
を
敷
衍
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
歌
の
発

話
者
が
、
「
友
だ
ち
」
と
の
別
離
の
場
面
で
、
「
草
の
な
か
」
に
咲
く
「
ひ
る
が
ほ
」
を
見
つ
け
る
の
と

同
様
に
、
「
私
」
は
森
と
の
別
れ
に
際
し
、
「
草
の
中
」
の
「
昼
顔
」
を
見
つ
め
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
こ
の
昼
顔
が
や
が
て
「
私
」
の
前
か
ら
姿
を
消
し
、「
私
」
が
そ
の
こ
と
を
「
何
だ
か
ひ
ど
く
奇
妙
」

と
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
私
」
が
直
感
し
た
「
奇
妙
」
さ
は
、
出
来
事
の
不
可
解
さ
以
上
の
何

か
を

―
お
そ
ら
く
は
、
「
私
」
が
見
た
昼
顔
が
「
日
中
」
の
歌
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

、
、
、
、
、

―
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
「
日
中
」
の
歌
か
ら
引
用
さ
れ
、
「
私
」
に
垣
間
見
え
て
は

消
え
る
一
輪
の
昼
顔
と
は
何
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
ど
こ
に
咲
い
て
い
る
の
か
。

「
私
」
に
昼
顔
が
見
え
た
の
は
、
「
私
」
が
「
去
年
矢
張
り
か
う
し
て
此
処
に
あ
の
方
と
並
ん
で
立
つ

て
ゐ
た
あ
の
時
か
ら
ず
つ
と
そ
の
ま
ま
立
ち
続
け
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
」
と
い
う
「
気
」
が
し

た
「
瞬
間
」
で
あ
る
。
「
あ
の
時
」
と
は
、
「
私
」
と
森
が
こ
の
場
所
で
「
美
し
い
虹
」
を
見
た
前
年
の

夏
を
指
す
が
、
こ
こ
に
は
単
に
過
去
を
回
想
す
る
「
私
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
私
」
は
森

と
の
関
係
が
発
展
の
予
感
の
中
に
あ
っ
た
、
あ
の
第
一
の
夏
の
連
続
す
る
時
空
間
に
、
実
際
に
立
っ
て
い

る
か
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
迎
え
の
自
動
車
は
な
ぜ
か
「
ず
つ
と
向
う
ま
で
行
き
過
ぎ
て
か

、
、
、
、
、
、
、

ら
や
つ
と
私
た
ち
に
気
が
つ
い
て
引
つ
返
し
て
来
」
る
。
そ
れ
は
昼
顔
を
見
つ
め
る
「
私
」
達
が
そ
の
場

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
ら
姿
を
消
し
、
そ
の
た
め
に
自
動
車
が
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
の

「
私
」
に
は
、
森
と
の
別
離
を
迎
え
よ
う
と
す
る
第
二
の
夏
で
は
な
く
、
森
と
の
恋
愛
関
係
が
発
展
の
可

能
性
の
中
に
あ
っ
た
、
第
一
の
夏
が
ま
ざ
ま
ざ
と
現
前
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
「
私
」
は
そ
の
第
一
の

夏
の
延
長
に
、
現
に
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。
や
が
て
森
が
そ
の
場
か
ら
去
る
と
、
昼
顔
も

ま
た
見
え
な
く
な
る
。
つ
ま
り
「
私
」
に
垣
間
見
え
る
昼
顔
は
、
第
一
の
夏
の
延
長
に
立
つ
「
私
」
に
だ

け
見
え
る
、
第
一
の
夏
の
所
在
を
示
す
花
な
の
で
あ
る
。

こ
の
花
は
、
実
は
地
の
文
で
は
一
度
も
「
昼
顔
」
と
名
指
さ
れ
な
い
。
「
私
」
が
最
初
見
つ
め
て
い
た

の
は
「
う
す
紅
い
花
」
で
あ
り
、
「
私
」
は
自
ら
の
う
ち
に
響
い
た
「
昼
顔
」
と
い
う
囁
き
に
言
葉
を
与

、
、
、
、

え
ら
れ
て
、
初
め
て
こ
の
花
を
昼
顔
と
認
識
し
、
会
話
の
中
で
事
後
的
に
「
昼
顔
を
見
た
」
と
振
り
返
る
。

、
、
、
、

つ
ま
り
、
そ
の
場
に
咲
い
て
い
た
花
よ
り
も
、
「
昼
顔
」
と
い
う
囁
き
こ
そ
が
昼
顔
の
花
の
起
源
だ
と
言

え
る
。
で
は
「
私
」
は
こ
の
時
、
一
体
誰
の
声
を
聞
い
た
の
か
。
囁
き
は
「
誰
と
い
ふ
こ
と
も
な
し
に
」

発
せ
ら
れ
た
と
「
私
」
に
感
じ
ら
れ
、
そ
の
場
の
人
物
の
声
と
は
考
え
に
く
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
私
」
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が
こ
れ
を
「
お
前
」
の
声
と
取
り
違
え
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
囁
き
が
女
の
声
と
し
て
聞
こ
え
た
こ
と

、
、
、
、
、
、

を
裏
付
け
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
私
」
は
こ
の
場
面
に
実
際
に
響
い
た
声
で
は
な
く
、
「
日
中
」
の
「
昼

顔
」
の
歌
を
聞
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
「
私
」
の
う
ち
に
響
い
た
誰
の
も
の
と
も

、
、
、
、
、

つ
か
ぬ
囁
き
は
、
「
物
語
の
女
」
に
引
用
さ
れ
た
歌
へ
の
参
照
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
も
う
一
つ
の
物
語
の

場
所
を
、
す
な
わ
ち
潜
在
す
る
女
の
返
歌
が
読
ま
れ
る
領
域
を
指
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

、
、
、
、

「
眼
で
捜
し
て
見
て
も
」
見
つ
か
ら
な
い
昼
顔
は
、
第
二
の
夏
の
「
草
の
中
」
に
咲
く
の
で
は
な
い
。

こ
の
花
は
第
一
の
夏
の
連
続
に
お
い
て
、
「
私
」
と
森
の
間
に
恋
愛
が
成
就
す
る
よ
う
な
理
念
的
な
場
所

に
、
す
な
わ
ち
小
説
内
の
事
実
と
し
て
は
実
現
し
え
な
い
が
、
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ
れ
仮
想
さ
れ

る
場
所
に
咲
く
の
で
あ
り
、
そ
の
場
所
は
「
物
語
の
女
」
に
歌
を
並
置
し
て
読
む
時
に
開
か
れ
る
。
こ
の

場
面
以
後
、
歌
の
引
用
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
昼
顔
の
消
滅
を
も
っ
て
、
歌
の
引
用
が
開
く
も
う
一
つ
の

物
語
も
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
「
私
」
の
手
記
は
、
「
私
」
と
森
の
関
係
が
恋
愛
と
し
て
成
り
立
ち
得

な
か
っ
た
一
連
の
出
来
事
を
書
き
記
し
て
き
た
。
し
か
し
「
物
語
の
女
」
は
歌
の
引
用
を
通
し
て
、「
私
」

と
森
の
恋
愛
が
成
就
す
る
理
念
的
な
場
所
を
、
一
輪
の
昼
顔
に
よ
っ
て
指
し
示
す
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
王
朝
小
説
の
系
譜

先
の
場
面
で
、
「
私
」
が
見
た
と
い
う
昼
顔
を
、
「
お
前
」
が
「
私
、
知
ら
な
い
わ
‥
‥
」
と
否
認
す

る
こ
と
は
、
母
娘
に
与
え
ら
れ
た
役
割
の
相
違
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
小
説
の
末
尾
を
見
て
み
よ
う
。

い
つ
も
私
の
坐
り
つ
け
て
ゐ
る
窓
ぎ
わ
に
、
お
前
が
よ
く
私
の
し
て
ゐ
る
や
う
な
頬
杖
を
つ
い
た
ま

ま
ぼ
ん
や
り
と
靠
れ
て
ゐ
る
の
を
認
め
た
。
（
略
）
お
前
は
い
き
な
り
そ
ん
な
私
の
方
を
向
い
て
、

殆
ん
ど
な
じ
る
や
う
な
語
気
で
、
／
「
何
処
へ
行
つ
て
い
ら
し
つ
た
の
？
」
と
私
に
訊
い
た
。
私
は

お
前
が
私
を
嫉
妬
し
て
ゐ
る
ら
し
い
こ
と
を
苦
し
い
ほ
ど
は
つ
き
り
と
感
じ
た
‥
‥

「
お
前
」
が
「
私
」
と
「
そ
つ
く
り
な
姿
勢
」
で
、
窓
辺
で
物
思
い
に
耽
る
姿
を
反
復
す
る
こ
と
は
、

も
う
一
人
の
〈
物
語
の
女
〉
の
登
場
を
予
感
さ
せ
る*165

。
だ
が
こ
の
こ
と
は
母
娘
の
同
質
性
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
差
異
を
際
立
た
せ
る
。
引
用
部
で
は
、
時
の
経
過
に
つ
れ
て
顕
在
化
し
て
き
た
母
娘
の
対
抗

関
係
が
、
遂
に
「
嫉
妬
」
と
い
う
言
葉
で
明
確
化
さ
れ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
「
私
」
と
森
の
恋
愛
関
係
は
、

「
お
前
」
の
介
在
で
決
裂
に
向
か
っ
た
の
で
あ
り
、
「
私
」
が
見
た
と
い
う
昼
顔
の
存
在
を
否
定
し
た
の

も
「
お
前
」
で
あ
っ
た
。
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
「
私
」
の
名
前
が
最
後
ま
で
わ
か
ら
な
い
の
に
対
し
、

「
そ
の
二
」
の
後
半
部
で
、
「
お
前
」
の
名
前
は
「
菜
穂
子
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
手
記
を
書
く
「
私
」
が
三
人
の
関
係
の
核
心
を
迂
回
し
続
け
る
の
に
対
し
、
い
つ
か
手
記
を
読
む
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「
菜
穂
子
」
は
、
母
娘
の
対
抗
関
係
を
顕
在
化
さ
せ
る
人
物
な
の
で
あ
る
。
こ
の
娘
を
主
人
公
に
続
篇
「
菜

穂
子
」
は
書
か
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
「
物
語
の
女
」
は
「
楡
の
家
」
へ
と
改
作
さ
れ
た
。
「
楡
の
家
」
で

は
、
「
物
語
の
女
」
に
お
け
る
母
と
娘
の
対
抗
関
係
の
主
題
が
、
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

創
元
社
版
『
菜
穂
子
』
に
収
録
さ
れ
た
改
作
「
楡
の
家
」
は
、
本
稿
で
述
べ
た
読
解
の
可
能
性
を
こ
と

ご
と
く
消
失
さ
せ
る
。
「
楡
の
家
」
の
「
私
」
の
手
記
に
は
日
付
が
付
さ
れ
、
「
私
」
は
「
第
一
部
」
の

冒
頭
か
ら
、
娘
に
「
お
前
」
で
は
な
く
「
菜
穂
子
」
と
呼
び
か
け
る
。
「
第
二
部
」
末
尾
の
「
菜
穂
子
の

追
記
」
に
よ
れ
ば
、
菜
穂
子
は
「
私
」
の
死
後
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
で
は
な
く
、
母
の
遺
骸
の
傍
ら
に

あ
っ
た
「
手
帳
」
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
を
読
ん
だ
上
で
公
開
す
る
。
ま
た
「
物
語
の
女
」
で
「
私
」
が
「
見

つ
め
て
ゐ
た
」
昼
顔
の
花
は
、「
楡
の
家
」
の
「
私
」
が
「
口
か
ら
出
ま
か
せ
に
云
つ
た
」
も
の
と
し
て
、

初
め
か
ら
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
て
し
ま
う*166

。
こ
う
し
て
「
楡
の
家
」
は
、
「
物
語
の
女
」
が
胚
胎
し

て
い
た
読
解
の
可
能
性
を
閉
じ
、
全
く
別
の
試
み
と
し
て
再
生
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

昭
和
九
年
十
月
、
同
時
代
の
女
流
日
記
受
容
を
背
景
に
、
「
物
語
の
女
」
と
い
う
表
題
の
も
と
に
書
か

れ
た
本
作
は
、
苦
悩
に
満
ち
た
自
己
の
半
生
を
内
省
し
て
書
き
記
す
〈
物
語
の
女
〉
を
描
き
、
そ
れ
は
堀

の
後
期
王
朝
小
説
群
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
こ
こ
で
堀
が
抽
出
し
た
女
性
像
は
、
後
に
他
の
作
家
の
王
朝

小
説
に
様
々
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
物
語
の
女
」
の
時
代
的
な
位
置
は
、
昭
和

十
六
年
に
書
か
れ
た
「
菜
穂
子
」
及
び
「
楡
の
家
」
を
基
点
に
考
え
る
と
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
物
語
の
女
」
は
堀
中
期
の
作
品
と
し
て
独
自
の
価
値
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
近
代
文
学
に
お
け
る
王
朝

小
説
の
系
譜
を
再
考
す
る
上
で
の
始
発
点
と
し
て
、
読
み
直
さ
れ
る
べ
き
小
説
で
あ
る
。
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第
六
章

「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
論

―
古
典
の
翻
訳

は
じ
め
に

―
古
典
の
翻
訳

昭
和
十
二
年
十
二
月
号
の
「
改
造
」
に
発
表
さ
れ
た
堀
辰
雄
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
、
そ
の
三
年

前
に
発
表
さ
れ
た
「
物
語
の
女
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
と
同
様
に
、
王
朝
女
流
日
記
を
参
照
し

9

10

て
書
か
れ
て
い
る
。
両
作
は
と
も
に
王
朝
女
流
日
記
の
一
節
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
掲
げ
、
王
朝
女
流
日
記
と

同
じ
く
女
性
の
半
生
の
回
想
録
の
形
式
を
と
る
。
た
だ
し
「
物
語
の
女
」
は
現
代
女
性
を
、
「
か
げ
ろ
ふ

の
日
記
」
は
王
朝
の
女
性
を
主
人
公
と
す
る
。
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
王
朝
女
流
日
記
を
参
照
し
女
性

の
自
叙
伝
と
い
う
形
式
を
借
り
受
け
た
だ
け
で
な
く
、
王
朝
を
舞
台
と
し
王
朝
の
女
性
を
描
く
の
で
あ
る
。

全
七
章
で
構
成
さ
れ
た
本
作
は*167

、
主
人
公
の
「
私
」
が
夫
と
の
結
婚
生
活
を
回
想
し
て
記
し
た
「
日

記
」
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
私
」
は
時
の
権
勢
家
「
あ
の
方
」
と
結
婚
し
一
男

を
も
う
け
る
が
、
夫
は
や
が
て
別
の
女
の
も
と
に
通
い
始
め
る
（
一
）
。
た
ま
さ
か
に
家
を
訪
れ
て
も
冷

淡
な
「
私
」
の
態
度
に
夫
の
足
は
ま
す
ま
す
遠
の
く
（
二
・
三
）
。
新
た
な
女
の
も
と
に
通
う
た
め
に
家

の
前
を
素
通
り
さ
れ
た
「
私
」
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
激
し
い
怒
り
を
感
じ
、
成
人
し
た
息
子
を
連
れ
て
京

郊
外
の
西
山
の
寺
に
籠
も
る
（
四
）
。
よ
う
や
く
説
得
さ
れ
山
を
下
り
た
「
私
」
だ
が
（
五
・
六
）
、
い

つ
の
間
に
か
夫
の
与
え
る
苦
し
み
な
し
に
は
生
き
て
い
ら
れ
な
い
不
思
議
な
心
境
に
あ
る
自
ら
を
発
見
す

る
（
七
）
。

夫
の
求
婚
か
ら
始
ま
り
、
西
山
参
籠
か
ら
下
山
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
『
蜻
蛉
日
記
』
上
中
巻
の
記

事
に
依
拠
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
堀
は
原
典
の
記
事
を
取
捨
選
択
し
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
よ
う

に
し
て
本
作
に
用
い
た
。
こ
の
た
め
先
行
研
究
は
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
の
本
文
と
原
典
『
蜻
蛉
日
記
』

の
本
文
と
を
比
較
し
、
原
典
と
の
差
異
を
割
り
出
す
形
で
本
作
を
論
じ
て
き
た
。
吉
田
精
一
は
、
堀
が
主

に
「
女
主
人
公
の
心
理
解
析
」
を
付
加
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
大
森
郁
之
助
は
付
加
さ
れ
た
心
理
を
七
種

の
型
に
分
類
し
、
そ
こ
か
ら
「
現
実
の
相
手
を
超
克
し
た
と
こ
ろ
の
愛
」
を
読
み
取
り
、
堀
が
女
主
人
公

を
リ
ル
ケ
的
な
愛
す
る
女
性
と
し
て
造
型
し
た
と
論
じ
た*168

。
ま
た
杉
野
要
吉
は
、「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」

の
本
文
を
「
創
作
」
部
分
・
原
典
の
「
転
用
」
部
分
・
「
変
訳
」
部
分
に
分
け
て
論
じ
、
原
典
で
重
要
な

役
割
を
持
つ
和
歌
が
本
作
で
は
省
略
さ
れ
た
こ
と
で
「
歴
史
的
所
産
と
し
て
の
原
典
の
生
命
」
が
失
わ
れ

た
と
論
じ
た*169

。

肯
定
・
否
定
の
別
は
あ
れ
、
先
行
研
究
は
本
作
と
原
典
の
本
文
を
比
較
し
て
原
典
か
ら
逸
脱
す
る
内
容
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を
抽
出
し
、
そ
の
部
分
に
堀
の
独
創
性
を
読
み
込
ん
で
き
た
。
だ
が
本
作
は
む
し
ろ
原
典
か
ら
大
き
く
逸

脱
し
な
い
点
に
お
い
て
こ
そ
特
異
な
作
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
同
じ
く
『
蜻
蛉
日
記
』
に
材
を
と
っ

た
田
山
花
袋
『
愛
と
恋
』
（
「
婦
人
之
友
」
昭

・

～

）
や
後
年
の
室
生
犀
星
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記

2

1

12

遺
文
』
（
「
婦
人
之
友
」
昭

・

～

・

）
は
、
原
典
を
自
由
に
換
骨
奪
胎
し
、
場
面
や
出
来
事
を

33

7

34

6

新
た
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
堀
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
、
原
典
の
場
面
や
出

来
事
を
大
き
く
改
変
し
た
も
の
で
は
な
い
。
『
蜻
蛉
日
記
』
本
文
に
基
づ
き
、
そ
の
一
文
一
文
を
現
代
語

に
置
換
し
て
い
く
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
典
か
ら
逸
脱
す
る
部
分
で
は
な
く
、
原
典
に

基
づ
く
箇
所
に
お
い
て
、
堀
が
原
文
を
ど
う
変
換
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
原
典

に
対
す
る
付
加
箇
所
や
省
略
箇
所
を
論
じ
る
場
合
も
、
そ
れ
自
体
を
単
独
で
抽
出
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

う
し
た
原
文
か
ら
の
語
句
の
変
換
過
程
全
体
の
中
で
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

堀
辰
雄
の
創
作
史
を
振
り
返
れ
ば
、
先
行
作
品
の
語
句
や
文
を
置
換
し
て
作
品
の
語
句
や
文
を
作
り
出

す
手
法
は
、
堀
が
そ
の
初
期
作
品
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
心
理
小
説
を
対
象
に
試
み
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
堀
は
「
不
器
用
な
天
使
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
や
「
聖
家
族
」
（
「
改
造
」
昭

・

）
に

4

2

5

11

お
い
て
、
コ
ク
ト
ー
や
ラ
デ
ィ
ゲ
の
小
説
の
一
節
を
日
本
語
に
置
換
し
て
い
く
形
で
自
作
の
中
に
取
り
入

れ
て
い
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
堀
は
『
蜻
蛉
日
記
』
原
文
を
現
代
語
に
置
き
換
え
て
い
く
形
で
「
か

げ
ろ
ふ
の
日
記
」
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
一
般
に
堀
の
王
朝
小
説
は
西
洋
文
学
か
ら
日
本
古
典
へ
の
「
回

帰
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
堀
は
初
期
小
説
の
方
法
の
延
長
線
上
で
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
を
書
い
た

の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
古
典
の
本
文
に
基
づ
き
、
そ
の
一
文
一
文
を
現
代
語
の
文
に
置
換
し
て
い
く
形
で
作
品
の
文

を
作
り
出
す
堀
の
方
法
を
、
一
種
の
翻
訳
行
為
と
し
て
捉
え
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
方
法
が
堀
の
初
期
作

品
か
ら
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
古
典
の
翻
訳

―
現
代
語
訳
で
は
な
く

―
と

呼
ぶ
。
本
稿
は
、
堀
辰
雄
の
王
朝
小
説
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
を
古
典
の
翻
訳
と
い
う
方
法
に
注
目
し
て

読
み
解
く
試
み
で
あ
る
。

だ
が
、
先
行
作
品
の
本
文
か
ら
作
品
の
本
文
を
作
り
出
す
方
法
を
、
堀
は
こ
の
時
期
な
ぜ
日
本
古
典
に

適
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
時
代
文
壇
に
お
け
る
古
典
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
指
摘
で

き
る
。
次
節
で
は
、
同
時
代
の
文
脈
の
中
に
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
を
置
き
、
本
作
執
筆
の
背
景
事
情
を

明
ら
か
に
す
る
。

一
、
古
典
の
現
代
化
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昭
和
十
年
前
後
の
日
本
文
壇
で
は
、
折
か
ら
の
「
文
芸
復
興
」
の
掛
け
声
と
並
行
し
て
「
国
文
学
の
復

興
」
が
論
議
さ
れ
、
日
本
の
古
典
作
品
を
一
般
読
者
に
広
く
届
け
る
こ
と
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
た*170

。

円
本
流
行
に
象
徴
さ
れ
る
文
学
の
大
衆
化
が
進
展
す
る
中
で
、
古
典
作
品
を
一
般
読
者
に
わ
か
り
や
す
い

形
で
現
代
に
蘇
ら
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
声
が
挙
が
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
古
典
の
現
代
化
の
要
求
に
い
ち
早
く
応
え
た
の
が
、
二
種
類
の
古
典
の
現
代
語
訳
の
叢
書
で

あ
っ
た
。
『
物
語
日
本
文
学
』
（
第
一
期
二
十
四
巻
、
第
二
期
十
二
巻
、
至
文
堂
、
昭

～

）
は
「
作

10

13

品
の
平
明
親
切
な
る
意
訳
又
は
翻
訳
」
に
よ
っ
て
古
典
を
「
国
民
大
衆
の
有
に
帰
せ
し
め
る
」
こ
と
を
目

指
し
た
叢
書
で
あ
っ
た*171

。
古
典
の
内
容
が
一
般
読
者
に
掴
み
や
す
い
よ
う
、
従
来
の
逐
語
訳
の
他
に
も

「
意
訳
」
や
挿
話
の
「
要
約
」
と
い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
『
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
』
（
全
二

十
六
巻
、
非
凡
閣
、
昭

～

）
は
、
訳
者
に
川
端
康
成
・
佐
藤
春
夫
・
与
謝
野
晶
子
ら
著
名
な
作
家
を

11

14

採
用
し*172

、
「
日
本
語
の
美
し
さ
を
生
か
し
、
そ
の
中
に
原
典
の
性
格
を
再
現
す
る
」*173

こ
と
を
目
指

し
た
叢
書
で
あ
っ
た
。

同
時
期
に
並
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
の
二
つ
の
叢
書
は
そ
の
目
的
を
共
有
し
て
い
る
。
両
叢
書
の
内
容

見
本
に
よ
れ
ば
、
『
物
語
日
本
文
学
』
は
「
研
究
の
成
果
が
、
全
面
的
に
「
文
学
」
を
離
れ
た
「
学
問
」

か
ら
、
再
び
本
来
の
「
文
学
」
へ
と
還
元
さ
れ
る
」
こ
と
を
目
指
す*174
。
一
方
の
『
現
代
語
訳
国
文
学
全

集
』
は
、
「
一
個
の
文
学
と
な
り
き
つ
た
苦
心
の
名
訳
」
に
よ
り
、
人
々
が
「
容
易
に
我
が
国
文
学
の
心

に
直
接
触
れ
」
る
こ
と
を
目
的
と
す
る*175

。
い
ず
れ
も
従
来
の
学
究
的
な
逐
語
訳
を
批
判
し
、
「
学
問
」

で
は
な
く
「
文
学
」
と
し
て
の
現
代
語
訳
を
目
指
す
試
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
叢
書
の
刊
行
は
文
芸
雑
誌
の
時
評
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
歌
人
の
柴
生
田
稔
は
「
古
典
の

普
及
乃
至
現
代
化
」
を
謳
っ
た
両
叢
書
の
試
み
に
一
定
の
意
義
を
認
め
つ
つ
、
前
者
に
つ
い
て
は
そ
の
実

態
が
古
典
の
「
平
凡
化
」
に
堕
し
て
い
る
と
批
判
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
「
本
当
に
古
典
を
現
代
に
生

か
す
と
い
ふ
の
は
、
や
は
り
こ
れ
に
共
鳴
し
た
作
家
が
自
己
の
創
作
に
ま
で
導
い
た
場
合
」
だ
と
提
案
し

た*176

。
こ
の
評
を
受
け
て
吉
田
精
一
は
「
結
局
こ
れ
は
、
学
者
の
企
て
及
ば
な
い
業
績
が
、
作
家
に
よ

つ
て
示
さ
れ
る
か
、
ど
う
か
に
よ
つ
て
判
定
さ
れ
る
問
題
」
だ
と
述
べ
、
「
古
典
を
現
代
に
生
か
さ
う
と

す
る
作
家
」
の
役
割
を
期
待
し
た*177

。
両
者
は
二
つ
の
現
代
語
訳
叢
書
の
企
図
に
賛
同
し
つ
つ
も
、
さ

ら
に
作
家
が
創
作
と
い
う
形
で
古
典
の
現
代
化
に
参
入
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

堀
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
、
こ
う
し
た
古
典
の
現
代
化
を
め
ぐ
る
議
論
の
さ
な
か
に
発
表
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
本
作
と
続
篇
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
を
収
め
た
『
か
げ
ろ
ふ
の
日

14

2

記
』（
創
元
社
、
昭

）
は
、
堀
の
書
物
と
し
て
は
珍
し
く
普
及
版
と
し
て
広
く
一
般
読
者
に
供
さ
れ
た*178

。

14

小
島
政
二
郎
は
堀
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
以
来
、
『
蜻
蛉
日
記
』
が
「
一
般
世
間
の
人
の
口
に
登
る
や
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う
に
な
つ
た
」
と
い
う
印
象
を
語
る
。
だ
が
時
代
の
要
求
に
応
え
た
か
に
見
え
た
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」

に
は
、
発
表
当
時
微
妙
に
否
定
的
な
評
価
が
寄
せ
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
舟
橋
聖
一
は
、
柴
生
田
の
議
論
を
引
用
し
て
本
作
を
「
彼
の
こ
の
日
記
（
註

―
『
蜻
蛉
日

記
』
）
に
対
す
る
共
感
が
、
迸
し
つ
て
彼
の
創
作
に
導
か
れ
た
」
好
例
と
歓
迎
し
つ
つ
、
「
解
釈
調
、
口

訳
調
を
脱
却
し
て
ゐ
な
い
」
点
を
不
満
と
し
、
「
も
つ
と
原
文
を
は
な
れ
て
、
堀
君
の
創
作
に
し
て
欲
し

か
つ
た
」
と
要
望
し
た*179

。
円
地
文
子
も
「
原
作
を
こ
わ
れ
も
の
ゝ
や
う
に
大
切
に
扱
つ
て
ゐ
る
、
「
か

げ
ろ
ふ
の
日
記
」
よ
り
後
の
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
の
方
が
ず
つ
と
、
い
き

く
し
て
、
見
事
な
作
者
の
創

作
に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
た*180

。
こ
の
円
地
の
発
言
は
続
篇
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
が
原
典
か
ら
よ
り
逸

脱
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
王
朝
文
学
へ
の
関
心
を
共
有
す
る
こ
の
二
人
の
作
家
は
、

「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
が
『
蜻
蛉
日
記
』
の
原
文
に
即
き
す
ぎ
、
「
創
作
」
と
し
て
は
不
足
が
あ
る
と
指

摘
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
国
文
学
者
の
風
巻
景
次
郎
は
本
作
の
試
み
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

創
元
選
書
に
加
へ
ら
れ
た
堀
辰
雄
氏
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
を
読
ま
れ
た
人
は
、
多
い
か
少
な
い

か
見
当
は
つ
か
ぬ
が
、
あ
の
源
氏
物
語
よ
り
も
前
に
出
た
冗
長
で
難
読
の
蜻
蛉
日
記
が
、
こ
こ
ま
で

現
代
に
生
き
た
こ
と
は
、
何
は
と
も
あ
れ
、
意
味
の
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
原
作
の
歌
を
ぐ
つ

と
減
ら
し
、
文
を
省
略
し
て
は
あ
る
が
、
大
体
は
原
文
の
現
代
訳
だ
け
の
つ
ぎ
合
せ
で
、
ま
る
で
今

日
の
人
間
の
文
章
と
な
り
得
て
ゐ
る
事
は
驚
い
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
（
略
）
現
代
文
学
に
た
づ
さ

は
る
、
も
し
く
は
西
洋
文
学
の
勉
強
に
一
度
は
し
つ
た
人
々
の
間
に
、
日
本
の
古
典
文
芸
へ
の
共
感

が
す
直
に
萌
え
出
つ
つ
あ
る
、
と
い
ふ
事
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
純
情
の
作
品
が
本
歌
取
り

的
な
技
法
を
通
し
て
生
れ
て
き
た
と
い
ふ
事
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。*181

風
巻
は
「
冗
長
で
難
読
の
蜻
蛉
日
記
」
が
「
現
代
に
生
き
た
」
こ
と
は
「
意
味
の
深
い
も
の
」
と
述
べ
、

本
作
を
古
典
の
現
代
化
の
試
み
と
し
て
評
価
し
た
。
さ
ら
に
中
世
文
学
を
専
門
と
す
る
風
巻
は
、
本
作
の

方
法
を
『
蜻
蛉
日
記
』
と
い
う
古
典
の
「
本
歌
取
り
」
と
捉
え
た
。
風
巻
は
堀
と
並
ん
で
立
原
道
造
の
ソ

ネ
ッ
ト
と
新
古
今
集
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
立
原
の
詩
が
「
原
作
に
忠
実
」
な
点
を
評
価
し
て
い
る
。
風

巻
は
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
創
作
要
素
の
不
足
に
拘
泥
せ
ず
、
本
作
が
原
典
に
寄
り
添
う
点
を
む
し
ろ
肯

定
的
に
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
風
巻
が
本
作
を
「
原
文
の
現
代
訳
だ
け
の
つ
ぎ
合
せ
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ま

る
で
今
日
の
人
間
の
文
章
と
な
り
得
て
ゐ
る
」
と
評
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
作
に
お
け
る
現
代
化
の
契
機

を
そ
の
文
章
に
見
て
と
る
こ
の
風
巻
の
見
方
は
、
本
稿
の
議
論
に
と
っ
て
示
唆
的
で
あ
る
。

堀
辰
雄
は
『
蜻
蛉
日
記
』
を
「
何
か
変
に
く
ど
く
ど
と
し
て
ゐ
て
、
い
つ
も
お
な
じ
嘆
き
ば
か
り
繰
り
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返
し
て
ゐ
る
」
（
「
序
」
、
前
掲
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』
創
元
社
）
と
評
し
た
が
、
こ
れ
は
『
蜻
蛉
日
記
』

の
文
章
の
特
徴
に
関
す
る
指
摘
で
あ
る
。
堀
は
ま
た
原
典
の
「
こ
の
日
記
の
作
者
は
す
べ
て
を
論
理
的
秩

、
、
、
、

序
（logical

order
）
に
よ
つ
て
は
書
か
ず
に
、
心
理
的
秩
序
（psychological

order

）
に
よ
つ
て
の
み

、

、
、
、
、
、

書
い
て
ゐ
る
」*182

点
を
生
か
そ
う
し
た
結
果
、
「
私
の
手
を
入
れ
る
余
地
な
ん
ぞ
は
何
処
に
も
な
い
位
」

だ
っ
た
と
述
懐
し
た
。
こ
こ
で
も
堀
は
作
者
の
「
書
」
く
行
為
に
注
目
し
、
そ
の
文
章
の
「
秩
序
」
を
生

か
そ
う
と
し
た
と
述
べ
る
。
従
来
、
こ
の
堀
の
「
序
」
は
リ
ル
ケ
的
な
女
性
像
に
の
み
注
目
が
集
ま
る
が
、

堀
が
そ
う
し
た
女
性
の
書
く
行
為
に
言
及
す
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
堀
の
発
言
は
、
堀

が
『
蜻
蛉
日
記
』
原
文
を
現
代
語
の
文
に
置
換
す
る
形
で
本
作
を
書
い
た
姿
勢
と
付
合
し
て
い
る
。

本
作
を
古
典
の
現
代
化
と
い
う
時
代
の
動
向
の
中
に
置
く
時
、
本
作
が
古
典
の
翻
訳
と
い
う
方
法
を
と

っ
て
書
か
れ
た
こ
と
の
意
味
が
理
解
さ
れ
る
。
時
代
の
気
運
に
応
え
る
よ
う
に
発
表
さ
れ
た
「
か
げ
ろ
ふ

の
日
記
」
は
、
舟
橋
や
円
地
が
求
め
た
「
創
作
」
よ
り
も
、
か
え
っ
て
同
時
期
の
現
代
語
訳
の
試
み
と
重

な
る
。
こ
の
意
味
で
舟
橋
が
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
こ
め
て
述
べ
た
「
解
釈
調
、
口
訳
調
」
と
は
、
本

作
の
特
色
を
的
確
に
言
い
表
し
て
い
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
『
蜻
蛉
日
記
』
に

創
作
的
要
素
を
自
由
に
付
加
し
脚
色
し
た
も
の
で
は
な
く
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
文
章
を
な
ぞ
る
よ
う
に
現

代
語
化
し
た
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
現
代
化
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
堀
は
古
典
作
品
の
中
で
も
な
ぜ
特
に
『
蜻
蛉
日
記
』
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
堀
は
片
山
廣
子

の
導
き
で
学
生
時
代
か
ら
王
朝
女
流
日
記
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
堀
が
昭
和
九
年
八
月
に

丸
岡
明
か
ら
『
蜻
蛉
日
記
』
を
取
り
寄
せ
て
書
い
た
の
が*183

、
「
物
語
の
女
」
だ
っ
た
。
『
蜻
蛉
日
記
』

は
自
ら
を
一
人
称
「
わ
れ
」
で
指
示
す
る
女
性
の
書
き
手
が
自
己
の
半
生
を
回
想
す
る
形
式
で
書
か
れ
て

い
る
。
そ
し
て
『
蜻
蛉
日
記
』
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
「
物
語
の
女
」
と
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
も
、
中

年
の
女
性
「
私
」
が
半
生
を
回
想
す
る
形
式
を
と
る
。
「
物
語
の
女
」
の
改
作
「
楡
の
家
」
（
『
菜
穗
子
』

創
元
社
、
昭16

）
に
至
る
ま
で
、
堀
は
こ
の
形
式
に
注
目
し
て
い
た
。
堀
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
を
通
じ
て
、

女
性
一
人
称
に
よ
る
回
想
の
形
式
を
学
び
と
ろ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
蜻
蛉
日

記
』
か
ら
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
へ
の
文
の
変
換
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
そ
の
人
称
形
式
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
以
下
『
蜻
蛉
日
記
』
の
文
の
変
換
の
過
程
を
分
析
す
る
に
当
た
り
、
特
に
人
称
詞
に
注
目
す
る
。

人
称
詞
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
女
性
一
人
称
の
回
想
と
い
う
本
作
の
形
式
の
生
成
過
程
が
明
ら
か
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

な
お
従
来
原
典
と
の
比
較
に
際
し
て
は
現
代
の
古
典
全
集
類
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が*184

、
本
稿
は
当
時

一
般
に
活
字
本
と
し
て
流
布
し
て
い
た
坂
徴
『
蜻
蛉
日
記
解
環
』
を
、
堀
辰
雄
旧
蔵
書
に
あ
る
『
日
本
文

学
古
註
大
成
』
（
国
文
名
著
刊
行
会
、
昭

）
に
拠
っ
て
用
い
た*185

。
他
の
系
列
の
本
文
に
契
沖
書
き
入

9
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れ
本
に
基
づ
く
『
日
本
古
典
全
集
』
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
昭

）
、
桂
宮
本
に
基
づ
い
た
喜
多
義

3

勇
『
蜻
蛉
日
記
講
義
』
（
東
京
武
蔵
野
書
院
、
昭

）
が
あ
る
が
、
本
作
に
は
『
蜻
蛉
日
記
解
環
』
の
本

12

文
・
註
に
負
っ
た
と
見
ら
れ
る
表
現
が
随
処
に
あ
り
、
『
蜻
蛉
日
記
解
環
』
が
主
た
る
依
拠
本
文
と
見
ら

れ
る*186

。
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
に
堀
旧
蔵
『
蜻
蛉
日
記
解
環
』
、
『
蜻
蛉
日
記
講
義
』
、
『
古
典
全
集
』
が

と
も
に
残
る
が
、
書
き
込
み
は
下
巻
に
限
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
続
篇
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
執
筆
時
に
参
照
さ
れ

た
本
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、

人
称
詞
の
変
換

「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
冒
頭
部
は
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
冒
頭
部
を
現
代
語
に
変
換
す
る
形
で
書
か
れ
て

い
る
。
堀
は
ど
の
よ
う
に
『
蜻
蛉
日
記
』
原
文
を
現
代
語
化
し
て
い
る
の
か
。
『
蜻
蛉
日
記
』
の
原
文
と

比
較
し
て
み
よ
う
。

半
生
も
既
に
過
ぎ
て
し
ま
つ
て
、
も
は
や
こ
の
世
に
何
ん
の
な
す
事
も
な
く
生
き
な
が
ら
へ
て
ゐ
る

自
分
だ
が
、

―
一
た
い
顔
か
た
ち
だ
つ
て
人
並
で
な
い
し
、
こ
れ
と
云
つ
た
才
能
も
あ
る
わ
け

で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
ん
な
風
に
は
か
な
い
暮
し
を
し
て
ゐ
る
の
も
尤
も
の
事
だ
と
は
思
ふ
も
の

の
、
唯
、
か
う
や
つ
て
ぼ
ん
や
り
と
明
し
暮
し
て
ゐ
る
が
ま
ま
に
、
世
の
中
に
多
い
物
語
な
ど
を
り

を
り
取
り
上
げ
て
、
そ
の
端
な
ど
を
読
ん
で
見
る
と
、
ず
ゐ
ぶ
ん
有
り
触
れ
た
空
言
さ
へ
書
い
て
あ

る
や
う
だ
か
ら
、
自
分
の
並
々
な
ら
ぬ
身
の
上
を
日
記
に
つ
け
て
見
た
ら
、
そ
ん
な
も
の
よ
り
も
反

つ
て
珍
ら
し
が
つ
て
く
れ
る
人
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
ま
た
、
世
間
の
人
々
が
、
私
の
や

う
に
こ
ん
な
に
不
為
合
せ
に
な
つ
た
の
は
、
余
に
も
女
と
し
て
思
ひ
上
つ
て
ゐ
た
た
め
で
あ
ら
う
か

ど
う
か
、
そ
の
例
に
も
す
る
が
好
い
と
思
ふ
の
だ
。
（
一
）

か
く
あ
り
し
と
き
過
て
、
世
中
に
、
い
と
も
の
は
か
な
く
、
と
に
も
か
く
に
も
つ
か
で
、
世
に
ふ
る

人
あ
り
け
り
。
か
た
ち
と
て
も
人
に
も
に
ず
、
心
だ
ま
し
い
も
あ
る
に
も
あ
ら
で
、
か
う
も
の
ゝ
や

う
に
も
あ
ら
で
あ
る
も
、
こ
と
わ
り
と
お
も
ひ
つ
ゝ
、
た
ゞ
、
ふ
し
お
き
あ
か
し
く
ら
す
ま
ゝ
に
、

世
の
中
に
お
ほ
か
る
、
ふ
る
物
が
た
り
の
は
し
な
ど
を
み
れ
ば
、
世
に
お
ほ
か
る
そ
ら
ご
と
だ
に
あ

り
。
ひ
と
に
も
あ
ら
ぬ
身
の
う
へ
ま
で
、
う
き
日
記
し
て
、
め
づ
ら
し
き
さ
ま
に
も
、
あ
り
な
ん
。

あ
め
が
し
た
の
人
の
品
た
か
き
を
ん
な
と
、
と
は
ん
た
め
し
に
も
せ
よ
か
し
と
、
お
ぼ
ゆ
る
も
、（
『
蜻

蛉
日
記
』
上
巻
之
一
）

主
人
公
で
書
き
手
の
女
性
が
登
場
し
、
今
書
か
れ
つ
つ
あ
る
「
日
記
」
の
執
筆
動
機
が
記
さ
れ
る
。
自

身
の
身
の
上
を
あ
り
の
ま
ま
に
記
す
こ
と
が
、
虚
構
の
物
語
に
な
い
独
自
の
価
値
を
持
つ
と
い
う
の
で
あ
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る
。
堀
は
原
典
の
序
文
に
当
た
る
部
分
に
ほ
ぼ
基
づ
き
こ
の
冒
頭
部
を
書
い
て
い
る
。

原
典
と
本
作
と
を
比
較
す
る
と
、
傍
線
部
の
「
唯
」
、
「
世
の
中
」
、
「
端
」
、
「
空
言
」
、
「
身
の
上
」
は

『
蜻
蛉
日
記
』
の
語
句
の
引
き
写
し
に
な
っ
て
い
て
、
堀
が
原
文
を
一
語
一
語
参
照
し
て
「
か
げ
ろ
ふ
の

日
記
」
を
書
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
か
た
ち
」
は
「
顔
か
た
ち
」
、
「
世
に
多
か
る
」
は
「
世
の
中
に
多

い
」
と
い
う
よ
う
に
、
原
語
に
意
味
上
対
応
す
る
現
代
語
が
一
語
一
語
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
か
く

あ
り
し
時
過
ぎ
て
」
を
「
半
生
も
既
に
過
ぎ
て
し
ま
つ
て
」
、
「
め
ず
ら
し
き
さ
ま
に
も
」
を
「
そ
ん
な

も
の
よ
り
も
反
つ
て
珍
し
が
つ
て
く
れ
る
人
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
語
句
を
補
っ
て

敷
衍
す
る
形
で
変
換
し
た
箇
所
も
あ
る
。
こ
う
し
た
語
句
の
変
換
は
翻
案
と
い
う
よ
り
翻
訳
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。
原
文
の
文
の
配
列
・
構
文
・
語
順
に
沿
っ
て
、
語
句
が
一
語
一
語
現
代
語
に
置
換
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
変
換
の
方
法
は
一
般
の
現
代
語
訳
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
原
文
二
重
傍
線
部
の
「
世
に

ふ
る
人
あ
り
け
り
」
と
い
う
箇
所
を
、『
物
語
日
本
文
学
』
の
池
田
亀
鑑
は
「
暮
し
て
ゐ
る
女
が
あ
つ
た
」
、

ひ
と

『
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
』
の
与
謝
野
晶
子
は
「
一
人
の
女
が
あ
つ
た
」
と
訳
す*187

。
こ
れ
に
対
し
て
、

堀
は
「
こ
の
世
に
～
生
き
な
が
ら
へ
て
ゐ
る
自
分
だ
が
」
と
い
う
よ
う
に
、
原
典
の
「
人
」
を
「
自
分
」

に
変
換
し
て
い
る
。
原
典
の
「
人
」
は
、
作
り
物
語
の
冒
頭
部
に
倣
っ
て
、
道
綱
母
が
自
身
を
一
人
の
登

場
人
物
と
し
て
客
体
化
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る*188

。
堀
は
原
典
の
こ
う
し
た
自
己
客
体
化
を
再
現
せ
ず
、

あ
え
て
「
自
分
」
と
い
う
自
称
詞
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
堀
は
「
ひ
と
に
も
あ
ら
ぬ
身
の
上
」
を
「
自
分
の
並
々
な
ら
ぬ
身
の
上
」
と
変
換
し
、
「
私
の

や
う
に
こ
ん
な
に
不
為
合
せ
に
な
つ
た
の
は
」
と
い
う
一
句
を
新
た
に
挿
入
す
る
。
堀
は
、
原
典
に
寄
り

添
う
よ
う
に
原
文
を
現
代
語
に
変
換
し
つ
つ
、
波
線
部
の
よ
う
に
「
自
分
」
や
「
私
」
と
い
う
自
称
詞
を

加
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
換
の
姿
勢
は
、
本
作
全
篇
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

「
私
」
、
「
自
分
」
と
い
う
自
称
詞
の
付
加
だ
け
で
は
な
い
。
「
日
記
」
は
「
私
」
と
夫
と
の
関
係
を
回

顧
し
た
も
の
で
あ
る
。
堀
は
原
文
を
変
換
し
な
が
ら
「
私
」
の
夫
を
指
す
他
称
詞
を
付
加
し
て
い
る
。
原

文
か
ら
の
変
換
過
程
を
見
て
み
よ
う
。

私
は
「
嘆
き
つ
つ
一
人
ぬ
る
夜
の
明
く
る
ま
は
い
か
に
ひ
さ
し
き
も
の
と
か
は
し
る
」
と
、
い
つ
も

よ
り
か
少
し
ひ
き
つ
く
ろ
つ
た
字
で
書
い
て
、
萎
れ
か
け
て
菊
に
挿
し
て
や
つ
た
。
す
ぐ
御
返
事
が

あ
つ
た
が
、
「
私
だ
つ
て
お
前
が
戸
を
開
け
て
く
れ
る
の
を
、
夜
の
明
く
る
ま
で
だ
つ
て
待
つ
て
見

よ
う
と
し
た
の
だ
。
が
、
折
悪
し
く
急
ぎ
の
使
い
が
来
て
し
ま
つ
た
も
の
だ
か
ら

―
」
と
あ
る
き

り
だ
つ
た
。
い
つ
も
に
変
ら
ず
、
こ
ち
ら
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
切
な
い
心
も
ち
を
お
訴
へ
し
て
ゐ
る

も
の
を
、
あ
の
方
は
さ
も
事
も
な
げ
に
あ
し
ら
は
れ
よ
う
と
し
か
な
さ
ら
な
い
の
だ
。
ど
う
し
て
そ
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ん
な
女
の
事
な
ん
ぞ
を
私
に
も
つ
と
出
来
る
だ
け
お
隠
し
な
す
つ
て
、
も
う
少
時
な
り
と
、
「
内
裏

に
」
な
ど
と
仰
や
つ
て
で
も
、
私
を
お
瞞
し
に
な
つ
て
居
て
く
れ
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
な
の
だ
ら
う

か
？
（
一
）

な
げ
き
つ
ゝ
ひ
と
り
ぬ
る
よ
の
あ
く
る
ま
は
い
か
に
久
し
き
も
の
と
か
は
し
る

女
君
／
と
、
例
よ

り
は
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
か
き
て
、
う
つ
ろ
ひ
た
る
菊
に
さ
し
た
り
。
／
か
へ
り
を
あ
く
る
ま
で
も
こ

ゝ
ろ
見
ん
と
し
つ
れ
ど
、
と
み
な
る
め
し
つ
か
ひ
の
き
あ
ひ
た
り
つ
れ
ば
な
ん
。
い
と
こ
と
わ
り
な

り
つ
る
は
。
／
げ
に
や
げ
に
冬
の
よ
な
ら
ぬ
ま
き
の
戸
も
お
そ
く
あ
く
る
は
く
る
し
か
り
け
り

公

／
さ
て
も
、
い
と
あ
や
し
か
り
つ
る
ほ
ど
に
、
こ
と
な
し
び
た
る
。
し
ば
し
は
し
の
び
た
る
さ
ま
に
、

う
ち
に
な
ど
い
ひ
つ
ゝ
あ
る
べ
き
を
、
い
と
ゞ
し
う
心
づ
き
な
く
お
も
ふ
事
ぞ
、
か
ぎ
り
な
き
や
。

（
上
巻
之
二
）

「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
第
一
章
は
、
「
私
」
と
夫
と
の
幸
福
な
新
婚
時
代
を
駆
け
足
で
通
り
抜
け
、
夫

と
の
関
係
を
め
ぐ
る
「
私
」
の
苦
悩
に
焦
点
を
一
挙
に
引
き
絞
る
。
妻
で
あ
る
「
私
」
が
い
な
が
ら
新
た

に
「
坊
の
小
路
の
女
」
の
元
に
通
い
始
め
た
夫
を
「
私
」
が
家
か
ら
閉
め
出
し
、
翌
朝
に
な
っ
て
自
ら
抗

議
の
歌
を
夫
に
送
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
冒
頭
の
一
文
、
堀
は
波
線
部
「
私
は
」
と
い
う
自
称
詞
を
付
加

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
典
二
重
傍
線
部
「
さ
て
も
、
い
と
あ
や
し
か
り
つ
る
ほ
ど
に
、
こ
と
な
し
び
た

る
」
と
い
う
一
文
を
、
堀
は
「
あ
の
方
は
さ
も
事
も
な
げ
に
あ
し
ら
は
れ
よ
う
と
し
か
な
さ
ら
な
い
の
だ
」

と
変
換
し
て
い
る
。
堀
は
「
日
記
」
の
書
き
手
の
「
私
」
が
夫
を
指
示
す
る
、
「
あ
の
方
」
と
い
う
語
を

付
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

原
典
で
は
、
道
綱
母
の
夫
兼
家
は
様
々
な
呼
称
で
指
示
さ
れ
る
。
与
謝
野
晶
子
は
原
典
で
兼
家
を
指
す

語
を
「
彼
」
と
変
換
し
、
池
田
亀
鑑
は
同
じ
く
「
あ
の
人
」
に
変
換
す
る
。
だ
が
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」

で
は
原
則
「
私
」
の
夫
は
「
あ
の
方
」
と
指
示
さ
れ
る
。
堀
は
「
私
」
の
夫
に
関
わ
る
文
に
「
あ
の
方
」

と
い
う
語
を
付
加
し
、
原
典
で
兼
家
を
指
示
す
る
「
～
人
」
と
い
う
語
を
「
あ
の
方
」
と
い
う
語
に
変
換

し
て
い
る
。
な
お
「
あ
の
方
」
と
い
う
語
は
「
私
」
か
ら
夫
へ
の
敬
意
を
含
み
、
こ
の
人
称
詞
の
選
択
に

伴
い
、
堀
は
原
文
に
敬
語
を
付
加
す
る
形
で
文
を
変
換
し
て
い
る*189

。

こ
の
よ
う
に
、
堀
は
、
原
文
の
語
句
を
現
代
語
に
一
語
一
語
変
換
す
る
形
で
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
の

文
を
作
り
出
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
変
換
の
方
法
は
、
一
般
の
現
代
語
訳
と
同
じ
で
は
な
い
。
堀
は
、
自

称
詞
の
「
私
」
、
「
自
分
」
を
付
加
し
、
夫
を
指
す
他
称
詞
の
「
あ
の
方
」
を
付
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て

敬
語
を
付
加
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
語
句
の
変
換
は
、
本
作
に
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
。

次
節
で
は
ま
ず
、
自
称
詞
の
付
加
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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三
、
自
称
詞
「
自
分
」

「
日
記
」
に
お
い
て
回
想
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
の
は
、
夫
の
愛
情
を
求
め
て
報
わ
れ
な
い
孤
独
な

「
私
」
の
状
況
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
「
日
記
」
に
お
い
て
「
私
」
が
一
人
孤
独
に
物
思
い
に
耽
る
箇
所

で
、
「
自
分
」
と
い
う
自
称
詞
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
堀
は
、
原
典
に
「
自
分
」
と
い

う
自
称
詞
を
付
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
蜻
蛉
日
記
』
の
現
代
語
訳
に
お
い
て
、
池
田
亀
鑑
が
原
典
に
主

格
の
「
私
」
と
所
有
格
の
「
自
分
」
を
、
与
謝
野
晶
子
が
統
一
し
て
「
自
分
」
を
、
文
脈
の
上
で
補
っ
た

の
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
次
は
、
「
私
」
が
夫
と
の
十
六
年
間
の
結
婚
生
活
を
改
め
て
振
り
返
っ
た
場
面
で
あ
る
。
原

典
と
比
較
し
つ
つ
見
て
み
よ
う
。

私
は
し
や
う
こ
と
な
し
に
昔
の
事
な
ど
を
思
ひ
出
し
な
が
ら
、
昔
の
自
分
が
心
待
ち
に
し
て
ゐ
た
す

べ
て
の
事
と
今
の
自
分
と
は
何
と
云
ふ
ひ
ど
い
相
違
だ
ら
う
、
あ
の
頃
は
こ
ん
な
雨
風
に
だ
つ
て
御

い
と
ひ
な
さ
ら
ぬ
も
の
を
と
自
分
は
信
じ
て
ゐ
た
の
に
、
な
ど
と
考
へ
続
け
て
ゐ
た
。
し
か
し
い
ま
、

か
う
や
つ
て
し
み
じ
み
と
思
ひ
返
し
て
見
る
と
、
そ
の
頃
だ
つ
て
自
分
は
ち
つ
と
も
気
の
緩
む
や
う

な
心
も
ち
の
し
た
事
な
ん
ぞ
は
つ
い
ぞ
無
か
つ
た
や
う
に
も
思
は
れ
た
。
こ
れ
と
云
ふ
の
も
、
一
体
、

自
分
の
心
が
驕
つ
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
か
し
ら
？
あ
あ
、
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
自
分
は
夢
に
も
思

は
な
か
つ
た
も
の
を
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
私
は
大
き
な
夢
を
持
ち
つ
づ
け
て
ゐ
た
の
に
。

―
（
三
）

い
に
し
へ
を
お
も
へ
ば
、
わ
が
心
に
し
も
あ
ら
じ
。
心
の
ほ
か
に
や
あ
り
け
ん
。
あ
め
風
に
も
さ
は

ら
ぬ
も
の
と
、
な
ら
は
し
た
り
し
も
の
を
、
け
ふ
、
お
も
ひ
い
づ
れ
ば
、
昔
も
心
の
ゆ
る
ぶ
や
う
に

も
な
か
り
し
か
ば
、
我
心
の
お
ほ
け
な
き
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
あ
は
れ
、
さ
ら
ぬ
も
の
と
み
し
も
の

を
、
そ
れ
ま
で
お
も
ひ
か
け
ら
れ
ぬ
と
、
な
が
め
く
ら
さ
る
。
（
中
巻
之
六
）

原
典
引
用
部
に
は
二
度
「
わ
が
（
我
）
」
と
い
う
語
が
出
て
く
る
。
高
木
和
子
は
『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
「
わ

れ
」
「
わ
が
」
の
用
例
は
、
感
情
を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
る
出
来
事
に
接
し
た
折
」
や
「
他
者
と
共
感
を
交
わ

し
き
れ
な
い
自
己
の
孤
独
を
見
つ
め
る
例
が
多
い
」
と
指
摘
す
る
が*190

、
引
用
部
は
息
子
の
元
服
の
た
め

に
通
っ
て
い
た
夫
の
足
が
絶
え
て
「
私
」
が
一
人
で
物
思
い
に
耽
る
場
面
で
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
「
我
」

が
二
度
出
て
き
て
い
る
。
波
線
部
、
堀
は
そ
の
「
わ
が
（
我
）
」
を
「
自
分
」
に
変
換
し
た
上
で
、
文
全

体
に
「
自
分
」
の
語
を
付
加
す
る
形
で
原
文
を
変
換
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
「
日
記
」
に
は
、
「
私
」

の
語
か
ら
始
ま
っ
て
、
「
自
分
」
の
語
が
六
度
繰
り
返
さ
れ
、
最
後
に
も
う
一
度
「
私
」
の
語
が
現
れ
る

の
で
あ
る
。

「
日
記
」
の
書
き
手
「
私
」
は
、
こ
こ
で
十
六
年
間
の
結
婚
生
活
を
振
り
返
る
自
己
を
描
く
。
過
去
を



- 95 -

振
り
返
る
こ
の
主
体
は
「
私
」
と
指
示
さ
れ
る
。
そ
の
「
私
」
が
見
つ
め
る
自
己
が
「
自
分
」
と
指
示
さ

れ
る
。
「
私
」
が
想
起
す
る
新
婚
時
代
の
自
己
も
、
そ
の
自
己
と
比
べ
ら
れ
た
現
在
の
自
己
も
「
自
分
」

で
あ
る
。
「
思
ひ
出
」
す
、
「
考
へ
続
け
」
る
、
「
思
ひ
返
」
す
、
「
思
は
れ
た
」
と
い
う
動
詞
に
よ
っ
て
、

こ
の
部
分
の
文
は
「
私
」
の
心
の
中
の
内
省
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
人
が
自
己
の
存

在
に
つ
い
て
内
省
を
す
る
時
、
心
の
中
で
自
己
と
い
う
も
の
が
一
つ
の
対
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
「
日

記
」
の
文
に
繰
り
返
さ
れ
る
「
自
分
」
の
語
は
、
そ
の
よ
う
に
「
私
」
が
内
省
を
通
し
て
対
象
化
す
る
自

己
を
表
す
。
夫
を
信
じ
て
い
た
新
婚
時
代
の
自
己
、
よ
く
考
え
る
と
安
心
な
ど
し
て
い
な
か
っ
た
自
己
、

心
が
驕
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
自
己
。
「
私
」
の
内
省
の
流
れ
の
中
で
対
象
化
さ
れ
て
い
く
自
己
に
、
「
自

分
」
と
い
う
語
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
回
想
主
体
の
「
私
」
は
、
過
去
と
現
在
の
自
己
を
比
較
し
て
い

く
中
で
、
心
の
驕
り
を
持
っ
て
い
た
自
己
を
見
出
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
「
私
」
の
自
己
省
察
の
過
程

が
、
「
私
」
か
ら
見
た
自
己
を
示
す
「
自
分
」
と
い
う
語
の
反
復
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
私
」
の
自
己
省
察
の
頂
点
を
な
す
の
が
、
本
作
後
半
部
の
山
場
で
あ
る
西
山
参
籠
の
場

面
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
原
典
と
比
較
し
つ
つ
見
て
み
よ
う
。

唯
、
歎
か
は
し
い
と
思
ふ
の
は
、
か
う
云
ふ
物
思
ひ
に
ふ
さ
は
し
い
や
う
な
住
居
を
さ
へ
自
分
で
好

ん
で
し
ず
に
は
居
ら
れ
な
く
な
つ
た
自
分
の
宿
世
の
切
な
さ
と
、

―
そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
自

分
の
死
後
に
、
日
頃
か
う
し
て
自
分
の
傍
を
離
れ
ず
に
長
精
進
な
ど
も
共
に
し
て
頼
も
し
げ
に
見
え

る
あ
の
子
が
、
他
に
は
力
に
す
べ
き
人
も
居
な
い
の
で
さ
ぞ
世
間
に
も
出
に
く
い
だ
ら
う
、
そ
れ
に

か
う
し
て
精
進
し
て
ゐ
る
自
分
と
同
じ
や
う
な
物
を
ば
か
り
食
べ
さ
せ
て
ゐ
る
の
で
、
こ
の
頃
は
よ

く
咽
に
も
通
ら
ぬ
ら
し
い
の
を
見
る
の
が
自
分
に
は
辛
く
て
し
や
う
が
な
い
。

―
そ
ん
な
事
を

考
へ
続
け
な
が
ら
、
こ
ん
な
思
ひ
を
自
分
も
し
又
子
供
に
ま
で
さ
せ
て
漸
つ
と
か
う
し
て
自
分
が
気

安
く
し
て
ゐ
る
の
か
と
思
ふ
と
、
遂
に
は
そ
の
気
安
さ
そ
の
も
の
さ
へ
自
分
を
苦
し
め
出
し
て
く
る

の
だ
つ
た
。
あ
あ
、
私
は
一
体
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ら
う
？
…
…
（
五
）

た
ゞ
、
か
ゝ
る
す
ま
ひ
を
さ
へ
せ
ん
と
は
、
か
ま
へ
た
り
け
り
。
身
の
す
く
せ
ば
か
り
を
、
な
か
ら

む
あ
と
に
そ
ひ
て
か
な
し
き
こ
と
は
、
ひ
ご
ろ
の
な
が
し
や
う
じ
し
つ
る
人
の
、
た
の
も
し
げ
な
け

れ
ど
み
ゆ
づ
る
人
も
な
け
れ
ば
、
か
し
ら
も
さ
し
い
で
ず
。
松
の
葉
ば
か
り
に
お
も
ひ
な
り
に
た
る

身
の
、
お
な
じ
さ
ま
に
て
く
は
せ
た
れ
ど
、
え
も
く
ひ
や
ら
ぬ
を
み
る
た
び
に
ぞ
、
な
み
だ
は
こ
ぼ

れ
ま
さ
る
。
か
く
て
あ
る
は
い
と
心
や
す
か
り
け
る
を
、
た
ゞ
涙
も
ろ
な
る
こ
そ
い
と
く
る
し
か
り

け
れ
。
（
中
巻
之
八
）

「
私
」
は
浮
気
を
繰
り
返
す
夫
へ
の
当
て
つ
け
に
息
子
を
連
れ
て
西
山
に
籠
も
る
。
波
線
部
は
堀
が
原

典
の
「
身
」
を
「
自
分
」
に
置
換
、
あ
る
い
は
「
私
」
、
「
自
分
」
を
付
加
し
た
箇
所
で
あ
る
。
「
日
記
」



- 96 -

に
は
「
自
分
」
の
語
が
九
度
繰
り
返
さ
れ
、
最
後
に
「
私
」
の
語
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

「
日
記
」
の
書
き
手
の
「
私
」
は
、
自
家
を
離
れ
た
西
山
と
い
う
場
所
で
改
め
て
自
己
に
つ
い
て
考
え

る
「
私
」
を
描
く
。
「
日
記
」
に
お
い
て
、
一
人
西
山
で
物
思
い
に
耽
る
「
私
」
の
現
状
が
「
自
分
の
宿

世
」
と
指
示
さ
れ
、
さ
ら
に
自
ら
の
死
後
が
「
自
分
の
死
後
」
と
指
示
さ
れ
、
息
子
を
巻
き
込
む
自
己
が

「
自
分
」
と
指
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
息
子
を
苦
し
め
て
で
も
西
山
と
い
う
場
所
で
得
て
い
る
「
私
」
の

「
気
安
さ
」
が
「
自
分
を
苦
し
め
」
る
と
書
か
れ
る
。
「
私
」
が
見
つ
め
、
内
省
の
中
で
対
象
化
さ
れ
て

い
く
自
己
が
「
自
分
」
と
指
示
さ
れ
、
「
自
分
」
の
語
の
反
復
に
よ
っ
て
「
私
」
の
自
己
省
察
が
表
さ
れ

る
。
こ
の
自
己
省
察
の
後
に
「
私
」
は
夫
に
促
さ
れ
、
山
を
下
り
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
自
己
省
察
の
過
程
に
お
い
て
、
「
私
」
が
「
か
う
云
ふ
」
、
「
か
う
し
て
」
と
近
称
指
示
を
用
い
、

「
あ
あ
」
、
「
い
い
の
だ
ら
う
？
」
と
い
う
詠
嘆
的
な
語
法
を
用
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
堀
は
本
作

全
篇
に
、
「
あ
あ
」
、
「
ま
あ
」
と
い
っ
た
感
動
詞
、
「
も
の
を
」
、
「
の
に
」
と
い
っ
た
詠
嘆
的
な
文
末
詞
、

「
か
し
ら
」
と
い
う
女
性
言
葉
の
文
末
詞
を
付
加
し
て
い
る*191

。
こ
の
よ
う
な
近
称
指
示
、
詠
嘆
的
語
法
、

感
動
詞
や
文
末
詞
の
付
与
は
、
意
図
的
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
物
思
い
を
抱
い
て
い
る
の
は
、
西
山
に
い
る
過
去
の
「
私
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
去
の
「
私
」

の
物
思
い
は
「
か
う
云
ふ
物
思
ひ
」
、
「
こ
ん
な
思
ひ
」
と
い
う
近
称
指
示
を
伴
っ
て
書
き
手
の
「
私
」

に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
あ
あ
、
私
は
一
体
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ら
う
？
」
と
い
う
自
問
は

過
去
の
「
私
」
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
あ
あ
」
と
い
う
詠
嘆
的
な
感
動
詞
を
伴
い
、
現
在
の
自
問
の
よ

う
に
「
私
」
に
書
か
れ
て
い
る
。

書
き
手
の
「
私
」
は
「
日
記
」
を
書
い
て
い
る
現
在
、
自
己
の
半
生
を
「
不
為
合
せ
」
と
規
定
し
て
い

る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
「
私
」
が
過
去
の
自
己
の
物
思
い
を
近
称
詞
と
詠
嘆
的
な
語
法
で
書
き
記
す
。
書

か
れ
て
い
る
「
私
」
は
現
在
の
こ
の
「
私
」
に
連
な
り
、
状
況
は
今
も
大
き
く
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
つ

ま
り
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
物
思
い
は
現
在
の
「
私
」
に
も
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
か
う
云
ふ
物
思
ひ
」
も
「
こ
ん
な
思
ひ
」
も
今
の
「
私
」
の
心
情
に
重
な
る
。「
日
記
」
を
書
く
「
私
」

は
過
去
の
自
身
に
寄
り
添
い
、
自
ら
の
嘆
き
の
声
を
当
時
の
「
私
」
の
嘆
き
と
共
に
響
か
せ
て
い
る
。「
あ

あ
、
私
は
一
体
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ら
う
？
」
と
問
う
の
は
過
去
の
「
私
」
で
あ
り
、
同
時
に
書
き
手

の
「
私
」
で
も
あ
る
。
「
日
記
」
を
書
く
「
私
」
は
、
十
数
年
前
の
自
己
省
察
を
振
り
返
っ
て
い
る
は
ず

が
、
過
去
の
自
己
と
同
化
し
て
我
が
身
を
内
省
す
る
の
で
あ
る
。

渡
辺
実
は
『
蜻
蛉
日
記
』
の
文
章
に
つ
い
て
、
「
道
綱
母
は
、
誰
も
が
当
然
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
か
の

よ
う
な
、
場
面
そ
の
も
の
を
再
構
成
す
る
力
に
乏
し
い
言
語
で
書
く
」
た
め
、
「
道
綱
母
に
同
化
し
な
け

れ
ば
よ
く
解
せ
な
い
文
章
が
出
来
上
」
が
っ
て
い
る
と
述
べ
、
こ
れ
を
「
当
事
者
的
表
現
」
と
名
づ
け
た*192

。
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右
の
よ
う
な
書
き
手
の
「
私
」
と
書
か
れ
て
い
る
「
私
」
の
接
近
は
一
見
こ
の
「
当
事
者
的
表
現
」
の
よ

う
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
堀
は
基
本
的
に
は
書
き
手
の
「
私
」
と
過
去
の
「
私
」
の
間
に
距
離
を
設
け

て
お
き
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
自
己
省
察
の
箇
所
に
お
い
て
、
意
図
的
に
書
く
「
私
」
と
書
か
れ
る
「
私
」

と
の
距
離
を
引
き
寄
せ
る
の
で
あ
る
。

堀
は
原
典
に
「
私
」
、
「
自
分
」
と
い
う
自
称
詞
を
付
加
す
る
形
で
原
文
を
変
換
し
、
「
自
分
」
と
い
う

語
が
繰
り
返
さ
れ
る
文
を
作
り
出
し
た
。
こ
う
し
た
文
に
よ
っ
て
、
「
日
記
」
に
お
け
る
書
く
「
私
」
の

自
己
省
察
が
表
さ
れ
る
。
そ
し
て
近
称
詞
の
付
加
や
詠
嘆
的
な
感
動
詞
・
文
末
詞
の
付
加
に
よ
っ
て
、
書

く
「
私
」
か
ら
書
か
れ
る
「
私
」
へ
の
対
象
化
の
距
離
が
一
時
的
に
消
失
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
日
記
」

に
は
過
去
の
「
私
」
の
自
己
省
察
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
自
己
省
察
は
「
日
記
」
を
書
く
現
在
の
「
私
」

の
自
己
省
察
と
重
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
、
「
私
」
の
半
生
の
不
幸
を
描
く
物

語
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
こ
と
を
共
有
す
る
書
き
手
の
「
私
」
の
物
語
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

四
、
他
称
詞
「
あ
の
方
」

第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
堀
は
原
文
か
ら
の
文
の
変
換
の
過
程
で
、
他
称
詞
の
「
あ
の
方
」
を
付
加
し

て
い
る
。
堀
は
原
典
『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
人
」
を
変
換
し*193

、
あ
る
い
は
文
中
に
「
あ
の
方
」
の
語
を
付

加
す
る
形
で
文
を
変
換
し
て
い
る
。
「
私
」
の
「
日
記
」
に
は
、
「
私
」
が
夫
を
指
示
す
る
「
あ
の
方
」

と
い
う
語
が
全
篇
に
鏤
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
代
語
訳
で
池
田
亀
鑑
が
「
あ
の
人
」
、
与
謝
野
晶
子
が
「
彼
」

を
、
主
体
明
示
の
た
め
に
補
う
姿
勢
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
西
山
参
籠
中
、
夫
が
「
私
」
の
も
と
に
や
っ

て
き
た
場
面
を
、
原
典
と
比
較
し
つ
つ
見
て
み
よ
う
。

木
の
間
か
ら
灯
が
ち
ら
ち
ら
と
見
え
て
く
る
。
や
つ
ぱ
り
あ
の
方
は
入
ら
し
つ
た
の
だ
。
／
門
の
と

こ
ろ
ま
で
、
あ
の
子
は
急
い
で
御
迎
へ
に
出
て
行
つ
た
ら
し
か
つ
た
。
（
略
）
一
丁
ほ
ど
の
石
級
を

マ
マ

上
つ
た
り
下
り
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
取
り
次
い
で
ゐ
た
あ
の
子
は
、
し
ま
ひ

に
は
疲
れ
果
て
て
、
ひ
ど
く
苦
し
さ
う
な
位
に
ま
で
な
つ
た
。
そ
の
上
、
殿
が
、
こ
れ
位
の
事
が
と

り
な
せ
な
い
の
か
、
不
甲
斐
な
い
奴
だ
な
、
な
ど
と
大
へ
ん
御
気
色
が
悪
い
と
言
つ
て
、
い
か
に
も

切
な
が
つ
て
ゐ
た
。
（
五
）

こ
ま
よ
り
火
ふ
た
と
ぼ
し
、
み
と
ぼ
し
み
え
た
り
。
を
さ
な
き
人
、
け
い
め
い
し
て
出
た
れ
ば
、（
略
）

一
町
の
ほ
ど
を
、
い
し
ば
し
お
の
ぼ
り
な
ど
す
れ
ば
、
あ
り
く
人
、
こ
う
じ
て
い
と
苦
し
う
す
る
ま

で
な
り
ぬ
。
こ
れ
か
れ
な
ど
は
、
あ
な
、
い
と
を
か
し
。
な
ど
、
よ
は
き
か
た
ざ
ま
に
の
み
云
。
此

あ
り
く
人
す
え
て
、
き
ん
ぢ
、
い
と
く
ち
を
し
。
か
ば
か
り
の
こ
と
を
ば
い
ひ
な
さ
ぬ
は
、
な
ど
ぞ
。
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み
け
し
き
あ
し
と
て
泣
に
も
な
く
。
（
中
巻
之
八
）

「
私
」
は
夫
へ
の
不
満
と
非
難
を
も
ら
す
が
、
実
は
夫
が
追
い
求
め
て
く
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
。

こ
の
場
面
で
も
夫
が
「
私
」
の
期
待
通
り
に
山
寺
に
迎
え
に
来
る
が
、
「
私
」
は
あ
え
て
応
対
し
よ
う
と

し
な
い
。
堀
は
原
典
の
文
を
逐
語
的
に
現
代
語
化
し
つ
つ
、
「
や
つ
ぱ
り
あ
の
人
は
入
ら
し
つ
た
の
だ
」

と
「
あ
の
人
」
を
付
加
す
る
形
で
一
文
を
挿
入
し
、
さ
ら
に
「
を
さ
な
き
人
」
、
「
あ
り
く
人
」
を
「
あ

の
子
」
と
置
換
し
て
い
る
。
原
典
で
は
、
道
綱
を
指
示
す
る
「
あ
り
く
人
」
や
「
を
さ
な
き
人
」
が
示
す

よ
う
に
、
状
況
に
応
じ
て
道
綱
母
の
夫
の
兼
家
と
息
子
の
道
綱
は
様
々
な
呼
称
で
呼
ば
れ
る
。
だ
が
堀
は
、

こ
れ
を
「
あ
の
方
」
、
「
あ
の
子
」
と
い
う
語
に
統
一
し
て
置
換
す
る
の
で
あ
る
。

引
用
部
、
「
日
記
」
を
書
く
「
私
」
は
、
「
あ
の
方
」
が
山
寺
に
迎
え
に
来
て
、
「
あ
の
子
」
が
迎
え
に

行
き
、
「
あ
の
子
」
が
苦
し
そ
う
に
な
る
と
書
き
記
す
。
同
じ
く
「
あ
の
」
と
い
う
遠
称
で
指
示
さ
れ
る

二
人
の
人
物
が
、
「
私
」
か
ら
離
れ
た
場
所
で
行
き
来
す
る
様
に
「
私
」
は
思
い
を
馳
せ
る
。
つ
ま
り
、

「
私
」
が
夫
を
指
示
す
る
「
あ
の
方
」
と
い
う
他
称
詞
は
、
息
子
を
指
す
「
あ
の
子
」
と
い
う
他
称
詞
と

対
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
呼
称
は
、
傍
線
部
「
殿
」
と
い
う
客
観
的
な
呼
称
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

山
寺
に
籠
も
る
「
私
」
と
夫
と
の
対
話
を
取
り
次
ぐ
息
子
は
、
「
私
」
の
言
葉
を
夫
に
届
け
る
存
在
で

あ
る
。
「
私
」
と
「
あ
の
方
」
と
の
対
話
を
「
あ
の
子
」
が
媒
介
す
る
構
図
は
、
本
作
の
人
物
関
係
の
縮

図
を
な
す
。
「
あ
の
方
」
と
「
あ
の
子
」
と
い
う
対
を
な
す
呼
称
は
、
「
私
」
に
と
っ
て
の
特
権
的
な
人

物
が
誰
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
書
き
手
の
「
私
」
が
見
る
自
己
が
「
自
分
」
と
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
私
」
の
目
か
ら
見
た
夫
と
息
子
が
「
あ
の
方
」
、
「
あ
の
子
」
と
指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
私
」
が
「
日
記
」
に
夫
へ
の
非
難
を
書
き
記
す
時
、
こ
の
「
あ
の
方
」
と
い
う
他
称
詞
が
現
れ
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
「
こ
ち
ら
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
切
な
い
心
も
ち
を
お
訴
へ
し
て
ゐ
る
も
の
を
、
あ
の
、
、

方
は
さ
も
事
も
な
げ
に
あ
し
ら
は
れ
よ
う
と
し
か
な
さ
ら
な
い
」
（
一
）
、
「
こ
の
頃
ま
る
つ
き
り
あ
の
方

、

、
、
、

の
お
見
え
に
な
ら
な
い
私
の
家
の
も
の
と
い
つ
た
ら
、
ま
あ
、
こ
ん
な
軒
端
の
苗
ま
で
も
私
の
真
似
を
し

て
物
思
ひ
を
す
る
見
た
い
」
（
三
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
あ
の
方
」
と
い
う
語
が
繰
り
返
さ
れ
る*194

。

こ
う
し
た
文
に
お
い
て
、
「
あ
の
方
」
と
い
う
他
称
詞
は
「
私
」
が
内
省
を
通
し
て
対
象
化
す
る
夫
を

表
し
て
い
る
。
自
身
の
切
な
さ
を
受
け
止
め
な
か
っ
た
夫
、
家
の
手
入
れ
の
こ
と
を
顧
み
な
か
っ
た
夫
、

病
で
も
訪
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
夫
。
「
私
」
が
内
省
に
お
い
て
対
象
化
し
て
い
る
夫
に
「
あ
の
方
」
と
い

う
語
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
日
記
」
の
書
き
手
の
「
私
」
が
書
く
「
あ
の
方
」
と

は
、
過
去
の
夫
を
指
す
と
も
に
現
在
の
夫
を
指
す
。
夫
を
め
ぐ
る
内
省
は
、
現
在
の
夫
と
「
私
」
と
の
関

係
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
「
私
が
ひ
ど
く
苦
し
み
続
け
て
ゐ
る
間
も
、
あ
の
方
は
謹
慎
中
だ
か

、
、
、

ら
と
言
は
れ
て
一
度
だ
つ
て
御
見
舞
に
は
来
て
下
さ
ら
な
か
つ
た
」
（
二
）
と
書
き
手
の
「
私
」
に
書
か
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れ
て
い
る
の
は
十
数
年
前
の
出
来
事
の
こ
と
だ
が
、
書
き
手
の
「
私
」
は
今
ま
さ
に
、
夫
へ
の
非
難
を
過

去
の
「
私
」
と
共
有
す
る
の
で
あ
る
。

「
日
記
」
を
書
く
「
私
」
は
、
「
あ
の
方
」
と
指
示
す
る
度
に
自
ら
の
意
識
を
現
在
の
夫
に
対
し
て
も

差
し
向
け
る
。「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
に
お
い
て
「
あ
の
方
」
の
語
が
反
復
さ
れ
る
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。

次
は
本
作
末
尾
の
場
面
で
あ
る
。

そ
ん
な
心
に
も
な
い
乱
暴
な
事
を
な
さ
り
な
が
ら
、
反
つ
て
あ
の
方
が
私
に
お
苦
し
め
ら
れ
に
な
つ

て
ゐ
る
の
が
、
ど
う
と
い
ふ
事
も
な
し
に
、
唯
、
さ
う
や
つ
て
あ
の
方
の
な
す
が
ま
ま
に
な
つ
て
ゐ

る
う
ち
に
、
私
に
は
分
か
つ
て
来
た
の
だ
つ
た
。
（
略
）
そ
れ
か
ら
漸
つ
と
あ
の
方
は
御
自
分
に
立

ち
返
へ
ら
れ
た
か
と
思
ふ
と
、
何
だ
つ
て
そ
ん
な
事
を
な
す
つ
た
の
か
は
よ
く
お
分
か
り
に
な
ら
ぬ

な
が
ら
、
急
に
い
ま
ま
で
の
何
も
か
も
を
ほ
ん
の
一
時
の
御
戯
れ
だ
つ
た
と
で
も
云
ふ
や
う
に
な
さ

ら
う
と
し
て
、
私
に
い
つ
も
の
や
う
な
冗
談
な
ん
ぞ
を
言
は
れ
出
し
た
。
私
も
私
で
、
あ
の
方
が
私

の
た
め
に
お
苦
し
め
ら
れ
に
な
つ
て
ゐ
た
な
ん
ぞ
と
云
ふ
事
を
あ
の
方
に
は
お
分
か
り
に
な
ら
せ
ぬ

の
が
、
せ
め
て
も
の
私
の
思
ひ
や
り
で
で
も
あ
る
と
云
つ
た
や
う
に
、
さ
も
何
事
も
な
か
つ
た
や
う

に
し
て
ゐ
た
。
（
七
）

西
山
か
ら
下
り
、
「
私
」
が
任
国
へ
行
こ
う
と
す
る
父
の
家
に
行
く
と
、
夫
が
色
を
変
え
て
現
れ
て
騒

ぐ
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
日
記
」
を
書
く
「
私
」
は
、
波
線
部
、
「
あ
の
方
が
私
に
お
苦
し
め
ら
れ
に

な
つ
て
ゐ
る
」
、
「
あ
の
方
の
な
す
が
ま
ま
に
な
つ
て
ゐ
る
」
、
「
あ
の
方
は
御
自
分
に
立
ち
返
へ
ら
れ
た
」

と
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
「
あ
の
方
」
の
語
を
繰
り
返
し
書
き
つ
け
る
。
家
の
調
度
を
乱
し
な
が
ら
実
は
妻

に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
夫
、
妻
が
そ
の
な
す
が
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
う
ち
に
我
に
返
る
夫
、
実
は
妻
に
苦

し
め
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
夫
。
一
文
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
に
は
不
自
然
な
ほ
ど
に
繰

り
返
さ
れ
る
「
あ
の
方
」
と
い
う
他
称
詞
は
、
書
き
手
の
「
私
」
の
内
省
の
中
で
対
象
化
さ
れ
る
夫
を
指

し
て
い
る
。
反
復
さ
れ
る
「
あ
の
方
」
と
い
う
語
は
対
象
の
指
示
と
い
う
機
能
を
超
え
、
「
私
」
の
夫
へ

の
非
難
と
、
そ
れ
と
は
裏
腹
な
夫
へ
の
希
求
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
る*195

。

こ
の
箇
所
で
、
書
き
手
の
「
私
」
は
初
め
て
「
い
ま
ま
で
の
何
も
か
も
を
ほ
ん
の
一
時
の
御
戯
れ
だ
つ

た
と
で
も
云
ふ
や
う
に
な
さ
ら
う
と
し
て
」
と
夫
の
心
理
に
踏
み
込
ん
で
書
き
記
す
。
こ
の
こ
と
は
「
私
」

が
苦
悩
す
る
自
己
か
ら
、
苦
悩
す
る
夫
へ
と
意
識
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
転
回
と
相
即
す
る
。「
日
記
」

を
書
く
こ
と
を
通
し
て
自
己
を
内
省
し
、
か
つ
て
の
夫
と
の
関
係
を
内
省
し
た
「
私
」
は
、
「
日
記
」
の

末
尾
に
お
い
て
初
め
て
夫
の
側
の
心
理
を
忖
度
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
堀
は
原
典
に
「
あ
の
子
」
、
「
あ
の
方
」
と
い
う
他
称
詞
を
付
加
す
る
形
で
原
文
を
変

換
し
、
特
に
「
あ
の
方
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
文
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
に
よ
り
、
書
く
「
私
」
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か
ら
夫
に
対
す
る
内
省
が
表
さ
れ
る
。
繰
り
返
さ
れ
る
「
あ
の
方
」
の
語
に
よ
っ
て
、
「
私
」
の
夫
へ
の

内
省
が
「
日
記
」
の
文
に
刻
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
堀
は
原
典
『
蜻
蛉
日
記
』
を
現
代
語
化
す
る
形
で
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
を
書
い
た
。

原
典
に
寄
り
添
い
つ
つ
も
、
自
称
詞
「
私
」
、
「
自
分
」
、
他
称
詞
「
あ
の
方
」
、
「
あ
の
子
」
を
付
し
て
い

る
。
そ
の
こ
と
で
、
「
私
」
が
自
己
と
夫
の
こ
と
を
内
省
的
に
考
え
る
文
が
作
り
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

置
換
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
半
生
を
「
不
為
合
せ
」
と
自
己
規
定
し
、
現
在
ま
で
続
く
不
幸
の
中
か
ら
嘆
き

悲
し
み
つ
つ
書
く
書
き
手
の
女
性
「
私
」
の
内
省
が
文
に
刻
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
な
る
文
体
的
効

果
の
付
与
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
書
く
書
き
手
の
「
私
」
を
堀
が
作
り
出
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

原
典
の
文
を
現
代
語
に
置
換
す
れ
ば
、
書
く
主
体
と
し
て
の
「
私
」
が
自
動
的
に
立
ち
上
が
る
わ
け
で

は
な
い
。
過
去
の
自
己
と
夫
に
省
察
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
過
去
へ
の
内
省
が
現
在
の
自
己
と
夫
と
の
関
係

に
跳
ね
返
る
。
「
日
記
」
に
記
さ
れ
る
過
去
の
不
満
や
嘆
き
が
現
在
に
お
い
て
共
有
さ
れ
、
当
時
の
自
己

や
夫
に
対
す
る
内
省
も
ま
た
共
有
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
日
記
」
の
文
を
通
し
て
作
り
出
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
よ
う
に
内
省
的
に
「
日
記
」
を
書
く
「
私
」
で
あ
る
。
堀
が
原
典
に
寄
り
添
う
よ
う
に
語
句
を
現
代

語
化
し
つ
つ
、
書
き
手
の
女
性
「
私
」
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、
一
見
当
た
り
前
で
あ
る
が
ゆ
え
に

こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
堀
は
過
去
を
内
省
し
、
そ
の
こ
と
で
現
在
を
捉
え
る
、「
日

記
」
の
書
き
手
「
私
」
を
作
り
出
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

―
「
物
語
の
女
」
の
継
承

「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
に
お
い
て
、
苦
悩
を
抱
え
た
一
人
の
女
性
「
私
」
が
自
身
の
半
生
を
内
省
的
に

回
顧
し
、
自
叙
伝
と
し
て
の
「
日
記
」
に
書
き
記
す
。
そ
の
よ
う
な
「
日
記
」
の
書
き
手
で
あ
る
「
私
」

は
、
「
切
な
い
心
も
ち
」
を
夫
に
「
お
訴
へ
」
し
て
も
そ
の
自
ら
の
言
葉
を
相
手
に
届
け
ら
れ
な
い
存
在

で
あ
る
。
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
の
十
数
年
の
結
婚
生
活
に
お
い
て
現
れ
る
の
は
、
自
ら
の
言
葉
を
相
手

に
届
け
ら
れ
な
い
女
と
し
て
の
「
私
」
と
、
そ
の
女
の
言
葉
を
受
け
取
ら
な
い
男
と
し
て
の
「
あ
の
方
」

で
あ
る
。
だ
が
代
わ
り
に
、
「
私
」
の
言
葉
は
「
日
記
」
に
お
い
て
内
省
と
い
う
形
で
過
去
の
空
白
を
埋

め
る
よ
う
に
あ
ふ
れ
出
し
て
い
る
。「
私
」
は
「
日
記
」
を
書
く
こ
と
で
、
当
時
の
自
己
や
夫
を
確
か
め
、

当
時
の
心
情
を
改
め
て
一
つ
一
つ
形
に
し
て
い
く
。

西
山
か
ら
帰
っ
て
き
た
「
私
」
は
、
夫
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の
非
難
の
心
情
が
影
を
ひ
そ
め
、
夫
の
与

え
る
苦
し
み
こ
そ
が
生
き
る
糧
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
転
回
を
得
る
。
「
日
記
」
を
書
く
「
私
」
は
、
書
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く
こ
と
を
通
し
て
そ
う
し
た
自
己
の
転
回
を
認
識
す
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
私
」
が
次
の
よ

う
な
手
紙
を
夫
の
「
あ
の
方
」
の
「
御
妹
」
に
送
付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

山
で
は
私
も
こ
れ
ま
で
に
つ
い
ぞ
な
か
つ
た
ほ
ど
苦
し
い
思
ひ
を
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
や

う
な
苦
し
み
も
あ
の
方
が
お
与
へ
下
さ
る
の
か
と
考
へ
れ
ば
不
便
と
さ
へ
思
へ
て
、
或
時
な
ど
は
自

分
か
ら
好
ん
で
そ
の
苦
し
み
を
求
め
た
ほ
ど
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
略
）
あ
の
方
は
昔
と
少
し
も
変

ら
ぬ
苦
し
み
を
私
に
お
与
へ
な
さ
い
ま
す
が
、
本
当
に
こ
の
頃
の
私
と
申
し
ま
し
た
ら
、
も
う
さ
う

い
ふ
あ
の
方
ゆ
ゑ
の
苦
し
み
無
し
に
は
、
も
つ
と
も
つ
と
は
か
な
く
て
、
あ
る
か
な
い
か
知
れ
な
い

程
に
な
つ
て
し
ま
ひ
さ
う
だ
と
思
ふ
位
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
七
）

「
あ
の
方
」
の
妹
か
ら
手
紙
が
来
て
、
「
私
」
が
そ
れ
に
返
事
を
書
い
た
箇
所
で
あ
る
。
「
日
記
」
の

書
き
手
「
私
」
は
そ
の
返
信
を
「
日
記
」
に
右
の
よ
う
に
引
用
す
る
。
波
線
部
、
「
あ
の
方
」
の
語
が
繰

り
返
し
書
き
つ
け
ら
れ
な
が
ら
、
「
あ
の
方
」
を
詰
り
つ
つ
も
、
「
あ
の
方
」
の
苦
し
み
な
し
に
生
き
ら

れ
な
い
と
い
う
「
あ
の
方
」
へ
の
希
求
が
書
き
記
さ
れ
る
。
堀
は
原
典
に
お
け
る
道
綱
母
の
書
簡
を
書
き

換
え
長
大
な
手
紙
へ
と
変
換
し
作
品
の
末
尾
に
配
し
た
。
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
が
こ
の
よ
う
に
、
二
人

称
の
他
者
に
宛
て
て
「
私
」
が
語
り
か
け
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
夫
の
「
あ
の
方
」

に
対
し
て
わ
だ
か
ま
る
心
を
抱
え
な
が
ら
も
言
葉
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
私
」
は
、
十

数
年
の
時
を
経
て
「
あ
の
方
」
の
近
親
者
に
自
ら
の
言
葉
を
発
す
る
。
そ
し
て
「
私
」
は
こ
の
後
に
自
ら

の
人
生
を
振
り
返
っ
た
こ
の
「
日
記
」
を
書
き
始
め
て
い
る
。
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
、
こ
う
し
て
言

葉
を
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
が
、
言
葉
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

「
改
造
」
に
発
表
さ
れ
た
初
出
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
冒
頭
部
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
簡
形
式
の
序
文

が
置
か
れ
て
い
た
。

＊
＊
＊
様
／
甚
だ
突
然
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、
思
ひ
切
つ
て
こ
の
手
帳
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

数
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
母
が
残
し
て
行
つ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
略
）
こ
の
程
「
物
語
の

女
」
な
ど
拝
見
い
た
し
ま
す
に
つ
け
、
あ
な
た
様
な
ら
か
う
云
ふ
も
の
に
も
御
興
味
を
持
た
れ
、
又
、

こ
の
古
い
日
記
に
托
し
て
な
り
と
、
せ
め
て
御
自
分
を
生
か
さ
う
と
な
さ
れ
た
母
の
お
気
持
も
よ
く

御
わ
か
り
下
さ
れ
る
か
と
も
思
は
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
手
帳
を
お
送
り
す
る
決
心
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
略
）
無
名
の
女

書
簡
に
よ
れ
ば
、
「
無
名
の
女
」
な
る
人
物
は
「
物
語
の
女
」
と
い
う
作
品
を
読
み
、
そ
の
作
者
「
＊

＊
＊
様
」
を
、
亡
き
母
の
遺
し
た
「
手
帳
」
を
送
る
べ
き
相
手
と
し
て
見
出
し
た
と
い
う*196

。
こ
こ
に

は
、
小
説
「
物
語
の
女
」
と
そ
の
作
者
堀
辰
雄
が
暗
示
さ
れ
、
本
作
が
「
物
語
の
女
」
を
引
き
継
ぐ
作
品

、
、
、
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で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
創
元
社
版
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』
収
録
時
に
削
除
さ
れ
る
こ
の
序
文
を
、

中
村
真
一
郎
は
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
と
「
物
語
の
女
」
と
の
内
的
連
関
の
証
拠
と
捉
え
、
繰
り
返
し
注

目
を
促
し
た*197

。
ま
た
「
無
名
の
女
」
の
書
簡
は
、
手
帳
の
書
き
手
を
次
の
よ
う
に
王
朝
女
流
日
記
の

作
者
に
重
ね
る
。

私
の
母
も
、
世
の
多
く
の
女
達
が
さ
う
で
あ
る
や
う
に
、
そ
の
半
生
を
空
し
く
過
ぎ
る
が
ま
ま
に
任

か
せ
な
が
ら
、
漸
く
静
か
な
老
境
に
達
し
た
や
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
し
か
し
お
心
の
中
は
い
く

ぶ
ん
不
平
で
な
く
も
な
か
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
、
か
う
い
ふ
も
の
を
お
書
き
残
し
に
な
つ
て

居
る
と
こ
ろ
を
見
ま
す
れ
ば
。
そ
の
頃
の
こ
と
、
母
は
よ
く
私
に
向
つ
て
、
何
で
も
最
早
か
れ
こ
れ

千
年
ぐ
ら
ゐ
も
前
の
だ
と
か
申
し
ま
す
古
い
女
の
日
記
の
お
話
を
な
す
つ
て
下
さ
い
ま
し
た
け
れ

ど
、
（
略
）
こ
の
頃
に
な
つ
て
漸
つ
と
、
さ
う
、
あ
れ
も
確
か
こ
れ
と
同
じ
に
「
蜻
蛉
日
記
」
と
か

か
げ
ろ
ふ
の

に

つ

き

云
ふ
も
の
だ
つ
た
と
思
ひ
出
し
た
位
で
ご
ざ
い
ま
す
。

書
簡
に
よ
れ
ば
、
「
半
生
を
空
し
く
過
ぎ
る
が
ま
ま
に
任
か
せ
」
、
心
中
に
「
不
平
」
を
抱
え
た
「
無

名
の
女
」
の
母
は
、
一
冊
の
「
手
帳
」
を
「
古
い
日
記
に
托
し
て
」
書
き
残
し
た
。
心
中
の
不
平
を
言
葉

に
で
き
な
か
っ
た
女
性
が
半
生
を
振
り
返
っ
て
記
し
た
の
が
こ
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
後
に
削
除
さ
れ
る
こ
の
序
文
が
「
物
語
の
女
」
に
言
及
し
、
心
中
に
不
平
を
抱
い
た
女
性
と
し
て

「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
の
書
き
手
を
設
定
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

中
年
の
一
女
性
が
既
に
半
生
を
空
し
く
生
き
、
過
去
に
お
け
る
男
性
と
の
関
係
の
中
で
発
す
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
言
葉
が
あ
っ
て
、
後
年
に
な
っ
て
か
ら
当
時
の
そ
の
よ
う
な
自
身
の
心
情
を
振
り
返
っ
て

書
き
記
す
。
そ
し
て
、
書
く
こ
と
を
通
し
て
そ
の
女
性
が
か
つ
て
の
自
己
の
心
情
に
分
け
入
り
、
当
時
の

苦
悩
を
共
有
し
、
書
く
現
在
に
お
い
て
当
時
の
声
と
現
在
の
声
と
を
共
鳴
さ
せ
る
。
堀
辰
雄
は
「
物
語
の

女
」
と
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
と
い
う
、
と
も
に
王
朝
女
流
日
記
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
二
作
品
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
書
く
女
性
「
私
」
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

堀
辰
雄
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
、
昭
和
十
年
前
後
の
古
典
の
現
代
化
と
い
う
動
向
の
中
で
、
『
蜻

蛉
日
記
』
の
文
章
を
現
代
化
し
た
、
古
典
の
現
代
化
の
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
試
み
は
、

同
時
代
の
中
で
着
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
堀
が
初
期
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
対
象
に
試
み
て
い

た
方
法
の
応
用
で
あ
っ
た
。
堀
は
、
女
性
が
一
人
称
で
過
去
を
回
想
す
る
文
学
史
上
特
異
な
作
品
だ
っ
た

『
蜻
蛉
日
記
』
に
着
目
し
、
そ
の
中
で
過
去
を
内
省
す
る
女
性
の
「
日
記
」
の
文
を
見
出
し
た
。
堀
は
『
蜻

蛉
日
記
』
と
い
う
古
典
の
翻
訳
を
通
じ
て
、
中
年
の
女
性
「
私
」
が
自
己
の
半
生
を
回
顧
し
て
書
き
記
す
、

女
性
一
人
称
叙
述
の
形
式
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

本
作
の
続
篇
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
で
は
、
原
典
の
逐
語
的
な
変
換
や
「
自
分
」
の
頻
出
、
内
省
的
な
長
文
、
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執
拗
な
敬
語
の
用
法
は
影
を
潜
め
る
。
ま
た
夫
は
「
殿
」
、
息
子
は
「
道
綱
」
と
指
示
さ
れ
、「
頭
の
君
」
、

「
撫
子
」
を
含
む
複
数
の
人
物
間
の
恋
愛
心
理
が
第
三
者
的
な
位
置
か
ら
眺
め
ら
れ
る
。「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」

執
筆
後
、
単
行
本
収
録
時
に
は
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
も
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
同
様
に
、
「
あ
の
子
」
と
い

う
語
は
「
道
綱
」
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
時
、
お
そ
ら
く
堀
の
関
心
は
既
に
、
女
性
視
点
に

内
在
し
、
三
人
称
叙
述
の
形
式
を
と
っ
た
「
菜
穂
子
」
（
「
中
央
公
論
」
昭

・

）
の
方
向
に
向
け
て
、

16

3

新
た
な
展
開
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
四
部

『
風
立
ち
ぬ
』
論
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第
七
章

『
風
立
ち
ぬ
』
論

―
書
く
時
間
と
書
か
れ
た
時
間

は
じ
め
に

―
時
間
と
い
う
問
題

昭
和
十
一
年
十
二
月
号
の
「
改
造
」
に
、
堀
辰
雄
は
短
篇
「
風
立
ち
ぬ
」
を
発
表
し
た
。
佐
藤
春

夫
は
こ
れ
を
「
彼
と
し
て
も
或
は
第
一
の
作
品
で
は
な
い
か
」
と
高
く
評
価
し
、
そ
の
上
で
「
あ
と

に
ま
だ
も
う
一
章
ぐ
ら
ゐ
あ
る
べ
き
」
と
続
篇
の
存
在
を
推
測
し
た**198

。
実
際
堀
は
、
同
作
の
後
日

談
「
冬
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
、
作
中
の
空
隙
を
埋
め
る
「
婚
約
」
（
「
新
女
苑
」
昭

・

、

12

1

12

4

改
題
「
春
」
）
、
「
冬
」
の
後
日
談
「
死
の
か
げ
の
谷
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
を
書
き
継
い
だ
。
連

13

3

作
諸
篇
は
時
系
列
順
に
編
み
直
さ
れ
、
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
、
「
冬
」
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」

五
章
よ
り
な
る
中
篇
『
風
立
ち
ぬ
』
（
野
田
書
房
、
昭

）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

13

『
風
立
ち
ぬ
』
は
重
い
結
核
に
冒
さ
れ
た
女
と
彼
女
の
死
を
看
取
る
男
の
物
語
で
あ
る
。
小
説
家
の

「
私
」
は
避
暑
地
の
高
原
で
節
子
と
い
う
女
性
と
出
会
い
（
「
序
曲
」
）
、
婚
約
し
た
二
人
は
節
子
の

結
核
療
養
の
た
め
Ｆ
高
原
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
赴
く
（
「
春
」
）
。
節
子
の
病
状
は
徐
々
に
進
行
し
、

「
私
」
は
二
人
の
生
活
を
小
説
と
い
う
形
で
残
そ
う
と
考
え
る
（
「
風
立
ち
ぬ
」
）
。
「
私
」
の
小
説
執

筆
が
進
む
傍
ら
で
、
節
子
の
病
状
は
死
の
直
前
ま
で
悪
化
す
る
（
「
冬
」
）
。
節
子
の
死
後
、
二
人
が

出
会
っ
た
高
原
を
再
訪
し
た
「
私
」
は
、
リ
ル
ケ
の
詩
節
「
鎮
魂
歌
」
の
導
き
で
節
子
の
死
を
受
け

入
れ
て
い
く
（
「
死
の
か
げ
の
谷
」
）
。

五
つ
の
章
は
「
私
」
と
節
子
と
の
出
会
い
か
ら
死
別
ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
描
き
出
す
。
章

と
章
の
間
に
大
き
な
飛
躍
は
な
く
章
同
士
は
自
然
に
接
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
従
来
の
研
究
は

『
風
立
ち
ぬ
』
全
五
章
が
一
貫
し
連
続
す
る
物
語
で
あ
る
こ
と
を
自
明
視
し
て
き
た
。

だ
が
一
方
で
『
風
立
ち
ぬ
』
五
章
の
間
に
は
、
人
称
や
語
り
の
形
式
の
差
異
が
存
す
る
。
す
な
わ

ち
、
「
序
曲
」
と
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
二
章
で
は
節
子
が
「
お
前
」
と
二
人
称
で
指
示
さ
れ
る
の

に
対
し
、
他
の
三
章
で
は
「
節
子
」
と
三
人
称
で
指
示
さ
れ
る
。
ま
た
前
半
三
章
は
「
私
」
が
一
定

の
距
離
を
置
い
て
過
去
を
回
想
す
る
形
だ
が
、
後
半
二
章
は
「
私
」
が
日
ご
と
に
記
し
た
日
記
の
形

で
あ
る
。
つ
ま
り
全
く
同
じ
形
式
を
と
る
二
つ
の
章
は
存
在
し
な
い
。
五
つ
の
章
は
出
来
事
の
流
れ

の
上
で
は
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
形
式
の
上
で
は
不
連
続
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
風
立
ち
ぬ
』
各
章
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
渡
辺
広
士
は
次
の
よ
う
に
的
確
に
述
べ

て
い
る
。
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二
年
に
わ
た
る
期
間
を
『
風
立
ち
ぬ
』
は
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
各
章
の
形
式
に
は
変
化
が

あ
る
。
（
略
）
「
冬
」
に
入
る
と
日
付
の
あ
る
日
記
の
ス
タ
イ
ル
と
な
る
。
つ
ま
り
「
冬
」
を
現

在
と
し
て
書
か
れ
て
い
く
進
行
形
の
物
語
だ
が
、
こ
の
前
半
の
回
想
と
後
半
の
現
在
進
行
と
の

差
異
は
、
全
体
と
し
て
は
「
序
曲
」
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
一
貫
し
た
物
語
的
時
間
の
流
れ
に
入

っ
て
い
る
の
で
、
実
に
微
妙
な
差
異
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
う
っ
か
り
読
み
過
ご
さ
れ

る
ほ
ど
の
微
妙
な
調
和
と
違
和
が
見
ら
れ
る
。*199

渡
辺
は
「
前
半
の
回
想
」
の
形
式
と
「
後
半
の
現
在
進
行
」
の
形
式
と
が
「
一
貫
し
た
物
語
的
時

間
の
流
れ
」
の
中
で
接
合
さ
れ
「
う
っ
か
り
読
み
過
ご
さ
れ
る
ほ
ど
の
微
妙
な
調
和
と
違
和
」
を
な

し
て
い
る
と
述
べ
る
。
多
く
の
研
究
は
渡
辺
の
い
う
「
調
和
」
の
側
に
目
を
向
け
る
あ
ま
り
、
「
違

和
」
の
側
を
見
落
と
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

渡
辺
が
こ
こ
で
、
出
来
事
の
レ
ベ
ル
の
時
間
（
物
語
的
時
間
の
流
れ
）
と
語
り
の
レ
ベ
ル
の
時
間

と
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
『
風
立
ち
ぬ
』
に
お
い
て
、
時
間
の
流
れ
は
出
来
事

の
継
起
だ
け
で
な
く
、
語
り
に
よ
っ
て
複
合
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
語
り
手
で
あ
り
手

記
の
書
き
手
で
あ
る
「
私
」
の
認
識
を
反
映
す
る
表
現
及
び
形
式
が
前
半
三
章
と
後
半
二
章
の
間
に
時
間

の
性
質
の
差
異
を
作
り
出
し
、
そ
の
理
由
が
「
冬
」
の
章
で
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
冬
」
の
章
で
「
私
」
が
書
き
始
め
る
小
説
は
、
外
枠
を
な
す
『
風
立
ち
ぬ
』
と
類
似
す
る
こ
と

が
主
題
や
プ
ロ
ッ
ト
の
上
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
清
水
徹
の
言
を
借
り
れ
ば
、
「
主
人
公
＝
語
り
手
が

こ
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
入
院
中
に
書
い
た
物
語
が
、
す
な
わ
ち
こ
の
『
風
立
ち
ぬ
』
で
あ
る
か
の
よ
う

に
思
わ
せ
る
」*200

。
『
風
立
ち
ぬ
』
は
作
中
に
作
品
そ
れ
自
体
と
相
似
形
を
な
す
も
う
一
つ
の
作
品

を
包
む
入
れ
子
を
な
し
、
そ
の
こ
と
が
『
風
立
ち
ぬ
』
の
特
異
な
時
間
構
造
を
作
り
出
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
『
風
立
ち
ぬ
』
の
特
異
な
時
間
の
様
相
を
読
み
解
く
試
み
で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
は
「
序

曲
」
と
「
冬
」
の
章
の
時
間
の
性
質
の
差
異
を
論
じ
た
上
で
、
小
説
全
体
の
時
間
構
造
の
問
題
に
議

論
を
進
め
て
い
く
。
次
節
で
は
ま
ず
「
序
曲
」
の
時
間
を
分
析
す
る
。

一
、
「
序
曲
」
の
時
間

『
風
立
ち
ぬ
』
全
五
章
の
中
で
も
、
「
序
曲
」
と
い
う
章
の
時
間
は
特
異
な
性
質
を
持
つ
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
節
で
は
「
序
曲
」
の
時
間
を
分
析
し
、
『
風
立
ち
ぬ
』
の
時
間
論
の
糸
口
を
開
き
た
い
。

「
序
曲
」
と
い
う
章
は
次
の
一
節
か
ら
始
ま
る
。
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そ
れ
ら
の
夏
の
日
々
、
一
面
に
薄
の
生
ひ
茂
つ
た
草
原
の
中
で
、
お
前
が
立
つ
た
ま
ま
熱
心
に

絵
を
描
い
て
ゐ
る
と
、
私
は
い
つ
も
そ
の
傍
ら
の
一
本
の
白
樺
の
木
蔭
に
身
を
横
た
へ
て
ゐ
た

も
の
だ
つ
た
。
さ
う
し
て
夕
方
に
な
つ
て
、
お
前
が
仕
事
を
す
ま
せ
て
私
の
そ
ば
に
来
る
と
、

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
私
達
は
肩
に
手
を
か
け
合
つ
た
ま
ま
、
遙
か
彼
方
の
、
縁
だ
け
茜
色
を
帯

び
た
入
道
雲
の
む
く
む
く
し
た
塊
り
に
覆
は
れ
て
ゐ
る
地
平
線
の
方
を
眺
め
や
つ
て
ゐ
た
も
の

だ
つ
た
。
や
う
や
く
暮
れ
よ
う
と
し
か
け
て
ゐ
る
そ
の
地
平
線
か
ら
、
反
対
に
何
物
か
が
生
れ

て
来
つ
つ
あ
る
か
の
や
う
に
‥
‥

薄
が
茂
り
白
樺
が
生
え
た
草
原
で
「
お
前
」
と
呼
ば
れ
る
少
女
が
絵
を
描
き
、
恋
人
の
「
私
」
が

傍
に
身
を
横
た
え
、
夕
方
に
な
る
と
二
人
は
入
道
雲
に
覆
わ
れ
た
地
平
線
の
彼
方
を
眺
め
や
る
。
作

品
の
主
要
人
物
を
提
示
す
る
こ
の
場
面
で
、
二
人
を
取
り
囲
む
状
況
は
最
低
限
し
か
書
か
れ
ず
、
両

者
の
来
歴
も
示
さ
れ
な
い
。
季
節
は
夏
で
舞
台
は
避
暑
地
ら
し
い
と
わ
か
る
が
、
二
人
の
年
齢
も
名
前

も
境
遇
も
、
高
原
に
来
た
理
由
も
出
会
い
の
経
緯
も
示
さ
れ
な
い
。
二
人
の
人
物
は
過
去
の
状
況
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
二
人
の
行
為
は
「
身
を
横
た
へ
て
ゐ
た
も
の
だ
つ
た
」
、
「
眺
め
や
つ
て
ゐ
た
も
の
だ
つ
た
」

と
繰
り
返
さ
れ
た
習
慣
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
行
為
の
描
写
は
少
女
が
「
熱
心
に
絵
を
描
」
く
様
と

「
私
」
が
「
身
を
横
た
へ
」
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
、
日
ご
と
の
経
験
の
差
異
は
消
去
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
人
物
の
行
為
が
出
来
事
と
し
て
の
積
み
重
ね
や
未
来
へ
の
進
展
を
作
り
出
す
こ
と
は
な
い
。

「
そ
れ
ら
の
夏
の
日
々
」
と
指
示
さ
れ
る
こ
の
一
節
の
時
間
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

日
ご
と
の
個
別
性
を
捨
象
さ
れ
た
「
日
々
」
の
中
で
、
男
女
は
過
去
の
状
況
か
ら
も
未
来
へ
の
展
開

か
ら
も
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
作
中
人
物
と
し
て
の
「
私
」
と
節
子
は
当
然
こ
の
前
後
に
も
生
き
て
い

る
は
ず
だ
が
、
こ
の
一
節
の
記
述
は
そ
う
し
た
先
後
の
時
間
を
想
像
さ
せ
る
契
機
を
欠
く
。
ま
た
複

数
形
の
「
日
々
」
は
時
間
軸
の
上
の
一
つ
の
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
に
は
、
過

去
・
現
在
・
未
来
と
直
線
上
に
刻
ま
れ
て
い
く
時
の
流
れ
は
見
出
せ
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
昼
か
ら
夕
方
へ
の
変
化
は
存
在
す
る
。
だ
が
そ
れ
は
習
慣
の
時
制
の
効
果
と
相
俟
っ
て
、
時

の
推
移
の
サ
イ
ク
ル
を
こ
そ
際
立
た
せ
る
。
朝
は
昼
に
、
昼
は
夕
に
移
行
し
、
再
び
朝
が
訪
れ
る
。
時
間
は

流
れ
過
ぎ
去
る
の
で
は
な
く
二
人
の
上
に
同
じ
時
間
の
め
ぐ
り
を
も
た
ら
す
。
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の

は
、
あ
る
一
日
に
あ
っ
た
こ
と
が
別
の
日
に
も
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
時
間
の
意
識
で
あ
る
。

「
序
曲
」
特
有
の
時
間
の
性
質
は
、
引
用
部
直
後
の
次
の
一
節
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。

そ
ん
な
日
の
或
る
午
後
、
（
そ
れ
は
も
う
秋
近
い
日
だ
つ
た
）
私
達
は
お
前
の
描
き
か
け
の
絵
を

画
架
に
立
て
か
け
た
ま
ま
、
そ
の
白
樺
の
木
蔭
に
寝
そ
べ
つ
て
、
果
物
を
囓
じ
つ
て
ゐ
た
。
砂
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の
や
う
な
雲
が
空
を
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
と
き
不
意
に
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
風

が
立
つ
た
。
私
達
の
頭
の
上
で
は
、
木
の
葉
の
間
か
ら
ち
ら
つ
と
覗
い
て
ゐ
る
藍
色
が
伸
び
た

り
縮
ん
だ
り
し
た
。
そ
れ
と
殆
ん
ど
同
時
に
、
草
む
ら
の
中
に
何
か
が
ば
つ
た
り
と
倒
れ
る
物

音
を
私
達
は
耳
に
し
た
。
そ
れ
は
私
達
が
そ
こ
に
置
き
つ
ぱ
な
し
に
し
て
あ
つ
た
絵
が
、
画
架

と
共
に
、
倒
れ
た
音
ら
し
か
つ
た
。
す
ぐ
立
ち
上
つ
て
行
か
う
と
す
る
お
前
を
、
私
は
、
い
ま

の
一
瞬
の
何
物
を
も
失
ふ
ま
い
と
す
る
か
の
や
う
に
無
理
に
引
き
留
め
て
、
私
の
そ
ば
か
ら
離

さ
な
い
で
ゐ
た
。
お
前
は
私
の
す
る
が
ま
ま
に
さ
せ
て
ゐ
た
。

草
原
で
の
二
人
の
日
課
の
一
コ
マ
を
描
く
右
の
場
面
に
つ
い
て
、
野
沢
京
子
は
「
ゆ
る
ん
だ
時
間
の

な
か
に
ま
さ
に
時
間
そ
の
も
の
が
「
風
」
の
形
象
と
な
っ
て
投
げ
こ
ま
れ
る
一
瞬
」*201

と
評
し
た
。

実
際
、
描
か
れ
る
出
来
事
は
些
細
で
あ
り
、
事
象
の
背
後
に
流
れ
る
時
こ
そ
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

風
が
起
こ
り
、
木
の
間
の
空
が
伸
び
縮
み
し
て
見
え
、
何
か
が
倒
れ
る
音
が
聞
こ
え
、
倒
れ
た
の

が
節
子
の
画
架
だ
と
認
識
さ
れ
る
。
実
際
に
は
わ
ず
か
な
期
間
に
ほ
ぼ
同
時
に
起
こ
っ
た
は
ず
の
出

来
事
は
傍
線
部
の
四
つ
の
文
で
切
り
分
け
ら
れ
て
提
示
さ
れ
る
。
各
文
は
触
覚
、
視
覚
、
聴
覚
と
い
う

様
々
な
感
覚
か
ら
同
じ
期
間
を
繰
り
返
し
描
く
。
「
果
物
を
囓
じ
つ
て
ゐ
た
」
、
「
雲
が
空
を
さ
ら
さ
ら

、
、
、

と
流
れ
て
ゐ
た
」
と
い
う
そ
の
「
て
ゐ
た
」
の
瞬
間
が
異
な
る
角
度
か
ら
細
分
化
し
て
書
か
れ
る
。
事

、
、
、

象
を
語
る
言
葉
が
重
ね
ら
れ
る
一
方
で
出
来
事
の
進
行
は
停
滞
し
、
一
連
の
情
景
は
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン

で
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

引
用
部
は
二
人
の
幸
福
な
日
々
が
変
化
す
る
直
前
を
捉
え
て
い
る
。
間
も
な
く
節
子
の
父
の
到
来

で
草
原
で
の
日
課
は
終
わ
り
、
節
子
は
こ
の
高
原
を
去
る
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
節
子
は
結
核
に
罹

患
し
、
「
私
」
と
節
子
と
は
死
別
へ
の
道
を
歩
み
出
す
。
「
夏
の
日
々
」
に
も
た
ら
さ
れ
る
変
化
と
、

に
わ
か
に
起
こ
る
風
に
よ
る
風
景
の
変
化
は
対
応
関
係
を
な
す
。
幸
福
な
日
々
の
変
化
を
風
が
予
示

す
る
一
瞬
間
が
注
視
さ
れ
、
時
間
は
ス
ロ
ー
再
生
さ
れ
る
。
輝
か
し
い
夏
の
時
間
は
滞
留
し
、
そ
の

進
行
を
一
時
的
に
と
ど
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

宮
内
豊
は
「
い
ま
の
一
瞬
の
何
物
を
も
失
ふ
ま
い
と
す
る
か
の
や
う
」
と
い
う
一
節
を
重
視
し
、

こ
こ
で
は
人
物
の
み
な
ら
ず
語
り
そ
の
も
の
が
「
過
ぎ
行
く
「
時
間
」
の
流
れ
に
あ
ら
が
い
、
一
瞬

一
瞬
を
い
わ
ば
静
止
画
像
と
し
て
定
着
で
き
な
い
か
と
、
文
体
的
可
能
性
の
限
り
を
尽
し
て
い
る
」

と
分
析
し
た*202

。
宮
内
は
本
作
の
表
現
に
「
‥
‥
て
ゐ
る
」
と
い
っ
た
「
継
続
」
の
ア
ス
ペ
ク
ト
や

「
‥
‥
し
出
す
」
と
い
っ
た
「
起
動
」
の
補
助
動
詞
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
直
線
的

な
時
間
の
流
れ
に
抗
う
「
文
体
」
の
効
果
を
析
出
す
る
。
宮
内
は
そ
の
よ
う
な
「
文
体
」
の
効
果
の

極
ま
り
を
次
の
一
節
に
見
る
。
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私
は
ホ
テ
ル
の
窓
が
ま
だ
二
つ
三
つ
あ
か
り
を
洩
ら
し
て
ゐ
る
の
を
ぼ
ん
や
り
と
見
つ
め
て
ゐ

た
。
そ
の
う
ち
す
こ
し
霧
が
か
か
つ
て
来
た
や
う
だ
つ
た
。
そ
れ
を
恐
れ
で
も
す
る
か
の
や
う

に
、
窓
の
あ
か
り
は
一
つ
び
と
つ
消
え
て
行
つ
た
。
そ
し
て
た
う
と
う
ホ
テ
ル
中
が
す
つ
か
り

真
つ
暗
に
な
つ
た
か
と
思
ふ
と
、
軽
い
き
し
り
が
し
て
、
ゆ
る
や
か
に
一
つ
の
窓
が
開
い
た
。

そ
し
て
薔
薇
色
の
寝
衣
ら
し
い
も
の
を
着
た
、
一
人
の
若
い
娘
が
、
窓
の
縁
に
ぢ
つ
と
凭
り
か

か
り
出
し
た
。
そ
れ
は
お
前
だ
つ
た
。
‥
‥

「
凭
り
か
か
り
出
し
た
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
節
子
が
窓
枠
に
よ
り
か
か
り
始
め
る
そ
の
一

、
、
、

瞬
が
注
視
さ
れ
る
。
窓
が
動
き
「
お
前
」
の
動
き
は
ゆ
る
や
か
に
止
ま
り
、
「
お
前
」
の
鮮
や
か
な
イ
メ

ー
ジ
が
一
つ
の
静
止
画
と
し
て
提
示
さ
れ
る*203
。
こ
こ
に
は
確
か
に
宮
内
の
い
う
時
間
の
停
止
の
印
象

が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
。
時
が
過
ぎ
れ
ば
こ
の
「
薔
薇
色
」
は
失
わ
れ
、
節
子
を
取
り
巻
く
色
彩
は

療
養
所
の
部
屋
の
「
真
つ
白
に
塗
ら
れ
た
ベ
ツ
ド
と
卓
と
椅
子
」
と
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
冒
頭
部
の
「
暮
れ
よ
う
と
し
か
け
て
ゐ
る
」
や
「
生
れ
て
来
つ
つ
あ
る
か
の
や
う
」
と
い

、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

う
表
現
も
同
様
の
効
果
を
持
つ
と
言
え
る
。
宮
内
の
い
う
「
「
時
間
」
凍
結
文
体
」
は
、
「
序
曲
」
の
章

の
時
間
表
現
の
特
質
を
よ
く
言
い
当
て
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
一
方
で
、
「
「
時
」
を
ひ
き
と
め
ん
と
す
る
意
志
」
が
「
全
篇
を
通
し
て
」
見
ら
れ
る
と
い
う

宮
内
の
議
論
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
間
の
性
質
は
「
序
曲
」
の
特
に
前
半
部
分
に
特

徴
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
章
に
同
じ
よ
う
に
見
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
序
曲
」
の
章
に
は
、
直
線
的
な
進
行
に
抗
う
時
間
の
性
質
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
中

で
「
私
」
と
節
子
と
の
出
会
い
の
幸
福
は
過
ぎ
去
る
こ
と
を
惜
し
ま
れ
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
だ

が
『
風
立
ち
ぬ
』
の
中
に
は
「
序
曲
」
と
は
別
種
の
時
間
が
並
存
し
て
い
る
。
時
間
の
性
質
の
変
化
は
「
春
」

や
「
風
立
ち
ぬ
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、
顕
著
な
の
は
「
冬
」
の
章
に
お
け
る
変
化
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ

う
に
、
こ
の
変
化
は
語
り
の
水
準
の
差
異
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
次
節
で
は
ま
ず
、
「
序
曲
」

と
は
大
き
く
異
な
る
時
間
の
性
質
を
持
つ
「
冬
」
の
章
の
時
間
を
分
析
す
る
。

二
、
「
冬
」
の
時
間

「
序
曲
」
と
い
う
章
の
時
間
の
性
質
は
「
冬
」
の
章
の
時
間
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
で
明
確
に
な
る
。
異

な
る
性
質
の
時
間
が
作
中
に
並
存
す
る
こ
と
で
時
間
の
性
質
は
差
異
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
冬
」
は
「
私
」
と
節
子
と
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
生
活
を
描
く
章
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
序
曲
」
と

打
っ
て
変
わ
っ
て
死
の
気
配
が
濃
厚
に
立
ち
込
め
る
。
二
人
は
い
つ
到
来
す
る
か
分
か
ら
な
い
死
別
の
日



- 110 -

を
恐
れ
つ
つ
、
限
ら
れ
た
二
人
の
生
活
を
味
わ
う
よ
う
に
し
て
日
々
を
過
ご
す
。
そ
の
「
冬
」
の
冒
頭
は

次
の
一
節
か
ら
始
ま
る
。

一
九
三
五
年
十
月
二
十
日
／
午
後
、
い
つ
も
の
や
う
に
病
人
を
残
し
て
、
私
は
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
離
れ
る
と
、
収
獲
に
忙
し
い
農
夫
等
の
立
ち
働
い
て
ゐ
る
田
畑
の
間
を
抜
け
な
が
ら
、
雑
木

山
を
越
え
て
、
そ
の
山
の
窪
み
に
あ
る
人
け
の
絶
え
た
狭
い
村
に
下
り
た
後
、
小
さ
な
谿
流
に

か
か
つ
た
吊
橋
を
渡
つ
て
、
そ
の
村
の
対
岸
に
あ
る
栗
の
木
の
多
い
低
い
山
へ
攀
ぢ
の
ぼ
り
、

そ
の
上
方
の
斜
面
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
そ
こ
で
私
は
何
時
間
も
、
明
る
い
、
静
か
な
気
分
で
、

こ
れ
か
ら
手
を
着
け
よ
う
と
し
て
ゐ
る
物
語
の
構
想
に
耽
つ
て
ゐ
た
。
と
き
を
り
私
の
足
も
と

の
方
で
、
思
ひ
出
し
た
や
う
に
、
子
供
等
が
栗
の
木
を
ゆ
す
ぶ
つ
て
一
ど
き
に
栗
の
実
を
落
す
、

そ
の
谿
ぢ
う
に
響
き
わ
た
る
や
う
な
大
き
な
音
に
愕
か
さ
れ
な
が
ら
‥
‥

「
私
」
が
小
説
制
作
の
た
め
に
外
出
す
る
場
面
か
ら
「
冬
」
の
章
は
開
か
れ
る
。
「
私
」
は
「
冬
」

の
章
で
は
手
帳
に
日
々
の
出
来
事
を
書
く
書
き
手
で
あ
り
、
右
の
一
節
は
こ
の
「
私
」
が
一
日
を
振
り
返

っ
て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
私
」
は
「
午
後
」
に
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
出
て
、
渓
流
の
向
こ
う
の

低
い
山
の
斜
面
で
「
何
時
間
も
」
物
語
の
構
想
に
耽
り
、
「
日
が
傾
い
て
」
か
ら
節
子
の
待
つ
サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
に
帰
る
。
一
日
に
お
け
る
「
私
」
の
行
為
の
変
化
が
時
間
の
経
過
を
追
っ
て
記
さ
れ
て
い

る
。
「
田
畑
」
、
「
雑
木
山
」
、
「
狭
い
村
」
、
「
小
さ
な
谿
流
」
、
「
栗
の
木
の
多
い
低
い
山
」
と
た
ど
ら

れ
る
風
景
も
、
「
私
」
が
そ
れ
を
目
に
し
た
時
系
列
を
指
し
示
す
。
こ
こ
で
は
風
景
は
あ
る
瞬
間
に
お

い
て
切
り
取
ら
れ
て
は
い
な
い
。
風
景
の
内
部
を
人
物
が
時
の
経
過
に
従
っ
て
移
動
し
て
い
く
の
で
あ

る
。「

一
九
三
五
年
十
月
二
十
日
」
と
指
示
さ
れ
る
こ
の
一
節
の
時
間
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
。
「
冬
」
の
章
は
「
私
」
の
日
記
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
「
十
月
二
十
日
」
か
ら
「
十
二
月
五
日
」

ま
で
の
日
付
を
冠
さ
れ
た
十
二
の
断
章
で
構
成
さ
れ
る
。「
物
語
」
の
構
想
の
た
め
に
過
ご
さ
れ
た
「
私
」

の
一
日
は
、
西
暦
と
月
日
を
明
示
さ
れ
時
間
軸
上
の
一
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
一

日
と
い
う
幅
の
中
で
「
私
」
の
行
為
は
さ
ら
に
時
間
単
位
で
分
節
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
年
月

日
を
伏
せ
「
日
々
」
と
一
括
し
て
語
ら
れ
た
「
序
曲
」
の
時
間
と
は
異
質
の
時
間
が
見
出
さ
れ
る
。

な
る
ほ
ど
、「
冬
」
の
章
に
お
け
る
「
私
」
の
日
々
も
散
歩
や
看
病
や
執
筆
の
繰
り
返
し
に
過
ぎ
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
冬
」
の
あ
る
一
日
は
別
の
あ
る
一
日
と
は
異
な
る
個
別
性
を
持
つ
。
そ
の
よ
う
に

一
日
一
日
を
区
別
さ
せ
る
の
が
「
私
」
の
「
物
語
」
の
進
行
で
あ
る
。
「
冬
」
の
「
私
」
の
手
記
は
創
作

日
記
と
い
う
べ
き
性
質
を
持
ち
、
そ
こ
に
は
日
ご
と
の
「
物
語
」
の
進
行
状
況
が
記
さ
れ
て
い
く
。
「
物

語
」
の
執
筆
過
程
を
日
付
と
と
も
に
抽
出
し
て
み
よ
う
。
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十
月
二
十
七
日
／
私
は
け
ふ
も
ま
た
山
や
森
で
午
後
を
過
し
た
。
／
一
つ
の
主
題
が
、
終
日
、

私
の
考
へ
を
離
れ
な
い
。
（
略
）
十
一
月
二
日
／
夜
、
一
つ
の
明
り
が
私
達
を
近
づ
け
合
つ
て
ゐ

る
。
そ
の
明
り
の
下
で
、
も
の
を
言
ひ
合
は
な
い
こ
と
に
も
馴
れ
て
、
私
が
せ
つ
せ
と
私
達
の

生
の
幸
福
を
主
題
に
し
た
物
語
を
書
き
続
け
て
ゐ
る
と
、
（
略
）
十
一
月
十
七
日
／
私
は
も
う
二

三
日
す
れ
ば
私
の
ノ
オ
ト
を
書
き
了
へ
ら
れ
る
だ
ら
う
。
（
略
）
十
一
月
二
十
日
／
私
は
こ
れ
ま

で
書
い
て
来
た
ノ
オ
ト
を
す
つ
か
り
読
み
か
へ
し
て
見
た
。
（
略
）
十
一
月
二
十
八
日
／
私
は
殆

ど
出
来
上
つ
て
ゐ
る
仕
事
の
ノ
オ
ト
を
、
机
の
上
に
、
少
し
も
手
を
つ
け
よ
う
と
は
せ
ず
に
、

は
ふ
り
出
し
た
ま
ま
に
し
て
置
い
て
あ
る
。

「
物
語
」
の
構
想
が
進
め
ら
れ
た
一
日
、
節
子
の
傍
で
草
稿
が
書
き
進
め
ら
れ
た
一
日
、
草
稿
が

ほ
ぼ
完
成
に
近
づ
い
た
一
日
、
草
稿
が
中
断
さ
れ
た
一
日
。
手
記
を
書
く
「
私
」
は
、
「
物
語
」
の
進

行
状
況
を
完
成
に
向
か
っ
て
日
付
と
と
も
に
書
き
記
し
て
い
く
。
小
説
を
執
筆
す
る
「
私
」
の
日
々
は
、

こ
の
よ
う
に
「
私
」
の
手
記
に
記
さ
れ
る
「
物
語
」
の
進
行
段
階
に
よ
っ
て
差
異
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。注

目
す
べ
き
は
「
私
」
が
「
も
う
二
三
日
」
で
草
稿
が
完
成
す
る
と
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
私
」
の
時
間
意
識
は
「
そ
れ
ら
の
夏
の
日
々
」
（
「
序
曲
」
）
や
「
似
た
や
う
な
日
々
」
（
「
風

、
、

、
、

立
ち
ぬ
」
）
と
語
ら
れ
た
前
半
の
三
章
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
私
」
の
「
物

語
」
の
進
行
が
手
記
の
書
き
手
の
「
私
」
に
過
去
（
こ
れ
ま
で
書
か
れ
た
も
の
）
と
未
来
（
こ
れ
か
ら
書

か
れ
る
も
の
）
へ
の
意
識
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
過
去
は
書
か
れ
た
記
事
と
し
て
確
認
可
能
な
形
を
な
し
、

そ
の
過
去
の
積
み
重
ね
が
書
き
手
の
「
私
」
の
未
来
へ
の
予
測
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

「
物
語
」
を
書
く
行
為
は
、
手
記
の
書
き
手
の
「
私
」
に
過
去
・
現
在
・
未
来
と
過
ぎ
去
る
直
線
的
な

時
間
の
意
識
を
与
え
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
「
私
」
の
時
間
意
識
は
書
か
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
手
記
に
反

映
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
書
く
と
い
う
行
為
が
「
冬
」
の
章
の
直
線
的
に
過
ぎ
去
る
時
間
の
性
質
を
決
定
す

る
の
で
あ
る
。

だ
が
重
要
な
の
は
、
手
記
に
書
き
と
め
ら
れ
る
の
が
「
物
語
」
の
進
行
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

「
物
語
」
の
進
行
状
況
を
綴
る
「
私
」
の
手
記
に
は
、
執
筆
の
傍
ら
で
伏
せ
る
節
子
の
様
子
が
書
き
と
め

ら
れ
る
。
そ
れ
は
節
子
の
「
抑
へ
か
ね
た
や
う
な
劇
し
い
咳
」
（
十
月
二
十
三
日
）
で
あ
り
、
「
疲
れ

を
帯
び
た
や
う
な
ぼ
ん
や
り
し
た
目
つ
き
」
や
「
髪
の
毛
の
少
し
ほ
つ
れ
て
ゐ
る
窶
れ
た
や
う
な
顔
」

（
十
一
月
十
日
）
で
あ
り
、
「
暗
が
り
の
中
に
そ
れ
だ
け
が
ほ
の
白
く
浮
い
て
ゐ
る
彼
女
の
寝
顔
」
や

「
落
ち
窪
ん
だ
目
の
ま
は
り
が
と
き
ど
き
ぴ
く
ぴ
く
と
痙
攣
れ
る
」
（
十
一
月
十
七
日
）
様
で
あ
る
。

そ
し
て
つ
い
に
「
私
」
は
次
の
よ
う
な
節
子
の
姿
を
書
き
と
め
る
。
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十
一
月
二
十
六
日
（
略
）
そ
し
て
さ
つ
き
寝
て
ゐ
た
と
き
よ
り
も
一
層
蒼
い
や
う
な
顔
色
を
し

て
ゐ
た
。
私
が
枕
も
と
に
近
づ
い
て
、
髪
を
い
ぢ
り
な
が
ら
額
に
接
吻
し
よ
う
と
す
る
と
、
彼

女
は
弱
々
し
く
首
を
振
つ
た
。
（
略
）
夜
／
何
も
知
ら
ず
に
ゐ
た
の
は
私
だ
け
だ
つ
た
の
だ
。
午

前
の
診
察
の
済
ん
だ
後
で
、
私
は
看
護
婦
長
に
廊
下
へ
呼
び
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
私
は
は
じ
め

て
節
子
が
け
さ
私
の
知
ら
な
い
間
に
少
量
の
喀
血
を
し
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。
彼
女
は
私
に

そ
れ
を
黙
つ
て
ゐ
た
の
だ
。

「
十
一
月
二
十
六
日
」
の
記
事
は
昼
と
夜
と
で
二
回
書
か
れ
て
い
る
。
昼
に
「
私
」
が
書
い
た
節
子

の
「
さ
つ
き
寝
て
ゐ
た
と
き
よ
り
も
一
層
蒼
い
や
う
な
顔
色
」
は
、
夜
に
書
か
れ
た
記
事
で
「
少
量

の
喀
血
」
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
喀
血
は
節
子
の
病
状
が
つ
い
に
死
の
直
前
に
至

っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
「
私
」
が
記
し
て
き
た
節
子
の
咳
の
変

化
や
顔
色
の
変
化
が
、
節
子
の
死
へ
の
接
近
過
程
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
書
く

行
為
が
生
じ
さ
せ
る
「
冬
」
の
時
間
の
中
で
、
節
子
は
確
実
に
死
に
向
か
っ
て
衰
弱
す
る
。「
冬
」
の
「
私
」

は
節
子
と
の
幸
福
に
形
を
与
え
る
た
め
に
小
説
を
書
い
て
い
る
は
ず
が
、
そ
の
た
め
に
加
速
度
的
に
過
ぎ

去
る
時
間
の
中
で
節
子
は
死
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
手
記
の
書
き
手
の
「
私
」
の
書
く
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
「
冬
」
の
章
の
時
間
は
直

線
的
に
過
ぎ
去
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
「
冬
」
の
章
の
時
間
が
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ
る
こ

と
で
、
「
序
曲
」
の
時
間
は
直
線
的
な
進
行
に
抗
う
も
の
と
し
て
そ
の
性
質
を
露
わ
に
す
る
。
だ
が
「
序

曲
」
と
「
冬
」
の
間
に
は
な
ぜ
こ
う
し
た
時
間
の
性
質
の
差
異
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
作
中

作
の
問
題
と
関
連
す
る
、
『
風
立
ち
ぬ
』
の
特
異
な
時
間
構
造
を
考
え
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。

三
、
作
中
作
と
『
風
立
ち
ぬ
』
の
関
係
性

「
私
」
の
書
く
作
中
作
が
『
風
立
ち
ぬ
』
自
体
と
類
似
す
る
こ
と
は
、
本
作
に
複
雑
な
時
間
構
造

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
「
序
曲
」
と
「
冬
」
の
間
に
時
間
の

性
質
の
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
作
中
に
作
品
そ
れ
自
体
と
相
似
す
る
も
う

一
つ
の
作
品
を
内
包
す
る
構
造
を
と
る
こ
と
で
、
『
風
立
ち
ぬ
』
に
は
ど
の
よ
う
な
時
間
構
造
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

作
中
作
と
外
枠
の
『
風
立
ち
ぬ
』
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
、
渡
辺
広
士
や
竹
内
清
己
は
「
序
曲
」

「
春
」
「
風
立
ち
ぬ
」
と
い
う
前
半
三
章
が
「
冬
」
の
時
点
か
ら
回
想
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
、
西
田

敦
美
は
よ
り
明
確
に
「
「
序
曲
」
「
春
」
「
風
立
ち
ぬ
」
の
三
篇
が
作
中
作
」
だ
と
論
じ
た*204

。
こ
れ
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に
対
し
赤
塚
正
幸
は
「
冬
」
の
「
私
」
が
書
く
「
ノ
オ
ト
」
は
あ
く
ま
で
も
草
稿
に
当
た
る
も
の
で
、

前
半
三
章
と
そ
の
ま
ま
一
致
し
な
い
と
反
論
し
、
本
作
は
手
記
形
式
の
部
分
を
含
め
「
節
子
の
死
後
」

か
ら
の
回
想
だ
と
論
じ
た*205

。
定
説
を
見
な
い
の
は
「
物
語
」
と
『
風
立
ち
ぬ
』
の
関
係
が
作
中
で

明
示
さ
れ
な
い
た
め
で
、
近
年
の
論
考
は
両
者
の
対
応
を
ゆ
る
や
か
に
認
め
つ
つ
、
そ
の
関
係
の
具

体
的
内
実
に
つ
い
て
明
言
し
な
い
こ
と
が
多
い*206

。
だ
が
本
作
の
記
述
の
中
に
は
、
作
中
作
と
『
風

立
ち
ぬ
』
の
対
応
関
係
の
証
拠
が
暗
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
「
冬
」
の
「
十
月
二
十
七
日
」
の
記
事
で
あ
る
。
「
物
語
」
の
構
想
を
進

め
て
い
た
「
私
」
は
こ
の
日
を
境
に
小
説
の
執
筆
に
移
り
、
そ
の
こ
と
を
手
記
に
書
き
記
す
。
「
私
」

の
「
物
語
」
の
起
点
を
示
す
こ
の
記
事
に
お
い
て
、
「
序
曲
」
の
夏
が
「
私
」
に
よ
っ
て
繰
り
返
し

想
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
「
私
」
に
は
二
年
前
の
「
自
分
自
身
の
姿
」
が
「
目
に
鮮

か
に
浮
ん
で
来
」
た
り
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
小
さ
な
思
ひ
出
」
が
「
私
の
裡
に
一
ぱ
い
に
溢
れ
て
来
」

た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
手
記
を
書
く
「
私
」
が
、
「
序
曲
」
の
あ
の
夏
の
日
々
か
ら
、
自

ら
の
「
物
語
」
を
書
き
始
め
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
の
み
な
ら
ず
、
「
序
曲
」
の
記
述
は
「
冬
」
の
記
述
と
微
細
な
表
現
の
レ
ベ
ル
で
一
致
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

丁
度
二
年
前
の
、
秋
の
最
後
の
日
、
一
面
に
生
ひ
茂
つ
た
薄
の
間
か
ら
は
じ
め
て
地
平
線
の
上

①

②

に
く
つ
き
り
と
見
出
し
た
こ
の
山
々
を
遠
く
か
ら
眺
め
な
が
ら
、
殆
ん
ど
悲
し
い
く
ら
ゐ
の
幸

③

④

⑤

福
な
感
じ
を
も
つ
て
、
二
人
は
い
つ
か
き
つ
と
一
緒
に
な
れ
る
だ
ら
う
と
夢
見
て
ゐ
た
自
分
自

身
の
姿
が
、
い
か
に
も
懐
か
し
く
、
私
の
目
に
鮮
か
に
浮
ん
で
来
た
。
（
「
冬
」
「
十
月
二
十
七

⑥

日
」
）

お
前
達
が
発
つ
て
行
つ
た
の
ち
、
日
ご
と
日
ご
と
ず
つ
と
私
の
胸
を
し
め
つ
け
て
ゐ
た
、
あ
の
悲⑤

し
み
に
似
た
や
う
な
幸
福
の
雰
囲
気
を
、
私
は
い
ま
だ
に
は
つ
き
り
と
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
出
来

⑥

る
。
（
略
）
一
面
に
薄
の
生
ひ
茂
つ
た
草
原
の
中
に
、
足
を
踏
み
入
れ
て
ゐ
た
。
（
略
）
あ
の
時

①

に
は
殆
ん
ど
い
つ
も
入
道
雲
に
遮
ら
れ
て
ゐ
た
地
平
線
の
あ
た
り
に
は
、
今
は
、
何
処
か
知
ら

②

な
い
、
遠
く
の
山
脈
ま
で
が
、
真
つ
白
な
穂
先
を
な
び
か
せ
た
薄
の
上
を
分
け
な
が
ら
、
そ
の

④

輪
郭
を
一
つ
一
つ
く
つ
き
り
と
見
せ
て
ゐ
た
。
（
「
序
曲
」
）

③

①
～
⑥
の
傍
線
部
の
記
述
が
微
細
な
表
現
の
レ
ベ
ル
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
一

面
に
生
ひ
茂
つ
た
」
と
「
薄
」
、
「
悲
し
み
」
と
「
幸
福
」
、
「
地
平
線
」
と
「
く
っ
き
り
」
な
ど
単
語

が
セ
ッ
ト
で
類
似
し
て
い
る
。「
序
曲
」
の
章
で
語
ら
れ
た
二
年
前
の
夏
の
出
来
事
が
、
か
つ
て
「
私
」

に
語
ら
れ
た
よ
う
に
「
冬
」
の
章
で
再
び
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
記
述
の
類
似
を
「
冬
」
の
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章
の
手
記
を
書
く
「
私
」
が
意
識
し
て
い
る
様
子
は
な
い
。

実
は
「
冬
」
の
章
に
は
他
に
も
、
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
の
あ
る
部
分
の
フ
レ
ー
ズ
が

繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
手
記
の
書
き
手
の
「
私
」
が
書

く
「
冬
」
の
章
の
記
事
の
方
が
、
他
の
章
の
記
述
よ
り
も
詳
し
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
右
引
用

部
、「
序
曲
」
の
秋
の
草
原
で
「
私
」
が
遠
い
山
脈
を
眺
め
る
場
面
に
つ
い
て
、「
冬
」
の
章
で
は
「
二

人
は
い
つ
か
き
つ
と
一
緒
に
な
れ
る
だ
ら
う
と
夢
見
て
ゐ
た
」
と
い
う
「
私
」
の
心
理
が
明
か
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
「
序
曲
」
で
「
狭
い
山
径
を
、
お
前
を
す
こ
し
先
き
に
や
り
な
が
ら
、
い
か

に
も
歩
き
に
く
さ
う
に
歩
い
て
行
つ
た
」
と
語
ら
れ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
「
冬
」
の
章
で
「
二

年
前
の
夏
、
た
だ
彼
女
を
よ
く
見
た
い
ば
か
り
に
、
わ
ざ
と
私
の
二
三
歩
先
き
に
彼
女
を
歩
か
せ
な

が
ら
」
と
当
時
の
「
私
」
の
心
理
が
明
か
さ
れ
る
形
で
書
き
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
「
夢
想
」

を
め
ぐ
る
記
述
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

私
は
数
年
前
、
屢
々
、
か
う
い
ふ
冬
の
淋
し
い
山
岳
地
方
で
、
可
愛
ら
し
い
娘
と
二
人
き
り
で
、

世
間
か
ら
全
く
隔
つ
て
、
お
互
が
せ
つ
な
く
思
ふ
ほ
ど
に
愛
し
合
ひ
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
を
好

ん
で
夢
み
て
ゐ
た
頃
の
こ
と
を
思
ひ
出
す
。
（
略
）
夜
の
明
け
か
か
る
頃
、
私
は
ま
だ
そ
の
少
し

病
身
な
娘
の
眠
つ
て
ゐ
る
間
に
そ
つ
と
起
き
て
、
山
小
屋
か
ら
雪
の
中
へ
元
気
よ
く
飛
び
出
し

て
行
く
。
あ
た
り
の
山
々
は
、
曙
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、
薔
薇
色
に
赫
い
て
ゐ
る
。
私
は
隣
り

の
農
家
か
ら
し
ぼ
り
立
て
の
山
羊
の
乳
を
貰
つ
て
、
す
つ
か
り
凍
え
さ
う
に
な
り
な
が
ら
戻
つ

て
く
る
。
そ
れ
か
ら
自
分
で
煖
炉
に
焚
木
を
く
べ
る
。
（
「
冬
」
十
一
月
十
日
）

僕
は
か
う
し
て
お
前
と
一
緒
に
な
ら
な
い
前
か
ら
、
何
処
か
の
淋
し
い
山
の
中
へ
、
お
前
み
た

い
な
可
哀
ら
し
い
娘
と
二
人
き
り
の
生
活
を
し
に
行
く
こ
と
を
夢
み
て
ゐ
た
こ
と
が
あ
つ
た
の

だ
。
お
前
に
も
ず
つ
と
前
に
そ
ん
な
私
の
夢
を
打
ち
明
け
や
し
な
か
つ
た
か
し
ら
？
ほ
ら
、
あ

の
山
小
屋
の
話
さ
、
そ
ん
な
山
の
中
に
私
達
は
住
め
る
の
か
し
ら
と
云
つ
て
、
あ
の
と
き
は
お

前
は
無
邪
気
さ
う
に
笑
つ
て
ゐ
た
ら
う
？
（
「
春
」
）

「
冬
」
と
「
春
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
「
淋
し
い
山
岳
地
方
」
と
「
淋
し
い
山
の
中
」
、
「
可

愛
ら
し
い
娘
と
二
人
き
り
」
と
「
可
哀
ら
し
い
娘
と
二
人
き
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
類
似
の
フ
レ
ー

ズ
が
繰
り
返
さ
れ
つ
つ
、
同
じ
山
小
屋
暮
ら
し
の
夢
の
こ
と
が
「
私
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
「
冬
」
の
「
私
」
は
娘
が
病
身
で
あ
る
状
況
や
、
朝
焼
け
に
染
ま
る
山
々
の
情
景
、
山
羊
の

乳
し
ぼ
り
や
煖
炉
に
焚
木
を
く
べ
る
生
活
の
細
部
を
こ
と
こ
ま
か
に
手
記
に
書
い
て
い
る
。
「
冬
」

の
「
私
」
は
、
山
小
屋
暮
ら
し
の
想
像
の
細
部
を
詳
し
く
補
っ
て
書
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
冬
」
の
章
の
「
私
」
は
、
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
の
あ
る
部
分



- 115 -

の
フ
レ
ー
ズ
を
な
ぞ
る
よ
う
に
繰
り
返
す
形
で
自
ら
の
手
記
を
書
き
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
記
述

は
、
以
前
の
章
で
「
私
」
に
語
ら
れ
た
こ
と
を
少
し
ず
つ
詳
し
く
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
「
序

曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
で
「
私
」
に
語
ら
れ
た
出
来
事
が
、
「
冬
」
に
お
い
て
「
私
」
の
当
時

の
心
理
や
夢
想
の
細
部
を
補
う
と
い
う
形
で
詳
し
く
書
き
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
同
時
に
こ
の
よ
う
な
見
方
に
は
一
つ
の
転
倒
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
「
冬
」
の
手
記
は
、
「
私
」
が
現
在
進
行
形
で
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
記

以
前
に
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
の
出
来
事
が
「
私
」
に
よ
っ
て
既
に
語
ら
れ
て
い
る
と
い

う
の
は
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
。
た
と
え
五
章
全
て
が
事
件
の
終
わ
り
か
ら
「
私
」
に
よ
っ
て
語
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
、
「
私
」
が
手
記
を
書
い
て
い
る
と
い
う
設
定
自
体
が
嘘
で
な
い
限
り
、

手
記
の
記
述
は
全
て
に
先
立
っ
て
書
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
出
来
事
が
「
私
」
に
よ
っ
て
「
冬
」

で
詳
し
く
語
り
直
さ
れ
て
い
る
と
は
、
五
章
を
前
か
ら
順
に
読
み
進
め
る
限
り
に
お
い
て
生
じ
る
見

方
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
に
示
し
た
記
述
の
対
応
関
係
は
、
二
つ
の
章
で
同
一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
扱
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
記
述
が
類
似
す
る
の
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
次
に
示
す
「
冬
」

の
「
十
一
月
十
七
日
」
の
記
事
と
「
風
立
ち
ぬ
」
末
尾
の
部
分
の
記
述
の
対
応
関
係
は
、
そ
う
し
た

考
え
で
は
理
解
で
き
な
い
。

私
は
い
ま
何
か
の
物
語
で
読
ん
だ
「
幸
福
の
思
ひ
出
ほ
ど
幸
福
を
妨
げ
る
も
の
は
な
い
」
と
い

ふ
言
葉
を
思
ひ
出
し
て
ゐ
る
。
現
在
、
私
達
の
互
に
与
へ
合
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、
嘗
て
私
達
の

互
に
与
へ
合
つ
て
ゐ
た
幸
福
と
は
ま
あ
何
ん
と
異
つ
た
も
の
に
な
つ
て
来
て
ゐ
る
だ
ら
う
！
そ

れ
は
さ
う
云
つ
た
幸
福
に
似
た
、
し
か
し
そ
れ
と
は
か
な
り
異
つ
た
、
も
つ
と
も
つ
と
胸
が
し

め
つ
け
ら
れ
る
や
う
に
切
な
い
も
の
だ
。
（
「
冬
」
「
十
一
月
十
七
日
」
）

嘗
て
私
達
の
幸
福
を
そ
こ
に
完
全
に
描
き
出
し
た
か
と
も
思
へ
た
あ
の
初
夏
の
夕
方
の
そ
れ
に

似
た

―
し
か
し
そ
れ
と
は
全
然
異
つ
た
秋
の
午
前
の
光
、
も
つ
と
冷
た
い
、
も
つ
と
深
味
の

あ
る
光
を
帯
び
た
、
あ
た
り
一
帯
の
風
景
を
私
は
し
み
じ
み
と
見
入
り
だ
し
て
ゐ
た
。
あ
の
と

き
の
幸
福
に
似
た
、
し
か
し
も
つ
と
も
つ
と
胸
の
し
め
つ
け
ら
れ
る
や
う
な
見
知
ら
な
い
感
動

で
自
分
が
一
ぱ
い
に
な
つ
て
ゐ
る
の
を
感
じ
な
が
ら
‥
‥
（
「
風
立
ち
ぬ
」
末
尾
）

右
引
用
部
に
お
け
る
二
つ
の
「
感
動
」
は
、
別
の
場
面
で
「
私
」
が
感
じ
た
別
の
感
動
の
は
ず
だ

が
、
そ
れ
が
同
じ
フ
レ
ー
ズ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
冬
」
の
章
で
手
記
を
書
く
「
私
」

は
、
「
も
つ
と
も
つ
と
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
や
う
」
な
「
感
動
」
を
感
じ
そ
の
よ
う
に
書
き
記
す
。

と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
「
感
動
」
を
、
「
私
」
は
二
ヶ
月
前
の
出
来
事
を
描
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く
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
末
尾
の
場
面
で
既
に
感
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
風
立
ち
ぬ
」
で
同
じ
よ

う
な
感
動
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
冬
」
の
「
私
」
の
感
動
は
、
「
い
ま
」
、
「
何
か
の
物
語
」

に
触
発
さ
れ
る
と
い
う
形
で
「
十
一
月
十
七
日
」
の
時
点
で
初
め
て
看
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
冬
」
の
「
私
」
は
「
も
つ
と
も
つ
と
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ

る
や
う
」
な
感
動
が
か
つ
て
到
来
し
た
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

「
風
立
ち
ぬ
」
末
尾
と
「
冬
」
で
感
じ
ら
れ
た
切
な
い
感
動
、
「
私
」
と
節
子
と
の
幸
福
が
節
子

の
犠
牲
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
「
私
」
の
自
覚
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
同
じ
よ
う
に

「
私
」
に
感
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
私
」
は
そ
の
よ
う
な
幸
福
の
変
質
を
「
冬
」
に
お

い
て
手
記
に
書
き
記
す
時
に
初
め
て
言
葉
に
し
え
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
「
私
」
の
手
記
の
記
述
が
先
に
書
か
れ
、
「
ノ
オ
ト
」
の
記
述
が
後
に
書
か
れ
た
と
す
れ

ば
ど
う
か
。
先
に
書
か
れ
た
記
述
は
、
後
に
書
か
れ
た
記
述
に
浸
透
し
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
「
冬
」
の
時
点
で
形
を
な
し
た
「
感
動
」
が
、
「
風
立
ち
ぬ
」
末
尾
に
当
た
る
場
面
で
感

じ
ら
れ
た
感
情
に
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

別
々
の
場
面
に
お
け
る
別
々
の
「
感
動
」
を
め
ぐ
る
フ
レ
ー
ズ
の
一
致
は
、
「
冬
」
の
「
私
」
の
手

記
が
先
に
書
か
れ
、
「
ノ
オ
ト
」
の
記
述
が
そ
の
「
私
」
に
よ
っ
て
後
に
書
か
れ
た
こ
と
を
、
さ
ら

に
は
そ
の
「
ノ
オ
ト
」
の
記
述
が
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
の
記
述
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

「
冬
」
の
章
で
は
、「
物
語
」
の
起
点
を
示
す
「
十
月
二
十
七
日
」
の
断
章
以
降
、「
序
曲
」
、「
春
」
、

「
風
立
ち
ぬ
」
の
記
述
が
な
ぞ
る
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
、
「
物
語
」
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
「
十
一
月
十

七
日
」
の
断
章
で
「
風
立
ち
ぬ
」
末
尾
の
記
述
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
ノ
オ
ト
」
の
記
述

が
『
風
立
ち
ぬ
』
前
半
三
章
の
記
述
と
対
応
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

ま
た
、
「
冬
」
の
章
の
記
述
の
方
が
詳
細
で
、
手
記
を
書
く
「
冬
」
の
「
私
」
が
そ
う
し
た
フ
レ
ー

ズ
の
類
似
に
無
自
覚
で
あ
る
の
は
、
「
冬
」
の
記
述
が
先
に
書
か
れ
、
前
半
三
章
の
記
述
に
浸
透
し

た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ズ
の
類
似
に
つ
い
て
、
佐
藤
昭
夫
は
「
序

曲
」
の
「
主
題
な
い
し
は
イ
デ
エ
」
が
後
の
章
で
反
復
さ
れ
る
と
論
じ
、
こ
れ
を
「
フ
ウ
グ
形
式
」

と
名
づ
け
た*207

。
だ
が
記
述
の
反
復
は
「
冬
」
の
章
を
基
準
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り

前
半
三
章
の
記
述
こ
そ
、
「
冬
」
の
記
述
の
反
復
な
の
で
あ
る
。

作
中
作
と
前
半
三
章
の
対
応
を
見
る
考
え
方
に
対
し
、
赤
塚
正
幸
は
次
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
行

っ
た
。「

序
曲
」
か
ら
「
風
立
ち
ぬ
」
ま
で
が
〈
作
中
作
〉
で
あ
り
、
「
冬
」
と
「
死
の
か
げ
の
谷
」
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が
「
手
帳
に
書
か
れ
た
日
記
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
『
私
』
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
」

で
あ
る
『
風
立
ち
ぬ
』
一
篇
の
な
か
に
、
そ
の
よ
う
な
、
虚
構
の
物
語
と
〈
事
実
〉
を
記
し
た

日
記
と
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
風
立
ち
ぬ
」
が
、
そ
の
よ
う
な
、
質
の
違

う
二
つ
の
時
間
を
持
つ
こ
と
の
意
味
、
あ
る
い
は
意
義
は
何
処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。*208

だ
が
ま
さ
に
赤
塚
の
述
べ
た
「
質
の
違
う
二
つ
の
時
間
」
の
並
存
こ
そ
が
、
『
風
立
ち
ぬ
』
の
時

間
構
造
の
核
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
節
で
は
、
前
半
三
章
と
「
私
」
の
作
中
作
と
の
対
応
関

係
を
見
る
時
に
何
が
見
え
て
く
る
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

四
、
書
く
時
間
と
書
か
れ
た
時
間

前
節
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
私
」
の
作
中
作
は
、
な
ぜ
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
と

い
う
三
章
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
こ
の
節
で
は
こ
の
疑
問
に
答
え
つ

つ
、
作
中
作
と
『
風
立
ち
ぬ
』
の
対
応
関
係
を
踏
ま
え
た
時
に
見
え
て
く
る
、
本
作
の
時
間
構
造
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
「
冬
」
の
章
の
「
十
一
月
十
七
日
」
の
記
事
に
お
い
て
、
「
私
」
が
作
中
作
の
結
末
を
め
ぐ

っ
て
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

私
達
自
身
の
か
う
し
た
生
活
に
就
い
て
書
い
て
ゐ
れ
ば
切
り
が
あ
る
ま
い
。
そ
れ
を
と
も
か
く

も
一
応
書
き
了
へ
る
た
め
に
は
、
私
は
何
か
結
末
を
与
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
が
、
今

も
な
ほ
か
う
し
て
私
達
の
生
き
続
け
て
ゐ
る
生
活
に
は
ど
ん
な
結
末
だ
つ
て
与
へ
た
く
は
な
い
。

い
や
、
与
へ
ら
れ
は
し
な
い
だ
ら
う
。
寧
ろ
、
私
達
の
か
う
し
た
現
在
の
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で

そ
れ
を
終
ら
せ
る
の
が
一
番
好
い
だ
ら
う
。
（
「
十
一
月
十
七
日
」
）

こ
こ
で
「
結
末
」
と
い
う
語
句
で
「
私
」
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
節
子
の
死
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
私
」

は
「
物
語
」
を
終
わ
ら
せ
る
に
は
「
結
末
」
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
「
私
達
の
生
き
続
け
て
ゐ
る

生
活
」
に
は
「
結
末
」
が
与
え
ら
れ
な
い
と
書
く
。
「
私
」
達
の
療
養
所
生
活
が
終
わ
る
の
は
、
節
子

の
死
に
よ
っ
て
二
人
が
入
院
生
活
を
続
け
る
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
そ
し
て
「
物
語
」

が
「
私
」
と
節
子
と
の
生
活
を
題
材
と
す
る
以
上
、
そ
の
「
結
末
」
も
ま
た
女
の
死
を
意
味
す
る
は

ず
で
あ
る
。
手
記
を
書
く
「
私
」
は
そ
の
よ
う
な
「
結
末
」
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
「
私
」
の
作
中
作
は
「
序
曲
」
の
章
か
ら
始
ま
り
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
で
終
わ
る
の
で

あ
る
。
「
風
立
ち
ぬ
」
の
末
尾
で
は
節
子
の
死
は
差
し
迫
っ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
は
む
し
ろ
「
絶
対
安

静
」
の
状
態
か
ら
の
節
子
の
恢
復
が
描
か
れ
る
。
重
要
な
の
は
、
節
子
が
そ
の
「
風
立
ち
ぬ
」
末
尾
で
、
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「
私
」
に
「
仕
事
」
の
再
開
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
「
私
」
は
「
風
立
ち
ぬ
」
末
尾
で
「
物
語
」
の

構
想
を
始
め
、
構
想
は
「
冬
」
の
章
で
持
続
さ
れ
「
ノ
オ
ト
」
と
し
て
具
体
的
な
形
を
な
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
の
末
尾
は
「
私
」
の
「
仕
事
」
の
始
発
点
だ
と
言
え
る
。

「
序
曲
」
か
ら
「
風
立
ち
ぬ
」
ま
で
の
三
章
は
、
「
私
」
と
節
子
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
、
「
私
」

の
「
仕
事
」
の
始
発
点
で
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
物
語
」
が
「
ノ
オ
ト
」
と
し
て
書
か
れ
、

か
つ
そ
れ
が
『
風
立
ち
ぬ
』
と
一
致
す
る
時
、
本
作
に
は
一
種
の
循
環
的
な
構
造
が
も
た
ら
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

ま
ず
、
現
実
の
「
私
」
の
上
に
は
、
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
と
い
う
三
章
で
描
か
れ
た
よ
う

な
出
来
事
が
実
際
に
起
こ
る
。
そ
し
て
そ
の
先
に
起
こ
る
現
実
の
出
来
事
を
そ
の
ま
ま
写
し
と
っ
た
も
の

が
「
私
」
の
手
記
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
が
我
々
に
読
ま
れ
る
『
風
立
ち
ぬ
』
後
半
二
章
で
あ
る
。
そ

し
て
「
冬
」
に
お
い
て
、「
私
」
は
「
序
曲
」
、「
春
」
、「
風
立
ち
ぬ
」
三
章
に
あ
た
る
物
語
を
「
ノ
オ
ト
」

と
し
て
書
き
記
す
。
こ
れ
が
『
風
立
ち
ぬ
』
前
半
三
章
だ
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
『
風
立
ち
ぬ
』
は
事

実
に
基
づ
く
手
帳
と
、
「
私
」
の
手
に
よ
り
一
段
階
虚
構
化
さ
れ
た
「
物
語
」
と
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

こ
こ
で
、
時
間
の
流
れ
を
横
軸
に
と
り
、
虚
構
化
の
段
階
（
こ
れ
を
虚
構
化
レ
ベ
ル
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
）
を
縦
軸
に
と
っ
て
図
表
化
を
試
み
る
。
そ
う
す
る
と
、
『
風
立
ち
ぬ
』
は
現
実
の
時
間
を
写
し
と
っ

た
虚
構
化
レ
ベ
ル
０
の
後
半
二
章
と
、
「
私
」
が
物
語
化
し
た
虚
構
化
レ
ベ
ル
１
の
前
半
三
章
と
い
う
、

虚
構
化
の
水
準
が
異
な
る
時
間
を
接
続
し
て
出
来
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
（
付
図
参
照
）
。

「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
で
描
か
れ
た
出
来
事
の
先
に
、
現
実
の
時
間
は
「
冬
」
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
で

手
帳
に
書
き
と
め
ら
れ
た
形
で
流
れ
、
そ
の
中
で
節
子
は
死
ん
で
い
く
（
虚
構
化
レ
ベ
ル
０
）
。
だ
が
「
冬
」

の
時
間
の
途
中
で
、
「
私
」
が
作
り
出
す
作
中
作
（
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
）
の
時
間
の
流
れ
に

目
を
移
し
て
み
る
（
虚
構
化
レ
ベ
ル
１
）
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
「
風
立
ち
ぬ
」
（
虚
構
化
レ
ベ
ル
１
）

の
末
尾
で
「
私
」
は
物
語
を
着
想
し
、
そ
の
先
の
時
間
で
「
私
」
は
小
説
を
実
際
に
書
き
始
め
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
第
二
の
「
冬
」
（
虚
構
化
レ
ベ
ル
１
）
の
世
界
を
新
た
に
想
定
で
き
る
。
そ
し

て
そ
の
進
行
に
伴
い
、
「
私
」
は
第
二
の
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
（
虚
構
化
レ
ベ
ル
２
）
を
書

き
始
め
る
。

こ
の
よ
う
に
、
作
中
作
の
中
の
時
間
の
流
れ
に
目
を
移
し
て
い
く
時
、
『
風
立
ち
ぬ
』
は
作
中
作
の
中

で
作
中
作
が
生
み
出
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
作
中
に
作
中
作
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
循
環
的
な
構
造

を
持
つ
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
に
流
れ
る
時
間
は
、
虚
構
化
の
レ
ベ
ル

を
深
め
な
が
ら
繰
り
返
し
生
み
出
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
と
い
う
三
章
は
、
「
私
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
ノ
オ
ト
」
を
元

に
し
て
い
る
。
「
冬
」
の
時
点
か
ら
回
想
さ
れ
、
そ
の
幸
福
な
日
々
が
過
ぎ
去
る
の
を
惜
し
む
よ
う
に

書
か
れ
た
「
ノ
オ
ト
」
の
記
述
を
元
に
す
る
こ
の
三
章
に
流
れ
る
時
間
を
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
と
名
づ

け
た
い
。
こ
の
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
、
年
月
日
を
具
体
的
に
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
進
行
す
る
時
間
の
流

れ
は
、
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
の
末
尾
で
一
旦
途
切
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
で

新
た
に
構
想
が
始
め
ら
れ
る
「
私
」
の
物
語
の
中
で
、
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
は
新
た
に
生
み
出
さ
れ
て

い
く
。

一
方
で
「
冬
」
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
と
い
う
二
章
は
、
「
私
」
が
「
手
帳
」
に
記
し
た
記
述
を
元
に

生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
冬
」
に
お
い
て
、「
私
」
は
「
物
語
」
を
書
く
主
体
で
も
あ
る
。

具
体
的
な
年
月
日
を
刻
印
し
つ
つ
進
ん
で
い
く
、
こ
の
後
半
二
章
に
流
れ
る
時
間
を
〈
書
く
時
間
〉

と
名
づ
け
た
い
。
こ
の
〈
書
く
時
間
〉
の
中
で
時
は
加
速
度
的
に
過
ぎ
去
り
、
節
子
は
死
去
し
て
い

く
。
現
実
の
「
私
」
は
こ
の
〈
書
く
時
間
〉
の
中
で
最
愛
の
婚
約
者
を
失
う
の
で
あ
る
。

『
風
立
ち
ぬ
』
と
い
う
小
説
は
、
出
来
事
の
上
で
は
連
続
し
な
が
ら
も
、
前
半
三
章
と
後
半
二
章

と
の
間
に
、
こ
の
よ
う
な
時
間
の
断
層
を
設
け
て
い
る
。
語
り
の
時
点
が
違
う
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

そ
の
中
に
流
れ
る
時
間
の
質
そ
の
も
の
が
異
な
る
。
そ
れ
は
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
と
〈
書
く
時
間
〉
と

の
間
の
断
層
で
あ
り
、
書
く
「
私
」
の
次
元
の
違
い
で
あ
る
。

虚
構
化
の
レ
ベ
ル
を
深
め
つ
つ
、
螺
旋
状
に
生
み
出
さ
れ
る
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
の
中
で
、
「
私
」

は
幾
度
も
節
子
と
出
会
い
、
幸
福
な
日
々
を
過
ご
し
、
婚
約
し
、
二
人
だ
け
の
生
活
に
「
幸
福
」
を

見
出
す
、
世
間
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
入
院
生
活
を
送
る
。
そ
し
て
そ
の
サ
イ
ク
ル
の
末
尾
に
、
自
ら
の

「
生
活
」
に
形
を
与
え
る
べ
く
「
物
語
」
の
構
想
を
始
め
る
。
こ
の
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
の
中
で
は

節
子
に
は
差
し
迫
っ
た
死
の
危
険
性
は
訪
れ
ず
、
節
子
の
死
は
繰
り
延
べ
ら
れ
、
遅
延
さ
せ
ら
れ
て

い
く
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
冬
」
と
「
死
の
か
げ
の
谷
」
と
い
う
二
章
の
間
で
、
節
子
は
死
ん
で
い

く
。
「
冬
」
で
は
節
子
の
死
が
接
近
し
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
で
は
節
子
の
死
を
現
実
の
も
の
と
し
て

受
け
止
め
る
「
私
」
の
姿
が
「
私
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
の
で
あ
る
。

「
私
」
が
「
物
語
」
を
書
き
、
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
節
子
の
死
は
繰
り

延
べ
ら
れ
る
。
作
中
作
の
問
題
に
つ
い
て
安
藤
宏
は
「
書
く
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
夢
を
見
る
自
己
を

対
象
化
す
る
も
う
一
人
の
自
己
が
立
ち
現
れ
」
る
と
捉
え
、
本
作
に
「
夢
か
ら
疎
外
」
さ
れ
る
小
説
家
の

物
語
を
読
み
と
っ
た*209

。
だ
が
、
作
中
作
の
問
題
を
時
間
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
る
と
、
む
し
ろ
そ
こ
に

は
「
夢
」
へ
の
道
筋
が
開
か
れ
て
い
る
。
「
私
」
が
書
き
記
す
「
物
語
」
の
内
部
に
次
々
と
目
を
移
し

て
い
け
ば
、
節
子
の
死
と
い
う
結
末
は
書
き
記
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
「
私
」
と
節
子
と
が
過
ご
し
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た
幸
福
な
日
々
は
、
繰
り
返
し
作
り
出
さ
れ
る
物
語
の
中
で
、
反
復
さ
れ
続
け
る
。

「
冬
」
の
「
十
一
月
十
日
」
で
、
手
記
を
書
く
「
私
」
は
節
子
の
た
め
を
思
っ
て
始
め
た
「
仕
事
」

が
二
人
の
こ
と
を
乖
離
さ
せ
て
い
る
と
気
づ
い
た
こ
と
の
葛
藤
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
き
記
す
。

こ
の
頃
の
お
れ
は
自
分
の
仕
事
に
ば
か
り
心
を
奪
は
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
こ
ん
な
風
に
お
前

の
側
に
い
る
時
だ
つ
て
、
お
れ
は
現
在
の
お
前
の
事
な
ん
ぞ
ち
つ
と
も
考
へ
て
や
り
は
し
な
い

の
だ
。
そ
れ
で
ゐ
て
、
お
れ
は
仕
事
を
し
な
が
ら
お
前
の
事
を
も
つ
と
も
つ
と
考
へ
て
ゐ
る
の

だ
と
、
お
前
に
も
、
そ
れ
か
ら
自
分
自
身
に
も
言
つ
て
聞
か
せ
て
あ
る
。
さ
う
し
て
お
れ
は
い

つ
の
ま
に
か
好
い
気
に
な
つ
て
、
お
前
の
事
よ
り
も
、
お
れ
の
詰
ま
ら
な
い
夢
な
ん
ぞ
に
こ
ん

な
に
時
間
を
潰
し
出
し
て
ゐ
る
の
だ
‥
‥
（
「
十
一
月
十
日
」
）

こ
こ
に
は
死
に
行
く
婚
約
者
の
姿
を
書
く
こ
と
を
通
し
て
、
小
説
家
と
し
て
生
き
る
自
己
へ
の
批

判
が
「
私
」
の
手
で
手
記
に
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
芸
術
家
の
エ
ゴ
」*210

問
題
だ
が
、
本
作
の
特
異
な
時
間
構
造
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
問
題
は
作
中
で
内
在
的
に
解
決
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
「
私
」
の
書
く
「
仕
事
」
こ
そ
、
現
実
に
は
死
に
ゆ
く
節
子
を
生
か
す
営
み
だ

か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
『
風
立
ち
ぬ
』
全
五
章
は
最
終
的
に
「
序
曲
」
、
「
春
」
、
「
風
立
ち
ぬ
」
、
「
冬
」
、
「
死
の
か
げ

の
谷
」
と
い
う
出
来
事
の
順
序
で
並
べ
ら
れ
た
。
本
稿
で
論
じ
た
時
間
の
循
環
構
造
を
明
確
に
す
る
な
ら

ば
、
た
と
え
ば
「
冬
」
の
章
か
ら
物
語
を
始
め
、
前
半
三
章
を
「
私
」
の
作
中
作
と
し
て
語
り
手
が
明
示

す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
我
々
は
、
「
私
」
と
節
子
と
が
夏
の
高
原
で
出
会
い
、
結
核
に

罹
患
し
た
節
子
と
「
私
」
が
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
院
し
、
節
子
が
死
ん
で
い
く
と
い
う
線
条
的
な
プ
ロ
ッ

ト
を
読
む
。
『
風
立
ち
ぬ
』
は
あ
く
ま
で
も
、
出
来
事
の
連
続
性
に
従
っ
て
三
年
半
の
月
日
の
中
で
婚
約

者
を
失
っ
て
い
く
「
私
」
の
物
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
の
読
解
は
、
作
中
作
と
『
風
立
ち
ぬ
』
の

対
応
を
想
定
し
、
作
中
作
の
中
で
作
ら
れ
る
時
間
の
流
れ
に
目
を
移
し
て
い
く
時
に
初
め
て
見
え
る
も
の

で
あ
る
。
堀
は
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
の
中
で
節
子
が
新
た
に
生
き
始
め
る
と
い
う
も
う
一
つ
の
物
語
を

複
雑
な
時
間
構
造
の
う
ち
に
閉
じ
こ
め
て
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
小
説
の
時
間

「
冬
」
の
章
の
「
十
月
二
十
七
日
」
の
断
章
で
、
「
私
」
は
そ
の
日
に
八
ヶ
岳
を
眺
め
た
時
の
こ
と

を
書
き
記
す*211

。
散
歩
か
ら
帰
っ
て
き
た
「
私
」
は
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
裏
の
雑
木
林
で
節
子
と
行
き
会

い
、
八
ヶ
岳
の
方
角
を
眺
め
る
。
「
私
」
は
節
子
と
八
ヶ
岳
を
眺
め
る
機
会
が
初
め
て
で
あ
る
こ
と
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に
気
づ
く
が
、
同
時
に
そ
れ
と
は
矛
盾
す
る
こ
と
を
言
い
出
す
。

‥
‥
お
れ
達
は
ね
、
ず
つ
と
前
に
こ
の
山
を
丁
度
向
う
側
か
ら
、
か
う
や
つ
て
一
し
よ
に
見
て

ゐ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
い
や
、
お
前
と
そ
れ
を
見
て
ゐ
た
夏
の
時
分
は
い
つ
も
雲
に
妨
げ
ら

れ
て
殆
ん
ど
何
も
見
え
や
し
な
か
つ
た
の
さ
。
‥
‥
し
か
し
秋
に
な
つ
て
か
ら
、
一
人
で
お
れ

が
其
処
へ
行
つ
て
見
た
ら
、
ず
つ
と
向
う
の
地
平
線
の
果
て
に
、
こ
の
山
が
今
と
は
反
対
の
側

か
ら
見
え
た
の
だ
。
あ
の
遠
く
に
見
え
た
、
ど
こ
の
山
だ
か
ち
つ
と
も
知
ら
ず
に
ゐ
た
の
が
、

確
か
に
こ
れ
ら
し
い
。
丁
度
そ
ん
な
方
角
に
な
り
さ
う
だ
。
‥
‥
お
前
、
あ
の
薄
が
た
ん
と
生

ひ
茂
つ
て
ゐ
た
原
を
覚
え
て
ゐ
る
だ
ら
う
？

福
永
武
彦
は
、
こ
の
表
裏
か
ら
眺
め
ら
れ
る
八
ヶ
岳
の
対
応
関
係
を
「
巧
妙
な
伏
線
」
と
評
し
、
大

森
郁
之
助
は
八
ヶ
岳
が
「
二
人
の
夢
の
象
徴
」
と
し
て
「
序
曲
」
で
「
予
め
導
入
さ
れ
て
い
た
」
と

述
べ
た
が*212

、
こ
こ
に
は
単
な
る
伏
線
以
上
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

手
記
を
書
く
「
私
」
は
、
こ
こ
で
「
ず
つ
と
前
」
に
「
こ
の
山
」
を
節
子
と
「
一
し
よ
に
見
て
ゐ

た
」
と
書
き
記
す
。
こ
こ
で
は
、
「
そ
れ
ら
の
夏
の
日
々
」
と
始
ま
る
「
序
曲
」
冒
頭
部
の
印
象
的
な

一
節
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。
「
序
曲
」
の
夏
に
お
い
て
、
節
子
に
病
の
影
は
な
く
、
彼
女
は
絵
を
描

く
「
仕
事
」
を
そ
の
日
課
と
し
て
い
た
。
出
会
い
の
幸
福
の
中
に
あ
っ
た
「
私
」
達
は
「
肩
に
手
を

か
け
合
つ
た
ま
ま
」
、
二
人
の
未
来
の
生
活
を
見
通
す
よ
う
に
「
地
平
線
の
方
」
を
眺
め
や
る
。
だ

が
こ
の
視
線
の
先
に
は
二
年
半
後
に
「
冬
」
の
章
の
「
私
」
達
、
節
子
の
死
の
不
安
を
抱
え
て
暮
ら

す
「
私
」
達
が
立
つ
。
二
つ
の
高
原
の
地
理
的
な
対
称
性
は
、
「
私
」
達
の
境
遇
の
対
称
性
と
正
確
に

対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
場
面
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
一
節
に

は
次
の
よ
う
な
一
節
が
先
行
し
て
い
る
。

そ
の
ま
ま
さ
う
や
つ
て
彼
女
と
肩
を
並
べ
て
そ
の
山
を
見
つ
め
て
ゐ
る
う
ち
に
、
ふ
い
と
何
ん

だ
か
不
思
議
に
混
ん
が
ら
か
つ
た
や
う
な
気
が
し
て
来
た
。
「
か
う
や
つ
て
お
前
と
あ
の
山
を
見

て
ゐ
る
の
は
け
ふ
が
始
め
て
だ
つ
た
ね
。
だ
が
、
お
れ
に
は
ど
う
も
こ
れ
ま
で
に
何
遍
も
か
う

や
つ
て
あ
れ
を
見
て
ゐ
た
事
が
あ
る
や
う
な
気
が
す
る
ん
だ
よ
。
」
／
「
そ
ん
な
筈
は
な
い
ぢ
や

あ
な
い
の
？
」

「
私
」
は
「
不
思
議
に
混
ん
が
ら
か
つ
た
や
う
な
気
」
が
し
、
「
何
遍
も
か
う
や
つ
て
あ
れ
を
見

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
ゐ
た
」
気
が
し
て
く
る
。
そ
の
よ
う
に
「
私
」
は
手
記
に
書
き
記
す
。
こ
の
よ
う
な
「
私
」
の
混

乱
は
、
同
じ
山
を
知
ら
ぬ
う
ち
に
反
対
か
ら
見
て
い
た
と
い
う
単
純
な
事
実
を
指
す
も
の
と
し
て
は

い
さ
さ
か
過
剰
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
私
」
は
同
じ
山
を
別
の
方
角
か
ら
見
て
い
る
不
思
議
を
述
べ
て
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い
る
は
ず
だ
が
、
本
稿
は
こ
こ
に
書
く
行
為
を
通
し
て
「
私
」
と
節
子
と
が
「
物
語
」
の
内
部
で
何

度
も
生
き
て
い
る
と
い
う
時
間
的
な
循
環
構
造
へ
の
示
唆
を
読
み
と
り
た
い
。
た
だ
し
節
子
の
側
は
、

「
そ
ん
な
筈
は
な
い
」
と
「
私
」
の
言
葉
を
一
蹴
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
こ
の
場
面
で
提
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
序
曲
」
と
い
う
章
と
「
冬
」
と
い
う
章
そ
の

も
の
の
対
称
性
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
序
曲
」
の
「
私
」
達
と
「
冬
」
の
「
私
」
達
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
理
想
の
自
己
像
を
八
ヶ
岳
の
彼
方
に
眼
差
す
向
か
い
合
わ
せ
の
構
図
に
置
か
れ
る
。
「
序
曲
」
の

「
私
」
達
は
未
来
に
幸
福
を
見
出
し
、
「
冬
」
の
「
私
」
達
は
過
去
に
幸
福
を
見
出
し
、
そ
の
眼
差

し
の
先
に
は
「
私
」
達
自
身
が
佇
立
し
て
い
る
。
「
私
」
達
が
自
身
の
反
転
し
た
像
を
互
い
に
投
射

し
合
う
こ
の
鏡
の
よ
う
な
構
図
は
、
「
冬
」
と
「
序
曲
」
と
い
う
二
つ
の
章
そ
の
も
の
の
対
称
関
係
と

対
応
し
て
い
る
。

「
冬
」
の
「
私
」
が
「
物
語
」
に
書
き
始
め
る
の
は
、
「
序
曲
」
の
章
の
「
私
」
達
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
「
冬
」
の
空
間
を
「
物
語
」
を
書
く
側
の
空
間
と
す
れ
ば
、
「
序
曲
」
の
空
間
は
書
か
れ
る
側

の
空
間
に
属
す
る
。
「
冬
」
の
「
私
」
達
と
「
序
曲
」
の
「
私
」
達
は
書
く

―
書
か
れ
る
と
い
う

反
転
し
た
関
係
に
あ
り
、
八
ヶ
岳
を
境
と
す
る
向
か
い
合
わ
せ
の
構
図
は
、
そ
の
こ
と
と
対
応
し
て

い
る
。
そ
し
て
繰
り
返
し
眺
め
ら
れ
る
八
ヶ
岳
の
向
こ
う
側
に
は
、
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
が
流
れ
て
い

る
。
八
ヶ
岳
の
こ
ち
ら
側
に
は
、
〈
書
く
時
間
〉
が
流
れ
て
い
る
。
両
者
は
そ
の
対
称
性
を
保
っ
た
ま

ま
、
出
来
事
の
レ
ベ
ル
で
は
連
続
的
に
時
間
が
経
過
し
、
現
実
の
「
私
」
達
は
や
が
て
死
別
を
経
験
す

る
。
八
ヶ
岳
と
い
う
形
象
を
通
し
て
、
〈
書
く
時
間
〉
と
〈
書
か
れ
た
時
間
〉
の
対
称
関
係
が
提
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

丸
岡
明
は
本
作
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

『
風
立
ち
ぬ
』
が
私
達
に
も
た
ら
し
た
最
も
大
き
な
驚
き
は
、
風
の
よ
う
に
去
っ
て
ゆ
く
時
の

流
れ
を
、
見
事
に
文
字
に
刻
み
上
げ
て
、
人
間
の
実
体
を
、
そ
の
流
れ
の
裡
に
捉
え
て
示
し
た

こ
と
で
あ
る
。*213

同
時
代
作
家
で
あ
る
丸
岡
の
こ
の
評
言
は
、
『
風
立
ち
ぬ
』
の
試
み
の
本
質
を
的
確
に
言
い
当
て

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
小
説
の
空
間
が
設
定
さ
れ
れ
ば
、
時
間
は
そ
こ
に
自
動
的
に
流
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
堀
辰
雄
は
言
葉
に
よ
る
構
築
物
と
し
て
、
『
風
立
ち
ぬ
』
に
お
い
て
細
心
の
注
意
を
こ
め

て
時
間
そ
の
も
の
を
作
り
出
し
て
い
る
。
だ
が
我
々
が
真
に
「
驚
」
く
べ
き
は
、
『
風
立
ち
ぬ
』
が

「
風
の
よ
う
に
去
っ
て
ゆ
く
時
の
流
れ
」
を
捉
え
て
み
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
過
ぎ
去
る
こ
と
の
な

い
時
間
の
流
れ
を
可
能
性
の
領
域
に
立
ち
上
げ
て
み
せ
た
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
説
の
中

で
し
か
作
り
出
せ
な
い
、
い
わ
ば
小
説
の
時
間
で
あ
る
。
『
風
立
ち
ぬ
』
は
こ
の
意
味
で
、
正
し
く
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時
間
を
作
り
出
し
た
小
説
だ
と
言
え
る
。

堀
辰
雄
は
本
作
発
表
時
、
プ
ル
ー
ス
ト
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
と
い
う
、
書
く
行
為
と
時
間

と
の
関
わ
り
を
問
題
化
し
た
小
説
に
出
会
っ
て
い
た
。
時
間
を
重
要
な
テ
ー
マ
と
す
る
こ
の
長
篇
小

説
は
、
語
り
手
が
自
ら
の
人
生
を
小
説
と
し
て
書
く
こ
と
を
構
想
す
る
と
こ
ろ
で
閉
じ
ら
れ
る
。
堀

辰
雄
の
『
風
立
ち
ぬ
』
は
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
と
は
多
く
の
点
で
異
な
る
が
、
時
間
と
い
う

問
題
に
取
り
組
ん
だ
点
は
共
通
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
作
者
自
身
に
と
っ
て
大
き
な
経
験
で
あ
っ

た
婚
約
者
の
死
と
い
う
問
題
を
絡
め
た*214

。
『
風
立
ち
ぬ
』
は
作
家
の
個
人
的
な
経
験
か
ら
出
発
し

つ
つ
、
結
果
的
に
時
間
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
作
品
と
な
っ
た
。
プ
ル
ー
ス
ト
を
は
じ
め
、
二

十
世
紀
の
世
界
文
学
が
共
通
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
こ
の
時
間
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
書

く
行
為
と
時
間
と
い
う
問
題
に
死
と
い
う
問
題
を
絡
め
る
こ
と
で
、
堀
は
時
代
的
な
問
い
の
深
部
に

届
く
さ
さ
や
か
だ
が
大
き
な
作
品
を
提
出
し
え
た
の
で
あ
る
。
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第
八
章

『
風
立
ち
ぬ
』
論

―
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
リ
ル
ケ
翻
訳

は
じ
め
に

―
堀
辰
雄
訳
「
鎮
魂
歌
」

昭
和
十
一
年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
、
短
篇
小
説
「
風
立
ち
ぬ
」
（
「
改
造
」
昭

・

）
を
起
点
に
、

11

12

続
篇
「
冬
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
、
「
婚
約
」
（
「
新
女
苑
」
昭

・

）
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
（
「
新

12

1

12

4

潮
」
昭

・

）
が
連
作
と
し
て
雑
誌
発
表
さ
れ
た
。
諸
篇
は
野
田
書
房
版
『
風
立
ち
ぬ
』
（
昭

）
に

13

3

13

お
い
て
、
「
序
曲
」
（
初
出
「
風
立
ち
ぬ
」
、
「
発
端
」
）
、
「
春
」
（
初
出
「
婚
約
」
）
、
「
風
立
ち
ぬ
」
（
初
出

「
風
立
ち
ぬ
」
、
「
Ⅰ
」
～
「
Ⅲ
」
）
、
「
冬
」
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
と
い
う
一
連
の
作
品
の
五
章
と
し
て
改

稿
さ
れ
た
。
堀
辰
雄
生
涯
の
代
表
作
『
風
立
ち
ぬ
』
の
完
成
で
あ
る
。

『
風
立
ち
ぬ
』
は
、
堀
が
婚
約
者
矢
野
綾
子
を
喪
っ
た
経
験
を
素
材
に
し
て
書
い
た
、
一
組
の
男
女
の

出
会
い
か
ら
死
別
ま
で
の
物
語
で
あ
る
。
小
説
家
の
「
私
」
は
、
節
子
と
い
う
一
人
の
少
女
と
初
夏
の
高

原
で
出
会
う
（
「
序
曲
」
）
。
節
子
と
婚
約
し
た
「
私
」
は
、
父
親
の
依
頼
で
彼
女
の
結
核
療
養
に
付
き
添

い
、
「
蜜
月
の
旅
」
に
赴
く
よ
う
に
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
向
か
う
（
「
春
」
）
。
八
ヶ
岳
山
麓
の
自
然
の
中
で
、

「
私
」
達
は
死
と
背
中
合
わ
せ
の
婚
約
生
活
を
送
る
（
「
風
立
ち
ぬ
」
）
。
「
私
」
が
節
子
と
の
日
々
を
綴

る
「
物
語
」
の
草
稿
を
書
き
進
め
る
傍
ら
で
、
節
子
の
病
状
は
死
の
直
前
ま
で
重
篤
化
し
て
い
く
（
「
冬
」
）
。

最
終
章
「
死
の
か
げ
の
谷
」
は
、
「
冬
」
の
章
の
末
尾
で
暗
示
さ
れ
た
節
子
の
死
の
後
日
談
で
あ
る
。

「
冬
」
の
章
に
続
け
て
「
私
」
の
「
手
帳
」
に
記
さ
れ
た
日
録
と
い
う
設
定
で
、
「
一
九
三
六
年
十
二
月

一
日
」
か
ら
「
十
二
月
三
十
日
」
ま
で
の
日
付
が
付
さ
れ
た
十
二
の
断
章
で
構
成
さ
れ
る
。
節
子
と
出
会

っ
た
思
い
出
の
高
原
を
再
訪
し
た
「
私
」
は
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
と
自
ら
呼
ぶ
雪
深
い
谷
か
げ
に
山
小

屋
を
借
り
、
思
い
出
の
残
滓
を
探
し
て
村
を
歩
き
回
る
。
深
い
喪
失
感
に
と
ら
わ
れ
、
彼
女
を
め
ぐ
る
追

憶
に
耽
る
「
私
」
に
転
機
を
与
え
る
の
が
、
あ
る
日
手
許
に
届
い
た
「
リ
ル
ケ
の
鎮
魂
歌
」
（
以
下
「
鎮

レ
ク
ヰ
エ
ム

魂
歌
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
こ
の
詩
集
は
リ
ル
ケ
中
期
の
詩
集
『
鎮
魂
歌
』Requiem

,
Insel-V

erlag,
Leipzig,

1909.

を
指
す
。
同
書
所
収
二
篇
の
長
篇
詩
の
う
ち
、
本
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
若
く
し
て
産
褥
死
し
た
女

性
画
家
に
捧
げ
ら
れ
た
鎮
魂
歌
で
あ
る
。
死
者
に
は
死
者
の
責
務
が
あ
る
と
説
諭
す
る
こ
の
詩
を
読
ん
だ

「
私
」
は
、
節
子
へ
の
未
練
を
思
い
切
り
、
彼
女
の
死
を
受
け
入
れ
て
い
く
。
菅
谷
規
矩
雄
が
述
べ
る
よ

う
に
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
は
「
小
説
的
な
構
成
か
ら
み
れ
ば
、
「
私
」
が
リ
ル
ケ
の
《
鎮
魂
曲
》
を
発

見
す
る
に
い
た
る
経
緯
だ
け
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
」*215

。
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重
要
な
の
は
、
「
鎮
魂
歌
」
が
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
「
本
文
そ
の
も
の
の
一
部
」*216

を
な
す
こ
と
で

あ
る
。
「
十
二
月
十
七
日
」
と
「
十
二
月
十
八
日
」
の
断
章
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
私
」
が
読
ん
だ
「
鎮
魂

歌
」
の
冒
頭
十
二
行
と
末
尾
四
行
の
本
文
が
掲
げ
ら
れ
る
。
詩
節
は
行
空
け
と
段
下
げ
に
よ
り
「
私
」
の

日
録
と
区
別
さ
れ
、
断
章
末
尾
に
半
ば
自
立
し
た
も
う
一
つ
の
断
章
の
よ
う
に
配
さ
れ
る
（
野
田
書
房
版

『
風
立
ち
ぬ
』
で
は
文
字
の
ポ
イ
ン
ト
数
を
落
と
し
、
区
別
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
て
い
る
）
。
「
死
の
か

げ
の
谷
」
は
「
私
」
の
日
録
と
「
鎮
魂
歌
」
に
よ
り
織
り
成
さ
れ
、
「
鎮
魂
歌
」
は
作
品
の
一
部
と
し
て

読
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
は
、
部
分
訳
と
は
い
え
堀
辰
雄
が
日
本
で
初
め
て
訳
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た*217

。

昭
和
九
年
以
来
、
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
抄
訳
（
「
四
季
」
昭

・

～

・

）
を
皮
切
り
に
、
各
種

9

10

10

1

書
簡
の
訳
（
「
四
季
」
昭

・

～

）
、
仏
語
詩
「
窓
」
の
抄
訳
（
「
文
芸
」
他
、
昭

・

～

・

）

10

2

6

9

12

11

5

な
ど
、
リ
ル
ケ
作
品
の
翻
訳
を
発
表
し
て
い
た
堀
は
、
本
邦
初
訳
「
鎮
魂
歌
」
を
自
ら
の
作
品
の
中
に
包

み
込
ん
で
提
示
し
た*218

。
作
曲
家
の
林
光
が
回
想
す
る
「
堀
辰
雄
が
そ
の
作
品
の
な
か
で
紹
介
し
た
リ
ル

ケ
、
い
わ
ば
か
れ
の
こ
と
ば
を
通
し
て
知
っ
た
リ
ル
ケ
」*219
と
は
、
『
風
立
ち
ぬ
』
の
中
の
「
鎮
魂
歌
」

を
そ
の
典
型
例
と
す
る
だ
ろ
う
。
堀
辰
雄
の
『
風
立
ち
ぬ
』
を
読
む
と
は
、
そ
の
中
に
内
包
さ
れ
た
堀
辰

雄
訳
「
鎮
魂
歌
」
を
含
め
て
読
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
堀
辰
雄
の
『
風
立
ち
ぬ
』
を
、
そ
の
最
終
章
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
「
鎮
魂
歌
」
の
翻
訳
の

問
題
に
視
点
を
置
い
て
読
み
解
く
試
み
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
「
鎮
魂
歌
」

の
訳
文
の
特
徴
を
分
析
す
る
と
こ
ろ
か
ら
議
論
の
糸
口
を
開
き
た
い
。

一
、
「
鎮
魂
歌
」
訳
文
の
変
遷

堀
辰
雄
は
「
死
の
か
げ
の
谷
」
発
表
に
先
立
ち
、
エ
ッ
セ
イ
「
山
中
雑
記
」
（
「
文
芸
懇
話
会
」
昭
11

・

）
と
小
説
「
郭
公
」
（
「
新
女
苑
」
昭

・

）
の
中
で
、
「
鎮
魂
歌
」
の
部
分
訳
を
行
っ
て
い
た
。

12

12

9

こ
の
堀
訳
「
鎮
魂
歌
」
は
、
三
度
に
わ
た
る
掲
出
の
過
程
で
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
改
変
さ
れ
る
。
本
節
で
は
、

三
度
に
わ
た
り
共
通
し
て
訳
出
さ
れ
た
「
鎮
魂
歌
」
末
尾
四
行
の
訳
文
を
比
較
し
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」

の
「
鎮
魂
歌
」
訳
文
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。

堀
が
初
め
て
「
鎮
魂
歌
」
の
部
分
訳
を
行
っ
た
の
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
山
中
雑
記
」
に
お
い
て
で
あ
る
。

堀
は
春
に
「
慰
霊
歌
」
を
ド
イ
ツ
語
で
読
み
、
こ
の
夏
に
英
訳
で
再
読
し
た
と
述
べ
た
後
、
詩
行
の
展
開

レ
ク
イ
エ

ム

に
即
し
て
内
容
を
要
約
し
つ
つ
自
ら
の
試
訳
を
提
示
す
る
。
原
詩
全
二
百
七
十
一
行
の
う
ち
、
四
十
六
～

五
十
行
、
七
十
四
～
八
十
七
行
を
訳
出
し
た
上
で
、「
鎮
魂
歌
」
末
尾
の
四
行
が
最
後
に
掲
げ
ら
れ
る*220

。
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帰
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
な
。
も
し
お
前
に
我
慢
が
で
き
た
ら
、
死
者
と
共
に
／
死
ん
で
い
ら
つ
し
や

い
。
死
者
に
は
た
ん
と
仕
事
が
あ
る
。
／
が
、
私
に
助
力
し
て
下
さ
い
、
そ
れ
が
お
前
の
気
を
散
ら

さ
な
い
範
囲
で
、
／
遠
方
の
も
の
が
屢
々
私
に
助
力
し
て
呉
れ
る
や
う
に
、
私
の
中
で
。

傍
線
部
、
堀
は
死
ん
だ
女
性
画
家
を
指
す
二
人
称
を
「
お
前
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
英
訳
で

は
単
にyou

で
あ
り
、
堀
は
ド
イ
ツ
語
原
詩
の
親
称du

を
踏
ま
え
て
「
お
前
」
と
訳
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る*221

。
作
中
で
節
子
を
指
示
す
る
語
「
お
前
」
と
も
重
な
る
こ
の
訳
し
方
は
、
三
度
の
「
鎮
魂
歌
」
翻

訳
に
共
通
す
る
。
一
方
、
そ
の
他
の
訳
語
や
訳
文
の
掲
げ
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
改
変
さ
れ
て
い
く
。

小
説
「
郭
公
」
は
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
予
行
演
習
と
も
い
う
べ
き
作
品
で*222

、
「
鎮
魂
歌
」
を
契

機
に
主
人
公
が
死
者
へ
の
心
残
り
を
断
ち
切
る
と
い
う
筋
書
き
を
持
つ
。
あ
る
夏
、
小
説
家
の
「
私
」
は

亡
く
な
っ
た
「
少
年
時
代
の
恋
人
」
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
「
私
」
は
思
い
立
っ
て
彼
女
の
縁
者
で
あ
る

姉
を
訪
ね
て
隣
村
に
赴
く
が
、
会
う
の
を
や
め
て
傍
ら
の
墓
地
に
足
を
向
け
る
。
そ
こ
で
「
私
」
は
亡
き

少
女
の
面
影
を
想
起
し
つ
つ
「
鎮
魂
歌
」
の
一
節
を
呟
き
、
死
者
を
「
私
達
の
悲
し
み
や
苦
し
み
に
立
ち

入
ら
せ
る
こ
と
が
い
か
に
罪
深
い
こ
と
か
」
と
内
省
す
る
。
こ
の
「
私
」
の
思
い
を
代
弁
す
る
よ
う
に
、

「
鎮
魂
歌
」
が
掲
げ
ら
れ
る
。

Kom
m

nicht
zurück.

W
enn

du's
ersträgst,

so
sei

/
tot

bei
den

Toten.
Tote

sind
beschäftigt.

/

マ

マ

D
och

hilfm
ir

so,dass
es

dich
nichtzerstreut,/wie

m
ir

das
Fernste

m
anchm

alhilft:in
m

ir.

（
帰
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
な
。
も
し
お
前
に
我
慢
が
で
き
た
ら
、
死
者
の
間
に
死
ん
で
い
ら
つ
し
や

い
。
死
者
に
は
た
ん
と
仕
事
が
あ
る
。
／
け
れ
ど
も
私
に
助
力
は
し
て
下
さ
い
、
お
前
の
気
を
散
ら

さ
な
い
程
度
で
。
／
屢
々
遠
大
の
も
の
が
私
に
助
力
し
て
く
れ
る
や
う
に
、

―
私
の
裡
で
。
）

こ
こ
で
は
「
鎮
魂
歌
」
が
ド
イ
ツ
語
原
文
で
掲
げ
ら
れ
、
日
本
語
訳
が
そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
形
で
あ
る
。

「
郭
公
」
で
は
、
「
私
」
が
少
女
を
想
起
し
つ
つ
呟
く
「
鎮
魂
歌
」
冒
頭
の
一
節
も
、Ich

habe
Tote

und

ich
liess

sie
him

と
ド
イ
ツ
語
原
文
で
掲
げ
ら
れ
る*223

。
ひ
る
が
え
っ
て
「
死
の
か
げ
の
谷
」
で
は
、
「
鎮

マ

マ

魂
歌
」
の
日
本
語
訳
の
み
を
掲
げ
る
形
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
波
線
部
の
語
句
が
初
訳
か
ら
逐
一
改
変
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

in

（
内
部
で
）
の
訳
語
「
中

で
」
か
ら
「
裡
で
」
へ
の
改
変
は
死
者
が
「
私
」
の
内
側
に
生
き
る
意
を
強
調
し
、
「
遠
方
の
も
の
」
か

ら
「
遠
大
の
も
の
」
へ
の
改
変
は
原
語

Fernste

（
も
っ
と
も
遠
く
の
も
の
）
に
お
け
る
最
上
級
を
強
調

す
る
も
の
だ
ろ
う
。
原
詩
の
語
句
を
再
解
釈
し
、
原
詩
の
意
味
に
適
合
す
る
訳
語
を
選
び
直
す
姿
勢
が
見

ら
れ
る
。

対
し
て
、「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
「
十
二
月
十
八
日
」
の
断
章
に
お
け
る
「
鎮
魂
歌
」
訳
文
の
改
変
は
、

こ
れ
と
は
意
味
が
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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帰
つ
て
入
ら
つ
し
や
る
な
。
さ
う
し
て
も
し
お
前
に
我
慢
で
き
た
ら
、
／
死
者
達
の
間
に
死
ん
で
お

出
。
死
者
に
も
た
ん
と
仕
事
は
あ
る
。
／
け
れ
ど
も
私
に
助
力
は
し
て
お
く
れ
、
お
前
の
気
を
散
ら

さ
な
い
程
度
で
、
／
屢
々
遠
く
の
も
の
が
私
に
助
力
を
し
て
く
れ
る
や
う
に

―
私
の
裡
で
。

訳
語
は
ほ
ぼ
「
郭
公
」
の
訳
文
の
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
二
重
傍
線
部
、
前
二
訳
で
「
死

ん
で
い
ら
つ
し
や
い
」
、
「
助
力
（
は
）
し
て
下
さ
い
」
だ
っ
た
箇
所
が
、
「
死
ん
で
お
出
」
、
「
助
力
は
し

て
お
く
れ
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
神
品
芳
夫
は
こ
の
訳
文
を
取
り
上
げ
、
「
訳
に
手
が
加
え
ら
れ
て
、

一
段
と
よ
く
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
が*224

、
こ
れ
は
訳
の
巧
拙
と
別
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

神
品
自
身
も
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
訳
文
は
「
作
品
の
な
か
へ
溶
け
合
っ
て
い
る
」
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

「
死
ん
で
お
出
」
も
「
助
力
は
し
て
お
く
れ
」
も
、
死
者
を
突
き
放
す
原
詩
の
話
者
の
口
調
に
は
そ
ぐ

、
、

、
、
、
、
、

わ
な
い
。
だ
が
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
『
風
立
ち
ぬ
』
作
中
の
「
私
」
の
口
調
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

「
（
略
）
ど
う
し
た
つ
て
お
前
を
貰
ひ
に
行
く
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
お
父
さ
ん
の
許
に
今
の
ま
ま
の

お
前
で
ゐ
る
が
い
い
‥
‥
」
（
「
序
曲
」
）

「
（
略
）
ど
を
れ
、
こ
の
帽
子
、
ち
よ
つ
と
か
ぶ
つ
て
御
覧
」
（
「
春
」
）

「
（
略
）
‥
‥
が
、
今
度
の
奴
は
お
前
に
も
た
ん
と
助
力
し
て
貰
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
よ
。
」

（
「
風
立
ち
ぬ
」
）

「
私
」
が
節
子
に
何
か
命
じ
る
よ
う
に
語
り
か
け
る
時
の
口
調
で
あ
る
。
傍
線
部
、
恋
人
に
や
や
ぞ
ん

ざ
い
に
、
し
か
し
あ
や
す
よ
う
に
言
葉
を
か
け
る
「
私
」
の
口
調
の
親
密
さ
が
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の

「
鎮
魂
歌
」
訳
文
の
「
死
ん
で
お
出
」
、
「
助
力
は
し
て
お
く
れ
」
の
そ
れ
と
通
じ
る
。
前
二
訳
に
お
け

る
「
助
力
（
は
）
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
訳
で
は
こ
の
呼
応
は
生
じ
な
い
。
「
お
前
」
と
い
う
二
人
称
の

一
致
と
も
相
俟
っ
て
、
作
中
の
「
私
」
か
ら
節
子
へ
の
発
話
と
、
訳
出
さ
れ
た
「
鎮
魂
歌
」
の
話
者
「
私
」

の
発
話
と
が
重
な
り
合
う
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
鎮
魂
歌
」
末
尾
四
行
の
訳
文
は
、
そ
の
初
訳
の
時
点
か
ら
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
の
「
私
」

の
台
詞
と
呼
応
す
る
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る*225

。

「
あ
あ
、
そ
れ
は
お
れ
の
好
き
な
や
う
に
書
く
と
も
さ
。
‥
‥
が
、
今
度
の
奴
は
お
前
に
も
た
ん
と

助
力
し
て
貰
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
よ
。
」（
略
）「
あ
あ
、
お
前
に
は
ね
、
お
れ
の
仕
事
の
間
、

頭
か
ら
足
の
さ
き
ま
で
幸
福
に
な
つ
て
ゐ
て
貰
ひ
た
い
ん
だ
。
さ
う
で
な
い
と
‥
‥
」
（
略
）
「
う

ん
、
お
れ
も
仕
事
を
す
る
と
な
り
あ
」
と
私
は
目
を
赫
か
せ
な
が
ら
、
元
気
よ
く
答
へ
た
。
「
う
ん

と
散
歩
も
す
る
よ
。
」
（
「
風
立
ち
ぬ
」
）

「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
で
、
「
私
」
は
節
子
を
「
お
前
」
と
呼
び
、
自
ら
の
「
仕
事
」
に
「
た
ん
と
」
「
助

力
」
し
て
く
れ
る
よ
う
乞
う
て
い
た
。
こ
の
発
話
内
の
語
句
と
、
堀
訳
「
鎮
魂
歌
」
の
「
死
者
に
も
た
ん

、
、
、
、
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と
仕
事
は
あ
る
」
、
「
助
力
」
の
語
句
は
重
な
る*226

。
原
文
の
動
詞beschäftigen

（
従
事
し
て
い
る
）
の

、
、
、
、
、
、

、
、

分
詞beschäftigt
（
忙
し
い
）
を
「
た
ん
と
仕
事
は
あ
る
」
と
あ
え
て
訳
し
た
こ
と
で*227

、
こ
う
し
た
一

致
が
生
じ
て
い
る
。
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
「
鎮
魂
歌
」
訳
文
の
改
変
は
、
こ
の
呼
応
関
係
を
一

層
際
立
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。

「
死
の
か
げ
の
谷
」
発
表
後
、
エ
ッ
セ
イ
「
山
中
雑
記
」
が
改
稿
・
改
題
さ
れ
『
雉
子
日
記
』
（
河
出

書
房
、
昭

）
に
収
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
「
鎮
魂
歌
」
訳
文
の
改
変
が

15

反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
「
十
二
月
十
八
日
」
の
断
章
に
お
い
て
、
「
私
の
口
を
衝

い
て
出
」
た
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
に
限
り
、
作
中
の
「
私
」
の
口
調
と
重
な
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
の
で

あ
る
。
だ
が
、
作
中
に
掲
げ
ら
れ
る
詩
節
が
作
中
人
物
の
口
調
と
重
な
り
合
う
と
し
て
、
そ
の
こ
と
は
一

体
作
品
の
解
釈
の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
に
視
点
を

置
い
て
「
死
の
か
げ
の
谷
」
を
読
み
解
い
て
い
く
。

次
節
で
は
ま
ず
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
い
て
、
手
記
を
書
く
「
私
」
が
節
子
の
こ
と
を
「
お
前
」

と
書
く
こ
と
の
意
味
を
検
討
す
る
。

二
、
二
人
称
「
お
前
」

「
死
の
か
げ
の
谷
」
は
、
前
章
「
冬
」
の
末
尾
で
喀
血
し
た
節
子
の
、
生
死
の
帰
趨
に
触
れ
ず
に
始
ま

る
。
一
年
の
時
の
経
過
と
「
寂
し
い
鰥
暮
ら
し
」
と
い
う
状
況
か
ら
節
子
の
死
後
で
あ
る
こ
と
が
間
接
的

に
わ
か
る
が
、
「
私
」
が
表
立
っ
て
節
子
の
死
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
私
」
が
滞
在
先
の
山
小
屋
に

落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
「
私
」
は
次
の
よ
う
な
形
で
初
め
て
節
子
の
こ
と
に
言
及
す
る
。

小
屋
の
中
も
片
づ
い
た
ら
し
い
の
で
、
私
は
は
じ
め
て
そ
の
中
に
は
ひ
つ
て
行
つ
た
。
壁
ま
で
す
つ

か
り
杉
皮
が
張
り
つ
め
ら
れ
て
あ
つ
て
、
天
井
も
何
も
な
い
程
の
、
思
つ
た
よ
り
も
粗
末
な
作
り
だ

が
、
悪
い
感
じ
で
は
な
か
つ
た
。
す
ぐ
二
階
に
も
上
つ
て
見
た
が
、
寝
台
か
ら
椅
子
と
何
か
ら
何
ま

で
二
人
分
あ
る
。
丁
度
お
前
と
私
と
の
た
め
の
や
う
に
。

―
さ
う
云
へ
ば
、
本
当
に
か
う
云
つ
た

や
う
な
山
小
屋
で
、
お
前
と
差
し
向
ひ
の
寂
し
さ
で
暮
ら
す
こ
と
を
、
昔
の
私
は
ど
ん
な
に
夢
見
て

ゐ
た
こ
と
か
！
‥
‥
（
「
一
九
三
六
年
十
二
月
一
日
」
）

山
小
屋
の
二
階
に
二
人
分
揃
え
ら
れ
た
家
具
は
、
そ
れ
を
「
私
」
と
使
う
は
ず
で
あ
っ
た
節
子
の
不
在

を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
そ
の
よ
う
な
家
具
に
つ
い
て
、
「
私
」
は
「
丁
度
お
前
と
私
と
の
た
め
の
や
う
」

だ
と
書
き
記
す
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
時
「
私
」
が
節
子
の
こ
と
を
唐
突
に
「
お
前
」
と
書
く
こ
と
で

あ
る
。
「
お
前
」
と
い
う
語
は
、
前
四
章
で
は
「
私
」
が
節
子
に
呼
び
か
け
る
会
話
の
中
の
言
葉
で
あ
っ
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た*228

。
「
死
の
か
げ
の
谷
」
は
、
前
章
「
冬
」
と
連
続
す
る
手
記

―
「
私
」
は
「
一
年
ぶ
り
に
こ
の
手
帳
」

を
開
い
て
続
き
を
書
い
て
い
る

―
と
い
う
設
定
だ
が
、
「
冬
」
で
は
節
子
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

た
。

明
り
を
消
し
て
、
も
う
寝
入
つ
て
ゐ
る
病
人
の
側
を
通
り
抜
け
よ
う
と
し
て
、
ふ
と
立
ち
止
ま
つ
て

暗
が
り
の
中
に
そ
れ
だ
け
が
ほ
の
白
く
浮
い
て
ゐ
る
彼
女
の
寝
顔
を
ぢ
つ
と
見
守
つ
た
。
そ
の
少
し

落
ち
窪
ん
だ
目
の
ま
は
り
が
と
き
ど
き
ぴ
く
ぴ
く
と
痙
攣
れ
る
や
う
だ
つ
た
が
、
私
に
は
そ
れ
が
何

物
か
に
脅
か
さ
れ
て
で
も
ゐ
る
や
う
に
見
え
て
な
ら
な
か
つ
た
。
（
「
冬
」
、
「
十
一
月
十
七
日
」
）

「
私
」
は
節
子
を
「
病
人
」
、
「
彼
女
」
と
指
示
し
、
そ
の
寝
顔
を
「
少
し
落
ち
窪
ん
だ
目
の
ま
は
り

が
と
き
ど
き
ぴ
く
ぴ
く
と
痙
攣
れ
る
や
う
」
だ
と
記
述
す
る*229

。
間
も
な
く
死
去
す
る
衰
弱
し
た
恋
人
の

寝
顔
を
、
「
私
」
は
観
察
対
象
の
よ
う
に
客
観
的
に
描
く
の
で
あ
る
。
「
冬
」
の
章
の
「
私
」
は
、
節
子

を
三
人
称
で
指
示
し
、
近
い
将
来
失
わ
れ
る
そ
の
身
体
に
言
葉
で
形
を
与
え
る
よ
う
に
対
象
化
し
て
描
い

て
い
た
。

ひ
る
が
え
っ
て
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
「
私
」
は
、
自
ら
の
眼
前
に
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
節
子

の
こ
と
を
「
お
前
」
と
指
示
す
る
。
と
い
う
よ
り
、
節
子
は
不
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
お
前
」
と
書
か
れ

る
の
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
「
私
」
が
節
子
の
面
影
を
求
め
て
白
樺
の
生
え
た
原
を
訪
ね
た
場
面

を
見
て
み
よ
う
。

そ
れ
は
う
す
曇
つ
た
日
だ
つ
た
。
私
は
そ
れ
か
ら
雪
解
け
の
し
た
村
の
中
を
、
い
つ
ま
で
も
何
か
充

た
さ
れ
な
い
や
う
な
気
持
で
、
あ
て
も
な
く
さ
迷
つ
て
ゐ
た
。
昔
、
お
前
と
よ
く
絵
を
描
き
に
い
つ

た
、
真
ん
中
に
一
本
の
白
樺
の
く
つ
き
り
と
立
つ
た
原
へ
も
行
つ
て
見
て
、
ま
だ
そ
の
根
も
と
だ
け

雪
の
残
つ
て
ゐ
る
白
樺
の
木
に
懐
し
さ
う
に
手
を
か
け
な
が
ら
、
そ
の
指
先
き
が
凍
え
さ
う
に
な
る

ま
で
、
立
つ
て
ゐ
た
。
し
か
し
、
私
に
は
そ
の
頃
の
お
前
の
姿
さ
へ
殆
ど
蘇
つ
て
来
な
か
つ
た
。（
「
十

二
月
十
三
日
、
日
曜
日
」
）

「
私
」
は
三
年
半
前
の
思
い
出
が
刻
ま
れ
た
白
樺
の
木
に
触
れ
、
節
子
の
姿
が
身
近
に
蘇
ら
な
い
こ
と

を
嘆
く
。
こ
こ
で
手
記
を
書
く
「
私
」
は
白
樺
の
原
を
「
昔
、
お
前
と
よ
く
絵
を
描
き
に
い
つ
た
」
原
と

書
き
、
「
そ
の
頃
の
お
前
の
姿
」
を
「
蘇
」
ら
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
書
き
記
す
。
こ
の
時
に
指
示
さ
れ
る

「
お
前
」
と
は
、
三
年
半
前
の
白
樺
の
生
え
た
原
に
立
っ
て
い
た
あ
の
節
子
で
は
な
い
。
手
記
を
書
く
「
私
」

、
、
、
、

は
「
昔
」
、
「
そ
の
頃
の
」
と
い
う
限
定
を
あ
え
て
「
お
前
」
と
い
う
語
に
付
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

逆
に
言
え
ば
、「
私
」
が
「
お
前
」
と
い
う
語
で
、
現
在
の
節
子
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
私
」

が
「
昔
、
お
前
と
よ
く
絵
を
描
き
に
い
つ
た
」
と
書
く
時
、
「
私
」
は
現
在
に
お
け
る
節
子
と
の
経
験
の
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共
有
性
を
問
題
に
し
て
い
る
。
「
私
」
は
死
し
て
失
わ
れ
て
い
る
こ
の
節
子
を
「
お
前
」
と
指
示
す
る
の

、
、
、
、

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
「
私
」
は
、
節
子
を
過
去
の
光
景
の
一
部
と
し
て
形
象
化
し
よ

う
と
し
な
い
。
「
私
」
は
不
在
の
節
子
を
「
お
前
」
と
し
て
自
ら
の
傍
ら
に
引
き
寄
せ
る
の
で
あ
る
。
一

見
、
通
常
の
回
想
に
見
え
る
次
の
場
面
も
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
に
突
然
お
前
が
何
か
口
ご
も
つ
た
や
う
な
気
が
し
た
の
で
、
私
が
お
前
の
傍
に
寄
つ
て
ゆ

く
と
、
殆
ど
聞
え
る
か
聞
え
な
い
か
位
の
小
さ
な
声
で
、
「
あ
な
た
の
髪
に
雪
が
つ
い
て
ゐ
る
の
…

…
」
と
お
前
は
私
に
向
つ
て
云
つ
た
。

―
い
ま
、
か
う
や
つ
て
一
人
き
り
で
火
の
傍
に
う
ず
く
ま

り
な
が
ら
、
ふ
い
と
蘇
つ
た
そ
ん
な
思
ひ
出
に
誘
は
れ
る
や
う
に
し
て
、
私
が
何
ん
の
気
な
し
に
自

分
の
手
を
頭
髪
に
持
つ
て
い
つ
て
見
る
と
、
そ
れ
は
ま
だ
濡
れ
る
と
も
な
く
濡
れ
て
ゐ
て
、
冷
め
た

か
つ
た
。
私
は
さ
う
や
つ
て
見
る
ま
で
、
そ
れ
に
は
少
し
も
気
が
つ
か
ず
に
ゐ
た
。
…
…
（
「
十
二

月
二
日
」
）

本
章
の
中
で
唯
一
節
子
の
姿
を
描
写
し
た
箇
所
で
あ
る
。
過
去
と
現
在
が
「

―
」
を
挟
ん
で
区
切
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
前
の
節
子
の
声
が
時
と
場
所
を
超
え
て
「
私
」
に
届
い
て
い
る
よ
う

で
あ
る*230

。
「
私
」
は
こ
こ
で
、
節
子
の
言
葉
の
再
現
に
続
き
、
あ
え
て
「
お
前
」
を
入
れ
る
形
で
、
「
お

前
は
私
に
向
つ
て
云
つ
た
」
と
書
き
記
す
。
こ
の
時
こ
の
一
節
は
、
節
子
の
発
言
を
節
子
自
身
に
向
か
っ

て
確
認
す
る
形
に
な
る
。
手
記
を
書
く
「
私
」
は
、
死
を
予
感
し
つ
つ
交
わ
し
た
や
り
と
り
を
、
過
去
の

場
面
と
し
て
振
り
返
る
と
い
う
よ
り
、
今
こ
こ
に
お
い
て
「
お
前
」
と
二
人
で
た
ど
り
直
す
の
で
あ
る
。

、
、
、

「
私
」
は
「
お
前
」
を
基
準
に
過
去
を
眺
め
、「
お
前
」
と
と
も
に
共
有
す
る
事
実
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

こ
の
時
死
者
で
あ
る
節
子
は
、
「
私
」
の
書
く
行
為
を
通
し
て
、
想
念
に
お
い
て
「
私
」
と
対
面
す
る
よ

う
な
位
置
に
指
し
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
こ
の
「
お
前
」
は
、
「
私
」
が
死
ん
だ
節
子
に
呼
び
か
け
ら
れ
な
い
事
実
を
顕
在
化
す

る
。
引
用
部
、
「
あ
な
た
の
髪
に
雪
が
つ
い
て
ゐ
る
の
」
と
い
う
節
子
の
呼
び
か
け
が
提
示
さ
れ
る
の
に

対
し
、
「
私
」
の
方
は
黙
っ
て
髪
の
毛
に
手
を
や
る
の
み
で
あ
る
。
手
記
を
書
く
「
私
」
は
た
だ
節
子
に

対
面
し
て
い
る
よ
う
に
「
お
前
」
と
書
き
記
す
。
高
橋
英
夫
が
こ
の
「
お
前
」
に
つ
い
て
、
「
「
呼
び
か

け
」
で
あ
る
の
か
否
か
も
、
実
は
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」*231

と
留
保
し
た
の
は
的
確
で
あ
る
。「
私
」

の
手
記
は
記
録
風
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
で
あ
り
、
節
子
に
向
け
た
語
り
か
け
の
口
調
は
見
ら
れ
な
い
。
節
子
が

あ
り
あ
り
と
提
示
さ
れ
、
そ
の
声
が
直
接
話
法
で
再
現
さ
れ
る
だ
け
に
、
「
私
」
と
「
お
前
」
と
の
非
対

称
な
関
係
は
一
層
際
立
つ
。
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
中
に
差
し
挟
ま
れ
る
二
人
称
「
お
前
」
に
は
、
「
私
」
が
節

子
に
自
ら
の
声
を
届
け
る
こ
と
へ
の
願
望
と
断
念
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
時
、
本
章
「
十
二
月
十
八
日
」
の
断
章
の
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
が
、
「
私
」
の

口
調
に
重
な
る
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
が
理
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
、
作
中
の
「
鎮

魂
歌
」
の
意
味
を
考
察
す
る
。

三
、
「
鎮
魂
歌
」
の
翻
訳

詩
集
「
鎮
魂
歌
」
が
「
私
」
の
手
許
に
届
く
の
は
、
本
章
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
当
た
る
「
十
二
月
十
四

日
」
の
断
章
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
ず
つ
と
前
か
ら
註
文
し
て
あ
つ
た
」
詩
集
が
届
く
ま
で
の
間
、
「
私
」

は
村
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
訪
れ
、
神
父
と
幾
度
か
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
。「
私
」
が
教
会
の
「
彌
撒
」

に
立
ち
合
っ
た
直
後
に
、
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
詩
集
が
届
く
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

「
死
の
か
げ
の
谷
」
は
、
こ
の
詩
集
到
着
の
前
後
で
二
分
さ
れ
、
前
半
部
が
後
半
部
を
用
意
す
る
伏
線

に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
神
父
と
婦
人
信
者
が
「
独
逸
人
」
で
あ
る
の
は
「
鎮
魂
歌
」
が
ド

イ
ツ
語
の
詩
集
で
あ
る
こ
と
と
対
応
し
、
「
私
」
の
「
彌
撒
」
へ
の
参
加
は
、
典
礼
歌
の
意
を
持
つ
詩
集

の
表
題
と
対
応
し
て
い
る
。
「
私
」
が
旧
約
聖
書
「
詩
篇
」
の
言
葉
や
神
父
の
言
葉
を
空
虚
に
感
じ
る
こ

と
は
、
後
半
部
で
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
が
「
私
」
の
心
に
響
く
展
開
を
導
く
も
の
で
あ
る
。

本
章
前
半
部
が
、
救
い
を
求
め
る
よ
う
に
教
会
を
訪
ね
る
「
私
」
の
姿
を
描
く
と
す
れ
ば
、
後
半
部
は
、

「
私
」
の
う
ち
に
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
が
浸
透
し
て
い
く
過
程
を
描
く
。
折
か
ら
の
雪
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

た
「
私
」
は
、
十
二
月
十
四
日
夜
か
ら
十
七
日
を
、
「
鎮
魂
歌
」
を
読
む
こ
と
に
費
や
す
。
「
十
二
月
十

七
日
」
の
断
章
に
は
、
煖
炉
の
傍
と
窓
際
を
往
復
し
な
が
ら
、
日
が
な
「
鎮
魂
歌
」
を
読
み
進
め
る
「
私
」

の
姿
が
描
か
れ
る
。
「
未
だ
に
お
前
を
静
か
に
死
な
せ
て
お
か
う
と
は
せ
ず
に
、
お
前
を
求
め
て
や
ま
な

か
つ
た
、
自
分
の
女
々
し
い
心
に
何
か
後
悔
に
似
た
も
の
を
は
げ
し
く
感
じ
」
る
と
い
う
「
私
」
の
内
省

の
直
後
に
、
次
の
よ
う
に
「
鎮
魂
歌
」
冒
頭
の
詩
節
が
掲
げ
ら
れ
る
。

私
は
死
者
達
を
待
つ
て
ゐ
る
、
そ
し
て
彼
等
を
立
ち
去
る
が
儘
に
さ
せ
て
あ
る
が
、
／
彼
等
が
噂
と

は
似
つ
か
ず
、
非
常
に
確
信
的
で
、
／
死
ん
で
ゐ
る
事
に
も
す
ぐ
慣
れ
、
頗
る
快
活
で
あ
る
ら
し
い

の
に
／
驚
い
て
ゐ
る
位
だ
。
只
お
前

―
お
前
だ
け
は
帰
つ
て
／
来
た
。
お
前
は
私
を
掠
め
、
ま
は

り
を
さ
迷
ひ
、
何
物
か
に
衝
き
当
る
、
そ
し
て
そ
れ
が
お
前
の
た
め
に
音
を
立
て
て
、
／
お
前
を
裏

切
る
の
だ
。
（
略
）

こ
の
詩
節
は
「
私
」
が
読
ん
だ
「
鎮
魂
歌
」
の
う
ち
、
「
私
」
の
心
に
浸
透
し
た
一
節
を
抽
出
し
た
も

の
だ
と
言
え
る
。
引
用
部
は
、
死
ん
だ
節
子
を
身
近
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
た
「
私
」
の
行
為
や
心

理
の
代
弁
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
詩
節
を
「
私
」
が
掲
げ
た
と
は
書
か
れ
て
い
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な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
詩
節
を
「
私
」
自
身
が
手
記
に
記
し
た
か
ど
う
か
は
曖
昧
に
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
直
後
の
「
十
二
月
十
八
日
」
の
断
章
に
お
け
る
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。

「
十
二
月
十
八
日
」
の
断
章
に
お
い
て
、
雪
の
晴
れ
間
に
外
出
し
た
「
私
」
は
、
「
ま
だ
行
つ
た
こ
と

の
な
い
裏
の
林
を
、
奥
へ
奥
へ
と
は
ひ
つ
て
行
」
く
。「
き
の
ふ
読
み
畢
へ
た
リ
ル
ケ
の
「
レ
ク
ヰ
エ
ム
」

の
最
後
の
数
行
が
自
分
の
口
を
衝
い
て
出
る
が
ま
ま
に
任
か
せ
て
ゐ
た
」
と
い
う
一
節
の
直
後
に
、
「
鎮

魂
歌
」
の
詩
節
が
掲
げ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
「
私
」
の
「
口
を
衝
い
て
出
」
た
と
さ
れ
る
詩
節
を
、
「
私
」
は
何
語
で
呟
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
「
私
」
が
煖
炉
の
傍
で
読
み
進
め
て
い
た
の
は
、
ド
イ
ツ
語
の
詩
集
の
は
ず
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
本
文
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

帰
つ
て
入
ら
つ
し
や
る
な
。
さ
う
し
て
も
し
お
前
に
我
慢
で
き
た
ら
、
／
死
者
達
の
間
に
死
ん
で
お

出
。
死
者
に
も
た
ん
と
仕
事
は
あ
る
。
／
け
れ
ど
も
私
に
助
力
は
し
て
お
く
れ
、
お
前
の
気
を
散
ら

さ
な
い
程
度
で
、
／
屢
々
遠
く
の
も
の
が
私
に
助
力
を
し
て
く
れ
る
や
う
に

―
私
の
裡
で
。

「
私
」
が
自
ら
に
浸
透
さ
せ
る
よ
う
に
読
み
進
め
、
ふ
と
「
口
を
衝
い
て
出
」
た
詩
節
は
、
ド
イ
ツ
語

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
小
説
「
郭
公
」
に
お
い
て
も
、
主
人
公
が

無
意
識
裡
に
呟
く
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
は
ド
イ
ツ
語
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
死
の
世
界
へ
の
帰
還
を
死
者

に
命
じ
る
こ
の
詩
節
は
日
本
語
で
掲
げ
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
の
詩
節
は
、
「
私
」
が
ド
イ
ツ
語
で
呟

い
た
詩
節
の
、
翻
訳
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
私
」
は
「
鎮
魂
歌
」
を
ド
イ
ツ
語
で
読
み
、
ド
イ
ツ
語
で
呟
き
、
そ
れ
が
日
本
語
に
変
換
さ
れ
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
翻
訳
を
「
私
」
自
身
が
行
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
を

「
私
」
が
掲
げ
て
い
る
と
明
示
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
「
私
」
が
一
日
を
振
り
返
り
、
こ
の

時
に
呟
い
た
ド
イ
ツ
語
の
詩
節
を
思
い
出
し
、
訳
語
を
吟
味
し
つ
つ
日
本
語
を
宛
て
て
再
現
す
る
と
い
う

過
程
は
不
自
然
で
あ
る
。
詩
節
の
背
後
に
書
き
手
の
「
私
」
の
翻
訳
行
為
を
想
定
す
る
に
は
無
理
が
あ
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
詩
節
が
「
私
」
が
節
子
に
語
り
か
け
る
口
調
と
合
致
す
る
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
想
起
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
詩
節
が
「
私
」
の
内
面
の
声
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に

、
、
、
、

思
わ
れ
る
。
こ
の
詩
節
は
「
私
」
が
手
記
に
記
し
た
記
述
で
は
な
く
、
死
ん
だ
節
子
に
「
帰
つ
て
入
ら
つ

し
や
る
な
」
と
願
う
「
私
」
の
内
面
か
ら
立
ち
の
ぼ
り
、
手
記
の
外
部
に
お
い
て
響
く
声
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
は
「
私
」
の
日
録
本
文
と
次
元
を
異
に
す
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
断
章

末
尾
に
独
立
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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前
節
で
見
た
よ
う
に
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
「
私
」
の
手
記
は
「
私
」
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
だ
が
、

「
私
」
は
こ
の
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
に
お
い
て
、
た
だ
一
箇
所
、
節
子
に
直
接
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
で
あ
る
。
手
記
を
書
く
「
私
」
は
、
死
ん
だ
節
子
に
自
ら
の
声
を
届
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
が
、
「
私
」
は
死
ん
だ
女
性
画
家
に
呼
び
か
け
る
リ
ル
ケ
「
鎮
魂
歌
」
の
話
者
と
声
を
合
わ
せ
、
た
だ

一
度
、
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
を
借
り
て
、
死
者
で
あ
る
節
子
に
自
ら
の
声
を
届
け
る
の
で
あ
る
。

こ
う
考
え
た
時
、
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節
が
「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
の
次
の
箇
所
と
響
き
合
う
こ
と
が
改
め

て
注
目
さ
れ
る
。

「
あ
あ
、
そ
れ
は
お
れ
の
好
き
な
や
う
に
書
く
と
も
さ
。
‥
‥
が
、
今
度
の
奴
は
お
前
に
も
た
ん
と

助
力
し
て
貰
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
よ
。
」
（
略
）
「
う
ん
、
お
れ
も
仕
事
を
す
る
と
な
り
あ
」

と
私
は
目
を
赫
や
か
せ
な
が
ら
、
元
気
よ
く
答
へ
た
。「
う
ん
と
散
歩
も
す
る
よ
。
」（
「
風
立
ち
ぬ
」
）

「
風
立
ち
ぬ
」
の
章
に
お
い
て
、
「
私
」
は
小
説
執
筆
の
間
「
幸
福
」
で
い
て
ほ
し
い
と
い
う
、
死
す

べ
き
病
者
に
は
残
酷
な
依
頼
を
し
て
い
た
。
だ
が
「
私
」
は
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
「
鎮
魂
歌
」
の
詩
節

を
通
し
て
、
今
度
は
「
お
前
」
に
死
者
の
世
界
か
ら
の
「
助
力
」
を
乞
う
。「
冬
」
の
章
に
お
い
て
、「
私
」

は
節
子
の
登
場
す
る
物
語
の
草
稿
執
筆
を
中
断
す
る
が
、
そ
の
「
私
」
が
物
語
を
再
開
し
う
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
条
件
は
死
ん
だ
節
子
か
ら
の
赦
し
を
措
い
て
な
い
だ
ろ
う
。
死
者
と
し
て
の
節
子
の
「
助
力
」
を
得

て
初
め
て
、
「
私
」
は
物
語
を
書
く
こ
と
に
お
い
て
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に

お
け
る
「
鎮
魂
歌
」
は
、
「
私
」
と
節
子
と
の
乖
離
を
露
わ
に
し
た
「
私
」
の
呼
び
か
け
を
修
正
し
、
死

者
で
あ
る
節
子
に
改
め
て
「
助
力
」
を
乞
う
声
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

―
翻
訳
か
ら
創
作
へ

こ
こ
ま
で
、
「
死
の
か
げ
の
谷
」
の
「
鎮
魂
歌
」
の
問
題
に
焦
点
を
置
い
て
堀
辰
雄
の
『
風
立
ち
ぬ
』

を
読
解
し
た
。
本
稿
は
、
作
品
の
中
に
お
け
る
翻
訳
行
為
に
注
目
し
、
こ
れ
を
作
品
の
解
釈
と
結
び
つ
け

た
一
つ
の
試
論
で
あ
る
。
堀
辰
雄
は
、
生
涯
に
わ
た
り
翻
訳
を
続
け
た
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
作
品
の
中

で
し
ば
し
ば
翻
訳
を
行
っ
た
作
家
で
あ
っ
た*232

。
こ
の
よ
う
な
作
家
の
作
品
を
読
み
解
く
に
当
た
っ
て
は
、

作
品
の
内
部
に
お
け
る
翻
訳
行
為
に
注
目
し
、
原
語
か
ら
日
本
語
へ
の
変
換
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
作
品
読
解
の
可
能
性
が
開
か
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
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補
論

堀
辰
雄
旧
蔵
洋
書
の
調
査
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第
九
章

ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
関
連
書
物

堀
辰
雄
の
読
書
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
中
村
真
一
郎
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

堀
の
読
書
の
入
念
な
遅
読
ぶ
り
は
、
傍
ら
で
見
て
い
る
私
に
は
驚
嘆
す
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
は
読
ん

で
い
る
と
い
う
よ
り
、
著
者
の
執
筆
時
の
時
間
を
追
体
験
し
て
い
る
か
に
思
え
た
。
一
度
、
彼
の
眼

を
経
た
本
の
頁
は
、
各
色
の
色
鉛
筆
に
囲
わ
れ
て
、
彩
色
地
図
の
よ
う
に
変
化
し
た*233

。

若
き
中
村
に
「
君
、
そ
ん
な
に
速
く
本
を
読
む
と
、
芥
川
さ
ん
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
」
と
警
告

し
た
と
い
う
堀
の
「
入
念
な
遅
読
ぶ
り
」
は
、
「
各
色
の
色
鉛
筆
に
囲
わ
れ
て
、
彩
色
地
図
の
よ
う
に
変

化
し
た
」
書
物
の
ペ
ー
ジ
の
上
に
表
れ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
残
さ
れ
て
い
る
堀
旧
蔵
の
七
百
三
冊
の
洋
書
に
は
、
中
村
の
言
う
堀
の

「
入
念
な
遅
読
ぶ
り
」
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
コ
ク
ト
ー
や
プ
ル
ー
ス
ト
な
ど
、

堀
が
深
く
傾
倒
し
た
作
家
の
書
物
に
は
、
各
種
の
色
鉛
筆
を
用
い
た
丹
念
な
書
き
込
み
が
確
認
で
き
る
。

我
々
は
そ
の
書
き
込
み
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
で
、
「
著
者
の
執
筆
時
の
時
間
を
追
体
験
」
し
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
と
い
う
、
堀
の
読
書
行
為
の
軌
跡
を
「
追
体
験
」
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
旧
蔵
書
は
、
近
年
の
渡
部
麻
実
の
一
連
の
仕
事
を
除
き*234

、
参
照
さ
れ
る
機
会
が
多

く
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
旧
蔵
書
の
書
誌
・
書
き
込
み
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
情
報
提
示
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
存
す
る
。
妻
の
堀
多
恵
子
は
、
角
川
書
店
版
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
九
巻
（
昭

）
に
「
蔵

41

書
目
録
」
を
付
す
際
、
夫
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

若
い
頃
愛
読
し
た
も
の
は
震
災
で
失
い
、
そ
の
後
、
プ
ル
ウ
ス
ト
や
リ
ル
ケ
に
親
し
み
は
じ
め
て
か

ら
集
め
た
も
の
な
ど
も
、
自
分
の
家
の
よ
う
に
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
追
分
油
屋
の
火
事
で
焼
い
て

し
ま
っ
て
い
る
。
住
み
な
れ
た
向
島
の
家
に
も
、
父
の
死
や
、
自
分
も
又
病
気
が
ち
だ
っ
た
り
し
た

た
め
に
、
古
い
な
じ
み
の
も
の
を
沢
山
に
残
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
不
用
に
な
っ
た
も
の

を
売
払
っ
て
、
新
し
く
必
要
な
も
の
を
求
め
る
よ
う
な
事
も
し
て
い
た
。
／
戦
後
病
床
に
あ
っ
て
、

古
書
目
録
な
ど
を
見
て
、
若
い
頃
し
た
し
ん
だ
本
を
な
つ
か
し
み
、
再
び
求
め
た
も
の
な
ど
も
相
当

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、
堀
に
よ
る
書
き
込
み
の
時
期
や
書
物
の
入
手
時
期
の
特
定
に
は
慎
重
に
な

る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
特
に
堀
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
作
家
の
書
物
を
中
心
に
、

旧
蔵
書
の
書
誌
・
書
き
込
み
を
調
査
・
報
告
す
る
。

ま
ず
最
初
に
、
フ
ラ
ン
ス
新
詩
精
神
運
動
の
主
唱
者
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
書
物
を
取
り
上
げ
る
。
堀
口
大

學
に
よ
る
先
駆
的
な
紹
介
に
続
き
、堀
も
早
い
時
期
か
ら
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
作
品
の
翻
訳
や
紹
介
を
行
っ
た
。

そ
の
起
点
は
堀
の
文
学
活
動
の
出
発
点
で
あ
る
同
人
雑
誌
「
驢
馬
」
の
時
代
に
遡
る
。

「
驢
馬
」
創
刊
号
（
大

・

）
掲
載
の
「
風
景
」（Paysage

）
、「
ネ
ク
タ
イ
」（La

C
ravate

etla
m

ontre
）
、

15

4

「
鏡
」
（C

œ
ur

couronne
et

m
iroir

）
を
皮
切
り
に
、
堀
は
計
十
三
篇
の
詩
を
訳
出
、
ま
た
「
ロ
マ
ネ
ス

ク
な
葉
巻
」
（Le

C
igar

rom
anesque

「
驢
馬
」
大

・

）
以
下
八
篇
の
小
説
を
翻
訳
し
た
。
詩
の
翻

15

7

訳
が
初
期
に
集
中
す
る
の
に
対
し
、
小
説
の
翻
訳
は
「
死
後
の
許
嫁
」
（La

Fiancée
posthum

e

「
若
草
」

昭8

・7

）
、「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
モ
ロ
ニ
」（G

iovanniM
oroni

「
作
品
」
昭

・

）
、「
影
の
分
離
」（Le

8

4

D
épartde

l'om
bre

「
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
」
昭

・

）
、「
聖
女
ア
ド
ラ
タ
」（Sainte

A
dorata

「
む
ら
さ
き
」

4

6

昭

・

）
な
ど
、
比
較
的
後
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
作
品
は
、『
不
器
用
な
天
使
』
（
改

12

5

造
社
、
昭

）
、
『
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
水
夫
』
（
山
本
文
庫
、
昭

）
、
『
贋
救
世
主
ア
ン
フ
ィ
オ
ン

―

5

11

一
名

ド
ル
ム
ザ
ン
男
爵
の
冒
険
物
語
』
（
野
田
書
房
、
昭

）
、
『
絵
は
が
き
』
（
角
川
書
店
、
昭

）

11

21

に
収
録
さ
れ
た
。

以
下
、
堀
旧
蔵
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
関
連
書
物
八
冊
の
書
誌
及
び
そ
の
他
の
情
報
を
報
告
す
る
。
な
お
、
ア

ポ
リ
ネ
ー
ル
作
品
の
翻
訳
題
名
は
、
堀
の
も
の
以
外
は
『
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
全
集
』
第
一
巻
～
第
四
巻
（
青

土
社
、
昭

）
、『
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
全
集
』（
紀
伊
国
屋
書
店
、
昭

）
に
拠
っ
た
。

54

44

１
、Alcools.Poèm

es
1898-1913,Paris,Éditions

de
la

N
ouvelle

R
evue

Française,1920.

（
館

内
文
庫
記
号
：H

01/239

）

詩
集
『
ア
ル
コ
ー
ル
』
第
二
版
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
○
年
七
月
二
十
日
印
刷
、
私
製
の
カ
バ
ー
が
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ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル

ア
ル
コ
ー
ル
」
と
あ
る*235

。
同
版
以
前
に
は
、M

ercure
de

France

版
（1913

）
が
あ
る
。
堀
が
同
書
中
の
作
品
で
訳
出
し
て
い
る
の
は
、
「
ア
ン
ド
レ
・
サ
ル
モ
ン

の
結
婚
式
に
て
朗
読
し
た
る
詩
」（Poèm

e
lu

au
m

ariage
d'A

ndré
Salm

on

「
ヴ
ア
リ
エ
テ
」
昭

・

）

9

6

一
篇
で
あ
る
。

本
文
に
目
立
っ
た
書
き
込
み
は
な
い
が
、
巻
末
の
目
次
（pp.173-174

）
に
書
き
込
み
が
あ
る
。
「
ゾ

ー
ン
」
（Zone
）
、
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
（Le

Pont
M

irabeau

）
、
「
旅
行
者
」（Le

V
oyageur

）
、「
ア
ン
ド
レ

・
サ
ル
モ
ン
の
結
婚
式
に
て
朗
読
し
た
る
詩
」（Poèm

e
lu

au
m

ariage
d'A

ndré
Salm

on

）
、「
ラ
・
サ
ン

テ
監
獄
で
」（A

la
Santé

）
の
左
側
に
鉛
筆
で
○
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
サ
ロ
メ
」（Salom

é

）
、

「
鐘
」
（Les

C
loches

）
の
左
側
に
鉛
筆
で
△
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
の
ペ
ー
ジ
（pp.16-17

）
に
、
以
下
の
よ
う
に
堀
口
大
學
訳
「
ミ
ラ
ボ
ー

橋
」
の
本
文
が
記
さ
れ
た
新
聞
の
切
り
抜
き
三
片
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。

紙
片
Ⅰ
：
ミ
ラ
ボ
オ
橋
の
下
を
セ
エ
ヌ
河
が
流
れ

紙
片
Ⅱ
：
わ
れ
等
の
恋
が
流
れ
る
／
わ
た
し
は
思
ひ
出
す
／
悩
み
の
あ
と
に
は
楽
し
み
が
来
る
と
／

日
が
暮
れ
て
鐘
が
鳴
る
／
月
日
は
流
れ

わ
た
し
は
残
る
／
手
と
手
を
つ
な
ぎ
顔
と
顔
を
向
け
合

は
う
／
か
う
し
て
ゐ
る
と
／
わ
れ
等
の
腕
の
橋
の
下
を
疲
れ
た
無
窮
の
時
が
流
れ
る
／
（
堀
口
大

學
訳
）

紙
片
Ⅲ
：
日
が
去
り
月
が
行
き
／
過
ぎ
た
時
も
／
昔
の
恋
も

ふ
た
ゝ
び
は
帰
ら
な
い
／
ミ
ラ
ボ
オ

橋
の
下
を
セ
エ
ヌ
河
が
流
れ
る
／
日
が
暮
れ
て
鐘
が
鳴
る
／
月
日
は
流
れ

わ
た
し
は
残
る

紙
片
Ⅰ
・
Ⅱ
は
、
「
時
事
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
堀
の
エ
ッ
セ
イ
「
本
所
」
（
一
）
（
昭

・

・

）

6

3

21

の
う
ち
、
堀
口
大
學
の
訳
を
引
用
し
た
部
分
を
切
り
抜
い
た
も
の
で
あ
る
。
紙
片
Ⅲ
は
同
じ
く
「
本
所
」

（
二
）
（
昭

・

・

）
の
切
り
抜
き
で
あ
る
。

6

3

22

こ
の
大
學
訳
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
に
つ
い
て
は
、
堀
の
福
田
清
人
宛
書
簡
（
昭

・

・

、
『
堀
辰
雄

6

2

9

全
集
』
第
八
巻
、
筑
摩
書
房
）
に
、
「
実
は
或
る
文
章
に
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
の
「
ミ
ラ
ボ
オ
橋
」
（Le

pont
m

irabeau

）
と
い
ふ
詩
を
引
用
し
た
く
、
あ
ひ
に
く
手
許
に
本
が
な
い
の
で
、
そ
れ
を
一
寸
筆
写
し
て
僕

に
送
つ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
／
本
は
堀
口
さ
ん
の
「
月
下
の
一
群
」
或
ひ
は
「
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
詩
抄
」
」

と
あ
る
。
後
年
、
堀
は
こ
の
大
學
訳
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
の
部
分
を
原
詩
に
差
し
替
え
る
形
で
「
本
所
」
を

改
稿
し
た
（
「
冬
の
日
」
、
『
狐
の
手
套
』
野
田
書
房
、
昭

）
。
切
り
抜
き
は
こ
の
改
稿
の
際
に
参
照
さ

11

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
巻
末
目
次
の
書
き
込
み
か
ら
考
え
て
、
堀
が
昭
和
九
年
に
「
ア
ン
ド
レ
・
サ
ル
モ
ン
の
結
婚
式

に
て
朗
読
し
た
る
詩
」
を
訳
出
し
た
際
、
本
書
を
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
堀
の
訳
詩
が
初
期
は
『
カ

リ
グ
ラ
ム
』
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
本
書
へ
の
書
き
込
み
の
時
期
は
「
驢
馬
」
時
代
よ
り
や

や
下
る
だ
ろ
う
。
昭
和
六
年
の
「
本
所
」
執
筆
以
降
、
昭
和
九
年
ま
で
の
間
に
入
手
さ
れ
読
ま
れ
た
本
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
、C

alligram
m

es.
Poèm

es
de

la
Paix

et
de

la
G

uerre
(1913-1916),

Paris,
Éditions

de
la

N
ouvelle

R
evue

Française,1925.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/240

）

詩
集
『
カ
リ
グ
ラ
ム
』
第
三
版
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
五
年
五
月
十
五
日
印
刷
。
同
版
以
前
に
は
、

M
ercure

de
France

版
（1918

）
が
あ
る
。
堀
は
同
書
よ
り
、「
風
景
」（Paysage

）
、「
ネ
ク
タ
イ
」（La

C
ravate

et
la

m
ontre

）
、「
鏡
」（C

œ
ur

couronne
et

m
iroir

）
、
「
小
隊
長
」（C

hef
de

section

「
驢
馬
」
大

・
15

）
、「
シ
ャ
ム
パ
ア
ニ
ュ
の
葡
萄
作
り
」（Le

V
igneron

C
ham

penois

「
驢
馬
」
昭

・

）
、「
感
謝
」

10

2

1

（R
econnaissance

「
同
」
）
、「
一
九
一
五
年
四
月
の
夜
」（La

N
uitd'avril1915

「
同
」
）
、「
影
法
師
」（O

m
bre

「
同
」
）
、「
サ
ン
・
メ
リ
イ
の
音
楽
家
」（Le

M
usicien

de
Saint-M

erry

「
詩
神
」
昭

・

）
、
「
雲
の

4

5

化
身
」
（U

n
Fantôm

e
de

nuées

「
文
学
」
昭

・

）
、「
窓
」（Les

Fenêtres

百
田
宗
治
編
『
現
代
詩

8

6

講
座
』
第
八
巻
、
金
星
堂
、
昭

）
十
一
篇
を
訳
出
し
て
い
る*236

。

5

巻
末
の
目
次
（pp.225-228

）
に
書
き
込
み
が
あ
る
。
「
窓
」
（Les

Fenêtres

）
、「
サ
ン
・
メ
リ
イ
の
音

楽
家
」
（Le

M
usicien

de
Saint-M

erry

）
、「
影
法
師
」（O

m
bre

）
、「
感
謝
」
（R

econnaissance

）
、
「
一
九

一
五
年
四
月
の
夜
」
（La

N
uit

d'avril
1915

）
、「
シ
ャ
ム
パ
ア
ニ
ュ
の
葡
萄
作
り
」（Le

V
igneron

C
ham

penois

）
、「
小
隊
長
」（C

hef
de

section

）
に
赤
鉛
筆
で
下
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
丘
」（Les

C
ollines

）
、「
刺
殺
さ
れ
た
鳩
と
噴
水
」（La

C
olom

be
poignardée

et
le

jet
d'eau

）
、「
突
然
変
異
」
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（M
utation

）
、
「
出
発
」（Le

D
épart

）
、
「
思
い
出
」（Souvenirs

）
、
「
未
来
」
（l'A

venir

）
、
「
小
鳥
が
う

た
う
」
（U

n
O

iseau
chante

）
の
左
側
に
、
鉛
筆
で
△
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

下
線
が
引
い
て
あ
る
も
の
は
、
堀
が
訳
出
し
た
七
篇
と
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、
△
印
を
付
さ
れ
た
詩

は
堀
口
大
學
の
訳
が
既
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
（
『
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
詩
抄
』
第
一
書
房
、
昭

）
。
こ

2

れ
は
、
『
ア
ル
コ
ー
ル
』
の
巻
末
目
次
の
△
印
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

堀
が
大
學
に
よ
る
既
訳
詩
を
除
い
て
自
身
の
訳
出
す
る
詩
を
選
ん
だ
と
い
う
事
情
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ

る
。本

文
に
は
、
下
線
及
び
語
句
の
意
味
等
の
書
き
込
み
が
若
干
あ
る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.53.l.5

詩«
U

n
Fantôm

e
de

nuées
»

のLongw
y

に
紫
鉛
筆
で
下
線
。

p.76.l.1

詩«
La

C
olom

be
poignardée

et
le

jet
d'eau

»

の
題
名
部
分
に
赤
鉛
筆
で
下
線
。
下
線

の
下
に
は
赤
鉛
筆
で
「
コ
コ
カ
ラ
下
」
と
の
書
き
込
み
。

p.192.l.4

詩«
Le

V
igneron

C
ham

penois
»

のcasque

に
「
兜
」、l.5

artillerie

に
「
砲
兵
」、l.6

ceps

に
「
株
」
、l.6

écu

に
「
長
盾
」、l.12

Echelonnés

に
「
段
に
並
べ
る
」
、l.13

obus

に
「
砲

弾
」
、p.193.l.2

courbé

に
「
か
が
む
」
、l.6

artilleur

に
「
砲
手
」
、l.9

crém
antes

に
「
や
く
」
、l.10

tâchez

に
「
努
力
す
」
と
語
句
の
意
味
が
鉛
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

p.213.l.13

詩«
La

victoire
»

のLes
jours

étaientune
pure

ém
eraude

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.214.l.1

詩«
La

victoire
»

のm
étéores

の
下
に
「
流
星
」
、l.5

hoquet

の
下
に
「
し
や
く
り
」

と
語
句
の
意
味
が
鉛
筆
で
書
き
込
み
。

ま
た
、
以
下
の
箇
所
は
ペ
ー
ジ
上
部
の
角
が
斜
め
に
折
ら
れ
て
い
る
。
折
り
目
の
前
後
の
ペ
ー
ジ
に
あ

る
詩
作
品
を
示
し
た
。
ま
た
、
二
重
傍
線
は
巻
末
目
次
で
下
線
を
付
さ
れ
た
も
の
、
波
線
は
同
じ
く
△
印

が
付
さ
れ
た
も
の
に
付
し
た
。

p.19
«

Paysage
»,«

Les
C

ollines
»

p.63
«

A
Travers

l'Europe
»,«

Ilpleut»
p.76

«
A

N
îm

es
»,«

La
C

olom
be

poignardée
etle

jetd'eau
»,«

2e
C

anonnier
C

onducteur
»

p.99
«

M
utation

»,«
O

racles
»,«

14
Juin

1915
»

p.125
«

La
G

race
exilée

»,«
La

B
oucle

retrouvée
»

p.127
«

R
efus

de
la

C
olom

be
»,«

Les
Feux

du
bivouac

»
p.191

«
Le

D
épart»,«

Le
V

igneron
C

ham
penois

»
p.194

«
C

arte
postale

»
p.196

«
Évantaildes

saveurs
»,«

Souvenirs
»

p.198
«

L'A
venir»

p.200
«

U
n

O
iseau

chante
»

p.212
«

C
hefde

section
»,«

Tristesse
d'une

étoile
»,«

La
V

ictoir»

『
ア
ル
コ
ー
ル
』
と
は
異
な
り
本
文
へ
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
ペ
ー
ジ
の
折
り
込
み
や

巻
末
目
次
へ
の
書
き
込
み
が
堀
の
訳
出
詩
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
シ
ャ
ム
パ

ア
ニ
ュ
の
葡
萄
作
り
」
の
箇
所
に
書
き
込
ま
れ
た
語
句
の
意
味
を
堀
の
訳
文
と
対
照
す
る
と
、
「
兜
」
、

「
株
」
、
「
砲
弾
」
、
「
か
が
む
」
、
「
砲
手
」
の
語
が
そ
の
ま
ま
訳
文
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
堀
が
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
書
物
の
中
で
も
最
も
早
く
手
に
入
れ
た
も
の
の
一

つ
で
、
「
驢
馬
」
以
来
の
詩
の
翻
訳
の
際
に
参
照
し
た
原
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
堀
は
本
書
を
大
正
十
五

年
十
月
に
は
入
手
し
、
昭
和
八
年
の
翻
訳
の
時
に
も
手
元
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

３
、Ily

a,Paris,A
lbertM

essein,1925.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/241

）

詩
集
『
イ
リ
ヤ
』
初
版
、
千
五
百
部
中
一
○
九
五
番
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
五
年
六
月
十
八
日
印
刷
。

堀
は
同
詩
集
よ
り
「
水
彩
画
家
」
（A

quarelliste

「
偽
画
」
昭

・

）
を
訳
出
し
て
い
る
。

9

6

序
文
に
書
き
込
み
が
あ
る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.11.l.4
petit-fils

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.13.l.6
R

ené
D

upuy

と

R
ené

D
alize

に
鉛
筆
で
下
線
。l.8

Zone

に
鉛
筆
で
丸
囲
み
。l.13
ToussaintLuca

に
鉛
筆
で
下
線
。
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p.14.l.8-10
(D

ans
les

voyage

～

l'odieuse
Prusse.)

左
余
白
に
、
鉛
筆
で
傍
線
。l.23

l'H
érésiarque

の
語
に
鉛
筆
で
丸
囲
み
。

p.15.l.19-p.16.l.2
(C

e
n'étais

pas

～

lyrism
e

surréaliste.»)

左
余
白
に
、
赤
鉛
筆
で
傍
線
。

p.16.l.7
A

ndré
Salm

on

、l.12
C

'estl'epoque
bleue

de
Picasso

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.17.l.4
M

atisse,D
erain,M

arie
Laurencin

に
赤
鉛
筆
で
下
線
、l.25

R
ousseau

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.18.ll.11-26
(R

ousseau,pendantqu'il

～

l'A
frique?)

左
余
白
に
、
赤
鉛
筆
で
傍
線
。

p.19.ll.8-24
(Ilattend

ses
am

is

～

son
secrétaire.)

左
余
白
に
、
赤
鉛
筆
で
傍
線
。

p.21.l.18
les

Fenêtres.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.24.ll.12-18
(A

la
fin

～l'écorce
des

oranges.)

左
余
白
に
、
赤
鉛
筆
で
傍
線
。ll.19-20

Soirées
de

Paris

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.25.l.3
M

arie
Laurencin

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.27.l.12
C

ase
d'Arm

ons

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.19-p28.l.3

(Ilpasse
de

～

représentait.)

左
余
白

に
、
赤
鉛
筆
で
傍
線
。

p.29.l.22-p.30.l.6
(C

'est
pourquoi

～

B
ourgogne)

左
余
白
に
、
赤
鉛
筆
で
傍
線
。ll.17-22

(C
ependant

～

Picasso!»
)

左
余
白
に
、
赤
鉛
筆
で
傍
線
。

p.34.ll.1-12
(Il

condense

～ce
suc

bu
aux

fontaines
des

châteaux-forts)

左
余
白
に
、
赤
鉛
筆

で
傍
線
。

序
文
は
同
時
代
の
芸
術
運
動
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
生
涯
と
作
品
史
を
ま
と
め
た
も

の
。
堀
が
固
有
名
詞
や
作
品
名
に
印
を
し
つ
つ
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
履
歴
を
読
み
取
っ
て
い
く
様
が
窺
え

る
。
訳
出
詩
か
ら
考
え
て
も
、
本
書
の
入
手
時
期
・
書
き
込
み
時
期
は
、
「
驢
馬
」
時
代
よ
り
や
や
下
る

の
で
は
な
い
か
。

４
、Le

Poète
assassiné,Paris,A

u
sans

Pareil,1927.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/242

）

小
説
集
『
虐
殺
さ
れ
た
詩
人
』
初
版
、
七
二
○
部
の
う
ち
五
四
二
番
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
七
年
四

月
十
五
日
印
刷
。
同
版
以
前
に
、B

ibliothèque
des

C
urieux

版(1916)

、Se
trouve

au
Sans

Pareil

版

(1926)

が
あ
る
。
堀
は
同
書
よ
り
、「
死
後
の
許
嫁
」（La

Fiancée
posthum

e

）
、「
青
い
眼
」（L'Œ

ilbleu

『
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
水
夫
』
山
本
文
庫
、
昭

）
、「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
モ
ロ
ニ
」（G

iovanniM
oroni

）
、

11

「
影
の
分
離
」（Le

D
épart

de
l'om

bre

）
、「
聖
女
ア
ド
ラ
タ
」（Sainte

A
dorata

）
を
訳
出
し
て
い
る
。

以
下
に
示
す
よ
う
に
、
本
文
に
若
干
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

«
G

iovanniM
oroni»

p.144.ll.23-27
(«

Je
m

e
revois

～

ressem
blant)

の
左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.148.ll.12-16
(Le

religieux
nous

bénit

～

reliques
révérées.)

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.154.ll.11-14
(Enfin,lorsque

～

dans
m

a
vie.)

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
La

Fiancée
posthum

e
»

p.174.ll.28-29
(Ilcous

sied
ce

nom
à

vous
dontles

cheveux
sontun

peu
de

soleil
à

l'orient.)

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.176.ll.14-15
(O

u
bien

encore
on

eûthésité
à

dire
s'ils

se
rapportaientà

la
lune

ou
au

soleil.)

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.177.ll.20-21(nous
n'avons

plus
rien

aim
é

de
la

vie.)

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

ま
た
、pp.236-237

に
堀
訳
の
「
コ
ツ
ク
ス
市
」
（C

ox-C
ity

「
蝋
人
形
」
昭

・

）
の
切
り
抜
き

6

11

(pp.35-36,37-38,39-40,
41-42)

四
枚
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
切
り
抜
き
の
一
枚
目
、
題
名
の
「
コ
ツ

ク
ス
市
」
の
左
右
に
ペ
ン
で
波
線
が
引
か
れ
、
右
側
に
「
Ⅴ
」
と
書
き
込
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
題
名
左
横

の
作
者
名
「
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
」
と
「
堀
辰
雄
訳
」
を
ペ
ン
で
線
を
引
い
て
消
し
て
あ
る
。
切
り
抜
き
四
枚

目
、
「
（
ド
ル
ム
サ
ン
男
爵
の
冒
険
第
五
話
）
」
と
、
「
誌
友
特
典
」
の
記
事
が
ペ
ン
で×

を
記
し
て
消
し

て
あ
る
。
堀
は
、
昭
和
十
一
年
に
辰
野
隆
・
鈴
木
信
太
郎
と
共
訳
の
形
で
、
『
贋
救
世
主
ア
ン
フ
ィ
オ
ン

―
一
名

ド
ル
ム
ザ
ン
男
爵
の
冒
険
物
語
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
切
り
抜
き
は
こ
の
単
行
本
化
に
際
し

て
参
照
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

本
文
へ
の
書
き
込
み
が
、
堀
の
訳
出
作
品
で
あ
る
「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
モ
ロ
ニ
」
、
「
死
後
の
許
嫁
」

の
箇
所
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
昭
和
四
年
訳
出
の
「
影
の
分
離
」
の
時
点
ま
で
遡
れ
る
か
ど
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う
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
右
の
二
作
が
訳
さ
れ
た
昭
和
八
年
以
降
、
小
説
の
訳
出
に
際
し

て
本
書
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

５
、L'Enchanteur

pourrissant,Paris,Éditions
de

la
N

ouvelle
R

evue
Française,1921.

（
館
内

文
庫
記
号
：H

01/243

）

小
説
集
『
腐
っ
て
ゆ
く
魔
術
師
』。
同
版
以
前
にH

enry
K

ahnw
eiler

版
（1909

）
が
あ
る
。
奥
付
に

よ
る
と
一
九
二
一
年
一
月
五
日
印
刷
。
本
文
に
書
き
込
み
は
な
い
。

６
、Les

M
am

elles
de

Tirésias,Paris,Éditions
Sic,1918.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/244

）

戯
曲
『
テ
イ
レ
シ
ア
ス
の
乳
房
』
。
奥
付
に
よ
る
と
一
九
一
八
年
一
月
一
日
印
刷
。
表
紙
に
私
製
の
カ

バ
ー
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル

テ
レ
ジ
ヤ
の
乳
房
」
と
あ
る
。
本
文
に
書
き
込

み
は
な
い
。

７
、L'H

érésiarque
&

C
ie,Paris,Librairie

Stock,1922.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/245

）

小
説
集
『
異
端
教
祖
株
式
会
社
』
第
十
版
。
同
版
以
前
に
、P.-V

.Stock

版(1910
)

が
あ
る
。
堀
は
同

書
よ
り
、「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
水
夫
」（Le

M
atelot

d'A
m

sterdam

「
辻
馬
車
」
昭

・

）
、
「
ヒ
ル

2

1

デ
ス
ハ
イ
ム
の
薔
薇
」（La

R
ose

de
H

ildesheim

「
山
繭
」
昭

・

）
、「
ド
ル
ム
サ
ン
男
爵
の
冒
険
」

2

5

Ⅰ
～
Ⅴ
（L'A

m
phion

faux-m
essie

ou
histoires

et
aventures

du
baron

d'O
rm

esan

Ⅲ
「
驢
馬
」
大

・

、
Ⅰ
～
Ⅲ
「
作
品
」
昭

・

、
Ⅳ
「
作
品
」
昭

・

、
Ⅴ
「
蝋
人
形
」
昭

・

）
を
訳
出

15

7

5

8

5

9

6

11

し
て
い
る
。

巻
頭
の
著
者
刊
行
書
目
（O

uvrages
du

m
êm

e
auteur

）
の
う
ち
、『
動
物
詩
集
』
（Le

B
estiaire

du
C

ortège
d'O

rphée

）
、
『
キ
ュ
ー
ビ
ス
ム
の
画
家
た
ち
』
（Les

Peintres
cubistes

）
、
『
ア
ル
コ
ー
ル
』

（A
lcools

）
、『
カ
リ
グ
ラ
ム
』
（C

alligram
es

）
の
左
側
に
鉛
筆
で
○
印
が
し
て
あ
る
。

巻
末
の
目
次
（pp.287-288

）
の
う
ち
、「
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
薔
薇
」（La
R

ose
de

H
ildesheim

）
、「
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
水
夫
」
（Le

M
atelot

d'A
m

sterdam

）
に
赤
鉛
筆
で
下
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
徳
高
い
一
家
庭
と
負
籠
と
膀
胱
結
石
の
話
」（H

istoire
d'une

fam
ille

vertueuse,
d'une

hotte
et

d'un
calcul

）
の
左
側
に
赤
鉛
筆
で
○
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ド
ル
ム
サ
ン
男
爵
の
冒
険
」（L'A

m
phion

faux-m
essie

ou
histoires

et
aventures

du
baron

d'O
rm

esan

）
に
赤
鉛
筆
で
下
線
が
付
さ
れ
、
そ
の
中

の
「
Ⅵ

神
出
鬼
没
」
（Le

Toucher
à

distance

）
の
左
側
に
は
赤
鉛
筆
で
○
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

本
文
へ
の
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

«
Le

Passantde
Prague

»
p.3.ll.7-8

H
absbourg

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.4.ll.4-7
(A

la
sortie

de
la

gare
François-Joseph,

après
avoir

congédié
les

faquins,
d'bséquiosité

tout
italienne,

qui
s'offraient

en
un

allem
and

incom
préhensible,)

の
左
余
白
に
鉛

筆
で
？
印
。

p.5.1l.14-16
(relatant

la
visite

～

cette
affaire.)

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.15

Sokols

の
語
に

下
線
。ll.23-24

(et
m

e
dit

que
je

ferais
com

m
e

bon
m

e
sem

blerait)

に
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白

に
鉛
筆
で
？
印
。

p.6.l.4
je

m
e

renseignaiauprès
d'un

passant.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.7.ll.8-9
son

pantalon
étaità

pont

、l.14
C

hevalier

、l.19
M

unich

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.8.l.2
saintO

nuphre

、l.27
vénérieusem

ent

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.9.l.12
im

m
ense

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.10.l.5
Isaac

Laquedem

、l.9
rue

de
B

retagne

、l.11
B

astille

、l.24
A

hasver,
A

hasvérus
ou

A
hasvère

、l.26
B

uttadeus
ll.27-28

Juan
Espéra-en-D

ios

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.11.l.3
Ponce-Pilate

、l.5
la

ville
de

B
erne

、l.22
Leyde

、l.28
Tycho-B

rahé
;Jean

H
uss

に
鉛

筆
で
下
線
。

p.12.l.2
guerres

de
Trente

A
ns

etde
SeptA

ns

に
鉛
筆
で
下
線
。
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«
Trois

histoires
de

châtim
ents

divins,
Ⅲ

D
'un

M
onstre

à
Lyon

ou
L'Envie

»
p.95.ll.2-20

(néantou
chem

ineau,com
m

e

～elle
se

gratta.)

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
La

R
ose

de
H

ildesheim
»

p.155
小
説
表
題La

R
ose

de
H

ildesheim

の
左
側
に
鉛
筆
で
○
印
。

p.157.l.8
înel

に
鉛
筆
で
丸
囲
い
、
左
余
白
に
？
。

p.166.l.9
cercueil

、l.10
bière

よ
り
線
、
鉛
筆
で
余
白
に
「
棺
」。l.21

convoi

上
部
余
白
に
鉛
筆

で
「
葬
列
」。

«
Le

M
atelotd'A

m
sterdam

»
p.194.ll.9-11

(

―C
etoiseau,

～

toutseul.)

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.196.ll.1-4
(

―C
'estun

original!

～

son
m

om
entd'anxiété.)

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.198.l.5
alcôve

の
語
句
の
意
味
が
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
寝
床
ノ
マ
」。

«
H

istoire
d'une

fam
ille

vertueuse,d'une
hotte

etd'un
calcul»

p.206.l.7
înelle

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.207.l.1
bergopzom

、l.4
des

seules
、l.21

gône

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.208.l.1
boyaude

、ll.11-12
équevilles

、l.19
m

a
sœ

ur

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.209.l.23
d'em

otion

のd

の
部
分
に
鉛
筆
で
下
線
。

p.211.l.20
celui-ci

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.215.l.20
pharm

acie,une
éponge,un

paquetde
cartes

の
右
余
白
に
鉛
筆
で
印
。

p.218.l.16

とl.17
(de

qui

～am
oureux

とet
jaloux

～
com

m
e

il
est

の
行)

の
間
、
右
余
白
に

鉛
筆
で
印
。

p.219.l.20
bague,m

a
chère

enfant,doitt'être
à

jam
ais

précieuse

の
右
余
白
に
鉛
筆
で
印
。

p.220.l.9

―Elle
avait

dû
en

voir
bien

d'autres,
pourtant!

左
余
白
に
鉛
筆
で
印
。l.12

nature
hum

aine
estainsifaite.L'actrice

etait

の
左
余
白
に
鉛
筆
で
印
。

«
La

Serviette
des

poètes
»

p.223.l.16
entités

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

«
L'A

m
phion

faux-m
essie

ou
histoires

etaventures
du

baron
d'O

rm
esan

»
p.231.l.7

D
orm

esan

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.232.l.27
A

m
phion

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.233.l.9-12
(que

J'eus
d'autant

～

au
systèm

e
décim

al.)

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.234.l.13
la

Pépinière

、l.14
rue

de
C

hâteaudun

、l.17
jusqu'à

la
M

adelaine.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.235.l.19
Lutèce

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.236.ll.1-2
du

C
om

ptoir
d'Escom

pte
:

、l.4
N

apolitan

、l.6
le

C
réditLyonnais

、l.19
prison

de
Fresnes

、l.24
G

renelle

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.239.l.19
A

uteuil

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.243.ll.8-9
(du

prétendant

～

l'A
llem

agne
du

N
ord.)

に
鉛
筆
で
下
線
。p.252.ll.13-14

de
condescendance

assez
vaine

、ll.23-24
une

partie
im

portante
de

la
Toscane

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.253.l.5
Songe

de
poliphile

、l.7
M

erlin
C

occaie

、l.22
une

couple
d'heures

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.258.ll.12-13
C

olom
bie

britannique

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.259.l.4
à

Q
uébec,dans

le
M

anitoba,à
N

ew
-Y

ork.

、ll.7-8
A

u
dem

eurant

、l.16
C

ologne

に

鉛
筆
で
下
線
。

p.266.l.4
trouverait

に
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に×

印
。

p.267.ll.4-5
au

dem
eurant

、l.14
antisém

itism
e

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.272.l.12
une

Pentecôte

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.276.l.24
etde

m
anière

indéniable,le
plus

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.277.l.15
etce

n'estpas
peu

dire

、l.19
J'aieu

des
hauts

etdes
bas

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.278.l.15
sans

qu'ilsoitnécessaire
que

rien

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

堀
が
訳
出
し
た
三
作
品
以
外
に
、「
プ
ラ
ー
グ
で
行
き
逢
っ
た
男
」
（Le

Passant
de

Prague

）
、
「
神
罰

三
つ
の
物
語
」（Trois

histoires
de

châtim
ents

divins

）
、「
徳
高
い
一
家
庭
と
負
籠
と
膀
胱
結
石
の
話
」

（H
istoire

d'une
fam

ille
vertueuse,d'une

hotte
etd'un

calcul

）
、
「
詩
人
の
ナ
プ
キ
ン
」（La

Serviette
des

poètes

）
の
箇
所
に
書
き
込
み
が
あ
り
、
読
み
込
ん
だ
形
跡
が
全
体
に
わ
た
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
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巻
末
目
次
へ
の
書
き
込
み
が
訳
出
作
品
と
一
致
す
る
こ
と
、
ま
た
「
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
薔
薇
」
の
箇

所
に
書
き
込
ま
れ
た
語
句
の
意
味
「
棺
」
、
「
葬
列
」
が
そ
の
ま
ま
堀
の
訳
文
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
『
カ
リ
グ
ラ
ム
』
と
並
ん
で
堀
が
最
も
早
く
入
手
し
た
本

の
一
つ
で
、
昭
和
二
年
以
降
の
翻
訳
に
際
し
て
参
照
さ
れ
た
原
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

８
、A

ndré
B

illy,
Apollinaire

vivant,
Paris,

Éditions
de

la
Sirène,

1923.

（
館
内
文
庫
記
号
：

H
01/261

）

ア
ン
ド
レ
・
ビ
ィ
に
よ
る
回
想
。
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
三
年
十
月
二
十
五
日
印
刷
。
本
文
へ
の
書
き

込
み
箇
所
等
は
以
下
の
通
り
。

p.9.l5
hom

ard

の
語
に
○
印
。

pp.12-13

絵
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。

p.47.l.23
séjour

の
右
余
白
に
「
滞
在
」
。l.7

s'em
barquer

の
右
余
白
に
「
乗
船
ス
ル
」
。l.8

insouciance

の
右
余
白
に
「
呑
喜
」。l.9

s'engagerent

の
右
余
白
に
「
入
リ
込
ム
」
。l.12

pardessus

の
右
余
白

マ
マ

に
「
外
套
」。l.13

em
barassés

の
右
余
白
に
「
困
ラ
ス
」。l.18

m
aintenir

の
右
余
白
に
「
身
ヲ
持

ス
ル
」
。l.19

niveau

の
右
余
白
に
「
水
平
ニ
」
。

p.48.l.1
flâneries

の
左
余
白
に
「
散
歩
」
。l.2

doutaient

の
左
余
白
に
「
疑
フ
」。

p.49.l.11
dérobée

の
右
余
白
に
「
ヒ
ソ
カ
ニ
」。l.12

ablutions
im

m
odérées

の
右
横
に
「
過
度
の

沐
浴
」
。l.13

inondation
dom

m
ageable

の
右
余
白
に
「
損
害
ヲ
招
ク
氾
濫
」。

p.86.l.12-p.87.l.27
(laum

e

～

un
coup

irréparable.)
の
左
余
白
に
赤
鉛
筆
で
傍
線
。

堀
は
、
「
驢
馬
」
第
九
号
（
昭

・

）
に
掲
載
し
た
エ
ッ
セ
イ
「
ギ
ヨ
オ
ム

ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
」
で

2

2

本
書
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
ん
な
ふ
う
に
、
も
う
死
ん
で
し
ま
つ
た
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
に
彼
の
友
ア
ン
ド
レ
・
ビ
リ
イ
が
呼
び
か

け
て
ゐ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ギ
ヨ
オ
ム
の
思
ひ
出
を
書
き
あ
つ
め
た
本
の
中
で
。
本
の
名
は

（A
PO

LLIN
A

IR
E

V
IV

A
N

T

）
で
あ
る
。
私
は
そ
の
本
を
拾
ひ
読
み
し
て
ゐ
た
が
偶
然
ア
ポ
リ
ネ

エ
ル
が
ど
う
い
ふ
風
に
し
て
「
雲
の
ま
ぼ
ろ
し
」
や
「
窓
」
の
よ
う
な
詩
を
書
い
た
か
と
い
ふ
と
こ

ろ
へ
来
て
、
そ
れ
が
い
か
に
も
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
ら
し
く
つ
て
非
常
に
愉
快
で
あ
つ
た
。

「
ギ
ヨ
オ
ム

ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
」
で
は
以
下
、
「
私
か
ら
話
す
よ
り
ア
ン
ド
レ
・
ビ
リ
イ
に
話
を
さ
せ

た
方
が
面
白
い
だ
ら
う
」
と
し
て
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
即
興
的
な
詩
作
方
法
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

本
書
よ
り
翻
訳
・
引
用
し
、
堀
自
身
の
文
章
に
代
え
て
い
る
。

本
書
の
中
に
飛
び
飛
び
の
形
で
見
ら
れ
る
書
き
込
み
は
、
堀
の
「
拾
ひ
読
み
」
の
様
を
思
わ
せ
る
。
本

書
の
入
手
・
書
き
込
み
時
期
は
、
同
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
前
後
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
堀
辰
雄
の
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
関
連
旧
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
堀
が
「
驢
馬
」
時
代
以
来
、

翻
訳
や
エ
ッ
セ
イ
執
筆
に
際
し
て
参
照
し
た
原
本
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
文
へ
の
書
き
込
み
は

比
較
的
少
な
く
、
特
に
詩
に
関
し
て
は
巻
末
目
次
に
印
を
し
た
程
度
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
蔵
書
に
挟

み
込
ま
れ
た
切
り
抜
き
か
ら
は
、
堀
が
自
身
や
先
行
者
の
訳
文
と
比
べ
な
が
ら
原
文
を
読
ん
で
い
た
こ
と
、

エ
ッ
セ
イ
の
改
稿
や
翻
訳
の
改
訂
に
際
し
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
た
様
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
書
き
込
み
と

創
作
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
今
後
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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第
十
章

ラ
デ
ィ
ゲ
関
連
書
物

本
章
は
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
堀
辰
雄
旧
蔵
洋
書
の
う
ち
、
堀
辰
雄
が
「
聖
家
族
」
（
「
改
造
」

昭

・

）
執
筆
に
当
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
、
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
関
係
の
書
物
を
取
り
上

5

11

げ
る
。

堀
辰
雄
と
ラ
デ
ィ
ゲ
の
邂
逅
は
、
昭
和
二
年
十
一
月
号
「
手
帖
」
発
表
の
、
訳
詩
「
花
或
は
星
の
言
葉
」

（Le
Langage

des
fleurs

ou
des

étoiles

）
に
遡
る
。
前
年
来
、
堀
は
ラ
ン
ボ
ー
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
コ

ク
ト
ー
、
ス
ー
ポ
ー
、
ジ
ャ
ム
ら
の
詩
を
数
篇
ず
つ
翻
訳
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
コ
ク
ト
ー
や
ア
ポ
リ

ネ
ー
ル
な
ど
、
後
に
継
続
的
に
翻
訳
が
行
わ
れ
る
も
の
が
選
ば
れ
て
い
く
。
堀
が
自
ら
の
感
性
や
興
味
に

合
う
対
象
を
探
り
当
て
て
い
く
試
験
的
な
翻
訳
の
一
環
で
、
ラ
デ
ィ
ゲ
の
詩
も
ま
ず
は
訳
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

堀
の
訳
し
た
「
花
或
は
星
の
言
葉
」
は
先
行
訳
者
堀
口
大
學
の
「
砂
の
上
に
わ
れ
等
の
や
う
に
／
抱
き

合
つ
て
る
頭
文
字
／
こ
の
は
か
な
い
紋
章
よ
り
先
き
に
／
わ
れ
等
の
恋
が
消
え
ま
せ
う
」
（
「
頭
文
字
」

（Initiales

）
『
月
下
の
一
群
』
、
第
一
書
房
、
大

）
と
い
っ
た
抒
情
的
な
短
詩
と
は
異
な
る
印
象
を
与

14

え
る
。
そ
の
訳
文
は
「
或
る
雨
の
日
、
私
は
復
讐
す
る
た
め
に
、
旅
先
か
ら
持
つ
て
帰
つ
た
花
を
一
つ
一

つ
娘
た
ち
に
与
へ
た
。
娘
た
ち
の
中
に
は
そ
れ
を
理
解
し
た
も
の
が
あ
つ
た
」
と
い
う
よ
う
に
素
っ
気
な

く
生
硬
で
、
特
に
散
文
詩
を
選
ん
で
い
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
続
く
「
ラ
ジ
ゲ
の
詩

―
転
居
と
田
舎
暮

し
と
」（D

éplacem
ents

etvillégiatures

「
詩
神
」
昭

・

）
、「
ヴ
イ
ナ
ス
の
墓
」（Tom

beau
de

V
énus

4

9

百
田
宗
治
編
『
現
代
詩
講
座
』
第
八
巻
、
金
星
堂
、
昭

）
も
散
文
詩
で
、
後
者
は
大
學
訳
「
ヴ
エ
ニ
ュ

5

ス
の
墓
」
（
『
空
し
き
花
束
』
第
一
書
房
、
大

）
で
は
、
あ
え
て
十
二
行
に
行
分
け
さ
れ
て
い
る
。
た

15

だ
し
同
一
の
詩
の
改
訳
・
再
録
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
訳
詩
は
三
篇
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
は
堀
の
他
の
フ

ラ
ン
ス
詩
の
翻
訳
と
比
べ
る
と
極
め
て
少
な
い
。

む
し
ろ
、
堀
の
関
心
は
一
貫
し
て
ラ
デ
ィ
ゲ
の
小
説
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
自
ら
が
編
集
を
主
導
し
た

「
文
学
」
（
第
一
書
房
）
に
掲
載
し
た
エ
ッ
セ
イ
「
レ
エ
モ
ン

ラ
ジ
ゲ
」
（
昭

・

）
の
焦
点
は
、

5

2

ラ
デ
ィ
ゲ
の
小
説
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』（Le

Bal
du

C
om

te
d'O

rgel
）
の
「
心
理
解
剖
」
を
評

価
す
る
点
に
置
か
れ
て
い
る
。
同
じ
号
に
掲
載
さ
れ
、
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
を
「
的
確
な
颯
爽

と
し
た
造
形
美
を
も
つ
た
長
編
小
説
」
と
絶
讃
し
て
日
本
の
ラ
デ
ィ
ゲ
受
容
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

小
林
秀
雄
「
か
ら
く
り
」
と
と
も
に
、
「
文
学
」
当
該
号
は
小
説
家
・
ラ
デ
ィ
ゲ
を
日
本
文
壇
に
紹
介
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

ラ
デ
ィ
ゲ
の
代
表
作
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
が
堀
口
大
學
の
手
で
翻
訳
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
六

年
一
月
の
こ
と
で
、
以
後
こ
の
小
説
は
昭
和
文
学
に
継
続
的
に
影
響
を
与
え
る
。
堀
辰
雄
が
ラ
デ
ィ
ゲ
の

書
物
を
読
ん
だ
の
は
、
そ
う
し
た
ラ
デ
ィ
ゲ
・
ブ
ー
ム
が
訪
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
下
、
堀
旧
蔵
ラ
デ
ィ
ゲ
関
連
書
物
五
冊
の
書
誌
及
び
そ
の
他
の
情
報
を
報
告
す
る
。

１
、Le

Baldu
C

om
te

d'O
rgel:

rom
an,Paris,Ferenczi,1932.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/518

）

『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
一
九
三
二
年
版
、
同
版
以
前
にB

ernard
G

rasset

版
（1924

）
が
あ
る
。

本
文
に
目
立
っ
た
書
き
込
み
は
な
い
。
堀
が
同
作
に
傾
倒
し
て
執
筆
し
た
「
聖
家
族
」
は
昭
和
五
年
の
作

で
あ
り
、
本
書
と
は
別
に
堀
が
熱
心
に
読
み
込
ん
だ
本
が
存
在
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

本
書
に
はM

ITSU
K

O
SH

I.LTD
B

O
O

K
D

EPA
R

TM
EN

T

と
い
う
書
店
票
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
三

越
洋
書
部
に
つ
い
て
は
、
堀
の
昭
和
九
年
九
月
十
日
附
、
神
西
清
宛
葉
書
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
八
巻
、

筑
摩
書
房
）
に
「
三
越
洋
書
部
に
生
田
と
い
ふ
僕
の
知
人
が
ゐ
る
」
、
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
附
、

加
藤
多
恵
子
・
恩
地
三
保
子
宛
書
簡
に
、
「
日
本
橋
の
三
越
洋
書
部
（
ド
イ
ツ
語
の
）
に
イ
ン
ゼ
ル
叢
書

と
い
ふ
の
が
少
し
置
い
て
あ
り
ま
す
」
と
い
う
言
及
が
あ
る
。

２
、Le

Baldu
C

om
te

d'O
rgel:rom

an,Paris,Ferenczi,1932.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/519

）

前
掲
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』（H

01/518

）
と
同
じ
本
で
、
こ
ち
ら
に
も
目
立
っ
た
書
き
込
み
は

な
い
。
堀
は
こ
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
同
一
書
物
を
複
数
所
持
し
て
い
る
。
な
お
、LIB

R
A

IR
E

D
E
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L'A
TH

ÉN
É

M
ISA

K
I-C

H
O

2C
H

O
M

É
K

A
N

D
A

-K
U

TO
K

Y
O

Tel.kudan
(33)760

と
い
う
ア
テ
ネ
・

フ
ラ
ン
セ
書
籍
部
の
書
店
票
が
付
さ
れ
て
い
る
。

３
、Le

D
iable

au
C

orps
:

rom
an,Paris,B

ernard
G

rasset,1925.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/520

）

小
説
『
肉
体
の
悪
魔
』
第
百
六
版
。H

A
K

U
SU

ISH
A

TO
K

IO

の
書
店
票
が
付
さ
れ
て
い
る
。
白
水

社
書
籍
部
で
購
入
し
た
も
の
か
。

本
文
全
体
に
わ
た
っ
て
傍
線
や
下
線
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
語
句
の
意
味
が
日
本
語
で
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.6.ll.11-18
Je

n'aijam
ais

～

coupentles
m

ains.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.34.l.23-p.35.l.3
Q

uand
le

train
entra

～

C
ette

im
prudente

m
e

charm
a.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍

線
。p.35.l.9

d'albinos,

の
下
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
白
子
」
。l.14

bâillaient

「
ア
ク
ビ
」
。

p.36.ll.1-13
Sous

son
chapeau,

～
quand

elle
auraitl'âge

de
sa

m
ère.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.40.l.22-p.41.l.8
-

M
arthe

ne
m

'ntim
ide

pas,

～

et
n'aurais

aucune
excuse.

右
余
白
に
鉛
筆
で

傍
線
。

p.41.l.10-p.42.l.5
N

ous
reprenions

le
train

à
la

gare
de

Sucy

～

pour
fair

com
m

e
elle.

右
余
白

に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.42.ll.16-18
M

on
père

etm
es

frères
s'étaientennuyés,qu'im

porte!
Le

bonheur
estégoïste.

に

鉛
筆
で
下
線
。

p.43.ll.1-9
Le

lendem
ain,

～

cam
arades.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.44.l.14
en

nage

が
鉛
筆
で
丸
く
囲
っ
て
あ
る
。

p.46.ll.16-17
Elle

fronça
les

sourcils.Je
pensaià

sa
m

ère.
右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.48.ll.7-21
N

ous
restions

im
m

obiles.

～

sur
la

peau.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.51.ll.1-5
le

m
ensonge

du
téléphone

～

qu'un
baiser.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。ll.10-11

com
plicité

が
鉛
筆
で
丸
く
囲
っ
て
あ
る
。ll.21-24

poétiques
des

m
élanges.

Elle

～qu'elle
m

e
donneraiten

souvenir

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.52.l.13-p.53.l.5
M

ais,l'après-m
idi,ilfallut

～m
on

cœ
ur.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.60.ll.10-12
Les

larm
es

quine
pouvaient

～

m
a

tête.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.62.ll.1-5
vous.A

force
de

penser
à

M
arthe,

～

ils
ne

le
voientplus.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.9-13

Lorsque
quelque

～

auraitpu
être.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.70.ll.10-18
M

ais
M

arthe,
qui

goûtait

～bonheur.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。ll.19-24

Je
m

e
sentais

tellem
entprès

～

on
estseul.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.71.ll.11-21
Sa

chevelure
dénouée

～

à
peine

pourqu'elle

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.72.ll.4-9
Pourtantje

com
m

ençai

～

droitsur
M

arthe.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.76.ll.12-18
C

e
n'estpas

dans
la

nouveauté,

～

plus
m

'en
passer.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.77.ll.18-20
Plus

rien
ne

m
e

pesait.D
ans

la
rue,je

m
archais

aussilégèrem
entque

dans
m

es
rêves.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.78.ll.8-16
D

ans
m

on
délire,

～

le
m

onde
sache.»

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.79.ll.1-10
N

ous
lisions

～

plus
clair.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.80.ll.20-22
«

Je
m

e
trouve

～

te
blesse.»

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.83.l.12-p.85.l.6
A

dîner,

～

ils
eussenttoutraconté.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.85.l.10-p.87.l.11
Je

m
'étais

～

m
êm

e
m

es
victuailles.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.89.l.1
Ta

figure
esttoute

m
ouillée.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.90.ll.3-4
U

n
costum

e
de

Jacques!

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.91.ll.16-21
Son

visage
s'étaittransfiguré.

～

venaitd'autres.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.92.ll.7-9
En

attendant,le
faux

plaisir
m

'apportaitune
vraie

douleur
d'hom

m
e

:la
jalousie.

右

余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.95.l.12-p.96.l.14
D

onc,les
folies

～

qu'ils
innovent.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.95.ll.12-15
D

onc,

～

des
autres;

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.16-20

Les
coqs,

～

du
soleil.

に
鉛
筆
で

下
線
。
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p.98.ll.8-11
Lorsqu'un

am
our

～

ou
m

ourirensem
ble.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.101.ll.7-23
Elle

se
m

ordait

～

m
es

attaques.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。ll.20-21

et
cette

taquinerie

～

passion.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.104.ll.9-11
C

e
prem

ierdim
anche

～

de
paille,

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.105.ll.5-24
M

arthe
voulait

～

attrape-nigaud,

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.106.l.21-p.107.l.9
M

a
clairvoyance

～

m
oins

m
alheureux.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.116.l.1
l'envie

de
jeter

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
受
付
口
」
。l.2

poivre

「
胡
椒
」
。l.6

faute
de

m
ieux,

「
仕
方
ナ
ク
」
。l.13

tour
de

force

「
離
レ
業
」
。l.14

épistolaire

「
手
紙
」
。l.21-p.117.l.2

Il
m

'étonnait

～

en
luiun

barbon.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.117.l.1
jeunesse

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
夫
人
」
。

p.118.l.22
naguère

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
近
頃
」。

p.119.l.3
m

e
plaisantait

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
か
ら
か
う
」
。l.8

séance

「
即
座
に
」
。l.11

jeûne

「
断
食
」
。l.20

désinvolture
「
磊
落
」
。

p.121.ll.2-7
D

e
m

êm
e,

～

m
on

am
our.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.125.l.16-p.126.l.8
Je

ne
dém

êlaipas
le

～
m

es
rem

ords.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.125.l.16
chantage

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
強
請
」。l.20

D
e

quelque
côté

「
ド
ツ
チ
ニ

向
テ
モ
」。

p.126.l.4
en

se
cabrant

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
腹
ヲ
立
ツ
」
。l.7

atténuait

「
減
ズ
ル
」
。

p.130.l.3-p.131.l.3
Les

propriétaires
avaient

～

m
éprisent

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。p.130.l.9

veto

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
否
認
」
。l.11

dadais
「
ボ
ン
ク
ラ
ナ
青
年
」
。l.14

gêné

「
不

自
由
ス
ル
」l.17

escarm
ouches

「
小
闘
」。

p.131.l.2
m

éprisent

「
祈
リ
」
（
軽
蔑
の
誤
り
？
）。

p.132.l.1
conseillers

m
unicipaux

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
市
会
議
員
」。

p.133.l.1
rem

ue-m
énage

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
引
越
サ
ワ
ギ
」。l.6
astiquait

右
余
白

に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
ミ
ガ
ク
」
。l.7

vert-de-gris

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
緑
青
」
。l.7

suspensions

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
釣
燭
台
」。l.9

raout-surprise
右
余
白
に
鉛
筆
で
語

句
の
意
味
「
宴
会
」
。l.11

le
m

aire

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
市
長
」
。

p.139.ll.1-24
Q

uand
je

ne
couchais

～

prisonnierdes

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.5

le
canot

右

余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
ボ
ー
ト
」
。l.8

cognant

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
打
ツ
」
。l.22

précipitais

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
う
づ
め
る
」。

p.140.ll.7-9
La

crainte
d'être

visibles

～

plus
voluptueux.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.141.ll.16-22
aux

oisifs.

～

sacrifiions
Jacques.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.143.l.13-p.144.l.19
C

ouché
auprès

～

m
ém

oire.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.143.l.16
augurer

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
推
測
ス
」
。l.19

châtim
ent

右
余
白
に
鉛
筆
で

語
句
の
意
味
「
罰
」
。l.20

adultère

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
姦
通
」。l.24

m
e

devinrent
odieux

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
イ
ヤ
ニ
ナ
ル
」
。

p.144.l.3
m

'en
fatiguais

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
ウ
ン
ザ
リ
ス
ル
」。l.17

se
lam

entait

右

余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
カ
ナ
シ
ム
」。

p.146.l.22
hostile

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
敵
対
ス
」
。l.23

tacite

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句

の
意
味

「
暗
黙
ノ
」。

p.147.l.16
céler

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
オ
シ
カ
ク
ス
」。

p.153.ll.7-11
je

ne
le

partageais
pas

～

parce
qu'elle

se
taisait.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.160.l.1-p.161.l.2
heures

du
m

atin.

～

sur
sa

table.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.161.l.17-p.165.l.3
R

evenu
à

F...,

～

pussentvoirson
corps.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.161.l.20
bêchai

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
タ
ガ
ヤ
ス
」
。

p.162.l.6
barque

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
小
舟
」
。

p.163.l.12
facteur

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
配
達
夫
」。

p.167.ll.1-8
D

ans
chaque

lettre

～

la
m

ort,
l'am

our

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.6

pèlerinage

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
ハ
カ
マ
イ
リ
」。

p.169.l.8
poupée

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
人
形
」
。ll.18-24

en
m

arge

～

Elle
m

e
parlait
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左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.170.ll.3-13
Saint-Jean,confitures

～

espiègle
naïve.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.171.ll.1-10
M

a
gourm

andise

～

ses
lèvres.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.172.ll.4-6
à

notre
am

our.

～

être
jalouse.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.8

pataudes

右
余
白
に
鉛

筆
で
語
句
の
意
味
「
脚
太
の
犬
」
。ll.17-19

Je
m

ordillais

～

com
m

e
des

pêches.

左
余
白
に
鉛
筆

で
傍
線
。l.19

pêches

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
桃
」。l.20-p.173.l.5

Enfin
j'em

brassai

～auprès
de

M
arthe.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.173.ll.15-24
souliers

etses
bas.

～

de
friandises.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.174.ll.7-11
le

lui
laissai

～

un
jour.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.21-p.175.l.3

M
ais

je
n'avais

～toutle
sucre.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.180.ll.19-21
m

'apprendre.
～

se
cogner

la
tête.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.24-p.181.l.8

N
ous

ne
nous

～M
on

père

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.181.l.11
soignais

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
手
入
ス
ル
」
。l.21

poules

右
余
白
に
鉛
筆
で

語
句
の
意
味
「
牝
鶏
」。

p.181.ll.19-p.182.l.3
je

com
prenais

～

qu'aux
poules.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.182.l.18-p.184.l.6
Etendu

contre

～

notre
am

our.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.183.l.15
m

anœ
uvres

右
余
白
に
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
人
夫
」。l.16

caisses

右
余
白
に
鉛
筆
で

語
句
の
意
味
「
箱
」
。

p.191.ll.4-14
m

onde
actif

～

la
pire

façon?

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.211.ll.8-21
N

ous
descendîm

es
à

la

～

l'orgueilpaternel.
右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.218.l.24-p.219.l.20
surprenaitle

m
êm

e.

～

A
u

boutde
quelques

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.219.ll.12-14
D

u
reste,

～

de
l'âm

e.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.16-20

C
om

m
e,

～

peu
d'avenir.

に
鉛

筆
で
下
線
。

p.220.ll.15-20
Je

prenais

～

j'étais
triste.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.221.ll.3-20
par

le
calm

e.

～

dans
m

a

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。ll.20-22
Puis,som

m
e

toute,

～joie
des

autres.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
、
下
線
。

p.230.ll.11-13
«

J'ai
failli

m
ourir

»

～

com
m

e
un

enfantillage.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
、
下

線
。

p.231.ll.4-8
U

n
hom

m
e

～

en
m

ourant.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
、
下
線
。

p.233.ll.2-6
Les

vrais

～

toutde
travers.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.234.l.19-p.235.l.16
La

foudre

～

d'une
scarlatine.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.235.l.14
froidem

ent

に
鉛
筆
で
下
線
。l.21-p.236.l.2

jeux
bruyants

～

la
m

ort
de

M
arthe.

左

余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.236.ll.3-5
M

arthe!

～

après
la

m
ort.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.237.ll.5-8
N

ous
som

m
es

～sa
m

ain.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

全
篇
に
わ
た
り
傍
線
な
い
し
下
線
が
引
か
れ
、
堀
が
同
作
を
ほ
ぼ
通
し
て
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。poules

（
牝
鶏
）
やm

aire

（
市
長
）
やpêches

（
桃
）
と
い
っ
た
、
か
な
り
初
歩
的
単
語
が

調
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
堀
辰
雄
が
ラ
デ
ィ
ゲ
に
傾
倒
し
て
い
た
若
い
頃
に
入
手
し
、
読

み
込
ん
だ
原
本
で
は
な
い
か
。
「
不
器
用
な
天
使
」
に
は
「
肉
体
の
悪
魔
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
一
節
が
含

ま
れ
て
お
り
、
堀
は
昭
和
四
年
に
本
書
を
入
手
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、dadais

に
「
ボ
ン
ク
ラ
ナ
青
年
」、pataudes

に
「
脚
太
の
犬
」
と
い
う
特
異
な
訳
語
が
あ
て
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
訳
語
と
一
致
す
る
辞
典
に
『
新
仏
和
小
辞
典
』（
白
水
社
、
大

）
が
あ
る
。

12

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
『
肉
体
の
悪
魔
』
に
対
す
る
書
き
込
み
を
見
る
と
、
こ
れ
と
同
等
な
い
し
は
よ
り

詳
細
な
書
き
込
み
が
な
さ
れ
た
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
の
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。

堀
が
小
説
執
筆
時
に
使
用
し
た
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
原
書
は
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

４
、Les

Joues
en

feu
:

poèm
es

inédits,1917-1921,Paris,B
ernard

G
rasset,1925

（
館
内
文
庫

記
号
：H

01/521

）

詩
集
『
燃
え
る
頬
』
第
八
版
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
五
年
七
月
八
日
印
刷
。
序
文
・
本
文
・
巻
末
目
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次
に
書
き
込
み
が
あ
る
。

«
A

vant-Propos
»

p.12.l.8-p.13.l.4
(J'éprouve

des
sentim

ents

～plus
près?

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.12.ll.16-19
M

es
poèm

es
sont

l'expression
naturelle

d'un
m

élange
de

pudeur,de
cachotterie

propre
à

l'âge
auquelils

ontété
écrits.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.13.ll.10-15
La

naissance
de

Vénus,

～

ce
dram

e
de

l'avant-saison
du

cœ
ur.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.14.l.25-p.15.l.5
Après

les
nym

phes
de

la
M

arrne,

～

apparition
de

Vénus.

に
鉛
筆
で
下
線
。

«
Le

Langage
des

fleurs
ou

des
étoiles

»
p.17

ペ
ー
ジ
上
部
の
角
が
斜
め
に
折
ら
れ
て
い
る
。

«
Incognito

»
p.19.l.2

O
n

estpresque
nu

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。l.3

D
es

portraits
de

fam
ille

に
紫
鉛
筆
で
下
線
。

ll.5-8
U

ne
rue

déserte
/Plus

tard
elle

portera
votre

nom
/Les

nuages
descendentà

terre
/Ils

gênentnos
pas

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.9-10

Les
hom

m
es

qu'on
a

m
is

en
prison

ne
se

doutentde
rien

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.20.ll.3-4
La

clef
des

cham
ps

/Je
vous

en
prie

に
紫
鉛
筆
で
下
線
。

«
Tom

bola
»

p.23

題
名
に
下
線
の
跡
あ
り
。p.23.l.4

pique
au

vif

に
下
線
の
跡
あ
り
。

p.24.l.2
Ilfaitla

roue,

に
下
線
の
跡
あ
り
。

«
H

alte
»

p.40.l.3
ta

bande
m

ollestière.

に
下
線
の
跡
あ
り
。l.4

en
honneur

に
下
線
の
跡
あ
り
。

«
D

éplacem
ents

etvillégiatures
»

p.43

ペ
ー
ジ
上
部
の
角
が
斜
め
に
折
ら
れ
て
い
る
。

«
Le

Prisonnierdes
M

ers
»

p.70

題
名
に
下
線
の
跡
あ
り
。l.1

m
is

en
quarantaine,

に
下
線
の
跡
あ
り
。p.72.l.1

à
la

courte
paille,

に
下
線
の
跡
あ
り
。

«
Poésie

»
p.92.l.2

C
'est

très
difficile

à
la

ville;

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.6-8

Seuls
les

voleurs
sont

assez
riches

/Pour
inscrire

sur
la

vitrine
/Le

prénom
de

leurbien-aim
ée.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p93.ll.1-2
Q

ue
ton

diam
ant,Poésie,/U

ne
de

ces
vitrines

raye,

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

«
Fragm

entd'un
élégie

»
p.98.l.2

vestale

よ
り
線
、
ペ
ー
ジ
上
部
余
白
に
「
巫
女
」
。ll.11-12

En
feignantde

cachersa
tête,

/L'ange
avec

son
bras

la
souligne.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

«
U

n
C

ygne
m

ort...»
p.100.ll.1-2

U
n

cygne
m

ortne
se

rem
arque

/Parm
il'écum

e
au

bord
du

lac.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.101.ll.5-6
Passez,

couleurs,
puisque

tout
passe,

/
A

la
fin

il
reste

du
blanc.

に
紫
鉛
筆
で
下

線
。ll.7-9

Les
anges

en
peignoir

de
bain

/Sur
le

sable
n'ontlaissé

trace
/D

e
leur

passage.

に

緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.11-12

Le
sim

ple
coup

de
pied

d'un
ange

/
Enseigne

au
chien

com
m

e
l'on

m
ent.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.13-18
Et

toi,
m

on
cygne,

m
a

tristesse,
/

Q
u'en

attendant
N

oël
j'engraisse,/Les

larm
es

dontton
cœ

ur
estplein

/Em
pêchentle

sang
de

tacher
/Le

sable
sur

lequelLéda
/Pourun

cygne
se

suicida.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.102.l.1-2
Son

linge,ses
larm

es
séchés,/L'ange

s'élance
du

trem
plin.

に
茶
鉛
筆
で
下
線
。

«
Table

des
m

atières
»

LE
LA

N
G

A
G

E
D

ES
FLEU

R
S

O
U

D
ES

ÉTO
ILES

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
印
、
赤
鉛
筆
で
下
線
。

U
N

SO
IR

D
'A

O
U

T

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
印
。PA

U
L

ET
V

IR
G

IN
IE

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
印
。

H
A

LTE

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
印
。TO

M
B

EA
U

D
E

V
ÉN

U
S

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
印
、
赤
鉛
筆
で

下
線
。D
ÉPLA

C
EM

EN
TS

ET
V

ILLÉG
IA

TU
R

ES

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
印
、
赤
鉛
筆
で
下
線
。

A
U

N
E

PR
O

M
EN

EU
SE

N
U

E

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
印
。PO

ÉSIE

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
印
。

本
書
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
読
ま
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
堀
が
注
目
し
た
ら
し
い
箇
所
に
様
々
な
種
類
の

色
鉛
筆
で
下
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
き
込
み
や
折
り
込
み
と
堀
の
訳
出
箇
所
に
相
関
性
が
あ
る
。

序
文
の
う
ち
、
書
き
込
み
が
あ
るll.16-19

(M
es

poèm
es

sont
l'expression

naturelle
d'un

m
élange
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de
pudeur,de

cachotterie
propre

à
l'âge

auquelils
ontété

écrits.)

の
箇
所
は
、
堀
の
エ
ッ
セ
イ
「
レ

エ
モ
ン
・
ラ
ジ
ゲ
」
（
前
掲
）
に
、
「
僕
の
詩
は
、
そ
れ
ら
が
書
か
れ
た
年
齢
特
有
の
羞
恥
と
秘
密
と
の

混
合
の
自
然
な
表
現
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
翻
訳
・
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
巻
末
目
次
の
う
ち
、
堀
が
訳
出
し
た
「
花
或
は
星
の
言
葉
」
、
「
転
居
と
田
舎
暮
し
と
」
、
「
ヴ
イ

ナ
ス
の
墓
」
の
三
篇
の
み
、
鉛
筆
で
○
印
を
付
し
た
上
に
、
赤
鉛
筆
で
下
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

前
二
者
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
ペ
ー
ジ
上
部
の
角
も
斜
め
に
折
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
堀
が
ラ
デ
ィ
ゲ
を
読
み
、
そ
の
詩
を
翻
訳
し
た

り
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
た
り
し
た
時
期
に
読
ん
で
い
た
原
本
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
渡
部
麻
実
「
堀
辰
雄
『
燃
ゆ
る
頬
』
論

―
コ
ク
ト
ー
か
ら
ラ
デ
ィ
ゲ
へ
―
」（
「
山

邊
道
」
平

・

）
が
、
特
にU

n
C

ygne
m

ort...

に
な
さ
れ
た
書
き
込
み
に
注
目
す
る
形
で
、
堀
の
小

21

11

説
「
燃
ゆ
る
頬
」（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
と
の
関
連
を
論
じ
て
い
る
。

7

1

５
、Œ

uvres
C

om
plètes

de
Raym

ond
Radiguet,

Paris,
B

ernard
G

rasset,
1952.

（
館
内
文
庫
記

号
：H

01/522
)

『
ラ
デ
ィ
ゲ
全
集
』
初
版1706

番
。
目
立
っ
た
書
き
込
み
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
燃
え
る
頬
』
、
『
肉
体
の
悪
魔
』
の
二
冊
が
、
堀
が
ラ
デ
ィ
ゲ
に
傾
倒
し
て
い
た
時

期
に
読
ん
だ
原
本
と
推
定
さ
れ
る
。
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第
十
一
章

コ
ク
ト
ー
関
連
書
物

本
章
で
は
、
堀
辰
雄
の
旧
蔵
コ
ク
ト
ー
関
連
書
を
取
り
上
げ
る
。
堀
辰
雄
の
コ
ク
ト
ー
翻
訳
は
大
正
十

五
年
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
初
期
翻
訳
の
中
心
を
な
す
。
大
正
十
五
年
四
月
「
驢
馬
」
創
刊
号

に
「
杖
の
さ
き
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
翻
訳
中
の
一
篇
「
悪
い
旅
人
」（Action,octobre

1920

）
を
皮

切
り
に
、
詩
・
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
の
部
分
訳
を
堀
は
諸
雑
誌
に
発
表
し
た
。
昭
和
四
年
四
月
、
厚
生
閣
書

店
「
現
代
の
芸
術
と
批
評
叢
書
」
第
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
訳
選
集
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
に
そ
の
大
部
分

が
収
め
ら
れ
た
。

『
コ
ク
ト
オ
抄
』
所
収
作
品
は
、
小
説
「
ポ
ト
マ
ッ
ク
」
、
「
大
胯
び
ら
き
」、
戯
曲
「
オ
ル
フ
ェ
」
（
葛

巻
義
敏
訳
）
、
エ
ッ
セ
イ
「
雄
鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン
」
、
「
エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
」
、
「
職
業
の
秘
密
」
、
「
マ
ル

セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
の
声
」
、
「
ピ
カ
ソ
」
、
「
マ
リ
タ
ン
へ
の
手
紙
」
、
「
世
俗
な
神
秘
」
の
部
分
訳
、
詩

集
『
喜
望
峰
』
、
『
ポ
エ
ジ
ー1917-1920

』
、
『
用
語
集
』
、
『
平
調
曲
』
、
『
オ
ペ
ラ
』
所
収
の
詩
作
品
で
あ

る
。『

コ
ク
ト
オ
抄
』
刊
行
後
、
コ
ク
ト
ー
作
品
の
翻
訳
は
減
少
す
る
が
、
コ
ク
ト
ー
の
ド
イ
ツ
語
の
詩
「
独

逸
詩
抄
」（
「
四
季
」
昭

・

）
に
至
る
ま
で
、
詩
・
エ
ッ
セ
イ
等
が
断
続
的
に
翻
訳
・
発
表
さ
れ
た
。

10

12

以
下
、
堀
旧
蔵
コ
ク
ト
ー
関
連
書
の
書
誌
及
び
そ
の
他
の
情
報
を
報
告
す
る
。
な
お
、
コ
ク
ト
ー
作
品

の
翻
訳
題
名
は
、
堀
の
翻
訳
を
指
す
場
合
以
外
、『
コ
ク
ト
ー
全
集
』
第
一
巻
～
第
八
巻
（
東
京
創
元
社
、

昭

～

）
に
拠
っ
た
。

59

62

１
、Antigone

;Les
m

ariés
de

la
tour

Eiffel,Paris,G
allim

ard,1928.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/303

）

『
ア
ン
チ
ゴ
ネ
ー
・
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
花
嫁
花
婿
』
第
七
版
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
七
年
十
一
月
三

十
日
印
刷
、
私
製
の
カ
バ
ー
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
コ
ク
ト
オ

ア
ン
チ
ゴ
オ
ネ
・
ヱ
ツ
フ
エ

ル
塔
」
と
あ
る
。
戯
曲
本
文
に
書
き
込
み
は
な
い
が
、
序
文
の
部
分
に
下
線
等
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。

«
Préface

de
1922

»
p.13.ll.3-4

La
partde

D
ieu.

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.14.ll.12-13
le

public,convaincu
par

Antoine,

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.15.ll.1-8
Ici,je

renonce
au

m
ystère.

～les
jeunes

m
usiciens

quil'accom
pagnent.

右
余
白
に
茶

イ
ン
ク
で
傍
線
。ll.9-12

U
ne

phrase
du

photographe
pourrait

m
e

servir
de

frontispice.
«

Puisque
ces

m
ystères

m
e

dépassent,feignons
d'en

être
l'organisateur.»

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右

余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。ll.19-21

Les
phonographes

hum
ains,

à
droite

et
à

gauche
de

la
scène,com

m
e

le
chœ

ur
antique,

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.16.ll.10-14
Le

poète
doit

sortir
objets

et
sentim

ents

～avec
leur

jeunesse,

右
余
白
に
鉛
筆
で

傍
線
。ll.22-23

je
réhabilite

le
lieu

com
m

un.

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.19.ll.1-5
Toute

œ
uvre

vivante

～trop
le

spectateur
pour

qu'ilentre.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.20.ll.4-5
construction

de
l'esprit.

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.7-13

J'essaie
donc

de
substituer

～

un
navire

sur
la

m
er.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。ll.14-17

LES
M

A
R

IÉS
peuvent

avoir

～com
m

e
les

m
ots

d'un
poèm

e.

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。l.18-p.21.l.5

Le
secret

du
théâtre,

～le
profond

C
haplin,le

saventbien.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.20.ll.20-21
«

une
m

éditation
sur

la
m

ort»

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.23.ll.5-16
Sile

froid
signifiait

～le
seulquiautorise

certaines
audaces.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍

線
、ll.15-16

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.25.ll.11-12
les

œ
uvres

quichangentles
règles

du
jeu.

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。l.13-p.26.l.2

U
ne

pièce
de

théâtre
devrait

être
écrite,

～poétes
et

peintres.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、p.25.ll.13-21

右

余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

«
Le

N
um

éro
barbette

»
p.163.l.20-p.164.l.8

C
ar

il
plaît

à
ceux

qui
voient

en
lui

～par
un

télescope
ou

par
le

som
m

eil.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

序
文
で
、
ジ
ッ
ド
『
パ
リ
ュ
ー
ド
』
の
前
文
の
「
神
の
分
け
前
」
の
語
に
下
線
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
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が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
コ
ク
ト
ー
の
言
説
を
媒
介
に
し
た
他
作
家
の
言
説
の
受
容
の
可
能
性
も
視
野

に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
書
の
読
書
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
堀
は
コ
ク
ト
ー
の
戯
曲
に
関
し
て
は
翻
訳
を
行
っ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
エ
ッ
セ
イ
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
で
「
傑
作
の
手
術
」

5

2

と
い
う
観
点
か
ら
コ
ク
ト
ー
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
や
『
ア
ン
チ
ゴ
ネ
ー
』
に
言
及
し
て
い
る
。

そ
の
頃
に
既
に
入
手
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
堀
が
コ
ク
ト
ー
を
集
中
し
て
読
ん
だ
昭
和
四
～
五
年

よ
り
以
降
に
入
手
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

２
、C

arte
blanche

:
articles

parus
dans

Paris-m
ididu

31
m

ars
au

11
aout1919,Pais,Sirène,

1920.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/304

）

『
白
紙
』
初
版2000

冊
中266
番
。
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
○
年
七
月
一
日
印
刷
、
私
製
の
カ
バ
ー

が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
コ
ク
ト
オ

白
紙
」
と
あ
る
。
書
き
込
み
は
な
い
。

３
、Essai

de
critique

indirecte
:

Le
m

ystère
laïc

-
D

es
beaux-arts

considérés
com

m
e

un
assassinat,Paris,G

rasset,1932.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/305

）

『
間
接
批
評
の
試
み
』
一
九
三
二
年
版
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
三
二
年
四
月
一
三
日
印
刷
。
第
一
部
の

キ
リ
コ
論
『
世
俗
な
神
秘
』
に
は
書
き
込
み
が
あ
ま
り
な
い
が
、
第
二
部
の
『
暗
殺
と
し
て
考
え
ら
れ
た

美
術
』
に
か
な
り
多
く
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

«
Le

m
ystère

laïc
»

p.21.l.10
sa

ligne

に
鉛
筆
で
○
囲
い
、l.11

Il

お
よ
びlui

に
鉛
筆
で
下
線
及
び
○
囲
い
。l.12

pour
crucifier

に
鉛
筆
で
下
線
。

«
D

es
beaux-arts

considérés
com

m
e

un
assassinat»

p.97.ll.5-6
je

suis
seuldans

un
autre

m
onde

que
m

oi...

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.99.ll.1-2
C

hirico
estun

poète
quis'exprim

e
sur

des
toiles,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.100.ll.3-6
Picasso

est
un

peintre
dont

les
tableaux

sont
des

poèm
es.

C
hirico

est
un

poète
dont

les
poèm

es
sont

des
tableaux.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.13-15

l'erreur
considérable

de
confondre

C
hirico

avec
un

peintre
littéraire.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.101.l.6
Léonard

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.102.l.2
B

raque

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.4

Léger

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.15

Straw
insky

に
赤
鉛
筆

で
下
線
。l.16

D
ebussy

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.103.ll.14-16
V

illon,B
audelaire,R

im
baud,poètes

poètes.R
onsard,M

usset,V
erlaine,poètes

poétiques.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.20-p.104.l.5

La
France

quin'estpas
poétique,

～de
l'Italie

gêne
beaucoup

ses
poètes.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.104.ll.11-12
l'esthétique

de
C

hirico
estune

éthique.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.105.ll.1-2
N

ietzche,
B

audelaire
se

sont
préoccupés

d'hygiène.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.3-8

Les
chefs-d'œ

uvre
de

la
peinture

～un
pouvoir

d'hypnose.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.9-10

R
egardez

la
figure

d'assassin
du

peintre

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.12-p.106.l.2

L'hom
m

e
qui

crée
tue

sauvagem
enttoutce

quidérange
un

réflexe
suprêm

e
de

l'instinctde
conservation.

に
緑
鉛
筆
で

下
線
。

p.106.ll.7-19
ils

s'arrêtentdans
une

posture
tragique

～pour
vaincre

sa
fatigue.

に
緑
鉛
筆
で
下

線
。

p.107.l.5
œ

uvres
m

aniaques.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.108.ll.1-3
Jusqu'à

ce
qu'une

œ
uvre

d'art
devienne

un
objet

susceptible
d'envoûter,

elle
com

pte
peu.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.10-p.109.l.4

Toute
œ

uvre
qui

n'est
pas

～cet
ennui

sur
les

épaules
quidénonce

le
luxe

en
art.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.109.l.10
C

ézanne

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.13

R
enoir

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.110.ll.3-5
Le

vice
sexuel

reflète
une

des
form

es
les

plus
intrigantes

de
l'esthétique.

左
余
白

に
青
鉛
筆
で
「
？
」
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p.112.ll.2-5
l'inquiétude

vague
d'un

corps
aux

prises
avec

les
apparences

m
ultiples

de
la

beauté.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.7-8

La
liberté

du
peintre

fatal
consiste

à
varier

l'aspect
de

sa
prison.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.113.ll.4-6
La

préoccupation
professionelle

des
critiques

d'art
les

détourne
de

l'objet
m

êm
e

de
leur

étude.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。l.12-p.114.l.3

U
n

gantde
fem

m
e,un

gantrouge
en

peau
de

chien,poussait,dit-on,les
pièces

contre
le

peintre
sur

l'échiquier
de

cette
redoutable

partie.

に

緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.114.ll.6-7
une

m
andragore,

racine
à

figure
hum

aine
née

d'un
pendu,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

ll.12-16
D

es
m

andragores,
sem

ble-t-il,
se

rapproche
l'œ

uvre
fatale

d'un
peintre

fatal
dont

la
liberté

se
lim

ite
à

peindre
sur

les
m

urs
de

sa
prison,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.115.ll.8-17
D

ans
les

m
usées,toujours

～le
sang

joyeux
etform

era
notre

fleuve.

に
緑
鉛
筆
で

下
線
。

p.116.ll.1-2
Les

œ
uvres

dénoncent
la

vie
de

l'hom
m

e
(vices,m

anies,m
orale).

に
緑
鉛
筆
で
下

線
。l.3

Picasso

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.6-8

Iltravaille
com

m
e

d'autres
vivent.Etilvitcom

m
e

les
autres

dorm
ent.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.117.ll.10-14
N

ous
vivons

au
m

ilieu

～d'un
coup

d'œ
ille

dessin
total.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.118.ll.14-16
U

n
grand

peintre
ne

faitconstater
sa

présence
que

par
un

seulcri:«
Je

suis
là.

»

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.119.ll.2-4
C

'estl'om
bre

du
côté

du
soleildans

ce
R

ubens
que

G
œ

the
m

ontre
à

Eckerm
ann.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.120

二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.9-12

Etre
sensible

à
la

vérité
de

ces
form

es,
c'est

com
prendre

l'art.
C

om
prendre

la
vie

est
une

toute
autre

affaire.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

l.13-p.121.l.2
la

rosace
irisée

à
devenir

fou
dont

C
ézanne

cherchait
le

centre
en

peignant
la

chem
ise

d'A
m

broise
V

ollard.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.121

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.6-7

La
vie

des
form

es
n'a

rien
à

voir
avec

les
form

es
de

la
vie.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.11-12

Tableau
:Prétexte

à
faire

vivre
des

form
es.

に
緑
鉛
筆
で

下
線
。l.16-p.122.l.2

Tout
se

tasse
et

se
dénoue

à
la

longue.
Le

principal
est

d'être
à

l'abri
(m

ort)
à

l'époque
du

dénouem
ent.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.122.l.3
B

audelaire

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.9

d'invisibilité
de

Stendhal.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

l.21-p.123.l.2
C

élébrité
:je

m
e

représente
un

buste
avec

des
jam

bes
pour

courir
partout

に
黄

鉛
筆
で
下
線
。

p.123.ll.3-4
Il

s'agit,
en

som
m

e,
d'être

invisible
jusqu'à

nouvel
ordre.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.16

La
France

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.17-p.124.l.3

confond
m

usique
et

poésie.
Langues

m
usicales

:
les

plus
m

auvais
véhicules

de
poésie.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.124.ll.4-11
La

langue
française

est,

～un
adm

irable
idiom

e
de

poésie.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.125

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.7-8

ce
que

N
ietzsche

appelait
notre

m
usique

de
cham

bre.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.13-15

une
gauche

classique,
la

gauche
étant

d'habitude
le

prem
ierétatde

la
droite,du

classicism
e.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.127

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.1-2

découvre
le

pot
aux

roses.

に
下
線
跡
。ll.10-12

Les
chem

inées
des

usines
de

C
hirico

où
se

fabriquentson
vide,son

silence.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.128.l.3
com

m
e

qui
dirait,

に
紫
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.9-17

cette
paix

des
villes

nocturnes

～

com
m

e
végétales

et
poussées

naïvem
ent

de
l'asphalte

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.19

n'était

に
紫
鉛

筆
で
○
囲
い
。

p.129

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.2

le
sortdes

arm
es.

に
紫
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.130

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.1-5

D
es

nuits
entières

～où
l'hom

m
e

ne
trouve

aucune
place.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.6-7

Le
silence

éloquentde
C

hirico,cetorateurquisonge.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.131.l.3
antiques

jeunesses,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.8

nom
bres

d'or,

に
紫
鉛
筆
で
○
囲
い
。
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p.132

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.1

O
B

JET
D

IFFIC
ILE

A
R

A
M

A
SSER

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.2-9

Titre
d'une

figure
de

cotillon
～au

m
ilieu.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
。l.5

O
n

voit

に
紫
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.10-12

pour
découvrir

～l'objetdifficile
à

ram
asser

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.133
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.135

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
三

番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.9-p.136.l.1

L'espritlarge
juge

à
vold'oiseau.L'am

our
ne

sauraitavoirl'espritlarge.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.138

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

ll.6-10
Les

basses
parties

de
nous-m

êm
es

～ilretrouve
des

braises.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.139.ll.7-8
A

troce
solitude

de
som

nam
bule,

débauches
du

cœ
ur,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

l.16-p.140.l.3
Ils

tiennentune
grande

place

～de
leurs

boules
de

neige
quituent.

に
緑
鉛
筆
で

下
線
。

p.140.l.4
que

に
紫
鉛
筆
で
丸
括
弧
。

p.141.ll.15-18
Iladora

Judas.

～Jésus
luidevaitsa

gloire.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.142.l.11
sim

ples

に
紫
鉛
筆
で
下
線
、
本
文
下
余
白
に
紫
鉛
筆
で
「
草
」
。

p.144.l.4-p.145.l.11
X

...
avait

ram
ené

d'A
frique,

～et
copiées

sur
le

SEC
R

ÉTA
IR

E
D

U
PA

R
FA

IT
LITTÉR

A
TEU

R
.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
。

p.146.ll.1-2
dès

qu'on
l'évoque

に
紫
鉛
筆
で
括
弧
。

p.147.ll.5-6
battu

à
platde

couture

に
紫
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.148.l.1
m

asque
de

plâtre
aux

dents
d'or

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.12-13

au
m

êm
e

titre.

に
紫
鉛

筆
で
○
囲
い
。

p.149

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.4

eu
raison

de

に
紫
鉛
筆
で
囲
い
、
右
余
白
に
「
壓
倒

ス
ル
」
。l.11

à
ses

trousses.

に
紫
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
赤
鉛
筆
で
「
尾
行
軍
の
」

p.150

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.5-6

U
n

poète
n'est

vu
que

par
ses

défauts.

に
緑
鉛
筆

で
下
線
。ll.11-15

La
m

éprise
qui

fait
croire

～Il
dit

alors
que

je
lâche.
に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

l.16-p.151.l.3
B

audelaire
:

～etle
rendentvisible.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.151

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.4

D
EU

X
M

A
N

IÈR
ES

D
'ÊTR

E
IN

V
ISIB

LE

に
緑
鉛

筆
で
下
線
。l.5

m
ise

に
紫
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
「
服
装
」
。ll.5-9

Le
style

de
R

adiguetc'est
la

m
ise

de
B

rum
m

el

～Ilom
bre

la
ligne.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.151.ll.9-13
Il

om
bre

la
ligne.

～D
esbordes

parce
qu'on

ne
le

voit
pas.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.152.l.11

～p.153.l.3
M

êm
e

encadrées,

～les
quatre

m
urs

de
sa

prison.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.153

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
丸
囲
い
。

p.153.l.4
Salvator

D
ali

に
赤
鉛
筆
で
下
線
跡
。

p.154

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.6

SalvatorD
ali

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.7

prisonnier

に
黄

鉛
筆
で
下
線
。l.9

fasse
des

trous

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。ll.10-14

dans
sa

prison,

～préoccupée
d'elle-m

êm
e,

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.155

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
三

番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.3-6

D
ali,

ces
trous

pratiqués
dans

le
m

ur
de

sa
prison

et
qui

donnent
sur

d'éclatantes
solitudes,seul

et
à

deuk.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
、ll.5-6

seul
età

deux.

に
紫
鉛
筆
で
丸
囲
い
。

p.156

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.7-9

C
hez

D
ali,règne

de
la

fem
m

e
;le

m
ystère

de
ses

organes,de
l'am

our.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.157

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
三

番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.10-11

Les
entrailles

de
la

fem
m

e
serontune

rose.

に

黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.158

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.3

Salvator
D

ali

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.3-4

n'a
pas

le
choix

;ilhabite
un

m
onde

ferm
é.

に
黄
鉛
筆

で
下
線
。l.5

B
érard

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.5-12

a
le

choix
;ilpossède

～Libre
de

com
biner,il

reste
pur.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。
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p.159

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.7

B
erard

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.7-11

une
certaine

corruption

～peint
ses

m
ouches.

に
緑
鉛
筆
で

下
線
。l.10

D
ali

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.160
一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
三

番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.2-6

pour
se

punir
d'être

aussi

～se
condam

ne
à

peindre
des

spectateurs.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.4

C
hristian

B
érard

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.161

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.1-3

certaines
figures

de
C

hristian
B

érard
rêvent

certains
tableaux

de
Salvator

D
ali.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.4

U
n

m
euble

de
C

hristian
Bérard

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.162.ll.1-2
par

une
espèce

de
m

ajesté
m

orte,

に
紫
鉛
筆
で
下
線
。ll.2-9

avec
cette

différence

～m
ais

du
sentim

entde
m

alaise
suscité

par
les

oracles.

に
紫
鉛
筆
で
括
弧
。ll.9-18

C
e

m
euble

vénéneux

～d'un
sim

ple
m

euble
ou

m
êm

e
de

la
laideur.

に
赤
鉛
筆
で
囲
い
。

p.163.ll.6-18
C

et
objet

～sur
son

passage.

に
緑
鉛
筆
で
傍
線
。ll.6-8

C
et

objet
qui

ne
devrait

pas
être

encore
etprofite,à

rebours,du
prestige

des
ruines,cetobjetfutur,

に
赤
鉛
筆
で
囲
い
。

ll.10-13
par

l'apparence
ram

assée,bandée,
sacrée,

privée
de

souffle,d'une
course

guettant
le

départ
à

travers
le

tem
ps,

に
赤
鉛
筆
で
囲
い
。ll.14-18

jouer
de

rugby

～sur
son

passage.

に
緑

鉛
筆
で
下
線
。

p.164.ll.4-7
la

noblesse
d'un

Lénine
jeune

～l'effrayante
beauté

du
sort.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

ll.8-11
Le

beau
neuf

ne
peut

avoir
l'air

beau

～en
provoquant

des
souvenirs,

に
緑
鉛
筆
で
下

線
。l.13

le
beau

neuf,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.13-p.165.l.1

se
présentât-ilsous

form
e

d'un
m

euble,

に
黄
鉛
筆
で
括
弧
。l.13-p.165.l.20

La
force

que
le

beau
neuf

～l'air
des

m
acaques

et
des

nains
qu'on

aim
aitalors.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
。

p.165.ll.4-6
cet

air
tendu

si
peu

sem
blable

à
l'im

age
sereine

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.11-13

le
beau

prêt
à

prendre
sa

course,
et

vierge
de

toute
patine.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.14-15

les
m

eubles
du

X
V

III
siècle

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。ll.19-20

l'air
des

m
acaques

et
des

nains

に
黄
鉛

e

筆
で
下
線
。

p.166.l.1-p.167.l.12
Toutes

les
figures

～les
objetutiles

au
scénario

du
rêve.

左
余
白
に
黄
鉛
筆

で
傍
線
。ll.1-3

Toutes
les

figures
de

B
érard

rêventplus
loin

que
les

rêves
quise

racontent.

に

緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.3-8

R
égion

dont
la

faune,

～nos
souvenirs

m
âles.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

ll.10-11
le

reflet
de

régions
plus

lointaines
du

songe.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。ll.11-14

un
rêve

est
racontable

dans
la

m
esure

où
ilse

form
e

en
surface,au

bord
du

réveil,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.167.l.1
relevant

に
紫
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
「
属
ス
ル
」
。l.3

des
plus

vives

に
紫
鉛
筆
で
下

線
、l.13cela

に
○
囲
い
、
線
で
つ
な
ぐ
。l.4

C
'est

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.6-8

existentinstantaném
ent

～objetparobjet,

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.13-14
en

com
m

un
avec

le
rêve

に
紫
鉛
筆
で
下
線
、l.14

que

に
○
囲
い
。

p.168

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.8

EX
C

U
SES

D
ES

Œ
U

V
R

ES
D

'A
R

T

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.169.l.10
filde

la
V

ierge

に
赤
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
「
蜘
蛛
の
糸
」
。ll.14-15

gibus
en

bataille

に
紫
鉛
筆
で
下
線
。l.20

rôle
lunaire

に
紫
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
「
陰
の
」
。l.20-p.170.l.3

je
devins

son
am

iintim
e

～C
'estle

risque
de

l'artetson
excuse.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.170.ll.6-7
ne

se
com

ptentpas.

に
紫
鉛
筆
で
下
線
。ll.10-15

Je
n'aijam

ais
rien

～les
cours

de
la

B
ourse.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
。l.11

grec

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.171

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.4

en
quelque

sorte

に
赤
鉛
筆
で
囲
い
。

ll.6-10
C

hirico
ne

peutfaire

～aboutirqu'au
pastiche.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、l.7

plastiquem
ent,l.9

Plastiquem
ent

は
波
線
。

p.173.l.2
l'hém

oglobine

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.8-9

qu'ils
achètent

chez
Seligm

ann

に
紫
鉛
筆
で

括
弧
。ll.10-19

Par
contre

je
ne

pouvais
m

e
lasser

～avantde
descendre

vers
la

bouche.

に
緑

鉛
筆
で
下
線
。

p.175.ll.13-14
d'une

déform
ation

dans
le

tem
ps,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.176

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.6-9

s'ém
ouvoir,

com
m

e
d'une

déform
ation

～
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déform
ation

du
souvenir.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.10

O
PÉR

A
.

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。l.12

un
livre

oraculeux.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.14

du
rouge

etde
l'or.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.16

Le
lustre

d'opéra,
c'estJocaste

pendue.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.177
一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

ll.5-10
Je

l'aipensé

～d'un
m

annequin
de

C
hirico.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.178.ll.5-6
tirforain.

に
紫
鉛
筆
で
下
線
。l.7-p.180.l.15

La
vulgarité

de
notre

époque

～partis
bredouilles.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
。ll.7-8

La
vulgarité

de
notre

époque
éclate

dans
l'im

patience.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.12-15

Toutes
les

grandes
races,

～le
m

êm
e

geste
m

ille
fois.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.179.ll.1-2
Jadis

on
m

ourait
chaque

m
inute.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.2-3

B
ien

vivre,c'était
bien

m
ourir.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.18-21

«
U

ne
danse

que
nous

danserons
dans

quatre
ans

».V
oilà

le
vrailuxe.Le

faux
luxe

consiste
à

s'ennuyer.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.180
l.7

le
chem

in
de

ronde
に
紫
鉛
筆
で
下
線
。

p.181.ll.5-6
les

pigeons
s'abattentcom

m
e

des
pensées,

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.183.l.1-p.184.l.6
C

ette
fem

m
e

～revissersa
tête.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
。

p.184

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.186.l.4
à

centà
l'heure

に
紫
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.189.l.1
Ilva

de
soi

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.191

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.9-11

la
stylisation

par
naïveté

ne
sauraitavoirl'odieux

de
la

stylisation
par

raffinem
ent,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.16-17

C
'estparce

qu'ils
n'en

ontjam
ais

vu
d'autres.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.192.ll.10-14
Peindre

à
l'endroit,

～tuer
toute

sa
fam

ille,se
tuer.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.193

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.2-3

L'artde
dem

ain
ce

sera
les

statues
quibougent.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.194

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.2-4

brûlent
d'un

petit
feu

com
m

e
le

papier
d'A

rm
énie,

en
laissant

dernière
elles

une
m

auvaise
odeur.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.195

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.4-5

invisible,
dur

et
pur.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.10-14

Pourle
poète,

～que
possible.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.17

l'am
bre

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.196.l.5
Le

m
ensonge

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.13-p.197.l.5
Si

l'on
m

e
dem

ande
～de

toute
grandeur.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.197.l.4
l'exactitude,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.199

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.10

La
beauté

est
asym

étrique.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

ll.12-13
C

'estce
que

j'appelle

～La
beauté

boite.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.200

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.205

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.206

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.208

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.209

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.210

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
三

番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.211

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.212

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.213

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.214

★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.9

M
olière

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.12-16

quelque
chose

de
fou,

～du
clairde

lune.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.215

二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.11

Les
pom

m
es

de
C

hirico

に
緑
鉛
筆
で
下

線
。

p.216

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
黄
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.2

L'œ
ufde

C
hirico

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.230

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
緑
鉛
筆
で
○
囲
い
。
三
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
緑
鉛
筆
で
○
囲
い
。
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p.232

二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
緑
鉛
筆
で
○
囲
い
。
三
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
緑
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.9

Landes

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.10-p.233.l.2

A
près

avoir
été

frappé
par

la
foudre,

il
voyait

à
travers

les
m

urs.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.233
二
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
緑
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.236.ll.14-15
toutestune

question
de

som
m

eil.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.247.l.13-p.248.10
Q

uel
désordre!

～M
ais

le
trésor

était
là.

左
余
白
に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

l.13-p.248.l.1
le

désordre
d'une

cham
bre

après
la

visite
des

cam
brioleurs.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.248.ll.9-10
M

ais
le

trésorétaitlà.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.249.ll.9-10
de

la
m

ém
oire

à
boursoufler

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.250.l.1
TEM

PLES
G

R
EC

S

に
黄
鉛
筆
で
下
線
。

p.251

一
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
緑
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.260

三
番
目
の
★
マ
ー
ク
に
緑
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.9

M
ichel

V
ieuchange,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

l.10-p.261.l.1
R

io
delO

ro
etSm

ara,
に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.261

本
文
下
余
白
に
緑
鉛
筆
で
語
句
の
意
味
「
虹
彩
」
。l.19

にiris

（
虹
彩
）
の
語
が
あ
る
。

第
一
部
の
『
世
俗
な
神
秘
』
に
は
ほ
ぼ
書
き
込
み
が
な
く
、
第
二
部
の
『
暗
殺
と
し
て
考
え
ら
れ
た
美

術
』
の
ほ
ぼ
全
篇
に
わ
た
り
、
固
有
名
詞
に
は
赤
鉛
筆
で
下
線
、
目
に
留
ま
っ
た
ら
し
い
一
節
に
緑
鉛
筆

・
黄
鉛
筆
で
下
線
な
い
し
傍
線
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
各
フ
ラ
グ
マ
ン
の
区
切
り
で
あ
る
★
マ
ー
ク
に
黄

鉛
筆
で
○
囲
い
を
し
て
い
る
。
こ
れ
も
目
に
留
ま
っ
た
一
節
に
印
を
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
紫
鉛
筆
で

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
語
句
の
意
味
を
調
べ
て
余
白
に
書
き
込
ん
だ
箇
所
が
あ
る
。
調
べ
て
い
る
単
語
の
数
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

第
一
部
の
『
世
俗
な
神
秘
』
は
、
「
詩
と
詩
論
」
昭
和
四
年
三
月
号
に
堀
が
「
俗
な
神
秘
」
と
題
し
て

部
分
訳
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
二
八
年
刊
行
のEditions

des
Q

uatre-C
hem

ins

版

Le
M

ystère
laïc(G

iorgio
de

C
hirico)

に
拠
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
本
書
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
の
刊
行
で
、
堀

が
集
中
的
に
翻
訳
を
行
っ
た
時
期
以
後
も
、
未
読
の
コ
ク
ト
ー
の
エ
ッ
セ
イ
を
見
つ
け
て
は
読
み
進
め
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

４
、La

m
achine

infernale:
pièce

en
4

actes,Paris,G
rasset,1934.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/306

）

『
地
獄
の
機
械
』
第
八
版
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
三
四
年
五
月
三
十
日
印
刷
、
私
製
の
カ
バ
ー
が
ほ
ど

こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
コ
ク
ト
オ

地
獄
の
機
関
」
と
あ
る
。
裏
表
紙
見
返
し
に
「
棚
沢
書
店

東
京

本
郷
帝
大
前
」
と
の
書
店
票
が
あ
る
。
本
文
に
書
き
込
み
は
な
い
。

５
、La

noce
m

assacrée
(souvenirs)

:
1.visites

à
M

aurice
Barrès,Paris,Sirène,1921.

（
館
内
文

庫
記
号
：H

01/307

）

『
ノ
ス
・
マ
サ
ク
レ
』
第
二
版
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
一
年
四
月
二
十
八
日
印
刷
、
私
製
の
カ
バ
ー

が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
コ
ク
ト
オ

バ
レ
ス
訪
問
記
」
と
あ
る
。
本
文
に
書
き
込
み
は
な
い
。

６
、Le

coq
et

l'arlequin:
notes

autour
de

la
m

usique,
Paris,

Sirène,
1918.

（
館
内
文
庫
記
号
：

H
01/308

）

『
雄
鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン
』
、
私
製
の
カ
バ
ー
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
コ
ク
ト
オ

鶏
と
ア
ル

ル
カ
ン
」
と
あ
る
。
本
文
に
書
き
込
み
は
な
い
が
、pp.12-13

お
よ
びpp.16-17

の
二
枚
の
挿
絵
が
切
り

取
ら
れ
て
い
る
。

７
、Le

grand
écart:rom

an,Paris,Stock,1924

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/309

）

『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
第
二
十
九
版
（
中
表
紙
は
第
二
十
八
版
）
。
以
下
の
箇
所
に
鉛
筆
で
薄
く
語

句
の
意
味
や
下
線
等
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

p.5.ll.12-13
A

insi,
de

m
ince

qu'il
était,

s'était-il
fait

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.14-16

C
oiffant
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difficilem
ent

une
chevelure

jaune
plantée

en
tous

sens,
il

la
portait

hirsute.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.8.ll.18-19
Ilestlourd

com
m

e
le

scaphandrier.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.9.ll.9-10
Ilestde

ces
m

arins
quine

peuventguérir
du

m
alde

m
er.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.24.l.1
sournoise

左
余
白
に
「
イ
ン
ケ
ン
ナ
」。

p.27.l.11
baccalauréat

右
余
白
に
「
大
学
入
学
資
格
試
験
」
。ll.13-14

après
la

perte
d'un

régisseur
m

odèle
右
余
白
に
「
模
範
管
理
人
ノ
死
後
」。

p.28.l.5
pâte

de
poussière

の
右
余
白
に
「
埃
ノ
捏
物
」
。

p.30.l.3
m

inaudait
の
右
余
白
に
「
愛
嬌
ヲ
作
ル
」。

p.32.l.10
com

parse
d'arrière

右
余
白
に
「
後
見
」
。

p.33.l.4
coriaces

右
余
白
に
「
革
ノ
ヤ
ウ
ナ
」
。l.7

hoquet

右
余
白
に
「
ク
シ
ヤ
ミ
」。l.11

étiré

右

余
白
に
「
ノ
バ
ス
」
。l13

fatuité

右
余
白
に
「
痴
呆
」
。

p.36.l.2
hobereaux

chétifs
右
余
白
に
「
田
舎
紳
士

マ
ヅ
シ
イ
」
。l.13

purges

右
余
白
に
「
掃
除
」
。

p.41.l.18
tisane

右
余
白
に
「
ク
ス
リ
」。l.19

tem
pes

右
余
白
に
「
コ
メ
カ
ミ
」。l.19

pouls

右
余

白
に
「
ミ
ヤ
ク
ハ
ク
」。

p.42.l.7
cils

右
余
白
に
「
マ
ツ
ゲ
」。l.10

bougie

右
余
白
に
「
ロ
ー
ソ
ク
」。

p.43.l.5
cancre

に
鉛
筆
で
下
線
。l.9

tousse
下
余
白
に
「
咳
キ
ス
ル
」。

p.44.ll.5-6
dem

i-m
onde

に
鉛
筆
で
下
線
。l.6

l'affiche

下
余
白
に
「
ビ
ラ
」
。ll.17-22

G
erm

aine
souriait

très
haut

entre
l'orchestre

et
le

tam
bour.

Sa
bauté

penchait
sur

la
laideur,

m
ais

com
m

e
l'acrobate

sur
la

m
ort.

C
'était

une
m

anière
d'ém

ouvoir./C
e

chien-et-loup
attirait

Jacques.

に
鉛
筆
で
下
線
。loup

の
下
余
白
に
「
狼
」。

p.45.l.10
sécha

le
cours,

に
鉛
筆
で
下
線
。l.11

potaches
下
余
白
に
「
中
学
生
」。l.13

déconfite

上
余
白
に
「
狼
狽
し
た
」
。l.19

pinçait

右
余
白
に
「
つ
ね
る
」
。l.20

sans
détours

に
鉛
筆
で
下
線
、

下
余
白
に
「
率
直
ニ
」。

p.46.l.3
canapé

下
余
白
に
「
ソ
フ
ア
」
。l.11

coulisses

下
余
白
に
「
舞
台
裏
」
。l.14

dém
arche

下

余
白
に
「
奔
走
」。l.15

tourné
casaque

下
余
白
に
「
裏
切
ル
」
。

p.49.l.2
enlève-taches

下
余
白
に
「
汚
抜
キ
」
。

p.50.ll.5-6
sœ

urcadette

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.51.ll.4-5
Elle

s'en
repaissait

avec
une

gloutonnerie
de

rose

に
鉛
筆
で
下
線
。l.10

krachs

下

余
白
に
「
失
物
」。

p.52.l.4
à

la
m

erci
de

に
鉛
筆
で
下
線
。l.6

guette

下
余
白
に
「
待
伏
ス
」。l.8

sollicite
下
余
白

に
「
請
願
ス
ル
」。l.9

concours

下
余
白
に
「
同
意
」。l.11

se
crispe

下
余
白
に
「
タ
マ
ラ
ナ
ク
ナ

ル
」。l.15

m
aladresse

下
余
白
に
「
不
器
用
」。l.15

fougue

下
余
白
に
「
血
気
」
。

p.53

ペ
ー
ジ
右
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
た
跡
。

p.59.l.2
intim

idantes

右
余
白
に
「
脅
嚇
的
ナ
」
。ll.4-5

inaccessible

右
余
白
に
「
近
ヨ
レ
ナ
イ
」
。

p.62.ll.3-9
-C

ache-toi,
dit-elle

à
O

siris,
c'est

m
on

vieux./O
siris

se
leva,

ram
assa

ses
affaires,

entra
dans

un
placard

de
robes,

y
étouffa,

tandis
que

G
erm

aine
recevait

le
jeune

hom
m

e,
et

sortit,bouffid'orgueil.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.8

bouffi

下
余
白
に
「
フ
ク
レ
ル
」。

p.63.l.10
pancarte

に
鉛
筆
で
下
線
。l.15

charrette

に
鉛
筆
で
下
線
。l.17

psyché

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.66.l.6
au

term
e

d'un

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.67.ll.6-7
Elle

aim
aitchaque

fois
pourla

prem
ière

fois.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.70.l.8-p.71.l.2
Les

caresses,

～sortaitd'elle
com

m
e

un
couteau.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.73.l.8
polissons

下
余
白
に
「
ノ
ラ
ク
ラ
モ
ノ
」。

p.74.l.1
la

porte
cochère

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.7-8

m
étropolitain

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.75.l.11
chèque

下
余
白
に
「
小
切
手
」。l.12

théière

右
余
白
に
「
茶
碗
」
。l.15

foulard

下
余
白

に
「
薄
絹
」。l.16

intoxiqué

下
余
白
に
「
中
毒
」
。l.17

despote

下
余
白
に
「
暴
君
」。

p.76.l.10
flairait

下
余
白
に
「
嗅
グ
」。l.16

pavot

上
余
白
に
「
ケ
シ
」
。l.18

échiquier
royal

左

余
白
に
「
財
務
省
」
。l.18

biches

上
余
白
に
「
牝
鹿
」
。

p.81

ペ
ー
ジ
右
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
た
跡
が
あ
る
。

p.82.l.15
boiteux

下
余
白
に
「
チ
ン
バ
」。

p.83.l.5
rendîtcom

pte

右
余
白
に
「
辯
明
」。l.6

paresse

下
余
白
に
「
安
か
さ
」
。
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p.84.l.1
trouer

上
余
白
に
「
穴
ヲ
ア
ク
」。

p.85.l.12
chatouillant

下
余
白
に
「
ク
ス
グ
ル
」。l.12

m
enton

下
余
白
に
「
ア
ゴ
」
。

p.86.ll.12-17
L'am

our-propre

～trop
cherà

croire.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.87.ll.3-6
--

Je
dois

vivre

～ce
service

（O
siris

の
台
詞
）
とl.7

N
estor

O
siris

を
鉛
筆
の
線
で

結
び
つ
け
て
い
る
。l.14

cuites

下
余
白
に
「
ヤ
キ
モ
ノ
」。l.17

tiroirs

右
余
白
に
「
ヒ
キ
ダ
シ
」
。

p.88.l.5
brandissant

右
余
白
に
「
フ
ル
」。l.6

d'écaille

右
余
白
に
「
貝
殻
」。

p.95.l.2
attirail

下
余
白
に
「
用
具
」
。ll.2-3

prestidigitateur

の
下
余
白
に
「
手
品
師
」
。l.3

drapeaux

の
下
余
白
に
「
旗
」
。l.6

duvet

の
上
余
白
に
「
産
毛
」
。l.8

boue

の
上
余
白
に
「
泥
」
。l.10

cygnes

の
右
余
白
に
「
白
鳥
」。

p.96.ll.5-10
c'est

à
dire

～et
de

roses.

の
右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。ll.8-9

fainéants

の
左
余
白
に

「
怠
惰
ナ
」。l.9

litières
の
下
余
白
に
「
カ
ゴ
」。

p.99
l.18

arm
oire

下
余
白
に
「
押
入
」。l.19

clignait

下
余
白
に
「
細
ム
」
。

p.101.l.4
cognaient

下
余
白
に
「
ブ
ツ
ク
」。

p.105.l.7
cuisse

右
余
白
に
「
股
」。

p.112.l.2
m

étier

の
下
余
白
に
「
職
業
」。ll.9-22

U
n

soir
qu'elle

s'habillait

～pendantl'entr'acte.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.114.l.4
lim

ousine

下
余
白
に
「
箱
自
動
車
」。l.4

fourgon

下
余
白
に
「
貨
物
〃
」。l.9

m
éfiât

下

余
白
に
「
信
ジ
ナ
イ
」。

p.115.ll.3-17
M

R
âteau

vint
à

leur
rencontre.

～du
m

al
de

m
er.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.8

m
e

ongles

下
余
白
に
「
爪
」
。

p.116.l.8
prononcé

に
鉛
筆
で
印
。

p.117.l.16
couturiers

下
余
白
に
「
仕
立
ヤ
」。

p.118.l.1
fournisseurs

下
余
白
に
「
出
入
商
人
」
。l.8

déjeuners
下
余
白
に
「
朝
飯
」。

pp.126-7

カ
ー
ド
（
縦11.4

セ
ン
チ×

横7

セ
ン
チ
、
上
部
に
パ
ン
チ
穴
二
つ
）
挟
み
込
み
あ
り
。

黒
イ
ン
ク
縦
書
き
で
「
ヴ
イ
ナ
ス
の
相
手
よ
、
競
争
者
よ
、
私
が
転
が
さ
れ
私
が
あ
な
た
の
天
使
が

私
と
結
婚
す
る
敷
布
の
中
に
い
つ
ま
で
も
私
を
転
ば
し
私
を
縫
ひ
つ
け
て
く
れ
る
や
う
に
。
彼
が
私

を
も
う
離
れ
ぬ
や
う
に
、
私
は
王
子
だ
。
そ
し
て
あ
べ
こ
べ
に
寝
て
、
彼
の
翼
を
白
み
に
感
じ
な
が

ら
、
彼
が
あ
な
た
に
つ
い
て
私
に
話
し
、
し
か
し
決
し
て
私
が
表
向
き
に
し
て
お
い
た
も
の
を
私
に

示
さ
ぬ
や
う
に
。」
と
あ
る
。

p.127.l.3
m

oëlle

左
余
白
に
「
脊
髄
」
。l.5

épouses
discrètes

下
余
白
に
「
別
レ
タ
妻
」
。l.9

étreignant

上
余
白
に
「
抱
く
」
。

p.132.l.22-p.133.l.1
talons

下
余
白
に
「
カ
カ
ト
」
。

p.133.l.3
vasistas

下
余
白
に
「
ガ
ラ
ス
戸
」。

p.134.l.1
couche

下
余
白
に
「
層
」。

p.135.l.18
frappante

下
余
白
に
「
奇
抜
」。

p.137.l.13
sottise

上
余
白
に
「
愚
」
。

p.138.l.5
rivaux

右
余
白
に
「
競
争
者
」。

p.177.l.ll.7-9
Entre

le
décision

de
se

noyer,l'acte
et

les
surprises

qu'il
réserve

à
l'organism

e,
que

de
distances!

の
右
余
白
に
赤
鉛
筆
で
「
？
」
。

ペ
ー
ジ
の
折
り
込
み
箇
所
、
ま
た
下
線
を
付
し
た
部
分
の
記
述
が
、
翻
訳
・
引
用
さ
れ
る
よ
う
な
形
で

小
説
「
不
器
用
な
天
使
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
の
記
述
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。déjeuners

に

4

2

「
朝
飯
」
、cygnes

に
「
白
鳥
」
と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
初
歩
的
な
語
句
も
調
べ
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
ま
た
、m
aladresse

の
意
味
を
調
べ
、
「
不
器
用
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
本

書
が
早
い
時
期
に
読
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
不
器
用
な
天
使
」
執
筆
時
に
参
照
し
た
原

本
で
は
な
い
か
。

８
、Le

m
ystere

laïc(G
iorgio

de
C

hirico):essaid'étude
indirecte,Paris,Q

uatre
chem

ins,1928.

（
館

内
文
庫
記
号
：H

01/310

）
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『
世
俗
な
神
秘
』
初
版
、2875

冊
中1044

番
。
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
八
年
五
月
三
十
日
印
刷
。
書

き
込
み
は
な
い
。
た
だ
し
、
以
下
の
箇
所
に
し
お
り
の
よ
う
に
紙
片
が
は
さ
ま
れ
て
い
る
。

pp.18-19
M

iro
suce

des
sucres

～L'hom
m

e
està

l'im
age

de
D

ieu.

こ
の
二
ペ
ー
ジ
の
間
に
、
別

の
本
の
巻
末
図
書
広
告
の
紙
片
が
し
お
り
の
よ
う
に
挟
ま
れ
て
い
る
。

pp.26-27
casso!Le

chevalquis'est

～com
bien

cette
pureté

poétique
estfragile.

こ
の
二
ペ
ー
ジ

の
間
に
、
別
の
本
の
巻
末
図
書
広
告
の
紙
片
が
し
お
り
の
よ
う
に
挟
ま
れ
て
い
る
。

「
詩
と
詩
論
」
昭
和
四
年
三
月
号
発
表
の
「
俗
な
神
秘
」
を
訳
し
た
時
期
に
参
照
さ
れ
た
本
か
ど
う
か

は
確
定
で
き
な
い
が
、
挟
み
込
み
の
あ
る
箇
所
は
い
ず
れ
も
堀
が
訳
出
し
た
部
分
で
あ
る
。

９
、Le

Potom
ak1913-1914

:
précédé

d'un
prospectus

1916,
Paris,

Stock,
1924.

（
館
内
文
庫
記

号
：H

01/311

）

小
説
『
ポ
ト
マ
ッ
ク
』
の
増
補
版
第
三
版
。
奥
付
に
よ
れ
ば
一
九
二
四
年
九
月
十
日
印
刷
。
以
下
の
箇

所
に
書
き
込
み
が
あ
る
。

«
Prem

ière
visite

au
Potom

ak
»

p.250.l.3-p.251.l.4
Souvent

vous
m

'avez
vu,

～qu'ils
pourraient

n'être
qu'un

rêve.

左
余
白
に
鉛

筆
で
傍
線
。

p.252.l.27-p.253.l.7
U

n
soir,

à
Padoue

(c'était
sur

un
banc

de
la

rive)

～les
uns

contre
les

autres?

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.254.ll.3-9
--J'aisom

m
eil,

～je
m

e
porte

à
m

erveille.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
A

riane
»

p.259.ll.4-5
La

m
arge

etl'interligne,A
rgém

one,ily
circule

un
m

ielde
sacrifice.

右
余
白
に
鉛

筆
で
傍
線
。ll.13-18

D
'ailleurs,

que
faire?

～contre
m

oi
de

toutes
m

es
forces.

右
余
白
に
鉛
筆

で
傍
線
。

p.260.ll.12-17
U

n
soir,au

théâtre,

～J'eus
honte

de
m

e
sentirindigne.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.261.ll.4-9
Ilexiste,A

rgém
one,un

systèm
e

universeldes
ondes.

～com
m

e
un

caillou.

右
余
白

に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
La

m
ort»

p.271.ll.21-26
O

h!
nitragique

(l'idée
qu'ilfaudra

m
ourir)

～prodigieusem
entdésagréable.

に
鉛

筆
で
下
線
。

p.274.ll.7-26
U

ne
nuit,je

revenais
de

Suisse.

～les
étoiles

bavardent.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.276.ll.2-3
A

cante
s'enduisait

peu
à

peu
de

m
ort,

～de
seletd'om

bre.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.5-9

illuttaitseulcontre
l'ange

lourd

～la
vie

n'en
profitât.

に
鉛
筆
で
下
線
。

«
U

tilisation
im

possible
»

p.309
U

TILISA
TIO

N
IM

PO
SSIB

LE

の
章
題
の
ペ
ー
ジ
、
右
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。

p.311.ll.1-4
J'aiaim

é.J'aisouffert.

～J'aiquitté
la

corde.

下
線
及
び
右
余
白
に
鉛
筆
で
☆
印
を
書

き
、
消
去
し
た
跡
。ll.9-14

Je
possède,

sur
l'am

our

～n'y
pénètre

plus.

右
余
白
に
鉛
筆
で
☆
印

を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。

p.312.ll.1-18
Par

exem
ple

～par
t'attendre

défendu.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
を
書
き
、
消
去
し
た

跡
。ll.9-10

U
n

vertige
de

m
ontagnes

russes.

に
鉛
筆
で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。

p.312.ll.20-21
A

m
our,

je
m

e
consacre

à
ton

hypnose.

に
鉛
筆
で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。

p.313.ll.6-22
C

'esttoujours
plus

ou
m

oins
atroce.

～de
ne

m
e

la
pointenvoyer,souffert.

左
余

白
に
鉛
筆
で
傍
線
を
引
き
、
消
去
し
た
跡
。l.7

de
peu

に
鉛
筆
で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。l.12

il

に
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.314.ll.1-18
-

Je
te

regarde,disait-elle,

～la
personne

élue.

左
余
白
に
傍
線
、
☆
印
を
書
き
、
消

去
し
た
跡
。l.11

Le
chrétien

m
ange

son
D

ieu.

に
鉛
筆
で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。ll.15-16

les
décisions

de
la

chair

に
鉛
筆
で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。l.16

non

に
鉛
筆
で
○
囲
い
し
、

消
去
し
た
跡
。

p.315.ll.1-16
La

petite
M

arthe,

～etdéterm
ine

un
avenir.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
を
書
き
、
消
去
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し
た
跡
。l.22-p.316.l.7

Le
désir

brouille

～ses
racines

profondes.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
を
書

き
、
消
去
し
た
跡
。

p.316.ll.8-12
...A

lors
par

toute
la

peau

～O
n

reste
seul

sur
la

terre.

左
余
白
に
鉛
筆
で
☆
印
を

書
き
、
消
去
し
た
跡
。

p.317.l.16-p.318.l.5
O

n
était

là
tranquillem

ent

～A
uquel

le
cœ

ur
s'anesthésie

左
余
白
に
鉛
筆

で
傍
線
。

p.321.ll.14-21
Je

préfère
ne

pas
la

voir.

～j'ai
beaucoup

besoin
de

son
visage.

左
余
白
に
鉛
筆

で
傍
線
。

p.322.ll.10-11
ce

que
je

n'ai
plus

à
faire.

に
鉛
筆
で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。l.12-p.323.l.9

D
e

souffrir
trop,d'avoir

trop
souffert,on

a
sim

alà
la

tête.

～voilà
notre

torture.

左
余
白
に
鉛

筆
で
傍
線
。l.21

relief
etm

êm
e

ce
quite

dévaste.

に
鉛
筆
で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。

p.324.l.19

～p.325.l.3
D

'habitude,
je

sentais
la

possibilité

～les
poissons

aveugles
de

la
douleur.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。ll.20-21

prom
enade

sur
du

m
ou.

に
鉛

筆
で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。

p.325.ll.14-16
Le

soleil,m
es

m
olécules

en
m

oile
propagentsans

que
rien

y
répugne.

に
鉛
筆

で
下
線
を
書
き
、
消
去
し
た
跡
。

p.326.7-8
l'escalier

de
C

ham
bord

に
鉛
筆
で
下
線
。

«
TA

B
LE

»
A

près
coup,C

om
m

entils
vinrent,Prem

ière
visite

au
Potom

ak,A
riane,U

tilisation
im

possible,
Tirage

spécial

の
各
章
題
に
、
黒
イ
ン
ク
で
小
さ
く
・
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

全
体
に
わ
た
り
書
き
込
み
が
多
い
。
堀
は
昭
和
三
年
十
月
号
の
「
創
作
月
刊
」
に
『
ポ
ト
マ
ッ
ク
』
よ

り
「
利
用
し
得
ぬ
も
の
」
を
訳
出
し
て
い
る
。
書
き
込
み
は
こ
の
時
訳
出
さ
れ
た
部
分

U
tilisation

im
possible

に
集
中
し
て
い
る
。
翻
訳
時
に
使
用
し
た
原
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

、Le
rapelà

l'ordre,Paris,Stock,1926.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/312

）

10エ
ッ
セ
イ
選
集
『
諸
君
ご
静
粛
に
！
』
第
十
版
。「
序
」（Préface

）
に
続
き
、「
雄
鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン
」

（Le
coq

etl'arlequin

）
、「
白
紙
」（C

arte
blanche

）
、「
モ
ー
リ
ス
・
バ
レ
ス
訪
問
」（V

isites
à

M
aurice

B
arrès

）
、「
職
業
の
秘
密
」（Le

secretprofessionnel

）
、「
無
秩
序
と
考
え
ら
れ
た
秩
序
に
つ
い
て
」（D

'un
ordre

onsidéré
com

m
e

une
anarchie

）
、
「
『
山
師
ト
マ
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（A

utour
de

Thom
as

l'im
posteur

）
、
「
ピ
カ
ソ
」
（Picasso

）
の
七
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
中
の
作
品
で
堀
が
訳
出
し
て

い
る
の
は
、
「
職
業
的
な
秘
密
」
（
部
分
、
「
山
繭
」
昭

・

）
、
「
鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン
」
（
「
虹
」
昭

・

2

3

2

・

）
、「
ピ
カ
ソ
」（
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
厚
生
閣
書
店
、
昭

）
、「
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
氏
の
講
演
」（
「
無

5

11

4

秩
序
と
考
え
ら
れ
た
秩
序
に
つ
い
て
」
、
「
文
学
」
昭

・

）
、
「
山
師
ト
オ
マ
」
に
つ
い
て
」
（
「
世
界

4

12

文
学
評
論
」
昭

・

）
で
あ
る
。

5

9

表
表
紙
・
裏
表
紙
見
返
し
に
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
書
き
込
み
が
あ
る
。
全
体
に
わ
た
り
よ
く
読
ま

れ
た
痕
跡
が
あ
る
。

○
表
表
紙
見
返
し
‥
‥
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

★J'aim
e

et
j'adm

ire
M

ax
Jacob.

A
son

propos,
je

parle
souvent

de
H

enri
H

eine,
je

ne
prétends

pas
qu'ils

se
ressem

blent.M
ax

Jacob
m

'apporte
beaucoup

plus.M
ais

ils
ne

peuvent,
l'un

ni
l'autre,

ecrire
une

lignes
sans

servir
la

poésie./

★Les
gens

qui
ne

jugent
jam

ais
les

poètes
d'après

la
poésie

ne
com

prendraientpas
si,dans

une
phrase,je

louais
M

m
e

de
N

oailles
etTristan

Tzara.La
poésie

ne
peutpas

plus
se

définir
que

l'électricité.La
secousse

qu'elle
m

e
donne

n'a
rien

à
faire

avec
la

beatés
ou

la
laideur

de
l'appareilquim

e
la

transm
et.S'occuper

de
la

form
e

des
lam

pes
etde

leurs
abat-jour

estune
préoccupation

quipasse
après

le
faitque

la
lam

pe
s'allum

e
ou

ne
s'allum

e
pas./

★(voir
p.249)Je

ne
m

'intéresse
vraim

entqu'aux
choses

quim
e

serventetquipeuventprendre
place

dans
m

a
m

aison.Le
contraire

arrive
quelquefois,

m
ais

c'esttrès
rare.C

ette
exception

s'estproduite
pour

le
Sacre

du
printem

ps
etPh

é
dre,chez

マ
マ

Tairoff.A
lors,au

lieu
d'être

touché,je
suis

d
e

raciné
par

la
force

de
l'œ

uvre,je

マ
マ
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○
表
表
紙
見
返
し
裏
‥
‥
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

sors
de

m
oi-m

êm
e,

je
ne

résiste
pas,

je
ne

discute
plus,

je
m

e
laisse

aller
à

l'adm
iration,

com
m

e
sij'étais

en
voyage.A

près
je

rentre
chez

m
oi./

★O
n

croitque
je

tâtonne,c'estfaux,
etchaque

nouvelouvrage
je

tourne
syste

m
atiquem

entle
dos

à
l'ouvrage

quiprécéde.C
'estle

マ
マ

m
oyen

de
débuter

toujours,donc
de

rester
jeune.C

ette
leçon

m
e

vientd'Eric
Satie.Pensez

au
m

iracle
de

cethom
m

e
qui,à

60
ans,faitSatie

Socrate
avec

la
m

e
m

e
fraîcheur

etla
m

e
m

e

マ
マ

マ
マ

dicipline
que

R
adiguet

ecrivant
le

D
iable

au
C

orps
à

dix-sept./

★D
epuis

le
Potom

ak,
je

cherche
m

a
route,

et
je

la
chercherai

jusqu'à
m

a
m

ort.A
notre

m
ort,nos

recherches
cessent

d'être
des

recherches,elles
deviennentnotre

œ
uvre.

○
著
作
表
題
の
頁
‥
‥
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

★U
ne

œ
uvre

doit
form

er
un

paquet
qui

ne
bouge

pas.
C

'est
le

public
qui

doit
venir

se
prom

enerautour.

○
著
作
目
録
‥
‥
上
段
欄
外
に
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

L
A

R
O

SE
D

E
FR

A
N

Ç
O

IS(1923)/
L

'A
N

G
E

H
E

U
R

T
E

B
ISE

(1925)/
PR

IN
C

E
FR

IV
O

LE(1910)/D
A

N
SE

D
E

SO
PH

O
C

LE(1911)

各
著
作
題
名
の
末
尾
に
、
年
号
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。LE

C
A

P
D

E
B

O
N

N
E-ESPÉR

A
N

C
E

に
（1916-19

）
、PO

ÉSIES

に(1920
)

、VO
C

A
B

U
LA

IR
E

に(1922
)

、PLA
IN

-C
H

A
N

T

に(1923)

、

PO
ÉSIE

に(1916-1918
)

、LE
PO

TO
M

A
K

に(1913-14)

、LE
G

R
A

N
D

EC
A

R
T

に(1923)

、

TH
O

M
A

S
L'IM

PO
STEU

R

に(

〃

)

、LE
C

O
Q

ET
L'A

R
LEQ

U
IN

に(
1918

)

、

C
A

R
TE-B

LA
N

C
H

E

に

(1920)

、V
ISITES

A
B

A
R

R
ÈS

に

(1921)

、LE
SEC

R
ET

PR
O

FESSIO
N

N
EL

に(1922)

、PIC
A

SSO

に(1923)

、LES
M

A
R

IÉS
D

E
LA

TO
U

R
EIFFEL

に(1921)

、A
N

TIG
O

N
E

に(1922)

、D
ESSIN

S

に(1923)

、R
O

M
ÉO

ET
JU

LIETTE

に(1924)

、

LETTR
E

A
M

A
R

ITA
IN

に(1925)

、O
R

PH
ÉE

に(1926)

。

下
段
欄
外
に
、
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
る
。O

PER
A

(1925-1927)/O
ED

IPE-R
O

I(1925)

○
中
表
紙
‥
‥
表
題
の
下
、
収
録
エ
ッ
セ
イ
の
題
名
の
う
ち
、
次
の
二
つ
の
末
尾
に
、
年
号
が
書
き
加

え
ら
れ
て
い
る
。D

'un
O

rdre
considéré

com
m

e
une

A
narchie

に(1923)
、A

utour
de

Thom
as

l'Im
posteur

に(1923)

。

エ
ッ
セ
イ
題
名
の
下
段
空
欄
に
、
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
る
。LE

N
U

M
ÉR

O
B

A
R

B
ETTE(1926)/

ER
IC

SA
TIE(1919)/

M
O

N
O

LO
G

U
ES

D
E

JEA
N

L'O
ISELEU

R
/

M
A

ISO
N

D
E

SA
N

T
È

/ マ
マ

PA
R

A
D

E(1917)/LE
B

O
EU

F
SU

R
LE

TO
IT(1920)

マ

マ

«
Préface

»
p.9.ll.3-12

A
dix-sept

ans

～jusuqu'au
bout.

右
余
白
に
爪
で
痕
。ll.3-6

chargé
d'électricité,

～

m
auvais

livres

に
赤
鉛
筆
で[

]

。ll.3-4
je

veux
dire

de
poésie

inform
e

に
赤
鉛
筆
で
（

）
。l.9

La
com

tesse
de

N
oailles

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.17-21

M
a

prem
ière

rencontre

～donna
des

forces.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。l.22-p.10.l.1

un
jeune

Parisien

に
緑
鉛

筆
で
下
線
。

p.10.l.2
s'attendre

à
un

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.4

la
corde

raide

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.5

Sur
le

vide,
ne

pas
se

rom
pre

le
cou

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。l.6

B
arrès

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

«
Le

coq
etl'arlequin

»
p.17.l.1

L'artc'estla
science

faite
chair.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.8-9

U
N

JEU
N

E
H

O
M

M
E

N
E

D
O

IT
PA

S
A

C
H

ETER
D

E
V

A
LEU

R
S

SU
R

ES.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.10-11

Le
tact

dans
l'audace

c'est
de

savoir
jusqu'où

on
peut

aller
trop

loin.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
★
マ
ー

ク
。ll.18-20

Ily
a

une
m

aison,une
lam

pe,une
soupe,du

feu,du
vin,des

pipes,derrière
toute

œ
uvre

im
portante

de
chez

nous.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.18.l.3
Le

rossignol
chante

m
al.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.19-21

L'artiste,

～qu'il
suive

à
distance?

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.26-28

LO
R

SQ
U

'U
N

E
Œ

U
V

R
E

SEM
B

LE
EN

A
V

A
N

C
E

SU
R

SO
N

ÉPO
Q

U
E,C

'EST
SIM

PLEM
EN

T
Q

U
E

SO
N

ÉPO
Q

U
E

EST
EN

R
ETA

R
D

SU
R

ELLE.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.19.ll.17-22
Satie

disait

～toujours
à

l'os.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.20.ll.21-23
U

n
certain

retour

～parm
alentendu.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。
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p.21.ll.22-23
U

n
handicap

～l'exotism
e

principalem
ent.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。ll.28-29

C
et

oiseleur

～un
chefd'orchestre.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.22.ll.1-3
D

ans
le

créateur

～toujours
insupportable.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
、
左
余
白
に
鉛
筆
で

傍
線
。ll.8-9

U
ne

opinion

～opinion
littéraire.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.17

U
n

rêveur
est

toujours
m

auvais
poète.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.20-22

Tu
m

e
dis

venir

～aussi
changer

de
peau.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.23.ll.1-5
R

elisons
LE

C
A

S
W

A
G

N
ER

de
N

ietzsche

～au
m

usic-hall.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左

余
白
に
★
マ
ー
ク
。ll.15-18

N
ietzsche

redoutait

～N
ietzsche

plutôt!

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

ll.33-35
La

salle
applaudissait

～calèche
de

70.

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
？
」
。

p.24.l.30-p.25.l.2
Satie

contre
Satie

～à
la

déification.

左
余
白
、
右
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。

p.25.ll.3-13
O

n
se

dem
ande

souvent

～C
athédrales

englouties.

左
余
白
、
右
余
白
に
鉛
筆
で
○

マ
ー
ク
。ll.14-16

Le
public

est
choqué

～du
livret

de
PA

R
SIFA

L.

右
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー

ク
。ll.17-22

Le
m

êm
e

public
～Trésorières

surannées.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.28-p.26.l.3

Satie
a

connu
le

dégoût

～C
'estl'esthétique

de
PELLÉA

S.

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。

p.26.ll.4-22
D

ebussy
a

dévié

～après
vingt

ans
de

travail
m

odeste.

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー

ク
。l.31-p.27.l.2

Petite
œ

uvre

～IM
PO

R
TE

LEU
R

O
R

IFIC
E.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.27.ll.17-22
D

ebussy
intronise

～qu'on
piétine

sur
place.

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。

ll.26-27
Satie

enseigne

～être
sim

ple.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.28.ll.2-4
N

ila
m

usique
dans

quoi

～D
E

LA
M

U
SIQ

U
E

SU
R

LA
Q

U
ELLE

O
N

M
A

R
C

H
E.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.5-11

D
e

la
m

usique

～précis
se

joint.

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
、

右
余
白
に
「
？
」。ll.12-15

L'im
pressionniste

～un
bouchetrou

de
m

urm
ures.

に
赤
イ
ン
ク
で
下

線
。ll.16-17

Pas
le

silence
violet,succédané

des
om

bres
violettes.

に
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に

「
？
」
。ll.18-20

R
ien

n'aném
ie

～flotter
longuem

ent.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.21-23

A
ssez

de
nuages

～TO
U

S
LES

JO
U

R
S.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.24-26

A
ssez

de
ham

acs

～dans
une

m
aison.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。l.28-p.29.l.1

se
prendre

dans
la

m
ain.

に
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白

に
「
？
」。

p.29.ll.5-6
La

m
usique

～quelquefois
chaise.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.12-14

O
n

y
conserve

～

n'en
est

pas
m

oins
de

race.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.16-17

LE
C

A
FÉ-C

O
N

C
ER

T
～TO

U
JO

U
R

S
C

O
R

R
O

M
PU

.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
★
マ
ー
ク
。

p.30.ll.4-7
Lorsque

je
dis

～se
donnerau

théâtre.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー

ク
。ll.21-28

O
n

s'estbeaucoup
m

oqué

～objetplus
intim

e.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.31.ll.20-24
D

'une
certaine

recherche

～D
U

PA
IN

M
U

SIC
A

L.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.33.ll.8-10
L'opposition

que
fait

～raffinem
entextrêm

e.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.35.ll.16-21
Lorsque

B
audelaire

～en
m

auvaise
posture.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
傍
線
、

★
マ
ー
ク
。l.22-p.36.l.2

M
aldonne.

～audacieux
m

éconnu.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.36.ll.15-16
LE

PU
B

LIC

～SU
R

M
A

IN
TEN

A
N

T.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.37.ll.24-26
A

paris

～la
salle

reste
vide.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.38.ll.6-15
«

R
egarde

»

～touche
le

public.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.21-24

U
ne

phrase
du

public

～sentir
ensuite.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。l.27-p.39.l.5

U
ne

chute

～toujours
B

arabbas.

左

余
白
に
赤
鉛
筆
で
傍
線
、
○
マ
ー
ク
。

p.39.l.5
B

arabbas

左
上
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。ll.6-8

Écouter
avec

～toutes
m

es
oreilles.

に
赤

イ
ン
ク
で
下
線
、
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
✓
」
。l.9

sainte
D

ouceline

左
上
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。l.13

La
ressem

blance

左
上
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。ll.13-21

La
ressem

blance

～N
otre

espritdigère
bien.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。l.21

N
otre

esprit
digère

bien.

下
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。ll.23-25

N
e

pas
confondre

～avec
une

im
provisation

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.26-27

U
n

artiste

～être
original.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
★
マ
ー
ク
。l.28-p.40.l.2

Si
les

oiseaux

～qui
ne

se
m

ange
pas.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.40.ll.4-16
La

m
usique

est
le

seul
art

～qui
m

anque
du

haut
en

bas.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

ll.24-25
O

n
ne

blâm
e

pas
une

époque,on
se

félicite
de

n'en
avoir

pas
été.

左
余
白
に
鉛
筆
で
○

マ
ー
ク
。
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p.41.ll.5-6
D

ebussy
a

joué

～pédale
russe.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
、
上
余
白
に
○
マ
ー
ク
。ll.7-11

«
A

utour
d'un

Picasso

～en
quatre

de
M

élisande.

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。ll.12-15

PELLÉA
S,

c'est

～qui
s'écoute

dans
les

m
ains.

左
余
白
に
○
マ
ー
ク
。ll.26-27

une
com

plicité
religieuse

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。

p.42.l.1
ne

に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.1

pas
m

oins

に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.10

cuisine

左
上
余
白
に
鉛
筆

で
○
マ
ー
ク
。l.13

d'entrailles

左
上
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。l.18

je
n'y

voyais

上
余
白
に
鉛

筆
で
○
マ
ー
ク
。l.20

cheddite

左
上
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。l.22

désenlise

左
上
余
白
に
鉛

筆
で
○
マ
ー
ク
。

p.43.ll.10-12
N

O
U

S
A

B
R

ITO
N

S

～D
E

C
ET

A
N

G
E.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
★
マ
ー
ク
。

ll.16-19
Q

ue
pense

la
toile

～son
beau

destin.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
★
マ
ー
ク
。

p.57.ll.16-17
C

A
R

SEU
LE

LA
R

ÉA
LITÉ,

M
ÊM

E
B

IEN
R

EC
O

U
V

ER
TE,

PO
SSÈD

E
LA

V
ER

TU
D

'ÉM
O

U
V

O
IR

.

左
余
白
に
鉛
筆
で
○
マ
ー
ク
。

p.66.ll.1-4
N

ous
avions

toujours
～s'occupentpas

de
nous.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
C

arte
blanche

»
p.81.ll.6-10

SO
C

R
A

TE
form

era

～ne
grim

ace
pas.

右
余
白
に
赤
鉛
筆
で
傍
線
。l.22

M
arcel

H
errand

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.82.ll.2-6
disparaissent

ici

～de
s'en

servir.
右
余
白
に
赤
鉛
筆
で
傍
線
。l.8

prennent
toujours

faitetcause
contre

に
鉛
筆
で
下
線
。l.19

Le
charm

antM
arinetti

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.83.ll.7-16
Ensuite,il

sem
ble

～d'une
galère.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.12

attentat
à

la
pudeur.

に

鉛
筆
で
下
線
。l.28

Picasso

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.84.l.2
R

im
baud

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.20

C
ette

photographie
に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.20-26

C
ette

photographie

～LA
B

A
N

D
ER

O
LE.

左
余
白
に
赤
鉛
筆
で
傍
線
。

p.86.l.2
La

salle
H

uyghens

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.88.l.5
Les

petites
pièces

de
H

onegger

に

赤

鉛

筆

で

下

線

。l.6
la

M
U

SIQ
U

E
D

'A
M

EU
B

LEM
EN

T

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.7

laquelle
il

voulait

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.8

D
arius

M
ilhaud

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.13

Francis
Poulenc

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.26-29

Toute
époque

～œ
uvres

accom
plies.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.89.ll.5-8
D

onc,ne
dites

pas

～Juan
G

ris

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。l.17

estferm
é

à
double

tour.

に

鉛
筆
で
下
線
。l.18

une
grande

tenue

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.90.l.9
M

istinguett

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.92.l.25-p.93.l.5
Les

faits
se

succèdent

～un
alphabetd'école.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.93.ll.6-11
C

ar,sile
théâtre

～jusqu'à
ce

jou.r.

左
余
白
に
赤
鉛
筆
で
傍
線
。ll.17-18

A
la

sortie
d'une

séance,
les

figures
de

la
foule

nous
sem

blent
réduites,

éteintes.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

ll.30-31
l'art

étant
un

jeu
de

conventions
qui

se
transform

ent
à

m
esure

que
les

joueurs
se

fatiguent.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.94.l.13
Le

rire
espéranto.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.16-19

C
om

m
e

jam
ais

il
ne

souligne

～de
ses

chutes.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。ll.20-22

Son
dernier

film

～le
com

pte
du

rêve

に
鉛
筆
で
下
線
。

ll.26-32
C

harlot

～«
l'espritde

lourdeur».

に
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
。

p.119.ll.4-6
Je

parle
des

com
pagnes

～avec
l'eau

de
l'arrosoir.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.23-25

M
arie

Laurencin
reste

prise
au

piège
entre

les
fauves

et
les

cubistes.
Équivoque

gracieuse.
C

'estune
gazelle.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.121.ll.13-17
Le

jourdes
courses

～M
aisons-Laffitte.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.143.l.30-p.144.l.1
C

onnaissez-vous

～des
bêtes.

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.144.ll.18-24
R

ien
ne

ressem
ble

plus

～l'autre
faitl'Auguste.

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

«
V

isites
à

M
aurice

B
arrès

»
p.149

A
RAYM

O
N

D
RAD

IG
U

ET

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.5-7

N
ourri

dans

～du
m

al
et

les
m

achines.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

p.166.ll.16-21
C

ertaines
époques

～M
ais

B
arrès

l'ignorait.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
、

★
マ
ー
ク
、
→
を
引
い
て
「
Ｐ
１
３
５
」。

p.167.ll.3-12
U

n
journal

dem
andant

～nous
perm

et
de

l'adm
irer.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
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に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

p.170.ll.4-23
M

arie
B

ashkirtseff

～des
gants.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

p.171.ll.13-16
Peu

de
personnes

～le
gentlem

an
dém

oralisateur.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

«
Le

secretprofessionnel»
p.177.ll.13-14

PR
IN

C
ESSE

D
E

C
LÈV

E

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.15-16

C
e

conte
de

fées,divin,
hum

ain,inhum
ain,

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.178.ll.3-17
D

e
m

êm
e

～dangers
de

la
solitude.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。ll.3-4

EC
C

E
H

O
M

O
de

N
ietzche

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.6-7

les
naïvetés

～de
solitude.

に
緑
鉛
筆
で

下
線
。ll.14-17

«
M

ais,m
on

enfant

～les
dangers

de
la

solitude.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

p.179

二
つ
目
の
★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.15-19

Le
style

ne
saurait

～des
choses

com
pliquées.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

p.183

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
、
ペ
ー
ジ
右
上
を
斜
め
に
折
っ
て
あ
る
。

p.188
ll.4-9

C
ouper

le
nœ

ud
～bouts

de
corde.

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

p.190.l.22-p.191.l.2
U

n
m

aître
～un

chassem
ouches.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
、
★

マ
ー
ク
。

p.193.ll.11-12
O

r
je

m
'avise

～que
possible.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.11-18

O
r

je
m

'avise

～du
genre.

右
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。ll.16-18

-Q
u'entendez-vous

～du
genre.

に
緑
鉛

筆
で
下
線
。

p.195

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.13-16

C
e

que
l'hom

m
e

～génies
intelligents.

に
緑
鉛

筆
で
下
線
、
右
余
白
に
傍
線
。

p.203.ll.19-26
Jusqu'à

nouvel
ordre

～de
voie

lactée.
に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
、
★

マ
ー
ク
。
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
さ
し
あ
た
り
」
。

p.209

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.210

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.211

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.212

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.214

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.216

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.220

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
○
囲
い
。

«
D

'un
ordre

onsidéré
com

m
e

une
anarchie

»
p.239.ll.10-11

«
M

ais
regardez

donc,
le

roi
est

tout
nu!

»

右
余
白
に
茶
イ
ン
ク
で
「×
」
。

ll.21-23
m

ais
en

récitant

～conservateur

右
余
白
に
茶
イ
ン
ク
で
「×

」。l.26
M

ascarille
に
茶

イ
ン
ク
で
下
線
、
右
余
白
に
「×

」。l.29
C

athos

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。l.30

M
adelon

に
茶
イ
ン

ク
で
下
線
。

p.241.ll.1-2
En

som
m

e

～d'avoir
un

style.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。ll.1-2

je
propose

～d'avoir
un

style.

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.243.l.8
m

usée
d'A

shm
ole

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.26-28

D
éjà,

il
m

e
sem

ble

～jusuqu'au
fond.

»

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。l.26-p.244.l.1

D
éjà,

il
m

e
sem

ble

～Il
pressentait

に
緑
鉛
筆
で

下
線
。l.26-p.244.l.13

D
éjà,

il
m

e
sem

ble

～d'encre
exquis.

右
余
白
、
左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍

線
、
★
マ
ー
ク
。

p.244.ll.4-8
Elle

portait
sur

ce
m

odernism
e

～pour
faire

une
farce.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。ll.8-13

Son
charm

e

～d'encre
exquis.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.16-18

Il
était

cosm
opolite

～que
la

m
ort.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.23-28

Je
venais

～Je
m

e
sentais

vraim
entseul.

に
赤
イ
ン
ク
で
下

線
。l.33-p.245.l.2

A
près

le
C

O
Q

ET
L'A

R
LEQ

U
IN

～je
te

donne

に
緑
鉛
筆
で
下
線
。

l.33-p.245.l.25
A

près
le

C
O

Q
ET

L'A
R

LEQ
U

IN

～le
bar

y
est

pour
beaucoup.

左
余
白
に
緑

鉛
筆
で
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

p.245.l.8
Louis

M
oysès

に
茶
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.11-12

Je
joue

très
bien

～m
on

violon
d'Ingres.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.246.ll.21-22
J'inventaila

disparition

～de
la

rose.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.22-23

O
n

en
fitle

retour
à

la
rose.

Exactem
ent

le
contraire.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.24-29

Il
y

a
m

om
ent

～
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accessoires
am

éricains.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.247.ll.1-8
R

aym
ond

R
adiguetparut

～avec
une

canne.»

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
傍
線
、

★
マ
ー
ク
。ll.13-15

Q
uelquefois

～com
m

e
un

coquillage,

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.248.l.30-p.249.l.14
C

haque
fois

que

～propre
sens

que
le

café
littéraire.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、

左
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

p.249.ll.22-24
Ily

a
les

œ
uvres

～le
plaisirdu

voyage.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.250.ll.4-5
«

M
orand

est

～sur
un

arlequin.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.11-17

J'ouvre
dans

m
es

parenthèses

～qu'elle
a

servi.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

p.251.ll.16-18
U

n
grand

hom
m

e

～quine
m

'intéresse
pas.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
傍
線
、

★
マ
ー
ク
。
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.253.ll.5-6
R

adiguet
travaille

les
m

anches
retroussées,

en
plein

jour.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

ll.13-14
V

ous
devinez

～en
zigzag.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.254.ll.10-14
Elle

m
'autorise

～Tristan
Tzara

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.24-28

exem
ple

du
vers

～qui
épouse

un
sens

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.29-30

Le
pubic

aim
e

les
vers

m
élodieux,

la
prose

m
élodieuse.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.255.ll.5-10
La

belle
langue

française
～une

boule
de

neige.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.23-25

C
ar

je
supprim

e

～il
ne

reste
rien.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.29-32

«
Tu

te
plains

～qui
se

déguisent.»

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.256.ll.4-11
L'incom

parable

～le
lecteur.

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
、
★
マ
ー
ク
。ll.5-11

Si
notre

travail

～le
lecteur.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.22-26

U
n

chef-d'œ
uvre

～de
son

erreur
et

左
余
白
に
緑
鉛
筆
で
傍
線
。ll.23-27

O
r

un
chef-d'œ

uvre
～un

chef-d'œ
uvre.

に
赤
イ
ン
ク
で
下

線
。l.32-p.257.l.3

Seulem
ent

nous
avons

～Tuons
ces

sales
bêtes.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

«
A

utourde
Thom

as
l'Im

posteur
»

p.265.ll.9-11
Le

ciném
atographe

devraitdéroulerune
psychologie

～sans
psychologie,

に
鉛
筆

で
下
線
。

p.266.l.12
de

N
ogent

に
鉛
筆
で
下
線
。l.13

G
illes

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.267.ll.3-11
Q

ue
TH

O
M

A
S

～l'arrête
au

bout.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.25-p.268.l.2

U
n

rom
an,une

nouvelle,un
conte,une

histoire

～ce
dontilparle.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.269.ll.4-12
Paul

V
aléry

m
e

fit

～saltim
banques

ont
le

corps.

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に

傍
線
、
★
マ
ー
ク
。

○
裏
表
紙
見
返
し
‥
‥
左
上
に
値
段
の
書
き
込
み
「
１
．
５
５
」
。
ま
た
、
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

★C
'est

surtout
aux

jeunes
gens

qu'il
faut

deplaire,si
on

est
vraim

ent
neuf.Les

jeunes
gens

sont
presuque

toujours
les

cham
pions

d'une
vieille

anarchie
qui

leur
bouche

les
gens

et
les

oreilles.
Les

m
odes

d'avant
garde

sont
presque

m
odes

officielles,
il

ne
faut

céder
ni

aux
unes,niaux

autres,etsavoir
vivre

en
quarantaine./

★Thom
as

estentre
une

botte
de

sim
ples,

un
rem

ède
à

bonne
fem

m
e

contre
le

m
odernism

e.
La

poésie
traverse

lentem
ent

une
action

rapide.

本
書
に
は
、
堀
が
訳
出
し
た
コ
ク
ト
ー
の
エ
ッ
セ
イ
の
う
ち
五
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
コ
ク
ト
ー
の

著
作
の
発
行
年
が
手
書
き
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
堀
が
本
書
を
手
引
き
に
コ
ク
ト
ー
の
読
書
を
進

め
た
こ
と
の
表
れ
か
。
た
だ
し
年
号
は
『
コ
ク
ト
オ
抄
』（
厚
生
閣
書
店
、
昭

）
巻
末
の
著
作
目
録
「
ジ

4

ア
ン

コ
ク
ト
オ
の
作
品
」
に
書
か
れ
た
年
号
と
微
妙
に
食
い
違
っ
て
い
る
。

全
体
に
書
き
込
み
が
多
く
、
丹
念
に
読
み
込
ん
だ
様
が
窺
え
る
。
確
定
は
で
き
な
い
が
、
「
雄
鶏
と
ア

ル
ル
カ
ン
」
、
「
無
秩
序
と
考
え
ら
れ
た
秩
序
に
つ
い
て
」
、
「
職
業
的
な
秘
密
」
、
「
ピ
カ
ソ
」
、
「
山
師
ト

オ
マ
」
に
つ
い
て
」
訳
出
時
の
原
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

、Le
secretprofessionnel,Paris,Stock,1924.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/313

）

11エ
ッ
セ
イ
『
職
業
の
秘
密
』。Élie

G
agnebin

に
よ
る
著
者
紹
介Jean

C
octeau

に
続
き
、
断
章
形
式

で
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
風
の
エ
ッ
セ
イ
が
並
ぶ
。
全
篇
に
わ
た
り
書
き
込
み
が
あ
り
、
よ
く
読
ま
れ
た
痕
跡
が
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あ
る
。

«
Jean

C
octeau

»
p.7.ll.2-5

La
poésie

de
théâtre,

～toujours
recom

m
encée

に
緑
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
傍
線
、

★
マ
ー
ク
。

«
Le

secretprofessionnel»
p.14.ll.15-18

«
M

ais,m
on

enfant,m
e

dit-il

～les
dangers

de
la

solitude.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.15

二
つ
目
の
★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。l.22-p.16.l.3

Q
u'est-ce

que
le

style

～

essayentavanttoutde
faire

m
ouche.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.16.l.5

本
文
左
余
白
に
紫
イ
ン
ク
で
「
？
」
。ll.6-9

cette
m

anière
d'épauler

～Ilsoigne
son

arm
e.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.10-17

Q
uel

bel
hom

m
e!

～plus
loin

que
le

bout
de

leur
nez.

に
紫
イ

ン
ク
で
下
線
。ll.18-21

C
om

bien
les

prétendus
tableaux

～«
tableaux

pour
le

salon
».

に
紫
イ

ン
ク
で
下
線
。

p.17.ll.23-25
Ilestdifficile

～ceux
quile

possèdent.

に
黒
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.18.ll.1-3
D

egas
estune

victim
e

de
la

photographie
com

m
e

les
futuristes

ontété
victim

es
du

ciném
atographe.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.19

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。ll.16-18

U
n

tic
ne

saurait
être

style,
m

êm
e

un
tic

noble.
Soigner

sa
pensée

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。l.19

c'est
soigner

son
style.

に
紫
イ
ン
ク
で
下

線
。ll.21-22

Le
vrai

écrivain
est

celui
qui

écrit
m

ince,
m

usclé.
Le

reste
est

graisse
ou

m
aigreur.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.21.ll.1-2
Écrire,surtout

des
poèm

es,égale
transpirer.L'œ

uvre
estune

sueur.

に
紫
イ
ン
ク
で

下
線
。

p.22.ll.21-28
U

n
jour

Picabia
m

e
dit

～et
le

derrière
dans

m
a

petite
auto.

に
紫
イ
ン
ク
で
下

線
。

p.23

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。l.1

m
anette

上
余
白
に
鉛
筆
で
「
ハ
ン
ド
ル
」
。ll.4-8

D
ire

«
je

suis
m

oderne
»

～téléphone,
ciném

atographe,
aéroplane.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

ll.23-26
U

n
chefd'œ

uvre
n'estpas

～par
un

autre
chef-d'œ

uvre.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.29.ll.1-4
U

n
«

m
aître

»
est

un
papier

à
m

ouches

～Il
faut

être
un

chasse-m
ouches.

に
紫
イ

ン
ク
で
下
線
。l.8

l'angle
de

vision
(véritable

style)

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.31

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。ll.16-17

L'esrit
de

destruction
est

rom
antique.

J'y
dénonce

le
goût

des
ruines,

le
pessim

ism
e.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.24-25

M
ais

un
littérateur

sera
chatouillé

parle
dadaïsm

e,quiestlittérature
parexcellence.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.32.l.13-p.33.l.6
Ilen

va
de

m
êm

e
pour

le
peintre.

～Ilne
renseigne

sur
rien

d'autre.

に
紫
イ

ン
ク
で
下
線
。ll.13-16

Lorsque
Picasso

～les
objets

quila
m

otivent.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
波
線
。

ll.22-23
Jam

ais
ilne

perdra
de

vue
leurforce

objective.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
波
線
。

p.33.ll.3-4
Ilsubstitue

le
trom

pe-l'espritau
trom

p-l'œ
il.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
波
線
。

p.34

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。ll.8-11

C
e

que
l'hom

m
e

appelle
génie

～le
type

de
génies

intelligents.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.17-19

A
veugle:

～voilà
le

pessim
ism

e
dyonisien.

に

紫
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.22-24

N
ous

ne
som

m
es

pas
aveuglés.

～nous
ne

gardons
pas

le
silence.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.36

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。

p.37.l.16-p.38.l.5
Évidem

m
ent,

j'aim
e

m
ieux

la
m

er
que

la
m

ontagne.

～Le
désert

est
m

ontagneux.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.38.ll.12-13
M

êm
e

un
ange,

son
om

bre
est

celle
d'un

bossu.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.19-22

V
oicile

type
célèbre,

～sontpays
m

ontagneux.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.41

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。l.23-p.42.l.17

les
poètes

parlent
souvent

～les
ailes

réglem
entaires.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.42.ll.23-27
A

ce
propos,

～sontsynonym
es

en
hébreu.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.43.ll.8-16
La

chute
des

anges

～m
ais

le
stim

ulent.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.24-28

voilà
les

signes

～restent
la

poésie.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。l.29-p.44.l.4

A
rthur

R
im

baud

～une
petite

cravate
nouée

autourdu
cou.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。
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p.44.l.9
l'angélism

e
de

V
erlaine,

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.18-19

U
n

autre
poète

conseillé,aidé,
taquiné,par

les
anges,Erik

Satie,

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.47.ll.11-18
A

chacun
de

m
es

livres,

～notre
dernier

livre.

に
黒
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.49.ll.11-18
La

vie
d'un

poète
qui

tient
ses

prom
esses

～de
la

Légion
d'H

onneur.

に
黒
イ
ン

ク
で
下
線
。

p.50.ll.20-21
La

poésie
doitavoirl'air

pauvre
pourceux

quine
connaissentpas

le
vrailuxe.

に

紫
イ
ン
ク
で
下
線
。l.26-p.51.l.3

U
n

vrai
poète

se
soucie

～de
couleur

et
de

parfum
.

に
紫
イ

ン
ク
で
下
線
。

p.53

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。ll.4-7

Les
bonnes

larm
es

～ces
larm

es-là.

に
紫
イ
ン
ク

で
下
線
。ll.10-15

U
n

poèm
e

doit
perdre

～sans
autre

attache
avec

la
terre.

に
紫
イ
ン
ク
で
下

線
。

p.55.ll.5-6
Pendant

que
le

poète
crée,son

poèm
e

est
m

aintes
fois

en
danger

de
m

ort.

に
黒
鉛

筆
で
下
線
。ll.7-8

U
n

baigneur
qui

ne
sait

pas
nager

et
qui

se
noie,invente

la
natation

に
黒

イ
ン
ク
で
下
線
。

p.57

★
マ
ー
ク
に
赤
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
。l.24-p.58.l.2

V
oilà

le
rôle

de
la

poésie

～nos
sens

enregistraientm
achinalem

ent.

に
黒
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.58.ll.7-11
Il

s'agit
de

lui
m

ontrer

～perm
ise

à
la

créature.

に
黒
イ
ン
ク
で
下
線
。
左
余
白
に

赤
鉛
筆
で
傍
線
。ll.16-20

M
ettez

un
lieu-com

m
un

～Tout
le

reste
est

littérature.

に
黒
イ
ン
ク

で
下
線
。

p.60.ll.3-4
entre

autres,

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.7-9

dont
on

aim
erait

être
l'Eckerm

ann

～ou
de

casser
une

pipe,

に
鉛
筆
で
（

）。l.15
vignette

右
余
白
に
「
表
紙
飾
」
。l.22

décharge

右
余
白

に
「
放
電
」。l.27

en
ligne

de
com

pte.

に
鉛
筆
で
下
線
。l.29

goéland

に
鉛
筆
で
下
線
、
下
余
白

に
「
カ
モ
メ
」
。

p.61.l.2
sinistre

上
余
白
に
「
災
害
」。ll.4-5

un
m

anège
à

vapeur
place

du
Trône

に
鉛
筆
で
下

線
。l.6

l'éclosion

右
余
白
に
「
開
花
」
。

p.62.ll.8-10
La

poète
ne

rêve
pas

～sa
jam

be
enfonce

dans
la

m
ort.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.63.ll.20-21
La

rêverie

～du
poète

sans
poésie.

に
黒
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.69.ll.10-20
Im

aginons
une

fable.

～m
ais

il
ne

renseigne
personne.

右
余
白
に
紫
イ
ン
ク
で
傍

線
。

p.71.ll.5-9
«

O
n

ne
peut

aim
er

～d'un
plat

sans
être

cuisinier.

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

l.26-p.72.l.1
C

'estcette
pudeur

～J'aim
asqué

le
dram

e
du

Potom
ak

sous
m

ille
farces.

に
紫
イ

ン
ク
で
下
線
。

p.76.ll.1-3
Q

ue
la

form
e

～m
ais

de
les

penser;

に
紫
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.78.ll.7-8
le

poète
ressem

ble
aux

m
orts

en
cela

qu'il
se

prom
ène

invisible
parm

i
les

vivants

に
黒
イ
ン
ク
で
下
線
。

「
職
業
の
秘
密
」
は
前
掲
『
諸
君
ご
静
粛
に
！
』
に
も
収
録
が
あ
る
が
、
本
書
の
方
が
書
き
込
み
が
多

い
。
単
語
の
訳
の
書
き
込
み
も
あ
る
。
『
諸
君
ご
静
粛
に
！
』
所
収
「
職
業
の
秘
密
」
は
、
後
半
部
で
は

ブ
ロ
ッ
ク
を
区
切
る
★
に
印
が
し
て
あ
る
形
に
と
ど
ま
る
。
本
書
の
方
が
、
『
諸
君
ご
静
粛
に
！
』
所
収

の
「
職
業
の
秘
密
」
よ
り
も
先
に
読
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

、Les
enfants

terribles,Paris,G
rasset,1929.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/314

）

12『
怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
第
三
十
三
版
。
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
九
年
八
月
二
十
二
日
印
刷
。
全
篇
に

わ
た
り
、
主
に
単
語
の
訳
が
余
白
に
書
き
込
ん
で
あ
る
。

訳
選
集
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
（
厚
生
閣
書
店
、
昭

）
刊
行
時
、
本
書
は
未
刊
行
で
あ
っ
た
た
め
、
堀
は

4

こ
れ
を
訳
出
し
て
い
な
い
。
松
田
嘉
子
は
堀
の
「
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
子
供
」
（
「
文
学
時
代
」
昭

・
5

）
、
「
死
の
素
描
」
（
「
文
学
時
代
」
昭

・

）
の
二
作
に
『
怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
の
影
響
を
指
摘

4

5

5

し
て
い
る*237

。

堀
は
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
の
中
で
、
「
彼
が
去
年
書
い
た
「
恐

5

2
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る
べ
き
子
供
ら
」
と
い
ふ
小
説
も
大
変
評
判
が
い
い
や
う
だ
が
、
僕
は
ま
だ
す
つ
か
り
読
ん
で
ゐ
な
い
」

と
述
べ
、
こ
の
時
点
で
本
を
入
手
し
て
い
た
か
読
み
始
め
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
小
文
「
二
三
の

作
品
に
就
い
て
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
で
、
「
四
十
に
も
な
つ
て
「
ア
ン
フ
ア
ン
・
テ
リ
イ
ブ
ル
」
を

7

11

書
い
た
コ
ク
ト
オ
の
不
幸
」
に
触
れ
、
『
怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
に
論
及
し
て
い
る
。

書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

«
Prem

ière
Partie

»
p.24

ペ
ー
ジ
左
上
角
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
た
跡
が
あ
る
。

p.25

ペ
ー
ジ
右
上
角
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
た
跡
が
あ
る
。l.5

im
prégnaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
シ

ミ
コ
ム
」。l.6

fouettées

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ム
チ
」
、「
ウ
タ
レ
ル
」
。l.6

rafales

右
余
白
に
鉛
筆

で
「
突
風
」
。l.9

déchirantes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
悲
痛
ナ
」
。l.10

cyclone

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
大

旋
風
」
。l.12

givre

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
氷
花
」。l.13

édifices

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
建
物
」
。l.18

s'anim
ait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヨ
ミ
ガ
ヘ
ル
」
。l.19

trom
be

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
龍
巻
」
。l.20

livide

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
蒼
白
」
。

p.26.l.7
passé

m
aître

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ニ
通
ジ
テ
ヰ
ル
」
。l.8

am
orçait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
餌

ヲ
ヤ
ル
」。l.10

entre
chien

etloup

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
タ
ソ
ガ
レ
ド
キ
」。

p.27.ll.7-8
m

et
hors

d'atteinte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
安
全
ナ
ト
コ
ロ
ニ
」
。l.12

m
âchés

右
余
白
に

鉛
筆
で
「
カ
ム
」。l.13

pupitre

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
机
」
。

p.28.l.6
cartable

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
カ
バ
ン
」
。l.10

gravit

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヨ
ヂ
ル
」
。l.13

peluche

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ビ
ロ
ー
ド
」
。l.13

éventrée
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
腹
ヲ
サ
ク
」
。l.14

son
crin

etses
ressorts

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
毛
ト
バ
ネ
」。l.15

fardeau

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
荷
」
。

p.29.l.14
grelotte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
フ
ル
ヘ
ル
」。

p.31.l.8
débarras

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
モ
ノ
ズ
キ
」。l.20

se
frayait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
キ
リ
ヒ

ラ
ク
」
。

p.32.l.16
tension

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
キ
ン
チ
ヨ
ウ
」。

p.33.l.8
em

bête

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
イ
ヤ
ガ
ラ
ス
」
。l.15

bile

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
怒
リ
」
。

p.34.l.17
tapait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
タ
タ
ク
」
。l.19

retraite

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
退
却
ス
ル
」
。

p.35.l.4
palier

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
中
段
」
。l.9

sarcasm
es

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
嘲
リ
」
。l.17

baller

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ハ
ズ
ム
」。l.18

cahots

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
動
揺
」
。l.20

étape
右
余
白
に
鉛

筆
で
「
行
程
」
。l.21

fabuleuse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
物
語
メ
イ
タ
」。

p.36.l.10
abuse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
陵
辱
ス
ル
」
。l.12

crudité

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
放
縦
ナ
」
。

ll.15-16
quiproquo

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
取
違
ヒ
」
。l.19

fugace

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
消
エ
易
イ
」
。

p.37.l.5
ballottée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ユ
レ
ル
」
。

p.38.l.12
paralysée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
発
作
」
。l.16

ensorcelée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
誘
惑
ス
」
。l.16

cajolée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
タ
ラ
ス
」
。l.18

apparitions

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
出
現
」
。l.18

dom
icile

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
住
所
」
。l.19

hideuses

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
見
苦
シ
イ
」。l.20

cirrhose

右
余

白
に
鉛
筆
で
「
硬
化
症
」。l.20

foie

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
肝
臓
」。l.22

brandissait

右
余
白
に
鉛
筆

で
「
フ
リ
マ
ハ
ス
」
。

p.39.l.9
se

fardait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
化
粧
ス
」
。l.19

im
potente

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
随
ノ
」
。

l.20
exténuait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
衰
弱
サ
セ
ル
」。l.24

entorse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
挫
傷
」。

p.40.l.6
se

reposait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
信
用
ス
」
。l.22

trim
e

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
骨
ヲ
折
ル
」
。l.23

infect

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
臭
イ
」。

p.41.l.2
gelés

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
凍
ツ
タ
」
。l.8

dem
eure

de

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
促
ス
」
。l.14

A
u

fur

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ダ
ン
ダ
ン
ニ
」。l.17

losanges

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
菱
形
」。l.17

jujube

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
棗
実
」
。l.18

flocons

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
羊
毛
ノ
フ
サ
」。l.21

bille

右
余
白

に
鉛
筆
で
「
タ
マ
」
。

p.42.l.4
profane

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
俗
人
」。l.10

couverture

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
被
ヒ
」
。l.10

m
augréant

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
イ
カ
リ
」。l.20

froncés

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
シ
カ
メ
ル
」
。

p.43.l.9
ausculter

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
聴
診
ス
」
。l.14

prodiges

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
怪
奇
」
。ll.17-18

réverbération

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
反
射
」
。l.20

guipure

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
レ
ー
ス
」
。

p.44

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.6

corniche

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
軒
蛇
腹
」
。l.7
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balayait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
追
ヒ
払
フ
」
。

p.45.l.6
s'en

gavant

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
タ
ラ
フ
ク
食
フ
」
。l.10

m
iettes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
パ

ン
ク
ズ
」。l.11

pliures

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
紙
ヲ
オ
ル
コ
ト
」
。l.14

essor

右
余
白
に
「
飛
躍
」
。

l.23-p.46.l.1
pichenette

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
爪
弾
キ
」
。

p.46.l.10
relayeront

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
交
代
ス
ル
」。

p.47.l.18
s'étire

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ノ
ビ
ヲ
ス
ル
」。ll.18-19

hagarde

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
兇
暴

ナ
」。l.23

raseuse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ウ
ル
サ
イ
奴
」。

p.48.l.12
alléchait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ソ
ソ
ノ
カ
ス
」。ll.18-19

carapace

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
甲

殻
」。

p.49.ll.7-8
diagnostic

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
診
察
」。l.12

m
astiquer

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
咀
嚼
ス

ル
」。

p.50.l.12
barbouillé

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
書
キ
ナ
グ
ル
」
、「
ヨ
ゴ
レ
ル
」。l.13

m
orve

左
余
白
に

鉛
筆
で
「
鼻
水
」。

p.51.l.4
le

cabinet
de

lecture

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
図
書
閲
覧
室
」。ll.8-9

traversin

右
余
白
に
鉛

筆
で
「
長
枕
」
。l.12

frousse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
恐
レ
」
。l.20

M
ouche-toi

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ハ

ナ
ヲ
カ
ム
」。

p.53.l.8
piqûre

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
刺
シ
タ
痕
」。

p.54.l.1
proviseur

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
校
長
」
。l.2

censeur

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
生
徒
監
」
。l.9

poivre

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
胡
椒
」
。l.16

écluse

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
水
門
」。

p.55.l.2
cloua

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
釘
ヅ
ケ
ニ
サ
ル
」
。l.9

péristyle

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
柱
廊
」
。

p.56.ll.8-9
robustes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
丈
夫
ナ
」
。

p.57.l.5
om

brageux

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
恐
レ
易
イ
」
。l.5

vénérait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
尊
ブ
」
。

l.7
baliverne

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
串
戯
」。l.21

pouce

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
拇
指
」。

p.58.l.7
l'initiative

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
独
断
」。

p.59.l.9
prestige

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
幻
惑
」。l.11

dim
inuât

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
減
ズ
ル
」
。l.17

constellation

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
星
座
」
。

p.60.ll.7-8
accessoires

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
附
属
品
」
。l.14

s'aggravait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
烈
シ

ク
ナ
ル
」。l.15

caisses

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
箱
」。l.18

se
délectait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
タ
ノ
シ

ム
」。

p.61.ll.1-2
alim

enter

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
力
ヲ
ソ
ヘ
ル
」。ll.6-7

de
gros

m
ots

右
余
白
に
鉛
筆
で

「
口
ヲ
ソ
ロ
ヘ
テ
」
。l.8

im
m

unisait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
免
除
ス
ル
」
。l.11

savourait

右
余
白
に

鉛
筆
で
「
味
フ
」。l.15

pouffer

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ド
ッ
ト
笑
フ
」。l.19

Invulnérable

右
余
白

に
鉛
筆
で
「
傷
ツ
ケ
ラ
レ
ズ
ニ
」
。ll.20-21

vestiges

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
跡
」。

p.62.l.4
devise

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
格
言
」。l.15

gibier

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
エ
モ
ノ
」
。

p.63.l.15
m

alotru

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
無
作
法
ナ
奴
」
。l.18

saccage

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
混
乱
」
。

p.64.l.6
m

aniaque

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
狂
人
」。ll.11-12

adroitem
ent

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
上
手

ニ
」。l.14

subite

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
急
ナ
」
。l.16

brusquaient

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
乱
暴
ニ
扱

フ
」。

p.65.l.8
dégénérait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
悪
化
ス
ル
」。l.22

livides

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
青
ク
ナ
ツ

テ
」。

p.66.l.4
em

preinte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
跡
形
」
。l.6

ahurissem
ent

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
オ
ド
ロ
キ
」
。

l.6
rechute

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
再
発
」。

p.67.l.6
sarcophage

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
石
棺
」。l.10

saugrenu

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
へ
ん
て
こ

な
」。

p.69.l.3
tâche

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
業
務
」
。l.5

détente

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
休
息
」
。l.5

suralim
entation

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
肥
療
法
」
。l.9

farouche

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
野
生
」
。l.10

agressive

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
喧
嘩
ズ
キ
」
。l.10

en
fin

de
com

pte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
結
局
」
。l.13

dévouem
ent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
献
身
」
。ll.13-14

D
évouem

ent
à

toute
épreuve

右
余
白
に
鉛
筆

で
「
堅
忍
不
抜
」。

p.70.l.1
hiéroglyphes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
象
形
文
字
」。l.3

intègres

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
完
全
無
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欠
」
。l.16

m
icrobes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
微
生
物
」
。l.17

alerte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
敏
捷
ナ
」
。l.18

vil

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
卑
シ
イ
」。

p.71.l.11
se

calfeutra

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ト
ヂ
コ
モ
ル
」
。l.14

m
égère

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
毒

婦
」
。l.15

se
dépensait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
遣
カ
フ
」
。l.19

m
inus

habens

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
無

能
力
者
」。l.19

m
atricule

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
名
簿
」。l.20

loque

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ボ
ロ
」
。

p.72.l.3
l'ouate

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
綿
」
。l.3

hydrophile

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
水
ヲ
ス
フ
」。l.7

pansem
ents

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
繃
帯
」。l.12

ne
revenent

pas

に
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
鉛
筆

で
「
驚
ク
」
。l.14

se
butait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
頑
張
ル
」
。l.23

projetaient

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
計

画
ス
ル
」。

p.73.l.6
sublim

é

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
昇
華
ス
ル
」
。l.11

croissance

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
成
長
」
。l.13

guérite

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
隠
レ
場
」。l.14

index

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
食
指
」。

p.74.ll.6-7
goutteux

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
神
経
痛
」。l.14

opportune

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
折
ノ
イ

イ
」。

p.75.ll.1-11
dans

son
cœ

ur
la

place
～ém

euvent
les

garçons

右
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。l.16

célibataire

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
独
身
ノ
」
。ll.17-18

adm
inistration

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
管
理
」
。

p.76.l.7
attaque

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
攻
撃
」
。

p.77.l.3
G

arce

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ア
マ
ツ
チ
ヨ
」
。l.9

m
ater

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
屈
服
サ
ス
」
。l.15

m
aîtrise

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
制
御
力
」
。l.17

B
on

gré
m

algré

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
否
応
ナ
シ
ニ
」
。

l.17
couchettes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
寝
台
」。

p.78.l.8
veulerie

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
無
気
力
」
。l.11

anguleuse

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
角
立
ツ
タ
」
。

p.79.l.1
élastique

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ゴ
ム
糸
」
。l.9

Soustrait
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
逃
レ
ル
」
。l.11

crépitem
ent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
爆
鳴
」
。l.12

discord
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
和
」
。ll.13-14

fléchissait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
同
情
ヲ
ヒ
ク
」。l.15

vigilance
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
注
意
」
。l.16

sournoise

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
陰
険
ナ
」
。l.16

indice

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
徴
候
」
。l.18

gourm
andise

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
貪
食
」
。l.23

vom
issait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
吐
ク
」
。

p.81.l.1
déception

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
裏
切
リ
」
。

p.82.l.3
algue

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
藻
」。

p.83.l.5
gloutonnes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ガ
ツ
ガ
ツ
ク
フ
」
。l.7

tape

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
平
手
打
」
。

l.7
se

tordaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヨ
ヂ
ル
」
。l.14

nasales

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
鼻
」
。l.16

chiffons

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ボ
ロ
」
。l.17

infatuer

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
夢
中
ニ
サ
セ
ル
」
。l.18

pêche

右

余
白
に
鉛
筆
で
「
釣
リ
」。

p.84.l.3
cellule

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
密
室
」
。l.14

concours

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
協
力
」
。l.16

affût

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
待
伏
」
。

p.85.l.18
riposte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
反
撃
」
。l.18

dénoua

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
破
ル
」
。l.18

enchanta

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ミ
ス
ル
」。l.21

chasseurs

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
猟
師
」
。l.23

exploits

右
余

白
に
鉛
筆
で
「
功
労
」。

p.86.l.5
sourdine

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
制
音
栓
」
。l.5

robinets

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
コ
ル
ク
」。l.9

brandissant

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
フ
リ
マ
ハ
ス
」
。l.13

volte-face

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
急
変
」
。l.15

tronçons

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
切
端
」
。l.15

convulsés

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
痙
攣
シ
タ
」
。

p.87.l.1
s'am

plifia

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
引
伸
バ
ス
」
。l.4

seconder

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
助
ケ
ル
」
。l.7

panique

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
恐
慌
」
。l.11

fessait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
尻
ヲ
叩
ク
」。l.12

fléau

右

余
白
に
鉛
筆
で
「
束
縛
」。l.13

bornes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
限
界
」。l.19

lucre

右
余
白
に
鉛
筆
で

「
利
益
」。

p.88

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。ll.9-10arrosoir

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
如
露
」
。l.11

affublé

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
マ
ト
ハ
セ
ル
」
。l.12

pèlerine

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
外
套
」
。l.14

bosse

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
突
起
」
。ll.15-16

quincaillier

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
金
物
商
人
」。

p.89.ll.3-4
déshéritait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
相
」（
＊
「
相
続
人
」
と
続
く
は
ず
だ
っ
た
か
）
。l.5

anneaux

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
輪
」。l.6

tournevis

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ネ
ヂ
マ
ハ
シ
」。l.6

étiquettes

右
余

白
に
鉛
筆
で
「
貼
札
」。l.11

coffre-fort

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
金
庫
」
。

p.90.l.4
décuplaient

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
十
倍
ニ
ス
ル
」
。l.4

aptitudes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
能
力
」
。
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l.6
broche

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
胸
飾
リ
」
。

p.91.l.2
large

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
沖
」。l.3

envergure

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
帆
幅
」。l.4

arrim
age

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
積
荷
」
。

p.92.l.6
lam

beau

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
片
」。l.7

andrinople

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
赤
イ
植
木
鉢
」
。

p.93.l.7
se

pourlèche

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
脣
ヲ
ナ
メ
ル
」
。l.10

nourrisson

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
嬰

児
」
。l.20

vase
de

nuit

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
シ
ビ
ン
」
。l.23

dérobé

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
秘
密
」
。

p.94.l.2
se

replia
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
退
却
ス
ル
」
。

p.96.l.9
calait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
引
キ
下
ス
」
。ll.12-13

protagoniste

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
主
役
」
。

p.97.l.2
aplatissait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
平
ラ
ニ
ス
」
。l.4

ingrédients

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
要
素
」
。l.9

écorchure

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ス
リ
傷
」
。ll.12-13

traversin

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
長
枕
」。

p.98.l.9
fendu

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
パ
ツ
チ
リ
シ
タ
」
。l.11

nuque

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
首
筋
」
。l.19

s'em
baum

ait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
木
乃
伊
ニ
ナ
ル
」
。l.21

bibelots

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ガ
ラ
ク
タ
」
。

l.23
installation

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
装
置
」。

p.99.l.5
ficelles

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
細
綱
」
。l.6

retouches

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
訂
正
」
。l.17

saladier

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ド
ン
ブ
リ
」
。l.19

écrevisses

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ザ
リ
ガ
ニ
」
。

p.100.l.4
poivre

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
胡
椒
」。l.4

m
outarde

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
芥
子
」
。ll.5-6

croûtes
de

pain

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
パ
ン
ノ
皮
」
。l.17

châtiait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
罰
ス
ル
」
。l.20

abjecte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
卑
シ
イ
」。

p.102.l.9
tue-tête

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
声
ヲ
限
リ
ニ
」
。l.18

torchon

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
雑
巾
」
。

p.103.ll.10-11
délestaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
底
荷
ヲ
除
ク
」
。

p.104

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.5

décapité

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
斬
首
サ
レ

ル
モ
ノ
」
。l.7

suprêm
e

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
最
後
」
。l.11

carapace
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
甲
殻
」
。l.15

gloutonnerie

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
貪
食
」。l.19

dilatait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
フ
ク
ラ
マ
ス
」
。

p.105.l.7
réciproque

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
逆
」
。

p.106.l.11
expédier

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
送
ル
」。

p.107.l.1
refoulait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
追
払
フ
」。l.18

roulotte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
馬
車
」
。

p.108.l.1
nettoyer

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
掃
除
ス
」
。l.4

lingerie

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
リ
ン
ネ
ル
や
」
。

l.5
m

édianoche

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
真
夜
中
ノ
食
事
」。

p.110.l.8
problém

atiques

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
問
題
ノ
」
。

p.111.l.12
jum

eaux

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
双
生
児
」。l.19

pâteux

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ネ
バ
ネ
バ

シ
タ
」
。l.21

épaves

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
漂
流
物
」
。l.21
taupes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
土
龍
」
。

p.112

ペ
ー
ジ
左
下
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。ll.9-10

contrebande

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
禁

制
品
」
。l.10

tolérait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
大
目
ニ
見
ル
」。l.14

aptitude

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
才

能
」。

p.113.l.1
contredisaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
撞
着
」。l.5

souple

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
シ
ナ
ヤ
カ

ナ
」。l.5

gâchée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ネ
ラ
レ
タ
」。l.8

préoccupaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
夢
中

ニ
サ
セ
ル
」。

p.114.l.1
dépérissait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
衰
フ
」。l.15

débitées

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ノ
ベ
ル
」
。

p.115.l.8
tortionnaire

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
刑
吏
」
。l.8

experte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
熟
練
シ
タ
」
。l.13

faiblesse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
無
気
力
」
。

p.116.l.1
subterfuge

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
逃
口
上
」
。l.3

m
êlée

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
口
論
」。l.4

doléances

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
苦
情
」。l.5

invectives

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
嘲
罵
」。l.6

im
m

onde

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
罪
深
イ
」。l.10

fanfaronne

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
虚
勢
家
」
。

p.117.ll.15-16
antidotes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
解
毒
剤
」
。

p.122

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
た
跡
が
あ
る
。l.5

sarcophage

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
石

棺
」。l.23

funeste

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
幸
ナ
」
。

p.123

ペ
ー
ジ
右
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.1

brandissait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
振
リ
マ

ハ
ス
」
。l.11

sim
ilitude

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
相
似
」
。l.14

couches

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
層
」
。l.17

cratère

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
噴
火
口
」
。l.21

revanche

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
返
報
」
。l.22

prérogatives

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
特
性
」
。
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p.124.ll.4-14
Elizabeth

avait
rejeté

～D
argelos-A

thalie

左
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。ll.19-20

se
rapprocherait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
共
ニ
」
。

p.125.l.13
frontons

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
破
風
」
。l.15

incorrecte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
乱
雑
ナ
」
。l.19

guenilles

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ボ
ロ
」。

p.126.ll.9-10
tornades

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
台
風
」
。l.10

bonaces

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
大
凪
」
。l.18

récolte
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
蒐
集
」。

p.127.l.2
m

orgue
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
横
柄
」。

p.128.l.1
inoffensives

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
無
害
ノ
」。l.5

adm
inistrateur

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
支

配
人
」
。

p.130.l.17
interm

édiaire
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
中
間
ノ
」
。l.18

désarroi

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
混
雑
」
。

l.19
à

contresens

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
逆
ニ
」。

p.131.l.3
absorbé

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
夢
中
ニ
ナ
ツ
タ
」。l.5

s'agaçaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
イ

ラ
イ
ラ
ス
ル
」
。

«
D

euxièm
e

Partie
»

p.137.l.2
tanguait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
縦
ニ
ユ
レ
ル
」
。l.2

torturait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
歪
メ
ル
」
。

l.3
caches

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
隠
レ
場
」
。

p.138.ll.8-9
paroxysm

e

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
発
作
」
。l.10

grues
infectes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
臭

イ
女
」
。

p.139.l.5
com

plot

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
陰
謀
」
。l.7

vociféra

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ド
ナ
ル
」。

p.140.ll.18-19
algarade

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ケ
ン
ツ
ク
」
。l.21convoitait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ホ

シ
ガ
ル
」。

p.141.l.18
préventions

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
偏
見
」
。l.18

céda
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
負
ケ
ル
」
。l.19

s'engoua

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
心
酔
ス
ル
」。

p.142.l.19
jum

elles

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
双
眼
鏡
」。l.19

m
em

brane
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
膜
」
。

p.143.l.1
pythonisse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
巫
女
」
。l.16

se
bourrent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
タ
ベ
ル
」
。

l.17
poisseuse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
キ
タ
ナ
ラ
シ
イ
」。l.17

m
acédoine

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ゴ
ッ

タ
煮
」
。

p.144.l.10
piscine

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
池
」
。l.11

cocasse

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
変
ナ
」
。l.13

escrim
e

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
剣
術
」
。l.19

rupture

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
調
和
」
。

p.145.l.2
jaillissait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
噴
出
ス
ル
」
。l.6

pesaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
衡
ル
」
。l.6

conséquences

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
結
果
」
。

p.146.l.2
nuageux

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
曇
ツ
タ
」。ll.11-12

géraient

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
管
理
ス

ル
」。

p.147.l.9
m

oyeu

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
コ
シ
キ
」
。l.11

dérapait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ハ
ズ
レ
ル
」
。l.15

loterie

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
福
引
」。

p.150

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.5

fournit

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
与
ヘ
ル
」
。l.6

m
odifia

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
変
化
サ
セ
ル
」
。

p.151.l.9
m

arasm
e

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
衰
弱
」
。l.14

m
ulâtres

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ア
イ
ノ
コ
」
。l.16

em
baucha

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
誘
拐
ス
」
。ll.16-17

com
patriote

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
同
郷
人
」
。l.19

dortoir

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
寝
室
」
。

p.153.l.7
m

oquette

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ビ
ロ
ー
ド
ラ
シ
ヤ
」。l.12

suspension

右
余
白
に
鉛
筆
で

「
釣
燭
台
」。l.15

isolaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
引
離
ス
」
。

p.154.l.2
planisphère

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
平
面
球
（
世
界
地
図
）
」
。l.13

sentinelles

左
余
白
に
鉛

筆
で
「
歩
哨
」
。

p.155.l.13
cul-de-sac

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
袋
町
」
。l.17

cède

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
屈
ス
ル
」
。l.20

réfugiée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
避
難
ス
」。l.22

m
eute

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
一
群
ノ
」。l.22

béton

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
コ
ン
ク
リ
イ
ト
」
。

p.156.l.2
déchues

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
失
権
シ
タ
」
。l.22

parloir

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
応
接
室
」
。

p.157.l.1
défuntes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
死
亡
シ
タ
」
。l.2

décès

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
死
亡
」
。l.4

nefs

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
陪
者
席
」。l.9

cierges

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
大
蝋
燭
」
。
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p.160.l.2
funiculaire

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
索
條
鉄
道
」。

p.161.l.1
effluves

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
瘴
気
」。l.4

enfilade

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
縦
射
」。

p.162.l.12
am

orce

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
呼
水
」
。l.17

enceinte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
仕
切
」。

p.163.ll.9-10
ém

igrèrent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
移
住
ス
ル
」
。l.11

cam
ps

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
野
営
」
。

p.165.l.20
m

arais

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
沼
」。l.20

lotus

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
白
蓮
」
。

p.167.l.2
bornes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
際
限
」。l.17

détendu

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ユ
ル
ム
」
。l.18

renfrognée
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
シ
カ
メ
ル
」
。

p.169.l.15
tactique

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
戦
術
」
。l.16

dém
oralisa

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
粗
喪
サ
ス
」
。

（
＊
沮
喪
の
間
違
い
か
）l.17

grippe

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
反
感
」。l.21

lugubre

右
余
白
に
鉛
筆

で
「
カ
ナ
シ
イ
」。

p.170.l.11
couches

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
層
」
。l.12

flairait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
嗅
グ
」
。l.14

dorlota

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ア
マ
ヤ
カ
ス
」。

p.171.ll.5-6
anesthésiée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
麻
痺
」。ll.7-8

dénouem
ent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
解

決
」。ll.18-19

cajolant

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヘ
ツ
ラ
フ
」
。l.23

bégayait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ド

モ
ル
」
。

p.175.l.17
chevilles

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ク
ロ
ブ
シ
」
。
（
＊
ク
ル
ブ
シ
の
間
違
い
か
。
）l.17

bouillonnem
ent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
沸
騰
」
。
（
＊
騰
が
さ
ん
ず
い
。
間
違
い
か
。）l.22

bûcheron

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
樵
夫
」
。

p.178.l.19
repoussait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
キ
ラ
フ
」。

p.181.l.3
cerceau

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
毛
筆
」
。

p.183.ll.1-2
am

ertum
e

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
苦
悶
」
。ll.2-3

révélation

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
天
啓
」
。

l.21plaidoirie

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
弁
護
」
。

p.185.l.5
se

m
orfondait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
コ
ゴ
エ
ル
」。

p.187.l.11pécuniaires

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
金
銭
」
。l.15

som
m

a

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
強
ヒ
ル
」
。l.17

divulguer

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
公
開
ス
ル
」。l.18

pacificatrice

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
仲
介
者
」。

p.188.l.15
chancelait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヨ
ロ
メ
ク
」
。l.16

cédait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
マ
ケ
ル
」
。

p.189.l.2
perte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
損
害
」。l.6

desserra

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ユ
ル
メ
ル
」
。

p.191.l.1
bûcheron

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
キ
コ
リ
」
。l.2

cognait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ウ
ツ
」
。ll.9-12

Elle
resta

～ses
m

ains
effrayantes

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.193.l.4
factice

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
自
然
ナ
」
。l.5

rivalisant

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
敵
対
ス
ル
」
。

l.8
accablaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
オ
シ
ツ
ブ
ス
」。l.10

industrieuse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
タ
ク

ミ
ナ
」
。

p.194.l.3
farouche

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
残
忍
ナ
」。ll.4-5

pathologique

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
病
理

学
」。l.12

garantissait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
保
護
ス
」。l.13

confrontation

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
対

立
」。ll.15-16

m
alveillance

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
悪
意
」
。

p.195.ll.6-7
intervention

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
手
術
」
。l.7

chirurgicale

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
外
科
」
。

l.8
scalpel

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
メ
ス
」
。ll.16-17

épouvantes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
恐
怖
」
。ll.20-21

dépérissait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
衰
弱
ス
」
。

p.196.ll.4-5
consternait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ビ
ツ
ク
リ
サ
ス
」。l.12

sollicitude

左
余
白
に
鉛
筆

で
「
不
安
」。l.12

étoffe

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
布
」。

p.197.l.3
dorénavant

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
以
後
」。ll.3-4

indesciplinée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
規

則
ナ
」
。

p.199.l.5
m

oue

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
フ
ク
レ
ツ
ラ
」
。

p.201.l.14
cachetait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
封
印
す
る
」
。l.15

fioles

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
硝
子
壜
」
。

p.202.l.6
flèches

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
矢
形
」。l.11

bahut

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ト
ラ
ン
ク
」
。l.16

crevaient

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ハ
チ
キ
レ
ル
」。l.22

ouate

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
綿
」
。

p.203.l.1
plaie

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
キ
ズ
」。l.2

terreux

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
土
色
」
。l.3

truffe

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
菌
」。l.4

m
otte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
土
ク
レ
」
。l.5

oignon

右
余
白
に
鉛
筆

で
「
玉
葱
」。l.9

répugnait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
嫌
悪
ノ
念
ヲ
オ
コ
サ
ス
」
。l.11

reptile

右
余
白
に

鉛
筆
で
「
爬
虫
類
」
。l.12

ém
anait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
発
ス
ル
」。
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p.204

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。

p.205.l.9
envoûte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ノ
ロ
フ
」
。l.10

figurine

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
人
形
」
。ll.12-13

singeant

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
猿
真
似
」
。

p.206.l.7
occulte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
隠
密
ナ
」
。ll.17-18

insolite

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
異
常
」
。

ll.20-21
contrepoids

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
分
銅
」。

p.207.l.4
s'étiolait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
青
ザ
メ
」
。

p.209.l.7
nettoyages

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
掃
除
」。

p.211.l.5
télégraphe

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
電
信
機
」
。l.7

transpiration

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
汗
」
。l.12

rafale

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
突
風
」
。

p.212.l.18
enceinte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
室
」
。l.19

pestilence

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
流
行
病
」。

p.213.l.2
gisait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
横
ハ
ル
」
。l.4

dilatées

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヒ
ラ
イ
タ
」。l.8

livide

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
鉛
色
」。l.9

pom
m

ettes

右
余
白
に
「
頬
骨
」
。l.12

carafe

右
余
白
に
鉛

筆
で
「
水
サ
シ
」。

p.215.ll.11-23
Ses

m
em

bres

～ilne
bougea

plus

右
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。ll.14-19

M
ais

une
sécheresse

～m
at

insupportable.

に
爪
で
下
線
の
跡
。l.15

salive

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ツ
バ
」
。

ll.15-16
boisaient

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ウ
エ
ル
」。l.20

m
at

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ニ
ブ
イ
」
。l.21

déraillait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
脱
線
ス
」
。

p.216.l.3
bélier

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
牡
羊
」
。l.9

courroie

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
革
帯
」
。l.11

bonds

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
反
動
」
。l.11

ressorts

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
バ
ネ
」
。

p.217.l.1
âcre

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
カ
ラ
イ
」。l.7

bouillotte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ユ
タ
ン
ポ
」
。

p.218.l.1
déboîtaient

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ハ
ズ
ス
」
。l.2

m
écanism

e

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
シ
カ
ケ
」
。

l.5
fourbe

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ペ
テ
ン
」
。l.5

opiniâtre
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ガ
ン
コ
ナ
」
。l.12

talonnée

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
セ
カ
シ
テ
」。

p.219.l.20
râlait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ウ
ナ
ル
」
。

p.220.l.5
fébriles

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
熱
ノ
」
。l.22

bravait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
挑
ム
」
。

p.221.ll.4-5
divaguait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ト
リ
ト
メ
ノ
ナ
イ
コ
ト
ヲ
イ
フ
」。l.8

em
poigné

右
余

白
に
鉛
筆
で
「
カ
ク
シ
タ
」
。
（
＊
付
近
の
見
出
し
語

em
pocher

（
カ
ク
シ
ニ
イ
レ
ル
）
と
見
間
違

え
た
か
。em

poigné

で
あ
れ
ば
、
握
る
・
掴
む
の
意
味
。）l.10

espionne

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
探

偵
」
。l.10

acculée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
オ
ヒ
ツ
メ
ル
」
。l.17

dém
ente

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
狂
人
」
。

l.20
louchant

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヤ
ブ
ニ
ラ
ミ
シ
」。l.22
tension

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
緊
張
」
。

p.222.l.4
bornes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
サ
カ
ヒ
」。l.10

dom
pta

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
オ
サ
ヘ
ル
」
。

ll.10-11
paroxysm

e

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
発
作
」。

p.223.l.22
inerte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
惰
性
」
。l.23
au

fur

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ダ
ン
ダ
ン
」。

p.224.l.5
arcanes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
秘
伝
」
。l.12

paralytique

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
中
風
患
者
」
。

l.18
cérébral

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
脳
」。

p.225.l.3
gam

m
e

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
音
階
」
。l.9

tribunal

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
法
廷
」
。ll.12-13

aboutiront

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
達
ス
ル
」。l.14

inceste

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
倫
」。

p.226.ll.5-20
Le

m
oribond

～dans
la

m
ort.

左
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。l.10

diffuse

左
余
白
に

鉛
筆
で
「
錯
雑
ナ
」
。l.16

gâchette

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
引
金
」。

p.227.l.3
tintam

arre

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
喧
噪
」
。ll.6-7

bom
bardée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
砲
弾
ヲ

ア
ビ
タ
」
。l.13

saigner

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
出
血
ス
」
。l.15

rigoles

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ミ
ゾ
」
。l.16

givre

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
氷
花
」
。l.20

cache-cols

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
肩
掛
」。

p.228.l.2
grelotte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
フ
ル
ヘ
」。l.7

infecte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ク
サ
イ
」。

○
裏
表
紙
見
返
し
‥
‥
ペ
ー
ジ
左
上
に1.20

と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
二
十
四
ペ
ー
ジ
以
下
ほ
ぼ
末
尾
に
至
る
ま
で
単
語
の
意
味
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
堀
が
単

語
の
意
味
を
確
か
め
つ
つ
、
本
書
を
通
読
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

調
べ
ら
れ
て
い
る
単
語
は
、
特
殊
な
も
の
も
多
い
が
初
歩
的
な
単
語
も
あ
り
、
同
じ
単
語
を
何
度
か
繰

り
返
し
引
い
た
形
跡
が
あ
る
。
忘
れ
て
し
ま
っ
た
単
語
を
何
度
も
引
き
直
し
つ
つ
、
通
読
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
「
平
面
球
（
世
界
地
図
）
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
堀
の
「
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
子
供
」
の
於
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菟
の
部
屋
に
描
か
れ
る
物
の
中
に
「
地
球
儀
」
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
題
名
か
ら
は
じ
ま
り
、
人
物
の
設

定
や
プ
ロ
ッ
ト
、
細
部
の
描
写
に
『
怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
堀
が
本
書
を
通
読

し
た
際
に
辞
書
で
引
い
た
単
語
が
、
訳
語
を
変
え
る
形
で
、
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
執
筆
前
後
に
本
書
は
読
み
始
め
ら
れ
、
「
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
子

供
」
や
「
死
の
素
描
」
が
書
か
れ
た
頃
に
は
、
か
な
り
読
み
進
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
単
語
の

意
味
の
書
き
込
み
が
行
わ
れ
て
い
る
点
よ
り
、
本
書
は
昭
和
五
年
一
月
か
ら
五
月
位
に
か
け
て
堀
が
読
ん

だ
原
本
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

、Lettre
à

Jacques
M

aritain,Paris,Stock,1926.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/315

）

13『
マ
リ
タ
ン
へ
の
手
紙
』
第
十
六
版
、
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
七
年
十
一
月
三
十
日
印
刷
、
私
製
の
カ

バ
ー
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
コ
ク
ト
オ

マ
リ
タ
ン
へ
の
手
紙
」
と
あ
る
。

『
コ
ク
ト
オ
抄
』
（
厚
生
閣
書
店
、
昭

）
に
、
「
マ
リ
タ
ン
へ
の
手
紙
」
の
部
分
訳
が
掲
載
さ
れ
て

4

い
る
。「
オ
ル
フ
エ

―
ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ
著
」（
「
文
学
」
昭

・

）
に
、「
「
マ
リ
タ
ン
へ
の
手
紙
」

4

11

を
読
ん
で
み
る
と
、
こ
の
戯
曲
は
、
彼
が
長
い
間
の
阿
片
中
毒
か
ら
や
つ
と
恢
復
し
た
ば
か
り
の
時
に
、

書
か
れ
た
も
の
ら
し
い
」
と
の
言
及
が
あ
る
。
『
マ
リ
タ
ン
へ
の
手
紙
』
は
、
堀
が
コ
ク
ト
ー
や
ラ
デ
ィ

ゲ
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
情
報
源
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
書
は
、
本
文
の
後
半
に
下
線
等
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.46.l.20-p.47.l.3
L'ordre

après
la

crise

～d'un
ordre

ancien.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.47.l.4-p.48.l.2
L'artd'après

l'art!

～ses
m

usiciens.
左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.49.l.16
D

ieu,ordre
du

m
ystère-queldésordre!

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.50.ll.8-9
L'invisible

m
e

devint
cette

vitesse-là.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.19-22

A
u

ciném
atographe

～une
rixe.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.51.ll.12-16
C

ar,
pour

em
ployer

～se
m

ordre
les

doigts.

に
鉛
筆
で
下
線
。l.18-p.52.l.2

La
fatigue

m
e

sauvait

～en
couleurs.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.52.ll.6-8
Q

ue
pense

la
toile

～ilm
e

salit.»

に
鉛
筆
で
下
線
。l.9-M

a
paresse

～
左
上
に
鉛
筆

で
カ
ギ
カ
ッ
コ
（

「

）。ll.13-15
C

e
qui

convainc

～son
algèbre

d'am
our.

に
鉛
筆
で
下
線
。

l.20-p.53.l.2
Les

grandes
découvertes

～par
la

vague.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.53.ll.11-14
A

voir
recours

～avec
la

poésie.

に
鉛
筆
で
下
線
。l.16

Je
propose

l'artpour
D

ieu.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.54

ペ
ー
ジ
左
下
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.18-p.55.l.4

Le
livre,

la
toile,

～un
raisin

irréel.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.55.ll.16-20
Puis

une
ressem

blance

～dans
la

réalité.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.56.l.17-p.57.l.5
D

es
livres

～parm
iles

pétarades.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.57.ll.13-15
Le

m
ouvem

ent
dort

～se
trouve

entraîné.

に
鉛
筆
で
下
線
。l.13-p.58.l.6

Le
m

ouvem
ent

～

lettre
enfantine.

右

余

白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.18-p.58.l.6

Le
C

O
Q

ET
L'A

R
LEC

U
IN

～lettre
enfantine.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.58.ll.7-8
théologiens

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
神
学
生
」。ll.16-23

B
arrès

avait

～en
un

jour.

左
余

白
に
鉛
筆
で
傍
線
。ll.17-21

Il
m

e
fallait

～parler
de

conversion.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.22-23

L'allure
d'acrobate

ne
se

quitte
pas

en
un

jour.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.59.ll.15-20
V

ous
savez

que

～du
style

de
luxe.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.23-24

que
m

es
pollens

voleraientm
al!

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.60.ll.6-10
C

'estune
lettre

～de
m

on
âm

e

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.65.ll.7-15
A

ne
pas

confondre

～sur
une

couleur.

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.20-22

J'apprendraique
le

besoin

～sur
l'oreiller

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.66.ll.1-7
le

neufestune
fraîcheur

～à
laisserfaire

D
ieu.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.68.ll.14-17
Le

scandale
etla

solitude,

～nous
donne

l'exem
ple.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

本
書
は
、
四
十
六
ペ
ー
ジ
か
ら
六
十
八
ペ
ー
ジ
ま
で
の
間
に
書
き
込
み
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
『
コ
ク

ト
オ
抄
』
の
時
に
用
い
ら
れ
た
原
典
で
あ
ろ
う
か
。
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、O
edipe-roi;

Rom
éo

etJuliette,Paris,Plon,1926.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/316

）

14戯
曲
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
初
版
、
普
及
版
四
七
五
○
冊
の
う
ち
、
四
三
八
○
番
。
第
十
六
版
、
奥
付

に
よ
る
と
一
九
二
八
年
一
月
二
十
三
日
印
刷
、
私
製
の
カ
バ
ー
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
コ
ク
ト

オ

エ
イ
ジ
プ
ス
王
・
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
と
あ
る
。

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
「
オ
ル
フ
エ

―
ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ
著
」
に
言
及
が

あ
る
。
ま
た
、
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
で
は
よ
り
明
確
に
、
「
僕
は
そ
れ
か
ら
コ
ク
ト
オ
の

「
ア
ン
チ
ゴ
ー
ネ
」
や
「
ロ
メ
オ
と
ユ
リ
エ
ツ
ト
」
等
の
翻
訳
を
読
ん
で
、
そ
の
翻
訳
の
仕
方
を
面
白
い

と
思
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
一
国
語
か
ら
他
の
国
語
へ
の
翻
訳
で
は
な
い
の
だ
。
死
ん
だ
言
葉
か
ら
生
き
た

言
葉
へ
の
翻
訳
な
の
だ
」
と
評
し
て
い
る
。

本
書
は
、
後
半
の
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の
部
分
に
若
干
の
書
き
込
み
等
が
あ
る
。
書
き
込
み

箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.71.ll.7-11
B

EN
V

O
LIO

:A
llons

donc,
m

on
cher,

～une
autre

douleur

右
余
白
に
爪
で
傍
線
の

痕
。

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の
部
分
が
読
ま
れ
た
形
跡
は
あ
る
が
、
本
書
が
エ
ッ
セ
イ
等
で
堀
が
言

及
し
た
当
時
に
読
ま
れ
た
原
本
か
は
定
か
で
な
い
。

、O
péra,Paris,Stock,1927.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/317
）

15詩
集
『
オ
ペ
ラ
』
。
私
製
の
カ
バ
ー
が
施
さ
れ
、
背
に
「
コ
ク
ト
オ

オ
ペ
ラ
」
と
あ
る
。
書
き
込
み

は
少
な
い
が
、
巻
末
目
次
の
詩
の
題
名
に
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
堀
の
『
コ
ク
ト
オ
抄
』（
厚
生
閣
書
店
、

昭

）
に
は
「
オ
ペ
ラ
」
の
総
題
で
、
「
眠
ら
れ
ぬ
夜
或
は

泥
棒
鳩
」
、
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
足
の
発
見

4
（
一
九
二
六
年
に
於
け
る
）
」
、「
睡
眠
者
の
標
本
」
、「
巴
里
の
街
の
中
の
一
本
の
腕
の
出
現
」
、「
赤
い
袋
」
、

「O
H

!
LA

LA
!

」
、
「
空
虚
な
町
の
な
か
の
電
話
の
音
」
、「
春
」
、
「
ア
レ
ゴ
リ
イ
」
、
「
十
月
二
十
四
日
夜

の
奇
蹟
の
説
明
」
「
ジ
ァ
ン

コ
ク
ト
オ
の
劇
」
、
「
詩
人
の
死
」
の
十
二
篇
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
堀
は

解
説
文
「
ジ
ア
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
（
「
創
作
月
刊
」
昭

・

）
で
「
彼
は
最
近
、
詩
集
「
オ
ペ
ラ
」
を

4

1

出
し
た
」
と
し
て
、
「
巴
里
の
街
の
中
の
一
本
の
腕
の
出
現
」
の
冒
頭
二
行
を
訳
し
て
い
る
。
ま
た
「
オ

ル
フ
ェ

―
ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ
著
」
（
「
文
学
」
昭

・

）
の
中
で
、
戯
曲
『
オ
ル
フ
ェ
』
に
触
れ
、

4

11

「
こ
れ
に
は
「
オ
ペ
ラ
」
の
ポ
エ
ジ
イ
（
死
の
ポ
エ
ジ
イ
）
の
一
滴
を
顕
微
鏡
で
見
つ
め
た
や
う
な
恐
ろ

し
さ
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）

5

2

に
お
い
て
、
「
作
品
の
対
象
そ
の
も
の
が
難
解
」
な
作
品
と
し
て
『
オ
ペ
ラ
』
に
言
及
し
、
「
わ
れ
わ
れ

の
眼
に
見
え
な
い
も
の
の
姿
を
見
あ
ら
は
さ
う
と
し
て
青
い
イ
ン
ク
を
ぶ
ち
ま
け
る
」
と
評
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
オ
ペ
ラ
』
へ
の
言
及
は
多
く
、
か
つ
昭
和
四
年
一
月
時
点
で
は
少
な
く
と
も
同
詩
集
を

手
元
に
お
き
、
不
可
視
の
も
の
や
死
を
表
現
し
た
詩
集
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
『
オ
ペ
ラ
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
長
詩
「
天
使
ウ
ル
ト
ビ
ー
ズ
」
は
、
一
九
二
五
年
に
ス
ト

ッ
ク
社
か
ら
マ
ン
・
レ
イ
の
口
絵
入
り
の
単
行
本
に
収
め
ら
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
堀
は
葛
巻
義
敏
宛
、

昭
和
四
年
八
月
二
日
附
葉
書
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
八
巻
、
筑
摩
書
房
）
で
、
大
野
俊
一
ら
と
共
同
生
活

を
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
よ
り
、「
コ
ク
ト
オ
の
「L'A

nge
H

eurtebise

」
を
持
つ
て
き
て
く
れ
た
ま
へ
」
と

葛
巻
に
依
頼
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
二
五
年
刊
の
『
天
使
ウ
ル
ト
ビ
ー
ズ
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

本
書
へ
の
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

«
Prière

M
utilée

»
p.12.ll.5-6

La
dam

e
deboutetfolle

sur
le

lustre,/D
isaità

tous
les

dates
de

naissance
;

左
余
白

に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.13.l.6
D

ieu
s'exprim

e
en

am
ipar

ses
trilles

de
folle.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
L'A

nge
H

eurtebise
»

p.35.l.1
gradins

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.2

En
m

oire

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.3

M
e

bat

に
爪
で
下
線

の
痕
。l.3

m
ém

oire

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.4

gredin

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.6

bât

に
爪
で
下
線
の
痕
。
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l.14
l'as

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.15

L'as

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.36.l.1
L'ange

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.1

pousse

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.2

m
iséricorde

に
爪
で
下
線

の
痕
。l.4

genoux

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.5

m
élange.

Pouce!
dénoue

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.6

La
corde

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.8

C
égeste

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.8

nom

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.9

Inouï

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.10

épouvantails

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.11

le
geste

non

に
爪
で
下
線
の
痕
。

l.13
le

vantail
に
爪
で
下
線
の
痕
。l.14

geste
oui

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.16

heurte

に
爪
で
下
線
の

痕
。l.17

brise
に
爪
で
下
線
の
痕
。l.17

change

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.18

gare,
d'heure

に
爪
で

下
線
の
痕
。

p.37.l.9
A

D
ieu

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.9

torture

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.10

tortue

に
爪
で
下
線
の

痕
。l.11

m
élodieux

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.13

qui
tue

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.14

diam
ant

に
爪
で

下
線
の
痕
。l.20

D
es

yeux
d'am

ant

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.22

D
'avion

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.22

en
toile

d'albâtre

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.38.l.5
l'âtre

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.6

étoile

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.8

avions

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.14

Sans
carte

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.16

S'écartent

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.17

am
er

に
爪
で
下
線
の
痕
。

l.17
A

ndes

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.19

aim
er

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.20

indécents

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.39.l.3
-poil

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.4

Tes
m

oires

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.5

tes
voiles

に
爪
で
下
線

の
痕
。l.9

affluents

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.9

l'O
ise

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.10

d'arbre

に
爪
で
下
線

の
痕
。l.12

O
iseleur

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.12

ta
m

ie

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.12

apprivoise

に
爪

で
下
線
の
痕
。l.14

oiseaux

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.14

les
am

ies

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.15

m
arbre

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.16

l'A
ve

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.18

jongler

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.18

avec

に

爪
で
下
線
の
痕
。l.19

Plum

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.20

plûm
e

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.21

le
jeûne

に

爪
で
下
線
の
痕
。l.21

la
terre

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.22

d'une
に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.40.l.1
jungle

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.4

au
bec

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.17

A
nge

ou
feu?

に
爪
で
下

線
の
痕
。l.22

Feu!

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.41.l.10
ouvre

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.11

feuille

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.13

Im
pudique

に
爪
で
下

線
の
痕
。l.14

Louvre

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.14

A
m

érique

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.15

Le
veuille

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.19

qu'on
veut

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.42.l.1
de

l'eau

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.4

m
on

tom
beau

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.10

anthracite

に
爪

で
下
線
の
痕
。l.12

C
ordages

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.14

d'âge

に
爪
で
下
線
の
痕
。

«
Table

des
M

atières
»

N
uitblanches

ou
Pigeon-Terreur

左
余
白
に
黒
イ
ン
ク
で
○
印
。

N
o

M
an's

Land

左
余
白
に
黒
イ
ン
ク
で
○
印
。

Le
m

odèle
des

dorm
eurs

左
余
白
に
黒
イ
ン
ク
で
○
印
、
赤
鉛
筆
で
下
線
。

A
pparition

d'un
bras

dans
une

rue
de

Paris

左
余
白
に
黒
イ
ン
ク
で
○
印
、
赤
鉛
筆
で
下
線
。

Le
Paquetrouge

左
余
白
に
黒
イ
ン
ク
で
○
印
、
赤
鉛
筆
で
下
線
。

O
h!la

la!

左
余
白
に
黒
イ
ン
ク
で
○
印
。

Le
Printem

ps

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

Explications
des

prodiges
de

la
nuitdu

24
octobre

に
赤
鉛
筆
で
下
線
。

La
M

ortdu
poète

左
余
白
に
黒
イ
ン
ク
で
○
印
、
赤
鉛
筆
で
下
線
。

巻
末
目
次
を
見
る
と
、N

o
M

an's
Land

を
除
き
、
全
て
堀
が
訳
出
し
た
詩
の
題
名
に
印
が
付
さ
れ
て

い
る
。
堀
が
訳
出
し
た
の
は
十
二
篇
、
そ
の
う
ち
の
八
篇
に
印
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「
天
使
ウ
ル
ト
ビ
ー
ズ
」
に
よ
く
読
ま
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
音
韻
の
つ
な
が
り
に

特
徴
が
あ
る
詩
で
、
堀
が
そ
う
し
た
音
の
関
連
性
に
注
目
し
て
こ
の
詩
を
読
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
聯
の

中
で
音
が
響
き
合
う
語
に
爪
で
下
線
を
施
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ばEn

m
oire

とm
em

oire

や
、

épouvantails

とle
vantail

な
ど
。

『
コ
ク
ト
オ
抄
』
刊
行
時
に
堀
が
読
ん
だ
本
だ
と
完
全
に
確
定
は
で
き
な
い
が
、
巻
末
目
次
の
書
き
込

み
の
様
子
か
ら
見
て
そ
の
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
堀
は
解
説
文
「
ジ
ア
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
執
筆
時
に
は

既
に
本
書
を
手
元
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
、
昭
和
三
年
末
か
昭
和
四
年
の
一
月
に

は
こ
の
詩
集
を
手
に
入
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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16『
阿
片
』
第
十
二
版
。
表
紙
見
返
し
にH

A
K

U
SU

ISH
A

TO
K

IO

の
票
あ
り
。
神
田
錦
町
の
白
水
社

の
小
売
部
で
購
入
し
た
も
の
か
。
鉛
筆
等
に
よ
る
書
き
込
み
は
な
い
が
、
爪
で
痕
を
残
し
た
箇
所
が
何
箇

所
か
見
受
け
ら
れ
る
。
ペ
ー
ジ
の
開
き
具
合
を
見
て
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
拾
い
読
み
す
る
よ
う
な
形
で
と

も
か
く
も
全
篇
が
通
読
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.110.ll.12-20
Les

livres
doiventavoir

du
feu

etde
l'om

bre.Les
om

bres
changentde

place.A
seize

ans
on

dévore
D

O
R

IA
N

G
R

A
Y

.
Ensuite

le
livre

devient
ridicule.

Il
m

'est
arrivé

de
le

reprendre
et

d'y
trouver

des
om

bres
très

belles
(épisode

du
frère

de
Sybil

V
ane)

et
de

voir
com

m
e

on
est

injuste.D
ans

certains
livres

les
om

bres
ne

bougent
pas;

左
余
白
に
爪
で×

印
の

痕
。

p.116.ll.5-15
Le

peintre
qui

aim
e

peindre
les

arbres
devenant

un
arbre.

～Sans
doute

est-ce
une

des
raisons

quipoussentle
poète

à
em

ployer
l'opium

.

左
余
白
に
爪
で×

印
の
痕
。

p.126.ll.14-19
TR

ISTE
SIR

E.
C

E
PEU

IN
TÉR

ESSA
N

T
PER

SO
N

N
A

G
E.

～Léonard
de

V
inci,par

exem
ple.

左
余
白
に
爪
で×

印
の
痕
。

p.128

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
た
痕
が
あ
る
。

p.190.ll.6-11
Proust,grâce

à
sa

fortune,vivaitenferm
é

avec
son

univers,ilpouvaitse
payerle

luxe
d'être

m
alade,il

était,en
fait,m

alade
par

possibilité
de

l'être
;

asthm
e

nerveux,éthique
sous

form
e

d'hygiène
fantaisiste,am

enant
la

m
aladie

véritable
etla

m
ort.

右
余
白
に
爪
で
傍
線

の
痕
。

プ
ル
ー
ス
ト
と
病
気
と
の
関
連
に
触
れ
た
部
分
に
傍
線
痕
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
刊
行

年
次
か
ら
考
え
て
、
既
に
堀
が
こ
の
本
を
読
ん
だ
時
期
、
堀
は
コ
ク
ト
ー
へ
の
関
心
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
印
の
箇
所
も
、
作
家
や
作
品
名
な
ど
に
触
れ
た
と
こ
ろ
が

多
い
。、O

rphée,Paris,Stock,1927.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/319

）

17戯
曲
『
オ
ル
フ
ェ
』
第
五
版
、
私
製
の
カ
バ
ー
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
カ
バ
ー
背
に
「
コ
ク
ト
オ

オ
ル
フ

ェ
」
と
あ
る
。
堀
は
、「
オ
ル
フ
ェ

ー
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
著
」
で
『
オ
ル
フ
ェ
』
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
時
、
初
出
稿
で
は
「
堀
口
大
學
の
翻
訳
は
実
に
正
確
だ
。
そ
し
て
う
ま
い
。
た
だ
、
も
つ
と
不
器
用

だ
つ
た
ら
、
訳
文
に
反
つ
て
、
短
い
言
葉
と
言
葉
を
嵌
め
合
は
し
た
や
う
な
原
文
の
味
が
出
た
か
も
知
れ

な
い
と
思
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
堀
口
大
學
訳
『
オ
ル
フ
ェ
』
（
第
一
書
房
、
昭

）
へ
の
言
及
で
あ

4

る
。
昭
和
四
年
十
一
月
の
時
点
で
、
堀
は
こ
の
本
の
原
書
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
昭

和
四
年
四
月
刊
行
の
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
は
、
様
々
な
コ
ク
ト
ー
の
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
の
見
本
帖
の
観
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戯
曲
を
収
め
て
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
刊
行
前
後
の
昭
和
四

年
四
月
よ
り
、
十
一
月
ま
で
の
間
に
入
手
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
に
は
若
干
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

«
D

écor
»

p.14.ll.3-6
M

algré
le

cield'avriletsa
lum

ière
franche,on

devine
ce

salon
cerné

pardes
forces

m
ystérieuses.M

êm
e

les
objetfam

iliers
ontun

airsuspect.

に
鉛
筆
で
下
線
。

«
Prologue

»
p.17.ll.3-14

M
esdam

es,M
essieurs,ce

prologue
n'estpas

de
l'auteur

～m
es

cam
arades

etm
oi.

左
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
Scène

Prem
ière

»
p.18.l.10

tape

下
余
白
に
鉛
筆
で
「
タ
タ
ク
」
。

p.25.l.14-p.26.l.10
(O

R
PH

ÉE)
Pas

sérieux?
M

a
vie

com
m

ençait
à

se
faisander

～Je
traque

l'inconnu.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.27.ll.9-18
(O

R
PH

ÉE)
N

ilui,nim
oi,nipersonne.Q

ue
savons-nous?

～une
fleur

du
fond

de
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la
m

ort.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
Scène

Q
uatrièm

e
»

p.46.ll.1-7
prend

la
chaise

sur
laquelle

H
eurtebise

se
tient

debout
et

l'em
porte.

～sous
les

pieds
d'H

eurtebise
etsort.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

«
Scène

N
euvièm

e
»

p.102.ll.5-15
(O

R
PH

ÉE)
Q

ue
pense

le
m

arbre

～que
je

lui
laisse

finir
son

travail.

右
余
白
に

鉛
筆
で
傍
線
。

裏
表
紙
見
返
し
‥
‥
鉛
筆
で
「1.10

」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

オ
ル
フ
ェ
の
台
詞
を
中
心
に
鉛
筆
で
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
書
き
込
み
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、

本
書
が
堀
の
最
初
に
入
手
し
た
原
本
と
す
れ
ば
、
昭
和
四
年
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
に
入
手
さ
れ
た

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。tape

と
い
う
易
し
い
語
句
に
「
タ
タ
ク
」
と
い
う
意
味
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

、Picasso,Paris,Stock,1923.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/320

）

18ス
ト
ッ
ク
書
店
の
現
代
人
叢
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
ピ
カ
ソ
』
。
形
態
は
『
職
業
の
秘
密
』

と
同
じ
く
豆
本
の
よ
う
な
小
型
の
本
で
あ
る
。
堀
は
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
に
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
訳
出
し
て
い

る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.9.ll.7-10
La

vie
d'un

tableau

～du
m

ariage
des

deux
forces.

に
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
鉛
筆

で
傍
線
。ll.25-30

Q
ue

reste-t-il?
U

n
tableau.

～des
form

es
qui

le
com

posent.

右
余
白
に
鉛
筆

で
傍
線
。l.31-p.10.l.3

U
n

jour
Picasso

voulut

～le
paravent

vivait.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.10.ll.11-14
U

n
m

auvais
peintre

couvre
un

rideau
de

théâtre
～l'esprits'enfoncent.

右
余
白
に

鉛
筆
で
傍
線
。ll.15-21

Le
théâtre

de
Picasso

n'est
pas

un
théâtre

populaire.

～une
position

unique
d'aristocrate.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。ll.24-26

Parfois,
la

bascule
～elle

ne
fonctionne

pas.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.11.ll.19-20
pourvu

des
plus

vieilles
recettes

françaises

に
鉛
筆
で
下
線
。l.23-p.12.l.2

U
n

œ
il

noir
les

dévore

～ilarrive
toujours

au
m

êm
e

total.

に
青
イ
ン
ク
で
下
線
。l.26

M
eubles

よ
り
鉛

筆
で
線
、
ペ
ー
ジ
下
余
白
に
「
家
具
」
。

p.12.ll.3-4
A

peine
possède-t-il

ce
charm

e
qu'il

en
use.

Sur
quoi

l'expérim
entera-t-il?

に
鉛
筆

で
下
線
。ll.4-9

O
n

im
agine

～il
touche

un
fruit.

に
青
イ
ン
ク
で
下
線
。l.7

colonne

左
余
白
に

鉛
筆
で
「
円
柱
」。l.10-p.13.l.4

Picasso
s'essaye

d'abord

～Le
trom

pe-l'œ
ilestm

ort.

右
余
白
に

鉛
筆
で
傍
線
。

p.12.l.12
d'A

nis
del

M
ono

に
鉛
筆
で
下
線
。l.13

cirée

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
蠟
引
シ
タ
」
。l.20

m
odèles

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.23

réclam
es

d'absinthe

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.24

suie

左
余
白
に

鉛
筆
で
「
煤
」
。l.24

im
m

eubles

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
家
屋
」。l.25

craie

に
爪
で
下
線
の
痕
、
左

余
白
に
鉛
筆
で
「
白
墨
」。l.29

des
cam

aïeus
beiges

d'une
grâce

abstraite.

に
鉛
筆
で
下
線
。

p.13.l.2
pipent

よ
り
線
、
ペ
ー
ジ
上
余
白
に
鉛
筆
で
「
ア
ザ
ム
ク
」
。ll.2-4

Les
raisins

de
l'art

～Le
trom

pe-l'œ
il

est
m

ort

に
青
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.5-7

Il
faut

voir
le

m
om

ent

～de
voyageurs

étonnés.

に
鉛
筆
で
下
線
。l.9
lâche

よ
り
鉛
筆
で
線
、
左
余
白
に
「
ユ
ル
メ
ル
」
。ll.9-10

d'un
paraphe

une
corrida

に
鉛
筆
で
下
線
。l.12

échafaude

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
組
立
ツ
」
。l.15

un
linge

de
pierre

に
鉛
筆
で
下
線
。l.16
vache

よ
り
鉛
筆
で
線
、
右
余
白
に
「
牝
牛
」
。ll.16-23

D
es

m
ains

cassées?

～deviennentdes
caricaturistes.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.21

d'Egine

に
鉛
筆
で
下
線
。ll.24-25

C
arolus

D
urand

に
鉛
筆
で
下
線
。l.24-p.14.l.8

U
n

peintre
qui

n'a
que

du
talent

～Il
lui

en
tom

be
des

m
ains,des

lèvres.

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.14.l.3
doués

よ
り
鉛
筆
で
線
、
左
余
白
に
「
賦
与
サ
ル
」。l.8

Il
lui

en
tom

be
des

m
ains,

des
lèvres.

に
鉛
筆
で
下
線
。l.9

boutade

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
気
マ
グ
レ
」
。l.12

ouate

右
余
白
に
鉛

筆
で
「
綿
」
。l.14

poussin

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
雛
」
。ll.17-19

C
arceluiqui

dédaigne

～pour
le

bon
m

otif(2).

に
鉛
筆
で
下
線
。l.20

le
superflu

に
鉛
筆
で
下
線
。l.21

le
capital

に
鉛
筆
で
下
線
。

l.22
cabotinage

に
鉛
筆
で
下
線
。
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p.15.l.2
sépia

に
鉛
筆
で
下
線
。l.3

orge

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
大
麦
」。l.3

tôle

よ
り
鉛
筆
で
線
、

右
余
白
に
「
ト
タ
ン
」。l.4

guéridon

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
円
テ
ー
ブ
ル
」
。l.4

se
valent,

とqu'ils
の
間
に
鉛
筆
で
「
／
」。l.20

rapports

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
比
例
」。l.21

m
'ém

ouvoir

下
余
白
に

鉛
筆
で
「
感
動
ス
ル
」
。l.24

finesse

に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.24

tact

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
敏
感
」
。l.25

m
ensonge

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
空
想
」
。l.25

requises

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
必
要
ナ
」
。ll.25-26

accouche
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
分
娩
ス
」
。l.27

m
ascarade

よ
り
鉛
筆
で
線
、
ペ
ー
ジ
下
余
白
に
「
虚

偽
」。l.31

concours

下
余
白
に
鉛
筆
で
「
集
」。

p.16.l.1
nonobstant

に
鉛
筆
で
○
囲
い
。ll.3-4

la
justesse

de
la

com
paraison

に
鉛
筆
で
下
線
。

ll.4-6
lorsqu'on

envisage

～de
son

influence
directe.

に
鉛
筆
で
丸
括
弧
。l.4

l'accident

とl.5
désastre

を
鉛
筆
の
線
で
つ
な
ぎ
、
左
余
白
に
「
災
禍
」。l.19

com
prom

et

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
危

ク
ス
」
。l.20

étaye

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
支
フ
」
。l.21

supérieure

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ダ
イ
ブ
」
。l.21

exige

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
必
要
ナ
」。l.22

noyau

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
核
」
。

p.17.l.17
de

bonne
heure

に
鉛
筆
で
下
線
。l.20

faisans

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
雉
」
。
右
余
白
に
鉛

筆
で
「
雛
」
と
書
い
て
消
去
。

p.19.l.1
fraternel

上
余
白
に
鉛
筆
で
「
兄
弟
ノ
」。l.5

abonde

とdans
le

sens

に
鉛
筆
で
下
線
、

右
余
白
に
「
‥
‥
ノ
説
ニ
賛
成
ス
ル
」
。l.20

effigie

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
肖
像
」
。l.22

bien
portante

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
健
康
ナ
」。

p.22.ll.9-14
Je

n'oublieraijam
ais

l'atlier
de

R
om

e.
～l'A

m
éricaine,le

cheval

に
鉛
筆
で
下
線
。

«
N

otes
»

p.30.ll.18-31
R

ien
n'est

plus
absurde

que
de

citer
Ingres,

～ne
peuvent

s'en
rapprocher

d'aucune
façon.

に
鉛
筆
で
下
線
。l.19

à
tort

et
à

travers
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ム
ヤ
ミ
ニ
」
。l.21

pétille

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
閃
ス
」。l.22

m
ine

spirituels

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
鉱
脈
」
。

p.31.ll.26-28
D

ans
un

chef-d'œ
uvre

on
n'a

jam
ais

fini
de

decouvrir
des

details
inattendus.

に

赤
イ
ン
ク
で
下
線
。

p.32.ll.1-3
L'œ

uvre
de

Picasso
estde

celles
qui

d'abord
s'enfoncent

et
s'approchent

ensuite,à
m

esure
qu'on

les
regarde.

に
赤
イ
ン
ク
で
下
線
。ll.1-20

L'œ
uvre

de
Picasso

est
de

celles
qui

d'abord
s'enfoncent

～«
V

ous
savez,m

on
Picasso?

Eh
bien,depuis

ce
m

atin,ilparle.»

右
余

白
に
赤
イ
ン
ク
で
傍
線
。

全
篇
に
わ
た
り
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
に
下
線
を
引
き
つ
つ
、
難
読
語
を

辞
書
で
調
べ
て
意
味
を
書
き
込
ん
で
あ
る
。

な
お
、
「
ピ
カ
ソ
」
は
エ
ッ
セ
イ
選
集
『
諸
君
ご
静
粛
に
！
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
本

で
は
「
ピ
カ
ソ
」
の
部
分
に
は
書
き
込
み
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
堀
は
ま
ず
こ
の
『
ピ
カ
ソ
』
を
先
に

入
手
し
、
後
に
『
諸
君
ご
静
粛
に
！
』
を
入
手
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
本
の
書
き
込
み
の

様
子
を
併
せ
見
る
と
、
『
諸
君
ご
静
粛
に
！
』
と
『
ピ
カ
ソ
』
が
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
刊
行
時
に
用
い
ら
れ

た
原
本
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

、Plain-C
hant,Paris,Stock,1923.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/321

）

19詩
集
『
平
調
曲
』
第
三
版
。
私
製
の
カ
バ
ー
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
背
に
「
コ
ク
ト
オ

プ
ラ
ン
シ
ャ
ン
」

と
あ
る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.5.l.5
A

insiveutl'ange

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.6.l.2
dites,vous

trahirai-je?

に
爪
で
下
線
の
痕
。

堀
は
こ
の
『
平
調
曲
』
を
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
で
訳
し
て
い
る
が
、
本
書
に
は
書
き
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
『
平
調
曲
』
は
『
ポ
エ
ジ
ー

1916-1923

』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
訳
出
時
の
原
本
は
そ
ち
ら
の

本
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
『
ポ
エ
ジ
ー

1916-1923

』
よ
り
後
に
な
っ
て
入
手
さ
れ
た
本
だ
と

思
わ
れ
る
。

、Poem
es:

Léone;
Allegories

;
La

C
rucifixion

;
N

eiges,
Paris,

G
allim

ard,
1948.

（
館
内
文
庫

20
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記
号
：H

01/322

）

詩
集
『
レ
オ
ー
ヌ
・
ア
レ
ゴ
リ
ー
・
は
り
つ
け
・
雪
』
第
二
版
。
戦
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
選
集
。
書
き

込
み
は
な
い
。
堀
が
戦
後
に
な
っ
て
も
コ
ク
ト
ー
の
詩
集
を
少
な
く
と
も
購
入
し
て
手
元
に
置
い
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
。

、Poésie
1916-1923,Paris,G

allim
ard,1927.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/323

）

21『
ポ
エ
ジ
ー1916-1923
』
第
八
版
。
奥
付
に
よ
れ
ば
一
九
二
七
年
十
一
月
十
五
日
印
刷
。
表
表
紙
が

欠
け
、
裏
表
紙
見
返
し
に
若
干
フ
ラ
ン
ス
語
の
抜
き
書
き
が
あ
る
。
本
文
全
体
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
書
き
込

み
が
あ
り
、
巻
末
目
次
の
詩
の
題
名
に
赤
鉛
筆
や
鉛
筆
で
印
が
あ
る
。
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

«
L'Invitation

à
la

M
ort»

p.111.ll.18-24
etplus

je
la

regardais
décroître

～s'isole
se

dépouille/cache
le

reste

に
赤
鉛
筆

で
下
線
。

«
D

iscours
du

G
rand

Som
m

eil»
p.162.ll.7-10

A
lors,

j'entendis
le

rire
de

l'ange/
m

e
secouer

avec
douceur./

C
'était

le
rire

de
l'enfance

fabuleuse/caressantles
jouets

d'un
sou.

右
余
白
に
爪
で
下
線
の
痕
。

«
M

alédiction
au

Laurier»
p.181.ll.9-10

M
ais

ailleurs,
je

sais
que

le
printem

ps
naît/

C
om

m
e

V
énus,

des
vagues

de
la

terre.

に
爪
で
下
線
の
痕
。

pp.182-183

挟
み
込
み
あ
り
。『
世
界
戯
曲
全
集
第
一
回
希
臘
篇
』
（
近
代
社
、
昭

）
の
村
松
正
俊

2

訳
・
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
「
ア
ン
チ
ゴ
ネ
ー
」
の
部
分
の
扉
（p.145
）
の
裏
に
、
堀
が
コ
ク
ト
ー
の
エ

ッ
セ
イ
ら
し
き
も
の
を
訳
出
し
た
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。
原
典
は
不
詳
。
《
私
は
屡
々
何
故
に
ソ

フ
オ
ク
レ
ス
、
シ
エ
ク
ス
ピ
イ
ア
の
他
の
凡
ゆ
る
作
品
よ
り
も
「
ア
ン
チ
ゴ
ネ
エ
」
と
「
ロ
メ
オ
」

を
択
ん
だ
か
と
質
問
さ
れ
る
。
「
ア
ン
チ
ゴ
ネ
エ
」
を
択
ん
だ
動
機
は
「
ジ
ア
ツ
ク
・
マ
リ
テ
ン
へ

の
手
紙
」
の
中
に
発
見
さ
れ
る
。
ア
ン
チ
ゴ
ネ
エ
は
私
の
聖
女
だ
。
「
ロ
メ
オ
」
は
と
言
ふ
に
、
私

は
シ
エ
ク
ス
ピ
イ
ア
の
戯
曲
を
手
術
し
、
装
飾
の
下
に
骨
を
見
出
さ
う
と
し
た
の
だ
。
だ
か
ら
私
は

最
も
装
飾
さ
れ
、
最
も
リ
ボ
ン
で
飾
ら
れ
た
戯
曲
を
択
ん
だ
の
だ
。
／
多
分
、
い
つ
か
私
は
「
ユ
ウ

ヂ
プ
」
を
模
写
す
る
だ
ら
う
。
私
は
ア
ン
チ
ゴ
ネ
エ
の
最
初
の
出
現
を
側
近
く
で
見
る
こ
と
に
喜
び

を
持
つ
。
コ
ロ
オ
ネ
に
於
て
は
、
彼
白
状
す
る
が
、
彼
女
は
私
に
退
屈
で
あ
る
。
い
た
づ
ら
盛
り
な

の
だ
。
》

«
M

arie
Laurencin

»
p.239

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
B

atterie
»

p.250

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
D

anseuse
»

p.257

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
C

annes
»

p.258

１
の
番
号
に
鉛
筆
で
○
印
。

p.260

６
の
番
号
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
R

om
ance

»
p.274

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
Locutions

»
p.277

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
Pauvre

Jean
»

p.278

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
Le

Printem
ps

au
Fond

de
la

M
er»

p.290

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
A

ide-M
ém

oire
»

p.303

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。
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«
Soleils

»
p.305

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

p.305.ll.11-12
le

soleils'arrête
à

douze
eton

gagne
un

vase
bleu.

に
爪
で
下
線
の
痕
。

«
Thèm

e
B

asque
»

p.309.ll.18-20
La

m
ontagne

offre
de

curieux
effets

de
perspective

:
La

petite
fille

a
voulu

cueillirun
chardon

bleu,m
ais

ilétaitde
l'autre

côté
du

ravin

に
爪
で
下
線
の
痕
。

«
Ein

Zw
eiD

rei»
p.320

題
名
に
茶
鉛
筆
で
下
線
。

p.321.ll.3-4
B

rûlé
aux

lam
pes,le

fauteuil/de
W

eim
ar,sa

sœ
ur

ouvre.

に
青
鉛
筆
で
下
線
、
右
余

白
に
「
？
」。ll.3-7

B
rûlé

aux
lam

pes

～sera
cruellem

entpuni.

左
余
白
に
青
鉛
筆
で
傍
線
。

«
Le

Secretdu
B

leu
»

p.325

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
、
茶
鉛
筆
で
下
線
。ll.5-6

la
Sainte-V

ierge

に
青
鉛
筆
で
○

囲
い
、
右
余
白
に
「
？
」。ll.6-7

reste
dans

les
trous

des
m

urs
quand

le
cielse

retire.

に
青
鉛
筆

で
下
線
。ll.9-11

Le
difficile

seraitd'adm
ettre

en
plein

air
la

présence
de

la
dom

pteuse
nue

et
de

son
cow

-boy.

に
青
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
「
？
」
。l.12

ici

に
青
鉛
筆
で
下
線
。l.13

Sainte-V
ierge

に
青
鉛
筆
で
○
囲
い
。

«
Iles

»
p.336

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
Écum

e
de

M
erPain

Enchanté
»

p.366

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
Les

A
m

ants
de

V
enise

»
p.367

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
、
茶
鉛
筆
で
下
線
。ll.3-4

Sise
détache

votre
cendre/M

on
avenir

se
divulgue.

左
余
白
に
青
鉛
筆
で
傍
線
、
「
？
」
。l.4

M
on

avenir
se

divulgue.

に
青
鉛
筆
で

下
線
。l.9

B
rouillera

に
青
鉛
筆
で
下
線
。

«
B

aigneuse
»

p.370

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
、
茶
鉛
筆
で
下
線
。l.10

Ilne
s'agitpas

de
sable

par
terre.

に
青
鉛
筆
で
下
線
、
左
余
白
に
「
？
」
。

«
M

arine
»

p.371

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
C

heveux
d'A

nge
»

p.375

題
名
に
茶
鉛
筆
で
下
線
。ll.2-3

du
papier

de
soie.

に
青
鉛
筆
で
下
線
。l.6

C
H

EV
EU

X
D

'A
N

G
ES

に
青
鉛
筆
で
○
囲
い
、
右
余
白
に
「
？
」。l.13

TO
U

S
LES

Q
U

IN
ZE

JO
U

R
S

JE
C

H
A

N
G

E
D

E
SPEC

TA
C

LE

に
青
鉛
筆
で
下
線
、
右
余
白
に
「
？
」。

«
Le

M
irlition

d'Irène
»

p.379

総
題Le

M
irlition

d'Irène

に
茶
鉛
筆
で
下
線
。
題
名R

osier

左
に
茶
鉛
筆
で×

印
。ll.1-4

A
fin

que
leur

fantaisie/
N

e
soit

pas
que

du
carton,/

R
osier

de
la

poésie,/
G

rim
pe

autour
des

m
irlitons.

左
余
白
に
青
鉛
筆
で
傍
線
、「
？
」。l.2

N
e

soitpas
que

du
carton,

に
青
鉛
筆
で
下
線
。

題
名FR

U
IT

左
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

p.380

題
名C

H
A

T

左
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

p.381

題
名V

ESV
U

E

左
に
茶
鉛
筆
で×

印
。
題
名TR

O
U

V
ILLE

左
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

p.382

題
名PR

ISE
SU

R
LE

FA
IT

左
に
茶
鉛
筆
で×

印
。
題
名A

C
C

O
R

D
ÉO

N

左
に
茶
鉛
筆
で

×

印
。

p.383

題
名M

IN
U

IT

左
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

«
D

os
d'A

nge
»

p.386

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
D

e
Socrate

»
p.399

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
D

e
N

arcisse
»

p.400

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
D

'un
Fleuve

»
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p.401

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
D

e
D

on
Juan

»
p.402

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
La

Peur
D

onnantdes
A

iles
au

C
ourage

»
p.414

ll.9-10
L'aube

étaitdans
ce

vieux
journalplié

en
deux,/Froide

etdifficile
à

reconnaître.

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.415.l.9
Le

vin
rouge

du
crim

e
estresté

sur
la

nappe.

に
爪
で
下
線
の
痕
。

«
A

ngélus
»

p.416

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
Panoplie

»
p.416

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
G

abrielau
V

illage
»

p.418

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
、
茶
鉛
筆
で
下
線
。l.8

Q
ui

son
am

our
voudraitconnaître.

に
茶
鉛
筆
で
下
線
。

«
Em

bouchure
des

Pensées
D

ivines
»

p.421

ペ
ー
ジ
が
縦
に
折
り
込
ま
れ
た
痕
が
あ
る
。

«
R

osierSauvage
»

p.422

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
M

'Entendez-vous
A

insi?
»

p.434

題
名
の
左
上
部
に
鉛
筆
で
○
印
。

«
Plain-C

hant»
p.440

一
つ
目
の
★
マ
ー
ク
に
茶
鉛
筆
で×

印
。
二
つ
目
の
★
マ
ー
ク
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

p.445

Ⅱ
に
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.446

★
マ
ー
ク
に
鉛
筆
で
○
囲
い
、
茶
鉛
筆
で×

印
。ll.7-8

laquelle
vient

si
vite/

N
ous

endorm
ir

beaucoup.

に
青
鉛
筆
で
下
線
。ll.13-16

Q
uoi,

ce
tim

ide
oiseau,

replié
par

le
songe/

D
éserteraitson

nid,/Son
nid

d'où
notre

corps
à

deux
têtes

s'allonge/Par
quatre

pieds
fini.

左

余
白
に
青
鉛
筆
で
傍
線
、「
？
」
。

p.447

★
マ
ー
ク
に
鉛
筆
で
○
囲
い
。

p.448

二
つ
目
の
★
マ
ー
ク
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

p.449

一
つ
目
の
★
マ
ー
ク
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

p.450

二
つ
目
の
★
マ
ー
ク
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

p.452

★
マ
ー
ク
に
茶
鉛
筆
で×

印
。

«
Table

des
M

atières
»

以
下
の
詩
篇
題
名
に
鉛
筆
で
下
線
。V

isite,
M

arie
Laurencin,

B
atterie,

D
anseuse,

C
annes,

R
om

ance,Locutions,Pauvre
Jean,A

ide-M
ém

oire,Iles,Le
Secret

de
B

leu
C

onte,B
aigneuse,

Le
M

irliton
d'Irène,

A
ccordéon,

Les
C

hiens
A

boient
de

Près,
Le

Poète
de

Trente
A

ns,
A

Force
de

Plaisirs,
G

abriel
au

V
illage,Les

A
nges

M
aladroits,G

reco,M
'Entendez-vous

A
insi,

Plain-chant

以
下
の
詩
篇
題
名
に
赤
鉛
筆
で
下
線
。R

om
e,Le

Printem
ps

au
Fond

de
la

M
er,

Touriste,
M

erveilles
de

la
N

ature,Trom
p-l'œ

il,Ein
zw

ei
D

rei,Pièce
a

Traduire,Photographie,G
ravité

du
C

œ
ur,Physique

A
m

usante,Trilles,M
yosotis,Ecum

e
de

M
er

Pain
Enchanté,Les

A
m

ants
de

V
enise,

B
aigneuse,

M
arine,

R
osier,

Fuit,
Trouville,

D
e

D
on

Juan,
C

anne
de

Jong,R
osier

Sauvage,L'Endroitetl'Envers

以
下
の
詩
篇
題
名
に
赤
イ
ン
ク
で
○
囲
い
。Espagne,

B
atterie,

Le
V

oyage
en

Italie,
R

om
e,

Féerie,Locutions,Le
Printem

ps
au

Fond
de

la
M

er,Théatre,A
ide-M

ém
oire,Soleil,Touriste,

M
eiveilles

de
la

N
ature,

Pièce
a

Traduire,
Ecum

e
de

M
er

Pain
Enchanté,

Les
A

m
ants

de
V

enise,
B

aigneuse,
M

arine,
Le

M
irliton

d'Irène,
R

osier,
Fuit,

C
hat,

V
ésuve,

Trouville,
D

os
d'A

nge,N
octurne,G

abrielau
V

illage

裏
表
紙
見
返
し
‥
‥
黒
イ
ン
ク
で
抜
き
書
き
あ
り
。
★Je

sons
très

peu,
je

ne
vais

plus
jam

ais
dans

le
m

onde,je
vis

entre
septon

huitam
is

etje
pansee

six
m

ois
de

l'année
à

la
cam

pagne,
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★
堀
辰
雄
が
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
で
翻
訳
を
行
っ
た
際
に
用
い
た
原
本
で
あ
ろ
う
。
『
喜
望
峰
』
、
『
ポ
エ
ジ

ー1920
』
、
『
用
語
集
』
、
『
平
調
曲
』
か
ら
作
品
が
採
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
目
次
や
、
本
文
題
名
に
付
さ

れ
た
印
が
堀
の
訳
出
詩
と
一
致
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば«

B
aigneuse

»

の

Il
ne

s'agit
pas

de
sable

par
terre.

に
「
？
」
の
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
堀
は
こ
の
詩
を
訳
出
し
た
際
、Ils'agir

de

～
と

い
う
慣
用
表
現
を
ど
う
訳
す
か
に
苦
労
し
て
「
地
べ
た
の
砂
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
」
と
い
う
不
自
然
な

訳
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
堀
口
大
學
訳
『
コ
ク
ト
オ
詩
抄
』
（
第
一
書
房
、
昭

）
で
は
「
床
に

4

は
砂
が
敷
い
て
あ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
ん
だ
よ
」
と
意
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
が
、
も
し
後
年
に

購
入
し
て
参
照
さ
れ
た
本
だ
と
し
て
、
か
つ
て
既
に
訳
出
し
た
詩
の
表
現
に
改
め
て
「
？
」
を
付
す
可
能

性
は
低
い
だ
ろ
う
。

ま
た
『
平
調
曲
』
の
部
分
の×
印
は
、
堀
が
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
で
同
作
の
抄
訳
を
行
っ
た
際
に
、
訳
出

さ
れ
た
部
分
と
符
合
し
て
い
る
。

挟
み
込
み
の
訳
文
は
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
『
ア
ン
チ
ゴ
ネ
ー
』
（
前
掲
『
世
界
戯
曲
全
集
』
）
の
扉
裏

に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
堀
が
コ
ク
ト
ー
の
翻
案
『
ア
ン
チ
ゴ
ネ
ー
』
を
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
原
文

と
対
比
し
つ
つ
読
ん
だ
作
業
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
ま
た
、
こ
の
記
述
は
、
堀
が
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術

に
つ
い
て
」
で
触
れ
た
、「
傑
作
の
手
術
」
と
関
連
し
て
い
る
。
堀
は
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
つ
い
て
」

執
筆
時
、
自
ら
訳
出
し
た
こ
の
紙
片
を
も
と
に
「
手
術
」
と
い
う
語
を
書
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

、Serge
Ferat,R

om
e,V

aloriPlastici,1924.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/324

）

22モ
ス
ク
ワ
生
ま
れ
で
パ
リ
に
移
住
し
た
画
家
セ
ル
ジ
ュ
・
フ
ェ
ラ
の
絵
に
コ
ク
ト
ー
が
賛
を
寄
せ
た
本

『
セ
ル
ジ
ュ
・
フ
ェ
ラ
』
。
書
き
込
み
は
な
い
。

、Thom
as

l'im
posteur,Paris,N

ouvelle
R

evue
Française,1923.

（
館
内
文
庫
記
号
：H

01/325

）

23『
山
師
ト
マ
』
第
十
七
版
。
奥
付
に
よ
る
と
一
九
二
三
年
十
二
月
十
七
日
印
刷
。
堀
は
昭
和
四
年
、
肋

膜
療
養
の
た
め
に
赴
い
た
伊
豆
湯
ヶ
島
か
ら
返
っ
て
き
た
直
後
の
、
昭
和
四
年
五
月
十
六
日
附
葛
巻
義
敏

宛
書
簡
で
、
家
で
「Thom

as
L'Im

posteur

」
を
読
ん
で
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
松
田
嘉
子
が
指
摘
し
た

よ
う
に*238

、
堀
の
「
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
子
供
」
（
「
文
学
時
代
」
昭

・

）
と
「
聖
家
族
」（
「
改
造
」

5

4

昭

・

）
に
は
『
山
師
ト
マ
』
の
一
節
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
表
現
が
あ
り
、
ま
た
堀
は
コ
ク
ト
ー
の

5

11

エ
ッ
セ
イ
「
「
山
師
ト
オ
マ
」
に
つ
い
て
」
を
「
世
界
文
学
評
論
」（
昭

・

）
に
訳
出
し
て
い
る
。

5

9

本
書
の
書
き
込
み
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

p.12.ll.3-14
V

euve,fortjeune,du
prince,m

ortd'un
accidentde

chasse

～«
Je

n'aim
e

pas
les

pauvres.Je
déteste

les
m

alades.»

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.24
ll.15-21

Eprise
de

dram
e,

～rapace
que

m
adam

e

右
余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。l.15-p.25.l.22

Eprise
de

dram
e,

～Elle
se

consolaitavec
le

右
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。

p.25

ペ
ー
ジ
右
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
た
跡
が
あ
る
。

p.36.ll.11-21
Le

docteur
V

erne

～disparaissaità
son

gré,en
traversantles

cam
pagnes.

左
余
白

に
爪
で
傍
線
の
痕
。

p.37.ll.10-17
Ils

entraientdans
les

coulisses
du

dram
e.

～écoutantStravinsky,penchés
sur

un
gouffre

noir.

右
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。

p.45.ll.6-20
Sous

la
tente,

une
trentaine

de
m

artyrs
agonisaient

～U
ne

grande
stupeur

les
m

ariait.

左
右
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。

p.53.ll.3-17
D

'abord
déçue,

com
m

e
une

débutante,

～Tout
le

m
onde

descend!

右
余
白
に
爪
で

傍
線
の
痕
。

p.62.ll.1-15
(ciga-)rette

avant
le

supplice,
lorsqu'un

obus
réduisit

le
m

atériel
chirurgical

en
poudre,

～desserraitles
dents

avec
une

lam
e

de
couteau.

左
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。

p.68

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
た
痕
が
あ
る
。l.1-p.69.l.4

Il
y

a
des

gens
qui

possèdenttout
et

ne
peuventle

faire
croire,

～C
hacun

l'avait
vu

sur
la

glace
etdans

l'eau.

左
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余
白
に
鉛
筆
で
傍
線
。

p.69.l.1
fourbe

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ペ
テ
ン
」
。ll.15-16

s'y
incorporait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
合
体

ス
」。

p.72.l.15
cuisse

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
股
」。

p.73.ll.5-6
La

vérité
lui

donnait
les

m
alaises

du
m

ensonge.

に
爪
で
下
線
の
痕
。l.13

planches

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
舞
台
」
。l.15

superstition

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
迷
信
」。

p.74.l.4
favorise

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
好
都
合
ニ
ス
ル
」
。l.9

consigner

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
禁
ズ

ル
」。

p.75.l.5
gloutonnem

ent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
貪
ル
ヤ
ウ
ニ
」。ll.12-14

Tout
hom

m
e

porte
sur

l'épaule
gauche

un
singe

et,surl'épaule
droite,un

perroquet.

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.77.l.19-p.78.l.1
U

n
hom

m
e

vraim
entprofond

s'enfonce,

～d'un
seulbloc

ou,peu
à

peu,par
m

orceaux

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.78.ll.3-4
encom

bre

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
故
障
」
。l.4

corniche

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
軒
蛇
腹
」
。l.10

trom
pe

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
吸
管
」
。

p.80.l.2
plain-pied

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
同
階
ノ
室
」
。l.17

friche

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
荒
蕪
ニ
」
。l.18

dosait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
分
量
ヲ
決
メ
ル
」。

p.81.l.7
louche

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
怪
シ
イ
」。

p.82

ペ
ー
ジ
番
号
に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.11

collet
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ク
ビ
」。

p.85
l.4

dém
êla

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
見
ヌ
ク
」。

p.86

ペ
ー
ジ
番
号
に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.2

artichauts

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ア
ザ
ミ
」
。l.18

torrentiel

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
急
流
ノ
」。

p.87.l.3
grondez

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
叱
ル
」
。

p.89.l.17
requin

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
鮫
」
。

p.90

ペ
ー
ジ
番
号
に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.7

filou

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ス
リ
」
。l.10

grisaient

左
余

白
に
鉛
筆
で
「
ヨ
ハ
セ
ル
」
。l.12

chicaaner

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
サ
カ
ラ
フ
」。

p.91.l.1
raconta

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ハ
ネ
カ
ヘ
リ
」。

p.92.l.20-p.93.21
N

ous
devrions

écrire:

～M
ais

que
pouvait-il?

右
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。

p.93

ペ
ー
ジ
番
号
に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.4

s'efflanquait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
衰
弱
ス
ル
」
。l.7

couches

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
層
」。ll.9-11

L'habitude
de

ne
pas

s'analyser
et

la
rêvasserie

active
de

G
uillaum

e
ne

l'aidaientpas
à

voirclair.

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.94.l.11
cantines

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
酒
保
」。

p.95.l.4
rayonnait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヨ
ロ
コ
ブ
」。

p.96

ペ
ー
ジ
左
上
に
斜
め
に
折
り
込
み
の
痕
。ll.16-22

G
uillaum

e
qui

croyait
s'ennuyer

et
se

sauver
sursa

chim
ère,

～ceux
quis'éloignentgrandirdém

esurém
ent

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.97

ペ
ー
ジ
右
上
に
斜
め
に
折
り
込
み
の
痕
。l.5

épelait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヨ
ム
」
。l.5

abécédaire

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
綴
字
書
」。l.12

cadeaux

に
爪
で
下
線
の
痕
、
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
土
産
」
。

p.98
l.9

ravitaillait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
補
充
」
。ll.9-10

ravigottait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
励
マ
ス
」
。

l.10
relève

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
交
代
」。l.11

roulotte

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
馬
車
」。

p.99

ペ
ー
ジ
番
号
に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.2

volontaires

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
義
勇
軍
」。l.5

bicoque

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
バ
ラ
ツ
ク
」
。

p.101.l.21
boyau

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
鋸
歯
対
壕
」
。

p.102.ll.7-8
guetteurs

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
番
兵
」
。l.9

m
ouettes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
鴎
」
。l.14

orifices

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
口
」。

p.103

ペ
ー
ジ
番
号
に
鉛
筆
で
○
囲
い
。l.3

gruyère

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
チ
イ
ズ
」
。l.4

secteur

右

余
白
に
鉛
筆
で
「
防
御
地
帯
」。l.11

trappes

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
オ
ト
シ
ア
ナ
」
。l.15

grêle

右
余

白
に
鉛
筆
で
「
霰
」
。

p.104.l.2
bonneteur

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
札
当
て
」
。l.6

pièce

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
火
砲
」
。ll.10-11

coffre-fort

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
金
庫
」
。l.15

coupon

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
切
レ
ハ
シ
」
。l.20

escortent

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
護
送
ス
ル
」
。l.21

huître

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
カ
キ
」。

p.105.ll.9-10
buvardait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
吸
ヒ
ト
ル
」
。l.21

liseron

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
昼
顔
」
。
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p.106.ll.1-2
m

itrailleuses

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
機
関
銃
」
。l.12

accueil

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
モ
テ

ナ
シ
」
。l.15

disponibilité

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
待
命
ス
」
。l.17

usurpait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
横

領
ス
」
。

p.109
l.2

m
olletières

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ゲ
ー
ト
ル
」
。l.3gém

issait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ウ
ナ
ル
」
。

l.4
pansem

ents

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
繃
帯
」
。

p.113.l.13
bureaucrates

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
役
人
」
。l.15

brèche

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
欠
点
」
。

ll.17-18
fusillade

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
銃
火
」
。

p.114.l.7
pans

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
面
」
。l.12

solives

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
梁
」
。ll.14-15

em
bouchure

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
河
口
」
。l.18

abattoir

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
屠
所
」
。l.20

douille

左
余
白
に
鉛

筆
で
「
薬
莢
」
。

p.115.l.4
tranchées

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
塹
壕
」
。l.7

s'enfouissent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
埋
マ
ル
」
。l.7

frelon

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
黄
蜂
」
。l.9

dédale

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
迷
路
」。l.12

m
oufles

右
余

白
に
鉛
筆
で
「
手
袋
」。

p.116.ll.1-2
jours

d'orgie

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
バ
ツ
カ
ス
祭
」
。l.10

sape

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
対

壕
」
。l.12

fosse

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
穴
」
。l.16

éternuait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ク
サ
ミ
ヲ
ス
ル
」
。

p.117.l.10
caoutchouc

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
長
靴
」。l.19

enfarinée

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
粉
ノ
カ

カ
ツ
タ
」。l.20

m
eunier

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
粉
挽
キ
」
。

p.118.l.9
ronces

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
木
苺
」。l.11

patrouille

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
斥
候
」
。l.14

rebroussait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヒ
キ
カ
ヘ
ス
」
。l.19

m
orfondait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
コ
ゴ
エ
ル
」
。

p.119

ペ
ー
ジ
右
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。ll.1-22

(Son
seul)plaisir

était
les

lettres
et

les
cadeaux

que
lui

envoyaient
H

enriette
et

sa
m

ère.
～Il

ne
cherchait

pas
à

savoir
si

cet
am

our
étaitréciproque.Ilpouvaitdire,

左
右
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。

p.122.l.15
désinvolture

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
活
溌
」。l.16

m
orgue

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
尊
大
」
。

p.123.l.6
vareuse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
作
業
服
」
。l.16

subalternes
右
余
白
に
鉛
筆
で
「
部
下
」
。

p.124.l.6
tâche

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
骨
折
リ
」。l.9

m
issives

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
書
信
」
。l.12

friandises

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
食
通
」。

p.125.ll.11-12
pâtisserie

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
菓
子
屋
」
。l.14

se
grisèrent

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヨ

フ
」。l.18

ganache

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
間
抜
」
。

p.126

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.12-p.127.l.12

H
enriette,

dans
son

lit,
en

larm
es,

～qu'elle
en

reculait
le

partage,
avec

qui
que

ce
fût.

左
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。l.13

instantané

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
早
取
写
真
」
。l.21-p.127.l.4

Elle
ne

voyaitque
ce

blanc
etque

ce
noir.

～Ilm
'aim

e,pensait-elle,etsa
délicatesse

l'éloigne.

に
爪
で
下
線
の
痕
。

p.127.l.6
indolence

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
呑
気
サ
」。

p.128.ll.16-17
de

bric
et

de
broc

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ド
ニ
カ
カ
ウ
ニ
カ
」
。ll.17-18

com
parses

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
補
役
」
。

p.135.ll.6-7
m

arm
ites

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
鍋
」。l.18

banquise

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
氷
山
」。

p.136.l.6
franges

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヘ
リ
」。l.16

brides

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
抑
制
」。

p.143.l.13
barbouilla

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
キ
タ
ナ
ク
ス
ル
」
。

p.144

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.3

déplorer

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
歎
ク
」
。l.10

parti

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
方
法
」。l.17

éprise

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ホ
レ
ル
」。

p.145.l.1
usurpait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
僭
奪
ス
」
。l.5

surseoir

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
猶
予
ス
ル
」
。l.13

se
m

ouchait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
洟
ヲ
カ
ム
」
。l.13

m
èches

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
毛
房
」
。l.14

toque

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
帽
子
（
フ
チ
ナ
シ
ノ
）
」。

p.146.l.2
hagarde

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
兇
暴
ナ
」。

p.148.l.1
effervescence

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
沸
騰
」
。l.20

ém
ettre

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ノ
ベ
ル
」
。

l.20
extravagances

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
條
理
」。

p.149.l.5
s'en

lasse

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ア
キ
ル
」。l.7

gendre

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
婿
」
。l.16

atténuait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
稀
薄
ニ
ス
ル
」。

p.150

ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.1

s'enfouit

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
埋
メ
ル
」
。

l.1-p.151.l.22
Pesquel-D

uports'enfouitla
figure

dans
les

m
ains.

～qu'elle
sera

sa
fem

m
e,que
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je
le

luiprom
ets.

左
余
白
に
爪
で
傍
線
の
痕
。l.2

poigne

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
腕
」
。l.6

s'évaporait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
蒸
発
ス
ル
」
。l.21

déraillait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
脱
線
ス
」
。

p.151.l.11
enfreindre

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
犯
ス
」。

p.152
ペ
ー
ジ
左
上
が
斜
め
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。l.9

serm
onner

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
説
教
ス
」
。

l.20
clandestine

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
秘
密
」。

p.156.l.12
trajet

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
道
程
」。

p.157.l.6
décerne

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
課
ス
ル
」
。l.7

brevet

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
免
状
」
。ll.10-11

quelconque

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
ヤ
ク
ザ
ナ
」。l.20

dialecte

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
方
言
」。

p.158.l.8
am

putait
左
余
白
に
鉛
筆
で
「
切
断
ス
ル
」
。l.18

braise

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
オ
キ
火
」
。l.19

petites
veilleuses

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
小
ラ
ン
プ
」
。l.19

poteaux

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
柱
」
。l.21

m
uguet

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ス
ズ
ラ
ン
」
。

p.159.l.11
plaider

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
弁
ジ
ル
」
。

p.160.l.3
galoubet

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
苗
」。l.19

cartouches

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
薬
莢
」
。l.20

am
ulettes

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
護
符
」
。l.20

colliers

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
頸
飾
」
。ll.20-21

verroterie

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ガ
ラ
ス
品
」
。

p.161.l.8
crosses

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
台
尻
」。

p.163.l.7
indisposait

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
不
快
ニ
ス
ル
」。

p.164.l.9
chirom

ancienne

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
手
相
を
見
ル
」。

p.166.l.4
s'y

garantissait

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
ノ
ガ
レ
ル
」
。l.7

houle

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
波
」
。l.10

bom
bardem

ent

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
砲
撃
」
。ll.18-.19

couturières

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
裁
縫
師
」
。

p.167.l.2
effectifs

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
定
員
」
。

p.168.l.2
infanterie

左
余
白
に
鉛
筆
で
「
歩
兵
」。

p.171.l.11
parapet

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
胸
壁
」
。l.12

polder

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
埋
立
地
」。

p.173.l.13
patrouille

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
斥
候
」。

p.179.l.20
tartine

右
余
白
に
鉛
筆
で
「
バ
タ
ヲ
ヌ
ツ
タ
サ
ン
ド
ウ
イ
ツ
チ
」。

«
Table

des
M

atières
»

p.70
L'im

age
d'Épinal

右
上
に
鉛
筆
で
○
印
。p.93

Le
cœ

ur

に
鉛
筆
で
下
線
、
右
上
に
○
印
。p.103

Les
dunes

右
上
に
鉛
筆
で
○
印
。

本
書
は
、
冒
頭
か
ら
末
尾
ま
で
満
遍
な
く
、
主
に
単
語
の
意
味
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
調
べ
ら
れ
て

い
る
単
語
は
、
軍
事
な
ど
の
専
門
用
語
や
抽
象
語
で
、
あ
ま
り
に
基
本
的
な
単
語
の
意
味
は
書
き
込
ま
れ

て
い
な
い
。
堀
が
昭
和
四
年
五
月
に
読
ん
で
い
た
原
本
で
は
な
い
か
。
本
書
は
、
昭
和
五
年
の
堀
の
小
説

執
筆
の
際
に
も
参
照
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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補
論
結
論

以
上
三
章
に
わ
た
り
、
堀
辰
雄
の
旧
蔵
洋
書
の
う
ち
作
家
活
動
の
最
初
期
に
読
ま
れ
た
作
家
関
係
の
洋

書
書
き
込
み
を
調
査
報
告
し
た
。
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
・
ラ
デ
ィ
ゲ
・
コ
ク
ト
ー
関
連
の
書
物
で
あ
る
。
こ
こ

ま
で
の
調
査
報
告
に
よ
り
判
明
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
、
堀
辰
雄
の
書
き
込
み
の
あ
り
方
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

①
単
語
の
意
味
の
書
き
込
み
を
ほ
ぼ
全
篇
に
わ
た
り
行
っ
た
も
の
。

②
傍
線
・
下
線
を
付
し
つ
つ
読
み
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
単
語
の
訳
を
書
き
込
ん
だ
も
の
。

③
巻
末
目
次
に
書
き
込
み
が
あ
り
、
か
つ
本
文
に
折
り
込
み
や
タ
イ
ト
ル
に
印
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
切

れ
目
の
★
マ
ー
ク
に
印
が
あ
る
も
の
。

④
ほ
と
ん
ど
書
き
込
み
が
な
い
か
、
全
く
書
き
込
み
が
な
い
も
の
。

①
は
ほ
と
ん
ど
が
小
説
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
コ
ク
ト
ー
『
怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
、
『
山
師
ト
マ
』
、

『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
、
ラ
デ
ィ
ゲ
『
肉
体
の
悪
魔
』
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。
堀
は
単
語
の
意
味
を

書
き
込
み
つ
つ
内
容
を
理
解
し
、
全
篇
を
読
み
込
ん
だ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ

ー
ル
』
の
よ
う
に
下
線
部
が
堀
の
創
作
と
相
関
性
を
持
つ
場
合
が
あ
る
。
『
怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
の
よ

う
に
、
単
語
の
訳
の
書
き
込
み
が
堀
の
創
作
と
相
関
性
を
持
つ
場
合
が
あ
る
。

②
は
、
エ
ッ
セ
イ
類
が
多
い
。
エ
ッ
セ
イ
の
う
ち
、
特
に
堀
が
注
意
し
た
箇
所
に
下
線
や
傍
線
で
印
が

あ
る
。
傍
線
は
お
お
ま
か
に
注
意
す
る
べ
き
箇
所
を
示
す
時
、
下
線
は
そ
の
中
の
具
体
的
な
表
現
に
注
意

す
る
時
に
引
か
れ
て
い
る
と
い
う
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。

③
は
、
詩
集
に
多
い
。
こ
の
タ
イ
プ
の
書
き
込
み
が
あ
る
本
は
、
堀
が
翻
訳
の
時
に
使
用
し
た
原
本
で

あ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
巻
末
目
次
の
下
線
、
本
文
の
折
り
込
み
箇
所
、
★
マ
ー
ク
と
堀
の
訳
出

詩
に
相
関
性
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
詩
の
訳
の
よ
う
に
、
堀
口
大
學
の
先
行
訳
を
調
べ
、

訳
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
探
す
様
が
確
認
で
き
る
。

④
の
よ
う
に
、
書
き
込
み
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
本
は
堀
が
拾
い
読
み

し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
堀
が
筆
記
具
で
書
き
込
み
を
行
わ
ず
、
爪
で
下
線
や
傍
線
を
付

し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

書
き
込
み
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
見
返
し
た
時
に
毛
髪
を
発
見
し
、
精
査
す
る
と
爪
で
全
篇
に
印

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
。
コ
ク
ト
ー
『
阿
片
』
な
ど
が
こ
れ
に
当
た

る
。
な
お
、
全
く
書
き
込
み
が
な
い
も
の
は
、
堀
が
熱
中
し
て
こ
れ
ら
の
書
物
を
読
ん
だ
時
期
よ
り
も
後
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に
買
い
足
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
コ
ク
ト
ー
の
書
籍
は
、
戦
後
に
至
る
ま
で
買
い
足
さ

れ
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
ラ
デ
ィ
ゲ
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
の
よ
う
に
、
堀
が
自
身
の
創
作
に

使
用
し
た
原
本
が
見
当
た
ら
ず
、
後
年
刊
行
の
版
で
書
き
込
み
の
な
い
も
の
が
見
つ
か
る
場
合
が
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
う
い
っ
た
書
き
込
み
の
あ
り
よ
う
が
、
全
て
の
書
物
に
共
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
本
に
対
す
る
書
き
込
み
の
あ
り
方
は
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
。
堀
の
語
学
力

の
進
展
な
ど
に
も
鑑
み
つ
つ
、
堀
の
創
作
・
エ
ッ
セ
イ
と
の
関
連
を
見
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
書
き
込
み
を

精
査
し
て
書
物
が
読
ま
れ
た
時
期
や
そ
の
利
用
の
仕
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
他
、
書
き
込
み
調
査
に
よ
り
わ
か
っ
た
点
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
く
。

第
一
に
、
堀
の
洋
書
に
は
時
に
雑
誌
の
切
り
抜
き
や
翻
訳
断
片
の
挟
み
込
み
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
一

度
雑
誌
収
録
し
た
訳
稿
を
単
行
本
に
収
録
す
る
際
に
、
初
出
訳
稿
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
時
に
こ
う

し
た
挟
み
込
み
が
見
ら
れ
る
。

第
二
に
、
巻
頭
の
刊
行
書
物
へ
の
書
き
込
み
、
表
紙
見
返
し
へ
の
フ
ラ
ン
ス
語
抜
き
書
き
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
書
き
込
み
が
行
わ
れ
た
本
は
、
そ
の
作
家
の
他
の
本
を
読
み
進
め
て
い
く
た
め
の
参
考
書
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
コ
ク
ト
ー
の
エ
ッ
セ
イ
選
集
『
諸
君
ご
静
粛
に
！
』
や
、

『
マ
リ
タ
ン
へ
の
手
紙
』
な
ど
が
そ
う
し
た
参
考
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
本
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
堀
が
こ
れ
ら
の
洋
書
を
読
ん
で
い
る
時
に
使
用
し
た
辞
書
が
推
定
さ
れ
た
。
堀
が
手
に
し
た

可
能
性
が
あ
る
辞
書
と
し
て
、
他
に
『
模
範
仏
和
大
辞
典
』（
白
水
社
、
大

）
も
あ
る
が
、
訳
語
は
『
新

10

仏
和
小
辞
典
』
（
白
水
社
、
大

）
と
ほ
ぼ
全
面
的
に
一
致
し
て
い
る
。
堀
は
東
京
帝
大
在
学
時
に
仏
文

12

の
授
業
に
出
て
、
こ
の
辞
書
の
訳
者
達
の
授
業
に
出
て
い
た
。

第
四
に
、
書
籍
の
購
入
場
所
で
あ
る
。
転
売
や
知
人
か
ら
の
入
手
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
確
定
は
で
き

な
い
が
、
現
在
確
認
し
た
書
店
票
か
ら
は
、
三
越
洋
書
部
、
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
、
白
水
社
、
棚
沢
書
店

な
ど
で
本
を
買
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
書
店
票
か
ら
、
三
越
洋
書
部
の
場
合
な
ど
、
あ
る

程
度
年
代
が
限
定
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
参
考
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

第
五
に
、
洋
書
の
序
文
等
の
重
要
性
で
あ
る
。
堀
は
、
本
文
だ
け
で
な
く
序
文
も
熱
心
に
読
み
込
ん
で

い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
序
文
の
中
に
は
コ
ク
ト
ー
が
ジ
ッ
ド
『
パ
リ
ュ
ー
ド
』
の
「
神

の
分
け
前
」
に
言
及
し
て
い
る
な
ど
、
他
の
作
品
の
文
章
の
孫
引
き
が
見
ら
れ
る
。
堀
辰
雄
の
エ
ッ
セ
イ

に
何
ら
か
の
語
句
が
引
用
さ
れ
た
場
合
、
原
本
か
ら
で
は
な
く
こ
う
い
っ
た
別
の
作
者
・
本
の
序
文
等
で

の
言
及
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
堀
の
旧
蔵
洋
書
の
書
き
込
み
調
査
の
意
義
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

従
来
、
堀
の
旧
蔵
洋
書
の
書
き
込
み
は
作
品
読
解
と
関
わ
る
形
で
部
分
的
な
利
用
が
な
さ
れ
る
か
、
あ
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る
い
は
影
響
研
究
で
も
全
く
参
照
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。
だ
が
当
該
作
品
か
ら
の
影
響
を
論
じ
る
場

合
、
堀
の
旧
蔵
洋
書
は
一
度
は
参
看
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。

書
き
込
み
を
見
る
こ
と
で
、
堀
が
そ
の
小
説
を
読
み
込
ん
で
い
た
か
ど
う
か
、
書
き
込
み
の
多
寡
に
よ

っ
て
お
お
よ
そ
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
堀
が
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
表
現
の
部
分
に

下
線
等
の
印
が
あ
り
、
堀
が
そ
の
文
に
注
目
し
て
い
た
傍
証
が
見
出
せ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
、
堀
の

翻
訳
や
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
の
執
筆
時
期
と
比
べ
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
書
き
込
み
の
お
お
よ
そ
の
時
期
が

推
測
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
書
き
込
み
は
堀
が
そ
の
本
を
実
際
に
ど
う
読
ん
だ
か
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
コ
ク

ト
ー
の
詩
『
天
使
ウ
ル
ト
ビ
ー
ズ
』
は
、
堀
が
こ
の
詩
の
音
韻
の
遊
び
に
明
ら
か
に
注
目
し
な
が
ら
読
み

解
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
例
は
例
外
的
だ
ろ
う
が
、
他
に
も
小
説
を
通
読
し
た
か

ど
う
か
、
エ
ッ
セ
イ
集
の
う
ち
ど
の
エ
ッ
セ
イ
に
注
目
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
じ
エ
ッ
セ
イ

が
複
数
の
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ど
の
本
に
拠
っ
て
参
照
し
た
か
が
わ
か
る
場
合
が
あ
る
。

た
だ
し
同
時
に
、
書
き
込
み
の
利
用
の
仕
方
に
は
注
意
す
べ
き
点
も
あ
る
。
ま
ず
こ
う
し
た
書
き
込
み

が
い
つ
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
最
終
的
に
確
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
堀
多
恵

子
が
筑
摩
書
房
版
「
蔵
書
目
録
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
り
、
一
度
手
放
し
て
買

い
直
し
た
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
読
ま
れ
た
時
期
が
日
付
を
と
も
な
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
以
上
、
あ
く
ま
で
も
書
き
込
み
時
期
の
推
定
は
確
実
で
は
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

ま
た
、
書
き
込
み
を
本
当
に
堀
が
行
っ
た
か
ど
う
か
は
、
判
断
で
き
な
い
場
合
が
稀
に
で
は
あ
る
が
存

在
す
る
。
筆
癖
や
下
線
・
傍
線
の
癖
で
堀
の
書
き
込
み
は
ほ
ぼ
特
定
で
き
る
の
だ
が
、
た
と
え
ば
プ
ル
ー

ス
ト
関
連
書
物
は
神
西
清
か
ら
譲
り
受
け
て
お
り
、
神
西
の
名
を
示
す
蔵
書
票
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
明
ら
か
に
堀
と
は
異
な
る
筆
跡
が
同
書
に
は
見
ら
れ
る
。
堀
は
神
西
以
外
に
も
友
人
か
ら
本
を
取
り

寄
せ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
全
て
の
書
き
込
み
の
主
体
を
堀
に
帰
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
、

書
き
込
み
を
実
際
に
見
て
確
か
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
作
品
分
析
等
の
際
に
旧
蔵
書
書
き
込
み
を
参
照
す
る
時
に
も
、
書
き
込
み
箇
所
を
恣
意

的
に
意
味
に
結
び
つ
け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
蔵
書

書
き
込
み
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
利
用
方
法
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
堀
の
書
き
込
み
の
あ
り
よ
う
は
、
時
期
や
対
象
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
い
ま
だ
全
て
の
旧
蔵
書
を
精
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今
後
調
査
し
て
い
く
中
で
、
こ
う
し

た
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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今
回
の
書
き
込
み
調
査
に
よ
っ
て
、
堀
が
最
初
期
の
文
学
活
動
の
時
期
に
読
み
込
ん
だ
原
書
が
、
旧
蔵

書
と
し
て
一
部
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
堀
は
書
物
を
買
い
換
え
た
り
引
っ
越

し
や
火
災
で
な
く
し
て
い
る
場
合
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
最
初
期
に
影
響
を
受
け
た
本
は
大
切
に
手

元
に
保
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
ジ
ッ
ド
、
プ
ル
ー
ス
ト
、
モ
ー
リ
ャ
ッ
ク
、
リ
ル
ケ
と
い

っ
た
旧
蔵
洋
書
の
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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結
語
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堀
辰
雄
は
、
昭
和
前
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
特
色
を
典
型
的
に
備
え
て
い
る
。
作
品
に
お
け
る
文
体

上
の
実
験
性
を
志
向
し
、
既
存
の
テ
ク
ス
ト
や
形
式
を
引
用
し
、
主
体
の
心
理
や
感
覚
の
表
現
方
法
を
模

索
し
た
。
堀
を
は
じ
め
伊
藤
整
、
小
林
秀
雄
、
牧
野
信
一
、
立
原
道
造
、
坂
口
安
吾
ら
昭
和
の
モ
ダ
ニ
ス

ト
は
、
異
言
語
に
接
触
し
翻
訳
し
そ
の
過
程
に
お
い
て
自
ら
の
創
作
の
文
体
を
更
新
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
中
に
あ
っ
て
堀
は
西
洋
文
学
を
一
つ
の
理
想
像
と
し
て
捉
え
た
点
で
特
異
で

あ
っ
た
。
堀
の
「
ロ
マ
ン
」
へ
の
志
向
と
は
長
篇
小
説
の
実
現
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る

西
洋
文
学
が
実
現
し
て
い
た
人
間
の
描
き
方
、
空
間
の
描
き
方
、
世
界
の
立
ち
上
げ
方
に
及
ぶ
も
の
だ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
西
洋
文
学
に
自
ら
が
達
成
す
べ
き
小
説
の
理
想
を
見
た
堀
は
、
自
ら
の
作
品
の
文
体

を
解
体
・
再
構
成
し
、
西
洋
の
そ
れ
に
近
づ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
こ
こ
ま
で
全
四
部
、
本
論
八
章
と
補
論
三
章
を
通
し
て
、
堀
辰
雄
の
翻
訳
か
ら
創
作
へ
の

道
筋
を
た
ど
っ
た
。
堀
の
翻
訳
行
為
と
創
作
行
為
と
の
関
連
を
見
る
こ
と
は
、
西
欧
文
学
を
一
つ
の
理
念

と
し
て
希
求
す
る
堀
の
姿
勢
を
文
体
に
視
座
を
置
い
て
析
出
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

本
研
究
は
、
堀
辰
雄
の
翻
訳
行
為
と
創
作
行
為
と
の
連
関
を
考
究
し
た
。
そ
の
意
義
は
堀
の
翻
訳
行
為

と
創
作
行
為
と
の
連
関
の
一
端
を
、
具
体
的
な
作
品
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
点
、
従
来
の
影
響
論

と
は
異
な
る
方
法
論
を
提
唱
し
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
翻
訳
と
い
う
視
点
を
設
け
た
こ
と
で
堀
の
創
作
史
の
全
体
像
を
充
全
に
明
ら
か
に
し
え
な
か

っ
た
し
、
翻
訳
分
析
を
通
じ
た
作
品
論
と
そ
れ
以
外
の
作
品
論
と
を
統
一
す
る
視
点
を
う
ま
く
提
出
し
え

な
か
っ
た
。
堀
の
翻
訳
の
分
析
を
通
し
て
見
出
し
た
堀
の
作
品
個
々
の
文
体
の
特
性
を
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ヴ
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。『
美
し
い
村
』
、『
菜
穗
子
』
等
の
作
品
研
究
、

王
朝
小
説
の
そ
の
後
の
展
開
な
ど
、
論
じ
残
し
た
部
分
が
多
い
が
、
擱
筆
す
る
。
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初
出
一
覧

＊
（

）
内
は
口
頭
発
表
。
第
三
章
・
第
六
章
・
第
七
章
は
書
き
下
ろ
し
。

序
論
・
結
語
・
補
論
結
論

書
き
下
ろ
し

第
一
章

詩
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム

―
翻
訳
・
詩
・
コ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ
「
芸
術
至
上
主
義
文
芸
」(

)
2011

50

第
二
章

「
不
器
用
な
天
使
」
論

―
翻
訳
か
ら
小
説
へ

「
日
本
近
代
文
学
」(

)
2009

81

第
三
章

「
聖
家
族
」
論

―
ラ
デ
ィ
ゲ
の
翻
訳

（
日
本
近
代
文
学
会
春
季
大
会2014

）

第
四
章

プ
ル
ー
ス
ト
の
翻
訳
―
『
美
し
い
村
』
へ

「
東
京
大
学
国
文
学
論
集
」(
)

2011

6

第
五
章

「
物
語
の
女
」
論
―
昼
顔
は
ど
こ
に
咲
い
て
い
る
か

「
国
語
と
国
文
学
」

(
)

2008

85
20

第
六
章

「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
論

―
古
典
の
翻
訳

（
芸
術
至
上
主
義
文
芸
学
会

回
例
会

2010

）

219

第
七
章

『
風
立
ち
ぬ
』
論

―
小
説
の
時
間

（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

2011

）

第
八
章

『
風
立
ち
ぬ
』
論

―
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
リ
ル
ケ
翻
訳

「
文
学
」

(
)

2013
14
5

第
九
章

ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
関
連
書
物

「
奏
」(

)
2011

23

第
十
章

ラ
デ
ィ
ゲ
関
連
書
物

「
奏
」(

)
2012

24

第
十
一
章

コ
ク
ト
ー
関
連
書
物

「
奏
」(

)
2012

「
奏
」（

）2013

25

27

「
奏
」
（

）2014

「
奏
」
（

）2014

28

29

四
百
五
十
枚
（
四
百
字
換
算
・
補
論
九
章
～
十
一
章
を
除
く
）



*1

吉
田
精
一
「
堀
辰
雄
の
文
学
と
そ
の
時
代
」
（
「
国
文
学
」
昭

・

）
。

38

7

*2

小
久
保
実
「
堀
辰
雄
研
究
史
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

・

）
。

36

3

*3

渡
部
麻
実
「
研
究
動
向
」
（
「
昭
和
文
学
研
究
」
平

・

）
。

16

3

*4

小
久
保
実
「
堀
辰
雄
」
（
『
近
代
文
学
研
究
必
携
』
学
燈
社
、
昭

）
、
熊
坂
敦
子
「
堀
辰
雄
を
研
究
す

36

る
人
の
た
め
に
」
（
「
国
文
学
」
昭

・

）
、
小
久
保
実
「
堀
辰
雄
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

・

）
、
小

38

7

39

5

久
保
伍
「
研
究
文
献
展
望
」
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
十
巻
、
角
川
書
店
、
昭

）
、
佐
藤
泰
正
「
堀
辰
雄

40

―
そ
の
「
西
欧
的
な
る
も
の
」
と
「
日
本
的
な
る
も
の
」
。
「
十
月
」
及
び
「
曠
野
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和

・

）
、
小
田
切
進
「
堀
辰
雄
・
三
好
達
治
研
究
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系
』

44

7

第
六
十
四
巻
月
報
、
昭

・

）
、
小
久
保
実
「
堀
辰
雄
主
要
研
究
文
献
案
内
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

44

8

49

・

）
、
杉
野
要
吉
「
解
説

―
堀
辰
雄
研
究
史
の
展
望
と
研
究
課
題
」
（
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

堀

2
辰
雄
』
有
精
堂
、
昭

）
、
池
内
輝
雄
「
堀
辰
雄
研
究
案
内
」
（
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
』
第
十
八
巻
、
角

46

川
書
店
、
昭

）
、
岡
崎
直
也
「
研
究
動
向
」
（
「
昭
和
文
学
研
究
」
平

・

）
。

56

9

2
*5

新
潮
社
版
全
集
全
七
巻
（
昭

～

）
は
編
集
が
川
端
康
成
・
神
西
清
・
丸
岡
明
・
中
村
真
一
郎
・

29

32

福
永
武
彦
、
校
訂
が
谷
田
昌
平
。
新
潮
社
版
全
集
全
六
巻
（
昭

）
は
編
集
解
説
が
福
永
武
彦
、
角
川
書

33

店
版
全
集
全
十
巻
（
昭

～

）
は
、
編
集
が
室
生
犀
星
・
川
端
康
成
・
河
上
徹
太
郎
・
中
野
重
治
、
校

38

41

訂
が
小
久
保
実
、
全
巻
解
説
が
河
上
徹
太
郎
。
筑
摩
書
房
全
集
全
十
一
巻
（
昭

～

）
は
編
集
が
中
村

52

55

真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
郡
司
勝
義
、
校
訂
は
郡
司
勝
義
。

*6

主
要
な
も
の
と
し
て
、
中
村
真
一
郎
「
堀
辰
雄
と
共
に

―
一
つ
の
感
謝
の
素
描
」
（
「
人
間
」
昭
25

・

）
、
中
村
真
一
郎
編
『
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

堀
辰
雄
』
筑
摩
書
房
、
昭

）
、
中
村
真
一
郎
編
『
近

6

29

代
文
学
鑑
賞
講
座
』
第
十
四
巻
、
角
川
書
店
、
昭

）
、
福
永
武
彦
「
堀
辰
雄
と
外
国
文
学
と
の
多
少
の

33

関
係
に
つ
い
て
」
（
前
掲
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
』
第
十
四
巻
）
、
「
解
説
」
（
前
掲
『
堀
辰
雄
全
集
』
月
報
、

新
潮
社
）
、
「
「
菜
穂
子
」
創
作
ノ
オ
ト
考
」
（
『
「
菜
穂
子
」
創
作
ノ
オ
ト
及
び
覚
書
』
麦
書
房
、
昭

）
が

53

あ
る
。

*7

「
『
菜
穂
子
』
は
、
堀
辰
雄
の
文
学
の
総
決
算
で
あ
り
、
日
本
の
近
代
文
学
史
上
に
類
の
少
い
ロ
マ
ン

の
一
典
型
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
」
（
中
村
真
一
郎
「
解
説
」
、
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
第
四
十
三
巻
、

筑
摩
書
房
、
昭

）
、
「
「
聖
家
族
」
以
来
の
作
者
の
野
心
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
や
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
へ
の
親
近

29

を
経
て
、
も
つ
と
複
雑
な
光
線
の
当
つ
た
、
よ
り
長
い
、
よ
り
現
代
的
な
、
一
つ
の
ロ
マ
ン
を
書
く
こ
と
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*8

谷
田
昌
平
「
堀
辰
雄
」
（
谷
田
昌
平
・
佐
々
木
基
一
『
堀
辰
雄

―
そ
の
生
涯
と
文
学
』
青
木
書
店
、

昭

）
、
小
久
保
実
『
堀
辰
雄
』
（
現
代
文
学
研
究
会
、
昭

）
。

30

26

*9

「
堀
辰
雄
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」
と
「
聖
家
族
」
」
（
「
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
・
国
文
学
漢
文

学
論
叢
」
昭

・

）
、
「
堀
辰
雄
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」
小
論

―
「
詩
」
と
「
真
実
」
を
め
ぐ
っ

46

3

て
」
（
「
大
妻
国
文
」
昭

・

）
、
「
堀
辰
雄
論

―
「
本
所
」
か
ら
「
幼
年
時
代
」
ま
で
」
（
「
大
妻
国

47

3

文
」
昭

・

）
、
「
堀
辰
雄
「
甘
栗
」
考
・
そ
の
他
」
（
「
大
妻
国
文
」
昭

・

）
、
「
堀
辰
雄
初
期
の
問

49

3

50

3

題
点

―
「
不
器
用
な
天
使
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
吉
田
精
一
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
の
近
代
文

学

―
作
家
と
作
品
』
角
川
書
店
、
昭

）
。

53

*10

吉
田
精
一
『
現
代
文
学
と
古
典
』
（
至
文
堂
、
昭

）
、
中
村
真
一
郎
「
本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞
」

36

（
前
掲
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
』
第
十
四
巻
）
。

*11

「
昭
和
十
年
代
の
堀
辰
雄

―
「
沈
黙
的
抵
抗
」
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
国
文
学
研
究
」
昭

・
39

）
、
「
昭
和
十
年
代
の
堀
辰
雄

―
「
日
本
的
な
る
も
の
」
へ
の
接
近
姿
勢
を
め
ぐ
つ
て
」
（
「
北
海
道
高

3等
学
校
教
育
研
究
会
研
究
紀
要
」
昭

・

）
、
「
昭
和
十
年
代
の
堀
辰
雄

―
「
日
本
的
な
る
も
の
」
へ

40

3

の
展
開
・
第
二
次
大
和
行
ま
で
」
（
「
文
学
・
語
学
」
昭

・

）
、
「
堀
辰
雄
に
お
け
る
日
本
古
典
接
近
の

40

6

問
題

―
小
久
保
・
高
田
両
氏
の
御
論
に
ふ
れ
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭

・

）
。

43

7
*12

林
淑
美
「
堀
辰
雄
の
古
代

―
〈
日
本
主
義
の
文
学
化
〉
と
は
何
か
」
（
池
内
輝
雄
編
「
堀
辰
雄
と

モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
、
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
、
平

・

）
、
中
島
国
彦
「
古
代
美
へ
の
憧
れ
」
と
は
何
か

16

2

―
堀
辰
雄
・
奈
良
大
和
・
『
古
寺
巡
礼
』
（
「
国
学
院
雑
誌
」
平

・

）
、
「
『
古
寺
巡
礼
』
と
『
大
和
路

16

11

・
信
濃
路
』
を
つ
な
ぐ
も
の

―
堀
辰
雄
「
大
和
路
」
ノ
ー
ト
の
検
証
を
中
心
に
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」

平

・

）
、
大
石
紗
都
子
「
堀
辰
雄
『
曠
野
』
と
〝
古
典
回
帰
〟
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
平

・

）
。

17

5

23

4

*13

小
林
英
夫
「
堀
辰
雄
の
文
体
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

・

）
、
原
子
朗
「
文
体
の
問
題
」
（
「
国
文

36

3

学
」
昭

・

）
。

52

7

*14

高
橋
順
一
「
価
値
の
此
岸
と
彼
岸

―
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
』
か
ら
」
（
「
季
刊

iichiko

」
平

・

）
、
宮
内
豊
「
『
風
立
ち
ぬ
』
の
し
た
こ
と

―
時
間
の
小
説
」
（
「
群
像
」
平

・

8

4

9

）
。

2

*15

大
野
俊
一
「
神
西
清
と
堀
辰
雄
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
。

34

2

*16

春
山
行
夫
「
「
詩
と
詩
論
」
の
時
代
」
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
五
巻
月
報
、
新
潮
社
、
昭

）
。

30

*17

富
士
川
英
郎
「
堀
辰
雄
と
リ
ル
ケ
」
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
二
巻
月
報
、
新
潮
社
、
昭

）
。

29

*18

富
士
川
英
郎
「
リ
ル
ケ

―
堀
辰
雄
の
西
欧
的
な
も
の
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

・

）
。

36

3
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に
あ
つ
た
」
（
福
永
武
彦
「
解
説
」
（
前
掲
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
四
巻
月
報
、
新
潮
社
）
等
。
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*19

佐
藤
朔
「
プ
ル
ー
ス
ト
な
ど

―
堀
辰
雄
の
西
欧
的
な
も
の
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

・

）
。

36

3

*20

福
永
武
彦
「
編
集
雑
記
」
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
五
巻
月
報
、
筑
摩
書
房
）
。

*21

西
川
正
也
「
翻
訳
者
・
堀
口
大
学
の
功
罪

―
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
詩
訳
・
試
論
」
（
「
比
較
文
学
研

究
」
平

・

）
。

2

10

*22

西
村
靖
敬
「
堀
辰
雄
の
翻
訳
と
創
作

―
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
と
の
関
係
を
中
心
に
」
（
「
千
葉
大
学

人
文
研
究

人
文
学
部
紀
要
」
平

・

）
。

16

3
*23

高
橋
英
夫
「
青
春
の
翻
訳
」
（
『
立
原
道
造
・
堀
辰
雄
翻
訳
集

―
林
檎
み
の
る
頃
・
窓
』
岩
波
文
庫
、

平

）
。
同
書
は
立
原
道
造
の
シ
ュ
ト
ル
ム
と
リ
ル
ケ
、
堀
辰
雄
の
ル
イ
ズ
・
ラ
ベ
、
ノ
ワ
イ
ユ
伯
爵
夫

20
人
、
コ
ク
ト
ー
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
リ
ル
ケ
の
翻
訳
を
収
め
る
。
高
橋
は
同
書
が
「
立
原
道
造
と
堀
辰
雄

に
対
し
て
従
来
な
か
っ
た
新
し
い
切
り
口
」
を
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
こ
れ
は
何
か
類
例
の
な
い
本

で
は
な
い
の
か
」
と
さ
え
述
べ
る
。
「
赤
帯
」
（
外
国
文
学
）
で
な
く
「
緑
帯
」
（
現
代
日
本
文
学
）
に
分

類
さ
れ
た
同
書
は
、
翻
訳
者
の
側
に
視
点
を
置
い
た
だ
け
で
な
く
、
鷗
外
訳
の
よ
う
な
名
翻
訳
で
は
な
い

作
家
の
翻
訳
を
、
文
庫
と
い
う
形
で
広
汎
な
読
者
に
提
示
し
た
点
で
意
義
が
大
き
い
。

*24

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
内
村
博
信
訳
「
翻
訳
者
の
使
命
」
（
浅
井
健
二
郎
編
訳
『
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２

―
エ
ッ
セ
イ
の
思
想
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
平

）
。

8

*25

西
村
靖
敬
前
掲
論
。

*26
Law

rence
V

enuti,The
translator's

invisibility,London,N
ew

Y
ork,

R
outledge,1995.

こ
の
二
項

対
立
的
考
え
方
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
以
来
多
く
の
翻
訳
理
論
で
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
は
ポ

ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

*27

福
永
武
彦
前
掲
「
堀
辰
雄
と
外
国
文
学
と
の
多
少
の
関
係
に
つ
い
て
」
、
小
久
保
実
『
新
版
堀
辰
雄

論
』
（
麦
書
房
、
昭

）
。

51

*28

渡
部
麻
実
『
流
動
す
る
テ
ク
ス
ト

―
堀
辰
雄
』
（
翰
林
書
房
、
平

）
。
他
に
、
飯
島
洋
「
「
聖
家

20

族
」
の
心
理
描
写
」
（
「
国
語
国
文
」
平

・

）
、
「
「
聖
家
族
」
の
方
法

―
現
実
・
虚
構
・
幻
影
」

15

1

（
「
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
」
平

・

）
以
下
の
一
連
の
論
考
や
、
宮
坂
康
一
『
出
発
期
の
堀
辰
雄
と

15

10

海
外
文
学

―
「
ロ
マ
ン
」
を
書
く
作
家
の
誕
生
』
（
翰
林
書
房
、
平

）
な
ど
。

26

*29

本
稿
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
堀
に
よ
る
古
典
の
現
代
語
化
も
翻
訳
行
為
と
捉
え
る
。
第
六
章
参
照
。

古
典
テ
ク
ス
ト
の
現
代
語
化
は
、
ロ
マ
ー
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
が
い
う
「
言
語
内
翻
訳
」
（intralingual

translation

）
の
中
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
（
ロ
マ
ー
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
、
川
本
茂
雄
監
修
・
田
村
す
ゞ
子

・
村
崎
恭
子
・
長
嶋
善
郎
・
八
幡
屋
直
子
訳
『
一
般
言
語
学
』
み
す
ず
書
房
、
昭

）
。

48

*30

た
と
え
ば
島
田
謹
二
の
『
日
本
に
お
け
る
外
国
文
学

―
比
較
文
学
研
究
』
上
巻
（
朝
日
新
聞
社
、



*31

「
驢
馬
」
の
詩
を
堀
と
中
野
を
中
心
に
た
ど
っ
た
研
究
と
し
て
、
木
村
幸
雄
「
「
驢
馬
」
に
お
け
る
中

野
重
治
と
堀
辰
雄
」
（
「
大
妻
国
文
」
平

・

）
、
竹
内
清
己
「
堀
辰
雄
と
中
野
重
治
」
（
『
村
上
春
樹
・

19

3

横
光
利
一
・
中
野
重
治
と
堀
辰
雄

―
現
代
日
本
文
学
生
成
の
水
脈
』
鼎
書
房
、
平

）
が
あ
る
。

21

*32

室
生
犀
星
「
十
月
の
ノ
オ
ト
」
（
『
抒
情
小
曲
集
』
感
情
詩
社
、
大

）
。

7

*33

堀
の
詩
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
中
村
真
一
郎
「
詩
」
（
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
』
第
十
四
巻
、
角

川
書
店
、
昭

）
、
小
久
保
実
「
堀
辰
雄
「
硝
子
の
破
れ
て
ゐ
る
窓
‥
‥
」
」
（
「
国
文
学
」
昭

・

）
、

33

42

4

菊
地
弘
「
堀
辰
雄
の
姿
勢
」
（
文
学
批
評
の
会
編
『
転
換
期
の
詩
人
た
ち
』
芳
賀
書
店
、
昭

）
な
ど
が

44

あ
る
が
、
詩
を
翻
訳
・
コ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
相
関
的
に
位
置
づ
け
た
研
究
は
な
い
。

*34

「
夜
に
な
る
と
‥
‥
」
は
『
イ
リ
ュ
ミ
ナ
シ
オ
ン
』
の
「
眠
ら
な
い
夜
」
、
「
花
に
‥
‥
」
は
『
詩

集
』
の
「
酔
い
ど
れ
船
」
第
十
二
節
、
「
老
人
が
‥
‥
」
、
「
イ
ン
ク
の
花
が
‥
‥
」
は
『
詩
集
』
の
「
座

っ
た
奴
ら
」
の
第
二
節
と
第
十
一
節
。
エ
ッ
セ
イ
中
で
は
他
に
、
一
八
七
二
年
六
月
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ド
ラ

エ
ー
宛
書
簡
、
『
地
獄
の
一
季
節
』
か
ら
「
飢
え
」
第
三
節
・
第
四
節
の
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
る
。

*35

小
林
秀
雄
「
人
生
斫
断
家
ア
ル
チ
ュ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
」
（
「
仏
蘭
西
文
学
研
究
」
大

・

）
、
中
原

15

10

中
也
「
後
記
」
（
中
原
訳
『
ラ
ン
ボ
オ
詩
集
』
野
田
書
房
、
昭

）
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
実
存
的
な
ラ
ン
ボ

12

ー
観
は
、
両
者
に
よ
る
ラ
ン
ボ
ー
翻
訳
を
通
し
て
同
時
代
の
詩
人
達
に
受
容
さ
れ
る
。

*36A
rthur

Sym
ons,

The
Sym

bolist
M

ovem
ent

in
Literature,

London,
W

illiam
H

einem
ann,

1899.

邦

訳
と
し
て
岩
野
泡
鳴
訳
『
表
象
派
の
文
学
運
動
』
（
新
潮
社
、
大

）
が
あ
る
。

2

*37Francis
C

arco,
«

Introduction
».

カ
ル
コ
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
セ
シ
ェ
の
批
評
を
引
き
、
同
時
代
の

詩
の
特
徴
と
し
てfantaisie

を
指
摘
、fantaisiestes

の
先
行
者
と
し
て
ラ
ン
ボ
ー
を
挙
げ
る
。
彼
ら
の
交

流
に
つ
い
て
は
カ
ル
コ
、
井
上
勇
訳
『
巴
里
芸
術
家
放
浪
記
』
（
講
談
社
文
芸
文
庫
、
平

）
を
参
照
。

11

日
本
で
は
広
瀬
哲
士
『
新
フ
ラ
ン
ス
文
学

ナ
チ
ユ
リ
ス
ム
よ
り
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
』
（
東
京
堂
、
昭

）
の
中
で
、
「
ダ
ダ
イ
ス
ム
」
、
「
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
」
の
先
駆
と
し
て
「
幻
想
派
」
が
位
置
づ
け
ら

5れ
る
。

- 196 -

昭

）
は
、
第
二
部
を
「
翻
訳
文
学
の
研
究
」
と
し
て
森
鷗
外
『
即
興
詩
人
』
、
上
田
敏
『
海
潮
音
』
、
永

50
井
荷
風
『
珊
瑚
集
』
、
佐
藤
春
夫
『
ぽ
る
と
が
る
文
』
を
論
じ
る
。
島
田
は
同
書
の
「
序
の
章

―
私
の

比
較
文
学
修
行
」
に
お
い
て
、
「
「
翻
訳
文
学
」
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
な
ど
、
近
代
文
学
と
よ
ば
れ
る

も
の
の
歴
史
的
位
置
か
ら
特
別
な
重
要
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
明
治
・
大
正
時
代
の
特
色

は
、
日
本
文
化
の
西
洋
化
に
中
心
が
あ
っ
た
と
い
う
根
本
的
事
実
か
ら
見
て
、
い
わ
ゆ
る
「
創
作
」
よ
り

も
か
え
っ
て
「
翻
訳
」
「
翻
案
」
の
方
面
に
、
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
お
も
し
ろ
い
価
値
あ
る
も
の
が
生

ま
れ
た
」
と
し
て
、
比
較
文
学
研
究
に
お
け
る
翻
訳
文
学
研
究
の
重
要
性
を
提
唱
し
た
。
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*38

ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
に
端
を
発
す
る
新
詩
精
神
運
動
を
日
本
に
紹
介
し
た
の
は
堀
口
大
學
で
あ
っ
た
。
堀

口
は
詞
華
集
『
昨
日
の
花
』
（
大

）
、
『
月
下
の
一
群
』
（
大

）
、
『
空
し
き
花
束
』
（
大

）
の
他
、
ア

7

14

15

ポ
リ
ネ
ー
ル
『
動
物
詩
集
』
（
大

）
、
『
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
詩
抄
』
（
昭

）
を
翻
訳
・
刊
行
し
、
昭
和
初
年

14

2

代
の
詩
人
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
影
響
は
竹
中
郁
、
岩
佐
東
一
郎
ら
「
羅
針
」
、
「
文
芸
汎

論
」
系
の
詩
人
達
に
顕
著
に
見
出
さ
れ
る
（
小
海
永
二
「
月
下
の
一
群
」
、
中
島
健
蔵
、
太
田
三
郎
、
福

田
陸
太
郎
編
『
比
較
文
学
講
座
』
第
二
巻
、
清
水
弘
文
堂
、
昭

）
。
彼
ら
は
、
堀
口
独
特
の
訳
文
に
よ

46

っ
て
作
り
出
さ
れ
た
、
抒
情
的
な
エ
ス
プ
リ
と
い
う
べ
き
も
の
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。

*39

原
詩
は«

1909
»,Alcools,

Paris,M
ercure

de
France,1913.

な
お
、
堀
の
旧
蔵
書
（
神
奈
川
近
代

文
学
館
蔵
）
に
見
え
る
の
はN

.R
.F.

一
九
二
○
年
第
二
版
。

*40

堀
が
こ
う
し
た
視
点
を
ど
こ
か
ら
得
た
か
確
定
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
堀
旧
蔵A

ndré
Salm

on,

Le
M

anuscrit
trouvé

dans
un

chapeau,
Paris,

Stock,
1924.

の
序
文
に
お
い
て
、
サ
ル
モ
ン
の
詩
の
イ

メ
ー
ジ
の
新
し
さ
の
一
つ
と
し
てfantaisie

と
い
う
要
素
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

*41

神
西
清
、
堀
宛
書
簡
（
昭

・

・

～

『
堀
辰
雄
全
集
』
別
巻
一
、
筑
摩
書
房
）
。

25

10

6

9

*42

萩
原
朔
太
郎
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
池
内
輝
雄
「
詩
」
（
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
』
第
十
八
巻
、

角
川
書
店
、
昭

）
を
参
照
。

56

*43

同
号
掲
載
の
芥
川
龍
之
介
「
虹
」
に
「
僕
は
踵
を
擡
げ
る
や
う
に
し
、
ち
ょ
つ
と
そ
の
虹
へ
鼻
を
や

つ
て
見
た
。
す
る
と

―
か
す
か
に
石
油
の
匂
が
し
た
」
と
い
う
堀
の
詩
と
呼
応
し
た
一
節
が
あ
る
。

*44

赤
塚
正
幸
「
「
夢
」
と
「
眠
り
」
と
「
夜
」

―
「
眠
り
な
が
ら
」
と
「
眠
れ
る
人
」
」
（
池
内
輝
雄

編
「
堀
辰
雄
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
、
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
、
平

・

）
。

16

2

*45

「
超
現
実
主
義
」
（
「
文
学
」
昭

・

）
、
「
す
こ
し
独
断
的
に

―
超
現
実
主
義
は
疑
問
だ
」
（
「
帝

4

12

国
大
学
新
聞
」
昭

・

・

）
で
、
堀
は
超
現
実
主
義
と
自
身
の
立
場
を
区
別
す
る
。

5

4

28

*46

柳
沢
孝
子
「
コ
ン
ト
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
」
（
『
私
小
説
の
諸
相

―
魔
の
ひ
そ
む
場
所
』
双
文
社
出
版
、

平

）
。

22

*47

前
掲
神
西
清
書
簡
で
「
錯
覚
」
八
篇
が
「
散
文
詩
風
の
も
の
」
と
括
ら
れ
る
こ
と
は
、
詩
と
コ
ン
ト

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
類
同
性
・
連
続
性
を
示
唆
す
る
。
安
藤
宏
は
大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
代
を
詩
と
散
文

の
相
互
浸
透
の
進
ん
だ
時
期
と
規
定
し
、
堀
辰
雄
の
作
品
を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
る
（
「
エ
ス
プ
リ
・
ヌ

ー
ボ
ー
と
純
粋
小
説
」
、
野
山
嘉
正
編
『
詩
う
作
家
た
ち

詩
と
小
説
の
あ
い
だ
』
至
文
堂
、
平

）
。

9

*48

池
内
輝
雄
が
こ
の
両
作
に
、
「
人
の
内
部
の
世
界
と
そ
の
外
部
に
広
が
る
世
界
と
が
相
互
に
干
渉
し
、

関
係
し
あ
う
」
と
い
う
共
通
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
堀
辰
雄
文
学
の
構
造
」
、
「
解
釈

と
鑑
賞
」
平

・

）
。

8

9
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*49

こ
こ
に
は
堀
が
傾
倒
し
て
い
た
芥
川
龍
之
介
の
晩
年
の
作
品
「
歯
車
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）

2

10

の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
幻
想
の
創
出
過
程
に
お
い
て
は
む
し
ろ
堀
の
初
期
の
詩
と
の
つ
な

が
り
が
重
要
で
あ
る
。
「
芥
川
龍
之
介
論

―
芸
術
家
と
し
て
の
彼
を
論
ず
」
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
四
巻
、

筑
摩
書
房
）
で
は
、
芥
川
「
歯
車
」
の
歯
車
の
描
写
が
注
目
さ
れ
、
そ
こ
で
の
「bizarre

な
錯
覚
と
幻

覚
」
が
言
及
さ
れ
る
。

*50

『
堀
辰
雄
全
集
』
第
五
巻
（
新
潮
社
、
昭

）
。

33

*51

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
を
参
照
。

*52

『
コ
ク
ト
オ
抄
』
刊
行
直
後
の
「
詩
と
詩
論
」
誌
上
で
は
、
北
園
克
衛
「
化
粧
す
べ
き
詩
人
」
、
春
山

行
夫
「
反
対
に
答
ふ
」
（
「
詩
と
詩
論
」
昭

・

）
な
ど
、
堀
口
大
學
の
独
特
な
コ
ク
ト
ー
翻
訳
へ
の
批

4

6

判
が
見
ら
れ
る
。
大
學
の
翻
訳
が
日
本
の
コ
ク
ト
ー
受
容
に
果
た
し
た
正
負
の
両
側
面
に
つ
い
て
は
、
西

川
正
也
「
翻
訳
者
・
堀
口
大
学
の
功
罪

―
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
詩
訳
・
試
論
」
（
「
比
較
文
学
研
究
」
平

・

）
の
分
析
が
詳
し
い
。

2

10

*53

丸
岡
明
「
弔
辞
」
（
「
文
芸
」
昭

・

）
。
『
不
器
用
な
天
使
』
（
改
造
社
）
は
昭
和
五
年
七
月
、
『
ル

28

8

ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』
（
江
川
書
房
）
は
昭
和
八
年
二
月
の
刊
行
。

*54

表
題
は
初
出
目
次
題
名
と
本
文
題
名
が
食
い
違
う
が
、
初
収
以
後
の
も
の
に
従
っ
た
。

*55

小
久
保
実
『
新
版
堀
辰
雄
論
』
（
麦
書
房
、
昭

）
。

51

*56

澁
澤
龍
彦
「
堀
辰
雄
と
コ
ク
ト
ー
」
（
「
国
文
学
」
昭

・

）
。

52

7

*57

松
田
嘉
子
「
扁
理
と
ア
ン
リ
エ
ッ
ト

―
堀
辰
雄
の
初
期
作
品
に
お
け
る
コ
ク
ト
ー
と
ラ
デ
ィ
ゲ
の

影
響
」
（
「
現
代
文
学
」
昭

・

）

57

6

*58

宮
坂
康
一
「
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」
と
コ
ク
ト
オ
「
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ア
ル
」

―
堀
辰
雄
に
お
け

る
「
本
格
的
小
説
」
の
試
み
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
平

・

）
は
、
早
く
も
大
正
十
五
年
五
月
号
の

19

10

「
驢
馬
」
掲
載
の
「
寓
話
」
が
、
「
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
」
第
二
章
冒
頭
部
の
翻
訳
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
第
九
章
の
翻
訳
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
年
十
二
月
の
春
山
行
夫
に

よ
る
依
頼
（
春
山
行
夫
「
「
詩
と
詩
論
」
の
時
代
」
、
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
五
巻
月
報
、
新
潮
社
、
昭

）
30

以
降
と
推
測
さ
れ
る
。

*59

訳
文
は
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
に
拠
っ
た
。
原
文
はLe

G
rand

Écart,
Paris,

Stock,
1923.

を
参
照
、
神

奈
川
近
代
文
学
館
蔵
の
堀
の
旧
蔵
書
（
一
九
二
四
年
発
行
の
第
二
十
九
版
）
と
照
合
し
た
。
同
書
第
一
章

か
ら
第
八
章
に
は
語
句
の
意
味
や
下
線
が
色
鉛
筆
で
書
き
込
ま
れ
、
下
線
部
二
箇
所
は
「
不
器
用
な
天

使
」
へ
の
引
用
箇
所
と
一
致
す
る
。

*60

以
下
、
丸
括
弧
内
は
拙
訳
。
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*61

澁
澤
前
掲
訳
書
、
山
川
篤
訳
『
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ー
ル
』
（
近
代
文
庫
、
昭

）
。

28

*62

原
文
は«

Le
M

atelotd'A
m

sterdam
»,L'H

érésiarque&
Cie,Paris,Stock,1910.

を
参
照
し
た
。

*63

堀
の
他
の
翻
訳
で
も
文
末
に
は
様
々
な
配
慮
が
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
詩
「
風
景
」

（Paysage

）
や
「
ネ
ク
タ
イ
」
（La

C
ravate

etla
m

ontre

）
で
は
で
す
ま
す
調
（
「
驢
馬
」
大

・

）
、

15

4

ル
ナ
ー
ル
の
コ
ン
ト
「
雪
」
（La

N
eige

）
で
は
女
性
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
「
辻
馬
車
」
大

・
15

）
。

7

*64

傍
点
原
文
。

*65

森
岡
健
二
『
欧
文
訓
読
の
研
究

―
欧
文
脈
の
形
成
』
（
明
治
書
院
、
平

）
な
ど
。

11

*66

渡
邊
一
民
『
フ
ラ
ン
ス
の
誘
惑

―
近
代
日
本
精
神
史
試
論
』
（
岩
波
書
店
、
平

）
、
小
田
桐
弘
子

7

『
横
光
利
一

―
比
較
文
学
的
研
究
』
（
南
窓
社
、
昭

）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
堀
口
大
學
訳
『
夜
ひ
ら
く
』
、

55

生
田
長
江
訳
『
サ
ラ
ム
ボ
オ
』
を
原
文
と
比
較
し
、
文
体
の
新
奇
さ
が
そ
の
訳
文
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ

て
い
る
点
を
分
析
し
て
い
る
。

*67

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
渡
部
麻
実
が
さ
ら
に
コ
ク
ト
ー
『
白
紙
』
の
一
節
に
依
拠
し
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
「
堀
辰
雄
『
燃
ゆ
る
頬
』
論

―
コ
ク
ト
ー
か
ら
ラ
デ
ィ
ゲ
へ
」
、

「
山
邊
道
」
平

・

）
。

21

11

*68

同
様
の
例
が
他
に
も
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
「
そ
し
て
何
か
口
を
動
か
し
て
ゐ
る
。
が
、
音
楽
が
僕
に

そ
れ
を
聞
き
と
ら
せ
な
い
」
（
一
）
は
、Elle

rem
ue

la
bouche

et
Jacques

n'entnd
aucune

parole.

（
彼

女
は
口
を
動
か
す
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
一
言
も
聞
か
な
い
）
を
置
換
し
た
も
の
で
あ
る
。

*69

こ
の
箇
所
は
、
堀
の
旧
蔵
書
で
下
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

*70

花
田
俊
典
「
「
不
器
用
な
天
使
」
」
（
池
内
輝
雄
編
「
堀
辰
雄
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
、
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別

冊
、
平

・

）
。

16

2

*71

動
詞
終
止
形
文
末
に
つ
い
て
は
、
石
川
則
夫
「
現
在
を
喚
起
す
る
文
体

―
堀
辰
雄
「
不
器
用
な
天

使
」
論
」
（
「
国
学
院
雑
誌
」
平

・

）
、
渡
瀬
茂
「
堀
辰
雄
「
不
器
用
な
天
使
」
の
文
体
に
お
け
る
動

10

10

詞
終
止
形
」
（
「
富
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
論
叢
」
平

・

）
が
、
「
僕
」
が
恋
愛
を
対
象
化
し
え
な
い
こ
と

12

3

を
示
す
文
体
効
果
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
だ
が
、
原
稿
・
初
出
誌
・
単
行
本
の
間
で
揺
れ
動
き
続
け
る
こ

と
は
、
本
作
の
文
末
が
小
説
の
時
間
表
現
を
一
義
的
に
担
い
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
こ
そ
を
示
し
て
い
よ
う
。

*72

こ
の
箇
所
は
、
堀
の
旧
蔵
書
で
下
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

*73

中
村
真
一
郎
「
堀
辰
雄

―
そ
の
前
期
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
昭

・

、
傍
点
引

53

9

用
者
）
。

*74

堀
辰
雄
宛
立
原
道
造
書
簡
（
昭

・

・

推
定
、
『
堀
辰
雄
全
集
』
別
巻
一
、
筑
摩
書
房
）
。

7

8

28
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*75

宮
坂
康
一
「
堀
辰
雄
「
不
器
用
な
天
使
」
に
お
け
る
「
本
格
的
小
説
」
の
模
索

―
コ
ク
ト
オ
及
び

ジ
イ
ド
の
影
響
を
中
心
に
」
（
「
昭
和
文
学
研
究
」
平

・

）
。

21

3

*76

中
村
真
一
郎
前
掲
論
。

*77

吉
田
健
一
「
東
西
文
学
論
」
（
『
吉
田
健
一
集
成
』
１
、
新
潮
社
、
平

）
。

5

*78

北
原
武
夫
「
僕
ら
の
文
学
」
（
「
詩
と
詩
論
」
昭

・

）
が
「
聖
家
族
」
を
横
光
利
一
「
鳥
」
川
端

6

12

康
成
「
水
晶
幻
想
」
と
類
比
し
、
伊
藤
整
の
「
新
心
理
主
義
」
に
結
び
つ
け
て
論
じ
た
早
い
例
で
あ
る
。

*79

谷
田
昌
平
「
堀
辰
雄
」
（
谷
田
昌
平
・
佐
々
木
基
一
『
堀
辰
雄

―
そ
の
生
涯
と
文
学
』
花
曜
社
、

昭

）
。

58

*80

た
と
え
ば
神
西
清
「
解
説
」
（
『
堀
辰
雄
集
』
新
潮
社
、
昭

）
、
谷
田
昌
平
前
掲
論
な
ど
。

25

*81

影
響
関
係
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
江
口
清
「
ラ
デ
ィ
ゲ
と
堀
辰
雄
」
（
「
比
較
文
学
」
昭

・

）
、

33

4

松
田
嘉
子
「
扁
理
と
ア
ン
リ
エ
ッ
ト

―
堀
辰
雄
の
初
期
作
品
に
お
け
る
コ
ク
ト
ー
と
ラ
デ
ィ
ゲ
の
影

響
」
（
「
現
代
文
学
」
昭

・

）
が
詳
し
い
。

57

6

*82

岡
崎
直
也
「
堀
辰
雄
「
聖
家
族
」
の
方
法

―
〈
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
光
線
〉
と
〈
婉
曲
表
現
〉
」
（
「
日

本
文
学
論
究
」
平

・

）
、
飯
島
洋
「
「
聖
家
族
」
の
心
理
描
写
」
（
「
国
語
国
文
」
平

・

）
、
「
「
聖

3

3

15

1

家
族
」
の
方
法

―
現
実
・
虚
構
・
幻
影
」
（
「
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
」
平

・

）
、
宮
坂
康
一
「
堀

15

10

辰
雄
に
お
け
る
ジ
イ
ド
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
論
」
の
受
容

―
論
理
性
と
不
合
理
の
戦
場
」
（
「
昭
和
文

学
研
究
」
平
成

・

）
。

22

9

*83

訳
詩
は
『
燃
え
る
頬
』(Les

Joues
en

feu,Paris,G
rasset,1925.)

よ
り
「
花
或
は
星
の
言
葉
」
（
「
手

帖
」
昭

・

）
、
「
ラ
ジ
ゲ
の
詩

―
転
居
と
田
舎
暮
し
と
」
（
「
詩
神
」
昭

・

）
、
「
ヴ
ィ
ナ
ス
の

2

11

4

9

墓
」
（
百
田
宗
治
編
『
現
代
詩
講
座
』
第
八
巻
、
金
星
堂
、
昭

）
。
堀
辰
雄
文
庫
（
神
奈
川
近
代
文
学
館

5

蔵
）
の
同
書
巻
末
目
次
に
は
訳
出
さ
れ
た
三
篇
の
題
に
○
印
と
下
線
が
付
さ
れ
、
前
二
者
は
本
文
ペ
ー
ジ

に
折
り
込
み
が
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
は
ア
ン
リ
・
マ
シ
ス
編
『
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
』(Raym

ond
Radiguet,

Paris,
C

ahiers,
1927.)

よ
り
「1789

年
以
来
僕
は
考
え
へ
る
こ
と
を
強
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
僕
は
そ
の
た
め

頭
痛
が
す
る
。
」
（
「
前
衛
」
昭

・

）
。

5

4

*84

た
と
え
ば
堀
訳
「
花
或
は
星
の
言
葉
」
は
一
年
十
二
ヶ
月
を
十
二
人
の
娘
に
重
ね
た
寓
意
風
の
散
文

詩
で
、
「
私
は
住
ん
で
ゐ
た
」(J'ai

dem
euré)

、
「
皆
で
散
歩
に
行
つ
た
」(tout

le
m

onde
allait

prendre

l'air)

と
過
去
時
制
で
綴
ら
れ
る
出
来
事
の
叙
述
を
中
心
と
し
、
「
或
雨
の
日
」(U

n
jour

de
pluie)

、
「
夏

に
な
る
と
」
（En

été

）
、
「
彼
女
た
ち
の
死
後
」(A

près
leur

m
ort)

と
時
間
も
展
開
し
て
い
る
。

*85

「
レ
エ
モ
ン
・
ラ
ジ
ゲ
」
に
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
序
文
・
本
文
・
『
燃
え
る
頬
』
序
文
、

「
レ
エ
モ
ン

ラ
ジ
ゲ
」
に
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
冒
頭
部
・
エ
ッ
セ
イ
「
一
七
八
九
年
以
来
、



*86

「
レ
エ
モ
ン

ラ
ジ
ゲ
」
に
引
か
れ
た
「
一
七
八
九
年
以
来
、
人
び
と
は
ぼ
く
に
考
え
る
こ
と
を
強

い
た
。
お
か
げ
で
ぼ
く
は
頭
が
痛
い
。
」
の
一
節
に
は
「
常
套
句
は
彼
等
を
恐
れ
さ
せ
な
い
」(les

lieux

com
m

uns
ne

leur
font

pas
peur)

と
い
っ
た
簡
潔
な
無
生
物
主
語
構
文
や
「
よ
り
速
力
の
あ
る
機
械
に
よ

つ
て
取
り
換
へ
ら
れ
た
機
械
」(ces

m
achines

rem
placées

par
de

plus
rapides)

と
い
っ
た
独
特
な
比
喩

が
含
ま
れ
る
。

*87

引
用
はLe

Baldu
Com

te
d'O

rgel,Paris,G
rasset,1924.

に
拠
っ
た
。
な
お
、
堀
辰
雄
文
庫
に
残
る

の
は
書
き
込
み
が
な
い
一
九
三
二
年
版
の
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
』Le

Bal
du

Com
te

d'O
rgel,

Paris,Ferenczi,1932.

が
二
冊
で
あ
る
。
使
用
原
本
は
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

*88

江
口
清
は
「
花
を
か
わ
い
が
っ
て
い
る
人
び
と
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
」
とcom

m
e

を
類
比
で
訳
し

た
（
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
』
旺
文
社
文
庫
、
昭

）
。
堀
口
大
學
訳
（
白
水
社
、
昭

）
、
生
島

49

6

遼
一
訳
（
新
潮
文
庫
、
昭

）
も
同
様
で
あ
る
。

28

*89

堀
口
大
學
、
生
島
遼
一
も
こ
のEt

を
逆
接
で
、
江
口
清
は
「
そ
れ
ゆ
え
」
と
順
接
で
訳
し
た
。

*90

竹
内
清
己
は
「
文
頭
の
一
語
「
死
」
」
が
「
作
品
を
導
く
統
辞
論
的
主
語
」
を
な
す
と
論
じ
、
「
死
」

に
よ
る
生
者
の
支
配
と
い
う
構
図
を
文
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
（
「
『
聖
家
族
』

―
方
法
の
制
覇
」
、

『
堀
辰
雄
の
文
学
』
桜
楓
社
、
昭

）
。

59

*91

飯
島
洋
前
掲
「
「
聖
家
族
」
の
方
法
」
。

*92

ま
た
時
制
を
未
来
形
か
ら
過
去
形
に
転
換
し
、
「
～
の
よ
う
だ
」
（il

sem
blait

que...
）
と
い
う
構
文

を
加
え
て
い
る
。

*93

引
用
は
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
一
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
昭

）
に
拠
っ
た
。
他
の
同
様
な
例

56

を
挙
げ
れ
ば
、
「
川
の
上
か
ら
微
風
が
吹
く
と
、
万
の
家
の
屋
根
の
上
で
は
雑
草
が
一
斉
に
頭
を
振
つ

た
」
（
「
芋
と
指
環
」
、
「
新
潮
」
大

・

）
「
沿
線
の
小
駅
は
石
の
や
う
に
黙
殺
さ
れ
た
」
（
「
頭
な
ら
び

13

1

に
腹
」
、
「
文
芸
時
代
」
大

・

）
、
「
ダ
リ
ヤ
の
茎
が
干
枯
び
た
縄
の
や
う
に
地
の
上
で
む
す
ぼ
れ
出
し

13

10

た
」
（
「
春
は
馬
車
に
乗
つ
て
」
、
「
女
性
」
大

・

→
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
二
巻
、
河
出
書
房
新

15

8

社
、
昭

）
な
ど
。

56

*94

初
刊
（
『
聖
家
族
』
江
川
書
房
、
昭

）
以
降
、
「
見
よ
う
と
す
る
た
め
に
」
は
「
見
よ
う
と
し
な
が

7

ら
」
に
改
め
ら
れ
る
。

*95

江
口
清
は
原
文
の
こ
の
箇
所
を
「
自
動
車
の
窓
ガ
ラ
ス
に
鼻
を
押
し
つ
け
、
な
か
の
人
を
よ
く
見
よ

う
と
し
た
」
と
結
果
・
継
起
の
形
で
後
置
し
て
訳
し
た
。
堀
口
大
學
・
生
島
遼
一
の
訳
も
同
様
で
あ
る
。

*96

他
に
も
「
自
分
の
か
な
し
み
の
た
め
の
や
う
に
」
（
Ⅰ
）
、
「
そ
れ
ら
に
近
づ
く
た
め
に
」
（
Ⅰ
）
、
「
覚
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人
び
と
は
ぼ
く
に
考
え
る
こ
と
を
強
い
た
。
お
か
げ
で
ぼ
く
は
頭
が
痛
い
。
」
の
一
節
が
引
か
れ
て
い
る
。



*97

「
恋
愛
感
情
が
生
じ
る
の
は
扁
理
と
細
木
夫
人
の
間
で
は
な
い
」
（
野
口
武
彦
「
現
代
文
章
講
義

（
七
）
死
が
あ
た
か
も
一
つ
の

―
堀
辰
雄
『
聖
家
族
』
」
、
「
日
本
語
学
」
昭

・

）
と
い
う
よ
う
に
、

60

3

二
人
の
関
係
を
恋
と
捉
え
な
い
見
方
も
多
い
。

*98

池
内
輝
雄
は
「
聖
家
族
」
の
プ
ロ
ッ
ト
が
「
二
組
の
男
女
の
関
係
に
整
理
さ
れ
」
る
こ
と
に
に
異
を

、
、
、

唱
え
、
よ
り
普
遍
的
に
「
真
の
人
間
連
帯
」
を
読
む
解
釈
を
提
示
し
た
が
（
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
』
第

十
八
巻
、
角
川
書
店
、
昭

、
傍
点
原
文
）
、
本
稿
は
「
愛
」
の
テ
ー
マ
を
正
面
に
据
え
て
読
む
べ
き
だ

56

と
考
え
る
。

*99

傍
点
原
文
。

*100

「
こ
の
人
の
硬
い
心
は
彼
の
脆
い
心
を
傷
つ
け
ず
に
は
そ
れ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の

だ
」
（
Ⅱ
）
、
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
が
硝
子
に
触
れ
る
と
そ
れ
を
傷
つ
け
ず
に
は
お
か
な
い
や
う
に
」
（
Ⅱ
）
。

*101

西
原
千
博
は
小
説
末
尾
の
場
面
を
扁
理
と
絹
子
と
の
「
本
当
の
愛
」
の
「
成
就
」
の
暗
示
と
捉
え

（
『
堀
辰
雄
試
解
』
蒼
丘
書
林
、
平

）
、
山
本
裕
一
は
「
「
傷
つ
け
あ
う
愛
」
の
幻
影
か
ら
現
実
の
恋
へ

12

と
い
う
変
化
」
を
見
て
と
っ
た
（
「
堀
辰
雄
の
対
他
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
（
一
）

―
『
聖
家
族
』
を

中
心
に
」
、
「
別
府
大
学
国
語
国
文
学
」
平
・

・

）
。

8

12

*102

初
刊
以
降
「
（
九
鬼
）
」
が
削
除
さ
れ
る
と
と
も
に
も
う
一
箇
所
の
「
九
鬼
」
が
「
あ
の
人
」
に
改

め
ら
れ
朧
化
さ
れ
る
。

*103

西
原
千
博
前
掲
論
は
こ
の
末
尾
の
一
文
に
つ
い
て
、
「
話
者
が
そ
の
よ
う
に
「
思
わ
れ
た
」
と
い
う

も
の
で
、
あ
た
か
も
二
人
は
自
然
と
変
貌
し
て
い
く
か
の
よ
う
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

*104

た
と
え
ば
竹
内
清
己
前
掲
論
は
「
聖
家
族
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
小
説
の
「
末
尾
の
結
文
が
あ

ら
わ
す
の
は
聖
母
子
で
あ
る
」
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

*105

聖
母
子
像
で
有
名
な
ラ
フ
ァ
エ
ロ
も
「
聖
家
族
」
の
画
題
を
定
着
し
た
一
人
で
、
現
在
約
十
点
の

「
聖
家
族
」
画
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
兪
在
真
は
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
聖
家
族
」
が
作
中
の
構
図
に
近

い
が
確
定
は
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
（
「
堀
辰
雄
「
聖
家
族
」
論

―
作
中
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵
画
を
め

ぐ
っ
て
」
、
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
平

・

）
。

15

8

*106

西
原
千
博
前
掲
論
は
本
作
の
筋
を
「
「
九
鬼
」
の
暗
示
を
他
の
作
中
人
物
た
ち
が
実
現
し
て
い
く
過

程
」
と
要
約
し
、
末
尾
の
場
面
を
「
恋
愛
の
成
就
の
暗
示
」
と
捉
え
る
。

*107

吉
田
健
一
「
文
学
の
楽
み
」
（
『
吉
田
健
一
集
成
』
２
、
新
潮
社
、
平

）
。

5

*108

吉
田
健
一
「
東
西
文
学
論
」
（
『
吉
田
健
一
集
成
』
１
、
新
潮
社
、
平

）
。

5
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え
て
お
く
た
め
に
」
（
Ⅱ
）
、
「
さ
う
い
ふ
エ
ピ
ソ
オ
ド
の
た
め
」
（
Ⅱ
）
、
「
さ
う
い
ふ
た
め
ば
か
り
で
な
し

に
」
（
Ⅱ
）
、
「
自
分
の
年
齢
の
上
に
背
伸
し
て
ゐ
る
た
め
」
（
Ⅱ
）
な
ど
全
篇
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
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*109

吉
田
健
一
「
堀
辰
雄
の
現
代
的
意
味
」
（
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
』
第
十
四
巻
、
角
川
書
店
、
昭

）
。

33

*110

「
新
心
理
主
義
」
と
い
う
文
学
史
用
語
の
定
着
過
程
に
つ
い
て
は
、
曽
根
博
義
「
新
心
理
主
義
研
究

序
説
」
（
一
）
～
（
五
）
（
「
評
言
と
構
想
」
昭

・

～

・

）
を
参
照
。

50

6

56

6

*111

小
林
秀
雄
「
心
理
小
説
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

・

）
、
河
上
徹
太
郎
「
心
理
主
義
に
つ
い
て
の
一

6

3

私
見
」
（
「
作
品
」
昭

・

）
な
ど
。

7

3

*112

安
藤
宏
「
小
説
の
新
世
代
」
（
『
岩
波
講
座

日
本
文
学
史
』
第
十
三
巻
、
岩
波
書
店
、
平

）
。

8

*113

竹
内
清
己
は
こ
う
し
た
影
響
の
端
緒
を
「
本
所
」
（
「
時
事
新
報
」
昭

・

・

～

）
に
見
出

6

3

21

27

す
（
「
堀
辰
雄
に
お
け
る
西
欧
文
学

―
プ
ル
ー
ス
ト
受
容
」
、
「
文
学
論
藻
」
平

・

）
。
森
脇
善
明

18

2

「
堀
辰
雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
と
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
覚
書
」
（
小
久
保
実
編
『
論
集

堀
辰
雄
』
風
信

社
、
昭

）
が
「
麦
藁
帽
子
」
（
「
日
本
国
民
」
昭7
・9
）
に
、
松
田
嘉
子
「
堀
辰
雄
と
フ
ラ
ン
ス
文
学

60

（
前
編
）

―
比
較
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
（
「
キ
リ
ス
ト
教
文
学
」
平

・

）
が
「
恢
復
期
」
（
「
改

1

7

造
」
昭

・

）
や
「
燃
ゆ
る
頬
」
（
「
文
芸
春
秋
」
昭

7

・1
）
に
同
様
の
影
響
を
指
摘
し
た
。
同
時
期

6

12

の
小
品
「
花
売
り
娘
」
（
「
婦
人
画
報
」
昭

・

）
に
も
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
が
見
出
さ
れ
る
。

7

3

*114

朝
日
新
聞
社
の
海
外
特
派
員
、
重
徳
泗
水
の
『
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
』
（
大
阪
屋
号
書
店
、
大

）
以

10

下
の
紹
介
、
仏
文
学
者
小
川
泰
一
の
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
」
（
「
仏
蘭
西
文
学
研
究
」
大

・

）

15

10

以
下
の
論
文
な
ど
。
つ
と
に
井
上
究
一
郎
「
山
茶
花
」
（
「
作
品
」
昭

・

）
が
重
徳
に
言
及
し
て
い
る
。

8

1

*115

大
野
俊
一
「
神
西
清
と
堀
辰
雄
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
。

34

2

*116

そ
れ
ぞ
れ
原
典
は
以
下
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
「
仏
蘭
西
の
文
学
」
の
原
典
は
未
詳
。

B
ernard

Faÿ,«
M

arcelProust,inventeur
de

plaisirs
»,Panoram

a
de

la
littérature

contem
poraine,

Paris,K
ra,1925.

M
arcel

Proust,
«

Les
regrets,

rêveries
couleur

du
tem

ps
Ⅴ

,Ⅹ
Ⅳ

,Ⅹ
Ⅹ
Ⅳ

»,
Les

plaisirs
et

les

jours,
Paris,G

allim
ard,1924.

M
alcolm

C
ow

ley,"A
M

onum
entto

Proust",D
ial,M

arch
1923.

Jean
C

octeau,«
La

voix
de

M
arcelProust»,La

Nouvelle
Revue

Française,janvier1923.

*117

神
西
清
「
編
輯
後
記
」
（
「
リ
ベ
ル
テ
」
昭

・

）
に
、
「
僕
が
は
じ
め
て
プ
ル
ウ
ス
ト
の
名
を
知

7

11

つ
た
の
は
一
九
二
七
年
の
夏
の
こ
と
で
、
随
分
遅
か
つ
た
の
で
す
。
そ
の
二
年
前
に
巴
里
で
出
版
さ
れ
た

ベ
ル
ナ
ア
ル
・
フ
ア
イ
の
「
パ
ノ
ラ
マ
」
を
偶
然
手
に
入
れ
、
そ
の
中
に
あ
る
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス

ト
、
快
楽
の
発
明
者
」
と
い
ふ
章
を
一
読
し
た
の
が
、
そ
も
そ
も
病
気
の
起
り
で
し
た
」
と
あ
る
。

*118

神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
、
堀
辰
雄
文
庫
の
「
ス
ワ
ン
家
の
方
へ
」
Ⅰ
（
第
八
十
四
刷
）Du

côté
de

chez



*119

こ
う
し
た
昭
和
初
年
代
の
「
虹
」
同
人
の
プ
ル
ー
ス
ト
受
容
は
、
後
年
大
野
俊
一
訳
、
ク
ル
テ
ィ

ウ
ス
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
精
神
』
（
生
活
社
、
昭

）
に
結
実
す
る
。
同
書
は
ク
ル

19

テ
ィ
ウ
ス
の
著
名
な
プ
ル
ー
ス
ト
論
を
含
み
、
大
野
が
昭
和
十
八
年
八
月
の
出
征
に
先
立
ち
託
し
た
訳
稿

を
竹
山
道
雄
が
校
正
・
あ
と
が
き
を
担
当
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

*120

堀
が
編
集
を
主
に
担
当
し
、
深
田
久
弥
と
大
野
俊
一
が
校
正
を
手
伝
っ
た
と
い
う
（
福
田
清
人

「
長
谷
川
さ
ん
と
第
一
書
房
の
思
い
出
」
、
林
達
夫
・
福
田
清
人
・
布
川
角
左
衛
門
編
著
『
第
一
書
房

長

谷
川
巳
之
吉
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
昭

）
。

59
*121

『
堀
辰
雄
全
集
』
第
八
巻
（
筑
摩
書
房
）
。
同
書
簡
で
堀
は
「
「
文
学
」
で
プ
ル
ウ
ス
ト
を
本
格
的
に

紹
介
し
た
い
と
思
ふ
故
、
い
ろ
い
ろ
君
に
忠
告
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
」
と
も
記
し
て
い
る
。
淀
野
隆
三

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
翻
訳
の
掲
載
の
依
頼
は
編
集
同
人
の
犬
養
健
か
ら
「
堀
辰
雄
君
か
永
井
龍
男
君
か
を

通
し
て
」
あ
り
、
「
両
君
と
一
緒
に
犬
養
氏
に
会
つ
て
、
掲
載
の
こ
と
を
相
談
し
た
」
と
い
う
（
「
そ
の
頃

の
思
ひ
出
」
、
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
月
報
Ⅱ
、
新
潮
社
、
昭

）
。

28

*122

第
一
篇
「
ス
ワ
ン
家
の
方
へ
」
の
連
載
は
「
作
品
」
誌
上
（
昭

・

～
昭

・

）
で
引
き
継

6

9

8

2

が
れ
、
第
二
部
が
『
ス
ワ
ン
の
恋
』
（
作
品
社
、
昭

）
と
し
て
、
第
三
部
が
『
土
地
の
名
』
（
作
品
社
、

8

昭

）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
第
二
篇
「
花
咲
け
る
少
女
の
蔭
に
」
は
「
作
品
」
誌
上
（
昭

・

～
昭

9

8

3

・

）
、
「
プ
ル
ウ
ス
ト
研
究
」
誌
上
（
昭

・

～

）
で
第
一
部
の
半
ば
ま
で
翻
訳
さ
れ
た
。
さ
ら

9

10

9

7

12

に
井
上
究
一
郎
が
諸
篇
の
訳
を
複
数
の
雑
誌
に
発
表
し
、
訳
選
集
『
心
の
間
歇
』
（
弘
文
堂
書
房
、
昭

）
を
刊
行
し
た
。
「
プ
ル
ウ
ス
ト
研
究
」
誌
に
執
筆
者
と
し
て
名
を
連
ね
た
仏
文
学
者
を
中
心
に
、
戦

15後
、
初
の
完
訳
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
（
新
潮
社
、
昭

～

）
が
刊
行
さ
れ
る
。

28

30

*123

「
文
学
」
誌
上
の
連
載
は
第
一
篇
「
ス
ワ
ン
家
の
方
へ
」
の
第
一
部
「
コ
ン
ブ
レ
ー
」
の
「
Ⅰ
」
ま

で
で
終
わ
っ
て
お
り
、
単
行
本
は
「
Ⅱ
」
の
全
体
を
増
補
す
る
形
で
刊
行
さ
れ
た
。

*124

伊
藤
整
「
『
ス
ワ
ン
家
の
方
』
淀
野
隆
三
・
佐
藤
正
彰
共
訳
」
」
（
「
新
文
学
研
究
」
昭6

・10

）
。

*125

中
村
光
夫
「
む
か
し
の
「
作
品
」
」
（
『
「
作
品
」
復
刻
版

解
説
・
執
筆
者
索
引
』
日
本
近
代
文
学
館
、

昭

）
。

56

*126

例
外
と
し
て
、
神
西
清
訳
、
ミ
ド
ル
ト
ン
・
マ
リ
ー
「
プ
ル
ウ
ス
ト
と
近
代
意
識
」
（
「
詩
と
詩

論
」
昭

・

）
が
あ
る
。

6

9
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Swann
Ⅰ

,
Paris,

G
allim

ard,
1926.

に
は
、R

.JIN
ZA

I

（
神
西
礼
吉
）
の
蔵
書
票
が
付
さ
れ
、
表
紙
見
返

し
にC

om
m

encé
à

lire
:le

18,novem
bre,1927

（
一
九
二
七
年
十
一
月
に
読
み
始
め
る
）
と
あ
る
。
同

書
に
は
堀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
書
き
込
み
と
は
別
に
、
単
語
の
意
味
が
細
字
で
十
九
頁
ま
で
書
き
込
ま

れ
て
お
り
、
神
西
の
初
読
の
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
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*127

神
西
清
宛
書
簡
（
昭

・

・

）
、
葛
巻
義
敏
宛
書
簡
（
昭

・

・

）
な
ど
。
渡
部
麻
実

6

2

23

6

4

16

「
堀
辰
雄
〈
プ
ル
ー
ス
ト
に
関
す
る
ノ
ー
ト
〉
」
（
「
昭
和
文
学
研
究
」
平

・

）
の
調
査
を
踏
ま
え
、

14

3

禹
朋
子
は
こ
の
時
期
に
堀
が
入
手
し
て
い
た
の
は
、
少
な
く
と
も
二
分
冊
の
「
花
咲
く
乙
女
た
ち
の
か
げ

に
」
の
第
二
冊
、
「
ゲ
ル
マ
ン
ト
の
方
」
Ⅱ
と
「
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
」
Ⅰ
の
合
冊
、
「
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
」

Ⅱ
の
三
冊
だ
と
推
定
す
る
（
「
プ
ル
ー
ス
ト
と
堀
辰
雄

―
「
燃
ゆ
る
頬
」
の
主
題
を
め
ぐ
っ
て
」
、
「
帝

塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
」
平

・

）
。
堀
辰
雄
「
二
月
の
作
品
」
（
「
作
品
」
昭

・

）
に
よ
れ
ば
、

16

12

7

3

こ
の
時
借
り
た
書
物
を
堀
は
後
に
神
西
か
ら
ま
と
め
て
譲
ら
れ
て
い
る
。

*128

以
下
、
訳
文
の
分
析
に
際
し
て
は
、
改
稿
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
」
を
対
象
と
す
る
。

*129

神
西
清
「
プ
ル
ウ
ス
テ
イ
ア
ナ
」
（
「
リ
ベ
ル
テ
」
昭

・

）
、
「
四
肢
の
切
断
」
（
「
リ
ベ
ル
テ
」

7

11

昭

・

）
、
堀
辰
雄
「
文
学
的
散
歩
」
（
「
リ
ベ
ル
テ
」
昭

・

）
、
「
文
学
的
散
歩

―
プ
ル
ウ
ス
ト

8

2

7

11

の
小
説
構
成
」
（
「
リ
ベ
ル
テ
」
昭

・

）
、
「
プ
ル
ウ
ス
ト
覚
書
（
三
十
歳
に
な
ら
う
と
し
て
ゐ
る
詩
人

7

12

の
手
記
）
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
、
「
フ
ロ
ー
ラ
と
フ
ォ
ー
ナ
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
、
「
マ
ル
セ
ル
・

8

5

8

8

プ
ル
ウ
ス
ト
の
文
章
」
（
『
日
本
現
代
文
章
講
座
』
第
八
巻
、
厚
生
閣
、
昭

）
。

10
*130

傍
点
原
文
。

*131

禹
朋
子
前
掲
論
文
、
黒
岩
裕
市
「
堀
辰
雄
『
燃
ゆ
る
頬
』
の
男
性
同
性
愛
表
象

―
マ
ル
セ
ル
・

プ
ル
ー
ス
ト
『
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
』
Ⅰ
と
の
比
較
か
ら
」
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｄ
「
日
本
文
学
領
域
」
編
集

『
文
化
表
象
を
読
む

―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
現
在
』
お
茶
の
水
女
子
大
学

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

21

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
平

）
。

20

*132

こ
の
よ
う
に
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
一
節
を
日
本
語
に
置
き
換
え
て
取
り
入
れ
た
例
は
同

時
期
の
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
麦
藁
帽
子
」
の
次
の
一
節
に
は
、
「
花
咲
く
乙
女
た
ち
の

か
げ
に
」
Ⅱ
の
一
節
が
次
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
と
き
向
う
か
ら
、
或
ひ
は
ラ
ケ
ツ
ト
を
持
つ
た
り
、
或
ひ
は
自
転
車
を
両
手
で
押
し
な
が
ら
、

一
ダ
ー
ス
ば
か
り
の
少
女
た
ち
が
が
や
が
や
話
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
方
へ
や
つ
て
く
る
の
に
出
会

つ
た
。
（
「
麦
藁
帽
子
」
）

U
ne

de
ces

inconnues
poussaitdevantelle,de

la
m

ain,sa
bicyclette

;deux
autres

tenaientdes

«
clubs

»
de

golf
;

（
見
知
ら
ぬ
少
女
の
う
ち
の
一
人
は
手
で
自
転
車
を
押
し
て
お
り
、
他
の
二
人

は
ゴ
ル
フ
の
《
ク
ラ
ブ
》
を
持
っ
て
い
た
。
）A

l'om
bre

des
jeunes

filles
en

fleurs
Ⅱ

原
文
の
ゴ
ル
フ
・
ク
ラ
ブ
が
テ
ニ
ス
・
ラ
ケ
ッ
ト
に
変
換
さ
れ
、poussaitdevantelle,de

la
m

ain,sa

bicyclette

と
、tenaient

des
«

clubs
»

de
golf

が
、
「
自
転
車
を
両
手
で
押
し
な
が
ら
」
、
「
ラ
ケ
ツ
ト
を

持
つ
た
り
」
と
日
本
語
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
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*133Jacques
R

ivière,«
M

arcelProust»,La
Nouvelle

Revue
Française,avril1925.

「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑

記
」
が
依
拠
し
て
い
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
竹
内
清
己
前
掲
論
を
参
照
。

*134

「
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
」
の
内
容
面
か
ら
、
こ
れ
を
堀
の
創
作
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
た
先
行
研
究

と
し
て
、
中
村
三
春
「
意
識
・
無
意
識
・
時
間

―
堀
辰
雄
の
小
説
理
論
」
（
池
内
輝
雄
編
「
堀
辰
雄
と

モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
、
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
、
平

・

）
が
あ
る
。

16

2

*135

プ
ル
ー
ス
ト
の
文
体
に
お
け
る
関
係
詞
節
の
持
つ
役
割
に
つ
い
て
は
、Leo

Spitzer,
"Zum

Stil

M
arcelProusts",Stilstudien

2,M
ünchen,M

ax
H

ueber
V

erlag,1961.

を
参
照
。

*136

佐
藤
正
彰
「
プ
ル
ー
ス
ト
を
訳
し
た
頃
」
（
『
世
界
文
学
全
集
』
第
二
期
第
十
四
巻
月
報
、
河
出
書

房
、
昭

）
。

31

*137

た
と
え
ば
引
用
部
に
続
く
箇
所
で
、
堀
が
「
私
は
戸
棚
だ
の
、
箪
笥
だ
の
、
壁
紙
だ
の
の
、
も
つ

と
し
や
り
し
や
り
し
た
、
も
つ
と
微
妙
な
、
も
つ
と
好
評
な
、
し
か
し
も
つ
と
も
つ
と
乾
燥
し
た
匂
ひ
を

嗅
ぐ
や
否
や
、
」(

à
peine

goûtés
les

arom
es

plus
croustillants,plus

fins,plus
réputés,m

ais
plus

secs

aussi
du

placard,
de

la
com

m
ode,

du
papier

à
ram

ages,)
と
訳
し
て
い
る
箇
所
、
淀
野
ら
の
訳
で
あ
れ

ば
「
戸
棚
や
食
器
棚
や
枝
葉
模
様
の
壁
紙
の
匂
ひ

―
い
つ
そ
う
歯
切
れ
の
よ
い
微
妙
な
佳
い
匂
ひ
で
あ

る
が
、
も
つ
と
乾
燥
し
て
ゐ
る
匂
ひ

―
を
嗅
ぐ
と
直
ぐ
」
と
な
る
。

*138

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

yuichiro
Inoue,«

ProustetC
hardin

»,Etude
de

Langue
etLittérature

Française,
Tokyo,

1962.

や
、
吉
川
一
義
『
プ
ル
ー
ス
ト
と
絵
画

―
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
受
容
か
ら
エ
ル
ス

チ
ー
ル
創
造
へ
』
岩
波
書
店
、
平

）
な
ど
を
参
照
。
プ
ル
ー
ス
ト
は
、
若
き
日
の
美
術
論
「
シ
ャ
ル
ダ

20

ン
」
の
一
節
を
作
品
に
転
用
し
、
そ
の
際
主
語
と
述
語
に
よ
る
一
般
的
な
構
文
を
名
詞
と
形
容
詞
句
を
並

列
し
た
構
文
に
変
換
し
た
。

*139

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
は
、
モ
ネ
な
ど
の
絵
画
を
イ
メ
ー
ジ
の
上
で
原
拠
と
す
る
箇
所
が
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
吉
川
一
義
『
プ
ル
ー
ス
ト
美
術
館

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
画
家
た
ち
』

筑
摩
書
房
、
平

）
。

10

*140

小
久
保
実
『
新
版

堀
辰
雄
論
』
（
麦
書
房
、
昭

）
。

51

＊
堀
辰
雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
の
翻
訳
の
引
用
は
「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
」
に
拠
り
、
そ
れ
以
外
の
作
品

は
原
則
初
出
誌
に
拠
っ
た
。
プ
ル
ー
ス
ト
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
は
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
、
堀
辰

雄
旧
蔵
Ｎ.

Ｒ.

Ｆ.

旧
版A

la
recherche

du
tem

ps
perdu

及
び
、
前
掲Jacques

R
ivière,«

M
arcelProust

»

に
拠
っ
て
引
用
し
た
。

*141

傍
点
原
文
。

*142

保
田
與
重
郎
「
文
芸
時
評
」
（
「
三
田
文
学
」
昭

・

）
。

9

11
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*143

菊
池
寛
「
国
文
学
の
復
興
」
（
「
改
造
」
昭

・

）
、
杉
山
平
助
「
文
芸
時
評
」
（
「
新
潮
」
昭

・

8

12

9

）
。

1

*144

鈴
木
登
美
は
、
池
田
亀
鑑
ら
に
よ
っ
て
、
当
時
「
女
流
日
記
文
学
」
と
い
う
概
念
が
構
築
さ
れ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
（
「
ジ
ャ
ン
ル
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
文
学
史
記
述

―
「
女
流
日
記
文
学
」
の
構
築
を
中

心
に
」
、
『
創
造
さ
れ
た
古
典

―
カ
ノ
ン
形
成
・
国
民
国
家
・
日
本
文
学
』
新
曜
社
、
平

）
。

11

*145

池
田
亀
鑑
「
王
朝
時
代
の
女
性
と
文
学
」
（
「
改
造
」
昭

・

）
、
傍
点
原
文
。

9

1

*146

池
田
亀
鑑
「
光
源
氏
に
於
け
る
母
性
と
女
性

―
源
氏
物
語
の
恋
愛
に
対
す
る
一
つ
の
解
釈
」

（
「
婦
女
新
聞
」
昭

・

・

）
は
「
永
遠
の
女
性
」
の
出
典
と
し
て
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
に
言
及
し
て

8

11

18

い
る
。
王
朝
の
女
性
作
者
を
「
永
遠
の
女
性
」
と
捉
え
る
発
想
は
、
池
田
の
師
、
垣
内
松
三
に
由
来
し

（
「
純
粋
な
る
『
も
の
』
（
自
照
の
文
学
二
）
」
、
「
講
座
」
大

・

）
、
池
田
が
こ
れ
を
喧
伝
し
た
。

12

5

*147

紫
式
部
学
会
の
機
関
誌
で
、
戦
前
は
女
性
啓
蒙
誌
の
性
格
が
強
い
が
、
一
般
の
文
学
作
品
も
掲
載

し
た
。
堀
は
室
生
犀
星
の
紹
介
で
、
犀
星
『
女
の
一
生
』
（
昭

・

～

・

）
に
続
き
『
幼
年
時

12

2

13

8

代
』
（
昭

・

～

・

）
を
連
載
、
円
地
文
子
・
保
田
與
重
郎
・
立
原
道
造
・
津
村
信
夫
も
同
誌
に

13

9

14

4

稿
を
寄
せ
た
。

*148

佐
佐
木
信
綱
『
明
治
大
正
昭
和
の
人
々
』
（
新
樹
社
、
昭

）
。

36

*149

清
水
文
雄
「
物
語
の
女

―
「
待
つ
恋
」
と
「
眺
め
」
」
（
『
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
』
第
六
巻
、
昭

、
32

角
川
書
店
）
。
早
く
か
ら
、
「
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
に
つ
い
て

―
作
者
堀
辰
雄
氏
へ
」
（
「
文
芸
文
化
」

昭

・

）
で
、
堀
の
古
典
受
容
の
姿
勢
に
共
感
を
示
し
た
清
水
は
、
堀
宛
の
書
簡
形
式
で
書
い
た
こ
の

14

8

書
評
を
、
自
著
『
女
流
日
記
』
（
子
文
書
房
、
昭

）
の
序
文
に
し
て
い
る
。

15

*150

大
森
郁
之
助
「
「
物
語
の
女
」
改
訂
の
意
義

―
「
菜
穂
子
」
の
理
解
の
指
標
と
し
て
」
（
「
解
釈
」

昭

・

）
、
中
島
昭
「
堀
辰
雄
「
菜
穂
子
」
の
成
立
試
論

―
「
物
語
の
女
」
か
ら
「
菜
穂
子
」
へ
」

41

7

（
「
横
浜
国
大
国
語
研
究
」
平

・

）
が
、
改
稿
に
よ
る
変
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
小
久
保
實
は
、

4

3

例
外
的
に
「
物
語
の
女
」
を
「
一
個
の
短
篇
と
し
て
見
直
」
す
意
図
を
表
明
し
た
が
（
『
新
版
堀
辰
雄

論
』
麦
書
房
、
昭

）
、
問
題
提
起
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

51

*151

「
物
語
の
女
」
は
『
物
語
の
女
』
（
山
本
書
店
、
昭

）
、
『
風
立
ち
ぬ
』
（
新
潮
社
、
昭

）
、
『
聖
家

9

12

族
』
（
新
潮
社
、
昭

）
収
録
を
最
後
に
そ
の
名
を
消
し
た
。
た
だ
し
、
神
西
清
編
集
の
『
堀
辰
雄
集
』

14

（
新
潮
社
、
昭

）
は
「
楡
の
家
」
の
代
わ
り
に
「
物
語
の
女
」
を
収
録
、
同
じ
く
神
西
が
編
集
を
主
導

25

し
た
『
堀
辰
雄
全
集
』
（
新
潮
社
、
昭

～

）
は
両
作
を
併
録
し
、
以
後
の
全
集
は
こ
れ
に
倣
っ
た
。

29

32

*152

小
久
保
実
実
前
掲
論
。
堀
は
矢
野
綾
子
に
要
請
し
た
『
女
の
学
校
・
ロ
ベ
ェ
ル
』
（
新
庄
嘉
章
訳
、

春
陽
堂
世
界
名
作
文
庫
、
昭

）
を
落
掌
後
、
本
作
を
完
成
し
た
。
「
女
の
学
校
」
は
同
文
庫
版
を
参
照

8



*153

傍
点
引
用
者
。

*154

室
生
犀
星
「
文
芸
時
評
」
（
「
都
新
聞
」
昭

・

・

）
。

9

10

3

*155

福
田
清
人
「
文
芸
時
評
」
（
「
行
動
」
昭

・

）
、
南
川
潤
「
「
文
芸
春
秋
」
か
ら
」
（
「
三
田
文

9

11

学
」
昭

・

）
、
福
田
晴
子
「
文
芸
時
評
」
（
「
婦
人
文
芸
」
昭

・

）
。

9

11

9

11

*156

原
子
朗
「
文
体
の
問
題
」
（
「
国
文
学
」
昭

・

）
。

52

7

*157

背
景
は
吉
田
精
一
「
芥
川
龍
之
介
の
恋
人
」
（
「
歴
史
と
人
物
」
昭

・

）
、
竹
内
清
己
「
か
た
み

43

11

の
形
象

―
堀
辰
雄
と
芥
川
龍
之
介
」
（
『
堀
辰
雄
と
昭
和
文
学
』
三
弥
井
書
店
、
平

）
、
谷
田
昌
平

4

「
堀
辰
雄
「
物
語
の
女
」
の
背
景

―
「
一
九
二
五
年
夏
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
四
季
派
学
会
論
集
」
平
5

・

）
、
川
村
湊
『
物
語
の
娘

宗
瑛
を
探
し
て
』
（
講
談
社
、
平

）
に
詳
し
い
。

9

17

*158

福
永
武
彦
「
追
分
日
記
抄
」
（
「
新
潮
」
昭

・

）
。

28

10

*159

芥
川
龍
之
介
「
越
び
と
」
（
「
明
星
」
大

・

）
は
「
越
路
の
ひ
と
」
へ
の
恋
を
詠
っ
た
旋
頭
歌

14

3

連
作
、
片
山
廣
子
「
日
中
」
（
「
三
田
文
学
」
大

・

）
は
、
大
正
末
年
の
避
暑
を
題
材
と
し
た
短
歌
連

15

8

作
。

*160

山
崎
麻
由
美
「
「
物
語
の
女
」
研
究

―
片
山
廣
子
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」

平

・

）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
物
語
の
女
」
執
筆
時
に
主
に
参
照
さ
れ
た
の
は
、
「
日
中
」
の
み
を

10

1

収
録
す
る
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
第
三
十
八
篇
（
改
造
社
、
昭

）
で
は
な
く
、
収
録
歌
の
多
く
が
小

4

説
の
細
部
と
一
致
を
見
せ
る
、
『
現
代
短
歌
全
集
』
第
十
九
巻
（
改
造
社
、
昭

）
と
考
え
ら
れ
る
。

6

*161

谷
田
昌
平
、
山
崎
麻
由
美
、
川
村
湊
前
掲
論
。

*162

澁
澤
龍
彦
「
堀
辰
雄
と
コ
ク
ト
ー
」
（
「
国
文
学
」
昭

・

）
は
、
堀
「
不
器
用
な
天
使
」
（
「
文

52

7

芸
春
秋
」
昭

・

）
と
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
「
大
胯
び
ら
き
」
の
細
部
の
詳
細
な
一
致
を
指
摘
し
、
堀

4

2

が
原
文
の
「
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
、
「
デ
ィ
テ
ー
ル
の
積
み
重
ね
」
こ
そ
を
重
視
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

*163

川
村
湊
前
掲
論
。
た
だ
し
発
表
順
か
ら
見
れ
ば
、
片
山
が
芥
川
の
歌
を
参
照
し
た
こ
と
に
な
る
。

*164

直
後
に
「
奇
妙
」
の
語
が
あ
り
、
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。
初
刊
以
降
「
奇
妙
」
と
訂
正
さ
れ
た
。

*165

母
娘
が
と
も
に
〈
物
語
の
女
〉
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
後
年
「
菜
穂
子
」
創
作
ノ
ー

ト
（
『
「
菜
穂
子
」
創
作
ノ
オ
ト
及
び
覚
書
』
昭

、
麦
書
房
）
で
、
母
娘
が
二
人
の
「
物
語
の
女
（deux

53

fem
m

es
rom

anesques

）
」
と
し
て
、
対
比
的
な
役
割
を
担
う
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
傍
証
に
な
る
。

*166

堀
の
自
筆
書
き
込
み
本
『
物
語
の
女
』
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
七
巻
下
、
筑
摩
書
房
）
に
は
、
該
当

箇
所
に
「
☆
昼
顔
」
と
あ
り
、
昼
顔
の
扱
い
が
改
作
時
の
焦
点
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

*167

初
出
稿
の
章
立
て
に
拠
っ
た
。
改
稿
後
、
第
七
章
の
最
終
場
面
が
分
割
さ
れ
八
章
仕
立
て
と
な
る
。
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し
た
。
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*168

吉
田
精
一
「
堀
辰
雄
と
王
朝
女
流
日
記
」
（
『
現
代
文
学
と
古
典
』
至
文
堂
、
昭

）
、
大
森
郁
之
助

36

「
た
け
高
き
女
の
種
姓

―
堀
辰
雄
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
に
お
け
る
自
己
限
定
」
（
『
演
習

太
宰
堀

石
坂
』
審
美
社
、
昭

）
。

44

*169

杉
野
要
吉
「
堀
辰
雄
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
に
つ
い
て

―
歴
史
小
説
の
挫
折
」
（
「
国
語
と
国
文

学
」
昭

・

）
。

45

2

*170

菊
池
寛
「
国
文
学
の
復
興
」
（
「
改
造
」
昭

・

）
、
杉
山
平
助
「
文
芸
時
評
」
（
「
新
潮
」
昭

・

8

12

9

）
な
ど
。

1

*171

『
物
語
日
本
文
学
』
内
容
見
本
（
至
文
堂
、
昭

）
。
こ
の
叢
書
に
つ
い
て
風
巻
景
次
郎
は
、
「
『
物

10

語
日
本
文
学
』
は
、
古
典
が
平
易
な
現
代
語
で
書
き
か
へ
ら
れ
た
点
で
、
最
も
通
俗
的
普
及
に
目
的
が
置

か
れ
て
ゐ
る
」
と
評
し
、
「
通
俗
的
普
及
を
目
的
と
す
る
種
類
の
全
集
も
の
」
の
流
行
を
時
代
的
現
象
と

し
て
指
摘
し
た
（
「
今
年
度
国
文
学
界
の
展
望
」
、
「
短
歌
研
究
」
昭

・

）
。

11

12

*172

他
に
永
井
荷
風
、
武
田
麟
太
郎
、
菊
池
寛
ら
が
名
を
連
ね
た
。
な
お
川
端
康
成
が
『
堤
中
納
言
物

語
』
の
代
訳
を
塩
田
良
平
に
依
頼
す
る
書
簡
が
残
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
作
家
が
実
際
に
現
代
語
訳
し
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
「
所
蔵
資
料
紹
介
」
、
「
日
本
近
代
文
学
館
」
平

・

・

）
。

4

3

15

*173

「
わ
が
現
代
語
訳
の
意
義
」
（
『
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
』
内
容
見
本
、
非
凡
閣
、
昭

）
。

11

*174

「
刊
行
の
辞
」
（
前
掲
『
物
語
日
本
文
学
』
内
容
見
本
）
。

*175

前
掲
「
わ
が
現
代
語
訳
の
意
義
」
。

*176

柴
生
田
稔
「
古
典
の
現
代
語
訳
」
（
「
文
学
界
」
昭

・

）
。

13

1

*177

吉
田
精
一
「
古
典
と
作
家
」
（
「
文
学
界
」
昭

・

）
。

13

3

*178

小
島
政
二
郎
『
わ
が
古
典
鑑
賞
』
（
中
央
公
論
社
、
昭

）
。

16

*179

舟
橋
聖
一
「
文
芸
時
評
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

・

）
。
舟
橋
は
こ
れ
と
同
様
の
趣
旨
を
「
小
説

13

3

に
つ
い
て
」
（
「
文
学
界
」
昭

・

）
で
も
述
べ
て
い
る
。

13

1

*180

円
地
文
子
「
堀
辰
雄
氏
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
」
（
『
南
枝
の
春
』
万
里
閣
、
昭

）
。

16

*181

風
巻
景
次
郎
「
新
風
断
想
」
（
「
短
歌
研
究
」
昭

・

）
。

15

11

*182

傍
点
原
文
。

*183

立
原
道
造
宛
、
堀
辰
雄
書
簡
（
昭9

・8

・23

）
に
よ
れ
ば
、
「
「
蜻
蛉
日
記
」
未
だ
送
ら
な
か
つ
た

ら
、
送
る
に
及
ば
ず
。
丸
岡
君
の
方
か
ら
来
た
か
ら
」
と
あ
る
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
第
八
巻
、
筑
摩
書

房
）
。

*184

た
だ
し
、
池
内
輝
雄
は
堀
の
「
蜻
蛉
日
記
」
ノ
ー
ト
を
参
看
し
つ
つ
、
堀
が
当
時
の
活
字
本
『
蜻

蛉
日
記
解
環
』
、
『
古
典
全
集
』
、
『
蜻
蛉
日
記
講
義
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
（
『
鑑
賞



*185

堀
が
参
看
し
得
た
『
蜻
蛉
日
記
解
環
』
の
活
字
本
に
『
国
文
註
釈
全
書
』
（
国
学
院
大
学
出
版
部
、

明

）
、
『
校
註
国
文
叢
書
』
第
十
二
冊
（
博
文
館
、
大

）
、
『
註
釈
日
本
文
学
叢
書
』
第
四
巻
（
日
本
文

42

3

学
叢
書
刊
行
会
、
大

）
、
『
平
安
朝
日
記
集
』
（
有
朋
堂
文
庫
、
昭

）
、
『
国
文
学
註
釈
叢
書
』
第
六
巻

11

4

（
名
著
刊
行
会
、
昭

）
な
ど
が
あ
る
。

4

*186

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
『
古
典
全
集
』
で
は
「
天
下
の
人
の
品
た
り[

○
か
カ]

き
や
」
と
な
っ
て
い
る

箇
所
が
、
『
解
環
』
で
は
「
品
た
か
き
を
ん
な
」
で
あ
る
。
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
は
「
女
と
し
て
思
ひ
上

つ
て
ゐ
た
た
め
」
で
あ
る
。
堀
が
「
品
た
か
き
」
を
家
柄
で
な
く
性
格
の
問
題
と
解
し
た
の
は
『
解
環
』

の
語
釈
「
門
地
に
か
ゝ
は
ら
ず
、
た
ゞ
心
ば
え
の
高
き
を
云
」
に
拠
る
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
『
解
環
』
中

巻
之
三
冒
頭
「
天
禄
元
年
」
の
枠
内
に
「
道
綱
十
六
歳
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
古
典
全

集
』
等
他
の
本
文
に
は
な
い
。
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
第
三
章
冒
頭
で
「
あ
の
子
が
十
六
に
な
つ
た
」
と

あ
え
て
年
齢
が
言
及
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
『
解
環
』
の
註
に
拠
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

*187

前
後
を
与
謝
野
訳
か
ら
引
け
ば
、
「
時
の
流
れ
の
赴
く
ま
ま
に
現
在
が
遠
慮
無
く
過
去
と
な
つ
て
行

く
世
の
中
に
、
存
在
も
あ
や
ふ
や
な
哀
れ
な
一
人
の
女
が
あ
つ
た
」
。

*188

た
だ
し
、
今
西
祐
一
郎
「
『
蜻
蛉
日
記
』
序
跋
考
」
（
「
文
学
」
昭

・

）
は
、
こ
の
「
人
」
を
謙

62

10

遜
を
表
明
す
る
自
称
詞
と
と
り
、
必
ず
し
も
物
語
の
冒
頭
部
の
影
響
と
は
言
え
な
い
と
論
じ
る
。
だ
が
い

ず
れ
に
せ
よ
、
書
き
手
自
身
を
指
す
「
人
」
は
『
蜻
蛉
日
記
』
全
体
の
中
で
も
例
外
的
な
用
法
で
、
後
の

「
わ
れ
」
、
「
わ
が
」
と
は
異
な
る
用
法
で
あ
る
。

*189

『
蜻
蛉
日
記
』
で
は
、
兼
家
に
原
則
的
に
は
敬
語
が
用
い
ら
れ
な
い
（
柿
本
奨
「
蜻
蛉
日
記
の
敬

語
」
、
「
学
大
国
文
」
昭

・

、
木
村
正
中
「
蜻
蛉
日
記
の
対
兼
家
表
現
に
お
け
る
敬
語
否
定
論
」
、
「
玉

43

12

藻
」
昭

・

）
。
本
作
に
は
堀
の
自
筆
原
稿
（
堀
辰
雄
記
念
文
学
館
所
蔵
）
が
あ
る
。
原
稿
は
序
文
以

47

3

下
「
一
」
～
「
六
」
の
「
～
と
あ
の
子
に
お
」
ま
で
松
屋
製
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
百
三
十
九
枚
半
が
残
り
、

字
句
の
訂
正
が
全
篇
に
見
ら
れ
、
初
出
と
の
間
に
も
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
堀
の
自
筆
原
稿
上
で
は
、
堀

が
敬
語
表
現
を
訂
正
し
、
特
に
「
あ
の
方
」
に
付
さ
れ
た
二
重
敬
語
が
原
稿
へ
の
訂
正
に
よ
っ
て
作
り
出

さ
れ
て
い
る
過
程
が
確
認
で
き
る
。

*190

高
木
和
子
「
平
安
散
文
に
お
け
る
「
人
」

―
非
人
称
の
叙
述
形
式
」
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
平
13

・

）
。

3

*191

池
田
亀
鑑
訳
『
蜻
蛉
日
記
』
上
（
『
物
語
日
本
文
学
』
第
八
巻
、
至
文
堂
、
昭

）
は
『
解
環
』
本

10

文
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
与
謝
野
晶
子
訳
『
蜻
蛉
日
記
』
（
『
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
』
第
九
巻
、
非
凡

閣
、
昭

）
は
、
『
古
典
全
集
』
の
本
文
に
依
拠
し
て
い
る
。

13
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日
本
現
代
文
学
』
第
十
八
巻
、
角
川
書
店
、
昭

）
。

56
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*192

渡
辺
実
『
平
安
朝
文
章
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭

）
。

56

*193

た
と
え
ば
原
典
「
命
を
し
む
と
、
人
に
み
え
ず
も
あ
り
に
し
か
ば
、
と
の
み
、
念
ず
れ
ど
（
略
）

人
は
、
か
く
き
よ
ま
は
る
ほ
ど
ゝ
て
、
例
の
や
う
に
も
か
よ
は
ず
。
（
略
）
命
も
し
ら
ず
、
人
の
心
も
し

ら
ね
ば
」
（
中
巻
之
一
）
が
「
そ
ん
な
命
を
さ
も
惜
し
が
つ
て
で
も
ゐ
る
や
う
に
あ
の
方
に
見
ら
れ
た
く

は
な
い
と
思
つ
て
、
私
は
痩
せ
我
慢
を
し
て
ゐ
た
が
、
（
略
）
あ
の
方
は
謹
慎
中
だ
か
ら
と
言
は
れ
て
一

度
だ
つ
て
御
見
舞
に
は
来
て
下
さ
ら
な
か
つ
た
。
（
略
）
か
う
や
つ
て
自
分
の
命
の
ほ
ど
も
分
ら
ず
、
そ

れ
に
ま
た
あ
の
方
の
お
心
の
中
だ
つ
て
少
し
も
分
ら
な
い
し
す
る
の
で
」
（
二
）
と
変
換
さ
れ
て
い
る
。

*194

傍
点
引
用
者
。

*195

こ
の
「
あ
の
方
」
の
反
復
は
、
堀
が
本
作
執
筆
時
に
参
考
に
し
た
佐
藤
春
夫
訳
『
ほ
る
と
が
る

文
』
（
竹
村
書
房
、
昭

）
の
、
「
ま
あ
考
へ
て
も
ご
ら
ん
な
さ
い
ま
し
、
い
と
し
い
お
方
さ
ま
、
あ
な
た

9

さ
ま
は
ど
ん
な
に
向
見
ず
な
こ
と
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
事
か
。
あ
あ
、
不
仕
合
、
あ
な
た
さ
ま
が
裏
切

ら
れ
も
致
し
ま
し
た
し
、
あ
な
た
さ
ま
も
わ
た
く
し
を
幻
の
希
望
の
か
ず
か
ず
で
お
裏
切
な
さ
れ
も
致
し

ま
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
お
歓
び
を
前
途
に
懸
け
て
ゐ
ら
し
つ
た
情
熱
が
今
は
怖
し
い
絶
望
の
思

ひ
を
お
さ
せ
申
す
の
で
す
。
」
（
最
初
の
文
）
と
い
う
二
人
称
の
「
あ
な
た
さ
ま
」
の
用
法
に
通
じ
る
。

「
あ
な
た
さ
ま
」
が
畳
み
か
け
ら
れ
る
ご
と
に
尼
僧
の
情
念
の
高
ま
り
が
表
現
さ
れ
る
。
本
作
に
は
「
昔

の
自
分
が
心
待
ち
に
し
て
ゐ
た
す
べ
て
の
事
と
今
の
自
分
と
は
何
と
云
ふ
ひ
ど
い
相
違
だ
ら
う
」
と
い
う

一
節
を
『
ぽ
る
と
が
る
文
』
の
「
わ
た
く
し
が
心
待
ち
に
致
し
て
ゐ
ま
し
た
す
べ
て
の
事
と
只
今
の
わ
た

く
し
と
は
何
と
ひ
ど
い
相
違
で
ご
ざ
り
ま
す
事
か
」
（
第
三
の
文
）
と
い
う
一
節
に
拠
っ
て
作
り
出
す
な

ど
、
『
ほ
る
と
が
る
文
』
を
参
照
し
て
い
る
箇
所
が
複
数
あ
る
。
『
ほ
る
と
が
る
文
』
に
典
型
的
な
、
「
あ

あ
」
、
「
ま
あ
」
と
い
う
感
動
詞
の
多
用
、
「
不
仕
合
」
と
い
う
自
己
規
定
も
本
作
と
通
じ
る
。

*196

こ
の
序
文
の
形
式
は
、
ジ
ッ
ド
の
書
簡
体
小
説
『
女
の
学
校
』
（
新
庄
嘉
章
訳
『
女
の
学
校
・
ロ
ベ

ェ
ル
』
春
陽
堂
世
界
名
作
文
庫
、
昭

）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
、
発
見
さ
れ
た
手
記
の
形
式
で
あ
る
。

8

*197

中
村
真
一
郎
「
解
説
」
（
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
・
曠
野
』
創
元
文
庫
、
昭

）
、
「
解
説
」
（
『
か
げ
ろ
ふ

27

の
日
記
』
河
出
文
庫
、
昭

）
、
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
』
第
十
四
巻
（
角
川
書
店
、
昭

）
。

31

33

*198

佐
藤
春
夫
「
月
並
談
義
四

文
芸
時
評
」
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
昭

・

・

）
。
こ
の
評
言

11

11

28

は
『
風
立
ち
ぬ
』
（
新
潮
社
、
昭

）
の
「
解
題
」
に
引
用
さ
れ
た
。

12

*199

渡
辺
広
士
「
『
風
立
ち
ぬ
』
の
意
味
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
昭

・

）
。
な
お
実
際
に
は
「
二
年
」
で

53

9

は
な
く
三
年
半
で
あ
る
。

*200

清
水
徹
「
作
家
論
」
（
『
堀
辰
雄
作
品
集
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭

）
。

57

*201

野
沢
京
子
「
『
風
立
ち
ぬ
』

―
あ
る
ひ
と
つ
の
生
の
た
め
に

―
」
（
「
立
教
大
学
日
本
文



*202

宮
内
豊
「
『
風
立
ち
ぬ
』
の
し
た
こ
と

―
時
間
の
小
説
」
（
「
群
像
」
平

・

）
。

9

2

*203

菅
谷
規
矩
雄
は
こ
の
場
面
の
節
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
〈
時
間
〉
か
ら
疎
外
さ
れ
た
タ
ブ
ロ
オ
」
と
評

し
、
「
『
序
曲
』
に
お
け
る
夏
の
モ
テ
ィ
ー
フ
」
が
「
〈
生
の
約
束
〉
と
で
も
よ
ぶ
べ
き
赫
き
の
な
か
で
、

時
間
を
切
断
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
の
象
徴
と
捉
え
る
（
『
迷
路
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
』
白
馬
書
房
、
昭

）
。

56

*204

竹
内
清
己
『
堀
辰
雄
の
文
学
』
（
桜
楓
社
、
昭

）
、
渡
辺
広
士
前
掲
論
。
西
田
敦
美
「
『
風
立

52

ち
ぬ
』
に
つ
い
て
」
（
「
高
知
大
国
文
」
昭

・

）
。

63

12

*205

赤
塚
正
幸
「
『
風
立
ち
ぬ
』
」
（
「
解
釈
と
観
賞
」
平

・

）
。

8

9

*206

た
と
え
ば
渡
部
麻
実
「
堀
辰
雄
「
風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も

―
『
風
立
ち
ぬ
』
か
ら

『
万
葉
集
』
へ
、
『
万
葉
集
』
か
ら
『
風
立
ち
ぬ
』
へ
」
（
「
国
文
目
白
」
平

・

）
は
、
「
中
断
し

25

2

た
作
中
作
の
行
方
」
が
「
直
接
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
が
、
「
『
風
立
ち
ぬ
』
そ
の
も
の
に
、
小
説

家
「
私
」
の
再
生
と
作
中
作
完
成
の
証
拠
を
見
出
す
」
と
論
じ
る
。
大
石
紗
都
子
「
堀
辰
雄
『
風
立
ち

ぬ
』
の
文
体

―
不
回
帰
の
日
々
と
追
憶
が
出
会
う
場
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
平

・

）
は
「
語
り
の

25

11

主
体
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
ど
の
時
点
に
安
住
す
る
こ
と
も
な
い
」
と
述
べ
、
「
「
作
中
作
」
は
永
遠
に

未
完
で
あ
り
、
『
風
立
ち
ぬ
』
は
収
束
す
る
こ
と
の
な
い
物
語
を
も
内
包
し
て
い
る
」
と
論
じ
る
。

*207

佐
藤
昭
夫
「
『
風
立
ち
ぬ
』
論
素
描
（
一
）

―
「
フ
ウ
グ
形
式
」
の
軌
跡
」
（
「
実
践
国
文

学
」
昭

・

）
。

57

3

*208

赤
塚
正
幸
前
掲
論
。

*209

安
藤
宏
『
自
意
識
の
昭
和
文
学
』
（
至
文
堂
、
平

）
。
安
藤
は
『
風
立
ち
ぬ
』
を
一
九
二
○
～
一

6

九
三
○
年
代
に
見
ら
れ
た
小
説
家
小
説
の
サ
イ
ク
ル
の
終
点
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
て
い

る
。

*210

福
永
武
彦
「
堀
辰
雄
の
作
品
」
（
『
福
永
武
彦
全
集
』
第
十
六
巻
、
新
潮
社
、
昭

）
。
福
永
は

62

「
こ
の
主
人
公
は
芸
術
家
の
エ
ゴ
を
育
て
る
た
め
に
、
一
切
を
自
分
の
好
み
の
通
り
に
感
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
、
ふ
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
「
私
」
を
「
或
る
意
味
で
は
「
彼
」
自

身
の
看
護
人
、
自
己
中
心
の
小
説
家
で
あ
り
」
、
「
恋
人
で
あ
る
以
上
に
小
説
家
」
と
捉
え
た
。
こ
の
読
解

は
以
後
の
論
考
に
形
を
変
え
て
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

*211

大
森
郁
之
助
は
『
風
立
ち
ぬ
』
に
お
い
て
「
私
」
達
の
生
活
を
取
り
巻
く
風
景
の
中
心
と
し
て

八
ヶ
岳
の
イ
メ
ー
ジ
が
繰
り
返
し
提
示
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
生
き
る
た
め
の
風
景

―
堀
辰
雄
に
お
け
る
自
然
環
境
の
意
義
」
（
『
演
習
太
宰
堀
石
坂
』
審
美
社
、
昭

）
）
。

44

*212

福
永
武
彦
前
掲
論
、
大
森
郁
之
助
前
掲
論
。
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学
」
平

・

）
。

10

1
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*213

丸
岡
明
「
『
風
立
ち
ぬ
・
美
し
い
村
』
に
つ
い
て
」
（
『
風
立
ち
ぬ
・
美
し
い
村
』
新
潮
文
庫
、

昭

）
。

26

*214

死
者
と
「
私
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
「
お
前
」
と
い
う
二
人
称
に

着
目
し
、
次
章
で
論
じ
た
。

*215

菅
谷
規
矩
雄
『
迷
路
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
』
（
白
馬
書
房
、
昭

）
。

56

*216

小
島
衞
「
リ
ル
ケ
と
堀
辰
雄

―«
R

equiem
»

（
鎮
魂
歌
）
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
北
海
道
大
学
外
国

語
・
外
国
文
学
研
究
」
昭

・

）
。
小
島
は
「
鎮
魂
歌
」
が
作
品
本
文
の
「
か
な
り
の
量
」
を
占
め
、

37

3

「
主
題
完
成
の
成
否
に
関
る
ほ
ど
の
重
大
な
比
重
を
託
し
て
い
る
」
こ
と
に
注
目
を
促
す
。

*217

リ
ル
ケ
の
中
後
期
作
品
が
注
目
を
集
め
る
の
は
昭
和
八
年
以
降
で
あ
り
、
そ
の
牽
引
役
と
な
っ
た

の
が
、
東
大
独
文
の
「
エ
ル
ン
テ
」
、
京
大
独
文
の
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
と
、
堀
の
「
四
季
」
で
あ
っ
た
。

リ
ル
ケ
関
連
の
文
献
目
録
と
し
て
は
、
岩
本
晃
代
「
リ
ル
ケ
関
係
文
献
目
録
（
戦
前
編
）
」
（
『
昭
和
詩
の

抒
情

―
丸
山
薫
・
〈
四
季
派
〉
を
中
心
に
』
双
文
社
出
版
、
平

）
を
参
照
。

15
*218

堀
が
リ
ル
ケ
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
時
期
は
昭
和
九
年
の
春
か
ら
夏
と
さ
れ
る
が
、
昭
和

八
年
十
二
月
号
の
「
行
動
」
所
載
の
笹
沢
美
明
の
エ
ッ
セ
イ
「
リ
ル
ケ
に
就
い
て

―
堀
辰
雄
氏
に
宛
て

て
」
が
、
堀
辰
雄
宛
て
の
書
簡
の
形
で
堀
に
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
を
勧
め
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
笹
沢
は
、
「
神
様
の
話
」
（
「
文
学
」
昭

・

～

）
な
ど
の
短
篇
の
訳
を
「
堀
氏
の
た
め
に
作

7

6

9

品
を
訳
」
し
た
と
回
想
し
て
お
り
、
向
島
の
自
宅
で
堀
が
「
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
た
リ
ル
ケ
の
詩
集
」
を

片
手
に
、
リ
ル
ケ
へ
の
愛
好
を
語
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
『
リ
ル
ケ
の
愛
と
恐
怖
』
宝
文
館
、
昭

）
。
堀

28

の
リ
ル
ケ
へ
の
関
心
自
体
は
、
昭
和
九
年
以
前
に
胚
胎
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

*219

林
光
「
リ
ル
ケ
と
の
一
時
期
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
昭

・

）
。

47

10

*220

堀
辰
雄
の
リ
ル
ケ
翻
訳
は
、
神
品
芳
夫
「
堀
辰
雄
と
リ
ル
ケ
」
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
別
巻
二
、
筑
摩

書
房
）
が
指
摘
し
、
渡
部
麻
実
が
「
リ
ル
ケ
・
ノ
ー
ト
」
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
（
『
流
動
す

る
テ
ク
ス
ト

―
堀
辰
雄
』
翰
林
書
房
、
平

）
、
英
・
独
・
仏
語
の
関
連
文
献
を
横
断
し
て
行
わ
れ
て

20

お
り
、
翻
訳
の
検
討
に
際
し
て
は
複
数
の
原
典
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
原
典
は
堀
旧
蔵Requiem

:
Für

eine
Freundin,

Insel-V
erlag,

Leipzig,
1909.

（
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
）
を
参
照
し
た
。
レ
イ
シ

ュ
マ
ン
の
英
訳
は
、Requiem

and
other

poem
s,H

ogarth
Press,London,1935.

を
参
照
し
た
。
な
お
、

堀
旧
蔵
書
と
し
て
残
る
英
訳
は
、
戦
後
の
一
九
四
九
年
版
で
あ
る
。

*221

後
年
の
吉
村
博
次
訳
（
『
リ
ル
ケ
全
集
』
第
一
巻
、
弥
生
書
房
、
昭

）
、
田
口
義
弘
訳
（
『
リ
ル
ケ

48

全
集
』
第
三
巻
、
河
出
書
房
新
社
、
平

）
で
は
、
こ
の
箇
所
は
い
ず
れ
も
「
あ
な
た
」
で
あ
る
。

2

*222

中
島
昭
は
「
郭
公
」
と
「
山
茶
花
な
ど
」
（
「
新
女
苑
」
昭

・

）
を
「
『
鎮
魂
曲
』
の
解
釈
そ
の

13

1



*223

た
だ
し
、
『
あ
ひ
び
き
』
（
文
芸
春
秋
新
社
、
昭

）
収
録
時
、
「
鎮
魂
歌
」
冒
頭
の
詩
節
は
日
本
語

24

訳
に
置
き
換
え
ら
れ
、
「
鎮
魂
歌
」
末
尾
四
行
の
詩
節
は
削
除
さ
れ
た
。

*224

神
品
芳
夫
前
掲
論
。

*225

「
山
中
雑
記
」
と
初
出
「
風
立
ち
ぬ
」
と
は
同
月
の
発
表
で
あ
る
。
ま
た
小
説
「
郭
公
」
は
、
初
出

「
冬
」
と
「
死
の
か
げ
の
谷
」
と
の
間
に
発
表
さ
れ
た
。

*226

「
助
力
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
石
田
和
之
「
堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』
論

―
予
定
調
和
の
世
界
（
あ

る
い
は
責
任
回
避
）
」
（
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
平

・

）
が
、
二
箇
所
の
「
助
力
」
の
語
の
呼
応

12

2

を
指
摘
し
、
「
節
子
に
で
き
る
助
力
と
は
死
者
と
し
て
の
助
力
で
あ
る
こ
と
が
決
定
済
み
」
と
物
語
の
伏

線
と
し
て
捉
え
た
。
本
稿
は
こ
の
呼
応
が
翻
訳
行
為
を
通
し
て
作
り
出
さ
れ
た
点
に
注
目
す
る
。

*227

レ
イ
シ
ュ
マ
ン
に
よ
る
英
訳
で
は
、The

dead
are

occupied
（
死
者
達
は
忙
し
い
）
と
な
っ
て
い

る
。
前
掲
吉
村
訳
で
は
「
死
者
た
ち
は
い
そ
が
し
い
」
、
田
口
訳
で
は
「
死
者
た
ち
は
忙
し
い
」
で
あ
る
。

*228

「
序
曲
」
の
章
に
お
け
る
地
の
文
の
「
お
前
」
に
つ
い
て
は
、
『
風
立
ち
ぬ
』
全
篇
の
語
り
の
時
間

の
問
題
と
関
連
し
て
、
前
章
で
考
察
し
た
。

*229

こ
の
点
に
つ
い
て
、
竹
内
清
己
は
「
冬
」
の
章
の
「
私
」
の
視
線
が
節
子
を
「
死
に
ゆ
く
も
の
と

し
て
形
象
化
」
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し
、
「
見
つ
め
る
こ
と
の
酷
薄
さ
」
を
読
み
取
る
（
「
『
風
立
ち
ぬ
』

―
支
配
の
構
造

―
」
、
『
堀
辰
雄
の
文
学
』
桜
楓
社
、
昭

）
。
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*230

辻
研
子
「
堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』

―
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
お
け
る
死
者
節
子
の
現
前
に
つ
い

、
、

て
」
（
「
近
代
文
学
論
集
」
平

・

、
傍
点
原
文
）
は
、
「
私
」
が
「
節
子
の
言
葉
を
い
ま
聞
い
て
い
る

16

11

の
で
あ
り
、
髪
の
冷
た
さ
も
「
私
」
が
現
在
体
験
し
て
い
る
感
覚
」
と
述
べ
た
。
ま
た
日
沼
倫
太
郎
「
堀

辰
雄
論

―
「
風
立
ち
ぬ
」
に
つ
い
て
」
（
「
批
評
」
昭

・

）
は
、
「
死
者
で
あ
る
は
ず
の
節
子
が
よ

43

1

み
が
え
」
る
と
解
し
、
そ
こ
に
リ
ル
ケ
的
な
死
生
観
の
投
影
を
見
て
と
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
節
子
の

描
写
は
全
て
「
私
」
の
認
識
の
う
ち
に
と
ど
ま
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

*231

高
橋
英
夫
「
二
人
称
の
余
韻
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
昭

・

）
。
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9

*232

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
、
第
四
章
を
参
照
。

*233

中
村
真
一
郎
「
あ
る
文
学
的
系
譜

―
芥
川
・
堀
・
立
原
」
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
別
巻
二
、
筑
摩
書

房
）
。

*234

渡
部
麻
実
『
流
動
す
る
テ
ク
ス
ト

―
堀
辰
雄
』
（
翰
林
書
房
、
平

）
、
「
科
学
と
天
使

―
堀
辰

20
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も
の
と
い
っ
て
よ
い
作
品
」
と
評
し
、
両
作
が
「
死
の
か
げ
の
谷
」
成
立
に
深
く
関
わ
る
と
指
摘
す
る

（
「
『
風
立
ち
ぬ
』
覚
書

―
「
生
者
」
と
「
死
者
」
の
空
間
」
、
『
堀
辰
雄
覚
書

―
『
風
立
ち
ぬ
』
ま

で
』
近
代
文
芸
社
、
昭

）
。
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*235

堀
多
恵
子
に
よ
れ
ば
、
「
原
書
に
日
本
語
で
題
名
の
付
い
て
い
る
の
は
、
仏
蘭
西
語
の
読
め
な
い
私

の
た
め
に
、
本
に
カ
ヴ
ァ
を
し
て
自
分
流
の
題
名
を
つ
け
、
私
に
書
か
せ
た
も
の
で
あ
る
」
（
前
掲
「
蔵

書
目
録
」
）
。

*236

堀
は
エ
ッ
セ
イ
「
貝
殻
と
薔
薇
」
（
「
山
繭
」
大

・

）
の
中
で
「
窓
」
の
最
終
二
行
を
翻
訳
・

15

12

引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
仏
蘭
西
現
代
詩
選
』
（
金
星
堂
、
昭

）
に
お
け
る
解
説
「
ギ
ヨ
ム
・
ア
ポ
リ

8

ネ
エ
ル
」
で
、
「
「
カ
リ
グ
ラ
ム
」
の
巻
頭
に
あ
る
「
窓
」
と
い
ふ
詩
は
立
体
詩
の
お
手
本
と
し
て
有
名
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

*237

松
田
嘉
子
「
扁
理
と
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
―
堀
辰
雄
の
初
期
作
品
に
お
け
る
コ
ク
ト
ー
と
ラ
デ
ィ
ゲ
の

影
響
」
（
「
現
代
文
学
」
昭57

・6

）
。

*238

松
田
嘉
子
前
掲
論
。
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雄
と
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
平
成

・

）
は
、
堀
の
洋
書
へ
の
書
き
込
み
を
作
品

22

11

の
読
解
と
関
連
づ
け
て
論
じ
て
い
る
。


